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日
本
野
球
連
盟
を
代
表
し
て
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と

と
も
に
、
罹
患
さ
れ
た
皆
様
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
感
染
症
が
長
期
化
す

る
中
、
医
師
や
看
護
師
、
保
健
所

を
は
じ
め
と
す
る
医
療
関
係
者
の

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
世
の
中
が
混
迷
を
極
め

た
一
年
で
あ
り
、
不
安
の
絶
え
な

い
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

野
球
界
に
お
い
て
も
、
過
去
に
経

験
の
な
い
試
練
の
一
年
で
あ
り
ま

し
た
。
シ
ー
ズ
ン
当
初
よ
り
多
く

の
チ
ー
ム
が
活
動
の
自
粛
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
中
、
当
連
盟
と
し
て

も
、
「
全
日
本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手

権
大
会
」
や
「
社
会
人
野
球
日
本

選
手
権
」
を
は
じ
め
と
し
た
多
く

の
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
試
合
を
中
止
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
11
月
に
予
定
さ
れ
て

い
た
「
都
市
対
抗
野
球
大
会
」
だ

け
は
何
と
し
て
も
開
催
し
た
い
と

考
え
、
各
地
区
連
盟
を
は
じ
め
と

し
た
関
係
者
の
皆
様
と
協
議
を
重

ね
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
都
市
対

抗
野
球
大
会
」
を
無
事
に
開
催
で

き
た
こ
と
は
、
フ
ァ
ン
の
皆
様
を

は
じ
め
、
チ
ー
ム
関
係
者
、
大
会

関
係
者
の
お
か
げ
と
心
か
ら
感
謝

す
る
次
第
で
す
。
都
市
対
抗
野
球

の
風
物
詩
で
も
あ
る
応
援
合
戦
や

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
等
の
演
奏
は
自
粛

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
３

年
ぶ
り
３
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た

ホ
ン
ダ
チ
ー
ム
（
狭
山
市
代
表
）
、

準
優
勝
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
チ
ー
ム

（
東
京
都
代
表
）
を
は
じ
め
と
し

た
各
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
が
、
社
会

人
な
ら
で
は
の
迫
力
あ
る
プ
レ
ー

を
フ
ァ
ン
の
皆
様
に
見
せ
て
く
れ

た
こ
と
に
最
大
限
の
敬
意
を
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
、
年
明
け
か
ら
２
度
目

の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
出
さ

れ
る
な
ど
、
引
き
続
き
厳
し
い
環

境
が
続
き
ま
す
が
、
社
会
人
野
球

が
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
時

代
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
て
い
く
と

い
う
思
い
を
込
め
、
今
年
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
て
「
今
、
こ
の
一
瞬

に
思
い
を
込
め
て
　
～
新
た
な
時

代
へ
の
挑
戦
～
　
社
会
人
野
球
か

ら
夢
と
希
望
を
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

当
連
盟
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な

困
難
に
も
最
大
限
の
努
力
を
惜
し

む
こ
と
な
く
、
２
０
２
１
年
の
Ｊ

Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
が
す
べ
て
開
催

で
き
る
よ
う
、
万
全
の
準
備
を
整

え
て
い
く
所
存
で
す
。
皆
さ
ん
と

と
も
に
一
緒
に
戦
っ
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
関
係
各

社
並
び
に
各
加
盟
チ
ー
ム
の
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
、こ
の
一
瞬
に
思
い
を
込
め
て 

　
　～
新
た
な
時
代
へ
の
挑
戦
～ 

　
   

　
　

 
社
会
人
野
球
か
ら
夢
と
希
望
を

公
益
財
団
法
人 

日
本
野
球
連
盟

　会
長

　清
野

　
智
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込
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コ
ロ
ナ
禍
で
応
援
合
戦
な
し 

　
　
　  

感
染
防
止
策
徹
底
の
中
、熱
戦
多
く

第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会

（
日
本
野
球
連
盟
、
毎
日
新
聞
社

主
催
、
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞

社
、
共
同
通
信
社
、
総
務
省
後

援
）
は
７
～
９
月
に
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
予

定
さ
れ
て
い
た
影
響
で
11
月
22
日

～
12
月
３
日
の
12
日
間
、
東
京
ド

ー
ム
で
開
催
さ
れ
、
狭
山
市
・
ホ

ン
ダ
が
11
年
ぶ
り
３
回
目
の
優
勝

を
果
た
し
た
。

狭
山
市
は
、
横
浜
市
・
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
と
の
２
回
戦
、
東
京
都
・
セ

ガ
サ
ミ
ー
と
の
準
決
勝
と
２
度
の

タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
延
長
戦
を
も
の

に
し
て
勝
ち
上
が
っ
た
。
攻
守
に

お
け
る
粘
り
強
さ
と
、
勝
機
を
逃

さ
な
い
積
極
的
な
打
撃
が
際
立
っ

て
い
た
。
東
京
都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
と
の
決
勝
は
、
新
人
の
朝
山
広

憲
が
好
投
。
１
―
１
の
五
回
に
決

勝
の
３
ラ
ン
を
放
っ
た
井
上
彰
吾

が
橋
戸
賞
に
輝
い
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
２
０
２
０
年
は
社
会

人
野
球
日
本
選
手
権
、
全
日
本
ク

ラ
ブ
野
球
選
手
権
は
じ
め
多
く
の

公
式
大
会
が
中
止
に
な
っ
た
が
、

都
市
対
抗
は
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
す
る
こ
と
で
開
催
に
こ
ぎ
着
け

た
。
選
手
を
は
じ
め
と
す
る
チ
ー

ム
関
係
者
と
、
審
判
や
運
営
ス
タ

ッ
フ
な
ど
大
会
関
係
者
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
事
前
に
実
施
。
全
試
合
入

れ
替
え
制
で
各
試
合
の
観
客
数
を

上
限
１
万
人
に
制
限
し
、
最
大
の

特
徴
で
あ
る
ス
タ
ン
ド
の
応
援
合

戦
も
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。
例

年
な
ら
出
場
32
チ
ー
ム
が
一
堂
に

会
す
る
開
会
式
も
簡
素
化
し
、
開

幕
試
合
の
２
チ
ー
ム
が
ベ
ン
チ
前

に
整
列
す
る
中
、
黒
獅
子
旗
の
返

還
な
ど
を
執
り
行
っ
た
。

そ
の
開
幕
試
合
で
16
年
ぶ
り
出

場
の
倉
敷
市
・
三
菱
自
動
車
倉
敷

オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
が
前
回
優
勝
の
千

葉
市
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日
本
に
快
勝
。

都
市
対
抗
予
選
初
挑
戦
で
本
大
会

初
出
場
を
果
た
し
た
富
里
市
・
ハ

ナ
マ
ウ
イ
が
善
戦
す
る
な
ど
前
半

か
ら
話
題
は
多
く
、
例
年
に
勝
る

と
も
劣
ら
な
い
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

ま
た
、
ウ
ェ
ブ
会
議
ツ
ー
ル
を

利
用
し
て
地
元
の
応
援
を
東
京
ド

ー
ム
の
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
映
し
出

す
「
オ
ン
ラ
イ
ン
応
援
企
画
」
を

１
回
戦
と
決
勝
で
実
施
。
弾
道
測

定
器
「
ト
ラ
ッ
ク
マ
ン
」
を
活
用

し
て
投
球
の
回
転
数
や
打
球
の
速

度
、
角
度
の
デ
ー
タ
を
テ
レ
ビ
中

継
で
視
聴
者
に
提
供
す
る
な
ど
、

新
た
な
取
り
組
み
も
行
わ
れ
た
。

10
年
連
続
出
場 

６
選
手
を
表
彰

10
年
連
続
で
都
市
対
抗
本
大
会

出
場
を
果
た
し
た
選
手
６
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
出
場
す
る
試
合
前
に
表

彰
さ
れ
た
。
表
彰
選
手
は
次
の
通

り
。堀

越
匠
外
野
手
（
鹿
嶋
市
・
日

本
製
鉄
鹿
島
）
越
前
一
樹
外
野
手

（
東
京
都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
）
榎

田
宏
樹
投
手
（
京
都
市
・
日
本
新

薬
）
藤
井
貴
之
投
手
、
廣
本
拓
也

内
野
手
（
以
上
、
大
阪
市
・
日
本

生
命
）
田
中
宗
一
郎
外
野
手
（
門

真
市
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

前
年
覇
者
・
千
葉
市
、初
戦
で
敗
退

〔ＮＴＴ東日本―Ｈｏｎｄａ〕優勝を決めて喜ぶＨｏｎｄａの選手たち

開会式で選手宣誓をする千葉市・ＪＦ
Ｅ東日本の鳥巣誉議主将

狭山市・Ｈｏｎｄａ、11年ぶりの黒獅子旗奪還
第91回　都市対抗野球大会

狭山市・Ｈｏｎｄａ、11年ぶりの黒獅子旗奪還
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創
部
１
０
０
年
特
別
表
彰

社
会
人
球
界
で
の
１
０
０
年
に

わ
た
る
活
動
を
た
た
え
て
、
１
９

２
１
年
創
部
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
１

回
戦
の
試
合
前
に
特
別
表
彰
し
た
。

同
じ
く
21
年
創
部
の
Ｊ
Ｒ
東
海
は

本
大
会
に
出
場
し
な
か
っ
た
た
め
、

地
元
の
名
古
屋
市
で
伝
達
式
を
行

っ
た
。殿

堂
博
物
館
で
特
別
展

東
京
ド
ー
ム
の
一
角
に
あ
る
野

球
殿
堂
博
物
館
は
都
市
対
抗
期
間

中
に
特
別
展
示
「
歴
代
橋
戸
賞
の

系
譜
」
を
開
催
し
、
都
市
対
抗
大

会
の
最
優
秀
選
手
に
贈
ら
れ
る
橋

戸
賞
の
由
来
と
、
歴
代
受
賞
者
を

紹
介
し
た
。

関
連
イ
ベ
ン
ト
は
中
止

全
国
各
地
の
特
産
物
が
そ
ろ
う

物
産
展
、
写
真
や
毎
日
新
聞
紙
面

で
都
市
対
抗
の
魅
力
を
伝
え
る
パ

ネ
ル
展
な
ど
２
０
０
６
年
か
ら
続

い
て
い
た
「
都
市
対
抗
ま
つ
り
」

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
中
止
に
な
っ
た
。

ま
た
、
バ
ッ
ト
の
原
材
料
に
な

る
ア
オ
ダ
モ
の
植
樹
を
行
っ
て
い

る
「
ア
オ
ダ
モ
資
源
育
成
の
会
」

へ
の
募
金
活
動
も
実
施
を
見
送
っ

た
。

前
年
覇
者
・
千
葉
市
、初
戦
で
敗
退

◇
第
１
日
（
11
月
22
日
）

開
会
式
後
に
１
回
戦
２
試
合
が

行
わ
れ
た
。
開
幕
試
合
で
16
年
ぶ

り
８
回
目
出
場
の
倉
敷
市
・
三
菱

自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
が
、

前
年
覇
者
の
千
葉
市
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
東

日
本
を
３
―
１
で
破
り
、
前
回
出

場
し
た
第
75
回
大
会
（
２
０
０
４

年
）
以
来
の
初
戦
突
破
を
果
た
し

た
。
千
葉
市
は
12
、
13
年
の
横
浜

市
・
Ｊ
Ｘ
–
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
（
現
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
）以
来
６
チ
ー
ム
目（
７

回
目
）
の
連
覇
は
な
ら
な
か
っ
た
。

第
２
試
合
で
は
２
年
ぶ
り
11
回

目
出
場
の
東
京
都
・
セ
ガ
サ
ミ
ー

が
、
昨
年
準
優
勝
で
６
年
連
続
22

回
目
出
場
の
豊
田
市
・
ト
ヨ
タ
自

動
車
に
２
―
０
で
勝
利
。
前
回
決

勝
戦
で
対
戦
し
た
２
チ
ー
ム
が
と

も
に
初
戦
で
敗
退
し
た
。

　倉
敷
市「
快
進
」の
船
出

新
人
右
腕
・
廣
畑
、１
失
点
完
投

倉
敷
市
が
新
人
右
腕
・
廣
畑
の

快
投
で
逃
げ
切
っ
た
。
廣
畑
は
再

三
走
者
を
背
負
い
な
が
ら
も
、
１

５
０
㌔
超
の
直
球
を
軸
に
要
所
を

締
め
て
完
投
勝
利
。
打
線
も
一
回
、

田
村
の
左
前
２
点
打
で
先
制
し
、

二
回
は
平
山
の
左
越
え
適
時
二
塁

打
で
加
点
し
た
。
千
葉
市
は
四
回

に
猪
田
の
右
前
適
時
打
で
１
点
を

返
す
も
拙
攻
が
目
立
ち
、
投
手
陣

の
粘
り
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

倉
敷
市
・
首
藤
章
太
監
督
　
厳

し
か
っ
た
２
次
予
選
と
同
じ
力
を

東
京
ド
ー
ム
で
も
出
し
て
、
よ
く

や
っ
て
く
れ
た
。（
先
発
の
廣
畑

は
）
す
ご
い
。
び
っ
く
り
。
１
勝

ず
つ
積
み
上
げ
た
い
。

千
葉
市
・
落
合
成
紀
監
督
　
昨

19
年
か
ら
攻
撃
を
継
続
し
て
強
化

し
て
き
た
。
選
手
は
準
備
し
て
、

し
っ
か
り
や
っ
て
く
れ
た
が
、
す

べ
て
私
の
責
任
。

番
狂
わ
せ
の
主
役

ピ
ン
チ
で
も
白
い
歯
が
こ
ぼ
れ

て
い
た
。
倉
敷
市
の
新
人
で
エ
ー

ス
右
腕
の
廣
畑
（
帝
京
大
）
が
、

強
力
打
線
に
剛
柔
併
せ
持
つ
投
球

で
１
失
点
完
投
劇
を
演
じ
た
。

真
骨
頂
は
、
四
回
に
１
点
を
返

さ
れ
て
な
お
２
死
一
、
二
塁
で
佐

藤
を
迎
え
た
場
面
。「
最
少
失
点

を
意
識
し
て
い
た
。
集
中
力
を
高

め
た
」
と
ギ
ア
を
入
れ
た
。
４
球

目
に
自
己
最
速
の
１
５
４
㌔
の
直

球
の
ボ
ー
ル
球
を
見
せ
、
最
後
は

１
２
８
㌔
の
ス
ラ
イ
ダ
ー
で
平
凡

な
左
飛
に
打
ち
取
っ
た
。

ピ
ン
チ
で
の
粘
り
強
さ
が
身
上

だ
。
意
識
す
る
の
は
「
腕
を
振
る

こ
と
」
と
シ
ン
プ
ル
だ
が
、
自
身

初
の
東
京
ド
ー
ム
の
マ
ウ
ン
ド
で
、

し
か
も
注
目
の
開
幕
戦
。
そ
ん
な

状
況
で
も
力
ま
ず
に
投
げ
ら
れ
る

不
動
の
心
を
持
っ
て
い
る
。

守
備
に
就
く
際
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
元
気
よ
く
一
番
に
飛
び
出
し
、

ピ
ン
チ
で
も
笑
顔
を
見
せ
る
。「
相

手
が
盛
り
上
が
っ
て
こ
ち
ら
が
落

ち
な
い
よ
う
に
、
自
分
を
盛
り
上

げ
て
い
る
」。
相
手
に
流
れ
を
渡

さ
な
い
よ
う
に
振
る
舞
う
所
作
は

入
場
者
数
を
１
万
人
以
下
に
抑
え
て
実
施
さ
れ
た
第
91
回
都
市
対

抗
野
球
大
会
の
開
幕
戦
を
見
守
る
観
客
た
ち

　
▽
第
１
試
合
＝
１
回
戦

千
　
葉
　
市
０
０
０
　
１
０
０
　
０
０
０
　
１

（
Ｊ

Ｆ

Ｅ

東

日

本
）

（
三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
）

倉
　
敷
　
市
２
１
０
　
０
０
０
　
０
０
×
　
３

　
　【
審
】
深
沢
（
球
）
山
口
、
須
田
、
富
沢
（
塁
）



6日本野球連盟連盟報

新
人
離
れ
し
て
い
る
。

倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
と
し
て
出

場
し
た
16
年
前
も
勝
利
を
挙
げ
た

首
藤
監
督
は
「
今
回
の
ほ
う
が
た

く
ま
し
さ
を
感
じ
、
胸
が
熱
く
な

っ
た
」
と
感
慨
深
い
。
東
京
入
り

す
る
前
日
の
19
日
午
後
５
時
ま
で

仕
事
。
決
し
て
恵
ま
れ
た
練
習
環

境
で
は
な
い
チ
ー
ム
が
番
狂
わ
せ

を
演
じ
た
。

「
目
標
だ
っ
た
１
勝
を
達
成
で

き
て
う
れ
し
い
」
と
廣
畑
。
笑
顔

満
点
の
エ
ー
ス
に
代
表
さ
れ
る
倉

敷
市
の
企
業
戦
士
た
ち
が
、
晩
秋

の
東
京
ド
ー
ム
で
輝
い
た
。

心
強
い
先
制
打

田
村
強
一
塁
手 

   

倉
敷
市
・
三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

前
年
王
者
の
お
株
を
奪
う
一
打

で
、
補
強
選
手
の
役
割
を
十
分
に

果
た
し
た
。
一
回
２
死
二
、
三
塁

の
好
機
。

「
先
に
点
を
取
れ
れ
ば
い
い
試

合
に
な
る
。
積
極
的
に
い
こ
う
」

と
打
席
に
立
っ
た
。
２
球
目
の
直

球
を
振
り
抜
き
、
一
気
に
走
者
２

人
を
還
す
先
制
の
左
前
適
時
打
と

な
っ
た
。

中
国
２
次
予
選
第
２
代
表
決
定

戦
で
敗
れ
た
Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら
の

補
強
。
大
阪
体
育
大
か
ら
２
０
１

６
年
に
入
社
し
た
。
１
年
目
か
ら

４
番
を
任
さ
れ
、
都
市
対
抗
に
も

３
年
連
続
で
出
場
。
18
年
ジ
ャ
カ

ル
タ
・
ア
ジ
ア
大
会
で
日
本
代
表

に
選
ば
れ
る
な
ど
、
国
際
大
会
の

経
験
も
あ
る
。

５
年
目
の
今
季
は
主
将
と
し
て

チ
ー
ム
を
け
ん
引
し
た
が
、
第
２

代
表
決
定
戦
で
は
延
長
戦
の
末
、

倉
敷
市
に
競
り
負
け
た
。

予
選
で
チ
ー
ム
打
率
が
１
割
７

分
６
厘
と
低
調
だ
っ
た
倉
敷
市
の

首
藤
章
太
監
督
か
ら
「
打
っ
て
ほ

し
い
」
と
補
強
に
呼
ば
れ
、
悔
し

さ
を
切
り
替
え
て
合
流
。「
力
に

な
り
た
い
。
補
強
で
は
な
く
、
チ

ー
ム
の
一
員
と
し
て
勝
ち
に
行

く
」。
こ
の
日
、
勝
利
を
決
め
る

殊
勲
打
に
結
実
し
た
。「
少
な
い

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
い
く
」
と
、

頼
れ
る
存
在
だ
。

千
葉
市
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
、覇
者
の
影
な
く

昨
19
年
東
京
ド
ー
ム
を
席
巻
し

た
「
超
攻
撃
野
球
」
の
面
影
は
、

ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

千
葉
市
の
誇
る
強
力
打
線
が
最
後

ま
で
沈
黙
。
連
覇
の
夢
は
あ
え
な

く
つ
い
え
た
。

痛
恨
だ
っ
た
の
が
、
２
点
を
追

う
五
回
だ
。
先
頭
の
中
澤
が
右
越

え
二
塁
打
で
出
塁
し
、
反
撃
の
の

ろ
し
を
上
げ
る
か
に
見
え
た
。
だ

が
、
代
打
の
鳥
巣
の
送
り
バ
ン
ト

が
投
手
の
目
の
前
に
転
が
り
、
走

者
の
中
澤
が
三
塁
タ
ッ
チ
ア
ウ
ト
。

続
く
３
番
・
峯
本
も
三
ゴ
ロ
併
殺

打
と
凡
退
し
、
勢
い
を
失
っ
た
。

優
勝
し
た
昨
19
年
大
会
、
犠
打

飛
は
わ
ず
か
２
個
だ
っ
た
千
葉
市
。

「
僕
の
弱
さ
が
出
た
」
と
落
合
監

督
が
後
悔
し
た
消
極
的
な
采
配
の

影
響
か
、
そ
の
後
も
攻
撃
の
リ
ズ

ム
を
つ
か
め
ず
、
六
回
以
降
は
得

点
圏
に
走
者
を
送
る
こ
と
す
ら
で

き
な
か
っ
た
。

優
勝
チ
ー
ム
の
特
権
で
予
選
が

免
除
さ
れ
た
上
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
ほ

と
ん
ど
の
大
会
が
中
止
と
な
り
、

都
市
対
抗
が
今
年
初
め
て
の
公
式

戦
だ
っ
た
。
活
動
自
粛
中
か
ら
個

人
練
習
に
時
間
を
割
い
て
技
術
面

千葉市　　打安点振球
⑧　中　澤４２０００
③　岡　田１００１１
Ｈ３鳥　巣２００１０
④　峯　本４００００
⑤　平山快３１０２１
⑦　今　川４００００
Ｄ　西　村４１０００
⑨　内　藤４２０１０
②　猪　田２１１００
２　下　地１００１０
Ｈ　赤　木１００００
⑥　佐　藤３００１０
犠盗失併残─────
００００７33７１７２
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
倉敷市　　打安点振球
⑥　竹　井４１０２０
④　平　山４１１１０
⑤　大　倉３１０１１
Ｄ　田　島３１００１
③　田　村４１２２０
⑧　高　見４１０２０
⑦　平　井４２０００
②　　森　３００３１
⑨　　沖　３１０２０
犠盗失併残─────
０１０１８32９３13３

投　手回　打安振球責
本　田２　12５３１３
本　定２　７１５００
高　木１　４１０００
　林　１　５１１１０
須　田２　７１４１０

廣　畑９　35７７２１

▽三塁打　中澤▽二塁
打　沖、平山、中澤、
平井▽盗塁　竹井▽試
合時間　２時間33分

〔ＪＦＥ東日本―三菱自動車倉敷オーシャンズ〕前回大会王者に完投勝利し、
笑顔でガッツポーズをする三菱自動車倉敷オーシャンズの先発・廣畑

〔ＪＦＥ東日本―三菱自動車倉敷オーシャンズ〕五回表ＪＦＥ東
日本無死二塁、鳥巣の投前バントで中澤が三塁を狙うがタッチア
ウト
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の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
、
都
市

対
抗
直
前
の
オ
ー
プ
ン
戦
で
は
好

結
果
が
続
き
、
選
手
も
監
督
も
自

信
を
持
っ
て
臨
ん
だ
東
京
ド
ー
ム

だ
っ
た
が
、
チ
ー
ム
は
浮
足
立
っ

て
い
た
。
４
打
数
無
安
打
に
終
わ

っ
た
峯
本
は
「
相
手
投
手
の
狙
い

に
は
ま
っ
て
い
る
の
に
、
個
人
で

も
全
体
で
も
、
立
ち
止
ま
っ
て
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」

と
嘆
い
た
。

試
合
後
、
落
合
監
督
は
「
言
い

訳
に
し
て
は
い
け
な
い
が
、
オ
ー

プ
ン
戦
は
オ
ー
プ
ン
戦
。
公
式
戦

と
は
違
っ
た
」
と
語
っ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
の
実
戦
不
足
が
最
後
ま
で

響
い
た
。

恩
返
し
プ
ロ
の
舞
台
で

今
川
優
馬
選
手 

   

千
葉
市
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日
本

Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日
本
（
千
葉
市
）
の

今
川
優
馬
選
手
は
、
10
月
の
ド
ラ

フ
ト
会
議
で
日
本
ハ
ム
か
ら
６
位

指
名
さ
れ
た
。
大
学
卒
業
前
の
２

０
１
８
年
も
プ
ロ
入
り
を
目
指
し

た
が
声
が
掛
か
ら
ず
、
社
会
人
野

球
に
活
躍
の
場
を
求
め
た
。
今
大

会
が
社
会
人
野
球
最
後
の
公
式
戦
。

「
行
き
場
を
な
く
し
た
自
分
に
チ

ャ
ン
ス
を
く
れ
た
Ｊ
Ｆ
Ｅ
と
監
督

に
恩
返
し
し
た
い
」
と
の
思
い
を

胸
に
、
東
京
ド
ー
ム
に
立
っ
た
。

札
幌
市
出
身
。
父
に
連
れ
ら
れ

て
札
幌
ド
ー
ム
で
日
本
ハ
ム
の
試

合
を
観
戦
し
、
自
然
と
野
球
少
年

に
な
っ
た
。
強
豪
の
東
海
大
四
高

（
現
東
海
大
札
幌
高
）
に
一
般
入

試
で
入
学
。
３
年
の
春
の
大
会
を

前
に
よ
う
や
く
背
番
号
を
手
に
し

た
が
、
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
た

チ
ー
ム
の
ス
タ
メ
ン
に
は
な
れ
な

か
っ
た
。

進
学
先
の
東
海
大
北
海
道
（
現

東
海
大
札
幌
）
で
、
今
で
は
ト
レ

ー
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
渾
身

の
ア
ッ
パ
ー
ス
イ
ン
グ
を
体
得
。

４
年
の
と
き
、
札
幌
六
大
学
春
季

リ
ー
グ
で
５
本
塁
打
を
放
つ
な
ど

し
て
首
位
打
者
と
な
り
、
プ
ロ
の

目
に
留
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
ア
ピ
ー
ル
の
機
会
と
な
る

は
ず
だ
っ
た
全
日
本
大
学
選
手
権

は
、
未
成
年
部
員
の
飲
酒
問
題
で

チ
ー
ム
と
し
て
出
場
を
辞
退
。
ド

ラ
フ
ト
で
名
前
が
呼
ば
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

プ
ロ
入
り
の
夢
を
諦
め
ら
れ
ず
、

テ
ス
ト
を
兼
ね
て
Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日
本

の
練
習
に
参
加
し
、
昨
19
年
入
部

し
た
。
１
年
目
か
ら
２
番
・
左
翼

手
と
し
て
活
躍
し
、
都
市
対
抗
野

球
初
優
勝
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、

新
人
賞
の
「
若
獅
子
賞
」
に
輝
い

た
。
何
度
も
挫
折
を
味
わ
っ
て
き

た
が
、
中
学
時
代
か
ら
の
座
右
の

銘
「
雨
垂
れ
石
を
穿
つ
」
と
「
艱

難
汝
を
玉
に
す
」
を
胸
に
、
誰
よ

り
バ
ッ
ト
を
振
っ
て
き
た
自
信
が

あ
る
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
人
野

球
の
日
本
選
手
権
が
中
止
さ
れ
、

ア
ピ
ー
ル
の
機
会
が
な
い
ま
ま
10

月
26
日
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
を
迎
え

た
。
日
本
ハ
ム
が
６
位
で
指
名
し

た
瞬
間
、
落
合
成
紀
監
督
の
手

を
握
っ
て
泣
き
崩
れ
た
。
落
合
監

督
は
「
本
当
の
勝
負
は
こ
れ
か
ら
。

も
っ
と
し
っ
か
り
せ
い
」
と
笑
顔

で
活
を
入
れ
た
。

22
日
の
試
合
で
チ
ー
ム
は
惜
し

く
も
敗
れ
た
。
５
番
・
左
翼
で
出

場
し
た
今
川
選
手
は
試
合
後
、「
お

世
話
に
な
っ
た
会
社
に
恩
返
し
し
、

勝
利
に
導
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
」
と
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
た
。

プ
ロ
入
り
へ
の
思
い
を
問
わ
れ
る

と
、「
チ
ー
ム
メ
ー
ト
や
皆
さ
ん

に
今
川
を
（
プ
ロ
に
）
出
し
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

精
進
し
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

東
京
都
８
番
、決
勝
２
ラ
ン

３
投
手
継
投
で
、豊
田
市
を
ゼ
ロ
封

東
京
都
が
３
投
手
の
継
投
で
零

封
勝
ち
し
た
。

草
海
が
１
４
０
㌔
前
後
の
直
球

と
ス
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
で
打
た
せ
て

取
り
、
六
回
途
中
無
失
点
と
好
投
。

救
援
陣
も
危
な
げ
な
か
っ
た
。
打

線
は
二
回
に
北
阪
が
先
制
２
ラ
ン

を
放
っ
た
。

豊
田
市
は
右
腕
・
栗
林
が
７
回

を
投
げ
て
13
奪
三
振
も
一
発
に
泣

い
た
。
打
線
も
４
安
打
と
沈
黙
し
、

送
り
バ
ン
ト
失
敗
や
走
塁
ミ
ス
な

ど
拙
攻
だ
っ
た
。

東
京
都
・
西
田
真
二
監
督
　
先

発
の
草
海
が
し
っ
か
り
試
合
を
作

っ
て
く
れ
た
。
北
阪
の
本
塁
打
に

は
驚
い
た
が
、
相
手
の
甘
い
球
を

逃
さ
ず
に
打
っ
て
い
た
。

豊
田
市
・
藤
原
航
平
監
督
　
一

番
大
事
な
初
戦
の
入
り
の
部
分
で

相
手
の
ほ
う
が
上
だ
っ
た
。
草
海

選
手
の
先
発
も
予
想
し
て
い
た
が
、

う
ま
く
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
に
投

げ
ら
れ
た
。

東京都　　打安点振球
③　根　岸４１０１０
④　大　内４１０１０
⑨　小野田４１０２０
Ｄ　澤良木４００４０
⑦　本　間４００３０
⑧　植　田４００３０
⑥　中　川３１０２１
⑤　北　阪２１２０１
５　砂　川０００００
②　須　田３００１０
犠盗失併残─────
０００１５32５２17２
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
豊田市　　打安点振球
⑧　徳　本３２０１０
Ｈ　西　潟１００１０
④　北　村３００１０
Ｈ　河　原１００００
⑦　多　木４１０００
③　沓　掛３０００１
Ｄ　　谷　３００００
⑤　樺　澤３１０００
⑨　逢　澤２００１１
②　小　畑２００１０
Ｈ　河　合１００００
２　高　祖０００００
⑥　和　田３００１０
犠盗失併残─────
０１１０４29４０６２

投　手回　打安振球責
草　海５２／３20３５２０
三　宮１1/3４００００
陶　久２　７１１００

栗　林７　28５13２２
嘉　陽２　６０４００

▽本塁打　北阪１号②
（栗林）▽二塁打　根
岸▽盗塁　徳本▽失策
　嘉陽▽試合時間　２
時間19分

　
▽
第
２
試
合
＝
１
回
戦

東
　
京
　
都
０
２
０
　
０
０
０
　
０
０
０
　
２

（
セ
ガ
サ
ミ
ー
）

（
ト
ヨ
タ
自
動
車
）

豊
　
田
　
市
０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０
　
０

　
　【
審
】
美
濃
（
球
）
福
寿
、
松
川
、
須
藤
（
塁
）

〔
セ
ガ
サ
ミ
ー
―
ト
ヨ
タ
自
動
車
〕
二
回
表
セ
ガ
サ
ミ
ー
１
死
一
塁
、

北
阪
が
右
越
え
２
点
本
塁
打
を
放
つ



8日本野球連盟連盟報

「
ド
ラ
１
」か
ら
今
大
会
１
号

８
番
打
者
の
一
振
り
が
試
合
の

行
方
を
決
め
た
。
二
回
、
東
京
都

の
北
阪
が
大
会
屈
指
の
右
腕
、
豊

田
市
の
栗
林
か
ら
決
勝
点
と
な
る

右
越
え
２
ラ
ン
を
放
っ
た
。

二
回
１
死
一
塁
。
北
阪
が
２
球

目
の
高
め
に
浮
い
た
１
４
３
㌔
の

直
球
を
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
た
た
く

と
、
一
目
で
本
塁
打
と
分
か
る
打

球
が
右
翼
席
上
段
で
跳
ね
た
。
ス

タ
ン
ド
が
ど
よ
め
い
た
一
打
に

「
今
ま
で
で
一
番
感
触
が
良
か
っ

た
。
い
い
ピ
ッ
チ
ャ
ー
か
ら
打
て

て
う
れ
し
い
」
と
声
を
弾
ま
せ
た
。

今
季
か
ら
指
揮
を
執
る
西
田
監

督
は
現
役
時
代
、
大
阪
・
Ｐ
Ｌ
学

園
高
、
法
大
、
プ
ロ
野
球
・
広
島

で
い
ず
れ
も
頂
点
に
立
っ
た
経
験

を
持
つ
。
広
島
の
ド
ラ
フ
ト
１
位

指
名
を
受
け
た
好
投
手
の
立
ち
上

が
り
の
乱
れ
を
察
知
し
て
い
た
。

「
栗
林
君
も
硬
く
な
っ
て
、
少

し
（
制
球
が
）
甘
か
っ
た
ね
」
と

百
戦
錬
磨
の
指
揮
官
。「
私
と
同

じ
和
歌
山
出
身
で
、（
広
島
）
カ

ー
プ
時
代
の
私
に
似
て
、
山
を
張

っ
て
一
発
で
仕
留
め
た
」
と
、
３

年
目
の
北
阪
の
活
躍
に
目
尻
を
下

げ
た
。

失
投
を
逃
さ
な
か
っ
た
北
阪
も
、

予
選
で
は
３
番
だ
っ
た
が
、
補
強

選
手
と
の
兼
ね
合
い
で
８
番
に
打

順
を
下
げ
た
。「
悔
し
い
思
い
を

試
合
に
ぶ
つ
け
た
」
と
打
席
に
集

中
し
、
結
果
に
つ
な
げ
た
。

派
手
な
得
点
の
一
方
、
前
回
準

優
勝
チ
ー
ム
に
零
封
勝
ち
と
守
り

で
も
力
を
示
し
た
。「
優
勝
と
い

う
言
葉
は
口
に
出
さ
な
い
。
一
戦

必
勝
」
と
西
田
監
督
。
そ
の
表
情

は
晴
れ
や
か
で
、
口
調
は
軽
や
か

だ
っ
た
。

豊
田
市
エ
ー
ス
、無
念
13
Ｋ

「
勝
て
る
投
手
に
な
る
」。
豊
田

市
の
栗
林
が
入
社
当
時
か
ら
掲
げ

て
き
た
目
標
だ
。
し
か
し
、
一
発

に
泣
き
、
チ
ー
ム
を
勝
利
に
導
け

な
か
っ
た
。
前
回
大
会
決
勝
で
も

１
点
リ
ー
ド
の
二
回
に
逆
転
２
ラ

ン
を
浴
び
て
敗
戦
。「
成
長
で
き

て
い
な
い
と
い
う
の
か
…
…
」
と

唇
を
か
ん
だ
。

二
回
１
死
一
塁
で
東
京
都
の
８

番
・
北
阪
を
迎
え
た
。２
球
目
。「
ま

だ
１
ボ
ー
ル
だ
か
ら
」
と
、
外
角

ギ
リ
ギ
リ
の
厳
し
い
コ
ー
ス
に
投

げ
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
だ
が
、
力

ん
だ
直
球
が
内
角
高
め
に
甘
く
入

り
、
投
げ
た
瞬
間
に
失
投
を
予
感

し
た
。
結
局
、
こ
の
一
打
が
決
勝

打
に
な
っ
た
。

以
降
は
立
て
直
し
、
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
磨
い
て
き
た
フ
ォ
ー

ク
を
決
め
球
に
三
振
の
山
を
築
い

た
。
五
回
１
死
二
塁
か
ら
２
人
続

け
て
フ
ォ
ー
ク
で
三
振
を
奪
い
し

の
ぐ
と
、
七
回
１
死
ま
で
６
者
連

続
三
振
。
七
回
限
り
で
降
板
す
る

ま
で
ア
ウ
ト
の
半
数
以
上
に
及
ぶ

計
13
個
の
三
振
を
奪
っ
た
が
、「
勝

っ
て
い
た
ら
す
ご
く
う
れ
し
い
が
、

三
振
ゼ
ロ
で
も
い
い
の
で
、
点
数

ゼ
ロ
が
良
か
っ
た
」
と
悔
や
ん
だ
。

今
秋
の
ド
ラ
フ
ト
で
プ
ロ
野

球
・
広
島
か
ら
１
位
指
名
さ
れ
、

都
市
対
抗
が
社
会
人
最
後
の
試
合

に
な
っ
た
。「
切
磋
琢
磨
（
せ
っ

さ
た
く
ま
）
し
て
成
長
し
、
チ
ー

ム
メ
ー
ト
や
フ
ァ
ン
に
『
成
長
し

て
い
る
ね
』
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
」。
チ
ー
ム

を
勝
た
せ
ら
れ
な
か
っ
た
悔
し
さ

を
胸
に
、
次
の
舞
台
で
の
飛
躍
を

誓
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
応
援 

大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に

今
回
の
都
市
対
抗
野
球
は
コ
ロ

ナ
対
策
で
「
大
会
の
華
」
で
あ
る

ス
タ
ン
ド
で
の
応
援
合
戦
が
行
わ

れ
ず
、
日
本
野
球
連
盟
と
毎
日
新

聞
社
は
初
め
て
「
公
式
オ
ン
ラ
イ

ン
応
援
企
画
」
を
実
施
す
る
。
大

会
初
日
に
行
わ
れ
た
試
合
で
も
、

出
場
企
業
の
関
係
者
ら
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
地
元
か
ら
声
援
を
送
る
様

子
が
東
京
ド
ー
ム
の
大
型
ビ
ジ
ョ

ン
に
映
し
出
さ
れ
た
。

企
画
で
使
わ
れ
る
の
は
、
大
会

の
公
式
応
援
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

協
賛
す
る
「
シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
ズ

合
同
会
社
」（
本
社
・
東
京
都
港
区
）

の
ウ
ェ
ブ
会
議
ツ
ー
ル
「
Ｃ
ｉ
ｓ

ｃ
ｏ 

Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
ｘ
」。
開
幕
試
合

で
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日
本
の
関
係
者
ら

が
ツ
ー
ル
を
通
じ
、
エ
ー
ル
を
送

っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
応
援
企
画
は

今
回
、
１
回
戦
16
試
合
と
決
勝
の

計
17
試
合
で
行
わ
れ
る
。

〔
セ
ガ
サ
ミ
ー
―
ト
ヨ
タ
自
動
車
〕
二
回
表
セ
ガ
サ
ミ
ー
１
死
一
塁
、

北
阪
に
右
越
え
２
点
本
塁
打
を
浴
び
、
汗
を
拭
う
ト
ヨ
タ
自
動
車

の
先
発
・
栗
林

〔
Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日
本
―
三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
〕
試
合
前
に

電
光
掲
示
板
で
流
れ
た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
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横
浜
市
、大
会
１
０
０
勝
達
成

◇
第
２
日
（
11
月
23
日
）

１
回
戦
３
試
合
が
行
わ
れ
た
。

歴
代
最
多
11
回
の
優
勝
を
誇
る
横

浜
市
・
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
が
４
年
連
続

出
場
の
名
古
屋
市
・
東
邦
ガ
ス
に

６
―
０
で
勝
利
し
、
史
上
初
の
大

会
通
算
１
０
０
勝
を
達
成
し
た
。

５
年
連
続
25
回
目
出
場
の
鈴
鹿

市
・
ホ
ン
ダ
鈴
鹿
が
、
歴
代
最
多

61
回
出
場
の
大
阪
市
・
日
本
生
命

を
５
―
４
で
破
り
、
３
年
ぶ
り
に

初
戦
を
突
破
。
近
畿
第
１
代
表
で

前
回
大
会
８
強
の
大
阪
市
・
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
は
、
12
年
連
続
出
場
で

前
回
４
強
の
川
崎
市
・
東
芝
に
６

―
０
で
快
勝
し
た
。

第
１
日
に
前
回
覇
者
の
千
葉

市
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日
本
と
同
準
優
勝

の
豊
田
市
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
敗

れ
た
の
に
続
き
、
前
回
大
会
４
強

の
う
ち
早
く
も
３
チ
ー
ム
が
姿
を

消
し
た
。

鈴
鹿
市
、「
名
門
」破
る

大
阪
市
・
日
本
生
命
、一
度
追
い
つ
く
も
惜
敗

鈴
鹿
市
が
競
り
勝
っ
た
。
３
点

差
を
追
い
つ
か
れ
た
直
後
の
七
回
、

先
頭
で
中
前
打
を
放
っ
た
長
を
犠

打
で
二
塁
に
進
め
、
前
田
と
貞
光

の
連
続
適
時
長
短
打
で
２
点
を
勝

ち
越
し
た
。
投
げ
て
は
、
七
回
２

死
二
塁
か
ら
登
板
の
堀
田
が
好
救

援
。大

阪
市
は
七
回
に
先
頭
・
越
智

か
ら
の
３
連
打
と
代
打
・
早
野
の

２
点
二
塁
打
で
追
い
つ
い
た
が
、

２
番
手
の
阿
部
が
打
ち
込
ま
れ
た

の
が
誤
算
だ
っ
た
。

鈴
鹿
市
・
丸
井
健
太
郎
監
督
　

（
七
回
途
中
３
失
点
の
）
先
発
の

井
村
が
落
ち
着
い
て
投
げ
て
い
た

の
が
大
き
か
っ
た
。
同
点
と
さ
れ

て
も
、
打
線
は
積
極
的
に
振
っ
て

く
れ
た
。

大
阪
市
・
十
河
章
浩
監
督
　
や

は
り
初
戦
は
難
し
い
な
と
、
改
め

て
感
じ
た
。
よ
く
同
点
に
追
い
つ

い
て
く
れ
た
が
、
そ
の
後
、
投
手

陣
が
踏
ん
張
り
き
れ
な
か
っ
た
。

「
怖
く
な
い
」２
番
打
者
、快
打

「
長
打
が
あ
る
バ
ッ
タ
ー
だ
と

は
、
き
っ
と
思
っ
て
い
な
い
は
ず

だ
」３

点
の
リ
ー
ド
を
追
い
つ
か
れ

た
直
後
の
七
回
１
死
二
塁
。
相
手

投
手
の
頭
の
中
を
想
像
し
な
が
ら
、

鈴
鹿
市
の
２
番
打
者
、
前
田
は
右

打
席
に
入
っ
た
。

守
備
が
売
り
の
補
強
選
手
。
一

回
の
第
１
打
席
は
送
り
バ
ン
ト
を

決
め
た
が
、
そ
の
後
２
打
席
は

凡
退
。
投
手
心
理
か
ら
す
れ
ば
、

「
怖
く
な
い
」
打
者
の
は
ず
だ
っ

た
。京

都
外
大
西
高
で
夏
の
甲
子
園

に
出
場
し
、
駒
大
で
は
２
年
春
か

ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
座
を
つ
か
む
と
、

３
年
秋
の
神
宮
大
会
で
優
勝
し
た
。

王
子
に
入
社
後
は
「
守
備
で
目
立

ち
た
い
」
と
堅
守
と
い
う
最
大
の

強
み
を
生
か
し
、
打
つ
ほ
う
で
は

１
番
や
９
番
と
つ
な
ぎ
役
に
徹
し

て
き
た
が
、
他
の
選
手
に
言
わ
せ

る
と
「
大
舞
台
に
な
る
と
勝
負
強

い
」
と
い
う
。

こ
の
日
は
大
学
時
代
と
同
じ
２

番
で
先
発
出
場
。
「
久
し
ぶ
り
」

の
打
順
に
も
、
「
初
球
か
ら
振
っ

て
い
け
ば
気
が
楽
に
な
る
」
と
い

う
大
学
時
代
の
「
緊
張
対
策
」

を
思
い
出
し
た
。
七
回
の
第
４

打
席
も
初
球
か
ら
フ
ル
ス
イ
ン
グ
。

「
感
触
も
良
か
っ
た
」
当
た
り
は
、

右
中
間
を
破
る
勝
ち
越
し
の
適
時

三
塁
打
と
な
っ
た
。
チ
ー
ム
に
合

流
以
降
、
オ
ー
プ
ン
戦
で
は
思
う

よ
う
な
活
躍
が
で
き
な
か
っ
た
だ

け
に
、
「
何
と
か
い
い
結
果
が
出

て
よ
か
っ
た
」
と
表
情
を
緩
め
た
。

丸
井
監
督
に
と
っ
て
も
、
感
慨

深
い
勝
利
だ
っ
た
。
対
戦
し
た
日

本
生
命
は
、
野
球
を
始
め
た
き
っ

か
け
に
な
っ
た
父
の
か
つ
て
の
所

属
チ
ー
ム
。
選
手
た
ち
に
は
伝
え

な
か
っ
た
が
「
個
人
的
に
特
別
な

相
手
」
に
勝
利
し
、
「
歴
史
と
伝

統
の
あ
る
チ
ー
ム
と
戦
え
て
よ
か

っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

大阪市　　打安点振球
⑥４伊藤ヴ４１０１１
⑧　竹　村３００００
６　立　花２００００
⑤　原　田３００１１
⑦　越　智４１０１０
③　廣　本４１０２０
Ｄ　皆　川４３１００
⑨　上　西３００２０
④　籾　山２００１０
Ｈ　高橋英１００１０
２　田　口０００００
Ｈ　伊藤悠１１０００
②　古　川２００２０
Ｈ８早　野２２３００
犠盗失併残─────
１０１１７35９４11２
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
鈴鹿市　　打安点振球
⑦　松本桃２００１１
Ｈ　河　津０００００
９　西　村１００１０
⑥　前　田３１１００
⑤　貞　光４２１１０
④　伊　礼３１１１１
⑨７長　野４１０１０
７　内　山０００００
⑧　中　村３１０１０
Ｄ　畔　上４１０００
③　庄　司４２１００
②　　長　３２１００
犠盗失併残─────
４２００８3111５６２

投　手回　打安振球責
高橋拓３２／３18６２１３
阿　部２２／３12４２０２
清　水　1/3２０１１０
栗　山１1/3５１１００

井　村６1/325５５１３
八　木　1/3２１１００
堀　田２1/311３５１１

▽三塁打　前田▽二塁
打　畔上、中村、長、
皆川、早野２▽犠打　
上西、河津、前田、中
村、長▽盗塁　伊礼、
庄司▽失策　伊藤ヴ▽
暴投　清水▽試合時間
　２時間55分

　
▽
第
１
試
合
＝
１
回
戦

大
　
阪
　
市 

０
０
０ 

０
０
０ 

３
０
１
　
４

（
日

本

生

命
）

（
ホ
ン
ダ
鈴
鹿
）

鈴

鹿

市 

１
１
０ 

１
０
０ 

２
０
×
　
５

【
審
】
熊
倉
（
球
）
吉
野
、
菅
谷
、
稲
田
（
塁
）

〔日本生命―Ｈｏｎｄａ鈴鹿〕七回裏Ｈｏｎｄａ鈴鹿１死二塁、前田が右中間に
勝ち越しの適時三塁打を放つ

〔
日
本
生
命
―
ホ
ン
ダ
鈴
鹿
〕
七
回
裏
ホ
ン
ダ
鈴
鹿
１
死
二
塁
、
前

田
が
右
中
間
に
勝
ち
越
し
の
適
時
三
塁
打
を
放
つ
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阿
部
、悔
し
い「
集
大
成
」

「
ま
だ
日
本
生
命
の
ユ
ニ
ホ
ー

ム
を
着
て
試
合
を
し
た
い
」
。
大

阪
市
の
阿
部
は
九
回
、
祈
る
よ
う

な
気
持
ち
で
ベ
ン
チ
か
ら
仲
間
の

反
撃
を
見
守
っ
た
。
１
点
を
返
す

も
及
ば
ず
、
日
本
一
を
目
指
し
た

「
西
の
名
門
」
は
初
戦
で
姿
を
消

し
、
自
身
最
後
に
な
る
で
あ
ろ
う

都
市
対
抗
の
幕
が
閉
じ
た
。

先
発
の
高
橋
拓
が
四
回
途
中
ま

で
に
３
点
を
失
い
、
な
お
も
２
死

二
、
三
塁
の
場
面
で
阿
部
は
マ
ウ

ン
ド
に
上
が
っ
た
。
今
秋
か
ら
使

い
始
め
た
ス
プ
リ
ッ
ト
も
織
り
交

ぜ
て
三
振
を
奪
い
、
危
機
を
断
ち

切
っ
た
。
続
く
五
回
も
３
者
凡
退

に
打
ち
取
っ
て
反
撃
の
機
運
を
高

め
、
七
回
の
同
点
劇
に
つ
な
げ
た
。

し
か
し
、
同
点
で
迎
え
た
七
回

裏
１
死
二
塁
、
鈴
鹿
市
の
２
番
・

前
田
に
高
く
浮
い
た
ス
プ
リ
ッ
ト

を
捉
え
ら
れ
、
右
中
間
を
破
る
勝

ち
越
し
の
三
塁
打
を
許
し
た
。
続

く
貞
光
に
も
適
時
打
を
浴
び
て
、

マ
ウ
ン
ド
を
降
り
た
。

大
阪
市
出
身
。
山
形
・
酒
田
南

高
で
は
捕
手
が
本
職
だ
っ
た
が
、

京
都
・
成
美
大
（
現
福
知
山
公
立

大
）
時
代
か
ら
投
手
に
専
念
。
た

だ
高
校
、
大
学
と
も
プ
ロ
志
望
届

は
出
さ
ず
、
日
本
生
命
に
入
社
後

も
最
初
の
２
年
は
け
が
で
満
足
に

投
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
実

力
を
磨
い
て
昨
19
年
は
都
市
対
抗

で
８
強
入
り
に
貢
献
し
て
優
秀
選

手
に
選
ば
れ
、
同
10
月
の
ア
ジ
ア

選
手
権
で
日
本
代
表
入
り
。
今
秋

の
ド
ラ
フ
ト
で
プ
ロ
野
球
・
オ
リ

ッ
ク
ス
か
ら
６
位
指
名
さ
れ
た
。

11
月
３
日
で
28
歳
に
な
っ
た
阿
部
。

指
名
選
手
の
中
で
最
年
長
だ
っ
た
。

「
集
大
成
を
見
せ
ろ
」
と
鼓
舞

さ
れ
て
臨
ん
だ
。
結
果
は
納
得
で

き
な
い
が
、
懸
命
に
投
じ
た
33
球

に
社
会
人
で
培
っ
た
技
術
と
経
験

が
垣
間
見
え
た
。
「
（
社
会
人
の

６
年
間
で
）
技
術
よ
り
気
持
ち
の

面
で
大
き
く
成
長
で
き
た
」
。
５

回
目
の
頂
点
と
い
う
夢
は
仲
間
に

託
し
、
次
の
舞
台
に
踏
み
出
す
。

大
阪
市
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
、「
盤
石
」ゼ
ロ
封

先
発
・
濵
﨑
、８
回
２
安
打
９
奪
三
振

大
阪
市
が
危
な
げ
な
い
試
合
運

び
を
見
せ
た
。
四
回
に
西
川
の
ソ

ロ
で
先
制
し
、
五
回
に
も
２
死
満

塁
か
ら
西
川
の
３
点
適
時
二
塁
打

と
長
田
の
適
時
打
で
計
４
点
を
追

加
し
た
。
先
発
・
濵
﨑
は
八
回
ま

で
被
安
打
２
、
毎
回
の
９
奪
三
振
。

川
崎
市
は
継
投
が
裏
目
に
出
た
。

六
回
無
死
一
、
二
塁
の
反
撃
機
も

生
か
せ
ず
、
零
封
負
け
を
喫
し
た
。

大
阪
市
・
大
原
周
作
監
督
　

（
８
回
無
失
点
の
）
濵
﨑
は
１
年

間
通
し
て
あ
あ
い
う
投
球
を
す
る

の
で
見
て
い
て
安
心
。
攻
め
続
け

る
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
野
球
が
で
き

た
。川

崎
市
・
平
馬
淳
監
督
　（
大

阪
市
先
発
の
）
濵
﨑
投
手
を
打
て

　
▽
第
２
試
合
＝
１
回
戦

川
　
崎
　
市 

０
０
０ 

０
０
０ 

０
０
０
　
０

（
東

芝
）

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
）

大
　
阪
　
市 

０
０
０ 

１
４
０ 

０
１
×
　
６

【
審
】
高
橋
進
（
球
）
清
水
、
近
野
、
相
河
（
塁
）

〔
日
本
生
命
―
ホ
ン
ダ
鈴
鹿
〕
七
回
裏
、
ホ
ン
ダ
鈴
鹿
に
勝
ち
越
し

を
許
し
、
悔
し
げ
な
表
情
の
日
本
生
命
２
番
手
・
阿
部

〔東芝―ＮＴＴ西日本〕力投するＮＴＴ西日本の先発・
濵﨑
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一
つ
の
プ
レ
ー
が
嫌
な
流
れ
を

断
ち
切
っ
た
。

川
崎
市
が
リ
ー
ド
を
２
点
に
広

げ
た
直
後
の
七
回
２
死
一
、三
塁

の
ピ
ン
チ
。
京
都
市
・
鎌
田
の
打

球
は
左
中
間
へ
飛
ん
だ
。
中
堅
の

佐
藤
旭
は
打
球
を
追
い
な
が
ら
思

っ
た
。「
一
塁
走
者
も
還
そ
う
と

す
る
に
違
い
な
い
」。
安
打
に
な

っ
た
打
球
を
捕
る
と
、
ス
テ
ッ
プ

も
踏
ま
ず
に
遊
撃
の
堀
米
を
目
掛

け
て
送
球
し
た
。
堀
米
が
本
塁
へ

投
げ
や
す
い
よ
う
体
の
左
側
に
投

げ
る
こ
と
だ
け
を
考
え
た
。

堀
米
は
佐
藤
旭
と
自
身
、
本
塁

が
一
直
線
に
な
る
こ
と
だ
け
を

意
識
し
た
。「
人
工
芝
は
は
ね
る
。

強
い
球
を
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
返
せ

ば
」。
佐
藤
旭
か
ら
の
球
を
受
け

る
と
、
捕
手
の
井
川
に
ア
ウ
ト
の

願
い
を
込
め
、
送
っ
た
。

練
習
で
取
り
組
ん
で
き
た
の
は

「
全
員
で
一
つ
の
ア
ウ
ト
を
取

る
」
こ
と
だ
。「
こ
こ
一
番
で
あ

あ
い
う
プ
レ
ー
が
で
き
る
の
は
、

み
ん
な
が
意
識
し
て
い
た
か
ら
」

と
工
藤
監
督
。
一
本
の
矢
の
よ
う

な
ラ
イ
ン
か
ら
生
ま
れ
た
送
球
が

一
塁
走
者
を
間
一
髪
で
本
塁
で
刺

し
、
同
点
を
阻
止
し
た
。

川
崎
市
は
歴
代
２
位
の
７
回
の

優
勝
を
誇
り
な
が
ら
、
２
０
１
０

年
を
最
後
に
頂
点
か
ら
は
遠
ざ
か

っ
て
い
る
。「
今
年
は
優
勝
が
使

命
」
と
工
藤
監
督
も
選
手
も
口
に

す
る
。

「
あ
の
場
面
を
し
の
げ
な
か
っ
た

ら
、
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
て
い
た
か

も
」（
佐
藤
旭
）
と
い
う
ビ
ッ
グ

プ
レ
ー
。
創
部
60
年
目
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
奪
還
」
に
向
け
、
川
崎
市

が
初
戦
で
勢
い
を
つ
け
た
。

○
…
先
発
し
た
川
崎
市
の
新

人
・
岡
野
は
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
幸

い
し
た
。
一
回
に
先
頭
打
者
の
打

球
が
右
手
首
付
近
を
直
撃
し
「
逆

に
緊
張
が
取
れ
た
し
、
力
も
抜

け
た
」。
二
回
に
こ
の
日
最
速
の

１
４
６
㌔
直
球
で
見
逃
し
三
振
を

奪
う
な
ど
、
直
球
が
走
り
、
フ
ォ

ー
ク
も
低
め
に
決
ま
っ
た
。
五
回

ま
で
許
し
た
安
打
は
強
襲
の
１
本
。

六
回
以
降
は
球
が
浮
い
て
７
回
２

失
点
。
２
次
予
選
で
強
豪
・
Ｊ

Ｘ–

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
を
５
安
打
完
封

し
た
右
腕
は
「
40
点
」
と
厳
し
い
。

○
…
抜
群
の
制
球
力
を
誇
る
京

都
市
の
榎
田
は
、
失
投
を
悔
や
ん

だ
。
三
回
１
死
一
、二
塁
の
ピ
ン

チ
は
甘
く
な
っ
た
ツ
ー
シ
ー
ム
を

川
崎
市
・
東
芝
の
試
合
開
始

前
、
一
塁
側
ス
タ
ン
ド
を
埋
め
る

赤
い
チ
ー
ム
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
の
社

員
ら
の
姿
を
見
て
、
野
球
部
の
寮

長
、
村
山
哲
雄
さ
ん
の
胸
は
熱
く

な
っ
た
。
会
社
は
不
正
会
計
問
題

を
受
け
た
経
営
再
建
の
さ
な
か
に

あ
る
。「
こ
ん
な
に
応
援
に
来
て

く
れ
る
な
ん
て
…
…
。
野
球
部
が

会
社
に
一
体
感
を
も
た
ら
し
て
い

る
」。
チ
ー
ム
は
京
都
市
・
日
本

新
薬
に
勝
利
し
、
ス
タ
ン
ド
は
大

歓
声
に
包
ま
れ
た
。

過
去
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
廃

部
や
寮
の
閉
鎖
を
経
験
し
た
村
山

さ
ん
は
、
企
業
ス
ポ
ー
ツ
が
会
社

の
経
営
状
況
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
。

１
９
７
２
年
に
高
卒
で
東
芝
野

球
部
に
入
部
し
た
が
、
６
年
で
引

退
。
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
「
東

芝
北
九
州
」
の
監
督
を
約
25
年
間

務
め
た
。
練
習
は
夕
方
以
降
し
か

で
き
ず
、
コ
ー
チ
も
不
在
と
恵
ま

れ
た
環
境
と
は
言
え
な
か
っ
た
が

従
業
員
の
熱
い
応
援
が
支
え
に
な

っ
た
。
退
任
後
の
２
０
１
１
年
、

北
九
州
工
場
の
閉
鎖
が
決
定
。
廃

部
に
追
い
込
ま
れ
た
。「
会
社
の

方
針
と
分
か
っ
て
い
た
け
ど
寂
し

か
っ
た
」

九
州
を
離
れ
て
東
京
都
青
梅
市

の
工
場
に
あ
る
社
員
寮
の
寮
長
に

な
っ
た
が
、
工
場
閉
鎖
と
と
も
に
、

社
員
寮
は
な
く
な
っ
た
。

再
び
声
を
掛
け
て
く
れ
た
の
は

野
球
部
だ
っ
た
。
15
年
か
ら
、
選

プ
ロ
野
球
・
近
鉄
の
内
野
手
と

し
て
活
躍
し
た
日
本
新
薬
の
吹
石

徳
一
監
督
が
、
東
京
ド
ー
ム
初
采

配
を
振
る
。

「
野
球
は
最
後
ま
で
何
が
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
」。

選
手
に
繰
り
返
し
伝
え
て
き
た

持
論
に
は
、
プ
ロ
時
代
に
経
験
し

た
「
伝
説
の
試
合
」
の
教
訓
が
あ

る
。和

歌
山
県
立
南
部
高
校
か
ら
日

本
新
薬
に
入
社
し
、
１
９
７
４

年
に
本
大
会
に
出
場
。
同
年
の
ド

ラ
フ
ト
４
位
で
近
鉄
に
入
団
し
た
。

数
年
後
に
１
軍
に
定
着
し
、
引
退

後
は
近
鉄
な
ど
で
コ
ー
チ
を
務
め

た
。
そ
の
間
、
球
史
に
残
る
試
合

を
何
度
も
経
験
し
た
。

１
度
目
は
79
年
、
広
島
と
の
日

本
シ
リ
ー
ズ
第
７
戦
。「
江
夏
の

21
球
」
と
し
て
語
り
継
が
れ
る
試

合
だ
。
九
回
裏
無
死
満
塁
、
吹
石

監
督
は
二
塁
走
者
。
１
点
差
で
、

自
身
が
生
還
す
れ
ば
勝
て
る
。
１

死
と
な
り
、
ス
ク
イ
ズ
を
察
知
し

た
江
夏
豊
投
手
が
カ
ー
ブ
を
高
め

に
外
し
、
打
者
が
空
振
り
。
無
得

点
に
終
わ
り
、
近
鉄
は
初
の
日
本

一
を
逃
し
た
。

88
年
の
最
終
戦
は
「
10
・
19
」

と
称
さ
れ
る
ロ
ッ
テ
と
の
ダ
ブ
ル

ヘ
ッ
ダ
ー
。
連
勝
す
れ
ば
近
鉄
が

逆
転
優
勝
す
る
。
２
試
合
と
も
先

発
出
場
し
、
第
１
試
合
の
勝
利
後
、

第
２
試
合
で
は
七
回
表
に
勝
ち
越

し
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
つ
。「
こ
れ

で
勝
っ
た
、
優
勝
だ
と
思
っ
た
」

が
、
同
点
に
追
い
つ
か
れ
、
延
長

時
間
切
れ
の
引
き
分
け
で
リ
ー
グ

優
勝
を
逃
し
た
。

手
寮
で
寝
食
を
共
に
し
、
Ｏ
Ｂ
と

し
て
悩
み
の
相
談
に
乗
る
。

16
年
８
月
の
深
夜
、
胃
の
痛
み

を
感
じ
て
救
急
車
を
呼
ん
だ
。
診

断
は
胃
が
ん
。
摘
出
手
術
を
受

け
、
今
も
抗
が
ん
剤
治
療
を
続
け

る
。
そ
れ
で
も
寮
長
を
務
め
る
の

は
「
会
社
が
苦
し
い
時
だ
か
ら
こ

そ
、
野
球
部
が
頑
張
ら
な
い
と
」

と
の
思
い
か
ら
だ
。
野
球
部
に
と

っ
て
「
今
年
は
特
別
な
大
会
」
と

感
じ
る
。
村
山
さ
ん
を
含
め
た
選

手
ら
の
心
は
、
再
起
を
期
す
社
員

と
共
に
あ
る
。

89
年
に
コ
ー
チ
と
し
て
臨
ん
だ

巨
人
と
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
は
、
３

連
勝
の
後
に
４
連
敗
。「
勝
っ
た

と
思
っ
た
ら
負
け
た
。
次
は
引
き

分
け
。
三
つ
勝
っ
て
も
４
連
敗
し

た
。
野
球
は
何
が
起
き
て
も
不
思

議
じ
ゃ
な
い
」。
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

を
経
て
監
督
に
就
任
し
た
今
季
、

自
分
の
現
役
時
代
を
知
ら
な
い
選

手
た
ち
に
繰
り
返
し
話
し
た
。

バ
ン
ト
や
エ
ン
ド
ラ
ン
を
多
用

し
、
一
球
ご
と
に
サ
イ
ン
を
替
え

る
。
柔
軟
に
選
手
を
起
用
し
、
常

に
万
全
に
備
え
る
の
が
、
経
験
か

ら
生
ま
れ
た
「
吹
石
野
球
」
だ
。

仲
間
貴
紀
主
将
は
「
野
球
が
緻
密
。

ベ
ン
チ
ス
タ
ー
ト
で
も
出
場
機
会

は
必
ず
来
る
と
集
中
し
て
い
る
」

と
話
す
。

女
優
・
吹
石
一
恵
さ
ん
の
父
、

と
い
う
肩
書
で
語
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
吹
石
監
督
。「
優
勝
監
督
」

と
い
う
新
た
な
称
号
を
つ
け
た
い

と
、
チ
ー
ム
は
一
丸
と
な
っ
て
頂

点
を
目
指
す
。

〔東芝―日本新薬〕七回裏日本新薬２死一、三塁、鎌田の適時二塁打で一塁から黒川が
本塁を狙うがタッチアウト（捕手・井川）

伝
説
の
試
合
教
訓
、今
度
こ
そ
日
本
一

吹
石
徳
一
監
督

京
都
市
・
日
本
新
薬

「
江
夏
の
21
球
」

「
10
・
19
」
経
験

〔東芝―日本新薬〕試合終了後、勝利を祝福する川崎市応援団
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ャ
ー
ク
ス
戦
で
中
谷
、
嶋
田
が
ソ

を
獲
得
し
た
。
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。
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11 都市対抗野球大会

な
か
っ
た
の
が
敗
因
。
外
角
の
直

球
を
し
っ
か
り
振
る
よ
う
に
指
示

し
た
が
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

光
る
経
験
値

ハ
イ
ラ
イ
ト
は
こ
の
試
合
、
初

め
て
川
崎
市
の
先
頭
に
出
塁
を
許

し
た
六
回
だ
っ
た
。
四
球
と
内
野

安
打
で
無
死
一
、
二
塁
。
マ
ウ
ン

ド
上
の
大
阪
市
の
右
腕
・
濵
﨑
は
、

こ
こ
か
ら
が
勝
負
と
ば
か
り
に
ベ

テ
ラ
ン
ら
し
い
巧
み
な
投
球
術
を

披
露
し
た
。

相
手
の
２
番
打
者
を
１
２
３
㌔

の
チ
ェ
ン
ジ
ア
ッ
プ
、
３
番
打
者

を
１
４
０
㌔
の
直
球
で
空
振
り
三

振
に
仕
留
め
た
。
い
ず
れ
も
、
コ

ー
ス
は
ど
真
ん
中
。
痛
打
さ
れ
る

危
険
性
も
あ
る
が
、
球
速
に
落
差

を
つ
け
る
こ
と
で
タ
イ
ミ
ン
グ
を

狂
わ
せ
た
。

制
球
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
な
せ

る
配
球
に
、
川
崎
市
の
打
者
も
苦

笑
い
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

近
畿
２
次
予
選
の
４
試
合
で
計

２
失
点
、
防
御
率
０
・
53
の
投
手

陣
に
は
、
９
年
目
の
濵
﨑
の
ほ
か

に
２
年
目
の
大
江
も
い
る
が
、
大

原
監
督
は
濵
﨑
の
経
験
値
に
か
け

た
。
大
阪
市
が
川
崎
市
と
前
回
対

戦
し
た
第
86
回
大
会
（
２
０
１
５

年
）
２
回
戦
。
当
時
、
１
失
点
で

完
投
勝
利
し
た
の
が
濵
﨑
だ
っ
た
。

本
人
は
「
（
当
時
の
）
印
象
が
残

っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
素

っ
気
な
い
が
、
緩
い
変
化
球
を

「
う
ま
く
使
う
こ
と
が
で
き
た
」

と
、
８
回
無
失
点
、
９
奪
三
振
の

快
投
を
振
り
返
っ
た
。

こ
の
日
先
発
出
場
し
た
打
者
５

人
（
補
強
選
手
を
除
く
）
が
入
社

３
年
目
以
内
の
若
い
チ
ー
ム
を
、

ベ
テ
ラ
ン
が
け
ん
引
し
て
つ
か
ん

だ
勝
利
に
は
意
義
が
あ
る
。
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
布
陣
で
、
ま
ず
は

２
年
連
続
の
８
強
を
目
指
す
。

「
背
番
号
６
」と
と
も
に 

    

大
阪
市
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
、亡
き
選
手
に
Ｖ
誓
う

大
会
第
２
日
の
第
２
試
合
で
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
（
大
阪
市
）
が
東
芝

（
川
崎
市
）
と
の
戦
い
に
臨
ん
だ
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
の
ベ
ン
チ
に
掛
け
ら
れ

た
の
は
、
あ
る
じ
を
失
っ
た
「
背

番
号
６
」
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
。

選
手
た
ち
は
、
「
亡
き
チ
ー
ム

メ
ー
ト
の
た
め
に
日
本
一
を
」
と

心
を
一
つ
に
戦
っ
た
。

今
春
、
23
歳
の
若
さ
で
亡
く
な

っ
た
の
は
中
井
諒
さ
ん
。
昨
19
年

春
、
新
人
と
し
て
チ
ー
ム
入
り
し

た
が
、
半
年
後
の
練
習
中
に
右
膝

の
痛
み
を
訴
え
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

倒
れ
込
ん
だ
。

診
断
結
果
は
、
骨
に
悪
性
腫
瘍

が
で
き
る
骨
肉
腫
。
入
院
し
て
闘

病
生
活
を
始
め
た
。

今
年
に
入
り
、
治
療
で
骨
を
切

除
し
た
部
分
に
人
工
関
節
を
入
れ

る
手
術
を
受
け
た
。

し
か
し
、
必
死
の
闘
病
と
チ
ー

ム
メ
ー
ト
ら
の
願
い
も
か
な
わ
ず
、

中
井
さ
ん
は
20
年
４
月
に
逝
去
し

た
。中

井
さ
ん
は
大
阪
出
身
。
高
校

は
甲
子
園
を
夢
見
て
、
故
郷
か
ら

離
れ
た
青
森
山
田
高
に
入
っ
た
。

甲
子
園
出
場
は
か
な
わ
な
か
っ
た

が
、
進
学
先
の
桐
蔭
横
浜
大
で
も

野
球
を
続
け
、
卒
業
後
に
地
元
の

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
に
入
社
し
た
。

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
遊
撃
手
。
昨
19

年
の
都
市
対
抗
野
球
大
会
で
は

準
々
決
勝
で
敗
れ
る
ま
で
３
試
合

全
て
９
番
・
遊
撃
手
で
先
発
出
場

し
、
初
戦
の
Ｊ
Ｒ
九
州
（
北
九
州

市
）
戦
で
は
中
前
へ
抜
け
る
か
と

い
う
打
球
を
華
麗
な
守
備
で
ア
ウ

ト
に
し
た
。

チ
ー
ム
で
特
に
親
交
が
深
か
っ

た
日
下
部
光
主
将
は
「
守
備
は
今

ま
で
見
た
中
で
も
光
っ
て
い
て
、

頼
れ
る
存
在
だ
っ
た
。
生
意
気
な

ん
で
す
け
ど
、
自
分
を
し
っ
か
り

持
っ
て
い
た
」
と
評
す
る
。

チ
ー
ム
は
復
帰
を
祈
っ
て
、
中

井
さ
ん
の
似
顔
絵
が
胸
に
入
っ
た

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
ひ
そ
か
に
作
製
し
て

い
た
。
願
い
は
か
な
わ
な
か
っ
た

が
、
中
井
さ
ん
の
月
命
日
に
チ
ー

ム
は
こ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
練
習

に
励
ん
で
き
た
。

こ
の
こ
と
を
知
っ
て
恐
縮
す
る

中
井
さ
ん
の
母
に
、
日
下
部
主
将

は
「
チ
ー
ム
が
一
つ
に
な
れ
る
ん

で
す
」
と
伝
え
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
の
選
手
ら
は
、
23
日

の
試
合
に
喪
章
を
つ
け
て
臨
み
勝

利
を
収
め
た
。
ベ
ン
チ
に
は
中
井

さ
ん
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
と
と
も
に
、

最
後
に
使
っ
た
グ
ラ
ブ
も
置
か
れ

た
。
両
親
か
ら
「
チ
ー
ム
の
み
ん

な
の
士
気
が
高
ま
れ
ば
」
と
預
か

っ
た
も
の
だ
。

日
下
部
主
将
は
試
合
後
、
「
み

ん
な
言
葉
に
は
出
さ
な
い
が
、
心

の
中
に
中
井
の
た
め
に
負
け
ら
れ

ん
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
」
と
語

り
、
さ
ら
な
る
躍
進
を
誓
っ
た
。

川崎市　　打安点振球
⑧　小　川４１０００
Ｄ　金　子３１０２１
⑦　久　保３００１０
Ｈ　松　永１１０００
⑤　吉　田４１０００
⑨　石　川２００２０
Ｈ９岡　部１００００
Ｈ　佐　藤１１０００
③　二　橋２００００
Ｈ３服　部１００００
Ｈ　福　山１００１０
④　松　本３００３０
②　柴　原２００００
２　中　村１００００
⑥　田　中２００１１
犠盗失併残─────
００００６31５０10２
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
大阪市　　打安点振球
Ｄ　酒　井５００３０
⑦　日下部４１１２１
⑥　濱　田４１０１１
⑤　西　川４２４２０
⑧　中　村２００１２
③　長　田３２１１１
④　野　村４００２０
②　辻　本３１００１
２　森　山０００００
⑨　藤　井２１００１
犠盗失併残─────
１３００９31８６12７

投　手回　打安振球責
岡　本４　16４７０１
福　本　２／３６２１２４
三小田　1/3３１１１０
吉　村１２／３８０３３０
近　藤１1/3６１０１１

濵　﨑８　28２９２０
　森　１　５３１００

▽本塁打　西川１号①
（岡本）▽　二塁打　
吉田、濱田、西川、辻
本▽犠打　藤井▽盗塁
中村（西）、藤井２▽
暴投　福本、近藤▽試
合時間　２時間31分

〔東芝―ＮＴＴ西日本〕東芝に勝利し、亡くなった中井諒さんのユニホームをス
タンドに向けて掲げるＮＴＴ西日本の選手たち
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Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
、史
上
初
１
０
０
勝

投
打
か
み
合
い
、名
古
屋
市
に
完
勝

投
打
が
か
み
合
っ
た
横
浜
市
が

完
勝
し
た
。
一
回
、
川
口
の
右
越

え
本
塁
打
で
１
点
を
先
取
。
五
回

は
２
死
か
ら
川
端
の
左
越
え
二
塁

打
で
加
点
し
、
八
回
も
２
死
か
ら

小
豆
澤
が
２
点
二
塁
打
を
放
っ
た
。

五
回
か
ら
３
番
手
で
登
板
し
た
左

腕
・
藤
井
が
ロ
ン
グ
リ
リ
ー
フ
で

し
の
い
だ
。

名
古
屋
市
は
相
手
を
上
回
る
安

打
を
放
ち
、
得
点
圏
に
度
々
走
者

を
進
め
た
が
、
好
守
な
ど
に
阻
ま

れ
た
。

横
浜
市
・
大
久
保
秀
昭
監
督
　

選
手
た
ち
に
は
「
『
全
集
中
』
し

て
足
元
を
見
つ
め
て
試
合
に
臨
も

う
」
と
話
し
た
。
（
通
算
１
０
０

勝
に
）
と
り
あ
え
ず
ほ
っ
と
し
て

い
る
。

名
古
屋
市
・
山
田
勝
司
監
督
　

何
回
か
こ
ち
ら
に
流
れ
が
来
そ
う

な
と
き
が
あ
っ
た
が
、
相
手
の
好

守
も
あ
っ
て
最
後
ま
で
引
き
寄
せ

ら
れ
な
か
っ
た
。

若
き
主
将
・
川
口
、「
全
集
中
」弾

前
人
未
到
の
偉
業
を
た
ぐ
り
寄

せ
る
鮮
や
か
な
先
制
ア
ー
チ
だ
っ

た
。
一
回
１
死
、
横
浜
市
の
川
口

が
真
ん
中
の
１
４
３
㌔
を
完
璧
に

捉
え
、
右
翼
席
中
段
に
ソ
ロ
本
塁

打
を
た
た
き
込
ん
だ
。
「
興
奮
し

た
」
と
振
り
返
っ
た
主
将
の
一
振

り
が
、
チ
ー
ム
を
都
市
対
抗
史
上

初
の
通
算
１
０
０
勝
へ
と
導
い
た
。

川
口
の
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
６

年
ぶ
り
に
復
帰
し
た
大
久
保
監
督

が
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
告
げ
た
「
全

集
中
」
の
言
葉
だ
。
大
ヒ
ッ
ト
漫

画
「
鬼
滅
の
刃
」
で
お
な
じ
み
の

フ
レ
ー
ズ
。
感
性
は
研
ぎ
澄
ま
さ

れ
、
鋭
い
ス
イ
ン
グ
を
生
ん
だ
。

神
奈
川
・
横
浜
高
で
は
プ
ロ
入

り
し
た
浅
間
（
日
本
ハ
ム
）
、
渡

４
年
連
続
で
都
市
対
抗
か
ら
遠

ざ
か
っ
て
い
た
横
浜
市
。
「
何
か

を
変
え
な
く
て
は
」
と
考
え
て
い

た
川
口
は
今
季
、
２
年
目
な
が
ら

主
将
に
立
候
補
し
、
抜
て
き
さ
れ

た
。実

績
も
少
な
く
経
験
も
浅
い
こ

と
は
分
か
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ

そ
人
一
倍
練
習
に
励
み
、
背
中
で

チ
ー
ム
を
ま
と
め
よ
う
と
し
た
。

大
久
保
監
督
も
「
最
初
か
ら
強
烈

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
振
り
返

る
。
豊
富
な
練
習
量
と
い
う
努
力

は
結
果
で
返
っ
て
き
た
。
２
次
予

選
で
は
攻
守
と
も
に
活
躍
。
求
心

力
も
増
し
て
代
表
権
奪
取
に
大
き

く
貢
献
し
、
東
京
ド
ー
ム
で
も
躍

動
し
た
。

１
０
０
勝
達
成
に
大
久
保
監
督

は
「
す
ご
い
こ
と
だ
け
れ
ど
、
歴

史
が
築
い
て
く
れ
た
も
の
。
さ
ら

に
50
、
１
０
０
と
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
感
慨
深
げ
。
押
し
も
押

さ
れ
も
せ
ぬ
社
会
人
球
界
の
名
門

は
、
若
き
主
将
に
引
っ
張
ら
れ
、

こ
れ
か
ら
も
勝
利
を
積
み
上
げ
て

い
く
。

辺
佳
（
楽
天
）
ら
と
同
期
で
、
３

年
春
に
セ
ン
バ
ツ
大
会
出
場
。
法

大
で
は
４
年
秋
に
打
率
３
割
７
分

３
厘
を
マ
ー
ク
し
、
東
京
六
大
学

で
12
季
ぶ
り
の
リ
ー
グ
優
勝
も
果

た
し
た
逸
材
だ
。

〔Ｈｏｎｄａ鈴鹿―鷺宮製作所〕二回裏鷺宮製作所２
死二塁、左前打で本塁を狙った二塁走者をタッチアウ
トにする捕手・柘植

横浜市　　打安点振球
⑧　田　中３００１０
８　村　上１００１０
⑥　川　口３１１１１
④　小豆澤４１２２０
③　久木田４００３０
Ｄ　山　崎３１０１１
ＲＤ鹿　屋０００００
②　柏　木２１０００
⑦　岡　部３０００１
⑤　篠　原４１２１０
⑨　川　端４２１００
９　松　本０００００
犠盗失併残─────
３０００４31７６10３
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
名古屋市　打安点振球
⑧　大　島４１０１０
⑥　金　田３００２０
Ｈ　小　林１１０００
５　小　野０００００
⑨　上　内４２０００
③　若　林４３０００
⑤６比　嘉３１０００
⑦　亀　山３０００１
Ｄ　水　本４１０００
②　氷　見２００１０
Ｈ２柴　田２００００
④　飯　田３１０００
Ｈ　新　村１００００
犠盗失併残─────
１０００９3410０４１

投　手回　打安振球責
柏　原３２／３15４２１０
西　島　1/3１００００
藤　井５　20６２００

辻　本７２／３30６８１４
船　迫　1/3１０１００
屋　宜　1/3３００２２
水　田　２／３３１１００

▽本塁打　川口１号①
（辻本）▽三塁打　篠
原▽二塁打　川端、大
島、小豆澤▽犠打　村
上、柏木２、比嘉▽暴
投　柏原▽試合時間　
２時間39分

　
▽
第
３
試
合
＝
１
回
戦

横

浜

市 
１
０
０ 

０
１
０ 

０
２
２
−
６

（
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
）

（
東

邦

ガ

ス
）

名
古
屋
市 

０
０
０ 
０
０
０ 

０
０
０
−
０

【
審
】
富
沢
（
球
）
高
橋
徳
、
柳
、
石
丸
（
塁
）

〔
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
―
東
邦
ガ
ス
〕
一
回
表
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
１
死
、
先
制
の
右
越
え
本
塁
打
を
放
ち
塁
を
回
る
川

口
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福
岡
市
、念
願
の
初
勝
利

◇
第
３
日
（
11
月
24
日
）

１
回
戦
３
試
合
が
行
わ
れ
た
。

２
年
ぶ
り
出
場
の
福
岡
市
・
西
部

ガ
ス
は
、
７
年
ぶ
り
の
初
戦
突
破

を
狙
っ
た
石
巻
市
・
日
本
製
紙
石

巻
に
３
―
１
で
逆
転
勝
ち
し
、
５

回
目
の
出
場
で
念
願
の
初
勝
利
を

果
た
し
た
。

第
89
回
大
会
（
２
０
１
８
年
）

の
覇
者
で
、
昨
19
年
の
日
本
選
手

権
も
制
し
た
大
阪
市
・
大
阪
ガ
ス

は
、
３
回
目
の
優
勝
を
う
か
が
う

狭
山
市
・
ホ
ン
ダ
に
５
―
12
で
大

敗
し
た
。
狭
山
市
は
第
88
回
大
会

以
来
、
３
年
ぶ
り
に
初
戦
を
突
破

し
た
。
３
年
連
続
出
場
の
東
京

都
・
鷺
宮
製
作
所
は
、
８
年
ぶ
り

２
回
目
の
出
場
で
初
白
星
を
狙
っ

た
名
古
屋
市
・
ジ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
８
―
１
で
降
し
た
。

狭
山
市
、三
回
猛
攻
11
点

大
阪
市
、エ
ー
ス
が
突
然
の
乱
調

２
桁
安
打
の
狭
山
市
が
打
ち
勝

っ
た
。
６
四
死
球
を
得
た
三
回
、

佐
藤
の
３
ラ
ン
な
ど
打
者
一
巡
の

猛
攻
で
11
点
を
先
取
。
序
盤
で
試

合
の
流
れ
を
決
め
た
。
先
発
・
朝

山
は
四
回
途
中
４
失
点
と
不
安
定

だ
っ
た
が
、
継
投
策
で
し
の
い
だ
。

大
阪
市
は
昨
19
年
の
日
本
選
手

権
最
高
殊
勲
選
手
の
阪
本
を
先
発

に
立
て
た
が
、
持
ち
味
の
制
球
が

乱
れ
、
三
回
途
中
６
失
点
と
誤
算

だ
っ
た
。

狭
山
市
・
開
田
成
幸
監
督
　
初

戦
の
難
し
さ
は
感
じ
て
い
た
の
で
、

ほ
っ
と
し
て
い
る
。
（
三
回
の
集

中
打
は
）
驚
き
。
あ
れ
だ
け
つ
な

が
る
こ
と
は
な
か
な
か
な
い
。

大
阪
市
・
橋
口
博
一
監
督
　
三

回
に
11
点
も
取
ら
れ
る
前
に
、
僕

が
（
流
れ
を
）
止
め
ら
れ
て
い
た

ら
良
か
っ
た
。
諦
め
ず
に
頑
張
っ

て
い
た
が
、
力
が
及
ば
な
か
っ
た
。

１
死
満
塁
か
ら
３
、４
番
２
球
で
５
点

あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
得
点
を
重
ね

る
狭
山
市
の
攻
勢
に
、
声
援
自
粛

の
ス
タ
ン
ド
が
さ
ら
に
静
ま
り
か

え
っ
た
。
三
回
に
12
者
連
続
出
塁

で
一
挙
11
得
点
。
今
季
就
任
し
た

開
田
（
ひ
ら
き
だ
）
監
督
の
東
京

ド
ー
ム
初
陣
を
飾
っ
た
。

三
回
、
押
し
出
し
四
球
で
１
点

を
先
取
し
、
な
お
も
１
死
満
塁
。

こ
こ
か
ら
、
わ
ず
か
２
球
で
５
点

を
奪
い
、
勝
負
の
行
方
を
決
定
づ

け
た
。
３
番
・
井
上
が
大
阪
市
先

発
・
阪
本
の
や
や
高
め
の
初
球
を

仕
留
め
て
２
点
適
時
打
を
放
つ
と
、

４
番
・
佐
藤
も
真
ん
中
に
入
っ
た

１
４
３
㌔
の
初
球
を
す
く
い
上
げ
、

左
翼
席
中
段
に
運
ぶ
３
ラ
ン
。
制

球
力
重
視
の
阪
本
が
、
四
球
を
重

ね
て
冷
静
さ
を
欠
い
た
と
こ
ろ
で

「
狙
い
球
を
積
極
的
に
振
る
」

（
開
田
監
督
）
と
い
う
基
本
動
作

が
生
き
た
。

４
年
目
の
佐
藤
は
立
大
時
代
に

東
京
六
大
学
で
通
算
７
本
塁
打
、

２
０
１
９
年
に
は
社
会
人
日
本
代

表
で
４
番
も
張
っ
た
強
打
者
。
開

田
監
督
の
「
佐
藤
頼
み
の
打
線
に

し
な
い
」
と
の
方
針
で
、
２
次
予

選
で
は
主
に
８
番
と
下
位
打
順
を

担
っ
た
が
、
調
子
を
上
げ
て
き
た

本
大
会
で
は
再
び
主
軸
に
。
起
用

に
応
え
る
と
、
「
４
番
と
し
て
チ

ー
ム
に
貢
献
す
る
の
が
目
標
」
と

主
砲
の
プ
ラ
イ
ド
を
の
ぞ
か
せ
た
。

今
大
会
は
戦
力
の
底
上
げ
を
目

的
に
、
補
強
選
手
に
頼
ら
ず
「
自

前
」
の
打
線
で
臨
む
。
大
会
記
録

（
１
イ
ニ
ン
グ
13
得
点
）
に
迫
る

猛
攻
で
、
３
年
ぶ
り
の
初
戦
突
破
。

チ
ー
ム
の
Ｏ
Ｂ
で
09
年
大
会
の
優

勝
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
開
田
監
督

も
「
チ
ー
ム
内
の
競
争
を
促
し
た

結
果
。
あ
れ
だ
け
活
躍
し
て
く
れ

る
と
頼
も
し
い
」
と
、
後
輩
た
ち

の
成
長
ぶ
り
に
手
応
え
を
つ
か
ん

で
い
た
。

　
▽
第
１
試
合
＝
１
回
戦

狭
　
山
　
市  

０
０
11 

０
１
０  

０
０
０
　

12

（
ホ

ン

ダ
）

（
大

阪

ガ

ス
）

大
　
阪
　
市 

０
０
２ 

３
０
０ 

０
０
０
　
５

【
審
】
小
出
（
球
）
高
橋
進
、
円
垣
内
、
内
田
（
塁
）

狭山市　　打安点振球
⑨８吉　田３２３０２
⑤　津　田４１２０１
⑦　井　上５２２１０
Ｄ　佐　藤５２３２０
②　辻　野３００１１
③　山本瑛３００２１
Ｈ３山本兼１００００
⑧　鈴　木４１１００
Ｈ９北　岡１００００
⑥　檜　村２０００３
④　千　野４３１００
Ｈ　髙　山１００００
４　篠　塚０００００
犠盗失併残─────
１１１３６361112６８
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
大阪市　　打安点振球
⑤　青　栁４１０１１
④　峰　下５１０００
⑧７清　水２１１０１
⑨　末　包４１０２０
③　古　川３００２１
⑥　花　本４２１００
⑦　大　谷３１０００
Ｈ　山　川１００００
８　登　地０００００
Ｄ　西　脇４２３１０
②　鳥　飼２１０００
Ｈ　和　氣１００１０
２　高　橋０００００
Ｈ　野　口１００００
犠盗失併残─────
１１００６3410５７３

投　手回　打安振球責
朝　山３0/315３２３４
　橘　３２／３16６２０１
田　村　1/3１０１００
小　野１　３１１００
福　島１　３０１００

阪　本２1/313３２３６
川　瀬　0/3４１０３４
田　中２２／３13４１１２
河　野２　８２１００
温　水２　７１２１０

▽本塁打　佐藤１号③
（阪本）西脇１号①
（朝山）▽三塁打　千
野▽二塁打　鈴木、吉
田、花本、大谷、西脇、
清水▽犠打　辻野、清
水▽盗塁　辻野、峰下
▽失策　千野▽試合時
間　３時間２分

〔Ｈｏｎｄａ―大阪ガス〕三回表Ｈｏｎｄａ１死
一、三塁、佐藤が左越え３点本塁打を放つ
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大
阪
市
、エ
ー
ス
乱
調

左
翼
席
に
飛
び
込
ん
だ
打
球
を

見
届
け
る
と
、
大
阪
市
の
右
腕
・

阪
本
は
マ
ウ
ン
ド
上
に
ぼ
う
ぜ
ん

と
立
ち
尽
く
し
た
。
昨
19
年
の
日

本
選
手
権
の
最
高
殊
勲
選
手
に
輝

い
た
エ
ー
ス
が
、
三
回
に
６
点
を

失
っ
て
途
中
降
板
。
流
れ
ま
で
失

っ
た
投
手
陣
は
、
そ
の
後
も
失
点

を
重
ね
て
こ
の
回
計
11
失
点
し
、

阪
本
は
「
チ
ー
ム
メ
ー
ト
に
申
し

訳
な
い
」
と
う
な
だ
れ
た
。

上
々
の
立
ち
上
が
り
が
、
三
回

に
一
変
し
た
。
変
化
球
が
低
め

に
、
直
球
は
高
め
に
と
ス
ト
ラ
イ

ク
と
ボ
ー
ル
が
は
っ
き
り
し
て
い

た
。
関
大
出
の
３
年
目
の
エ
ー
ス

は
試
合
中
の
修
正
能
力
が
持
ち
味

だ
が
、
そ
の
過
程
で
痛
か
っ
た
の

が
１
死
一
、
二
塁
で
１
番
・
吉
田

に
与
え
た
四
球
だ
。
フ
ル
カ
ウ
ン

ト
か
ら
８
球
目
に
投
じ
た
内
角
低

め
の
直
球
は
「
ベ
ス
ト
ボ
ー
ル
」
。

し
か
し
、
球
審
の
手
は
上
が
ら
ず
、

き
わ
ど
い
コ
ー
ス
が
ボ
ー
ル
と
な

り
ピ
ン
チ
が
広
が
っ
た
。
す
る
と
、

次
打
者
に
押
し
出
し
四
球
、
さ
ら

に
左
前
適
時
打
、
３
ラ
ン
を
浴
び

る
突
然
の
乱
調
。
ま
る
で
踏
み
外

し
た
階
段
を
転
げ
落
ち
る
よ
う
だ

っ
た
。

交
代
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
、

橋
口
監
督
は
「
結
果
論
と
し
て
ホ

ー
ム
ラ
ン
を
打
た
れ
る
前
に
代
え

れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
そ
の
前
に
も

点
数
を
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

分
か
ら
な
い
」
と
答
え
た
。
18
年

の
都
市
対
抗
、
昨
19
年
の
日
本
選

手
権
で
初
優
勝
。
「
３
年
連
続
日

本
一
」
を
目
標
に
臨
ん
だ
今
大
会

は
、
１
試
合
で
幕
を
閉
じ
た
。

東
京
都
、盤
石
の
継
投

打
線
も
つ
な
が
り
、11
安
打
８
得
点

東
京
都
が
快
勝
し
た
。
一
回
に

橋
本
の
適
時
打
で
先
制
。
そ
の
後

も
得
点
を
積
み
重
ね
、
八
回
に
は

竹
原
の
２
点
適
時
打
な
ど
で
４
点

を
挙
げ
て
リ
ー
ド
を
広
げ
た
。
投

げ
て
は
平
川
、
野
口
の
継
投
で
１

失
点
。

名
古
屋
市
は
三
回
に
今
井
の
適

時
打
で
１
点
差
ま
で
詰
め
寄
っ
た

が
、
終
盤
は
バ
ッ
テ
リ
ー
の
ミ
ス

も
出
る
な
ど
し
て
力
尽
き
た
。

東
京
都
・
岡
崎
淳
二
監
督
　

（
新
監
督
と
し
て
白
星
発
進
）
ほ

っ
と
し
た
。
投
手
が
抑
え
て
、
打

線
も
追
加
点
が
取
れ
て
、
安
心
し

て
見
て
い
ら
れ
た
。

名
古
屋
市
・
辻
本
弘
樹
監
督
　

先
発
が
短
い
イ
ニ
ン
グ
で
降
り
た

の
が
大
き
な
誤
算
。
（
４
安
打
１

点
）
セ
ン
タ
ー
返
し
を
指
示
し
た

が
、
そ
れ
以
上
の
投
球
を
さ
れ
た
。

頭
脳
派
左
腕
、ク
ー
ル
に
翻
弄

決
し
て
球
が
速
い
わ
け
で
も
な

け
れ
ば
、
鋭
く
変
化
す
る
わ
け
で

も
な
い
。
そ
れ
で
も
、
見
る
人
を

圧
倒
す
る
投
球
が
で
き
る
の
が
、

社
会
人
球
界
を
代
表
す
る
左
腕
と

尊
敬
を
集
め
る
東
京
都
の
野
口
だ
。

１
点
リ
ー
ド
の
六
回
か
ら
２
番

手
と
し
て
登
板
し
た
。
味
方
の
失

策
と
バ
ン
ト
で
１
死
三
塁
の
ピ
ン

チ
を
背
負
う
と
、
続
く
伊
藤
大
に

死
球
を
与
え
て
さ
ら
に
苦
し
く
な

っ
た
。
４
番
・
田
中
を
迎
え
た

が
、
こ
こ
か
ら
が
野
口
の
真
骨
頂
。

「
同
点
ま
で
な
ら
い
い
だ
ろ
う
」

と
、
ど
ん
な
ピ
ン
チ
に
も
頭
の
中

は
冷
静
だ
っ
た
。
内
角
の
ス
ラ
イ

〔
三
菱
自
動
車
岡
崎
―
ホ
ン
ダ
〕

一
回
表
三
菱
自
動
車
岡
崎
２
死
三

塁
、
先
制
の
２
点
本
塁
打
を
放
ち
、

打
球
を
見
つ
め
る
田
口
（
中
央
）
。

奥
は
大
喜
び
す
る
岡
崎
市
ベ
ン
チ

名古屋市　打安点振球
⑤　今　井４１１００
⑦　原　田３００１０
３　小　川０００００
Ｄ　伊藤大３０００１
③４田　中３００２０
Ｈ　今　津１００００
②　伊藤弘３００２０
２　松　坂０００００
Ｈ　松　田１００００
④　片　岡３００００
４７西　銘０００００
⑧　橋　本３２０１０
⑨　林　田２００２０
⑥　前　田３１０００
犠盗失併残─────
２１０１４29４１８１
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
東京都　　打安点振球
⑥　土　谷５１０３０
⑧　竹　原５２２１０
⑨　茶　谷３１０００
Ｒ９　秦　１００１１
Ｄ　橋　本４１１１０
③　吉　濱２００００
Ｈ３大　坂００００２
⑤　木　田３２１００
②　長　澤１１１０２
④　佐　野４２１００
⑦　井　村２００００
Ｈ７新　納１１１０１
犠盗失併残─────
２２２０７3111７６６

投　手回　打安振球責
白　崎１1/3８５００２
西　納５　20２３４２
木　村　1/3１０１００
保　坂　1/3２００１０
古　屋　1/3４２０１３
平　岡　1/3３２１０１
横　山　1/3１０１００

平　川５　18３５０１
野　口４　14１３１０

▽二塁打　佐野、長澤、
新納▽犠打　原田、林
田、木田、長澤▽盗塁
　橋本（ジ）、竹原、
新納▽失策　木田、長
澤▽暴投　保坂２▽試
合時間　３時間８分

　
▽
第
２
試
合
＝
１
回
戦

名
古
屋
市 

０
０
１ 

０
０
０ 

０
０
０
−
１

（
ジ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

（
鷺

宮

製

作

所
）

東

京

都 

１
１
０ 

０
０
１ 

１
４
×
−
８

【
審
】
大
都
（
球
）
中
山
、
高
橋
徳
、
近
野
（
塁
）

〔
ホ
ン
ダ
―
大
阪
ガ
ス
〕
三
回
途
中
６
失
点
で
降
板
し
た
大
阪
ガ
ス

の
先
発
・
阪
本

〔ジェイプロジェクト―鷺宮製作所〕４回１安
打無失点に抑えた鷺宮製作所の２番手・野口
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ダ
ー
で
見
逃
し
三
振
に
仕
留
め
る

と
、
続
く
打
者
も
低
め
の
ス
ラ
イ

ダ
ー
で
右
飛
に
打
ち
取
っ
た
。
そ

の
後
も
安
定
し
た
投
球
で
４
回

を
１
安
打
無
失
点
で
切
り
抜
け
、

「
結
果
と
し
て
は
良
か
っ
た
」
と

涼
し
げ
に
笑
っ
た
。

群
馬
・
前
橋
商
高
、
仙
台
大
出

身
の
６
年
目
。
学
生
時
代
は
無
名

だ
っ
た
が
、
入
社
後
に
急
成
長
で

き
た
の
は
、
自
分
と
打
者
を
冷
静

に
分
析
で
き
る
頭
脳
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
た
か
ら
だ
。
２
次
予
選
で

は
５
試
合
に
登
板
し
、
代
表
権
獲

得
の
原
動
力
に
な
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
「
小
手
先
で
投
げ
て
い
た
」

と
反
省
し
、
強
く
腕
を
振
る
こ
と

を
意
識
し
て
投
げ
込
み
を
繰
り
返

し
た
。
そ
の
結
果
、
変
化
球
を
投

げ
る
際
に
フ
ォ
ー
ム
が
緩
ま
な
く

な
り
、
最
後
ま
で
球
種
を
読
ま
れ

ず
打
者
を
翻
弄
（
ほ
ん
ろ
う
）
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
０
１
７
年
大
会
で
は
補
強
さ

れ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
日
本
一
に

貢
献
し
た
が
、
自
チ
ー
ム
で
は
18

年
の
８
強
が
最
高
。
目
指
す
の
は
、

慣
れ
親
し
ん
だ
ユ
ニ
ホ
ー
ム
で
の

黒
獅
子
旗
奪
取
だ
。

名
古
屋
市
、守
備
乱
れ

試
合
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
交

わ
し
た
約
束
を
守
れ
な
か
っ
た
。

「
決
め
つ
け
な
い
」
「
準
備
と
確

認
を
し
っ
か
り
」
。
堅
守
か
ら
終

盤
の
反
撃
に
つ
な
げ
る
の
が
名
古

屋
市
の
強
み
だ
。
と
こ
ろ
が
、
終

盤
に
守
備
が
乱
れ
、
反
撃
の
糸
口

を
自
ら
摘
ん
で
し
ま
っ
た
。

１
点
を
追
う
六
回
の
こ
と
だ
っ

た
。
２
死
一
、
三
塁
。
三
塁
手
の

今
井
は
正
面
の
ゴ
ロ
を
捕
球
し
二

塁
に
投
げ
た
が
間
に
合
わ
ず
（
記

録
は
野
選
）
、
三
塁
走
者
も
生
還

し
た
。
さ
ら
に
、
進
塁
に
は
影
響

が
な
か
っ
た
も
の
の
、
今
井
は
二

塁
が
ア
ウ
ト
に
な
っ
た
と
思
い
込

み
、
三
塁
ベ
ン
チ
に
引
き
返
そ
う

と
も
し
た
。
こ
の
回
は
１
点
で
抑

え
た
が
、
そ
の
後
は
投
手
陣
が
安

定
せ
ず
、
七
回
に
１
点
、
八
回
に

は
４
点
を
奪
わ
れ
勝
利
は
遠
の
い

た
。
試
合
後
「
後
悔
し
か
な
い
」

と
反
省
し
た
が
、
後
の
祭
り
だ
っ

た
。今

井
は
創
部
当
初
か
ら
常
に
チ

ー
ム
の
中
心
的
存
在
だ
っ
た
。
チ

ー
ム
初
出
場
の
８
年
前
は
９
番
・

遊
撃
で
先
発
出
場
。
こ
の
年
に
優

勝
し
た
横
浜
市
と
１
―
２
の
接
戦

を
演
じ
た
１
回
戦
で
、
適
時
打
を

放
っ
た
。
こ
の
日
も
三
回
に
中
前

適
時
打
を
放
ち
、
こ
の
日
唯
一
の

打
点
を
挙
げ
た
。

今
年
、
34
歳
に
な
っ
た
が
、
今

の
チ
ー
ム
は
若
い
選
手
が
多
く

「
元
気
と
勢
い
が
あ
る
の
が
特

徴
」
だ
と
感
じ
る
。
そ
れ
で
も

「
も
う
一
度
、
一
か
ら
や
り
直
し

た
い
。
現
役
選
手
と
し
て
」
。
ド

ー
ム
で
の
涙
を
糧
に
す
る
つ
も
り

だ
。

福
岡
市
、念
願
の
初
勝
利

５
回
目
の
出
場
で
、粘
り
勝
ち

福
岡
市
が
逆
転
勝
ち
し
た
。
１

点
を
追
う
七
回
、
代
打
・
米
澤
か

ら
の
３
連
打
で
同
点
に
追
い
つ
く

と
、
相
手
の
守
り
の
隙
（
す
き
）

を
突
い
た
走
塁
で
２
点
を
追
加
し
、

そ
の
ま
ま
逃
げ
切
っ
た
。
先
発
の

村
田
は
粘
り
強
く
投
げ
、
７
回
１

失
点
。
石
巻
市
は
機
動
力
を
生
か

石巻市　　打安点振球
⑧　西　藤３００００
Ｈ９石　黒１００１０
⑤　大　保４１０２０
⑦　浅　沼４１０００
③　長谷川３１０２１
Ｒ　小　野０００００
⑥　篠　川４１０００
④　中　嶋３１１１０
Ｄ　末　武２１０００
⑨　片　野２１０１０
８　赤　嶺０００００
②　水　野３００１０
犠盗失併残─────
２００１４29７１８１
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
福岡市　　打安点振球
⑤　井　手３１０２１
⑨７池　浦３００１０
８　横　田０００００
⑥　田　場４００００
③　　堤　４１０２０
Ｄ　木　下２００１０
ＨＤ米　澤２２０００
⑧　竹　松２１０００
９　正　木２１０１０
④　松　薗２００２０
４　山　中１１１００
⑦８７
　　永　利３０１００
②　大久保３２１００
犠盗失併残─────
１１０１６31９３９１

投　手回　打安振球責
塚　本６1/325６７１３
宮　内　２／３３１１００
齊　藤１　５２１００

村　田７　26７５０１
髙　椋２　６０３１０

▽三塁打　片野▽二塁
打　井手、中嶋、米澤
▽犠打　末武、片野、
池浦▽盗塁　井手▽試
合時間　２時間８分

〔
ジ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
鷺
宮
製
作
所
〕
三
回
表
ジ
ェ
イ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
２
死
二
塁
、
今
井
が
中
前
適
時
打
を
放
つ

〔
日
本
製
紙
石
巻
―
西
部
ガ
ス
〕
七
回
裏
西
部
ガ
ス
１
死
一
、二
塁
、

永
利
の
二
ゴ
ロ
の
間
に
逆
転
の
ホ
ー
ム
を
踏
む
正
木
（
左
）

　
▽
第
３
試
合
＝
１
回
戦

石

巻

市 

０
０
０ 

０
０
０ 

１
０
０
−
１

（
日
本
製
紙
石
巻
）

（
西

部

ガ

ス
）

福

岡

市 
０
０
０ 

０
０
０ 

３
０
×
−
３

【
審
】
小
原
（
球
）
相
河
、
安
部
、
久
木
原
（
塁
）
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し
て
七
回
に
先
取
点
を
挙
げ
た
が
、

伸
び
の
あ
る
直
球
を
武
器
に
好
投

し
て
い
た
先
発
・
塚
本
が
直
後
に

崩
れ
た
。

福
岡
市
・
香
田
誉
士
史
監
督
　

（
大
会
初
勝
利
に
）
超
う
れ
し
い

で
す
。
投
手
力
に
は
自
信
を
持
っ

て
い
る
の
で
、
粘
っ
て
最
終
的
に

は
う
ち
が
勝
つ
ゲ
ー
ム
に
な
る
と

信
じ
て
い
た
。

石
巻
市
・
前
田
直
樹
監
督
　
守

備
で
記
録
に
残
ら
な
い
ミ
ス
が
続

い
た
こ
と
が
悔
し
い
。
七
回
に
追

加
点
を
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
大

き
い
。
私
の
采
配
も
含
め
て
反
省

点
。「

激
走
」七
回
に
逆
転

北
海
道
・
駒
大
苫
小
牧
高
で
夏

の
甲
子
園
２
連
覇
を
達
成
し
た
福

岡
市
の
香
田
監
督
が
長
年
、
「
好

不
調
が
な
い
」
と
信
じ
る
技
術
が

あ
る
。
伝
授
さ
れ
た
技
術
を
選
手

た
ち
が
大
舞
台
で
発
揮
し
、
見
事

な
逆
転
勝
利
を
果
た
し
た
。

１
点
を
追
う
七
回
、
山
中
の
適

時
打
で
同
点
に
追
い
つ
き
、
な
お

も
１
死
一
、
二
塁
。
８
番
・
永
利

が
フ
ル
カ
ウ
ン
ト
と
な
っ
た
と
こ

ろ
で
、
エ
ン
ド
ラ
ン
を
仕
掛
け
た
。

打
球
は
一
、
二
塁
間
深
く
に
転
が

り
、
石
巻
市
の
二
塁
手
が
フ
ァ
ン

ブ
ル
。
一
塁
送
球
で
永
利
は
ア
ウ

ト
に
な
っ
た
も
の
の
、
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
て
い
た
二
塁
走
者
の
正
木

は
一
気
に
本
塁
を
目
指
し
、
勝
ち

越
し
の
ホ
ー
ム
に
滑
り
込
ん
だ
。

さ
ら
に
２
死
二
塁
か
ら
、
続
く

大
久
保
も
一
、
二
塁
間
へ
の
ゴ
ロ
。

二
塁
手
が
捕
球
し
た
が
、
一
塁
の

ベ
ー
ス
カ
バ
ー
に
入
っ
た
投
手
へ

の
送
球
が
高
く
な
り
内
野
安
打
に
。

ま
た
も
相
手
の
ミ
ス
を
逃
さ
ず
、

二
塁
走
者
の
山
中
が
本
塁
に
ヘ
ッ

ド
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
し
追
加
点
を

挙
げ
た
。

百
戦
錬
磨
の
指
揮
官
が
「
好
投

手
は
な
か
な
か
打
て
な
い
。
隙

（
す
き
）
を
突
い
て
得
点
で
き

る
」
と
頼
り
に
す
る
技
術
と
は
、

「
走
塁
」
だ
。
薫
陶
を
受
け
、
チ

ー
ム
内
に
積
極
的
な
走
塁
を
呼
び

掛
け
て
き
た
正
木
は
「
次
の
塁
を

狙
っ
て
ダ
メ
で
も
、
責
め
な
か
っ

た
」
と
振
り
返
る
。
数
々
の
失
敗

を
糧
に
「
相
手
の
ミ
ス
を
突
け

た
」
と
、
選
手
全
員
で
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る
試
合
展
開
を
実
践
し
、

胸
を
張
っ
た
。

創
部
９
年
目
に
し
て
都
市
対
抗

初
勝
利
を
挙
げ
、
九
州
勢
と
し
て

も
３
年
ぶ
り
の
勝
利
を
も
ぎ
取
っ

た
。
「
九
州
の
代
表
と
し
て
勝
て

て
う
れ
し
い
」
と
香
田
監
督
。
節

目
の
勝
利
も
、
通
過
点
に
す
ぎ
な

い
。

広
島
市
・
三
菱
重
工
広
島
、初
戦
突
破

◇
第
４
日
（
11
月
25
日
）

１
回
戦
３
試
合
が
行
わ
れ
た
。

三
菱
重
工
業
の
再
編
に
よ
っ
て
今

季
限
り
で
活
動
を
終
え
る
広
島

市
・
三
菱
重
工
広
島
が
鹿
嶋
市
・

日
本
製
鉄
鹿
島
に
７
―
６
で
競
り

勝
ち
、
４
強
入
り
し
た
第
86
回
大

会
以
来
５
年
ぶ
り
の
２
回
戦
進
出

を
果
た
し
た
。
11
年
連
続
出
場
の

東
京
都
・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
岡
崎

市
・
三
菱
自
動
車
岡
崎
に
４
―
２

で
今
大
会
初
の
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を

収
め
、
４
年
連
続
の
初
戦
突
破
。

７
年
連
続
出
場
の
京
都
市
・
日
本

新
薬
は
、
７
年
ぶ
り
出
場
の
に
か

ほ
市
・
Ｔ
Ｄ
Ｋ
に
２
―
１
で
勝
ち
、

４
年
ぶ
り
に
初
戦
を
突
破
し
た
。

東
北
勢
は
姿
を
消
し
た
。

広
島
市
、ま
だ
終
わ
れ
な
い

ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
、初
戦
突
破

と
も
に
２
桁
安
打
の
打
ち
合
い

の
接
戦
を
広
島
市
が
制
し
た
。
一

回
に
松
永
、
松
原
の
連
続
適
時
二

塁
打
で
２
点
を
先
取
。
同
点
と
さ

れ
た
直
後
の
五
回
に
は
、
松
永
の

適
時
打
や
桜
井
の
ス
ク
イ
ズ
な
ど

で
４
点
を
勝
ち
越
し
た
。

鹿
嶋
市
は
４
点
を
追
う
七
回
、

高
畠
の
２
ラ
ン
な
ど
で
１
点
差
に

詰
め
寄
っ
た
が
、
広
島
市
の
４
番

手
・
鮫
島
の
前
に
一
歩
及
ば
な
か

っ
た
。

広
島
市
・
町
田
公
二
郎
監
督
　

三
菱
重
工
広
島
と
し
て
は
今
季
限

り
。
負
け
れ
ば
終
わ
り
の
試
合
で

諦
め
ず
戦
え
た
。
日
ご
ろ
の
準
備

の
成
果
で
攻
撃
が
線
と
し
て
つ
な

が
っ
た
。

鹿
嶋
市
・
中
島
彰
一
監
督
　
相

手
の
勢
い
を
抑
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

先
発
の
飯
田
は
不
運
な
ヒ
ッ
ト
も

あ
り
、
乗
り
切
れ
な
か
っ
た
。
あ

き
ら
め
ず
に
粘
っ
た
が
、
投
手
を

援
護
し
き
れ
な
か
っ
た
。

守
護
神
・
鮫
島
、伝
家
の
宝
刀

グ
ラ
ブ
の
中
で
右
手
の
人
差
し

指
と
中
指
を
開
き
、
白
球
を
握
っ

た
。
「
ミ
ス
が
少
な
い
ベ
ス
ト
の

選
択
」
。
広
島
市
の
抑
え
・
鮫
島

広島市　　打安点振球
⑦　市　原２２０００
Ｈ７鳥　井２００１０
Ｈ７汐　月１００００
⑤　田　中４２０１０
⑨　実　政４１００１
③　松　永５４３１０
Ｄ　松　原３１１１１
⑥　　岡　５２１１０
④　桜　井３１１２１
⑧　青　木４２１１０
②　佐々木３１０２１
犠盗失併残─────
４３１０103616７10４
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
鹿嶋市　　打安点振球
⑥　池　間５２０１０
⑦　堀　越５１０１０
④　　林　５１０２０
⑨　髙　畠５２４００
③　岩　元４１００１
Ｄ　生田目４２１１０
⑤　佐藤竜３１０２０
Ｈ　西　村１００１０
５　木　村０００００
②　片　葺２００１０
Ｈ　原　田００００１
２　坂　口１１０００
⑧　山　田２００００
８　藤　本１００００
犠盗失併残─────
１００１８3811５９２

投　手回　打安振球責
児　山５　22７５０３
長　島１２／３11３１２１
松　下　1/3１０１００
鮫　島２　７１２００

飯　田２２／３14５３２３
能　間２　12５１１４
伊　藤２1/311６３００
角　田２　７０３１０

▽本塁打　生田目１号
①（児山）高畠１号②
（長島）▽二塁打　松
永、松原、岩元、堀越、
林、池間▽犠打　田中、
松原、桜井、青木、藤
本▽盗塁　市原、松永、
佐々木▽失策　松永▽
暴投　飯田▽試合時間
　３時間16分

　
▽
第
１
試
合
＝
１
回
戦

広

島

市 

２
０
１ 

０
４
０ 

０
０
０
−
７

（
三
菱
重
工
広
島
）

（
日
本
製
鉄
鹿
島
）

鹿

嶋

市 

０
０
２ 

１
０
０ 

３
０
０
−
６

【
審
】
須
田
（
球
）
近
野
、
高
橋
進
、
高
橋
徳
（
塁
）

〔
三
菱
重
工
広
島
―
日
本
製
鉄
鹿
島
〕
八
回
裏
日
本
製
鉄
鹿
島
２
死

三
塁
、
ピ
ン
チ
を
無
失
点
で
切
り
抜
け
、
気
勢
を
上
げ
る
三
菱
重

工
広
島
の
４
番
手
・
鮫
島
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が
窮
地
で
選
ん
だ
の
は
、
「
伝
家

の
宝
刀
」
の
フ
ォ
ー
ク
だ
っ
た
。

場
面
は
１
点
リ
ー
ド
の
八
回
２

死
三
塁
。
打
席
に
長
打
力
の
あ
る

２
番
・
堀
越
を
迎
え
た
。
１
ボ
ー

ル
２
ス
ト
ラ
イ
ク
か
ら
の
５
球
目
。

１
２
９
㌔
の
フ
ォ
ー
ク
は
ホ
ー
ム

ベ
ー
ス
付
近
で
鋭
く
落
ち
て
バ
ッ

ト
に
空
を
切
ら
せ
た
。
空
振
り
三

振
を
奪
い
、
雄
た
け
び
を
上
げ
た
。

決
め
球
の
直
前
に
投
げ
た
直
球

は
１
４
７
㌔
を
マ
ー
ク
し
た
。
32

歳
の
ベ
テ
ラ
ン
は
「
出
来
す
ぎ
。

気
持
ち
の
分
が
上
乗
せ
さ
れ
た
」

と
苦
笑
い
し
た
が
、
球
威
の
あ
る

直
球
で
追
い
込
ん
で
か
ら
フ
ォ
ー

ク
で
三
振
を
奪
う
姿
は
、
１
試
合

最
多
15
奪
三
振
の
大
会
新
記
録
を

樹
立
し
た
７
年
前
の
日
本
選
手
権

を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
。
九
回
も
フ

ォ
ー
ク
を
多
投
し
、
リ
ー
ド
を
守

り
切
っ
た
。

三
菱
重
工
業
の
野
球
部
の
再
編

に
よ
り
、
「
広
島
」
と
し
て
の
活

動
は
泣
い
て
も
笑
っ
て
も
今
大
会

が
最
後
。
チ
ー
ム
の
勝
敗
を
左
右

す
る
、
抑
え
の
鮫
島
が
心
掛
け
る

の
は
「
マ
ウ
ン
ド
に
立
っ
て
い
る

だ
け
で
、
み
ん
な
を
勇
気
づ
け
ら

れ
る
姿
を
見
せ
た
い
」
。
ピ
ン
チ

に
な
っ
て
も
周
り
に
声
を
か
け
る

落
ち
着
い
た
マ
ウ
ン
ド
さ
ば
き
や
、

登
板
の
際
の
マ
ウ
ン
ド
ま
で
の
全

力
疾
走
な
ど
一
挙
手
一
投
足
で
味

方
を
勇
気
づ
け
る
こ
と
が
、
投
球

以
外
に
求
め
ら
れ
る
自
分
の
役
割

だ
と
感
じ
て
い
る
。

来
季
も
現
役
を
続
け
る
が
、
マ

ウ
ン
ド
に
の
ぼ
れ
ば
頭
の
片
隅
に

も
な
い
。

「
広
島
で
11
年
間
や
ら
せ
て
も

ら
っ
た
の
で
最
後
、
倒
れ
る
ぐ
ら

い
ま
で
や
り
き
り
た
い
」
と
鮫
島
。

輝
き
続
け
る
こ
と
で
、
三
菱
重
工

広
島
の
75
年
の
歴
史
に
加
筆
さ
れ

て
い
く
。

苦
手
の
内
角
克
服
、で
も
空
砲

高
畠
裕
平
外
野
手 

　
鹿
嶋
市
・
日
本
製
鉄
鹿
島

狙
っ
て
い
た
の
は
「
あ
の
球
」

だ
。
北
関
東
２
次
予
選
後
の
オ
ー

プ
ン
戦
で
こ
と
ご
と
く
打
ち
取
ら

れ
て
い
た
内
角
高
め
。
相
手
も
デ

ー
タ
を
基
に
攻
め
て
く
る
で
あ
ろ

う
こ
と
を
想
定
し
、
あ
え
て
苦
手

な
球
を
待
ち
、
捉
え
た
。
し
か
も

２
度
も
、
だ
。

３
点
を
追
う
三
回
２
死
二
、
三

塁
、
相
手
の
先
発
左
腕
の
初
球
の

直
球
を
流
し
打
ち
、
右
前
に
２
点

適
時
打
を
放
っ
た
。
突
き
放
さ
れ
、

３
点
を
追
う
七
回
１
死
一
塁
で
は

２
番
手
右
腕
の
直
球
を
強
振
。
白

球
は
左
翼
席
に
飛
び
込
み
、
再
び

１
点
差
へ
と
追
い
上
げ
た
。

社
会
人
８
年
目
。
５
年
前
か
ら

指
揮
を
執
る
中
島
監
督
が
「
不
動

の
４
番
」
と
称
す
る
よ
う
に
、
中

島
体
制
で
は
主
砲
を
任
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
２
次
予
選
は
打
率
２

割
台
前
半
に
沈
み
、
チ
ー
ム
も
４

試
合
で
計
８
得
点
と
打
線
が
湿
っ

た
。
責
任
感
か
ら
「
打
た
な
い
と

勝
て
な
い
」
と
、
そ
の
後
の
オ
ー

プ
ン
戦
や
全
体
練
習
の
合
間
に
ひ

た
す
ら
バ
ッ
ト
を
振
っ
た
。
そ
れ

で
も
最
後
ま
で
内
角
高
め
に
は
苦

し
ん
で
い
た
が
、
大
舞
台
で
結
果

を
出
し
た
。

平
坦
で
は
な
い
野
球
人
生
を
歩

ん
で
い
る
。
名
門
の
徳
島
・
鳴
門

工
高
（
現
・
鳴
門
渦
潮
高
）
で
は

１
年
春
に
喉
に
腫
瘍
が
見
つ
か
っ

た
。
摘
出
手
術
は
成
功
し
た
が
、

医
師
に
運
動
を
制
限
さ
れ
、
投
げ

や
り
に
な
っ
て
秋
に
退
学
し
た
。

そ
れ
で
も
「
大
好
き
な
野
球
は
や

め
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
、
半
年
後

に
は
関
西
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ポ
ー
ツ

学
院
（
現
・
関
メ
デ
ィ
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
学
院
）
に
入
り
、
通
信
制
高

校
と
野
球
を
両
立
さ
せ
、
日
体
大

を
経
て
社
会
人
の
世
界
に
飛
び
込

ん
だ
。

年
を
重
ね
る
ご
と
に
「
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ

て
き
た
」
と
感
じ
て
い
る
。
個
人

と
し
て
は
収
穫
が
あ
っ
た
試
合
だ

が
、
心
に
刻
ま
れ
た
の
は
「
打
ち

負
け
た
な
」
と
い
う
悔
し
い
思
い

だ
け
。
自
身
だ
け
で
な
く
若
手
に

も
成
長
を
促
す
立
場
。
30
歳
の
来

年
は
、
チ
ー
ム
と
し
て
た
く
ま
し

く
な
っ
て
戻
っ
て
く
る
。

最
後
の
年
、ド
ー
ム
で「
有
終
」 

同
期
バ
ッ
テ
リ
ー
、移
籍
と
引
退

三
菱
重
工
広
島
（
広
島
市
）
に

は
、
大
会
終
了
後
に
別
々
の
道
を

歩
む
バ
ッ
テ
リ
ー
が
い
る
。
チ
ー

ム
が
創
部
75
年
目
の
今
季
を
最
後

に
活
動
を
終
え
る
た
め
鮫
島
優
樹

投
手
（
32
）
は
三
菱
重
工
の
系
列

チ
ー
ム
に
移
り
、
國
本
剛
志
捕
手

（
32
）
は
現
役
を
退
く
。
か
つ
て

日
本
代
表
に
も
選
ば
れ
た
２
人
は

「
都
市
対
抗
で
有
終
の
美
を
」
と

闘
志
を
燃
や
す
。

原
爆
投
下
の
翌
１
９
４
６
年
に

創
部
し
、
79
年
都
市
対
抗
で
初
出

場
・
優
勝
し
た
名
門
が
活
動
の
幕

を
下
ろ
す
。
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
む

２
人
は
大
卒
の
國
本
捕
手
が
専
門

学
校
卒
の
鮫
島
投
手
よ
り
１
学
年

上
だ
が
、
気
心
知
れ
た
２
０
１
０

年
の
同
期
入
社
。
13
年
日
本
選
手

権
で
大
会
記
録
を
更
新
す
る
１
試

合
15
奪
三
振
を
達
成
す
る
な
ど
、

剛
腕
の
誉
れ
が
高
い
鮫
島
投
手
が

投
げ
る
先
に
は
、
常
に
國
本
捕
手

の
構
え
る
ミ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。

順
風
満
帆
だ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
伝
統
の
縦
じ
ま
が
入
る
ユ
ニ

ホ
ー
ム
に
袖
を
通
し
て
し
ば
ら
く
、

生
真
面
目
な
性
格
の
鮫
島
投
手
は

思
い
詰
め
る
日
々
が
続
い
た
。
１

５
０
㌔
に
迫
る
直
球
と
持
ち
球
の

ス
ラ
イ
ダ
ー
で
は
カ
ウ
ン
ト
を
稼

げ
ず
、
勝
ち
き
れ
な
い
。
転
機
は

「
國
さ
ん
」
と
慕
う
國
本
捕
手
の

ひ
と
言
だ
っ
た
。
落
差
の
大
き
い

フ
ォ
ー
ク
に
活
路
が
あ
る
と
見
て
、

「
じ
ゃ
ん
け
ん
を
グ
ー
、
チ
ョ
キ
、

パ
ー
の
３
種
類
で
は
な
く
、
（
直

球
と
フ
ォ
ー
ク
と
い
う
）
２
種
類

で
す
る
感
覚
で
投
げ
よ
う
」
と
言

っ
た
。

助
言
は
的
を
射
る
。
打
者
と
の

駆
け
引
き
を
身
に
つ
け
た
鮫
島
投

手
は
13
年
日
本
選
手
権
に
続
き
、

ベ
ス
ト
４
に
入
っ
た
15
年
都
市
対

抗
で
も
２
勝
を
挙
げ
て
大
会
優
秀

選
手
に
輝
い
た
。
中
心
打
者
と
し

て
も
活
躍
し
た
國
本
捕
手
と
と
も

に
、
そ
の
年
に
は
社
会
人
選
手
で

構
成
し
た
日
本
代
表
の
メ
ン
バ
ー

入
り
。
台
湾
で
あ
っ
た
第
27
回
Ｂ

Ｆ
Ａ
ア
ジ
ア
選
手
権
に
出
場
し
た
。

だ
が
今
年
３
月
、
春
季
キ
ャ
ン

プ
で
汗
を
流
し
て
い
た
時
だ
。
三

菱
重
工
が
全
国
に
四
つ
あ
る
系
列

チ
ー
ム
を
、
そ
れ
ぞ
れ
横
浜
市
と

神
戸
市
・
兵
庫
県
高
砂
市
に
拠
点

を
置
く
２
チ
ー
ム
に
再
編
す
る
と

の
一
報
が
届
く
。
三
菱
重
工
広
島

で
２
人
は
古
参
に
な
っ
て
い
た
。

國
本
捕
手
は
決
断
し
た
。
年
齢
も

〔三菱重工広島―日本製鉄鹿島〕七回裏日
本製鉄鹿島１死一塁、高畠が左越え２点本
塁打を放つ
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あ
る
。
家
庭
を
築
い
た
広
島
を
離

れ
ら
れ
な
い
事
情
も
あ
る
。
「
引

退
す
る
よ
」
。
チ
ー
ム
メ
ー
ト
た

ち
に
は
雑
談
で
さ
ら
り
と
伝
え
た
。

コ
ー
チ
を
兼
任
す
る
鮫
島
投
手

は
沈
黙
し
た
。
「
チ
ー
ム
を
引
っ

張
る
立
場
。
人
に
聞
か
れ
て
も
お

い
そ
れ
と
進
退
を
口
に
す
べ
き
で

は
な
い
」
。
そ
の
一
方
、
國
本
捕

手
と
の
２
人
で
培
っ
た
技
術
を
伝

え
る
こ
と
を
自
分
の
使
命
と
感
じ

た
。
無
料
通
信
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
」
で
國
本
捕
手
に

移
籍
を
伝
え
た
の
は
、
10
月
の
中

国
地
区
予
選
で
都
市
対
抗
出
場
を

決
め
た
後
だ
っ
た
。
「
あ
い
つ
ら

し
い
な
」
。
バ
ッ
テ
リ
ー
と
し
て

臨
む
最
後
の
大
舞
台
へ
の
思
い
を

強
く
し
た
。

大
会
第
４
日
の
25
日
に
日
本
製

鉄
鹿
島
（
茨
城
県
鹿
嶋
市
）
と
の

１
回
戦
を
控
え
、
２
人
は
「
最
後

の
雄
姿
を
見
せ
た
い
」
と
口
を
そ

ろ
え
る
。

目
尻
に
刻
ま
れ
た
し
わ
が
と
も

に
増
え
、
鮫
島
投
手
が
先
発
マ
ウ

ン
ド
を
譲
る
こ
と
も
、
國
本
さ
ん

が
一
塁
手
で
出
場
す
る
ケ
ー
ス
も

増
え
た
。

そ
れ
で
も
バ
ッ
テ
リ
ー
と
し
て

飾
る
花
道
は
、
東
京
ド
ー
ム
で
の

決
勝
と
信
じ
て
い
る
。

京
都
市
、価
値
あ
る
一
発

先
発
・
西
川
６
回
無
失
点
好
投

両
チ
ー
ム
の
継
投
に
よ
る
接
戦

を
京
都
市
が
制
し
た
。
六
回
１
死

一
塁
か
ら
福
永
の
左
越
え
本
塁
打

で
２
点
を
先
制
。
先
発
・
西
川
は

切
れ
の
あ
る
直
球
で
６
回
を
無
失

点
。
七
回
以
降
は
岩
本
、
小
松
に

つ
な
い
で
逃
げ
切
っ
た
。

に
か
ほ
市
も
３
投
手
が
好
投
し

た
が
、
打
線
は
七
回
の
北
畠
の
適

時
三
塁
打
に
よ
る
１
点
止
ま
り
。

先
発
の
新
人
・
鈴
木
は
一
球
に
泣

い
た
。

京
都
市
・
松
村
聡
監
督
　（
今

季
就
任
で
初
勝
利
）
都
市
対
抗
で

一
つ
勝
つ
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ

た
。
ロ
ー
ス
コ
ア
は
予
想
し
て
い

た
。
福
永
が
よ
く
打
っ
て
く
れ
た
。

に
か
ほ
市
・
佐
藤
康
典
監
督
　

投
手
が
頑
張
っ
た
が
一
発
に
泣
か

さ
れ
た
。
こ
れ
が
都
市
対
抗
で
す

ね
。
戦
力
的
に
は
整
っ
て
い
た
が
、

経
験
の
少
な
さ
が
出
た
。

４
番
・
福
永
、チ
ャ
ン
ス
逃
さ
ず

今
季
か
ら
指
揮
を
執
る
松
村
監

督
は
「
日
本
新
薬
ら
し
い
、
ワ
ン

チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
た
野
球
が

で
き
た
」
と
喜
ん
だ
。
堅
守
を
誇

る
両
チ
ー
ム
ら
し
い
投
手
戦
で
均

衡
を
破
っ
た
の
が
、
２
年
目
の
４

番
・
福
永
。
１
カ
月
前
の
プ
ロ
野

球
新
人
選
手
選
択
（
ド
ラ
フ
ト
）

会
議
で
は
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
指

名
を
待
っ
た
が
、
名
前
が
呼
ば
れ

ず
悔
し
さ
を
味
わ
っ
た
右
打
者
が
、

「
絶
対
に
爪
痕
を
残
す
」
と
誓
っ

た
東
京
ド
ー
ム
で
ア
ー
チ
を
か
け

た
。互

い
に
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
に
０
が

並
ぶ
中
で
迎
え
た
六
回
１
死
、
カ

ナ
フ
レ
ッ
ク
ス
か
ら
の
補
強
の
３

番
・
北
川
が
気
迫
の
こ
も
っ
た
ヘ

ッ
ド
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
で
二
塁
内

野
安
打
と
し
て
出
塁
し
た
。
「
前

で
必
死
な
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ

た
。
つ
な
い
で
先
に
点
を
取
る
」

と
打
席
に
入
っ
た
福
永
は
初
球
の

ス
ト
レ
ー
ト
を
強
く
振
り
抜
く
。

少
し
詰
ま
り
気
味
で
「
届
か
な
い

と
思
っ
た
」
と
い
う
打
球
は
左
翼

席
ま
で
伸
び
た
。

４
番
に
座
っ
た
近
畿
２
次
予
選

で
は
捉
え
た
打
球
が
な
か
な
か
伸

び
ず
、
長
打
は
二
塁
打
が
１
本
の

み
。
そ
の
反
省
か
ら
練
習
で
強
く

振
り
切
る
こ
と
を
意
識
し
て
き
た

成
果
が
出
た
格
好
だ
。

滋
賀
県
出
身
で
、
奈
良
・
天
理

高
時
代
は
同
学
年
の
巨
人
・
岡
本

（
智
弁
学
園
高
）
と
対
戦
経
験
が

あ
る
。

「
ラ
イ
バ
ル
と
言
え
る
存
在
で

は
な
く
、
向
こ
う
が
何
倍
も
上
」

と
力
の
差
を
痛
感
す
る
中
、
専
大

を
経
て
社
会
人
に
進
ん
だ
。
新
人

だ
っ
た
昨
年
の
都
市
対
抗
で
は
大

会
前
に
足
首
を
捻
挫
し
、
初
戦
で

京都市　　打安点振球
⑧　舩　曳３００１１
⑤　古　川３０００１
Ｄ　北　川４１０１０
④　福　永４１２００
③　濵　田４００００
⑦　黒　川３１０００
７　大　崎１００１０
⑨　井　澤３１０２０
②　鎌　田３００１０
⑥　板　倉３００００
犠盗失併残─────
００００４31４２６２
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
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５　皆　川１００００
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⑥　夏井脩３１００１
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２
試
合
＝
１
回
戦

京

都

市 

０
０
０ 

０
０
２ 

０
０
０
−
２

（
日

本

新

薬
）

（
Ｔ

Ｄ

Ｋ
）

に
か
ほ
市 

０
０
０ 

０
０
０ 

１
０
０
−
１

【
審
】
緒
方
（
球
）
大
都
、
相
河
、
柳
（
塁
）

〔日本新薬―ＴＤＫ〕六回表日本新薬１死一塁、福永
が先制の２点本塁打を放つ
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敗
退
し
た
試
合
で
出
番
は
代
打
の

１
打
席
の
み
。
二
飛
に
終
わ
り
、

「
ふ
が
い
な
さ
、
情
け
な
さ
を
感

じ
た
」
と
の
思
い
を
胸
に
力
を
伸

ば
そ
う
と
過
ご
し
て
き
た
。

将
来
の
プ
ロ
入
り
の
目
標
は
変

わ
ら
な
い
。
「
や
っ
ぱ
り
チ
ー
ム

が
勝
つ
こ
と
が
一
番
。
次
戦
も
自

分
の
役
割
を
果
た
し
た
い
」
。
チ

ー
ム
を
勝
た
せ
る
存
在
に
な
る
こ

と
が
、
自
身
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
な

る
。

長
野
の
被
災
地
に
元
気
を 

　
　
　
　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
ナ
イ
ン
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

７
年
ぶ
り
の
本
大
会
出
場
を
果

た
し
た
Ｔ
Ｄ
Ｋ
（
秋
田
県
に
か
ほ

市
）
は
２
０
１
９
年
10
月
、
台
風

19
号
で
千
曲
川
が
氾
濫
し
た
長
野

県
で
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

携
わ
っ
た
。

同
県
は
、
09
年
に
統
合
さ
れ
た

「
Ｔ
Ｄ
Ｋ
千
曲
川
」
の
元
所
在
地

で
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
佐
藤
康
典
監
督
や

阿
部
正
大
コ
ー
チ
も
「
千
曲
川
」

の
元
選
手
。
秋
田
の
た
め
だ
け
で

な
く
、
縁
深
い
長
野
の
被
災
者
を

元
気
づ
け
る
た
め
に
も
勝
利
し
た

い
─
─
。
そ
ん
な
思
い
で
25
日
の

初
戦
に
臨
ん
だ
。

台
風
19
号
上
陸
か
ら
２
週
間
ほ

ど
た
っ
た
10
月
末
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
選

手
約
20
人
と
阿
部
コ
ー
チ
は
長
靴

や
ス
コ
ッ
プ
を
携
え
、
車
で
被
災

地
に
入
っ
た
。
浸
水
地
域
が
あ
る

長
野
市
を
拠
点
に
１
日
半
に
わ
た

り
、
民
家
の
泥
か
き
作
業
を
手
伝

っ
た
。

こ
の
時
、
あ
ち
こ
ち
に
土
砂
が

散
乱
す
る
光
景
に
、
皆
川
普
主
将

は
「
胸
を
刺
さ
れ
た
よ
う
な
衝

撃
」
を
受
け
、
被
災
し
た
地
元
の

人
に
何
と
声
を
か
け
た
ら
い
い
か

戸
惑
っ
た
と
い
う
。

「
不
自
由
な
く
日
常
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
、
野
球
が
で
き
る

環
境
は
決
し
て
当
た
り
前
で
は
な

い
」
と
気
づ
い
た
。

Ｔ
Ｄ
Ｋ
は
同
県
佐
久
市
に
事
業

所
が
あ
り
、
「
Ｔ
Ｄ
Ｋ
千
曲
川
」

が
拠
点
と
し
て
い
た
。
同
県
御
代

田
町
出
身
の
阿
部
コ
ー
チ
は
軽
井

沢
高
校
か
ら
Ｔ
Ｄ
Ｋ
千
曲
川
入
り
。

統
合
に
伴
っ
て
に
か
ほ
市
の
Ｔ
Ｄ

Ｋ
に
移
り
、
本
格
派
右
腕
と
し
て

活
躍
し
た
。

通
算
12
回
の
都
市
対
抗
野
球
本

大
会
出
場
や
社
会
人
野
球
日
本
代

表
も
経
験
し
、
16
年
に
現
役
を
引

退
。
職
場
は
、
に
か
ほ
市
か
ら
佐

久
市
の
事
業
所
に
戻
っ
た
が
、
19

年
９
月
に
佐
藤
監
督
か
ら
コ
ー
チ

を
打
診
さ
れ
、
単
身
赴
任
で
に
か

ほ
市
に
逆
戻
り
し
て
い
た
。
そ
の

１
カ
月
後
に
台
風
被
害
が
起
き
た
。

千
曲
川
流
域
で
の
被
害
の
大
き

さ
を
知
っ
た
阿
部
コ
ー
チ
は
選
手

た
ち
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加

を
決
め
た
。

現
地
で
「
少
し
で
も
被
災
地
の

力
に
な
れ
れ
ば
」
と
黙
々
と
手
を

動
か
す
選
手
た
ち
を
頼
も
し
く
感

じ
た
と
い
い
、
「
選
手
た
ち
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
人
と
し
て
の
幅
を

広
げ
、
野
球
と
向
き
合
う
姿
勢
を

見
つ
め
直
し
て
く
れ
た
な
ら
う
れ

し
い
」
と
振
り
返
る
。

チ
ー
ム
は
都
市
対
抗
２
次
予
選

前
の
今
年
９
月
や
本
大
会
前
に
も

各
約
１
週
間
、
佐
久
市
で
キ
ャ
ン

プ
を
し
た
。
チ
ー
ム
に
と
っ
て
今

も
大
切
な
場
所
だ
。

25
日
第
２
試
合
で
日
本
新
薬

（
京
都
市
）
と
対
戦
し
た
チ
ー
ム

は
惜
し
く
も
敗
れ
た
。
試
合
後
、

阿
部
コ
ー
チ
は
「
今
回
は
コ
ロ
ナ

禍
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
い
つ
も
は

見
な
い
野
球
を
ラ
イ
ブ
中
継
で
秋

田
や
長
野
か
ら
見
て
く
れ
た
人
も

い
る
と
思
う
。
悔
し
い
結
果
だ
っ

た
が
、
若
い
チ
ー
ム
な
の
で
今
回

の
経
験
を
次
に
生
か
し
た
い
」
と

語
っ
た
。

東
京
都
、サ
ヨ
ナ
ラ
弾

伊
藤
好
投
、２
失
点
完
投
勝
利

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
。

２
―
２
の
同
点
で
迎
え
た
九
回
、

先
頭
の
渡
辺
が
二
塁
打
で
出
る
と
、

続
く
佐
藤
が
右
中
間
席
に
勝
ち
越

し
の
２
点
本
塁
打
を
放
っ
た
。
先

発
の
伊
藤
は
序
盤
こ
そ
乱
れ
た
が
、

三
回
以
降
立
ち
直
り
２
失
点
の
完

投
。飯

嶌
の
先
頭
打
者
本
塁
打
で
先

制
し
た
岡
崎
市
は
、
先
発
の
秋
山

も
粘
投
し
た
が
、
九
回
２
死
三
塁

の
得
点
機
を
逃
し
た
。

東
京
都
・
濵
岡
武
明
監
督
　
伊

藤
は
い
い
投
手
か
ら
、
勝
て
る
投

手
に
な
っ
た
。
要
所
を
締
め
て
く

れ
た
。
（
監
督
と
し
て
初
白
星
を

挙
げ
）
選
手
を
頼
も
し
く
思
う
。

岡
崎
市
・
野
波
尚
伸
監
督
　
先

発
の
秋
山
が
頑
張
っ
て
く
れ
た
が
、

（
三
回
以
降
）
追
加
点
が
取
れ
な

か
っ
た
こ
と
、
最
後
の
粘
り
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
。

岡崎市　　打安点振球
⑧　飯　嶌４１１００
⑥　中　野４００００
④　　堂　３０００１
⑨　豊　住４１０１０
Ｄ　吉　田４１０２０
⑦　田　口２１０１０
③　小　室３１１００
②　清　水３００１０
⑤　三　森３００２０
犠盗失併残─────
１１００３30５２７１
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
東京都　　打安点振球
④　杉　崎４１０００
⑧　金　子４２０１０
③　地　引４１０１０
⑦　菅　田３０００１
②　渡　辺４２２００
⑨　佐　藤４１２００
⑤　小　室２０００１
Ｄ　近　森２００２０
ＨＤ服　部１００００
⑥　糸　野３００１０
犠盗失併残─────
００１１５31７４５２

投　手回　打安振球責
秋　山８0/333７５２４

伊　藤９　32５７１２

▽本塁打　飯嶌１号①
（伊藤）佐藤１号②
（秋山）▽二塁打　小
室（岡）、渡辺▽犠打
田口▽盗塁　豊住▽失
策　渡辺▽試合時間　
１時間56分

　
▽
第
３
試
合
＝
１
回
戦

岡

崎

市 

１
１
０ 

０
０
０ 

０
０
０
−
２

（
三
菱
自
動
車
岡
崎
）

（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

東

京

都 
２
０
０ 

０
０
０ 

０
０
２
−
４

【
審
】
松
川
（
球
）
菅
谷
、
稲
田
、
三
浦
（
塁
）

〔三菱自動車岡崎―ＪＲ東日本〕九回裏ＪＲ東日
本無死二塁、佐藤が右中間にサヨナラとなる２点
本塁打を放つ
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「
下
位
に
強
打
者
」的
中

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
回
る
東
京
都

の
佐
藤
は
夢
心
地
だ
っ
た
。
同
点

の
九
回
裏
に
放
っ
た
劇
的
な
サ
ヨ

ナ
ラ
２
ラ
ン
。
埼
玉
・
浦
和
学
院

高
で
３
度
の
甲
子
園
を
経
験
し
、

立
大
で
東
京
六
大
学
通
算
１
０

０
安
打
を
達
成
し
た
男
に
と
っ
て

も
、
人
生
初
と
い
う
全
国
大
会
で

の
サ
ヨ
ナ
ラ
ア
ー
チ
。
「
最
高
の

感
触
」
と
酔
い
し
れ
た
。

実
は
無
死
二
塁
で
打
席
に
入
っ

た
際
、
ベ
ン
チ
か
ら
の
サ
イ
ン
は

バ
ン
ト
だ
っ
た
。
だ
が
、
ミ
ス
し

て
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
指
示

は
ヒ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
変
更
。
開
き

直
っ
た
。

甘
く
、
内
寄
り
に
入
っ
て
き
た

直
球
を
振
り
抜
く
と
、
打
球
は
右

中
間
ス
タ
ン
ド
へ
一
直
線
。
本
塁

に
た
ど
り
つ
く
と
、
一
足
先
に
生

還
し
て
い
た
二
塁
走
者
の
渡
辺
と

力
強
く
抱
き
合
っ
た
。

２
次
予
選
で
は
上
位
を
任
さ
れ

て
い
た
が
、
本
大
会
で
は
６
番
に

打
順
を
下
げ
た
。
本
人
は
「
悔
し

い
思
い
だ
っ
た
」
と
い
う
が
、
今

季
就
任
し
た
ば
か
り
の
濵
岡
監
督

の
思
い
は
少
し
ば
か
り
違
っ
た
。

「
彼
は
元
々
勝
負
強
い
。
ど
こ
を

打
た
せ
て
も
、
し
っ
か
り
や
っ
て

く
れ
る
能
力
が
あ
る
」
と
絶
大
な

信
頼
を
寄
せ
て
い
た
。

大
舞
台
だ
ろ
う
が
「
使
い
な
が

ら
育
て
る
」
の
が
濵
岡
流
。
こ
の

日
も
１
番
、
２
番
、
４
番
に
新
人

を
起
用
し
た
の
は
、
経
験
の
浅
い

選
手
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
経
験

豊
富
な
強
力
打
者
を
下
位
に
そ
ろ

え
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
。

狙
い
は
的
中
し
た
。

今
年
で
創
部
１
０
０
周
年
を
迎

え
た
東
京
都
に
と
っ
て
も
、
こ
の

一
勝
は
特
別
な
も
の
だ
。
「
会
社

か
ら
の
期
待
は
例
年
以
上
。
優
勝

で
飾
り
た
い
」
と
言
い
切
っ
た
佐

藤
。
２
０
１
１
年
以
来
と
な
る
黒

獅
子
旗
獲
得
に
向
け
、
最
高
の
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

先
頭
弾
生
か
せ
ず

飯
嶌
幹
太
中
堅
手 

   

岡
崎
市
・
三
菱
自
動
車
岡
崎

「
相
手
も
緊
張
し
て
い
る
。
早

く
欲
し
い
ス
ト
ラ
イ
ク
を
た
た

く
」
。
そ
う
決
め
た
一
回
、
第
１

打
席
の
３
球
目
。
甘
い
真
っ
す
ぐ

を
左
翼
席
中
段
に
運
ん
だ
。
先
頭

打
者
ア
ー
チ
は
「
オ
ー
プ
ン
戦
で

も
何
度
か
あ
る
」
と
言
う
が
、
先

発
の
秋
山
を
「
ま
さ
か
ド
ー
ム
で

も
出
る
と
は
」
と
驚
か
せ
た
。

三
重
・
宇
治
山
田
商
高
か
ら
中

大
に
進
ん
だ
が
、
全
国
大
会
出
場

の
経
験
は
な
い
。
だ
が
入
社
２
年

目
の
昨
19
年
の
都
市
対
抗
で
先
発

す
る
と
、
チ
ー
ム
は
13
年
ぶ
り
に

勝
利
。

昨
19
年
の
日
本
選
手
権
で
は
１

回
戦
で
４
安
打
の
活
躍
を
す
る
な

ど
全
４
試
合
で
計
７
安
打
し
、
４

強
入
り
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

今
季
は
予
選
で
打
率
１
割
台
と

不
振
に
陥
っ
た
。
「
相
手
投
手
の

攻
め
を
気
に
し
て
、
自
分
が
崩
れ

た
」
。
野
波
監
督
に
も
「
自
分
の

ミ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
を
再
確
認
し
な

さ
い
」
と
助
言
さ
れ
、
調
子
を
取

り
戻
し
て
「
不
動
の
１
番
」
に
定

着
し
た
。

た
だ
こ
の
日
、
本
塁
打
後
の
３

打
席
は
い
ず
れ
も
内
野
ゴ
ロ
と
、

伊
藤
に
し
て
や
ら
れ
た
。
「
プ
ロ

に
行
く
選
手
は
、
試
合
の
中
で
き

っ
ち
り
修
正
す
る
。
本
塁
打
は
自

信
に
な
っ
た
し
、
反
省
の
機
会
も

与
え
て
く
れ
た
」
。
来
季
へ
の
課

題
も
見
つ
け
た
。

　ア
マ
名
将
の
教
え
子
対
決
　
　
　     

東
京
都
・
濵
岡
武
明
監
督
「
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
」 

岡
崎
市
・
野
波
尚
伸
監
督
「
自
分
た
ち
の
野
球
を
」

Ｊ
Ｒ
東
日
本
（
東
京
都
）
と
三

菱
自
動
車
岡
崎
（
岡
崎
市
）
。
両

チ
ー
ム
の
監
督
は
、
ど
ち
ら
も
ア

マ
チ
ュ
ア
球
界
の
名
将
・
堀
井
哲

也
さ
ん
＝
現
・
慶
大
野
球
部
監
督

＝
の
教
え
子
。
「
堀
井
イ
ズ
ム
」

を
学
ん
だ
両
監
督
と
師
は
、
対
決

を
前
に
何
を
思
う
の
か
─
─
。

堀
井
さ
ん
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
前

監
督
。
昨
19
年
ま
で
15
年
に
わ
た

り
チ
ー
ム
を
率
い
、
都
市
対
抗
野

球
で
10
年
連
続
本
大
会
出
場
を
果

た
し
た
。
こ
の
間
の
11
年
に
は
優

勝
を
飾
っ
た
。
そ
の
後
継
が
現
在

の
濵
岡
武
明
監
督
だ
。
04
年
末
に

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
に
な
り
、
堀
井
さ

ん
に
８
年
に
わ
た
っ
て
仕
え
た
。

13
年
か
ら
社
業
に
戻
り
新
橋
駅
の

副
駅
長
な
ど
を
務
め
、
昨
19
年
末
、

７
年
ぶ
り
に
ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
袖
を

通
し
た
。

濵
岡
監
督
に
と
っ
て
の
堀
井
さ

ん
は
、
ど
ん
な
質
問
に
も
圧
倒
的

な
情
報
量
と
知
識
量
を
基
に
返

答
す
る
「
理
想
の
指
導
者
」
だ
。

〝
教
え
子
対
決
〟
が
決
ま
っ
た
と

伝
え
る
と
、
恩
師
は
「
思
う
存
分

頑
張
れ
」
と
励
ま
し
て
く
れ
た
と

い
う
。
濵
岡
監
督
は
「
楽
し
く
プ

レ
ー
す
る
姿
を
見
せ
た
い
」
と
意

気
込
む
。

一
方
の
三
菱
自
動
車
岡
崎
は
、

堀
井
さ
ん
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
監
督

に
な
る
前
の
04
年
ま
で
８
年
に
わ

た
り
監
督
を
務
め
た
。
野
波
尚
伸

監
督
は
堀
井
さ
ん
の
下
で
コ
ー
チ

に
も
な
っ
た
が
、
大
半
の
時
間
を

選
手
と
し
て
接
し
た
。
た
た
き
込

ま
れ
た
の
は
精
神
論
と
基
本
練
習
。

「
未
熟
だ
」
と
言
わ
れ
、
反
骨
心

で
強
く
な
っ
た
実
感
が
あ
り
「
自

分
を
育
て
て
く
れ
て
感
謝
し
て
い

る
」
。

あ
れ
か
ら
約
20
年
。
時
に
は
昔

記
録
し
た
ノ
ー
ト
を
見
な
が
ら
も
、

同
じ
指
導
法
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
自
分
な
り
に
か
み
砕
い
て

選
手
を
指
導
し
て
い
る
。

教
え
子
対
決
へ
の
感
慨
は
特
に

な
い
と
い
う
野
波
監
督
。
堀
井
さ

ん
と
関
わ
っ
た
時
期
も
当
時
の
チ

ー
ム
の
力
量
も
異
な
る
た
め
と
い

い
「
強
豪
に
胸
を
借
り
る
つ
も

り
で
、
自
分
た
ち
の
野
球
を
し

た
い
」
と
自
然
体
で
試
合
に
臨
む
。

堀
井
さ
ん
は
「
時
代
や
チ
ー
ム
は

違
え
ど
、
ど
ち
ら
も
私
が
野
球
生

命
を
か
け
て
導
い
た
チ
ー
ム
。
複

雑
で
す
が
、
両
監
督
と
も
持
ち
味

を
存
分
に
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

〔
三
菱
自
動
車
岡
崎
―
Ｊ
Ｒ
東
日
本
〕
一
回
表
三
菱
自
動
車
岡
崎
無

死
、
飯
嶌
が
左
越
え
本
塁
打
を
放
つ
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ち
は
粘
り
強
く
や
っ
て
く
れ
た
。

勝
ち
き
る
強
さ
が
足
り
な
か
っ
た
。

食
ら
い
つ
き「
幸
運
」

高
く
上
が
っ
た
飛
球
が
左
翼
手

の
前
に
落
ち
る
。
３
人
の
走
者
が

次
々
と
本
塁
へ
駆
け
込
む
と
一
塁

側
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
か
ら
大
津
町
の

選
手
た
ち
が
飛
び
出
し
、
腕
を
突

き
上
げ
て
喜
び
合
っ
た
。
今
大
会

初
め
て
延
長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
に
も

つ
れ
込
ん
だ
激
戦
。
逆
転
サ
ヨ
ナ

ラ
の
ポ
テ
ン
ヒ
ッ
ト
が
明
暗
を
分

け
た
。

九
回
に
追
い
つ
い
た
大
津
町
だ

っ
た
が
、
十
回
、
先
に
２
点
を
奪

わ
れ
、
点
差
を
縮
め
ら
れ
な
い
ま

ま
、
２
死
満
塁
と
追
い
込
ま
れ
た
。

こ
こ
で
打
席
に
立
っ
た
２
番
・
和

田
も
ツ
ー
ス
ト
ラ
イ
ク
を
取
ら
れ

て
後
が
な
い
。
「
ポ
テ
ン
ヒ
ッ
ト

で
い
い
」
。
何
が
何
で
も
ボ
ー
ル

に
食
ら
い
つ
く
覚
悟
を
決
め
た
。

一
方
の
さ
い
た
ま
市
。
長
打
に

よ
る
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
を
警
戒
し
、

左
翼
手
の
大
谷
は
深
く
守
っ
て
い

た
。
「
見
づ
ら
い
部
分
は
あ
っ
た

が
遊
撃
（
の
守
備
範
囲
）
だ
と
思

っ
た
」
と
大
谷
。
高
く
上
が
っ
た

打
球
に
遊
撃
手
と
三
塁
手
も
追
い

つ
け
ず
、
３
人
の
間
に
打
球
は
落

ち
た
。

東
京
ド
ー
ム
の
天
井
は
乳
白
色

で
昼
間
は
飛
球
が
見
え
に
く
く
な

る
場
合
も
あ
る
が
、
幸
運
を
引
き

寄
せ
た
の
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
鍛
錬

だ
。
対
外
試
合
が
組
め
ず
練
習
し

か
で
き
な
い
状
況
の
中
、
和
田
は

ボ
ー
ル
を
捉
え
る
確
率
を
上
げ
る

た
め
に
テ
ィ
ー
打
撃
に
没
頭
し
た
。

「
あ
の
場
面
、
思
い
切
り
振
っ

て
い
た
ら
空
振
り
三
振
だ
っ
た
」

と
和
田
。
体
を
開
か
な
い
フ
ォ
ー

ム
を
固
め
た
努
力
が
土
壇
場
で
生

き
た
。

力
任
せ
の
打
撃
に
な
っ
て
い
た

和
田
に
テ
ィ
ー
打
撃
を
指
導
し
た

の
は
第
73
回
大
会
（
２
０
０
２

年
）
の
準
優
勝
を
コ
ー
チ
で
知
る

渡
辺
監
督
。
７
年
ぶ
り
の
現
場
復

帰
な
が
ら
経
験
豊
か
な
指
揮
官
は

「
選
手
が
諦
め
な
か
っ
た
」
と
う

な
ず
い
た
。
２
年
前
に
１
回
戦
で

敗
れ
た
さ
い
た
ま
市
に
お
返
し
し
、

ホ
ン
ダ
勢
全
３
チ
ー
ム
の
初
戦
突

破
も
決
め
た
。
劇
的
勝
利
で
実
力

チ
ー
ム
が
勢
い
よ
く
発
進
し
た
。

勝
負
強
い
打
撃
披
露

稲
垣
誠
也
三
塁
手 

   

さ
い
た
ま
市
・
日
本
通
運

自
身
の
後
ろ
、
深
く
守
っ
て
い

た
左
翼
手
の
前
、
そ
の
間
に
白
球

が
ポ
ト
リ
と
落
ち
た
。
「
何
も
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
」
。
サ
ヨ
ナ
ラ

負
け
の
瞬
間
を
そ
う
振
り
返
っ
た
。

２
年
前
に
続
き
、
兄
翔
太
の
い

る
大
津
町
と
の
対
戦
が
決
ま
り

「
家
族
み
ん
な
で
楽
し
も
う
と
話

し
て
き
た
」
。
前
回
は
、
終
盤
に

決
勝
適
時
打
を
放
っ
て
勝
利
を
つ

か
ん
だ
。
今
回
は
雪
辱
さ
れ
た
が
、

土
壇
場
で
勝
負
強
い
打
撃
を
再
び

創
部
２
年
目
の
富
里
市
、初
勝
利
逃
す

◇
第
５
日
（
11
月
26
日
）

１
回
戦
３
試
合
が
行
わ
れ
た
。

４
年
ぶ
り
19
回
目
出
場
の
高
知

市
・
四
国
銀
行
が
初
出
場
の
富
里

市
・
ハ
ナ
マ
ウ
イ
に
１
―
０
で
零

封
勝
ち
し
、
２
０
０
７
年
の
第
78

回
大
会
以
来
13
年
ぶ
り
に
大
会
２

勝
目
を
挙
げ
た
。
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

と
し
て
創
部
２
年
目
で
初
参
戦
初

出
場
の
富
里
市
は
初
勝
利
を
逃
し

た
。大

会
初
の
延
長
戦
と
な
っ
た
第

１
試
合
は
、
大
津
町
・
ホ
ン
ダ
熊

本
が
延
長
十
回
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の

末
、
さ
い
た
ま
市
・
日
本
通
運
に

６
―
５
で
逆
転
勝
ち
し
、
３
年
ぶ

り
に
２
回
戦
進
出
。
前
回
８
強
入

り
し
た
門
真
市
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

は
高
岡
市
・
伏
木
海
陸
運
送
に
２

―
１
で
競
り
勝
っ
た
。

大
津
町
、逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ

さ
い
た
ま
市
、九
回
勝
ち
越
し
も
守
り
き
れ
ず

大
津
町
が
今
大
会
初
の
延
長
戦

を
制
し
た
。
延
長
十
回
か
ら
１
死

満
塁
、
選
択
打
順
で
始
ま
る
タ
イ

ブ
レ
ー
ク
で
、
２
点
を
追
う
延
長

十
回
２
死
満
塁
か
ら
和
田
の
飛
球

が
左
前
に
落
ち
、
３
者
が
生
還
し

て
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
た
。
さ

い
た
ま
市
は
同
点
の
九
回
に
稲
垣

の
左
前
適
時
打
で
勝
ち
越
し
た
が

追
い
付
か
れ
、
十
回
も
２
点
を
勝

ち
越
し
た
が
守
り
切
れ
な
か
っ
た
。

大
津
町
・
渡
辺
正
健
監
督
　
ひ

っ
く
り
返
さ
れ
た
が
、
あ
き
ら
め

ず
よ
く
選
手
が
頑
張
っ
た
。
（
決

勝
打
の
）
和
田
は
今
年
一
番
よ
く

練
習
し
た
。
１
年
間
の
努
力
が
出

た
。さ

い
た
ま
市
・
澤
村
幸
明
監
督

　
や
っ
ぱ
り
こ
の
大
舞
台
で
結
果

を
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
選
手
た

さいたま市打安点振球
Ｄ　添　田４１１０１
④　浦　部２０１１２
⑤　稲　垣４１２１２
⑨３北　川５１１０１
③　森　松４００３１
Ｈ　磯　網１００１０
９　内　海０００００
⑦　大　谷３００１１
⑥　諸見里２００１２
②　木　南２２００１
⑧　髙　橋３００１０
犠盗失併残─────
３０００1330５５９11
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
大津町　　打安点振球
⑨　山本卓５１１２０
⑤　和　田５４３００
⑥　稲　垣３００１０
②　浜　岡４１０１０
Ｒ　江　﨑０００００
２　丸　山０００００
⑦　中　島３１０００
Ｄ　宮　川４１１１０
④　石　井３００００
Ｈ　持　永１１１００
Ｒ４川　嶋０００００
③　佐　藤４１０００
Ｒ　北　村０００００
⑧　若　林２００１１
犠盗失併残─────
２０１１６3410６６１

投　手回　打安振球責
相　馬６　22６５０２
庄　司２　８１０１０
池　田１1/3７３１０１

島　袋５　21１５６１
片　山３　13２２２０
　林　　２／３５２０１１
中　津１　５０２２０

▽本塁打　山本卓１号
①（相馬）▽二塁打　
木南、北川、和田▽犠
打　浦部、木南、髙橋、
稲垣（熊）、中島▽失
策　浜岡▽試合時間　
３時間２分

　
▽
第
１
試
合
＝
１
回
戦

さ
い
た
ま
市 

０
０
０ 

０
２
０ 

０
０
１ 

２
　
５

（
日

本

通

運
）

（
ホ
ン
ダ
熊
本
）

大
　
津
　
町 

１
０
０ 

１
０
０ 

０
０
１ 

３
　
６

（
延
長
十
回
、
十
回
か
ら
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
）

【
審
】
清
水
（
球
）
内
田
、
大
都
、
小
原
（
塁
）

〔
日
本
通
運
―
ホ
ン
ダ
熊
本
〕
延
長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
十
回
裏
ホ
ン
ダ

熊
本
２
死
満
塁
、
和
田
の
左
前
に
落
ち
る
３
点
適
時
打
で
一
塁
か

ら
サ
ヨ
ナ
ラ
の
ホ
ー
ム
を
踏
み
喜
ぶ
若
林
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見
せ
つ
け
た
。

同
点
で
迎
え
た
九
回
２
死
一
、

三
塁
。
左
打
者
対
策
で
救
援
し
た

相
手
左
腕
の
内
角
直
球
を
し
ぶ
と

く
は
じ
き
返
し
、
三
遊
間
を
抜
い

た
。
「
前
の
打
席
で
体
が
開
き
気

味
だ
っ
た
の
で
修
正
し
た
」
。
詰

ま
り
な
が
ら
も
、
技
あ
り
の
バ
ッ

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
勝
ち
越
し
の

走
者
を
本
塁
に
迎
え
入
れ
た
。

選
択
打
順
の
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
で

は
先
頭
打
者
に
送
り
出
さ
れ
た
。

し
っ
か
り
球
を
見
極
め
、
押
し
出

し
四
球
を
も
ぎ
取
っ
た
。

「
や
っ
て
き
た
こ
と
は
間
違
っ

て
い
な
い
と
思
う
。
た
だ
、
詰
め

の
甘
さ
が
出
た
の
で
、
チ
ー
ム
み

ん
な
で
引
き
締
め
て
や
っ
て
い
き

た
い
」
。
潔
く
、
力
強
い
口
調
だ

っ
た
。

高
知
市
、１
点
守
り
き
る

富
里
市
・
平
野
、１
失
点
完
投
も
援
護
な
く

高
知
市
が
１
点
を
争
う
投
手
戦

を
制
し
た
。
三
回
に
先
頭
・
山
中

の
右
翼
へ
の
ソ
ロ
本
塁
打
で
先
制
。

先
発
の
菊
池
は
変
化
球
を
低
め
に

集
め
、
散
発
５
安
打
無
失
点
に
抑

え
て
今
大
会
完
封
一
番
乗
り
。
富

里
市
は
先
発
の
平
野
が
８
回
１
失

点
と
粘
っ
た
が
、
打
線
が
援
護
で

き
な
か
っ
た
。
七
回
の
同
点
機
に

走
塁
の
ミ
ス
か
ら
無
得
点
に
終
わ

っ
た
の
が
痛
か
っ
た
。

高
知
市
・
中
川
毅
監
督
　（
13

年
ぶ
り
の
勝
利
は
）
率
直
に
う
れ

し
い
。
今
年
は
ど
ん
な
場
面
で
も

菊
池
で
行
っ
た
。
抑
え
て
く
れ
て
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
。

富
里
市
・
本
西
厚
博
監
督
　
後

半
に
硬
さ
が
取
れ
て
リ
ズ
ム
を
作

れ
た
。
こ
こ
ま
で
試
合
を
重
ね
る

ご
と
に
選
手
は
成
長
し
た
。
み
ん

な
野
球
が
好
き
だ
か
ら
こ
の
結
果

に
な
っ
た
。

エ
ー
ス
・
菊
池
、完
封
一
番
乗
り

ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
の
最
速
表
示
に

は
、
背
を
向
け
る
。
高
知
市
の
銀

行
マ
ン
、
菊
池
が
自
分
に
課
し
て

い
る
お
き
て
だ
。
力
任
せ
に
な
ら

ず
、
淡
々
と
丁
寧
に
。
ル
ー
キ
ー

イ
ヤ
ー
に
味
わ
っ
た
屈
辱
の
記
憶

が
、
菊
池
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
。

１
―
０
と
リ
ー
ド
し
て
迎
え

た
九
回
２
死
一
、
二
塁
の
ピ
ン

チ
。
カ
ウ
ン
ト
は
３
ボ
ー
ル
２
ス

ト
ラ
イ
ク
。
長
打
が
出
れ
ば
一
気

に
逆
転
さ
れ
る
。
最
速
１
５
１
㌔

を
誇
る
右
腕
が
選
択
し
た
ボ
ー
ル

は
、
チ
ェ
ン
ジ
ア
ッ
プ
。
１
３
１

㌔
。
き
っ
ち
り
と
低
め
に
落
ち
た
。

泳
が
さ
れ
た
富
里
市
の
６
番
・
道

上
の
バ
ッ
ト
が
、
空
を
切
っ
た
。

第
87
回
大
会
（
16
年
）
。
当
時

新
人
だ
っ
た
菊
池
は
強
豪
の
東
京

都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
２
本
塁
打

を
浴
び
、
五
回
途
中
で
降
板
し
た
。

自
責
点
４
。
そ
こ
か
ら
「
い
い
意

味
で
、
力
が
抜
け
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
中
川
監
督
。
脱
力
し
た
分
、

キ
レ
と
制
球
が
よ
く
な
っ
た
直
球

と
変
化
球
を
低
め
に
集
め
て
５
安

打
完
封
。
10
三
振
を
奪
っ
た
。

普
段
は
朝
７
時
か
ら
練
習
後
、

銀
行
マ
ン
と
し
て
勤
務
。
現
在
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
苦
し
む

法
人
に
融
資
を
提
案
す
る
日
々
。

こ
こ
で
も
菊
池
は
、
顧
客
と
と
も

に
闘
っ
て
い
る
。
今
大
会
前
ま
で

本
大
会
で
１
勝
18
敗
だ
っ
た
チ
ー

ム
は
、
13
年
ぶ
り
の
白
星
を
挙
げ

た
。

富
里
市
、ホ
ー
ム
遠
く 

     

初
陣
ハ
ナ
マ
ウ
イ
、攻
撃
か
み
合
わ
ず

初
参
戦
初
出
場
の
快
挙
に
注
目

が
集
ま
っ
た
富
里
市
に
、
１
点
が

最
後
ま
で
重
く
の
し
か
か
っ
た
。

「
い
い
プ
レ
ー
を
見
せ
よ
う
と
、

打
ち
た
い
と
い
う
欲
が
出
た
。
み

ん
な
ど
こ
か
、
硬
か
っ
た
」
。
打

線
の
主
軸
で
あ
る
林
の
言
葉
に
、

実
感
が
こ
も
っ
た
。

高
知
市
・
エ
ー
ス
菊
池
の
１
４

０
㌔
超
の
直
球
と
落
ち
る
変
化
球

富里市　　打安点振球
④　加　藤４００００
⑥　田中健４２０１０
⑦　　林　３１０００
⑨　田中勇３１００１
③　山　田４００２０
Ｄ　道　上４００４０
⑧　大　友２１０１１
②　御所名２００００
Ｈ２小笠原１００１０
⑤　松　井２００１０
Ｈ５引　木１００００
犠盗失併残─────
１０００６30５０10２
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
高知市　　打安点振球
Ｄ　山　中４２１００
⑧　真　田３１０１０
③　小　林４１０００
②　　南　２００２０
⑤　平　瀬３００００
⑥　水　野３００１０
⑦　柴　田３２０００
⑨　橋　川３１０００
④　下　村３００１０
犠盗失併残─────
２０００５28７１５０

投　手回　打安振球責
平　野８　30７５０１

菊　池９　33５10２０

▽本塁打　山中１号①
（平野）▽犠打　林、
真田、南▽暴投　菊池
▽試合時間　２時間８
分

　
▽
第
２
試
合
＝
１
回
戦

富

里

市 

０
０
０ 

０
０
０ 

０
０
０
−
０

（
ハ
ナ
マ
ウ
イ
）

（
四

国

銀

行
）

高

知

市 

０
０
１ 

０
０
０ 

０
０
×
−
１

【
審
】
三
浦
（
球
）
和
田
、
道
島
、
安
部
（
塁
）

〔ハナマウイ―四国銀行〕完封勝利した
四国銀行の菊池

〔ハナマウイ―四国銀行〕七回表ハナマウイ２死二塁、大友
の左前打で田中勇が本塁を狙うがタッチアウト（捕手・南）
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に
手
を
焼
い
た
。
狙
い
球
が
絞
れ

ず
、
六
回
ま
で
２
安
打
に
抑
え
ら

れ
た
。

七
回
に
は
先
頭
の
４
番
・
田
中

勇
が
中
前
打
で
出
塁
し
た
が
、
続

く
山
田
が
送
り
バ
ン
ト
を
決
め
ら

れ
ず
３
球
三
振
。
そ
の
後
、
暴
投

で
初
め
て
二
塁
に
走
者
が
進
ん
だ

と
こ
ろ
で
大
友
が
左
前
打
を
放
つ

も
、
二
塁
走
者
の
田
中
勇
と
三
塁

コ
ー
チ
ャ
ー
と
の
意
思
疎
通
が
合

わ
ず
本
塁
に
突
っ
込
み
、
タ
ッ
チ

ア
ウ
ト
と
な
っ
た
。
大
舞
台
ゆ
え

の
独
特
の
緊
張
感
か
ら
か
、
攻
撃

の
歯
車
は
か
み
合
わ
な
か
っ
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
運
営
す

る
ハ
ナ
マ
ウ
イ
が
母
体
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
だ
。
選
手
は
ア
ロ
ハ
シ
ャ

ツ
を
着
て
高
齢
者
の
体
操
や
送
迎

の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
。
初
め

て
介
護
の
現
場
に
向
き
合
う
20
代

前
半
の
選
手
た
ち
は
戸
惑
い
も
あ

っ
た
が
、
体
操
で
は
高
齢
者
が
飽

き
ず
に
楽
し
め
る
よ
う
に
出
し
物

を
工
夫
。
入
所
者
を
楽
し
ま
せ
る

意
識
が
野
球
に
も
生
か
さ
れ
、
勢

い
付
く
と
止
ま
ら
な
い
「
イ
ケ
イ

ケ
ム
ー
ド
」
を
作
り
出
す
の
が
富

里
市
の
強
み
だ
っ
た
が
、
ド
ー
ム

で
旋
風
は
起
こ
せ
な
か
っ
た
。

２
０
１
９
年
に
創
部
し
た
ば
か

り
だ
が
、
一
度
は
野
球
を
諦
め
か

け
た
選
手
ら
が
、
わ
ず
か
１
年
余

り
で
憧
れ
の
舞
台
を
つ
か
み
取
っ

た
。
元
プ
ロ
野
球
・
オ
リ
ッ
ク
ス

な
ど
で
活
躍
し
た
本
西
監
督
は

「
も
っ
と
強
く
な
れ
る
チ
ー
ム
を

作
れ
る
」
と
総
括
し
た
が
、
勝
敗

以
上
に
つ
か
ん
だ
手
応
え
は
大
き

か
っ
た
。

門
真
市
、５
投
手
逃
げ
切
り

高
岡
市
、あ
と
一
本
が
出
ず
１
点
の
み

門
真
市
が
１
点
差
を
守
り
切
っ

た
。
一
回
に
法
兼
の
適
時
打
で
先

制
し
、
同
点
の
七
回
は
上
田
が
決

勝
の
中
犠
飛
を
放
っ
た
。
先
発
の

與
座
が
中
盤
に
つ
か
ま
る
と
、
そ

の
後
は
小
刻
み
な
継
投
で
反
撃
を

か
わ
し
た
。
高
岡
市
も
継
投
策
で

対
抗
。
五
回
に
島
の
適
時
二
塁
打

で
同
点
と
し
、
１
点
差
の
九
回
も

２
死
満
塁
と
し
た
が
、
あ
と
１
本

が
出
な
か
っ
た
。

門
真
市
・
田
中
篤
史
監
督
　
ど

う
や
っ
て
も
こ
ん
な
試
合
に
な
っ

ち
ゃ
う
。
リ
リ
ー
フ
陣
の
成
長
は

感
じ
る
。
（
こ
の
チ
ー
ム
で
）
昨

19
年
破
れ
な
か
っ
た
８
強
の
壁
を

越
え
た
い
。

高
岡
市
・
村
西
徹
也
監
督
　
序

盤
に
失
点
し
た
後
、
よ
く
守
っ
て

攻
撃
に
つ
な
げ
た
。
チ
ャ
ン
ス
に

あ
と
１
本
が
出
て
い
れ
ば
。
勝
た

せ
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
申
し
訳
な

い
。再

三
ピ
ン
チ
火
消
し

中
堅
手
の
グ
ラ
ブ
に
打
球
が
収

ま
る
と
、
門
真
市
の
「
九
回
の

男
」
、
北
出
は
マ
ウ
ン
ド
上
で
大

き
く
息
を
は
い
た
。
昨
19
年
の
８

強
入
り
の
原
動
力
に
な
っ
た
救
援

陣
が
、
底
力
を
発
揮
し
た
。

七
回
か
ら
毎
回
、
ピ
ン
チ
を
背

負
っ
て
は
次
の
投
手
が
切
り
抜
け

て
き
た
。
八
回
途
中
か
ら
登
板
し

た
北
出
も
、
八
回
こ
そ
し
の
い
だ

が
、
九
回
は
２
死
満
塁
と
サ
ヨ
ナ

ラ
の
ピ
ン
チ
を
招
い
た
。
も
う
、

後
ろ
に
「
火
消
し
役
」
は
い
な
い
。

腹
は
据
わ
っ
た
。
「
勝
つ
か
負
け

る
か
。
マ
ウ
ン
ド
上
で
不
安
は
な

い
」
。
思
い
切
っ
て
腕
を
振
り
、

１
４
７
㌔
の
直
球
で
中
飛
に
打
ち

取
っ
た
。

紙
一
重
の
勝
負
だ
が
、
そ
こ
で

勝
つ
の
が
門
真
市
の
戦
い
方
だ
。

２
０
１
８
年
７
月
に
就
任
し
た
田

中
監
督
が
投
手
コ
ー
チ
時
代
か
ら

救
援
陣
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
自
身
が
現
役
時
代
、
抑
え
を

担
っ
た
経
験
か
ら
「
勝
敗
に
直
結

す
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
。
先
発
に
は
70

点
は
あ
る
が
、
後
ろ
は
１
０
０
点

か
０
点
し
か
な
い
」
と
田
中
監
督
。

ま
ず
は
役
割
分
担
を
明
確
化
し
た

上
で
、
オ
ー
プ
ン
戦
な
ど
実
戦
で

ピ
ン
チ
の
場
面
や
イ
ニ
ン
グ
ま
た

ぎ
を
経
験
さ
せ
、
ど
ん
な
状
況
で

も
各
投
手
が
心
も
体
も
万
全
の
状

態
で
マ
ウ
ン
ド
に
上
が
れ
る
よ
う

に
経
験
を
積
ま
せ
て
き
た
。
北
出

は
「
い
ろ
ん
な
状
況
を
想
定
し
て

投
げ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
生
き

た
」
と
強
調
す
る
。

試
合
後
、
田
中
監
督
は
「
投
手

を
（
２
イ
ニ
ン
グ
目
ま
で
）
引
っ

張
っ
た
采
配
は
反
省
し
て
い
る
」

と
頭
を
か
い
た
。
指
揮
官
の
ミ
ス

も
火
消
し
し
た
。

門真市　　打安点振球
⑧　上　田４１１３０
④　諸　永４１０２０
⑦　小　峰４２０２０
③　片　山４１０２０
６　横　田０００００
⑤　法　兼４３１１０
⑨　那　賀３１００１
Ｄ　田　中２００００
ＨＤ藤井健２００２０
②　三　上４２０００
⑥３松　根３１０１０
犠盗失併残─────
２３１０８3412２13１
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
高岡市　　打安点振球
④　　島　４２１０１
⑧　越　中５００１０
⑥　番　場５３０００
⑨　大　野４１０１１
⑤　百目鬼５２０２０
Ｄ　石　黒３００２０
ＨＤ水　野０００００
③　乙　野４２０００
⑦　渡　里３００２１
②　田　中３２０００
犠盗失併残─────
２００２133612１８３

投　手回　打安振球責
與　座４２／３20６２１１
庄　司　1/3１００００
鈴　木１1/3７２４１０
小　屋１　５２１００
北　出１２／３８２１１０

中　村２1/312６３０１
内　藤３1/312３４１０
後　藤　２／３３１１０１
佐々木２２／３10２５００

▽三塁打　法兼▽二塁
打　島、三上、乙野▽
犠打　上田、松根、水
野、田中（伏）▽盗塁
　小峰、那賀、三上▽
失策　上田▽試合時間
　３時間２分

　
▽
第
３
試
合
＝
１
回
戦

門

真

市 

１
０
０ 

０
０
０ 

１
０
０
−
２

（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

（
伏
木
海
陸
運
送
）

高

岡

市 

０
０
０ 

０
１
０ 

０
０
０
−
１

【
審
】
須
藤
（
球
）
宮
田
、
戸
田
、
中
山
（
塁
）

〔パナソニック―伏木海陸運送〕八回途中から登板したパナソニック
の５番手・北出
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前
回
４
強
、全
チ
ー
ム
初
戦
敗
退

◇
第
６
日
（
11
月
27
日
）

１
回
戦
２
試
合
と
２
回
戦
１
試

合
が
行
わ
れ
た
。

１
回
戦
で
は
浜
松
市
・
ヤ
マ
ハ

が
、
前
回
大
会
４
強
の
日
立
市
・

日
立
製
作
所
に
９
―
０
で
快
勝
。

日
立
市
が
敗
れ
た
こ
と
で
、
前
回

大
会
の
４
強
全
て
が
１
回
戦
で
姿

を
消
し
た
。

東
京
都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
札

幌
市
・
Ｊ
Ｒ
北
海
道
ク
を
６
―
１

で
降
し
、
勝
利
数
で
東
京
都
・
熊

谷
組
（
休
部
）
に
並
ぶ
歴
代
３
位

の
通
算
65
勝
。

東
京
都
・
セ
ガ
サ
ミ
ー
と
倉
敷

市
・
三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ

ン
ズ
の
２
回
戦
は
、
東
京
都
が
４

―
２
で
競
り
勝
っ
て
８
強
一
番
乗

り
。
８
強
進
出
は
第
89
回
大
会
の

４
強
以
来
、
２
年
ぶ
り
。

浜
松
市
、連
打
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

投
手
陣
、４
安
打
ゼ
ロ
封
リ
レ
ー

浜
松
市
が
完
勝
し
た
。
三
回
に

無
死
満
塁
か
ら
秋
利
の
２
点
適
時

打
で
先
制
し
、
さ
ら
に
矢
幡
、
前

野
の
連
続
適
時
長
短
打
で
た
た
み

か
け
、
計
５
点
を
先
取
。
五
回
は

笠
松
の
３
ラ
ン
で
突
き
放
し
た
。

先
発
・
ナ
テ
ル
は
球
威
で
押
し
て

６
回
無
失
点
。
日
立
市
は
先
発
・

青
野
が
制
球
を
乱
し
て
三
回
途
中

に
降
板
し
た
の
が
誤
算
。
二
回
１

死
満
塁
の
先
制
機
を
生
か
せ
ず
、

零
封
さ
れ
た
。

浜
松
市
・
室
田
信
正
監
督
　
打

線
が
早
い
段
階
で
機
能
し
て
く
れ

た
。
苦
し
ん
で
勝
っ
た
昨
19
年
大

会
の
初
戦
と
違
い
、
今
年
は
い
い

勝
ち
方
が
で
き
た
。

日
立
市
・
和
久
井
勇
人
監
督
　

二
回
１
死
満
塁
で
先
取
点
が
奪
え

て
い
れ
ば
流
れ
が
変
わ
っ
た
か
も
。

ナ
テ
ル
を
序
盤
に
崩
せ
な
か
っ
た

の
が
痛
か
っ
た
。

日
米
融
合
、１
番
・
秋
利
３
打
点

前
回
４
強
の
日
立
市
を
強
打
で

退
け
た
浜
松
市
。
15
安
打
９
得
点

の
打
線
を
勢
い
付
け
た
の
は
、
野

球
の
祖
国
か
ら
「
逆
輸
入
」
さ
れ

た
男
の
バ
ッ
ト
だ
っ
た
。
三
回
無

死
満
塁
、
米
国
へ
の
野
球
留
学
経

験
を
持
つ
１
番
・
秋
利
が
先
制
の

２
点
適
時
打
を
放
っ
た
。

肩
に
バ
ッ
ト
を
か
つ
ぎ
あ
げ
る

独
特
の
構
え
か
ら
、
内
角
直
球
を

的
確
に
と
ら
え
、
左
前
に
は
じ
き

返
し
た
。
米
国
仕
込
み
の
変
則
的

な
打
撃
だ
が
、
バ
ッ
ト
を
短
く
持

ち
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
振
り
抜
く
ス

イ
ン
グ
は
日
本
流
。

四
回
に
も
左
中
間
に
適
時
二
塁

打
を
放
ち
、
３
安
打
３
打
点
と
存

在
感
を
示
し
た
。

転
機
は
大
学
時
代
。
静
岡
・
常

葉
菊
川
高
か
ら
愛
知
学
院
大
に
進

学
し
た
が
、
思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て

２
カ
月
余
り
で
野
球
部
を
退
部
し

た
。
で
も
、
野
球
は
や
め
た
く
な

か
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
両
親
の
言

葉
が
胸
に
響
い
た
。
「
思
い
切
っ

て
米
国
に
行
っ
て
み
た
ら
」
。
最

初
は
驚
い
た
が
、
徐
々
に
そ
の
気

に
な
っ
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
プ

ロ
野
球
選
手
を
夢
見
て
き
た
が
、

「
チ
ャ
ン
ス
は
日
本
だ
け
じ
ゃ
な

い
」
と
決
意
し
た
。

新
天
地
に
選
ん
だ
の
は
、
米
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
ノ
ー
ス
リ

ッ
ジ
校
。
言
葉
も
十
分
に
通
じ
ず
、

勉
強
と
野
球
の
両
立
は
困
難
を
極

め
た
が
「
野
球
が
で
き
る
の
は
当

た
り
前
で
は
な
い
と
気
づ
け
た
」

と
振
り
返
る
。

４
年
間
の
野
球
留
学
を
経
て
帰

国
す
る
と
、
三
菱
重
工
名
古
屋
か

ら
声
が
か
か
り
２
０
１
７
年
に
入

社
。
今
年
は
補
強
選
手
と
し
て
浜

松
市
の
勝
利
に
貢
献
し
た
。

浜
松
市
が
最
後
に
黒
獅
子
旗
を

持
ち
帰
っ
た
第
61
回
大
会
（
１
９

９
０
年
）
か
ら
30
年
。
６
回
無
失

点
と
好
投
し
た
14
年
目
の
先
発
ナ

テ
ル
の
よ
う
に
長
年
、
ブ
ラ
ジ
ル

出
身
の
選
手
が
活
躍
し
て
き
た
チ

ー
ム
は
、
国
際
色
豊
か
な
選
手
の

力
も
借
り
て
再
び
頂
点
に
突
き
進

む
。

19
年
目
、来
季
も
進
化
を

日立市　　打安点振球
⑥　野　中３００２０
Ｈ６江　藤１００１０
⑦　豊　田３１０１１
⑧　大　塚４１０２０
⑤　森　下４００２０
③　田　中４１０１０
④　河　野２００００
Ｄ　吉　田２００２１
②　中　園２１０００
２　川　本１００１０
⑨　濱　元２００１０
Ｈ９八　幡１００１０
犠盗失併残─────
１３００５29４０14２
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
浜松市　　打安点振球
⑥　秋　利５３３００
Ｒ６羽　山０００００
④　青　柳４１０１０
Ｒ４永　濱１００００
⑨　矢　幡５３２００
⑧　前　野５１１１０
③　河　野４１０００
５　藤　岡０００００
Ｄ　船　越４００００
⑤３笠　松３２３０１
②　川　邉４３０００
⑦　鈴　木２００１１
Ｈ　網　谷１１０００
７　長谷川０００００
犠盗失併残─────
０００１７3815９３２

投　手回　打安振球責
青　野２1/312３１２５
樋　口　２／３３１０００
川　上２　11５１０４
手　塚１２／３９４１００
高　橋１　４２０００
谷　﨑　1/3１００００

ナテル６　22３８２０
波多野１　３０２００
池　谷１　３０３００
近　藤１　４１１００

▽本塁打　笠松１号③
（川上）▽二塁打　矢
幡、秋利▽犠打　河野
（立）▽盗塁　豊田２、
大塚▽試合時間　２時
間42分

　
▽
第
１
試
合
＝
１
回
戦

日

立

市 

０
０
０ 

０
０
０ 

０
０
０
　
０

（
日
立
製
作
所
）

（
ヤ

マ

ハ
）

浜

松

市 

０
０
５ 

１
３
０ 

０
０
×
　
９

【
審
】
鈴
木
孝
（
球
）
三
浦
、
和
田
、
道
島
（
塁
）

〔日本生命―Ｈｏｎｄａ鈴鹿〕七回裏Ｈｏｎｄａ鈴鹿１死二塁、前田が右中間に
勝ち越しの適時三塁打を放つ

〔日立製作所―ヤマハ〕四回裏ヤマハ２死一塁、秋利が左中間に適時二塁打を放
つ
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19
年
目
、来
季
も
進
化
を

田
中
政
則
一
塁
手 

   

日
立
市
・
日
立
製
作
所

七
回
に
空
振
り
三
振
に
倒
れ
る

と
、
「
く
そ
」
と
悔
し
さ
か
ら
バ

ッ
ト
を
た
た
き
つ
け
る
よ
う
な
仕

草
を
し
た
。
ス
コ
ア
は
０
―
９
。

敗
戦
濃
厚
と
な
り
、
意
気
消
沈
し

て
淡
泊
な
打
撃
を
見
せ
る
打
者
も

い
る
中
、
感
情
を
あ
ら
わ
に
す
る

36
歳
か
ら
は
こ
の
舞
台
に
懸
け
る

気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

茨
城
・
水
戸
商
高
か
ら
入
社
し

た
２
０
０
２
年
の
本
大
会
の
初
戦

の
相
手
が
浜
松
市
だ
っ
た
。
代
打

に
備
え
て
ベ
ン
チ
裏
で
バ
ッ
ト
を

振
っ
て
い
た
た
め
「
試
合
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
」
と
８
―
０
で
快
勝

し
た
内
容
は
覚
え
て
い
な
い
。
だ

が
、
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
る
日
立

市
の
大
応
援
団
は
「
見
た
こ
と
が

な
い
光
景
で
、
鮮
明
に
覚
え
て
い

る
」
。
社
会
人
野
球
選
手
と
し
て

の
原
風
景
だ
。

そ
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
を
目
指

し
、
努
力
を
重
ね
て
き
た
。
主
力

と
し
て
16
年
の
準
優
勝
や
昨
19
年

の
４
強
入
り
に
貢
献
。
「
毎
年
、

悔
い
を
残
さ
な
い
よ
う
に
や
っ
て

い
る
」
と
一
年
一
年
が
勝
負
と
考

え
、
打
撃
ス
タ
イ
ル
も
か
つ
て
の

パ
ワ
ー
ヒ
ッ
タ
ー
か
ら
単
打
狙
い

で
コ
ン
パ
ク
ト
に
振
る
「
安
打
製

造
機
」
に
変
え
て
い
っ
た
。

最
近
は
「
疲
労
が
抜
け
な
く
な

っ
た
」
と
話
す
が
、
そ
れ
は
今
で

も
チ
ー
ム
で
一
番
、
ノ
ッ
ク
を
受

け
て
い
る
か
ら
だ
。
技
術
だ
け
で

な
く
、
若
手
の
見
本
と
な
る
野
球

に
ひ
た
む
き
に
打
ち
込
む
姿
勢
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
息
の
長
い
現
役

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

来
季
は
節
目
の
20
年
目
を
迎
え

る
。
「
や
れ
れ
ば
で
す
け
ど
も

…
…
」
と
控
え
め
な
言
葉
と
は
裏

腹
に
「
ミ
ス
タ
ー
日
立
製
作
所
」

の
目
は
、
ま
だ
輝
き
を
失
っ
て
い

な
か
っ
た
。

東
京
都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
、打
線
開
通

六
回
に
４
連
打
な
ど
４
得
点

東
京
都
が
集
中
打
で
圧
倒
し
た
。

四
回
に
下
川
、
火
ノ
浦
の
連
続
長

短
打
で
１
点
先
行
。
六
回
に
は
桝

澤
か
ら
の
４
連
打
な
ど
５
安
打
を

集
め
て
４
点
を
奪
っ
た
。
先
発
の

堀
は
６
安
打
さ
れ
な
が
ら
も
要
所

を
締
め
て
五
回
途
中
無
失
点
。
２

番
手
・
熊
谷
も
相
手
打
線
を
無
走

者
に
抑
え
た
。
札
幌
市
は
五
回
ま

で
毎
回
走
者
を
出
し
た
が
、
東
京

都
の
堅
守
の
前
に
流
れ
を
作
れ
な

か
っ
た
。

東
京
都
・
飯
塚
智
広
監
督
　
先

に
点
を
与
え
な
か
っ
た
の
が
良
か

っ
た
。
勝
ち
上
が
る
と
連
戦
に
な

る
。
（
本
大
会
で
）
多
く
の
選
手

を
使
え
た
の
は
大
き
い
。

札
幌
市
・
南
則
文
監
督
　
前
半

は
粘
っ
た
が
、
点
が
取
れ
な
か
っ

た
。
五
、
六
回
の
継
投
が
ポ
イ
ン

ト
と
思
い
、
早
め
早
め
と
考
え
た

が
、
連
打
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

４
番
抜
て
き
、新
人
適
時
打

大
胆
か
つ
細
心
の
打
順
の
組
み

替
え
が
、
東
京
都
の
先
制
点
を
生

み
出
し
た
。

四
回
２
死
走
者
無
し
。
東
京
都

の
３
番
・
下
川
が
、
好
投
を
続
け

て
い
た
札
幌
市
の
先
発
・
伊
藤
の

フ
ォ
ー
ク
を
と
ら
え
て
、
中
越
え

二
塁
打
と
し
た
。
こ
こ
で
打
席

を
迎
え
た
の
が
、
飯
塚
監
督
が

４
番
に
抜
て
き
し
た
新
人
の
火
ノ

浦
。
力
が
入
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
場
面
だ
っ
た
が
、
甘
い
カ
ー
ブ

を
と
ら
え
て
先
制
の
中
前
適
時
打
。

「
い
い
気
分
で
し
た
」
と
大
舞
台

で
仕
事
を
し
た
23
歳
は
喜
ん
だ
。

鹿
児
島
・
れ
い
め
い
高
、
専
大

出
身
の
火
ノ
浦
は
２
次
予
選
で
は

２
番
で
起
用
さ
れ
、
打
率
１
割
６

分
７
厘
。
本
大
会
出
場
に
貢
献
し

た
と
は
言
い
が
た
い
が
、
飯
塚
監

督
の
考
え
は
違
っ
た
。
「
取
り
組

む
姿
勢
が
変
わ
っ
て
き
た
」
。
主

軸
を
任
せ
る
こ
と
に
決
め
た
。

た
だ
し
、
配
慮
も
忘
れ
な
か
っ

た
。
信
頼
厚
い
６
年
目
の
下
川
を

５
番
か
ら
３
番
に
上
げ
た
。
具
体

的
な
説
明
は
な
か
っ
た
が
、
下
川

は
監
督
の
意
図
を
理
解
し
て
い
た
。

「
４
番
の
重
圧
を
感
じ
て
い
る
だ

ろ
う
か
ら
、
楽
に
し
て
や
り
た

い
」
。
果
た
し
て
、
下
川
の
チ
ャ

ン
ス
メ
ー
ク
か
ら
火
ノ
浦
の
都
市

〔
Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
―
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
〕
四
回
裏
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
２
死
二
塁
、
火
ノ
浦
が
中
前
適
時
打
を
放
つ

　
▽
第
２
試
合
＝
１
回
戦

札

幌

市 

０
０
０ 

０
０
０ 

０
１
０
　
１

（
Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
）

（
Ｎ

Ｔ

Ｔ

東

日

本
）

東

京

都 
０
０
０ 

１
０
４ 

０
１
×
　
６

【
審
】
福
寿
（
球
）
緒
方
、
美
濃
、
戸
田
（
塁
）

〔日立製作所―ヤマハ〕二回表日立製作所無死、田中が中前打を放つ
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対
抗
初
打
点
が
生
ま
れ
た
。

「
う
れ
し
い
１
点
で
し
た
ね
」

を
目
を
細
め
た
飯
塚
監
督
。
指
揮

官
の
、
先
輩
の
、
優
し
さ
に
よ
っ

て
勢
い
を
得
た
打
線
は
そ
の
後
も

得
点
を
重
ね
て
計
６
得
点
。
強
豪

ら
し
い
結
束
を
感
じ
さ
せ
る
試
合

運
び
で
、
ま
た
一
つ
勝
利
を
重
ね

た
。序

盤
一
気
、東
京
都
・
セ
ガ
サ
ミ
ー
８
強

救
援
陣
好
投
、リ
ー
ド
守
る

東
京
都
が
序
盤
の
リ
ー
ド
を
守

り
、
継
投
で
逃
げ
切
っ
た
。
三
回

に
大
内
の
適
時
打
で
先
制
。
さ
ら

に
小
野
田
の
２
点
適
時
二
塁
打
な

ど
で
、
こ
の
回
計
４
点
を
奪
っ
た
。

五
回
途
中
か
ら
は
三
宮
、
陶
久
の

リ
レ
ー
で
反
撃
を
断
っ
た
。
倉
敷

市
は
六
回
以
降
は
打
線
が
沈
黙
。

３
番
手
・
廣
畑
は
好
救
援
を
見
せ

た
が
、
及
ば
な
か
っ
た
。

東
京
都
・
西
田
真
二
監
督
　
大

内
、
小
野
田
、
三
宮
と
補
強
３
人

が
よ
く
や
っ
た
。
全
選
手
が
ま
と

ま
っ
て
き
て
い
る
。
先
発
の
草
海

も
含
め
、
投
手
陣
も
よ
く
頑
張
っ

た
。倉

敷
市
・
首
藤
章
太
監
督
　
序

盤
（
の
好
機
）
に
１
本
が
出
て

い
れ
ば
展
開
が
変
わ
っ
て
い
た
。

（
六
回
以
降
は
得
点
で
き
ず
）
相

手
投
手
の
勢
い
に
押
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。

補
強
組
大
当
た
り
、８
強
一
番
乗
り

長
年
独
立
リ
ー
グ
に
指
導
者
と

し
て
携
わ
り
、
プ
ロ
経
験
も
併
せ

持
つ
西
田
監
督
が
重
ん
じ
る
の
は

「
試
合
の
流
れ
」
。
そ
れ
を
つ
か

む
た
め
に
、
百
戦
錬
磨
の
指
揮
官

は
「
超
戦
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

積
極
的
な
プ
レ
ー
を
歓
迎
す
る
。

三
回
、
大
内
（
Ｊ
Ｐ
ア
セ
ッ
ト

証
券
）
、
小
野
田
（
東
京
ガ
ス
）

の
補
強
組
２
人
の
連
続
適
時
打
な

ど
で
４
点
を
先
取
。
流
れ
を
引
き

寄
せ
る
先
制
点
で
、
８
強
入
り
一

番
乗
り
を
後
押
し
し
た
。

三
回
１
死
一
、
二
塁
。
２
番
・

大
内
が
内
角
直
球
を
捉
え
て
右
前

に
先
制
適
時
打
を
放
っ
た
。
さ
ら

に
１
死
一
、
三
塁
か
ら
小
野
田
が

変
化
球
を
た
た
き
、
左
中
間
を
破

る
２
点
二
塁
打
。
積
極
的
な
打
撃

で
チ
ー
ム
に
勢
い
を
与
え
た
。

補
強
選
手
は
通
常
、
予
選
で
代

表
権
争
い
に
か
ら
ん
だ
強
豪
チ
ー

ム
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
多
い
が
、
西

田
監
督
は
昨
19
年
創
部
し
、
今
季

初
参
戦
し
た
Ｊ
Ｐ
ア
セ
ッ
ト
証

券
の
ル
ー
キ
ー
に
目
を
付
け
た
。

「
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
内
野
手
が
ほ

し
い
」
と
、
チ
ー
ム
の
弱
点
を
補

完
す
る
た
め
に
俊
足
巧
打
の
大
内

を
指
名
。
け
が
を
し
た
外
野
手
の

穴
を
埋
め
る
た
め
、
予
選
で
打
撃

好
調
だ
っ
た
小
野
田
を
補
強
し
た
。

さ
ら
に
２
番
、
３
番
と
上
位
打

線
に
連
ね
る
こ
と
で
「
つ
な
ぐ
意

識
」
を
高
め
た
。
前
回
準
優
勝
の

豊
田
市
を
破
っ
た
１
回
戦
で
も
連

打
で
好
機
を
作
る
な
ど
、
存
在
感

を
示
し
た
２
人
。

「
補
強
組
で
『
自
分
た
ち
の
力

で
勝
利
を
つ
か
も
う
』
と
話
し
て

い
た
」
と
大
内
。
狙
い
通
り
の
活

躍
で
期
待
に
応
え
た
。

倉敷市　　打安点振球
⑥　竹　井５１０２０
④　平　山５１０１０
⑤　大　倉３１１０２
Ｄ　田　島２１００２
③　田　村３００１１
⑧　高　見１００１０
Ｈ　寺　田１００００
９　垣　内１００１０
⑦　平　井４１０１０
②　本　木２００１０
Ｈ２　森　２００００
⑨８　沖　４１０００
犠盗失併残─────
１１００1033６１８５
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
東京都　　打安点振球
⑦　本　間４１０２０
④　大　内４２１１０
⑨　小野田４２２００
③　根　岸４１０１０
⑤　北　阪３１０１０
５　砂　川０００００
Ｄ　宮　川２００１０
ＨＤ平　田００００１
ＨＤ吉　田１００００
⑥　中　川４００２０
⑧　市根井１１０００
Ｒ８植　田２１０００
②　須　田３００１０
犠盗失併残─────
１０１０６32９３９１

投　手回　打安振球責
矢　部２２／３13５４０４
平　岡２　11４３１０
廣　畑３1/310０２００

草　海４1/320４３３０
三　宮２２／３11１３２０
陶　久２　８１２００

▽二塁打　根岸、小野
田、大倉▽犠打　高見、
北阪▽盗塁　平山▽失
策　北阪▽捕逸　須田
▽暴投　平岡▽試合時
間　２時間32分

　
▽
第
３
試
合
＝
２
回
戦

倉

敷

市 

０
０
０ 

０
２
０ 

０
０
０
　
２

（
三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
）

（
セ

ガ

サ

ミ

ー
）

東

京

都 

０
０
４ 

０
０
０ 

０
０
×
　
４

【
審
】
山
口
（
球
）
熊
倉
、
石
丸
、
須
田
（
塁
）

札幌市　　打安点振球
④　福　田３００００
⑥　西　山３１００１
⑤　嶋　田４１０２０
Ｄ　松　浦４００１０
⑨　浪　岡０００００
９　丹　澤３００００
Ｈ　冨　田１００００
③　小　林４２０００
⑦　前　田３００００
②　井　内３２０００
⑧　吉　江２１０１０
Ｈ　野　澤１００００
８　水　木０００００
犠盗失併残─────
１０１０５31７０４１
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
東京都　　打安点振球
Ｄ　桝　澤２１００１
ＨＤ宮　内１００００
⑧　向　山４２１００
④３下　川４２０１０
⑦　火ノ浦３２２１０
５　丸　山００１００
⑨　笹　川２０１００
Ｈ　二十八１００００
９　長　澤０００００
③　喜　納２００１０
Ｈ　越　前１１１００
Ｒ４阿　部０００００
②　保　坂３００１０
⑤　小　林２１０００
Ｈ７　楠　１００１０
⑥　上川畑３００００
犠盗失併残─────
２０００２29９６５１

投　手回　打安振球責
伊　藤５1/318３４１１
福　山　0/3２２００２
和　田　1/3４３０００
立　田　1/3１００００
夏　井１1/3５１１０１
内　沢　２／３２００００

　堀　４1/316６１００
熊　谷２２／３８０１００
飯　嶋　２／３４１０１１
沼　田　1/3１０１００
大　竹１　３０１００

▽二塁打　下川、井内、
桝澤、越前、向山▽犠
打　福田、丸山、笹川
▽失策　小林（北）▽
暴投　飯嶋▽試合時間
　２時間42分

〔
三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
―
セ
ガ
サ
ミ
ー
〕
三
回
裏
セ
ガ

サ
ミ
ー
１
死
一
、二
塁
、
右
前
適
時
打
を
放
ち
声
を
上
げ
る
大
内
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勝
ち
続
け
る
難
し
さ

今
大
会
の
都
市
対
抗
は
波
乱
に

満
ち
て
い
る
。
こ
の
日
、
前
回
大

会
４
強
の
日
立
市
・
日
立
製
作
所

が
敗
れ
た
こ
と
で
、
連
覇
を
狙
っ

た
千
葉
市
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日
本
を
筆

頭
に
前
回
準
優
勝
の
豊
田
市
・
ト

ヨ
タ
自
動
車
、
４
強
の
川
崎
市
・

東
芝
と
前
回
大
会
で
準
決
勝
以
上

に
進
出
し
た
４
チ
ー
ム
が
、
い
ず

れ
も
１
回
戦
で
姿
を
消
し
た
。
前

回
４
強
が
そ
ろ
っ
て
初
戦
敗
退
し

た
の
は
、
果
た
し
て
な
ぜ
か
。

「
都
市
対
抗
以
外
の
公
式
戦
が

中
止
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
だ
ろ

う
」
。
２
０
１
１
年
に
東
京
都
・

Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
監
督
と
し
て
都
市

対
抗
優
勝
に
導
き
、
翌
年
も
準
優

勝
し
た
堀
井
哲
也
さ
ん
（
現
・
慶

大
監
督
）
は
、
今
年
だ
け
の
特
殊

事
情
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
指
摘
す
る
。

日
本
選
手
権
（
７
月
）
や
ほ
と
ん

ど
の
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
大
会
が
中
止
さ
れ
、

各
チ
ー
ム
と
も
実
戦
不
足
は
明
ら

か
だ
っ
た
。
特
に
、
春
か
ら
公
式

戦
な
ど
多
く
の
実
戦
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
チ
ー
ム
体
制
を
整
え
て

い
く
強
豪
チ
ー
ム
に
と
っ
て
は
誤

算
。
貴
重
な
実
戦
機
会
で
も
あ
っ

た
予
選
を
免
除
さ
れ
た
千
葉
市
は

さ
ら
に
打
撃
を
受
け
た
。

た
だ
、
堀
井
さ
ん
が
そ
れ
以
上

に
強
調
す
る
の
が
「
強
く
あ
り
続

け
る
こ
と
の
難
し
さ
」
だ
。
強
豪

初
戦
敗
退
の
要
因
の
一
つ
に
、
社

会
人
特
有
の
編
成
面
の
難
し
さ
を

挙
げ
る
。
通
常
な
ら
実
力
が
低
下

し
た
選
手
が
現
役
を
退
く
が
、
社

会
人
で
は
社
内
で
キ
ャ
リ
ア
を
積

む
た
め
に
力
が
あ
り
な
が
ら
引
退

を
望
む
選
手
が
現
れ
「
な
か
な
か

引
き
留
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

（
堀
井
さ
ん
）
と
い
う
。

プ
ロ
野
球
新
人
選
択
（
ド
ラ
フ

ト
）
会
議
の
存
在
も
悩
ま
し
い
。

主
力
の
プ
ロ
入
り
を
見
越
し
て
若

手
を
多
く
採
用
し
た
も
の
の
、
指

名
漏
れ
な
ど
見
込
み
が
外
れ
て
選

手
が
ダ
ブ
つ
い
て
し
ま
い
、
泣
く

泣
く
ベ
テ
ラ
ン
に
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を

脱
い
で
も
ら
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る

と
い
う
。
わ
ず
か
な
編
成
計
画
の

狂
い
が
戦
力
に
大
き
く
影
響
す
る
。

最
後
の
と
り
で
だ
っ
た
日
立
市

の
和
久
井
監
督
は
、
前
回
４
強
が

全
て
初
戦
敗
退
し
た
こ
と
に
「
意

識
は
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
し
つ

つ
、
「
勝
ち
続
け
る
こ
と
は
難
し

い
。
そ
れ
で
も
、
目
指
さ
な
く
て

は
い
け
な
い
」
と
言
い
切
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見
通
せ
な

い
中
、
来
年
も
紅
葉
の
季
節
に
行

わ
れ
る
都
市
対
抗
に
向
け
た
挑
戦

は
続
い
て
い
る
。

た
せ
て
取
り
、
八
回
ま
で
１
失
点

と
好
投
し
た
。
鈴
鹿
市
は
９
番
・

長
野
が
１
本
塁
打
３
打
点
と
気
を

吐
い
た
が
、
先
発
・
井
村
の
制
球

が
甘
く
、
救
援
陣
も
失
投
を
痛
打

さ
れ
た
。

大
阪
市
・
大
原
周
作
監
督
　
先

取
点
を
取
ら
れ
て
も
沈
む
こ
と
な

く
、
必
ず
逆
転
で
き
る
自
信
が
あ

っ
た
。
補
強
の
森
山
が
し
っ
か
り

リ
ー
ド
し
、
攻
撃
の
起
点
を
作
っ

て
く
れ
た
。

福
岡
市
、初
の
８
強
入
り

◇
第
７
日
（
11
月
28
日
）

２
回
戦
３
試
合
が
行
わ
れ
た
。

大
阪
市
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
（
近
畿

第
１
代
表
）
が
鈴
鹿
市
・
ホ
ン
ダ

鈴
鹿
（
東
海
第
２
代
表
）
に
７
―

３
で
快
勝
し
、
２
年
連
続
の
８
強

入
り
。
狭
山
市
・
ホ
ン
ダ
（
南
関

東
第
１
代
表
）
は
延
長
十
回
タ
イ

ブ
レ
ー
ク
の
末
、
横
浜
市
・
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
（
西
関
東
第
１
代
表
）
に

逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
、
優
勝
し

た
２
０
０
９
年
以
来
11
年
ぶ
り
の

８
強
入
り
。

福
岡
市
・
西
部
ガ
ス
（
九
州
第

２
代
表
）
は
、
東
京
都
・
鷺
宮
製

作
所
（
東
京
第
４
代
表
）
に
２
―

１
で
競
り
勝
ち
、
初
め
て
８
強
に

進
出
し
た
。
九
州
勢
の
８
強
入
り

は
16
年
の
北
九
州
市
・
Ｊ
Ｒ
九
州

以
来
。

大
阪
市
、投
打
に
リ
ズ
ム

２
番
手
・
大
江
、6
回
⅓
好
救
援

投
打
が
か
み
合
っ
た
大
阪
市
が

逆
転
勝
ち
。
２
点
を
追
う
三
回
に

藤
井
の
適
時
二
塁
打
と
酒
井
の
２

ラ
ン
で
逆
転
。
七
回
に
は
藤
井
の

２
ラ
ン
で
加
点
し
た
。
二
回
途
中

か
ら
登
板
し
た
右
腕
・
大
江
が
打

〔ＮＴＴ西日本―Ｈｏｎｄａ鈴鹿〕二回途中から登板し、八回まで１
失点に抑えたＮＴＴ西日本の大江

大阪市　　打安点振球
Ｄ　酒　井４２２０１
⑦　日下部４２０００
⑥　濱　田５１２００
⑤　西　川４００２１
⑧　中　村５００３０
③　長　田４１０００
④　野　村４１０１０
②　森　山２１００１
Ｈ　山　田１００００
２　辻　本０００００
⑨　藤　井４３３００
犠盗失併残─────
１１０１７3711７６３
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
鈴鹿市　　打安点振球
⑦　松本桃４１０００
⑥　前　田３００１０
Ｈ　西　川１１０００
Ｒ６照　屋０００００
⑤　貞　光４１０１０
④　伊　礼３０００１
Ｒ　内　山０００００
②　　長　４１０２０
③　庄　司４１０１０
Ｄ　畔　上４１０００
⑧　中　村３００００
⑨　長　野３３３００
犠盗失併残─────
０１００４33９３５１

投　手回　打安振球責
　森　１２／３９６１０２
大　江６1/321３２０１
吉　元１　４０２１０

井　村２1/311４１０３
花　城１２／３７２２００
堀　田２1/310２１１２
八　木２1/311３２１２
福　島　1/3２００１０

▽本塁打　酒井１号②
（井村）藤井１号②
（堀田）長野１号①
（大江）▽二塁打　松
本桃、長野、森山、藤
井２▽犠打　日下部▽
盗塁　濱田、庄司▽試
合時間　２時間39分

　
▽
第
１
試
合
＝
２
回
戦

大

阪

市 

０
０
３ 

０
０
０ 

２
０
２
　
７

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
）

（
ホ
ン
ダ
鈴
鹿
）

鈴

鹿

市 

０
２
０ 

０
０
０ 

０
１
０
　
３

【
審
】
堀
井
（
球
）
道
島
、
中
山
、
和
田
（
塁
）
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鈴
鹿
市
・
丸
井
健
太
郎
監
督
　

序
盤
に
流
れ
が
来
て
い
た
中
で
、

も
う
少
し
得
点
で
き
て
い
れ
ば
、

試
合
展
開
も
変
わ
っ
て
い
た
。
打

撃
に
積
極
性
が
足
り
な
か
っ
た
。

２
番
手
・
大
江
、ロ
ン
グ
好
救
援

２
番
手
で
大
阪
市
の
マ
ウ
ン
ド

に
向
か
っ
た
の
は
主
戦
右
腕
の
大

江
だ
っ
た
。
先
発
要
員
が
ロ
ン
グ

リ
リ
ー
フ
を
担
う
「
第
２
先
発
」

の
役
割
だ
。
こ
の
投
手
起
用
の
妙

で
劣
勢
を
は
ね
返
し
た
。

二
回
、
鈴
鹿
市
に
２
点
を
先
取

さ
れ
、
な
お
２
死
二
塁
の
危
機
だ

っ
た
。
「
公
式
戦
で
経
験
が
な

い
」
と
い
う
救
援
に
立
っ
た
大
江

だ
が
、
１
番
・
松
本
桃
を
一
邪
飛

に
抑
え
た
。

リ
ズ
ム
を
作
っ
て
逆
転
を
呼
び

込
む
と
、
相
手
打
線
の
直
球
狙
い

を
逆
手
に
取
っ
た
。
再
び
松
本
桃

を
迎
え
た
五
回
１
死
一
塁
で
は

「
直
球
に
強
弱
を
付
け
た
」
と
、

自
己
最
速
よ
り
10
㌔
遅
い
１
４
１

㌔
の
直
球
で
タ
イ
ミ
ン
グ
を
外
し

て
二
ゴ
ロ
併
殺
に
仕
留
め
た
。
八

回
ま
で
６
回
３
分
の
１
を
１
失
点

で
し
の
ぎ
、
抑
え
の
吉
元
に
つ
な

い
だ
。

先
発
に
比
べ
て
中
継
ぎ
は
、
展

開
次
第
で
登
板
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

が
変
わ
る
た
め
、
準
備
が
難
し
い
。

経
験
が
な
け
れ
ば
、
な
お
さ
ら
難

し
い
が
、
実
は
大
江
の
第
２
先
発

は
１
カ
月
前
か
ら
計
画
さ
れ
て
い

た
。先

発
候
補
の
森
（
三
菱
重
工
神

戸
・
高
砂
）
の
補
強
が
決
ま
っ
た

段
階
で
、
大
原
監
督
は
大
江
に

「
先
発
も
あ
る
し
、
先
発
が
崩
れ

た
後
の
ロ
ン
グ
リ
リ
ー
フ
も
あ
る

と
伝
え
て
い
た
」
と
明
か
す
。
本

大
会
前
の
オ
ー
プ
ン
戦
で
救
援
を

経
験
し
て
い
た
大
江
は
「
ピ
ン
チ

で
行
く
こ
と
を
想
定
し
、
一
回
か

ら
投
げ
る
準
備
を
し
て
い
た
」
と

肩
を
温
め
て
い
た
。

花
園
大
か
ら
入
社
２
年
目
の
大

江
は
、
２
大
大
会
で
も
実
績
を
残

し
、
10
月
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
指

名
が
予
想
さ
れ
た
が
、
ま
さ
か
の

指
名
漏
れ
。

「
実
力
が
足
り
な
か
っ
た
。
ス

ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
」
。
そ
の

思
い
を
ぶ
つ
け
る
か
の
よ
う
な
気

迫
の
49
球
だ
っ
た
。

昨
19
年
や
今
大
会
１
回
戦
は
、

先
行
逃
げ
切
り
で
星
を
挙
げ
て
き

た
大
阪
市
だ
が
、
慣
れ
な
い
役
回

り
で
も
主
役
を
演
じ
き
っ
た
24
歳

が
新
た
な
勝
ち
パ
タ
ー
ン
を
チ
ー

ム
に
も
た
ら
し
た
。

を
経
て
入
社
し
た
昨
19
年
、
本
大

会
で
３
分
の
１
回
を
投
げ
た
が
、

全
国
大
会
で
の
本
格
的
な
登
板
は

今
回
が
初
め
て
。

丸
井
監
督
は
「
苦
い
経
験
を
生

か
し
て
く
れ
る
は
ず
」
と
期
待
を

寄
せ
る
。
「
ど
ん
な
時
で
も
、
冷

静
に
投
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

こ
こ
に
戻
っ
て
き
た
い
」
と
井
村
。

心
を
磨
き
、
次
は
誰
も
が
認
め
る

エ
ー
ス
と
し
て
ド
ー
ム
に
帰
っ
て

く
る
。

狭
山
市
、サ
ヨ
ナ
ラ
８
強 

               

逆
転
で
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
制
す

狭
山
市
が
延
長
戦
を
制
し
た
。

延
長
十
回
か
ら
１
死
満
塁
、
選
択

打
順
で
始
ま
る
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
。

１
点
を
追
う
十
回
１
死
満
塁
、
井

上
が
左
翼
線
に
２
点
二
塁
打
を
放

っ
て
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
。
八
回

以
降
、
２
番
手
・
福
島
が
１
失
点

に
抑
え
た
。
横
浜
市
は
タ
イ
ブ
レ

ー
ク
で
押
し
出
し
四
球
に
よ
る
１

点
し
か
奪
え
ず
、
12
安
打
を
放
つ

も
12
残
塁
の
拙
攻
が
響
い
た
。

狭
山
市
・
開
田
成
幸
監
督
　

（
選
択
打
順
で
始
め
る
十
回
の
タ

イ
ブ
レ
ー
ク
の
攻
撃
は
）
練
習
を

し
て
き
て
、
井
上
か
ら
（
始
め

る
）
と
決
め
て
い
た
。
予
選
か
ら

鈴
鹿
市
、痛
恨
の
一
球

東
海
２
次
予
選
で
は
３
戦
３
勝
。

昨
19
年
ま
で
の
主
戦
・
瀧
中
の
プ

ロ
野
球
・
楽
天
入
り
で
、
丸
井
監

督
が
掲
げ
た
「
エ
ー
ス
争
い
」
に

名
乗
り
を
上
げ
た
鈴
鹿
市
の
２
年

目
右
腕
・
井
村
だ
っ
た
が
、
東
京

ド
ー
ム
で
は
２
戦
と
も
先
発
で
力

を
出
し
切
れ
ず
、
「
悔
し
さ
ば
か

り
だ
っ
た
」
と
唇
を
か
ん
だ
。

大
阪
市
の
強
力
打
線
を
一
、
二

回
は
３
人
ず
つ
で
片
付
け
た
。

上
々
の
立
ち
上
が
り
に
味
方
打
線

も
応
え
、
２
点
の
援
護
を
も
ら
っ

た
。
１
回
戦
の
大
阪
市
・
日
本
生

命
戦
で
は
、
七
回
に
つ
か
ま
り
降

板
し
た
だ
け
に
「
絶
対
抑
え
な
く

て
は
」
。
三
回
、
そ
ん
な
思
い
の

強
さ
が
歯
車
を
微
妙
に
狂
わ
せ
た
。

１
死
か
ら
森
山
、
藤
井
の
下
位

打
線
に
連
続
二
塁
打
さ
れ
１
点
を

失
っ
た
。
な
お
も
１
死
二
塁
で
、

１
番
・
酒
井
に
投
じ
た
の
は
カ
ー

ブ
。
大
阪
市
打
線
に
は
緩
い
球
が

有
効
と
い
う
デ
ー
タ
か
ら
選
ん
だ

１
球
だ
っ
た
が
、
甘
く
浮
き
、
右

翼
席
ま
で
運
ば
れ
た
。
逆
転
を
許

し
、
次
打
者
に
右
前
打
を
浴
び
た

と
こ
ろ
で
降
板
。
抑
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

愛
知
・
高
蔵
寺
高
、
至
学
館
大

横浜市　　打安点振球
Ｄ　田　中３００２０
ＨＤ渡　邉２００００
⑥　川　口５１０２０
④　小豆澤４２１１１
⑤　久木田４２０１０
Ｒ　鹿　屋０００００
５　篠　原１００１０
③　山　崎４２１００
②　柏　木４００００
⑦　岡　部４２０００
⑨　川　端４２０００
⑧　村　上３１０１０
Ｈ８松　本１００００
犠盗失併残─────
００００123912２８１
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
狭山市　　打安点振球
⑨　吉　田２１０１２
⑤　津　田１０００１
⑦　井　上５３３２０
Ｄ　佐　藤３００００
ＨＤ山　崎０００００
②　辻　野２１０１２
③　山本瑛２００１０
Ｈ３山本兼２１０００
⑧　鈴　木４００１０
⑥　檜　村３００１１
④　千　野２００２１
犠盗失併残─────
４１１１1026６３９７

投　手回　打安振球責
藤　井５２／３23３７５１
大　場　1/3１００００
伊　藤３0/313３２２０

東　野７　3010６０１
福　島２２／３10２２１０

▽二塁打　岡部、井上
２▽犠打　津田２、山
崎（ホ）、千野▽盗塁
　千野▽失策　檜村▽
試合時間　３時間16分

　
▽
第
２
試
合
＝
２
回
戦

横

浜

市 

１
０
０ 

０
０
０ 

０
０
０ 

１
　
２

（
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
）

（
ホ

ン

ダ
）

狭

山

市 

０
０
０ 

０
０
１ 

０
０
０ 

２
　
３

（
延
長
十
回
、
十
回
か
ら
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
）

【
審
】
吉
野
（
球
）
戸
田
、
福
寿
、
深
沢
（
塁
）

〔ＮＴＴ西日本―Ｈｏｎｄａ鈴
鹿〕三回表ＮＴＴ西日本１死二
塁、酒井に逆転の右越え２点本
塁打を打たれ、肩を落とすＨｏ
ｎｄａ鈴鹿の先発・井村
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頼
り
に
な
る
存
在
。

横
浜
市
・
大
久
保
秀
昭
監
督
　

選
手
た
ち
は
最
後
ま
で
集
中
し
て

や
っ
て
く
れ
た
。
（
タ
イ
ブ
レ
ー

ク
と
な
っ
た
延
長
十
回
に
）
１
点

し
か
取
れ
な
か
っ
た
の
が
苦
し
か

っ
た
。「

壁
」を
破
る
一
打

１
点
を
追
う
延
長
十
回
、
狭
山

市
の
３
番
・
井
上
は
左
翼
線
に

転
が
る
打
球
を
見
守
り
な
が
ら
、

「
勝
っ
た
な
」
と
勝
利
を
確
信
し

た
。
チ
ー
ム
が
こ
の
10
年
破
れ
な

か
っ
た
「
壁
」
を
突
破
す
る
一
打

に
、
酔
い
し
れ
た
。

今
大
会
２
度
目
の
延
長
タ
イ
ブ

レ
ー
ク
。
１
死
満
塁
か
ら
始
ま

り
、
自
由
に
先
頭
打
者
を
選
べ
る

選
択
打
順
で
、
南
関
東
予
選
で
打

率
４
割
を
残
し
た
井
上
か
ら
始
め

る
こ
と
は
、
大
会
前
か
ら
決
ま
っ

て
い
た
。
今
秋
の
ド
ラ
フ
ト
で
巨

人
に
４
位
指
名
さ
れ
た
横
浜
市
の

３
番
手
・
伊
藤
（
三
菱
パ
ワ
ー
か

ら
補
強
）
に
わ
ず
か
２
球
で
追
い

込
ま
れ
た
が
、
「
三
振
で
後
ろ
の

打
者
を
苦
し
く
し
て
し
ま
う
こ
と

だ
け
は
し
な
い
」
と
冷
静
だ
っ
た
。

「
（
打
ち
ご
ろ
の
）
ゾ
ー
ン
に
入

っ
て
き
た
ら
一
回
で
仕
留
め
る
」

と
の
言
葉
通
り
、
真
ん
中
に
入
っ

て
き
た
直
球
を
迷
わ
ず
振
り
抜
き
、

左
翼
線
を
破
る
逆
転
の
サ
ヨ
ナ
ラ

投
手
を
前
に
、
「
変
化
球
を
打

つ
」
と
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
低
め
の
ス
ラ

イ
ダ
ー
を
と
ら
え
き
れ
ず
に
中
飛

に
終
わ
っ
た
。

同
点
の
八
回
１
死
一
塁
も
「
と

に
か
く
、
転
が
し
た
く
な
か
っ

た
」
は
ず
が
、
低
め
の
変
化
球
に

手
を
出
し
三
ゴ
ロ
併
殺
打
。
得
点

機
を
こ
と
ご
と
く
逃
し
、
全
て
が

空
回
り
し
た
。

徳
島
・
阿
波
高
、
城
西
国
際
大

か
ら
入
社
９
年
目
に
し
て
正
捕
手

の
座
を
つ
か
み
、
大
久
保
監
督
か

ら
も
「
チ
ー
ム
の
要
」
と
呼
ば
れ

る
ま
で
に
飛
躍
し
た
。
西
関
東
２

次
予
選
で
は
打
率
３
割
３
分
３
厘

と
貢
献
し
た
が
、
本
大
会
で
は
三

菱
パ
ワ
ー
か
ら
補
強
の
久
木
田
に

４
番
を
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
６
番

に
打
順
を
下
げ
た
。

「
順
番
は
関
係
な
い
。
自
分
の

打
席
に
集
中
す
る
だ
け
」
と
生
え

抜
き
の
意
地
を
見
せ
る
つ
も
り
だ

っ
た
が
、
結
果
に
は
結
び
つ
か
な

か
っ
た
。

チ
ー
ム
は
５
年
ぶ
り
に
進
出
し

た
本
大
会
で
、
史
上
初
の
大
会
通

算
１
０
０
勝
を
記
録
し
た
。
節
目

の
記
録
と
ふ
が
い
な
さ
を
手
に
、

「
来
21
年
以
降
も
勝
利
を
つ
か
み

続
け
た
い
」
と
前
を
向
い
た
。

福
岡
市
、幻
惑
の
完
投

東
京
都
投
手
陣
好
投
も
援
護
で
き
ず

投
手
戦
の
末
に
福
岡
市
が
競
り

勝
っ
た
。
１
点
を
追
う
六
回
に
井

手
の
ソ
ロ
で
同
点
。
七
回
に
田
場

が
決
勝
の
左
中
間
適
時
二
塁
打
を

放
っ
た
。
先
発
の
村
田
が
多
彩
な

変
化
球
を
武
器
に
、
１
失
点
で
完

投
。

東
京
都
は
先
発
・
野
口
、
２
番

手
の
平
川
と
も
に
好
投
し
た
が
、

打
線
が
二
回
以
降
は
１
安
打
に
封

じ
ら
れ
、
攻
め
手
を
見
い
だ
せ
な

い
ま
ま
力
尽
き
た
。

福
岡
市
・
香
田
誉
士
史
監
督
　

井
手
は
本
塁
打
、
田
場
は
適
時
打

２
点
二
塁
打
と
し
た
。

大
阪
市
（
大
阪
ガ
ス
）
と
の
１

回
戦
で
２
安
打
２
打
点
も
、
こ
の

試
合
は
序
盤
の
好
機
で
２
三
振
。

「
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
、

苦
戦
を
招
い
た
責
任
を
感
じ
て
い

た
。何

よ
り
発
奮
材
料
に
な
っ
た
の

は
、
同
期
入
社
の
福
島
の
活
躍
だ
。

八
回
か
ら
２
番
手
で
登
板
し
た
福

島
は
、
延
長
十
回
ま
で
最
少
失
点

に
抑
え
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
負

け
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

長
野
（
現
プ
ロ
野
球
・
広
島
）

ら
を
擁
し
て
09
年
大
会
を
制
し
て

か
ら
は
や
11
年
。
チ
ー
ム
は
こ
の

間
、
昨
19
年
ま
で
に
９
回
の
出
場

を
重
ね
て
き
た
が
、
２
回
戦
の

「
壁
」
を
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

入
社
８
年
目
の
井
上
は
「
『
今

年
こ
そ
』
と
言
い
続
け
て
き
た
が
、

こ
の
ま
ま
勝
て
な
い
の
で
は
、
と

考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
振
り

返
る
。

開
田
監
督
が
「
勝
ち
上
が
り
の

『
味
』
を
知
ら
な
い
選
手
た
ち
」

と
呼
ぶ
世
代
が
、
未
知
の
栄
光
に

向
け
突
き
進
む
。

「
チ
ー
ム
の
要
」空
回
り

柏
木
秀
文
捕
手 

   
横
浜
市
・
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

12
安
打
で
わ
ず
か
に
２
得
点
。

つ
な
が
り
を
欠
い
た
横
浜
市
打
線

の
中
で
も
、
無
安
打
に
終
わ
っ
た

主
砲
は
と
り
わ
け
苦
し
ん
で
い
た
。

「
相
手
バ
ッ
テ
リ
ー
が
一
枚
う
わ

て
。
一
球
の
怖
さ
が
身
に
し
み

た
」
と
悔
や
ん
だ
。

痛
恨
だ
っ
た
の
が
一
回
、
５

番
・
山
崎
の
中
前
適
時
打
で
先
制

し
た
直
後
の
２
死
一
、
三
塁
。
変

化
球
を
多
投
す
る
先
発
の
技
巧
派

　
▽
第
３
試
合
＝
２
回
戦

福

岡

市 

０
０
０ 

０
０
１ 

１
０
０
　
２

（
西

部

ガ

ス
）

（
鷺
宮
製
作
所
）

東

京

都 

１
０
０ 

０
０
０ 

０
０
０
　
１

【
審
】
清
水
（
球
）
小
出
、
宮
田
、
円
垣
内
（
塁
）

〔ＥＮＥＯＳ―Ｈｏｎｄａ〕延長タイブレーク十回裏Ｈｏ
ｎｄａ１死満塁、井上が逆転サヨナラの２点二塁打を放
つ

〔ＥＮＥＯＳ―Ｈｏｎｄａ〕八回表
ＥＮＥＯＳ１死一塁、併殺打に倒
れた柏木
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と
、
こ
こ
ぞ
の
場
面
で
活
躍
し
て

く
れ
た
。
１
回
戦
で
大
会
初
勝
利

を
挙
げ
、
選
手
た
ち
は
自
信
を
持

っ
て
い
る
。

東
京
都
・
岡
崎
淳
二
監
督
　
１

点
差
だ
っ
た
の
で
、
な
ん
と
か
な

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
と
悔

し
い
。
二
回
以
降
、
３
者
凡
退
が

続
き
、
流
れ
を
持
っ
て
い
か
れ
た

の
が
敗
因
。

「
七
色
」変
化
球
で
８
強

福
岡
市
の
先
発
・
村
田
が
マ
ウ

ン
ド
に
立
つ
と
、
勢
い
よ
く
飛
び

出
し
た
打
球
が
外
野
手
の
グ
ラ
ブ

に
収
ま
り
、
強
い
ゴ
ロ
も
内
野
手

の
正
面
に
飛
ぶ
の
だ
か
ら
、
実
に

不
思
議
だ
。
そ
の
秘
密
は
、
右
横

手
か
ら
放
た
れ
る
七
色
の
変
化
球
。

多
彩
な
球
種
を
駆
使
し
て
打
者
を

幻
惑
し
た
。

一
回
に
１
点
を
失
っ
た
が
、

「
い
つ
も
序
盤
は
（
調
子
が
）
良

く
な
い
」
と
意
に
介
さ
な
い
。
捕

連
盟
は
「
野
球
を
観
戦
す
る
際

の
新
し
い
視
点
を
伝
え
ら
れ
る
」

と
狙
い
を
明
か
す
。

同
測
定
器
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
に

本
社
を
置
く
「
ト
ラ
ッ
ク
マ
ン
」

が
開
発
し
た
会
社
と
同
名
の
製
品
。

米
大
リ
ー
グ
で
２
０
１
４
年
に
採

用
さ
れ
、
国
内
で
は
こ
れ
ま
で
に

11
球
団
の
本
拠
地
の
球
場
に
導
入

さ
れ
た
。
東
京
ド
ー
ム
に
も
ネ
ッ

ト
裏
上
方
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い

る
。投

げ
た
球
の
回
転
数
や
打
球
の

速
度
と
角
度
、
飛
距
離
と
い
っ
た

デ
ー
タ
を
計
測
す
る
。
今
大
会
で

は
、
27
日
に
始
ま
っ
た
２
回
戦
か

ら
実
況
画
面
に
計
測
デ
ー
タ
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
し
、
専
門
家

が
分
析
を
加
え
て
い
る
。

28
日
の
第
３
試
合
で
は
、
ス
ポ

ー
ツ
ア
ナ
リ
ス
ト
の
金
沢
慧
さ
ん

が
デ
ー
タ
分
析
を
担
当
し
た
。

投
球
場
面
で
は
、
ボ
ー
ル
の
回

転
数
を
根
拠
に
「
直
球
に
見
え
ま

す
が
、
回
転
数
か
ら
す
る
と
（
微

妙
に
変
化
す
る
）
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル

で
す
ね
」
な
ど
と
解
説
。
打
球
の

速
度
と
角
度
の
組
み
合
わ
せ
で
長

打
に
な
り
や
す
い
「
バ
レ
ル
ゾ
ー

ン
」
と
呼
ば
れ
る
範
囲
に
つ
い
て

も
説
明
し
た
。

連
盟
に
よ
る
と
、
選
手
た
ち
も

今
回
の
試
合
で
示
さ
れ
る
自
分
た

ち
の
デ
ー
タ
に
高
い
関
心
を
示
し

て
い
る
と
い
う
。
金
沢
さ
ん
は

「
ボ
ー
ル
の
『
キ
レ
』
や
『
伸

び
』
と
い
っ
た
抽
象
的
な
表
現
が

数
値
で
可
視
化
さ
れ
る
こ
と
で
、

選
手
の
目
標
が
明
確
に
な
り
、
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
」
と
み

る
。一

方
で
、
視
聴
者
の
楽
し
み
方

に
つ
い
て
は
「
デ
ー
タ
が
分
か
る

と
、
プ
レ
ー
の
背
景
や
意
図
ま
で

自
分
な
り
に
考
え
な
が
ら
観
戦
で

き
る
」
と
い
う
。
専
門
家
に
よ
る

デ
ー
タ
解
説
は
３
日
の
決
勝
戦
ま

で
実
施
さ
れ
る
。
試
合
中
継
は
毎

日
新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
か
ら

視
聴
で
き
る
。

手
の
大
久
保
と
「
緩
急
と
高
低
を

し
っ
か
り
使
お
う
」
と
確
認
し
合

う
と
、
本
調
子
を
取
り
戻
し
た
。

お
決
ま
り
の
ス
ラ
イ
ダ
ー
に
カ

ー
ブ
と
シ
ュ
ー
ト
、
さ
ら
に
カ
ッ

ト
ボ
ー
ル
に
落
ち
る
球
が
２
種

類
。
直
球
も
含
め
て
７
種
の
球
種

を
「
す
べ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

た
」
と
胸
を
張
る
。
さ
ら
に
ス
ト

ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
を
目
い
っ
ぱ
い
使

い
、
放
射
状
に
散
ら
す
こ
と
で
バ

ッ
ト
の
芯
を
外
し
、
打
者
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
狂
わ
せ
る
。

二
回
以
降
は
、
安
打
を
許
し
た

七
回
を
除
く
７
イ
ニ
ン
グ
を
３
者

凡
退
に
抑
え
、
被
安
打
３
、
１
失

点
。
わ
ず
か
１
０
１
球
の
球
数
で
、

全
国
大
会
で
初
め
て
の
完
投
勝
利

を
果
た
し
た
。

石
巻
市
（
日
本
製
紙
石
巻
）
と

の
１
回
戦
で
も
、
７
回
１
失
点
と

チ
ー
ム
の
大
会
初
勝
利
に
貢
献
し

た
。
そ
れ
で
も
「
う
ち
は
投
手
の

チ
ー
ム
じ
ゃ
な
い
か
ら
」
と
、
２

試
合
連
続
無
失
策
の
堅
守
と
勝
負

強
い
打
撃
で
援
護
す
る
野
手
陣
に

感
謝
す
る
。
九
州
勢
に
と
っ
て
も
、

８
強
入
り
は
４
年
ぶ
り
。
26
歳
の

エ
ー
ス
が
、
未
踏
の
地
を
進
む
チ

ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
る
。

実
況
彩
る
球
威
デ
ー
タ 

     

「
ト
ラ
ッ
ク
マ
ン
」導
入
、選
手
も
関
心

「
球
の
回
転
数
が
落
ち
て
お
り
、

投
手
が
疲
れ
て
い
る
か
も
」
「
打

球
の
速
度
と
角
度
か
ら
し
て
、
打

っ
た
方
角
が
違
っ
た
ら
本
塁
打
だ

っ
た
」
。
第
91
回
都
市
対
抗
野
球

大
会
で
、
球
の
回
転
数
や
速
度
な

ど
を
試
合
の
中
継
画
面
に
示
し
て

専
門
家
が
解
説
す
る
試
み
が
、
初

め
て
行
わ
れ
て
い
る
。

元
々
米
大
リ
ー
グ
で
導
入
さ
れ
、

日
本
の
国
内
主
要
球
場
に
も
設
置

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
弾
道
測
定

器
「
ト
ラ
ッ
ク
マ
ン
」
を
活
用
し

て
い
る
。

福岡市　　打安点振球
⑨　正　木２００２０
Ｈ　木　下１００１０
９　横　田１００１０
④　田　場５２１１０
⑤　井　手２１１１２
③　　堤　３００１１
３　松　薗０００００
Ｄ　米　澤３１００１
⑧　竹　松４００２０
⑦　池　浦４１０００
７　永　利０００００
⑥　原　田３１０１１
②　大久保２００１１
犠盗失併残─────
３１０１1030６２11６
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
東京都　　打安点振球
⑧　竹　原４１０００
⑤　木　田２００００
Ｈ　茶　谷１００００
⑥　土　谷４００１０
Ｄ　橋　本２０００１
③　吉　濱３２１００
Ｒ　中　山０００００
３　大　坂０００００
④　佐　野３００１０
②　長　澤３００００
⑨　新　納３００００
⑦　井　村２００１０
Ｈ７酒　井１００００
犠盗失併残─────
１０００２28３１３１

投　手回　打安振球責
村　田９　30３３１１

野　口６２／３29６７３２
平　川２1/310０４３０

▽本塁打　井手１号①
（野口）▽三塁打　池
浦▽二塁打　田場▽犠
打　横田、井手、大久
保、木田▽盗塁　原田
▽試合時間　２時間15
分

〔西部ガス―鷺宮製作所〕１失点完投勝利を挙げ、ガッツポーズする西
部ガスの村田
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こ
の
１
年
間
、
武
器
を
磨
く
こ

と
で
競
争
に
食
ら
い
つ
い
た
。
シ

ュ
ー
ト
回
転
気
味
だ
っ
た
直
球
を

見
直
し
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
か
ら

意
識
し
て
投
げ
る
こ
と
で
「
ス
ト

レ
ー
ト
」
の
質
に
こ
だ
わ
っ
た
。

成
果
を
、
大
舞
台
で
発
揮
し
た
。

岩
本
が
２
０
１
７
年
に
入
社
し

て
以
降
、
チ
ー
ム
は
本
大
会
に
出

続
け
て
い
る
が
、
昨
年
ま
で
３
年

連
続
初
戦
敗
退
。
初
め
て
初
戦
突

破
と
８
強
進
出
を
経
験
し
た
岩
本

は
、
「
次
も
投
手
陣
で
抑
え
た

い
」
。

頼
も
し
い
手
札
を
そ
ろ
え
、

準
々
決
勝
に
挑
む
。

京
都
市
・
松
村
聡
監
督
　
う
れ

し
い
で
す
。
（
今
大
会
が
最
後
の

三
菱
重
工
広
島
に
）
気
合
負
け
し

な
い
よ
う
に
試
合
に
入
っ
た
。
打

線
は
粘
り
強
さ
を
出
し
て
く
れ
ま

し
た
。

広
島
市
・
町
田
公
二
郎
監
督
　

先
制
後
、
打
線
が
つ
な
が
ら
な
か

っ
た
。
（
継
投
策
が
実
ら
ず
）
私

の
采
配
ミ
ス
だ
と
思
う
。
優
勝
さ

せ
ら
れ
ず
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
。

「
先
発
起
用
」
岩
本
応
え
た

救
援
投
手
の
先
発
起
用
と
い
う
、

日
本
新
薬
の
奇
策
が
思
わ
ぬ
形
で

奏
功
し
た
。

守
り
勝
つ
「
新
薬
野
球
」
を
支

え
る
の
は
投
手
陣
だ
。
今
季
は
オ

ー
プ
ン
戦
で
先
発
、
中
継
ぎ
、
抑

え
の
役
割
に
関
係
な
く
、
積
極
的

に
先
発
マ
ウ
ン
ド
に
送
る
こ
と

で
投
手
間
の
競
争
を
あ
お
り
成

長
を
促
し
て
き
た
。
そ
の
一
人

が
、
元
々
救
援
の
岩
本
。
今
大
会

の
１
回
戦
は
中
継
ぎ
で
途
中
登
板

し
、
１
回
を
２
安
打
１
失
点
。
松

村
監
督
は
「
初
戦
は
打
た
れ
た
が
、

試
合
で
投
げ
な
い
と
成
長
し
な
い
。

奮
起
を
促
す
意
味
で
も
思
い
切
っ

た
」
と
、
先
発
で
の
起
用
を
決
め

た
。変

化
球
主
体
だ
っ
た
序
盤
に
先

制
を
許
し
た
が
、
三
回
以
降
は
直

球
主
体
に
配
球
を
変
え
、
二
回
か

ら
六
回
ま
で
無
安
打
投
球
。
真
骨

頂
は
４
点
リ
ー
ド
で
迎
え
た
七
回
、

１
点
を
失
い
、
さ
ら
に
２
死
二
塁

の
場
面
だ
。
ス
タ
ミ
ナ
も
心
配
さ

れ
る
中
、
「
最
少
失
点
に
抑
え
よ

う
」
と
前
を
向
い
た
。
得
意
の
１

４
０
㌔
台
の
直
球
で
カ
ウ
ン
ト
１

―
２
と
追
い
込
む
と
、
最
後
も
１

４
６
㌔
の
高
め
の
直
球
で
空
振
り

三
振
に
仕
留
め
た
。
７
回
を
投
げ

き
り
３
安
打
２
失
点
。
ほ
っ
と
し

た
表
情
で
後
続
に
マ
ウ
ン
ド
を
託

し
た
。

高
知
市
、初
の
１
大
会
２
勝

◇
第
８
日
（
11
月
29
日
）

２
回
戦
３
試
合
が
行
わ
れ
た
。

高
知
市
・
四
国
銀
行
（
四
国
代

表
）
は
２
―
１
で
門
真
市
・
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
（
近
畿
第
２
代
表
）
を

破
り
、
19
回
目
の
出
場
で
初
の
１

大
会
２
勝
を
挙
げ
、
準
々
決
勝
進

出
を
決
め
た
。
四
国
勢
の
８
強
入

り
は
、
第
48
回
大
会
（
１
９
７
７

年
）
の
松
山
市
・
丸
善
石
油
以
来
。

京
都
市
・
日
本
新
薬
（
近
畿
第
４

代
表
）
は
広
島
市
・
三
菱
重
工
広

島
（
中
国
第
１
代
表
）
を
５
―
２

で
退
け
、
第
87
回
大
会
（
２
０
１

６
年
）
以
来
の
８
強
入
り
を
決
め

た
。三

菱
重
工
業
の
再
編
に
よ
り
今

季
で
活
動
を
終
了
す
る
広
島
市
は
、

46
年
の
創
部
以
来
75
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
た
。
大
津
町
・
ホ
ン
ダ

熊
本
（
九
州
第
１
代
表
）
は
４
―

１
で
東
京
都
・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
（
東

京
第
１
代
表
）
を
破
り
、
４
強
入

り
し
た
第
74
回
大
会
（
03
年
）
以

来
の
準
々
決
勝
進
出
し
た
。

福
岡
市
・
西
部
ガ
ス
（
九
州
第

２
代
表
）
と
合
わ
せ
、
九
州
勢
の

複
数
チ
ー
ム
が
８
強
入
り
す
る
の

は
、
第
36
回
大
会
（
65
年
）
以
来

55
年
ぶ
り
。

奇
策
が
妙
薬
、京
都
市
快
勝 

　  

広
島
市
・
三
菱
重
工
広
島
、歴
史
に
幕

京
都
市
が
一
発
攻
勢
で
快
勝
。

１
点
を
追
う
五
回
、
正
木
の
ソ
ロ

で
同
点
と
し
、
六
回
に
は
舩
曳
の

ソ
ロ
と
福
永
の
３
ラ
ン
で
勝
ち
越

し
た
。
先
発
・
岩
本
は
力
の
あ
る

直
球
を
主
体
に
二
回
か
ら
六
回
ま

で
安
打
を
許
さ
ず
７
回
２
失
点
の

好
投
。
広
島
市
は
一
回
に
実
政
の

ソ
ロ
で
先
制
し
、
七
回
に
も
１
点

を
挙
げ
た
が
、
八
、
九
回
は
走
者

を
得
点
圏
に
進
め
な
が
ら
あ
と
一

本
が
出
な
か
っ
た
。

　
▽
第
１
試
合
＝
２
回
戦

広

島

市 

１
０
０ 

０
０
０ 

１
０
０
　
２

（
三
菱
重
工
広
島
）

（
日

本

新

薬
）

京

都

市 

０
０
０ 

０
１
４ 

０
０
×
　
５

【
審
】
富
沢
（
球
）
須
藤
、
緒
方
、
菅
谷
（
塁
）

広島市　　打安点振球
⑥　　岡　４００１０
Ｈ　　菅　１００００
⑤　田　中３０００１
⑨　実　政４１１１０
③　松　永３１０２１
Ｄ　松　原３０００１
⑦　古　川１０００１
Ｈ７汐　月１０００１
④　櫻　井２００００
Ｈ４　堤　２２０００
⑧　青　木３０１００
Ｈ　鳥　井１１０００
②　佐々木２００００
Ｈ２國　本２００１０
犠盗失併残─────
００００８32５２５５
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
京都市　　打安点振球
⑧　舩　曳４１１１０
⑤　古　川４２０１０
Ｄ　北　川３１０１１
④　福　永４１３２０
⑦　藤　原４１０００
③　正　木４２１１０
⑨　井　澤３００１０
Ｈ　鈴　木００００１
Ｒ９松　本０００００
②　鎌　田４００２０
⑥　板　倉２０００１
犠盗失併残─────
００００６32８５９３

投　手回　打安振球責
本　間４1/316２５１１
長　島　２／３６４１０４
児　山１２／３６１２００
鮫　島１1/3７１１２０

岩　本７　27３４３２
小　松２　10２１２０

▽本塁打　実政１号①
（岩本）正木１号①
（本間）舩曳１号①
（長島）福永２号③
（長島）▽二塁打　松
永、藤原、堤▽捕逸　
佐々木▽暴投　本間▽
試合時間　２時間50分

〔三菱重工広島―日本新薬〕力投する日本新薬の先発・岩本
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古
豪
貫
い
た
泥
臭
さ 

　
　 
三
菱
重
工
広
島
、75
年
の
歴
史
に
幕

75
年
の
「
重
工
広
島
」
の
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
た
広
島
市
の
選
手

た
ち
は
、
涙
を
拭
っ
た
。
地
元
・

広
島
出
身
で
高
卒
16
年
目
の
実
政

は
、
野
球
人
生
に
も
終
止
符
を
打

つ
。
「
都
市
対
抗
は
全
て
の
試
合

を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
今
ま
で

の
こ
と
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
」
。

感
慨
深
い
表
情
で
、
後
輩
に
ね
ぎ

ら
い
の
声
を
か
け
続
け
た
。

１
回
戦
で
16
安
打
７
得
点
の
打

線
が
沈
黙
し
た
。
一
回
に
３
番
・

実
政
の
右
翼
席
に
た
た
き
込
む
ソ

ロ
本
塁
打
で
先
制
し
た
も
の
の
、

チ
ー
ム
は
六
回
ま
で
２
安
打
に
抑

え
込
ま
れ
て
中
盤
に
ひ
っ
く
り
返

さ
れ
た
。

九
回
は
１
死
か
ら
堤
、
鳥
井
が

ヘ
ッ
ド
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
で
連
続

内
野
安
打
を
も
ぎ
と
り
、
八
回
か

ら
登
板
し
た
京
都
市
の
２
番
手
・

小
松
に
、
２
回
で
51
球
も
投
げ
さ

大
津
町
が
逆
転
勝
ち
。
１
点
を

追
う
四
回
、
山
本
卓
の
ソ
ロ
で
同

点
と
し
、
五
回
は
山
本
卓
の
２
点

適
時
打
と
中
島
の
犠
飛
で
３
点
を

勝
ち
越
し
た
。
先
発
・
横
川
は

キ
レ
の
あ
る
変
化
球
を
武
器
に

六
回
ま
で
最
少
失
点
に
抑
え
、
２

番
手
・
林
、
３
番
手
・
片
山
も
危

な
げ
な
か
っ
た
。
東
京
都
は
三
回
、

地
引
の
ソ
ロ
で
先
制
し
た
が
、
そ

の
後
は
打
線
が
沈
黙
し
、
反
撃
の

糸
口
を
つ
か
め
な
か
っ
た
。

大
津
町
・
渡
辺
正
健
監
督
　
横

川
は
都
市
対
抗
の
大
舞
台
は
初
先

発
だ
が
、
期
待
以
上
の
投
球
を
し

て
く
れ
た
。
（
山
本
卓
の
）
同
点

本
塁
打
で
チ
ー
ム
に
勇
気
を
与
え

て
く
れ
た
。

東
京
都
・
濵
岡
武
明
監
督
　
横

川
君
に
い
い
投
球
を
さ
れ
、
ち
ょ

っ
と
手
が
出
な
か
っ
た
。
（
課
題

は
）
や
は
り
打
撃
。
悔
し
さ
を
ど

れ
だ
け
バ
ネ
に
で
き
る
か
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
。

新
人
・
山
本
卓
、２
戦
連
続
弾

ウ
エ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
馬

力
が
ア
ッ
プ
し
た
大
津
町
打
線
が
、

優
勝
候
補
の
一
角
で
あ
る
東
京
都

の
投
手
陣
を
打
ち
崩
し
た
。
筋
力

強
化
の
効
果
を
示
し
た
代
表
格
が
、

新
人
の
１
番
・
山
本
卓
だ
。

四
回
、
先
頭
で
左
打
席
に
入
る

と
、
三
回
ま
で
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
に

抑
え
ら
れ
て
い
た
東
京
都
の
高
橋

か
ら
、
２
試
合
連
続
本
塁
打
と
な

る
同
点
ソ
ロ
を
右
越
え
に
た
た
き

込
ん
だ
。
「
１
打
席
目
に
三
振
し

た
の
で
、
振
り
を
シ
ャ
ー
プ
に
し

た
」
。
入
社
後
に
ベ
ン
チ
プ
レ
ス

で
の
最
大
重
量
が
25
㌔
も
ア
ッ
プ

し
た
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
、
ミ
ー
ト

を
意
識
し
た
小
ぶ
り
の
ス
イ
ン
グ

で
も
ス
タ
ン
ド
ま
で
運
ん
だ
。

五
回
１
死
満
塁
の
勝
ち
越
し
機

で
は
、
左
横
手
の
西
居
か
ら
粘
っ

て
９
球
目
を
し
ぶ
と
く
一
、
二
塁

間
に
転
が
し
、
決
勝
の
２
点
適

せ
る
粘
り
を
見
せ
た
が
、
得
点
に

は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。

１
９
４
６
年
創
部
で
、
79
年
の

第
50
回
大
会
で
初
出
場
初
優
勝
。

都
市
対
抗
出
場
17
回
を
数
え
る
古

豪
に
は
「
泥
臭
く
、
全
員
が
束
に

な
っ
て
立
ち
向
か
う
」
伝
統
が
あ

る
。２

０
１
５
年
の
準
々
決
勝
で
は

土
壇
場
の
九
回
１
死
か
ら
逆
転
し

４
強
入
り
。
こ
の
時
、
同
点
打
を

放
っ
た
実
政
は
「
九
回
３
ア
ウ
ト

ま
で
絶
対
に
諦
め
ず
、
闘
志
を
む

き
出
し
に
し
て
向
か
っ
て
い
く
と

こ
ろ
を
一
番
学
ん
だ
」
と
振
り
返

る
。
メ
ン
バ
ー
が
代
わ
っ
て
も
土

壇
場
で
の
執
念
は
受
け
継
が
れ
、

チ
ー
ム
を
成
長
さ
せ
て
き
た
。

三
菱
重
工
業
の
野
球
部
は
来
季

か
ら
系
列
の
横
浜
市
と
神
戸
市
・

兵
庫
県
高
砂
市
を
拠
点
と
す
る
２

チ
ー
ム
に
再
編
さ
れ
、
引
退
を
決

断
し
た
選
手
や
移
籍
す
る
選
手
も

い
る
。
「
一
発
勝
負
は
、
や
る
か

や
ら
れ
る
か
の
し
の
ぎ
合
い
。
そ

の
中
で
技
術
を
伸
ば
し
て
い
け
ば

い
い
結
果
に
つ
な
が
る
」
と
町
田

監
督
。
長
年
培
っ
て
き
た
精
神
は
、

散
り
散
り
に
な
る
選
手
に
し
っ
か

り
託
さ
れ
た
。

馬
力
の
大
津
町
、準
々
決
勝
へ 

　
　
　
　
　
　
　
山
本
卓
、２
安
打
３
打
点

　
▽
第
２
試
合
＝
２
回
戦

東

京

都 

０
０
１ 

０
０
０ 

０
０
０
　
１

（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

（
ホ
ン
ダ
熊
本
）

大

津

町 
０
０
０ 

１
３
０ 

０
０
×
　
４

【
審
】
日
高
（
球
）
久
木
原
、
内
田
、
西
貝
（
塁
）

東京都　　打安点振球
④　杉　崎３０００１
⑧　金　子２００００
Ｈ　丸　子１００００
９　服　部０００００
③　地　引４２１１０
⑦　菅　田４００１０
②　渡　辺４００２０
⑨８佐　藤３００００
Ｄ　長谷川３００２０
⑤　嘉　数３１０００
⑥　糸　野３００１０
犠盗失併残─────
１０００４30３１７１
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
大津町　　打安点振球
⑨　山本卓４２３１０
⑦　中　島３０１００
⑥　稲　垣４００１０
②　浜　岡４１０１０
Ｄ　宮　川４１０００
ＲＤ江　﨑０００００
④　石　井４２０００
③　佐　藤３１０１０
⑤　北　村２１０００
⑧　若　林２００１０
犠盗失併残─────
３０２１５30８４５０

投　手回　打安振球責
高　橋４0/317４３０４
西　居　1/3２１１００
西　田２　８２１００
伊　藤１２／３６１０００

横　川６　23２６１１
　林　２　６００００
片　山１　３１１００

▽本塁打　地引１号①
（横川）山本卓２号①
（高橋）▽二塁打　嘉
数▽犠打　金子、中島、
北村、若林▽失策　石
井、北村▽試合時間　
２時間22分

〔三菱重工広島―日本新薬〕日本新薬に敗れ、引き揚げる三菱重工広
島の選手たち。三菱重工広島はこの試合を最後に休部する
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時
打
。
「
下
半
身
に
粘
り
が
出

て
、
低
め
の
球
を
拾
え
た
」
と
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
を
強
調
し
た
。

渡
辺
監
督
も
「
詰
ま
り
な
が
ら
も

ヒ
ッ
ト
に
な
る
打
球
が
多
く
な
っ

た
」
。
７
季
ぶ
り
に
復
帰
し
た
昨

冬
か
ら
自
身
が
導
入
し
た
取
り
組

み
の
手
応
え
を
話
す
。

近
年
、
九
州
勢
は
元
気
が
な
か

っ
た
。
28
日
に
同
じ
九
州
代
表
の

福
岡
市
・
西
部
ガ
ス
も
８
強
入
り

し
た
が
、
ベ
ス
ト
４
以
上
と
な
る

と
第
81
回
大
会
（
２
０
１
０
年
）

に
北
九
州
市
・
Ｊ
Ｒ
九
州
が
準
優

勝
し
た
時
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
18

年
に
は
成
績
不
振
か
ら
出
場
枠
も

「
３
」
か
ら
「
２
」
に
減
ら
さ
れ

た
。「

西
部
ガ
ス
と
頑
張
っ
て
、
何

と
か
出
場
枠
を
増
や
し
た
い
」
と

渡
辺
監
督
。
こ
こ
か
ら
が
、
本
当

の
意
地
の
み
せ
ど
こ
ろ
だ
。

い
い
形
で
４
番
の
菅
田
に
つ
な
げ

た
か
っ
た
」
。

新
人
に
つ
な
ぐ
た
め
に
、
30
歳

の
ベ
テ
ラ
ン
が
危
険
覚
悟
で
、
泥

に
ま
み
れ
た
。

「
自
分
の
姿
で
何
か
を
示
せ
れ

ば
と
思
っ
た
が
、
結
果
が
伴
わ
ず

に
終
わ
っ
た
。
申
し
訳
な
い
」
。

敗
れ
は
し
た
が
、
そ
の
姿
は
東
京

都
の
若
手
の
財
産
に
な
る
は
ず
だ
。

地
引
に
と
っ
て
も
「
走
塁
と
守

備
に
関
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
細

か
い
野
球
を
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ

た
」
。
補
強
制
度
に
は
互
い
を
高

め
合
う
、
そ
ん
な
有
形
無
形
の
価

値
も
あ
る
。

競
っ
て
高
知
市
、初
の
８
強 

　
　
　
　
　
　  

１
失
点
継
投
で
逃
げ
切
る

高
知
市
が
数
少
な
い
好
機
を
生

か
し
て
競
り
勝
っ
た
。
四
回
１
死

一
塁
で
南
が
先
制
の
適
時
二
塁
打
。

さ
ら
に
、
２
死
三
塁
か
ら
水
野
が

左
中
間
へ
適
時
二
塁
打
を
放
ち
、

１
点
を
加
え
た
。
２
試
合
連
続
先

発
の
右
腕
・
菊
池
が
４
回
無
失
点

と
好
投
。
そ
の
後
は
継
投
策
で
逃

げ
切
っ
た
。
門
真
市
は
三
回
無
死

一
、
二
塁
の
先
制
機
で
、
ミ
ス
が

続
い
て
無
得
点
に
終
わ
る
な
ど
拙

攻
が
響
い
た
。

高
知
市
・
中
川
毅
監
督
　（
初

の
８
強
入
り
）
補
強
を
含
め
、
選

30
歳
の「
生
き
様
」

地
引
雄
貴
一
塁
手 

　 

東
京
都
・
Ｊ
Ｒ
東
日
本

東
京
ガ
ス
か
ら
補
強
さ
れ
た
東

京
都
の
３
番
・
地
引
が
放
っ
た
打

球
が
、
左
翼
席
上
段
に
消
え
て
い

っ
た
。
０
―
０
で
迎
え
た
三
回
２

死
走
者
な
し
の
第
２
打
席
。
「
前

の
打
席
で
差
し
込
ま
れ
て
い
た
の

で
早
い
カ
ウ
ン
ト
か
ら
打
と
う
」

と
球
種
は
絞
ら
ず
、
２
球
目
の
直

球
を
強
打
し
た
。

都
市
対
抗
自
身
２
本
目
の
本
塁

打
以
上
に
チ
ー
ム
を
鼓
舞
し
た
の

が
、
第
１
打
席
で
見
せ
た
「
禁

断
」
の
プ
レ
ー
だ
。
一
回
無
死
一
、

二
塁
。
地
引
の
二
ゴ
ロ
は
進
塁
打

と
な
っ
た
。
役
割
は
十
分
に
果
た

し
た
は
ず
だ
っ
た
。

こ
こ
で
地
引
は
一
塁
に
頭
か
ら

滑
り
込
む
。
リ
ス
ク
を
伴
う
プ
レ

ー
だ
。
ま
し
て
地
引
は
、
社
会
人

２
年
目
に
左
太
も
も
裏
け
ん
断

裂
と
い
う
大
け
が
を
し
て
い
る
。

「
体
が
勝
手
に
反
応
し
た
。
自
分

も
生
き
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
る
。

　
▽
第
３
試
合
＝
２
回
戦

高

知

市 

０
０
０ 

２
０
０ 

０
０
０
　
２

（
四

国

銀

行
）

（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

門

真

市 

０
０
０ 

０
０
０ 

０
１
０
　
１

【
審
】
一
木
（
球
）
安
部
、
熊
倉
、
稲
田
（
塁
）

高知市　　打安点振球
Ｄ　山　中４００２０
⑧　真　田４００００
③　小　林３００２１
②　　南　４１１００
⑤　平　瀬４００２０
⑥　水　野４３１００
⑦　柴　田３００１０
⑨　橋　川３００２１
④　下　村４２０１０
犠盗失併残─────
１０２１７33６２10２
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
門真市　　打安点振球
⑨　上　田３００１０
Ｈ　坂　田００００１
Ｒ　植　田０００００
９　深　瀬０００００
④　諸　永２００１０
Ｈ４　星　２１１００
⑦　小　峰４１０１０
③　片　山４１０１０
⑤　法　兼３００１１
Ｄ　那　賀４１０１０
⑥　松　根４１０００
②　三　上４１０１０
⑧　藤井健２０００１
犠盗失併残─────
０２１０７32６１７３

投　手回　打安振球責
菊　池４　13３３００
山　本５　22３４３１

榎　本４２／３20４６１２
藤井聖　1/3１００００
鈴　木３　10１３００
小　屋１　５１１１０

▽二塁打　松根、南、
水野、那賀、星▽犠打
　柴田▽盗塁　小峰、
法兼▽失策　小林、南、
片山▽試合時間　２時
間35分

〔ＪＲ東日本―Ｈｏｎｄａ熊本〕四回裏Ｈｏｎｄａ熊本無死、山本卓が同点とな
る右越えソロ本塁打を放つ

〔ＪＲ東日本―Ｈｏｎｄａ熊本〕三回表
ＪＲ東日本２死、先制のソロ本塁打を
放ちベンチ前で喜ぶ地引



34日本野球連盟連盟報

手
全
員
が
四
国
の
野
球
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
戦
っ
た
証
し
だ
。
コ
ツ

コ
ツ
得
点
す
る
野
球
で
準
々
決
勝

も
戦
っ
て
い
く
。

門
真
市
・
田
中
篤
史
監
督
　
投

手
は
普
段
通
り
の
力
を
出
し
て
く

れ
た
。
や
は
り
、
打
つ
べ
き
人
が

打
た
な
い
と
難
し
い
。
ま
だ
ま
だ

力
足
ら
ず
で
、
鍛
え
な
い
と
い
け

な
い
。

名
門
相
手
に
逃
げ
切
り

ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
の
瞬
間
、
大
き

な
体
い
っ
ぱ
い
に
喜
び
を
爆
発
さ

せ
た
。
捕
手
で
４
番
と
し
て
チ
ー

ム
を
引
っ
張
っ
た
高
知
市
の
南
。

補
強
を
含
め
、
選
手
22
人
の
小
所

帯
で
初
の
８
強
入
り
を
果
た
し

「
人
数
が
少
な
く
、
練
習
時
間
が

短
い
チ
ー
ム
で
も
勝
て
る
こ
と
を

見
せ
つ
け
た
い
」
と
胸
を
張
っ
た
。

と
も
に
無
得
点
で
迎
え
た
四
回

１
死
一
塁
。
初
球
の
ス
ラ
イ
ダ
ー

が
甘
く
入
る
の
を
見
逃
さ
な
か
っ

た
。
思
い
切
り
の
よ
い
ス
イ
ン
グ

で
捉
え
た
打
球
は
、
右
中
間
フ

ェ
ン
ス
直
撃
の
先
制
適
時
二
塁

打
。
同
じ
よ
う
な
球
を
引
っ
か
け

て
三
ゴ
ロ
に
倒
れ
た
前
の
打
席
か

ら
、
セ
ン
タ
ー
返
し
を
心
掛
け
て

し
っ
か
り
修
正
し
た
。

高
知
・
土
佐
高
、
同
大
を
経
て

入
社
２
年
目
。
１
８
０
㌢
、
１
１

０
㌔
の
堂
々
た
る
体
格
で
、
中
川

監
督
は
「
『
ド
カ
ベ
ン
』
の
山
田

太
郎
み
た
い
」
と
表
現
す
る
。
打

順
と
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
同
じ
人
気
漫

画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
よ
ろ
し
く
、

こ
の
日
は
配
球
も
巧
み
に
好
リ
ー

ド
。
入
社
後
も
10
㌔
ほ
ど
増
え
た

体
重
は
「
監
督
か
ら
は
動
け
れ
ば

い
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
自
分
で
、

そ
ろ
そ
ろ
痩
せ
よ
う
と
気
に
な
る

日
が
来
る
ま
で
こ
の
ま
ま
行
こ
う

か
な
」
と
苦
笑
い
し
た
。

平
日
の
練
習
は
週
に
３
日
。
早

朝
か
ら
３
時
間
余
り
で
、
午
後
は

一
般
行
員
と
と
も
に
勤
務
す
る
。

だ
が
昨
19
年
末
に
就
任
し
た
中
川

監
督
の
も
と
、
打
力
向
上
を
目
指

し
て
夏
場
は
徹
底
的
に
振
り
込
ん

だ
。
素
振
り
と
テ
ィ
ー
打
撃
を
合

わ
せ
、
土
日
は
素
手
で
約
８
０
０

ス
イ
ン
グ
。
血
ま
み
れ
に
な
っ
た

手
で
握
っ
た
バ
ッ
ト
の
振
り
は
次

第
に
鋭
く
な
っ
て
い
っ
た
。

１
回
戦
は
７
安
打
、
こ
の
日
は

６
安
打
と
決
し
て
強
力
打
線
と
は

言
え
な
い
が
、
各
打
者
の
思
い
切

り
よ
い
ス
イ
ン
グ
は
流
し
た
血
と

汗
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。
出
場

54
回
の
名
門
と
堂
々
と
渡
り
合
い
、

四
国
勢
と
し
て
も
43
年
ぶ
り
の

準
々
決
勝
進
出
。

南
は
「
ま
た
格
上
の
相
手
に
な

る
と
思
う
け
ど
、
守
り
で
も
攻
撃

で
も
攻
め
て
い
け
ば
、
勝
負
に
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
」
と
次

戦
を
見
据
え
た
。

東
京
都
・
セ
ガ
サ
ミ
ー
、４
強
一
番
乗
り

◇
第
９
日
（
11
月
30
日
）

２
回
戦
の
残
り
１
試
合
と
準
々

決
勝
２
試
合
が
行
わ
れ
た
。
準
々

決
勝
で
は
、
東
京
都
・
セ
ガ
サ
ミ

ー
（
東
京
第
３
代
表
）
が
大
阪

市
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
（
近
畿
第
１

代
表
）
を
７
―
２
で
破
り
、
第
89

回
大
会
（
２
０
１
８
年
）
以
来
の

４
強
進
出
を
一
番
乗
り
で
果
た
し

た
。
狭
山
市
・
ホ
ン
ダ
（
南
関
東

第
１
代
表
）
は
福
岡
市
・
西
部
ガ

ス
（
九
州
第
２
代
表
）
を
４
―
１

で
退
け
、
優
勝
し
た
第
80
回
大
会

（
09
年
）
以
来
と
な
る
４
強
。
２

回
戦
で
は
、
東
京
都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
（
東
京
第
２
代
表
）
が
浜
松

市
・
ヤ
マ
ハ
（
東
海
第
３
代
表
）

に
11
―
１
で
七
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち

し
て
、
第
89
回
大
会
以
来
の
８
強

入
り
。
東
海
勢
は
姿
を
消
し
た
。

東
京
都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
、コ
ー
ル
ド
８
強 

　
　
　    

打
線
つ
な
が
り
、11
安
打
11
得
点

東
京
都
が
打
力
で
圧
倒
し
七
回

コ
ー
ル
ド
勝
ち
。

一
回
２
死
か
ら
、
笹
川
と
桝
澤

の
連
続
適
時
長
短
打
で
３
点
先
取
。

四
回
は
、
下
川
の
適
時
打
と
火
ノ

浦
の
３
点
本
塁
打
な
ど
で
５
点
。

六
回
は
向
山
の
本
塁
打
と
敵
失
に

乗
じ
て
３
点
を
奪
っ
た
。
先
発
の

左
腕
沼
田
は
緩
急
を
利
か
せ
て
丁

寧
に
コ
ー
ナ
ー
を
突
き
、
６
回
１

失
点
。

浜
松
市
は
六
回
、
前
野
の
右
越

え
本
塁
打
で
一
矢
報
い
た
。

東
京
都
・
飯
塚
智
広
監
督
　

コ
ー
ル
ド
勝
ち
だ
が
、
紙
一
重
。

（
３
ラ
ン
を
放
っ
た
新
人
の
）
火

ノ
浦
は
怖
い
も
の
知
ら
ず
で
や
っ

て
い
る
が
、
満
足
し
て
も
ら
っ
て

は
困
る
。

浜
松
市
・
室
田
信
正
監
督
　
な

ん
と
か
離
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
思

っ
た
が
、
（
三
回
１
死
満
塁
な

ど
）
点
を
取
れ
る
と
こ
ろ
で
取
れ

ず
、
あ
あ
い
う
展
開
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

ハ
ー
ト
成
長 

主
砲
適
時
打

一
回
、
直
球
を
と
ら
え
て
右
翼

線
へ
の
痛
烈
な
先
制
適
時
二
塁
打
。

普
通
な
ら
、
打
っ
た
当
人
は
歓
喜

の
表
情
を
浮
か
べ
る
も
の
だ
ろ
う

が
、
東
京
都
の
笹
川
は
違
っ
た
。

相
手
の
送
球
間
に
陥
れ
た
三
塁

上
で
見
せ
た
の
は
、
安
堵
（
あ
ん

ど
）
の
表
情
。
「
だ
い
ぶ
、
ほ
っ

と
し
ま
し
た
」
。
そ
れ
だ
け
、
苦

し
ん
で
い
た
。

東
京
ガ
ス
の
中
心
打
者
と
し
て

東
京
２
次
予
選
に
臨
ん
だ
が
極
度

の
不
振
。
チ
ー
ム
は
２
年
連
続
で

代
表
権
を
逃
し
た
。

埼
玉
・
浦
和
学
院
高
で
甲
子
園

に
３
度
出
場
し
、
主
将
を
務
め
た

東
洋
大
で
は
４
年
秋
に
首
位
打
者
、

最
多
本
塁
打
の
２
冠
王
に
輝
い
た
。

社
会
人
日
本
代
表
の
経
験
も
豊
富
。

き
ら
び
や
か
な
経
歴
通
り
、
技
術

は
ピ
カ
イ
チ
だ
。
身
長
１
８
２
㌢
、

体
重
86
㌔
の
堂
々
た
る
体
格
が
示

す
よ
う
に
、
パ
ワ
ー
も
あ
る
。
課

題
は
心
だ
っ
た
。

所
属
先
の
山
口
太
輔
監
督
が

〔
四
国
銀
行
―
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
〕
四
回
表
四
国
銀
行
１
死
一
塁
、
南

が
先
制
の
適
時
二
塁
打
を
放
つ

　
▽
第
１
試
合
＝
２
回
戦

浜

松

市 

０
０
０ 

０
０
１ 

０
　
１

（
ヤ

マ

ハ
）

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
）

東

京

都 

３
０
０ 

５
０
３ 

×
　

11

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

【
審
】
西
貝
（
球
）
一
木
、
日
高
、
鈴
木
孝
（
塁
）



35 都市対抗野球大会

「
あ
い
つ
は
本
当
に
優
し
い
や
つ

で
す
」
と
評
す
る
ほ
ど
、
後
輩
の

面
倒
見
が
良
く
、
責
任
感
が
強
い
。

だ
が
、
そ
の
分
、
打
席
で
気
負
い

す
ぎ
、
凡
退
が
続
い
て
い
た
。

予
選
中
、
ラ
イ
バ
ル
の
立
場
か

ら
苦
し
む
笹
川
の
姿
を
見
て
い
た

飯
塚
監
督
も
、
状
況
は
察
し
て

い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
合
流
後

に
考
え
抜
い
た
末
に
声
を
か
け

た
。
「
自
信
を
持
て
。
責
任
な
ん

て
、
感
じ
な
く
て
い
い
か
ら
自
分

の
力
を
出
し
て
ほ
し
い
」
。
笹
川

は
「
気
を
使
っ
て
も
ら
い
、
や
り

や
す
く
な
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

１
回
戦
の
札
幌
市
戦
は
安
打
こ

そ
な
か
っ
た
が
、
犠
飛
で
貢
献
し
、

２
回
戦
は
先
制
打
を
含
む
２
安
打

２
打
点
。
確
実
に
階
段
を
上
っ
て

い
る
。

笹
川
に
勢
い
づ
け
ら
れ
た
打
線

は
機
能
し
、
11
安
打
11
得
点
で
コ

ー
ル
ド
勝
ち
し
た
。
決
勝
ま
で
４

連
戦
と
な
る
東
京
都
に
と
っ
て
は

大
き
い
。
指
揮
官
も
「
１
０
０
％

の
体
力
を
使
わ
ず
に
戦
え
た
。
次

に
生
か
せ
る
」
と
喜
ぶ
最
高
の
１

勝
だ
っ
た
。

手
陣
が
頑
張
っ
た
。
（
先
発
の
）

森
井
は
一
、
二
回
と
思
っ
て
い
た

が
、
リ
ハ
ビ
リ
明
け
で
あ
れ
だ
け

投
げ
ら
れ
た
ら
十
分
。

大
阪
市
・
大
原
周
作
監
督
　
投

手
陣
は
今
持
っ
て
い
る
力
を
出
し

切
っ
た
が
、
相
手
打
線
が
上
回
っ

た
。
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ
る
チ
ー

ム
な
の
で
、
ま
た
日
本
一
を
目
指

し
た
い
。

「
勝
負
は
序
盤
」激
ア
ツ
采
配

「
勝
負
は
序
盤
」
。
大
阪
・
Ｐ

Ｌ
学
園
高
、
法
大
、
プ
ロ
野
球
・

広
島
で
数
々
の
修
羅
場
を
く
ぐ
り

抜
け
て
き
た
西
田
監
督
は
そ
う
に

ら
ん
だ
。

先
発
メ
ン
バ
ー
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

控
え
で
状
態
の
良
い
選
手
を
ど
ん

ど
ん
起
用
し
仕
掛
け
て
い
く
の
が

独
自
の
采
配
。
１
回
戦
の
投
手
起

用
な
ど
で
も
み
ら
れ
た
が
、
ま
た

も
や
大
当
た
り
し
た
。

「
代
打
」
を
告
げ
た
の
は
三
回

１
死
一
、
三
塁
。
１
点
を
リ
ー
ド

し
て
い
た
が
、
強
打
の
指
名
打
者
、

澤
良
木
が
第
１
打
席
で
空
振
り
三

振
し
た
た
め
、
ル
ー
キ
ー
の
平
田

を
打
席
に
送
っ
た
。
今
大
会
２
度

目
の
代
打
起
用
と
な
っ
た
平
田
は

「
と
に
か
く
思
い
切
っ
て
い
こ

う
」
と
１
４
１
㌔
の
直
球
を
右
前

18
安
打
、継
投
か
み
合
い 

　
　
　
　
　  

東
京
都
・
セ
ガ
サ
ミ
ー
４
強

東
京
都
が
機
動
力
を
生
か
し
た

攻
め
で
主
導
権
を
握
り
、
18
安
打

で
快
勝
し
た
。
二
回
に
盗
塁
を
絡

め
て
好
機
を
築
き
、
吉
田
の
適
時

二
塁
打
で
先
制
。
三
回
に
も
盗
塁

を
足
場
に
加
点
し
た
。
七
回
は
平

田
、
中
川
の
長
短
打
で
計
４
点
を

挙
げ
て
突
き
放
し
た
。
５
投
手
に

よ
る
、
小
刻
み
な
リ
レ
ー
も
光
っ

た
。大

阪
市
は
先
発
の
濵
﨑
、
２
番

手
の
大
江
が
粘
れ
ず
、
打
線
も
つ

な
が
り
を
欠
い
た
。

東
京
都
・
西
田
真
二
監
督
　
投

浜松市　　打安点振球
⑥　秋　利４２０１０
③　河　野４１０００
⑦　矢　幡３００１０
⑧　前　野３１１１０
Ｄ　船　越３００００
⑤　笠　松３１０２０
⑨　網　谷３００１０
②　川　邉００００３
Ｒ　池　田０００００
④　青　柳２１０００
４　永　濱１００００
犠盗失併残─────
００１０７26６１６３
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
東京都　　打安点振球
⑧　向　山２１２０１
⑥５丸　山４３０００
５　小　林０００００
⑤３下　川３１１００
３　二十八０００００
⑦　火ノ浦３２３０１
⑨　笹　川３２２０１
９　長　澤０００００
Ｄ　桝　澤２１１１０
ＨＤ　楠　１０００１
③　喜　納３１０００
６　上川畑１００００
②　保　坂４００２０
④　阿　部２０００１
犠盗失併残─────
２００１６2811９３５

投　手回　打安振球責
高　橋１２／３10４１１３
九　谷１２／３７２２０１
大　野　1/3５３０１４
波多野１1/3５００１０
池　谷　２／３６２０２１
清　水　1/3２００００

沼　田６　25５６２１
飯　嶋　1/3３１０１０
末　永　２／３１００００

▽本塁打　火ノ浦１号
③（大野）前野１号①
（沼田）向山１号①
（池谷）▽三塁打　喜
納▽二塁打　笹川、笠
松▽犠打　向山、下川
▽失策　秋利▽試合時
間　２時間37分

　
▽
第
２
試
合
＝
準
々
決
勝

東

京

都 
０
１
１ 

０
０
０ 

４
０
１
　
７

（
セ
ガ
サ
ミ
ー
）

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
）

大

阪

市 

０
０
１ 
０
０
０ 

０
１
０
　
２

【
審
】
美
濃
（
球
）
深
沢
、
石
丸
、
宮
田
（
塁
）

東京都　　打安点振球
⑦　本　間５１０１０
④　大　内４２００１
⑨　小野田５３０００
③　根　岸４２００１
Ｄ　澤良木１００１０
ＨＤ平　田３２２１０
ＨＤ政　野１００００
⑧　市根井３２０００
Ｒ８植　田２１０００
⑥　中　川５２４２０
⑤　北　阪２００１０
２　須　田３１０１０
②　吉　田２２１００
Ｒ５砂　川３００１０
犠盗失併残─────
０４１１114318７８２
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
大阪市　　打安点振球
Ｄ　酒　井４１１００
⑦　日下部４１０２０
⑥　濱　田４１１００
⑤　西　川４１０２０
⑧　中　村３００２０
Ｈ　景　山１００００
③　長　田４００１０
④　野　村４００２０
②　辻　本３１０１０
⑨　藤　井２２００１
犠盗失併残─────
０２０１５33７２10１

投　手回　打安振球責
森　井３　11２２１１
横　田１　４１１００
石　垣１　４１０００
三　宮２　７１５００
陶　久２　８２２００

濵　﨑２1/314７２０２
大　江４　18６４１４
河　津　２／３３２０００
宅　和１　４００１０
吉　元１　６３２０１

▽三塁打　酒井▽二塁
打　吉田２、市根井、
小野田、中川▽盗塁
　大内、根岸、市根井、
植田、藤井２▽失策　
大内▽試合時間　３時
間７分

〔
ヤ
マ
ハ
―
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
〕
一
回
裏
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
２
死
一
、二

塁
、
笹
川
が
右
翼
線
に
先
制
の
２
点
二
塁
打
を
放
つ
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へ
。
１
点
を
加
え
て
リ
ー
ド
を
広

げ
た
こ
と
で
、
試
合
の
流
れ
を
引

き
寄
せ
る
一
打
と
な
っ
た
。

投
手
交
代
も
早
か
っ
た
。
予
選

か
ら
登
板
間
隔
が
空
い
て
い
た
３

年
目
右
腕
の
森
井
を
３
回
50
球
で

交
代
さ
せ
る
と
、
そ
の
後
は
２
回

以
内
の
短
い
イ
ニ
ン
グ
で
４
人
を

登
板
さ
せ
、
２
失
点
に
抑
え
た
。

早
い
段
階
で
の
選
手
交
代
は
、

延
長
戦
に
入
っ
た
時
に
使
え
る
選

手
が
減
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。
だ
が

西
田
監
督
は
「
リ
ス
ク
を
考
え
て

い
た
ら
一
発
勝
負
は
で
き
な
い
」

と
語
る
。
監
督
の
考
え
を
選
手
も

理
解
し
「
こ
の
試
合
は
序
盤
が
勝

負
と
思
っ
て
い
た
」
と
平
田
は
振

り
返
る
。

昨
19
年
は
予
選
敗
退
し
た
東
京

都
が
、
今
大
会
で
４
強
に
一
番
乗

り
。
社
会
人
野
球
を
初
め
て
経
験

す
る
西
田
監
督
が
ど
こ
ま
で
チ
ー

ム
を
引
っ
張
れ
る
か
、
次
戦
も
目

が
離
せ
な
い
。

し
て
マ
ウ
ン
ド
を
降
り
た
。
「
狙

い
球
を
絞
ら
れ
て
捉
え
ら
れ
た
。

何
と
か
リ
ー
ド
し
た
状
態
で
後
ろ

の
投
手
に
、
と
い
う
気
持
ち
だ
っ

た
け
れ
ど
」
と
責
任
を
背
負
い
込

ん
だ
。

２
回
戦
に
続
い
て
序
盤
で
救
援

し
た
大
江
が
後
続
を
抑
え
、
い
っ

た
ん
は
嫌
な
流
れ
を
断
ち
切
っ
た
。

だ
が
足
掛
け
５
イ
ニ
ン
グ
目
に
入

っ
た
七
回
に
四
球
を
挟
ん
で
３
連

打
を
許
す
と
、
３
番
手
の
河
津
も

連
打
さ
れ
、
こ
の
回
一
挙
４
失
点
。

九
回
に
登
板
し
た
ベ
テ
ラ
ン
吉
元

ら
を
含
め
、
５
投
手
が
浴
び
た
安

打
は
計
18
本
。

濵
﨑
は
「
投
手
陣
が
い
い
と
言

わ
れ
て
い
て
も
、
こ
れ
だ
け
打
た

れ
て
し
ま
っ
て
は
」
と
自
嘲
気
味

に
振
り
返
っ
た
。

大
江
、
濵
﨑
の
二
枚
看
板
を
擁

し
、
攻
撃
力
も
充
実
。
近
畿
第
１

代
表
と
し
て
東
京
ド
ー
ム
に
乗
り

込
ん
だ
が
、
11
年
以
降
の
10
年
で

４
度
目
の
準
々
決
勝
敗
退
に
終
わ

っ
た
。
「
昨
19
年
も
ベ
ス
ト
８
で
、

今
年
も
…
…
。
だ
け
ど
、
ま
だ
ま

だ
伸
び
し
ろ
の
あ
る
チ
ー
ム
」
と
、

大
原
監
督
は
選
手
の
さ
ら
な
る
成

長
を
促
し
た
。

狭
山
市
、エ
ン
ジ
ン
全
開 

　
　    

先
発
・
朝
山
、７
回
無
失
点
と
好
投

大
阪
市
、右
腕
崩
れ

大
阪
市
の
誇
る
投
手
陣
が
、
も

ろ
く
も
崩
れ
た
。
７
安
打
２
失
点

で
３
回
持
た
ず
に
降
板
し
た
先

発
・
濵
﨑
は
「
２
年
前
の
借
り
を

返
し
、
ベ
ス
ト
８
の
壁
も
越
え
た

か
っ
た
」
と
悔
し
が
っ
た
。

30
歳
の
右
腕
は
、
雪
辱
を
期
し

て
い
た
。
東
京
都
は
、
２
０
１
８

年
の
都
市
対
抗
１
回
戦
で
屈
し
た

相
手
。
濵
﨑
は
五
回
途
中
３
失
点

で
、
敗
戦
投
手
に
な
っ
て
い
た
。

球
筋
の
感
覚
は
悪
く
な
か
っ
た

と
い
う
。
だ
が
３
イ
ニ
ン
グ
と
も

先
頭
打
者
に
安
打
を
許
し
、
リ
ズ

ム
に
乗
れ
な
い
。
二
回
２
死
一
塁

で
無
警
戒
だ
っ
た
盗
塁
を
許
す
と
、

９
番
打
者
に
左
翼
線
に
運
ば
れ
て

先
制
の
適
時
二
塁
打
を
浴
び
た
。

三
回
も
直
球
を
狙
わ
れ
て
３
安
打

で
１
点
を
失
い
、
走
者
２
人
を
残

　
▽
第
３
試
合
＝
準
々
決
勝

狭

山

市 

０
０
１ 

０
３
０ 

０
０
０
　
４

（
ホ

ン

ダ
）

（
西

部

ガ

ス
）

福

岡

市 

０
０
０ 

０
０
０ 

０
１
０
　
１

【
審
】
吉
野
（
球
）
小
原
、
円
垣
内
、
松
川
（
塁
）

狭山市　　打安点振球
⑨　吉　田３１００２
⑤　津　田３２００１
⑦　井　上４１２１１
Ｄ　佐　藤５３１００
②　辻　野３１１００
③　山本兼３００２０
Ｈ　北　岡１１０００
Ｒ　布　袋０００００
３　山本瑛１００１０
⑧　鈴　木５００１０
⑥　檜　村４００１０
④　千　野４３０００
犠盗失併残─────
３２０１123612４６４
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
福岡市　　打安点振球
⑧　竹　松４２０２０
④　田　場４１０２０
⑤　井　手４１０００
③　　堤　２０００１
３　松　薗１００１０
Ｄ　米　澤３２０１０
ＨＤ岩　本１００１０
⑨　池　浦２００１０
Ｈ９正　木２００１０
⑥　原　田４２０１０
⑦　永　利２００２０
Ｈ７横　田１００１０
②　大久保１００１０
Ｈ　山　中１００１０
２　金　澤１００１０
犠盗失併残─────
００００６33８０16１

投　手回　打安振球責
朝　山７　27６13１０
米　倉　0/3２２００１
　橘　２　５０３００

立　石４1/319３２３３
岩　崎　0/3２２００１
大　畑　２／３３１１００
村　田２　11５０００
田　中１　４０１１０
山　田１　４１２００

▽二塁打　千野▽犠打
　津田、辻野２▽盗塁
　辻野、布袋▽暴投　
米倉▽試合時間　２時
間45分

〔セガサミー―ＮＴＴ西日本〕三回表セガサミー１死一、三塁、代打・平田
巧が右前適時打を放つ

〔
セ
ガ
サ
ミ
ー
―
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
〕
三
回
表
セ
ガ
サ
ミ
ー
１
死
一
、

三
塁
、
代
打
・
平
田
に
適
時
打
を
打
た
れ
悔
し
が
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日

本
の
先
発
・
濵
﨑
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狭
山
市
が
逃
げ
切
っ
た
。
三
回

１
死
二
、
三
塁
か
ら
井
上
の
遊
ゴ

ロ
の
間
に
１
点
先
取
。
五
回
に
は

１
死
か
ら
千
野
の
中
前
打
を
皮
切

り
に
、
津
田
、
井
上
、
佐
藤
の
連

打
と
犠
飛
で
３
点
を
加
え
て
突
き

放
し
た
。
先
発
し
た
右
腕
・
朝
山

は
、
13
奪
三
振
で
７
回
無
失
点
の

好
投
。

福
岡
市
は
要
所
で
打
線
が
つ
な

が
ら
ず
、
八
回
に
併
殺
打
の
間
に

１
点
を
返
す
に
と
ど
ま
っ
た
。

狭
山
市
・
開
田
成
幸
監
督
　
し

っ
か
り
勝
ち
き
れ
て
ほ
っ
と
し
て

い
る
。
（
新
人
監
督
で
い
き
な
り

４
強
）
ま
だ
、
ち
ょ
っ
と
実
感
が

な
い
。
選
手
が
よ
く
や
っ
て
く
れ

て
い
る
。

福
岡
市
・
香
田
誉
士
史
監
督
　

点
は
取
れ
て
１
、
２
点
だ
と
思
っ

て
い
た
の
で
（
五
回
の
）
３
失
点

は
厳
し
か
っ
た
。
ベ
ス
ト
８
に
入

っ
て
歴
史
を
作
れ
た
こ
と
は
良
か

っ
た
。

恐
怖
の
９
番
、準
決
へ
導
く

初
球
か
ら
フ
ル
ス
イ
ン
グ
が
持

ち
味
の
ル
ー
キ
ー
が
安
打
を
量
産

失
点
は
な
い
が
２
者
生
還
を
許

し
た
。
「
気
が
抜
け
な
か
っ
た
。

ほ
ん
の
少
し
甘
く
て
も
、
と
ら
え

ら
れ
た
」
。
そ
れ
で
も
次
打
者
を

三
振
に
仕
留
め
、
マ
ウ
ン
ド
を
譲

っ
た
。

大
分
・
明
豊
高
を
今
春
卒
業
し

た
２
０
０
１
年
生
ま
れ
。
昨
春
の

セ
ン
バ
ツ
で
は
背
番
号
10
だ
っ
た

が
抑
え
で
活
躍
し
、
４
強
入
り
を

け
ん
引
し
た
。
福
岡
市
が
５
回
目

の
出
場
で
初
め
て
初
戦
突
破
し
た

２
日
後
の
26
日
に
19
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
、
チ
ー
ム
メ
ー
ト
の
前
で

祝
福
さ
れ
「
最
後
の
10
代
を
楽
し

み
ま
す
」
と
話
し
た
と
い
う
。

「
チ
ー
ム
で
２
勝
し
て
楽
し
か

っ
た
一
方
で
、
先
輩
に
甘
え
て
い

た
か
も
。
来
年
は
先
発
完
投
し
て

抑
え
ら
れ
る
よ
う
、
鍛
え
直
し
ま

す
」
。
い
ろ
い
ろ
教
え
ら
れ
た
大

舞
台
だ
っ
た
。

し
て
い
る
。
狭
山
市
の
９
番
・
千

野
が
、
バ
ッ
ト
で
チ
ー
ム
を
勢
い

付
け
た
。
互
い
に
無
得
点
の
三
回
、

先
頭
打
者
と
し
て
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
に
入
っ
た
。
初
球
の
外
角
球

を
右
方
向
に
は
じ
き
返
す
と
、
俊

足
を
飛
ば
し
て
一
気
に
二
塁
を
陥

れ
た
。
犠
打
で
進
塁
し
、
３
番
・

井
上
の
内
野
ゴ
ロ
の
間
に
先
制
の

ホ
ー
ム
を
踏
ん
だ
。

五
回
１
死
か
ら
の
第
２
打
席
も
、

フ
ァ
ウ
ル
と
な
っ
た
も
の
の
初
球

か
ら
フ
ル
ス
イ
ン
グ
。
３
球
目
を

す
く
い
上
げ
る
よ
う
に
打
ち
上
げ

中
前
に
運
ぶ
と
、
こ
の
一
打
が
口

火
と
な
り
、
四
球
を
挟
ん
で
４

番
・
佐
藤
ま
で
４
連
打
。
５
番
・

辻
野
も
犠
飛
で
続
き
、
こ
の
回
３

点
を
加
え
た
。

神
奈
川
・
東
海
大
相
模
高
で
は

俊
足
好
打
の
「
１
番
・
二
塁
手
」

と
し
て
、
２
０
１
５
年
の
夏
の
甲

子
園
で
全
国
制
覇
を
経
験
。
東
海

大
時
代
も
４
年
秋
の
首
都
大
学
リ

ー
グ
で
首
位
打
者
を
獲
得
す
る
な

ど
、
成
長
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

「
シ
ン
プ
ル
に
行
こ
う
」
と
臨
ん

だ
初
め
て
の
都
市
対
抗
。
３
安
打

を
放
っ
た
１
回
戦
で
も
気
迫
の
ヘ

ッ
ド
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
で
チ
ー
ム

初
安
打
を
決
め
、
打
線
の
火
付
け

役
と
な
っ
た
。
入
社
か
ら
ま
だ
８

カ
月
な
が
ら
、
チ
ー
ム
の
中
で
ひ

と
き
わ
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。

01
年
生
ま
れ
、ほ
ろ
苦
登
板

大
畑
蓮
投
手 

      

福
岡
市
・
西
部
ガ
ス

「
21
世
紀
少
年
」
の
初
マ
ウ
ン

ド
は
、
究
極
の
ピ
ン
チ
だ
っ
た
。

五
回
、
差
が
２
点
に
広
が
り
な
お

１
死
満
塁
。
「
甲
子
園
は
同
じ
高

校
生
が
相
手
だ
が
、
こ
こ
は
年
上

ば
か
り
で
ハ
イ
レ
ベ
ル
。
怖
い
」

と
思
っ
た
。

最
初
は
４
番
の
26
歳
・
佐
藤
。

「
サ
イ
ン
が
見
え
づ
ら
く
て
」
と

集
中
を
欠
く
中
、
３
ボ
ー
ル
か
ら

フ
ル
カ
ウ
ン
ト
に
こ
ぎ
着
け
た
後

の
６
球
目
を
左
前
適
時
打
。
続
く

27
歳
・
辻
野
に
も
フ
ル
カ
ウ
ン
ト

か
ら
中
犠
飛
と
さ
れ
た
。

〔
ホ
ン
ダ
―
西
部
ガ
ス
〕
三
回
表
ホ
ン
ダ
無
死
、
千
野
二
塁
打
を
放

つ

〔Ｈｏｎｄａ―西部ガス〕西部ガスの３
番手で登板したが、適時打と犠飛を許
した大畑
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り
返
っ
た
劇
的
な
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
利

は
、
緊
急
登
板
し
た
守
護
神
の
好

投
あ
っ
て
の
も
の
だ
っ
た
。

京
都
市
を
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
襲

っ
た
の
は
、
互
い
に
無
得
点
の
五

回
１
死
二
塁
。
こ
こ
ま
で
３
安
打

無
失
点
と
好
投
を
続
け
て
き
た
先

発
の
榎
田
が
、
相
手
が
バ
ン
ト
し

た
ボ
ー
ル
（
記
録
は
フ
ァ
ウ
ル
）

を
処
理
し
よ
う
と
マ
ウ
ン
ド
を
駆

け
下
り
た
際
、
右
ふ
く
ら
は
ぎ
を

痛
め
、
無
念
の
降
板
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
予
想
外
の
事
態
に
、
松

村
監
督
は
抑
え
を
務
め
る
５
年
目

右
腕
・
小
松
の
投
入
を
決
め
た
。

普
段
な
ら
あ
り
え
な
い
早
い
タ
イ

ミ
ン
グ
に
も
、
「
『
ピ
ン
チ
で
は

小
松
』
と
決
め
て
い
た
」
と
松
村

監
督
。
迷
い
は
な
か
っ
た
。

こ
こ
ま
で
継
投
で
勝
ち
上
が
っ

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
カ
ウ
ン
ト

途
中
か
ら
登
板
を
告
げ
ら
れ
た
小

松
も
「
試
合
中
盤
で
も
準
備
は
で

き
て
い
た
」
。
最
初
の
打
者
を
伸

び
の
あ
る
直
球
で
空
振
り
三
振
、

次
の
打
者
も
決
め
球
の
チ
ェ
ン
ジ

ア
ッ
プ
で
遊
ゴ
ロ
に
打
ち
取
る
と
、

六
回
も
無
失
点
に
抑
え
て
先
制
点

へ
の
機
運
を
高
め
た
。

と
り
わ
け
目
を
引
い
た
の
が
、

球
の
キ
レ
だ
。
直
球
は
１
４
０
㌔

台
前
半
も
、
「
地
面
を
た
た
く
よ

う
に
」
ボ
ー
ル
を
押
し
込
む
こ
と

で
球
速
以
上
の
伸
び
を
生
み
、
高

め
の
釣
り
球
で
空
振
り
三
振
も

二
つ
奪
っ
た
。
２
回
戦
か
ら
映
像

中
継
に
導
入
さ
れ
た
弾
道
測
定
器

「
ト
ラ
ッ
ク
マ
ン
」
で
も
、
直
球

の
球
質
が
良
い
と
さ
れ
る
毎
分
２

５
０
０
回
転
に
近
い
数
値
を
何
度

も
計
測
し
た
。

小
松
の
同
期
で
、
七
回
か
ら
後

を
受
け
た
３
番
手
・
西
川
は
、
八

回
に
同
点
に
追
い
つ
か
れ
た
も
の

の
３
回
１
失
点
で
し
の
ぎ
、
最
後

は
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
。
急
き
ょ
降
板

し
た
10
年
目
の
榎
田
は
「
申
し
訳

な
い
」
と
わ
び
つ
つ
、
後
を
託
し

た
後
輩
た
ち
の
力
投
に
「
う
ち
に

は
頼
れ
る
投
手
が
た
く
さ
ん
い

っ
く
り
返
す
力
を
つ
け
る
の
が
課

題
だ
。

「
救
急
」守
護
神
、快
速
球

「
し
び
れ
ま
し
た
ね
」
。
開
口

一
番
、
京
都
市
の
松
村
監
督
が
振

ベ
ス
ト
４
が
出
そ
ろ
う

◇
第
10
日
（
12
月
１
日
）

準
々
決
勝
の
残
り
２
試
合
が
行

わ
れ
、
４
強
が
出
そ
ろ
っ
た
。
京

都
市
・
日
本
新
薬
（
近
畿
第
４
代

表
）
は
大
津
町
・
ホ
ン
ダ
熊
本

（
九
州
第
１
代
表
）
に
２
―
１
で

サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
、
第
65
回
大
会

（
１
９
９
４
年
）
以
来
26
年
ぶ
り

と
な
る
ベ
ス
ト
４
進
出
を
果
た
し

た
。

東
京
都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
（
東

京
第
２
代
表
）
は
高
知
市
・
四
国

銀
行
（
四
国
代
表
）
に
８
―
０
で

零
封
勝
ち
し
、
優
勝
し
た
第
88
回

大
会
（
２
０
１
７
年
）
以
来
の
４

強
入
り
。
２
日
の
準
決
勝
は
東
京

都
・
セ
ガ
サ
ミ
ー
―
狭
山
市
・
ホ

ン
ダ
、
京
都
市
・
日
本
新
薬
―
東

京
都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
組
み
合

わ
せ
で
行
わ
れ
る
。

京
都
市
、サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち 

　
　
　
投
手
陣
粘
り
、サ
ヨ
ナ
ラ
呼
び
込
む

京
都
市
が
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
。
六

回
、
北
川
の
適
時
打
で
先
制
し
、

同
点
で
迎
え
た
九
回
は
、
舩
曳
が

決
勝
の
適
時
打
を
放
っ
た
。
先

発
・
榎
田
は
五
回
途
中
で
降
板
し

た
が
、
２
番
手
・
小
松
が
無
失
点
、

３
番
手
・
西
川
は
最
少
失
点
で
し

の
い
だ
。
大
津
町
は
小
刻
み
な
継

投
で
投
手
陣
が
粘
っ
た
が
、
打
線

が
再
三
の
好
機
で
つ
な
が
ら
ず
、

八
回
に
稲
垣
の
適
時
打
で
１
点
を

返
す
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。

京
都
市
・
松
村
聡
監
督
　
若
い

チ
ー
ム
な
の
で
ゲ
ー
ム
の
中
で

日
々
成
長
し
て
い
る
。
（
舩
曳
に

つ
い
て
）
よ
く
打
っ
て
く
れ
た
。

あ
そ
こ
で
打
て
る
と
い
う
の
は
、

何
か
持
っ
て
い
る
。

大
津
町
・
渡
辺
正
健
監
督
　
小

刻
み
な
継
投
は
予
定
通
り
。
林
が

中
盤
を
作
っ
て
く
れ
た
の
で
、
そ

の
間
に
何
と
か
し
た
か
っ
た
。
ひ

　
▽
第
１
試
合
＝
準
々
決
勝

大

津

町 

０
０
０ 

０
０
０ 

０
１
０
　
１

（
ホ
ン
ダ
熊
本
）

（
日

本

新

薬
）

京

都

市 

０
０
０ 

０
０
１ 

０
０
１
　
２

【
審
】
鈴
木
孝
（
球
）
柳
、
一
木
、
日
高
（
塁
）

大津町　　打安点振球
⑨　山本卓３００１０
⑦　中　島３００００
Ｈ　持　永１００００
７　長　池０００００
⑥　稲　垣２１１０２
②　浜　岡４２０００
Ｄ　宮　川３００１０
④　石　井３１０１１
③　佐　藤４１０００
⑤　北　村２００２０
Ｈ　川　嶋１００００
５　正　林０００００
⑧　若　林３１０００
犠盗失併残─────
２００１６29６１５３
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
京都市　　打安点振球
⑧　舩　曳４２１１１
⑤　古　川２２００１
Ｄ　北　川４１１１０
④　福　永４２０００
⑦　藤　原４２０１０
③　正　木２０００１
⑨　井　澤３００００
Ｈ　吉　野００００１
Ｒ　松　本０００００
②　千　葉３００００
⑥　板　倉４００１０
犠盗失併残─────
３２０１９30９２４４

投　手回　打安振球責
中　津２　８３１００
　林　３1/313４２０１
片　山　２／３４１１１０
下　平１　５００２０
上ノ薗１２／３７１０１１

榎　田４1/316３３１０
小　松１２／３７１２１０
西　川３　11２０１１

▽二塁打　古川、佐藤
▽犠打　山本卓、宮川、
古川、正木、千葉▽盗
塁　舩曳、古川▽試合
時間　２時間33分

〔Ｈｏｎｄａ熊本―日本新薬〕先発・榎田のけがによる降板で五回途中から
登板し、力投する日本新薬の小松
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る
」
と
感
謝
し
き
り
だ
っ
た
。

試
合
前
、
松
村
監
督
は
選
手
ら

に
「
旗
を
取
り
に
行
く
ぞ
」
と
声

を
か
け
た
。
26
年
ぶ
り
の
準
決
勝

進
出
で
、
４
強
の
証
し
で
あ
る
黄

獅
子
旗
に
は
手
が
届
い
た
。
初
の

頂
点
ま
で
、
あ
と
２
試
合
。
盤
石

な
投
手
力
に
さ
ら
に
磨
き
が
か
か

っ
た
今
な
ら
、
黒
獅
子
旗
の
獲
得

は
夢
で
は
な
い
。

ア
ニ
キ
、同
点
打
実
ら
ず

稲
垣
翔
太
遊
撃
手 

　
大
津
町
・
ホ
ン
ダ
熊
本

八
回
、
予
選
か
ら
無
安
打
だ
っ

た
若
林
が
初
の
内
野
安
打
で
出
塁

し
、
内
野
ゴ
ロ
な
ど
で
２
死
三
塁

と
な
っ
た
場
面
で
打
席
に
立
っ
た
。

「
み
ん
な
が
つ
な
い
で
く
れ
た
。

自
分
も
と
に
か
く
次
に
回
そ
う
」

と
思
い
切
り
振
り
抜
い
た
球
は
同

点
の
右
前
打
に
な
っ
た
。
大
喜
び

す
る
味
方
ベ
ン
チ
に
向
か
っ
て
両

手
を
突
き
上
げ
た
。

１
、
２
回
戦
は
、
走
者
の
い
る

場
面
で
相
手
投
手
に
打
ち
取
ら
れ

続
け
、
無
安
打
に
終
わ
っ
た
。
試

合
後
、
職
場
の
人
や
Ｏ
Ｂ
か
ら

「
振
り
す
ぎ
じ
ゃ
な
い
か
」
と
助

言
す
る
メ
ー
ル
な
ど
が
来
た
。
大

舞
台
で
目
立
ち
た
い
気
持
ち
が
強

投
打
が
か
み
合
っ
た
東
京
都
が

大
勝
し
た
。
一
回
は
三
塁
打
の
向

山
が
内
野
ゴ
ロ
で
生
還
。
二
回
も

二
塁
打
の
笹
川
が
失
策
と
ボ
ー
ク

で
得
点
し
、
四
回
は
上
川
畑
の
３

点
二
塁
打
な
ど
で
４
点
を
取
る
な

ど
、
長
打
攻
勢
で
前
半
か
ら
主
導

権
を
握
っ
た
。
先
発
の
右
腕
・
堀

は
、
低
め
へ
の
制
球
が
よ
く
７
回

無
失
点
。

高
知
市
は
得
点
圏
に
な
か
な
か

走
者
を
進
め
ら
れ
ず
、
好
機
に
恵

ま
れ
な
か
っ
た
。

東
京
都
・
飯
塚
智
広
監
督
　
勝

て
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
。
（
先
発

の
堀
は
）
安
心
し
て
見
て
い
ら
れ

た
。
今
後
、
投
手
が
必
要
だ
っ
た

の
で
佐
々
木
が
投
げ
ら
れ
た
の
は

収
穫
。

高
知
市
・
中
川
毅
監
督
　
選
手

す
ぎ
て
、
バ
ッ
ト
も
空
回
り
し
て

い
た
。
「
自
分
が
決
め
る
」
の
で

は
な
く
「
チ
ー
ム
の
た
め
に
」
と
、

意
識
を
変
え
て
臨
ん
だ
の
が
功
を

奏
し
た
。

大
分
県
出
身
。
２
学
年
違
い
の

弟
誠
也
と
と
も
に
地
元
の
名
門
、

私
立
明
豊
中
・
高
に
進
み
、
甲
子

園
で
も
一
緒
に
プ
レ
ー
し
た
。
自

身
は
そ
の
ま
ま
ホ
ン
ダ
熊
本
に
入

社
。
弟
は
中
部
学
院
大
を
経
て
日

本
通
運
（
さ
い
た
ま
市
）
に
入
っ

た
。
今
大
会
は
初
戦
で
兄
弟
対
決

が
実
現
。
延
長
十
回
タ
イ
ブ
レ
ー

ク
の
末
に
、
大
津
町
が
さ
い
た
ま

市
に
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
た
。
弟
か

ら
「
ど
う
に
か
勝
っ
て
く
れ
」
と

託
さ
れ
た
思
い
を
受
け
取
り
、
弟

が
ス
タ
ン
ド
か
ら
見
守
る
中
で
、

貴
重
な
同
点
打
を
放
っ
た
。
試
合

後
は
「
ナ
イ
ス
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
。

お
疲
れ
様
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
来

た
。同

点
打
の
後
に
盗
塁
を
仕
掛
け

た
が
失
敗
し
、
勝
ち
越
し
に
つ
な

げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
は
悔
い

が
残
る
。
「
あ
そ
こ
で
決
め
る
勇

気
が
足
り
な
か
っ
た
」
。
互
い
に

課
題
を
持
ち
帰
り
、
こ
れ
か
ら
も

切
磋
琢
磨
す
る
。

電
光
石
火
、東
京
都
大
勝 

　
　        

先
発
・
堀
好
投
、７
回
を
無
失
点

　
▽
第
２
試
合
＝
準
々
決
勝

高

知

市 

０
０
０ 

０
０
０ 

０
０
０
　
０

（
四

国

銀

行
）

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
）

東

京

都 
１
１
１ 

４
０
１ 

０
０
×
　
８

【
審
】
土
井
（
球
）
清
水
、
西
貝
、
堀
井
（
塁
）

高知市　　打安点振球
Ｄ　山　中４００００
⑧　真　田３００２１
③　小　林４００１０
②　　南　３１０００
⑤　平　瀬２００００
Ｈ５十　河１００００
⑥　水　野２０００１
⑦　柴　田３２０００
⑨　橋　川３００００
④　下　村３１０００
犠盗失併残─────
００２１３28４０３２
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
東京都　　打安点振球
⑧　向　山２１００１
Ｈ９長　澤１１１００
⑤　小　林３０２００
④　下　川２１００１
Ｒ４阿　部１００００
⑦　火ノ浦２０１００
Ｈ７越　前１００１０
⑨　笹　川２１０００
Ｈ９８楠　２００００
Ｄ　〼　澤１０００１
ＨＤ宮　内２１０００
③　喜　納３１０００
Ｈ３二十八１００００
②　保　坂２０００１
２　佐久本１００００
⑥　上川畑４１３００
犠盗失併残─────
２２０２４30７７１４

投　手回　打安振球責
佐　田３0/317４０３６
南　川５　19３１１１

　堀　７　23２２２０
佐々木１　３１０００
飯　嶋　２／３３１１００
稲毛田　1/3１００００

▽三塁打　向山▽二塁
打　笹川、上川畑、下
村▽犠打　小林（東）、
火ノ浦▽盗塁　下川、
喜納▽失策　平瀬、水
野▽暴投　飯嶋▽ボー
ク　佐田▽試合時間　
２時間10分

〔Ｈｏｎｄａ熊本―日本新薬〕八回表Ｈｏｎｄａ熊本２死
三塁、同点適時打を放ち、一塁でガッツポーズする稲垣

〔
四
国
銀
行
―
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
〕
一
回
裏
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
無
死
、
向

山
が
三
塁
打
を
放
つ
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数
が
多
く
な
い
中
で
、
（
初
の
８

強
入
り
に
よ
り
）
全
国
で
の
勝
ち

方
を
学
べ
た
。
さ
ら
に
実
力
を
積

み
上
げ
、
強
豪
と
渡
り
合
い
た
い
。

「
社
会
人
野
球
の
申
し
子
」が
勢
い

電
光
石
火
の
先
制
劇
だ
っ
た
。

主
役
は
東
京
都
の
１
番
・
向
山
。

一
回
、
先
頭
で
打
席
に
立
つ
と
、

４
球
目
の
外
角
の
直
球
を
逆
ら
わ

ず
に
捉
え
て
右
翼
線
三
塁
打
。
続

く
小
林
が
初
球
を
打
ち
返
し
、
二

塁
手
の
前
に
転
が
す
間
に
俊
足
を

生
か
し
て
悠
々
生
還
。
わ
ず
か
５

球
で
も
の
に
し
た
先
取
点
に
、
向

山
は
「
チ
ー
ム
を
勢
い
づ
け
る
た

め
に
こ
こ
に
い
る
。
良
い
結
果
が

出
せ
た
」
と
胸
を
張
っ
た
。

「
社
会
人
野
球
の
申
し
子
」
と

も
い
え
る
血
筋
だ
。
父
の
隆
康
さ

ん
は
、
か
つ
て
の
名
門
、
東
京

都
・
熊
谷
組
（
休
部
）
で
強
打
の

左
打
者
と
し
て
活
躍
し
、
第
63
回

大
会
（
１
９
９
２
年
）
で
久
慈
賞

に
輝
い
た
名
選
手
。
飯
塚
監
督
が

「
伝
説
」
と
敬
意
を
払
い
、
向
山

自
身
も
「
す
ご
い
選
手
」
と
憧
れ

る
存
在
だ
。

父
の
背
中
を
追
い
か
け
る
よ
う

に
野
球
を
始
め
た
。
神
奈
川
・
法

政
二
高
か
ら
法
大
に
進
学
す
る
と
、

４
年
時
の
２
０
１
８
年
に
は
主
将

を
務
め
た
。
同
年
秋
に
東
京
六
大

学
で
リ
ー
グ
優
勝
し
、
プ
ロ
志
望

届
も
出
し
た
が
指
名
が
な
く
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
入
社
。
今
も
追
い

求
め
る
理
想
像
は
、
父
と
同
じ

「
打
率
に
こ
だ
わ
り
、
長
打
も
打

て
る
」
打
者
だ
。
今
大
会
は
３
試

合
で
８
打
数
４
安
打
３
打
点
、
１

本
塁
打
と
、
父
と
遜
色
な
い
存
在

感
を
示
し
て
い
る
。

向
山
の
快
足
巧
打
に
引
っ
張
ら

れ
る
よ
う
に
、
打
線
は
活
性
化
。

向
山
ら
上
位
の
み
な
ら
ず
、
９
番

の
上
川
畑
が
四
回
に
走
者
一
掃
の

３
点
二
塁
打
を
放
つ
な
ど
、
元
気

い
っ
ぱ
い
。
７
安
打
で
８
得
点
と

効
率
良
く
、
ま
さ
に
盤
石
の
４
強

進
出
だ
。

高
知
市
右
腕
、悔
恨
デ
ビ
ュ
ー

強
気
が
持
ち
味
の
新
人
右
腕

は
、
マ
ウ
ン
ド
で
苦
悩
し
て
い
た
。

「
ど
こ
に
投
げ
て
も
空
振
り
を
取

れ
ず
、
レ
ベ
ル
の
差
を
痛
感
し

た
」
。

四
回
途
中
６
失
点
で
ノ
ッ
ク
ア

ウ
ト
さ
れ
た
高
知
市
の
先
発
・
佐

田
は
、
悔
し
さ
を
か
み
殺
し
な
が

ら
淡
々
と
言
葉
を
継
い
だ
。

今
大
会
初
登
板
な
が
ら
、
緊
張

は
な
か
っ
た
と
い
う
。
だ
が
一
回

の
投
球
練
習
で
、
捕
手
の
ミ
ッ
ト

を
そ
れ
る
「
大
暴
投
」
。
中
川
監

督
が
「
普
段
そ
う
い
う
こ
と
は
な

い
選
手
」
と
感
じ
た
異
変
は
現
実

の
も
の
と
な
っ
た
。

強
豪
相
手
に
番
狂
わ
せ
を
起
こ

す
に
は
、
追
う
展
開
は
避
け
た
か

っ
た
。
だ
が
、
１
番
打
者
に
直
球

を
は
じ
き
返
さ
れ
た
三
塁
打
を
足

場
に
あ
っ
さ
り
失
点
。
二
回
無
死

一
、
三
塁
で
は
追
い
込
ん
で
か
ら

フ
ァ
ウ
ル
で
粘
ら
れ
、
ま
さ
か
の

ボ
ー
ク
で
２
点
目
を
献
上
し
た
。

「
四
国
で
は
真
っ
す
ぐ
で
奪
え
た

空
振
り
が
取
れ
ず
、
組
み
立
て
が

難
し
く
な
っ
た
」
。
制
球
に
も
苦

し
み
、
さ
ら
に
１
点
を
許
し
て
迎

え
た
四
回
に
２
四
球
と
単
打
で
無

死
満
塁
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
交

代
を
告
げ
ら
れ
た
。

高
知
・
明
徳
義
塾
高
―
拓
大
か

ら
今
春
入
社
す
る
と
、
今
大
会
１

回
戦
で
完
封
し
た
主
戦
の
菊
池
に

対
し
「
自
分
が
エ
ー
ス
に
な
り
ま

す
」
と
繰
り
返
し
宣
言
。
決
意
を

口
に
す
る
こ
と
で
逃
げ
場
を
作
ら

ず
鍛
錬
に
励
み
、
投
手
陣
の
２
番

手
格
に
台
頭
し
た
。

初
の
８
強
入
り
を
決
め
た
２
回

戦
の
門
真
市
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
戦

に
臨
む
前
、
中
川
監
督
は
選
手
に

「
勝
っ
て
伝
説
を
作
ろ
う
」
と
声

を
掛
け
た
と
い
う
。
未
到
だ
っ

た
領
域
で
の
歩
み
は
止
ま
っ
た

が
「
全
国
で
の
勝
ち
方
を
学
べ
た

と
思
う
。
来
年
以
降
、
今
を
下
限

に
一
つ
一
つ
積
み
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
中
川
監
督
。
佐
田
も
「
力

を
つ
け
直
し
、
来
年
こ
そ
リ
ベ
ン

ジ
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
前

を
見
据
え
た
。

〔
四
国
銀
行
―
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
〕
力
投
す
る
四
国
銀
行
の
先
発
・
佐

田

1
-1

-2
　

3
B
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０
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９
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年
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
に
も
出
場
し

た
ア
マ
チ
ュ
ア
球
界
を
代
表
す
る

選
手
で
、
プ
ロ
野
球
・
ヤ
ク
ル
ト

な
ど
で
も
プ
レ
ー
し
た
。
「
読

み
や
『
割
り
切
り
』
の
部
分
は
、

（
父
の
）
背
中
を
見
て
学
ん
だ
」

と
い
う
。
こ
の
日
、
真
一
さ
ん
が

テ
レ
ビ
で
見
守
る
中
、
タ
イ
ブ
レ

ー
ク
で
見
せ
た
思
い
切
り
の
良
い

ス
イ
ン
グ
に
、
そ
の
一
端
が
見
え

た
。今

季
の
チ
ー
ム
は
２
回
戦
の
横

浜
市
・
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
戦
で
タ
イ
ブ

レ
ー
ク
の
末
に
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
す
る
な
ど
勝
負
強
さ
が
光
る
。

こ
の
日
も
六
回
に
セ
ガ
サ
ミ
ー
の

一
発
攻
勢
に
遭
っ
て
一
度
は
逆
転

さ
れ
た
も
の
の
、
ベ
ン
チ
は
「
何

ず
に
戦
っ
た
の
で
勝
利
に
つ
な
が

っ
た
。

東
京
都
・
西
田
真
二
監
督
　

（
相
手
先
発
の
左
腕
・
東
野
）
チ

ェ
ン
ジ
ア
ッ
プ
が
良
い
投
手
に
は
、

左
打
者
の
ほ
う
が
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
と
思
っ
て
い
た
が
。
選
手
は
よ

く
頑
張
っ
た
。

好
調
４
番
・
佐
藤
が
決
め
た

劣
勢
を
は
ね
返
す
強
さ
が
無
け

れ
ば
こ
の
大
舞
台
で
は
勝
ち
き
れ

な
い
。
狭
山
市
が
し
ぶ
と
さ
を
発

揮
し
た
の
は
延
長
十
回
、
今
大
会

チ
ー
ム
２
度
目
の
タ
イ
ブ
レ
ー
ク

の
場
面
だ
。

１
死
満
塁
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

先
頭
の
井
上
は
一
邪
飛
に
終
わ
っ

た
。
も
や
も
や
と
し
た
ム
ー
ド
の

中
で
打
席
に
入
っ
た
の
は
４
番
・

佐
藤
。
前
の
打
席
で
は
得
点
機
に

空
振
り
三
振
に
倒
れ
、
「
今
度
こ

そ
打
っ
て
や
る
」
と
気
力
は
充
実

し
て
い
た
。
低
め
を
す
く
い
上
げ

た
打
球
は
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
を

直
撃
。
１
回
戦
の
大
阪
市
・
大
阪

ガ
ス
戦
に
続
く
今
大
会
２
本
目
の

本
塁
打
に
、
仲
間
と
抱
き
合
っ
て

喜
ん
だ
。

父
真
一
さ
ん
は
札
幌
市
・
た
く

ぎ
ん
（
当
時
）
で
活
躍
。
日
本
代

表
の
中
心
打
者
と
し
て
１
９
９
２

決
勝
は
関
東
勢
対
決
に

◇
第
11
日
（
12
月
２
日
）

準
決
勝
２
試
合
が
行
わ
れ
、
３

日
の
決
勝
は
狭
山
市
・
ホ
ン
ダ

（
南
関
東
第
１
代
表
）
と
東
京

都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
（
東
京
第
２

代
表
）
の
組
み
合
わ
せ
に
決
ま
っ

た
。
出
場
34
回
目
の
狭
山
市
は
第

80
回
大
会
（
２
０
０
９
年
）
以
来
、

出
場
44
回
目
の
東
京
都
は
第
88
回

大
会
（
17
年
）
以
来
、
と
も
に
３

回
目
の
頂
点
を
目
指
す
。

第
１
試
合
は
狭
山
市
が
延
長
十

回
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
末
、
６
―
２

で
東
京
都
・
セ
ガ
サ
ミ
ー
（
東
京

第
３
代
表
）
を
逆
転
で
破
っ
た
。

セ
ガ
サ
ミ
ー
は
初
の
決
勝
を
逃
し
、

過
去
最
高
だ
っ
た
第
89
回
大
会

（
18
年
）
の
４
強
を
超
え
ら
れ
な

か
っ
た
。

第
２
試
合
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が

京
都
市
・
日
本
新
薬
（
近
畿
第
４

代
表
）
と
の
接
戦
を
１
―
０
で
制

し
た
。
京
都
市
も
初
の
決
勝
進
出

を
逃
し
た
。

狭
山
市
、豪
快
満
塁
弾 

　
　
　  

２
度
目
の
延
長
戦
を
制
し
決
勝
へ

狭
山
市
が
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
に
持

ち
込
み
、
一
発
で
決
め
た
。
九
回

１
死
満
塁
か
ら
千
野
が
同
点
の
左

犠
飛
。
延
長
十
回
は
２
死
満
塁
か

ら
佐
藤
の
中
越
え
本
塁
打
で
勝
ち

越
し
た
。
投
げ
て
は
抑
え
の
福
島

が
締
め
た
。

東
京
都
は
六
回
、
小
野
田
と
根

岸
の
連
続
本
塁
打
で
勝
ち
越
し
、

七
回
に
は
本
塁
突
入
を
阻
止
す
る

な
ど
堅
守
が
光
っ
た
が
、
陶
久
が

力
尽
き
た
。

狭
山
市
・
開
田
成
幸
監
督
　

（
東
京
都
の
）
西
田
監
督
と
試
合

前
、
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
話
を
し
た

ら
現
実
に
な
っ
た
。
選
手
が
諦
め

狭山市　　打安点振球
⑨　吉　田３０００２
⑤　津　田４１０００
⑦　井　上４０００１
Ｄ　佐　藤５３４２０
②　辻　野４００１１
③　山本兼３００１０
Ｈ　北　岡１００００
Ｒ　前　川０００００
３　山本瑛１００００
⑧　鈴　木４３１００
⑥　檜　村３１００１
④　千　野３０１１０
犠盗失併残─────
２０００1035８６５５
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
東京都　　打安点振球
⑦　本　間４１０００
④　大　内３００００
⑨　小野田５１１３０
③　根　岸４３１１１
Ｄ　澤良木１０００１
ＲＤ北　川１００００
ＨＤ市根井１００００
⑧　植　田４００００
⑥　中　川４２０１０
②　須　田３００１０
⑤　北　阪２００００
５　砂　川２００１０
犠盗失併残─────
２１１０1034７２７２

投　手回　打安振球責
東　野５２／３23４３２２
　橘　１　４１１００
田　村　1/3１００００
福　島２２／３10２３００

草　海６　21２３１１
三　宮１1/3６３１００
陶　久２　13３１３１
横　田　1/3２００１０

▽本塁打　鈴木１号①
（草海）小野田１号
①（東野）根岸１号
①（東野）佐藤２号④
（陶久）▽二塁打　中
川、鈴木▽犠打　津田、
千野、大内、須田▽盗
塁　根岸▽失策　根岸
▽暴投　草海▽試合時
間　３時間８分

　
▽
第
１
試
合
＝
準
決
勝

狭

山

市 

０
０
１ 

０
０
０ 

０
０
１ 

４
　
６

（
ホ

ン

ダ
）

（
セ
ガ
サ
ミ
ー
）

東

京

都 

０
０
０ 

０
０
２ 

０
０
０ 

０
　
２

（
延
長
十
回
、
十
回
か
ら
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
）

【
審
】
小
出
（
球
）
須
田
、
土
井
、
熊
倉
（
塁
）

〔Ｈｏｎｄａ―セガサミー〕延長タイブレーク十回表Ｈｏ
ｎｄａ２死満塁、佐藤が中越え満塁本塁打を放つ
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か
が
起
こ
る
」
と
い
う
雰
囲
気
に

満
ち
て
い
た
。
九
回
に
追
い
つ
き
、

延
長
で
勝
ち
越
し
た
「
反
発
力
」

こ
そ
狭
山
市
の
強
み
と
な
っ
て
い

る
。今

大
会
４
試
合
で
打
率
４
割
超
、

計
８
打
点
と
好
調
の
佐
藤
は
「
あ

と
一
歩
。
今
ま
で
通
り
、
劣
勢
で

も
優
勢
に
で
き
る
よ
う
に
一
丸
と

な
っ
て
戦
う
」
と
頼
も
し
い
。

11
年
前
の
優
勝
の
味
を
知
る
選

手
は
い
な
い
。
新
世
代
チ
ー
ム
の

４
番
と
し
て
頂
点
を
つ
か
み
に
行

く
。

頂
上
目
前
、東
京
都
散
る

タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
延
長
十
回
、

抑
え
の
８
年
目
右
腕
・
陶
久
が
満

塁
本
塁
打
を
浴
び
た
。
あ
ま
り
に

痛
い
敗
戦
に
も
、
東
京
都
の
西
田

監
督
は
「
何
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
。

豪
快
な
負
け
っ
ぷ
り
で
就
任
１
年

目
の
快
進
撃
を
終
え
た
指
揮
官
は
、

吹
っ
切
れ
た
表
情
だ
っ
た
。

１
点
リ
ー
ド
で
九
回
の
守
備
を

迎
え
た
選
手
た
ち
は
、
初
の
決
勝

進
出
を
意
識
し
て
い
る
の
か
、
明

ら
か
に
硬
く
な
っ
て
い
た
。
１
死

後
、
六
回
に
勝
ち
越
し
ソ
ロ
を
放

っ
た
一
塁
手
の
根
岸
が
ゴ
ロ
を
は

じ
い
て
失
策
し
た
。
「
大
事
に
打

球
を
処
理
し
よ
う
、
と
思
い
す
ぎ

た
。
前
に
出
て
捕
球
し
て
い
れ
ば

…
…
」
。
さ
ら
に
守
り
の
ミ
ス
で

出
た
走
者
の
生
還
を
許
し
て
し
ま

い
、
逆
に
狭
山
市
に
勢
い
を
与
え

て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
ま
で
の
３
試
合
、
中
盤
以

降
は
補
強
の
左
腕
・
三
宮
（
明
治

安
田
生
命
）
か
ら
陶
久
へ
と
つ
な

ぐ
継
投
策
で
相
手
打
線
を
封
じ
込

め
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
延
長
タ

イ
ブ
レ
ー
ク
で
の
満
塁
本
塁
打
も

含
め
て
、
最
も
大
事
な
局
面
で
詰

め
が
甘
く
な
っ
た
こ
の
日
の
投
球

に
「
申
し
訳
な
い
」
と
つ
ぶ
や
く

し
か
な
か
っ
た
。

悔
い
が
残
る
結
果
に
は
な
っ
た

が
、
チ
ー
ム
に
と
っ
て
は
現
有
戦

力
の
底
上
げ
が
で
き
た
大
会
だ
っ

た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
主
力
打

者
が
結
果
を
出
せ
な
け
れ
ば
、
試

合
序
盤
か
ら
交
代
さ
せ
、
投
手
陣

も
早
め
早
め
の
継
投
で
相
手
の
攻

勢
を
か
わ
し
て
き
た
。
独
立
リ
ー

グ
で
10
年
以
上
指
揮
を
執
っ
て
き

た
西
田
監
督
。
初
挑
戦
と
な
る
社

会
人
野
球
の
舞
台
で
も
、
結
果
を

出
す
た
め
に
シ
ビ
ア
な
判
断
を
下

し
て
き
た
。
厳
し
い
競
争
を
繰
り

返
す
こ
と
で
台
頭
し
た
の
が
、
こ

の
日
６
回
１
失
点
と
好
投
し
た
４

年
目
右
腕
の
草
海
。
実
戦
の
中
で

若
い
力
を
引
き
出
し
た
監
督
の
手

腕
が
光
っ
た
。

西
田
監
督
は
「
（
最
高
峰
）
富

士
山
の
頂
上
ま
で
も
う
少
し
だ
っ

た
」
と
振
り
返
り
つ
つ
、
す
ぐ
さ

ま
「
選
手
に
は
刺
激
を
与
え
ま

す
」
と
チ
ー
ム
内
で
の
さ
ら
な
る

競
争
を
予
告
し
た
。
敗
戦
の
苦
い

味
を
知
っ
た
選
手
た
ち
だ
か
ら
こ

そ
、
さ
ら
な
る
成
長
を
信
じ
て
い

る
。

東
京
都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
、競
り
勝
つ 

　
　
京
都
市
・
西
川
、１
失
点
完
投
も
惜
敗

東
京
都
が
投
手
戦
を
制
し
た
。

四
回
、
丸
山
の
安
打
を
足
場
に
犠

打
、
四
死
球
で
２
死
満
塁
と
し
、

桝
澤
の
適
時
打
で
１
点
を
先
取
し

た
。
先
発
・
大
竹
は
制
球
力
を
生

か
し
、
要
所
で
フ
ォ
ー
ク
を
決
め

て
７
回
無
失
点
。
八
回
か
ら
は
熊

谷
が
締
め
た
。

京
都
市
も
先
発
・
西
川
が
丁
寧

な
投
球
で
最
少
失
点
に
抑
え
て
完

投
し
た
が
、
六
回
１
死
一
、
二
塁

の
反
撃
機
を
生
か
せ
な
か
っ
た
。

東
京
都
・
飯
塚
智
広
監
督
　

（
先
発
の
）
大
竹
は
予
定
通
り
、

よ
く
投
げ
て
く
れ
た
。
ま
だ
ま
だ

山
の
途
中
。
ホ
ン
ダ
は
強
豪
だ
が
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
状
態
に
戻
し
て
挑

み
た
い
。

京
都
市
・
松
村
聡
監
督
　
相
手

の
ほ
う
が
上
だ
っ
た
。
一
球
に
対

す
る
執
着
心
と
か
、
勝
ち
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
足
り
な
か
っ
た
。

力
の
差
は
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
と

は
思
う
。

ベ
テ
ラ
ン
右
腕
、７
回
を
零
封

最
も
試
合
が
遅
い
、
出
場
チ
ー

ム
の
し
ん
が
り
を
務
め
た
東
京
都
。

　
▽
第
２
試
合
＝
準
決
勝

東

京

都 

０
０
０ 

１
０
０ 

０
０
０
　
１

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
）

（
日

本

新

薬
）

京

都

市 

０
０
０ 

０
０
０ 

０
０
０
　
０

【
審
】
山
口
（
球
）
須
藤
、
小
原
、
深
沢
（
塁
）

東京都　　打安点振球
⑧　向　山４００１０
④６丸　山４２０００
⑤　下　川３１０１０
⑦　火ノ浦３００１１
⑨　笹　川３０００１
Ｄ　桝　澤３１１０１
③　喜　納３００２０
②　保　坂３００００
⑥　上川畑１０００１
Ｈ　　楠　１００１０
４　阿　部０００００
犠盗失併残─────
２２００６28４１６４
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
京都市　　打安点振球
⑧　舩　曳４００００
⑤　古　川４００１０
Ｄ　北　川３００２０
④　福　永３００００
⑦９藤　原２００１０
Ｈ　黒　川１００１０
９　松　本０００００
③　濵　田２００１０
Ｈ３正　木１００００
⑨　井　澤１００１０
Ｈ　田　中１００１０
７　大　崎１００００
②　鎌　田３１０００
⑥　板　倉２１０００
Ｈ　大　畑１００００
犠盗失併残─────
００１０２29２０８０

投　手回　打安振球責
大　竹７　23２７００
熊　谷２　６０１００

西　川９　34４６４１

▽犠打　下川、喜納▽
盗塁　下川、上川畑▽
失策　福永▽試合時間
　２時間31分

〔Ｈｏｎｄａ―セガサミー〕延長タイブレークの末、Ｈｏｎｄａに敗れ
黄獅子旗を受け取るセガサミーの宮川主将（左から２人目）
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２
回
戦
以
降
、
勝
ち
上
が
れ
ば
決

勝
ま
で
４
連
戦
と
厳
し
い
日
程
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
投
手

起
用
に
悩
ん
で
い
た
東
京
都
の
飯

塚
監
督
は
、
負
け
ら
れ
な
い
準
決

勝
の
舞
台
で
伝
家
の
宝
刀
を
抜
い

た
。
「
で
き
れ
ば
最
後
ま
で
使
い

た
く
な
い
。
う
ち
の
お
守
り
」
と

呼
ぶ
ベ
テ
ラ
ン
右
腕
の
大
竹
を
先

発
に
起
用
し
た
。
六
回
１
死
ま
で

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
投
球
を
続
け
た
結

果
、
７
回
２
安
打
無
失
点
。
完
璧

な
内
容
で
投
手
戦
を
制
す
る
原
動

力
と
な
っ
た
。

六
回
１
死
、
京
都
市
・
鎌
田
に

中
前
打
を
浴
び
、
こ
の
日
初
安
打

を
許
し
た
。
「
（
完
全
試
合
は
）

意
識
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う

が
、
こ
の
一
打
で
緊
張
感
が
解
け

た
の
か
、
続
く
板
倉
に
も
左
前
打

を
打
た
れ
一
、
二
塁
。
だ
が
、
こ

こ
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
修
正
力
を
発

揮
し
た
。

疲
労
か
ら
よ
り
球
に
勢
い
を
つ

け
る
た
め
に
上
体
の
動
き
が
大
き

く
な
っ
て
い
た
こ
と
に
気
付
い
た
。

「
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
」
な
フ
ォ
ー

ム
を
心
掛
け
る
と
、
球
を
低
め
に

抑
え
込
め
た
。

１
番
・
舩
曳
に
は
フ
ォ
ー
ク
、

２
番
・
古
川
は
ス
ラ
イ
ダ
ー
と
低

め
の
変
化
球
で
後
続
２
人
を
外
野

フ
ラ
イ
に
打
ち
取
り
、
悠
々
と
ベ

ン
チ
に
引
き
上
げ
た
。

愛
知
高
、
関
東
学
院
大
出
身
の

入
社
13
年
目
。
チ
ー
ム
最
年
長
の

35
歳
と
な
っ
て
も
、
黒
獅
子
旗
を

獲
得
し
た
３
年
前
の
決
勝
で
の
屈

辱
を
忘
れ
て
は
い
な
い
。
エ
ー
ス

の
期
待
を
受
け
て
先
発
し
な
が
ら
、

３
回
途
中
４
失
点
で
降
板
。
優
勝

こ
そ
味
わ
っ
た
が
、
「
早
々
に
マ

ウ
ン
ド
を
降
り
て
、
チ
ー
ム
に
迷

惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
」
。
リ
ベ

ン
ジ
す
る
た
め
に
、
決
勝
進
出
は

不
可
欠
だ
っ
た
。

豊
富
な
投
手
陣
を
誇
る
東
京
都
。

こ
の
日
94
球
を
投
じ
た
ベ
テ
ラ
ン

右
腕
に
、
決
勝
の
マ
ウ
ン
ド
に
立

つ
機
会
が
与
え
ら
れ
る
か
は
わ
か

ら
な
い
が
、
「
投
げ
た
い
。
最
後

の
優
勝
の
瞬
間
を
マ
ウ
ン
ド
で
迎

え
た
い
」
。
そ
う
、
強
く
望
ん
で

い
る
。

京
都
市
、初
の
決
勝
進
出
な
ら
ず

気
持
ち
で
投
げ
る
投
手
が
一
瞬
、

弱
気
に
な
っ
た
。
堅
守
の
京
都
市

に
生
ま
れ
た
わ
ず
か
な
ほ
こ
ろ
び

が
、
快
進
撃
を
止
め
た
。

四
回
２
死
二
塁
、
東
京
都
の
４

番
・
火
ノ
浦
を
迎
え
る
と
、
先
発

右
腕
・
西
川
が
突
如
、
制
球
を
乱

し
た
。
「
相
手
に
押
さ
れ
て
、
嫌

な
感
じ
が
し
た
」
。

大
き
く
外
れ
る
ボ
ー
ル
が
重
な

り
、
た
ま
ら
ず
ベ
テ
ラ
ン
捕
手
の

鎌
田
が
マ
ウ
ン
ド
に
駆
け
寄
っ
た

が
効
果
は
な
い
。

火
ノ
浦
を
四
球
で
歩
か
せ
る
と
、

続
く
笹
川
へ
の
初
球
が
死
球
に
。

２
死
満
塁
と
ピ
ン
チ
を
広
げ
る
と
、

修
正
で
き
な
い
ま
ま
６
番
・
桝
澤

に
甘
い
変
化
球
を
左
前
に
運
ば
れ
、

失
点
し
た
。

だ
が
、
五
回
以
降
は
１
４
０
㌔

中
盤
の
直
球
と
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

軸
に
、
気
迫
あ
ふ
れ
る
投
球
で
九

回
ま
で
無
失
点
に
封
じ
た
。
反
撃

は
及
ば
な
か
っ
た
が
、
「
守
り
の

野
球
」
を
旗
印
と
す
る
京
都
市
の

「
二
枚
看
板
」
に
恥
じ
な
い
１
２

７
球
だ
っ
た
。

チ
ー
ム
初
の
決
勝
進
出
は
逃
し

た
が
、
「
（
球
種
が
）
分
か
っ
て

い
て
も
打
て
な
い
ボ
ー
ル
を
投
げ

た
い
」
と
西
川
。
課
題
が
見
え
た

打
撃
に
も
、
松
村
監
督
は
「
一
つ

上
の
レ
ベ
ル
に
な
る
」
と
誓
っ
た
。

堅
守
の
「
新
薬
野
球
」
が
、
ど

れ
ほ
ど
の
攻
撃
力
を
備
え
て
東
京

ド
ー
ム
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
の
か
、

楽
し
み
だ
。

〔
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
日
本
新
薬
〕
７
回
無
失
点
と
好
投
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
の
先
発
・
大
竹

〔ＮＴＴ東日本―日本新薬〕試合に敗れ肩を落とす日本新薬
の選手たち
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ホ
ン
ダ
、11
年
ぶ
り
３
度
目
Ｖ

◇
最
終
日
（
12
月
３
日
）

狭
山
市
・
ホ
ン
ダ
が
関
東
勢
対

決
を
制
し
、
11
年
ぶ
り
に
３
回
目

の
王
座
へ
返
り
咲
い
た
。
３
日
に

行
わ
れ
た
都
市
対
抗
野
球
決
勝
で
、

３
年
ぶ
り
３
回
目
の
優
勝
を
狙
っ

た
東
京
都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
を
破

っ
た
。
橋
戸
賞
（
最
優
秀
選
手

賞
）
に
は
、
決
勝
３
ラ
ン
を
放
っ

た
狭
山
市
の
井
上
彰
吾
外
野
手
が

選
ば
れ
た
。

久
慈
賞
（
敢
闘
賞
）
は
東
京
都

の
向
山
基
生
外
野
手
が
獲
得
。
顕

著
な
活
躍
を
見
せ
た
チ
ー
ム
や
個

人
に
贈
ら
れ
る
小
野
賞
は
、
と
も

に
初
の
８
強
入
り
を
果
た
し
た
高

知
市
・
四
国
銀
行
と
福
岡
市
・
西

部
ガ
ス
が
受
賞
し
た
。
若
獅
子
賞

（
新
人
賞
）
は
狭
山
市
の
朝
山
広

憲
投
手
、
大
阪
市
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日

本
の
藤
井
健
平
外
野
手
、
倉
敷

市
・
三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ

ン
ズ
の
廣
畑
敦
也
投
手
が
選
ば
れ

た
。
首
位
打
者
は
、
指
名
打
者
と

し
て
20
打
数
10
安
打
と
打
率
５
割

の
成
績
を
残
し
た
狭
山
市
の
佐
藤

竜
彦
外
野
手
、
打
撃
賞
は
狭
山

市
・
吉
田
叡
生
外
野
手
が
獲
得
し

た
。
１
回
戦
で
史
上
初
の
大
会
通

算
１
０
０
勝
を
達
成
し
た
横
浜

市
・
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
に
特
別
賞
が
授

与
さ
れ
た
。

狭
山
市
、強
打
復
活 

　
　
　
　
　
東
京
都
、好
機
逃
し
１
点
の
み

投
打
の
か
み
合
っ
た
狭
山
市
が

快
勝
し
た
。
一
回
、
四
球
で
出
塁

し
た
先
頭
の
吉
田
が
二
盗
を
決
め

て
２
死
二
塁
と
し
、
佐
藤
の
適
時

打
で
先
制
。
そ
の
後
、
同
点
と
さ

れ
た
が
、
五
回
に
四
球
と
安
打
で

好
機
を
作
り
、
井
上
の
３
ラ
ン
で

勝
ち
越
し
た
。

今
大
会
３
度
目
の
先
発
と
な
っ

た
朝
山
は
打
者
の
内
角
を
突
く
速

球
と
ス
プ
リ
ッ
ト
を
効
果
的
に
使

い
、
８
回
を
被
安
打
３
、
７
奪
三

振
で
１
失
点
に
抑
え
る
好
投
。
九

回
は
福
島
が
締
め
た
。

東
京
都
は
二
回
に
喜
納
の
適
時

打
で
追
い
つ
い
た
が
、
そ
の
後
は

打
線
が
沈
黙
。
先
発
の
沼
田
も
五

回
途
中
４
失
点
と
崩
れ
、
踏
ん
張

れ
な
か
っ
た
。

狭
山
市
・
開
田
成
幸
監
督
　
朝

山
は
今
年
一
番
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
。

（
決
勝
３
ラ
ン
の
）
井
上
は
頼
り

に
な
る
。
選
手
た
ち
は
予
選
か
ら

粘
り
強
い
戦
い
を
見
せ
て
く
れ
た
。

朝
山
は
あ
そ
こ
ま
で
投
げ
て
く
れ

る
と
は
、
正
直
思
っ
て
い
な
か
っ

た
。
井
上
は
自
分
で
考
え
て
行
動

で
き
る
選
手
な
の
で
、
普
段
通
り

や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
話
を
こ
れ

ま
で
し
て
き
た
。
今
大
会
は
５
試

合
、
す
べ
て
が
楽
な
戦
い
で
は
な

か
っ
た
が
、
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
で
勝

っ
た
２
回
戦
と
、
相
手
の
ミ
ス
で

同
点
に
追
い
つ
い
た
準
決
勝
が
大

き
か
っ
た
。
点
と
点
を
つ
な
い
で

打
線
に
し
よ
う
と
意
識
し
て
き
た

が
、
つ
な
ぐ
野
球
を
実
践
で
き
た
。

ほ
っ
と
し
て
い
る
。

東
京
都
・
飯
塚
智
広
監
督
　
勝

た
せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
。
自
分
た

ち
の
打
撃
が
悪
か
っ
た
と
い
う
よ

り
、
相
手
投
手
が
良
か
っ
た
と
い

う
こ
と
。
選
手
は
役
割
を
果
た
し

た
。
先
発
を
託
し
た
沼
田
は
「
中

２
日
」
で
万
全
で
な
く
、
相
手
打

者
に
神
経
質
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
も
。
狭
山
市
打
線
を
打
ち
取

る
対
策
を
し
て
い
た
が
、
マ
ー
ク

を
し
て
い
た
井
上
選
手
に
決
勝
打

を
打
た
れ
た
の
が
悔
し
い
。

値
千
金
、井
上
３
ラ
ン 

　
　
　  

　
　
11
年
ぶ
り
Ｖ「
伝
統
」つ
む
ぐ

11
年
ぶ
り
の
復
活
優
勝
を
た
ぐ

り
寄
せ
る
、
値
千
金
の
一
振
り
だ

っ
た
。
同
点
の
五
回
１
死
一
、
二

塁
。
狭
山
市
の
３
番
・
井
上
が
右

中
間
に
決
勝
の
３
点
本
塁
打
。
一

塁
を
回
っ
た
直
後
、
勝
利
の
立
役

東京都　　打安点振球
⑧　向　山３１０１１
⑥　丸　山１００００
Ｈ　　楠　１１０００
④　下　川４１０００
⑦　火ノ浦４００２０
⑨　笹　川４１０２０
Ｄ　桝　澤３００２０
③　喜　納３１１１０
②　保　坂２００１０
Ｈ　宮　内１００００
２　佐久本０００００
⑤　小　林２０００１
犠盗失併残─────
２１００４28５１９２
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
狭山市　　打安点振球
⑨　吉　田２２００３
⑤　津　田３１０１０
⑦　井　上３１３１１
Ｄ　佐　藤２２１０２
②　辻　野４００３０
③　山本瑛３００２０
Ｈ　北　岡１００００
３　篠　塚０００００
⑧　鈴　木４１０１０
⑥　檜　村３１０００
④　千　野４００２０
犠盗失併残─────
３１００1029８４10６

投　手回　打安振球責
沼　田４1/321５７３４
熊　谷２　10２２２０
　堀　　２／３２００００
佐々木１　５１１１０

朝　山８　28３７２１
福　島１　４２２００

▽本塁打　井上１号③
（沼田）▽犠打　丸山
２、津田２、檜村▽盗
塁　笹川、吉田▽試合
時間　２時間49分

　
▽
決
勝
戦

東

京

都 

０
１
０ 

０
０
０ 

０
０
０
　
１

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
）

（
ホ

ン

ダ
）

狭

山

市 

１
０
０ 

０
３
０ 

０
０
×
　
４

【
審
】
堀
井
（
球
）
土
井
、
美
濃
、
福
寿
（
塁
）

〔日本生命―Ｈｏｎｄａ鈴鹿〕七回裏Ｈｏｎｄａ鈴鹿１死二塁、前田が右中間に
勝ち越しの適時三塁打を放つ

〔ＮＴＴ東日本―Ｈｏｎｄａ〕五回裏Ｈｏｎｄａ１死一、
二塁、井上が勝ち越しの３点本塁打を放つ
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者
は
と
び
は
ね
な
が
ら
、
何
度
も

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
繰
り
返
し
た
。

８
年
目
の
ベ
テ
ラ
ン
と
は
い
え
、

都
市
対
抗
で
の
決
勝
の
舞
台
に
立

つ
の
は
初
め
て
。
極
限
の
緊
張
状

態
の
中
で
も
、
井
上
は
度
胸
が
据

わ
っ
て
い
た
。
初
球
か
ら
「
チ
ェ

ン
ジ
ア
ッ
プ
を
狙
っ
て
い
た
」
。

狙
い
球
を
相
手
の
得
意
球
に
絞
り
、

低
め
に
来
た
そ
れ
を
完
璧
に
振
り

抜
い
た
。

前
回
、
黒
獅
子
旗
を
獲
得
し
た

２
０
０
９
年
の
狭
山
市
は
き
ら
び

や
か
だ
っ
た
。
「
ミ
ス
タ
ー
社
会

人
」
こ
と
西
郷
泰
之
や
、
長
野
久

義
（
現
・
プ
ロ
野
球
広
島
）
ら
長

距
離
打
者
が
君
臨
し
た
。
だ
が
、

今
の
チ
ー
ム
は
「
ス
タ
ー
選
手
が

い
な
い
」
と
い
う
辻
野
の
言
葉
が

示
す
よ
う
に
、
小
粒
な
選
手
が
多

い
。
そ
れ
で
も
、
09
年
当
時
は
控

え
選
手
だ
っ
た
開
田
監
督
が
、
選

手
た
ち
に
し
ぶ
と
さ
と
戦
術
を
植

え
付
け
、
伝
統
の
強
打
を
呼
び
起

こ
し
た
。

狭
山
市
に
と
っ
て
も
、
全
て
の

野
球
人
に
と
っ
て
も
、
今
回
の
黒

獅
子
旗
獲
得
は
単
な
る
優
勝
で
は

な
い
。
高
校
野
球
の
春
夏
の
甲
子

園
大
会
、
大
学
選
手
権
、
社
会
人

野
球
で
も
日
本
選
手
権
と
、
コ
ロ

ナ
禍
で
日
本
一
を
決
め
る
大
会
が

こ
と
ご
と
く
中
止
に
追
い
込
ま
れ

た
。
そ
ん
な
中
で
唯
一
行
わ
れ
た

の
が
、
都
市
対
抗
だ
っ
た
。

「
も
う
、
開
催
で
き
な
い
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
不
安
も
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
開
催
し
て
も
ら
え
て
、

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
」
と
振
り

返
っ
た
井
上
。
野
球
が
で
き
る
喜

び
と
優
勝
の
感
動
を
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
ふ
ん
だ
ん
に
味
わ
っ
た
。

先
輩
と
同
じ
栄
光
つ
か
ん
だ 

　
　
　
　 

背
番
号
10
を
受
け
継
ぎ
躍
動

井
上
彰
吾
選
手 

           

狭
山
市
・
ホ
ン
ダ

２
０
０
９
年
以
来
、
11
年
ぶ
り

の
優
勝
を
果
た
し
た
ホ
ン
ダ
。
快

進
撃
の
立
役
者
と
な
っ
た
の
は
、

11
年
前
の
全
国
制
覇
の
際
に
主
力

だ
っ
た
長
野
久
義
選
手
（
現
・
プ

ロ
野
球
の
広
島
）
と
高
校
・
大
学

が
同
じ
井
上
彰
吾
選
手
だ
。
６
学

年
上
の
強
打
者
の
背
を
追
い
、
大

学
卒
業
後
も
長
野
選
手
と
同
じ
ホ

ン
ダ
に
入
社
。
先
輩
が
つ
か
ん
だ

栄
光
を
目
指
し
、
チ
ー
ム
を
引
っ

張
っ
て
き
た
。

福
岡
県
出
身
で
、
地
元
の
筑
陽

学
園
高
か
ら
日
大
に
進
学
。
大
学

１
年
だ
っ
た
09
年
、
ホ
ン
ダ
に
い

た
長
野
選
手
が
都
市
対
抗
で
活
躍

す
る
姿
を
目
に
し
た
。
強
力
打

線
の
３
番
打
者
と
し
て
計
11
安

打
を
放
ち
、
首
位
打
者
賞
を
獲

得
。
「
か
っ
こ
い
い
な
」
と
憧
れ

た
。
明
治
神
宮
球
場
で
長
野
選
手

に
直
接
会
い
、
バ
ッ
ト
も
も
ら
っ

た
。
13
年
に
入
社
す
る
と
、
長
野

選
手
が
ホ
ン
ダ
時
代
に
つ
け
た
背

番
号
10
を
受
け
継
ぎ
「
同
じ
ユ
ニ

ホ
ー
ム
を
着
ら
れ
る
」
と
喜
ん
だ
。

今
大
会
は
、
11
年
前
に
偉
大
な

先
輩
が
輝
い
た
の
と
同
じ
３
番
に

座
り
、
勝
負
強
い
打
撃
を
再
三
見

せ
た
。
２
回
戦
で
は
１
点
を
追
う

延
長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
十
回
裏
１
死

満
塁
で
左
翼
線
に
鋭
い
当
た
り
を

放
ち
、
「
公
式
戦
で
初
め
て
」
と

い
う
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
の
２
点
適
時

打
。
準
々
決
勝
で
も
、
先
制
点
な

ど
２
打
点
を
挙
げ
た
。
決
勝
の
大

舞
台
で
は
、
試
合
を
決
め
る
本
塁

打
を
放
っ
た
。

若
手
が
多
い
チ
ー
ム
で
年
長
グ

ル
ー
プ
の
一
人
だ
が
、
初
心
を
忘

れ
る
こ
と
は
な
い
。
「
練
習
し
た

〔
Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
―
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
〕
四
回
裏
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
２
死
二
塁
、
火
ノ
浦
が
中
前
適
時
打
を
放
つ

◇第91回都市対抗野球大会 戦いの軌跡◇
優勝・Ｈｏｎｄａ

（丸囲み数字は延長、コールド回数）
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
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Ｊ
Ｒ
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パ
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富
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ハ
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ウ
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ホ
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福
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ガ
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石
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市
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日
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製
紙
石
巻

名
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ジ
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イ
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ジ
ェ
ク
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東
京
都
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鷺
宮
製
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大
阪
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ホ
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命

鈴
鹿
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ホ
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鈴
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東
京
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セ
ガ
サ
ミ
ー

豊
田
市
・
ト
ヨ
タ
自
動
車

倉
敷
市
・
三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
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千
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・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
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本
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人
が
成
果
を
出
す
。
そ
れ
を
自
分

が
姿
勢
で
示
し
、
チ
ー
ム
を
し
っ

か
り
引
っ
張
っ
て
い
く
」
。
開
田

成
幸
監
督
も
「
頼
り
に
な
る
存
在
。

試
合
に
出
て
い
な
い
時
も
ベ
ン
チ

で
鼓
舞
し
て
く
れ
る
」
と
信
頼
を

寄
せ
て
き
た
。

ホ
ン
ダ
は
09
年
の
都
市
対
抗
優

勝
後
、
な
か
な
か
２
回
戦
を
突
破

で
き
ず
、
チ
ー
ム
は
「
２
回
戦
の

壁
」
超
え
を
目
指
し
て
き
た
。
そ

し
て
今
回
、
入
社
後
７
年
で
た
ど

り
着
い
た
先
輩
と
同
じ
決
勝
の
舞

台
。
「
長
野
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、

僕
ら
の
ホ
ン
ダ
も
優
勝
し
た
い
」
。

そ
の
思
い
を
見
事
、
現
実
に
し
た
。

試
合
後
、
記
者
会
見
に
臨
ん
だ

井
上
選
手
は
、
長
野
選
手
に
つ
い

て
「
あ
ん
な
選
手
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
き
た
。
こ
れ
で
一
緒
に
な

っ
た
と
は
思
わ
な
い
が
、
う
れ
し

い
」
と
語
り
、
笑
み
を
浮
か
べ
た
。

ル
ー
キ
ー
、流
れ
呼
ぶ

朝
山
広
憲
投
手 

         

狭
山
市
・
ホ
ン
ダ

試
合
を
重
ね
る
ご
と
に
、
イ
ニ

ン
グ
を
重
ね
る
ご
と
に
進
化
し
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
。
新
人
な
が
ら

11
年
ぶ
り
の
頂
点
を
懸
け
た
一
戦

の
先
発
を
託
さ
れ
た
。
九
回
は
主

将
の
福
島
に
マ
ウ
ン
ド
を
譲
っ
た

が
、
勝
利
の
瞬
間
は
新
人
ら
し
く
、

ベ
ン
チ
か
ら
勢
い
よ
く
飛
び
出
し

た
。１

点
を
先
取
し
た
直
後
の
二
回
。

東
京
都
の
喜
納
に
適
時
打
を
浴
び
、

同
点
と
さ
れ
た
。
「
簡
単
に
点
を

や
っ
て
は
流
れ
を
持
っ
て
い
か
れ

る
」
。
こ
こ
で
一
気
に
ギ
ア
を
切

り
替
え
た
。
重
量
感
の
あ
る
１
４

０
㌔
台
の
直
球
、
ス
プ
リ
ッ
ト
な

ど
を
織
り
交
ぜ
五
回
ま
で
10
者
連

続
で
完
璧
に
抑
え
た
。
勝
ち
越
し

た
直
後
の
六
回
に
は
１
死
二
、
三

塁
の
ピ
ン
チ
を
迎
え
た
が
２
者
連

続
で
打
ち
取
り
、
反
撃
を
許
さ
な

か
っ
た
。

父
憲
重
さ
ん
は
１
９
８
３
年
夏

の
甲
子
園
で
大
阪
・
Ｐ
Ｌ
学
園
高

主
将
と
し
て
全
国
制
覇
。
本
田
技

研
（
現
ホ
ン
ダ
）
で
は
都
市
対
抗

に
８
回
出
場
し
、
コ
ー
チ
と
し
て

96
年
の
都
市
対
抗
優
勝
を
経
験
し

た
。栃

木
・
作
新
学
院
高
、
法
大
で

実
績
を
積
ん
だ
右
腕
も
父
に
負
け

じ
と
初
の
都
市
対
抗
で
頂
点
に
立

ち
、
若
獅
子
賞
も
手
に
し
た
。
そ

れ
で
も
、
こ
こ
で
満
足
す
る
つ
も

り
な
ど
な
い
。
「
来
年
も
う
一
回

優
勝
し
て
『
（
父
を
）
超
え
た
』

と
言
い
た
い
」

連
覇
果
た
し
た「
請
負
人
」 

　
　
　
　
　  

　「
来
年
こ
そ
自
チ
ー
ム
で
」

橘
朋
晃
投
手 

　
君
津
市
・
日
本
製
鉄
か
ず
さ
マ
ジ
ッ
ク

第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
で
、

第
80
回
大
会
（
２
０
０
９
年
）
以

来
３
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
狭

山
市
・
ホ
ン
ダ
。
３
日
の
決
勝
で

11
年
ぶ
り
に
広
が
っ
た
歓
喜
の
輪

の
中
に
、
一
人
だ
け
「
２
連
覇
」

を
成
し
遂
げ
た
選
手
が
い
た
。
準

決
勝
を
は
じ
め
３
試
合
で
好
救
援

し
た
橘
朋
晃
投
手
。
君
津
市
・
日

本
製
鉄
か
ず
さ
マ
ジ
ッ
ク
か
ら
補

強
選
手
と
し
て
参
加
し
、
前
回
大

会
で
は
千
葉
市
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日
本

の
補
強
で
優
勝
に
貢
献
し
た
「
優

勝
請
負
人
」
と
も
い
え
る
、
ま
さ

に
〝
持
っ
て
い
る
〟
男
だ
。

球
速
こ
そ
１
３
０
㌔
台
だ
が
、

抜
群
の
制
球
力
と
横
手
気
味
の
フ

ォ
ー
ム
か
ら
繰
り
出
す
多
彩
な
変

化
球
で
相
手
打
者
を
翻
弄
す
る
。

初
戦
の
大
阪
ガ
ス
戦
で
は
、
先

発
・
朝
山
の
不
調
で
四
回
途
中
か

ら
マ
ウ
ン
ド
に
上
が
る
と
、
七
回

途
中
ま
で
１
失
点
で
切
り
抜
け
勝

ち
投
手
に
な
っ
た
。
準
々
決
勝
の

西
部
ガ
ス
戦
で
は
八
回
無
死
一
、

三
塁
か
ら
登
板
。
反
撃
を
断
ち
切

り
、
九
回
も
３
人
で
締
め
た
。
準

決
勝
で
も
２
番
手
で
１
回
無
失
点

と
試
合
の
流
れ
を
つ
く
り
、
３
試

合
計
６
回
３
分
の
２
を
投
げ
て
被

安
打
７
、
１
失
点
。
優
勝
後
は
狭

山
市
の
選
手
か
ら
「
お
前
の
お
か

げ
だ
。
あ
り
が
と
う
」
と
声
を
か

け
ら
れ
た
。

自
チ
ー
ム
で
も
主
に
中
継
ぎ
、

抑
え
を
担
い
、
「
自
分
が
抑
え
れ

ば
勝
つ
、
打
た
れ
た
ら
負
け
る
と

い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
あ
る
リ
リ

ー
フ
の
ほ
う
が
、
先
発
よ
り
も
や

り
が
い
が
あ
る
」
と
公
言
す
る
強

心
臓
の
持
ち
主
。
狭
山
市
の
開
田

成
幸
監
督
は
「
制
球
が
良
く
、
ど

こ
で
も
い
け
る
万
能
型
。
橘
投
手

が
い
る
こ
と
で
、
し
っ
か
り
と
ゲ

ー
ム
プ
ラ
ン
が
立
て
ら
れ
て
心
強

い
」
と
補
強
に
選
ん
だ
理
由
を
語

る
。
昨
19
年
優
勝
し
た
千
葉
市
で

も
、
本
田
ら
先
発
陣
か
ら
中
盤
ま

で
に
橘
に
ス
イ
ッ
チ
、
抑
え
の
須

田
へ
と
つ
な
ぐ
パ
タ
ー
ン
を
確
立

さ
せ
頂
点
ま
で
駆
け
上
が
っ
た
。

福
岡
県
出
身
。
日
本
文
理
大
３

年
時
に
、
別
の
投
手
の
視
察
に
訪

れ
て
い
た
か
ず
さ
マ
ジ
ッ
ク
の
鈴

木
秀
範
前
監
督
か
ら
そ
の
才
能
を

み
い
だ
さ
れ
た
。
も
と
も
と
卒
業

後
は
「
普
通
に
就
職
し
、
野
球
は

や
め
る
つ
も
り
だ
っ
た
」
と
い
う

橘
だ
が
、
小
気
味
よ
い
テ
ン
ポ
と

キ
レ
の
あ
る
投
球
に
「
ひ
と
め
ぼ

れ
し
た
」
鈴
木
前
監
督
か
ら
熱
心

に
入
社
を
誘
わ
れ
、
野
球
を
続
け

る
決
断
を
し
た
。

当
初
は
目
立
っ
た
成
績
を
上
げ

ら
れ
ず
、
「
自
分
の
球
で
は
（
社

会
人
で
は
）
通
用
し
な
い
」
と
の

思
い
が
強
か
っ
た
が
、
15
年
に
投

手
兼
コ
ー
チ
と
し
て
古
巣
に
復
帰

し
た
元
プ
ロ
野
球
・
ロ
ッ
テ
の
渡

辺
俊
介
監
督
か
ら
、
投
球
術
や
体

幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
指
導
を
受

け
開
花
。
新
た
に
緩
い
シ
ン
カ
ー

を
習
得
し
た
こ
と
で
、
投
球
の
引

き
出
し
が
増
え
た
。

補
強
選
手
と
し
て
「
人
生
初
の

日
本
一
」
を
味
わ
っ
た
昨
19
年
だ

が
、
表
彰
式
後
は
「
よ
そ
者
と
い

う
感
じ
で
、
ど
こ
か
さ
び
し
か
っ

た
」
と
い
う
。
２
年
連
続
で
優

勝
チ
ー
ム
で
都
市
対
抗
を
戦
い
、

「
優
勝
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の

を
感
じ
た
」
と
橘
。
所
属
す
る
か

ず
さ
マ
ジ
ッ
ク
は
13
年
に
日
本
選

手
権
を
制
覇
し
た
も
の
の
、
都
市

対
抗
は
昨
19
年
か
ら
２
年
続
け
て

出
場
を
逃
す
な
ど
苦
し
ん
で
い
る
。

「
来
年
こ
そ
、
自
分
の
チ
ー
ム
で

日
本
一
を
」
と
の
思
い
を
さ
ら
に

強
く
し
、
仲
間
の
元
へ
と
戻
る
。

〔
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
ホ
ン
ダ
〕
先
発
し
、
８
回
１
失
点
と
好
投
し
た

ホ
ン
ダ
の
朝
山
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「
原
点
回
喜
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
Ｖ

開
田
成
幸
監
督 

　
　
　
狭
山
市
・
ホ
ン
ダ

歓
喜
の
輪
に
は
加
わ
ら
ず
、
喜

び
を
抑
え
て
整
列
の
た
め
本
塁
に

向
か
っ
た
。
「
未
熟
な
私
に
よ
く

付
い
て
き
て
く
れ
た
」
。
実
直
な

新
人
監
督
は
「
野
球
が
で
き
る
喜

び
を
、
選
手
た
ち
が
体
現
し
て
く

れ
た
」
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
マ

ス
ク
姿
で
采
配
を
振
る
異
例
の
大

会
だ
っ
た
。

社
会
人
野
球
の
名
門
チ
ー
ム
だ

が
、
２
０
０
９
年
を
最
後
に
優
勝

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
。
個
々
の

能
力
は
高
い
が
、
先
を
見
す
ぎ
て

足
を
す
く
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
映

っ
た
。

指
揮
を
執
る
よ
う
に
な
っ
た
今

年
か
ら
は
「
原
点
回
喜
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
走
攻
守
で
基
本

を
徹
底
し
た
。
「
全
力
疾
走
」

「
最
後
ま
で
ボ
ー
ル
か
ら
目
を
離

さ
な
い
」
「
相
手
の
胸
に
送
球
す

る
」
。

試
合
が
で
き
な
い
日
々
が
続
い

た
が
、
「
逆
に
足
元
を
固
め
ら
れ

た
。
マ
イ
ナ
ス
面
ば
か
り
で
は
な

か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

４
歳
上
の
兄
・
博
勝
さ
ん
の
背

中
を
追
っ
て
き
た
。
と
も
に
福

岡
・
柳
川
高
２
年
の
時
に
夏
の
甲

子
園
に
出
場
。
大
学
卒
業
後
は
そ

ろ
っ
て
社
会
人
野
球
の
道
に
進

み
、
博
勝
さ
ん
は
三
菱
重
工
長

崎
、
自
身
は
ホ
ン
ダ
で
プ
レ
ー
し

た
。
「
兄
は
最
も
身
近
な
目
標
だ

っ
た
」

引
退
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム

で
監
督
に
就
任
し
た
が
、
博
勝
さ

ん
が
果
た
せ
な
か
っ
た
黒
獅
子
旗

奪
取
の
夢
を
実
現
し
た
。

唯
一
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
は

「
湯
船
に
つ
か
っ
て
い
る
時
」
。

そ
れ
で
も
「
野
球
に
関
す
る
い
ろ

い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
で
く

る
」
と
い
う
。
家
族
は
妻
と
１
男

２
女
。
「
趣
味
は
子
育
て
」
で
、

よ
く
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
せ
が
ま

れ
る
。
自
身
の
背
番
号
「
89
」
が

示
す
〝
野
球
〟
一
色
の
生
活
が
続

く
。福

岡
県
柳
川
市
出
身
。
早
大
を

経
て
２
０
０
１
年
入
社
。
05
年
に

は
強
打
の
外
野
手
と
し
て
社
会
人

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
に
選
出
さ
れ
た
。

狭山市・Ｈｏｎｄａ㉞

第91回都市対抗野球大会 
優勝チーム登録メンバー

監　督�　開田　成幸　41　早　　　大
投　手⑪　米倉　貫太　20　埼 玉 栄 高　右・右
　　　⑫　伊藤　奨太　26　九　産　大　右・右　　　
　　　⑬　田村　圭裕　26　白　鷗　大　左・左
　　　⑭　朝山　広憲　22　法　　　大　右・左
　　　⑯　中村　伊吹　23　白　鷗　大　左・左
　　　⑰　青島　凌也　24　東　海　大　右・右
　　　⑱◎福島　由登　30　青　学　大　右・右
　　　⑲　河端　優馬　24　青　学　大　右・左
　　　⑳　小野　大夏　21　健大高崎高　右・右
　　　㉑　東野　龍二　25　駒　　　大　左・左
　　　㉚　赤嶺　祥吾　24　拓　　　大　右・右
　　　㉛○橘　　朋晃　28　日本文理大　右・右
　　　　　（日本製鉄かずさマジック）
捕　手⑮　守屋　元気　24　東　海　大　右・右
　　　㉒　藤野　隼大　22　立　　　大　右・右
　　　㉓　辻野　雄大　27　白　鷗　大　右・左
　　　㉗　山崎　裕貴　29　関　学　大　右・右
内野手⓪　髙山遼太郎　20　健大高崎高　右・左
　　　①　吉田　叡生　24　中　　　大　右・左
　　　③　中村　将己　23　亜　　　大　右・左
　　　④　津田　翔希　23　東　洋　大　右・右
　　　⑥　篠塚　宜政　31　青　学　大　右・左
　　　⑧　檜村　篤史　23　早　　　大　右・右
　　　⑨　千野啓二郎　23　東　海　大　右・左
　　　㉖　太田　和輝　25　日　　　大　右・右
　　　㉙　山本　瑛大　26　慶　　　大　右・右
外野手②　山本　兼三　26　上　武　大　右・右
　　　⑤　前川　直哉　23　青　学　大　右・左
　　　⑦　北岡　達樹　25　東　海　大　左・左
　　　⑩　井上　彰吾　29　日　　　大　右・左
　　　㉔　鈴木　　薫　26　国　学　大　右・左
　　　㉕　佐藤　竜彦　26　立　　　大　右・右
　　　㉘　布袋　翔太　23　鳥取城北高　右・右

狭
山
市
・
ホ
ン
ダ

本
田
技
研
の
名
称
で
１
９

６
０
年
に
創
部
。
第
38
回
大

会
（
67
年
）
で
初
出
場
し
、

第
67
回
大
会
（
96
年
）
で
初

優
勝
。
２
０
０
１
年
、
拠
点

を
和
光
市
か
ら
狭
山
市
に
移

し
、
第
80
回
大
会
（
09
年
）

で
２
度
目
の
頂
点
に
立
っ
た
。

Ｏ
Ｂ
に
長
野
久
義
（
広
島
）

や
木
浪
聖
也
（
阪
神
）
ら
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
る
ホ
ン
ダ
の
開
田
監
督

不撓不屈
～野球の底力を～

ふ ふとう くつ

◎は主将、○は補強選手



48日本野球連盟連盟報

第
91
回
大
会
受
賞
選
手
一
覧

白
獅
子
旗「
悔
し
さ
象
徴
」

空
振
り
三
振
に
倒
れ
た
最
後
の

打
者
、
東
京
都
の
笹
川
は
打
席
で

片
膝
を
つ
い
た
ま
ま
、
狭
山
市
の

歓
喜
の
輪
を
ぼ
う
ぜ
ん
と
見
つ
め

て
い
た
。
強
打
で
決
勝
に
進
ん
だ

東
京
都
が
５
安
打
１
得
点
に
抑
え

込
ま
れ
て
完
敗
。
手
に
し
た
白
獅

子
旗
（
準
優
勝
旗
）
は
、
悔
し
さ

の
象
徴
だ
っ
た
。

二
回
に
喜
納
の
適
時
打
で
同
点

に
追
い
つ
い
た
ま
で
は
良
か
っ
た

が
、
三
回
か
ら
３
イ
ニ
ン
グ
連
続

で
３
者
凡
退
。
六
回
は
１
死
二
、

三
塁
の
好
機
を
作
り
な
が
ら
、
頼

み
の
３
番
・
下
川
と
４
番
・
火
ノ

浦
が
外
野
フ
ラ
イ
に
倒
れ
た
。
当

た
り
は
悪
く
な
か
っ
た
が
、
淡
泊

だ
っ
た
。

２
回
戦
で
今
大
会
唯
一
の
コ
ー

ル
ド
勝
ち
を
収
め
る
な
ど
、
東
京

２
次
予
選
か
ら
他
チ
ー
ム
に
恐
れ

ら
れ
て
き
た
強
力
打
線
が
力
を
発

揮
し
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
飯
塚

監
督
は
「
相
手
の
朝
山
投
手
が
良

か
っ
た
。
監
督
が
（
打
た
せ
る
た

め
の
）
引
き
出
し
を
増
や
さ
な
い

と
い
け
な
い
」
と
責
任
を
背
負
い

込
ん
だ
。

前
回
の
優
勝
か
ら
３
年
で
決
勝

の
舞
台
に
戻
っ
て
き
た
が
、
主
将

の
喜
納
か
ら
は
怒
り
に
も
近
い
悔

し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
た

今
季
、
野
球
が
で
き
る
感
謝
の
気

持
ち
は
例
年
以
上
に
強
く
、
優
勝

の
証
し
、
黒
獅
子
旗
で
示
し
た
か

っ
た
。
「
白
で
は
全
然
違
う
。
僕

た
ち
は
強
豪
で
あ
り
続
け
な
く
て

は
い
け
な
い
。
強
豪
と
は
コ
ン
ス

タ
ン
ト
に
優
勝
す
る
チ
ー
ム
だ
」

飯
塚
監
督
は
最
後
の
言
葉
を

「
悔
し
い
で
す
ね
」
で
結
ん
だ
。

準
優
勝
で
は
決
し
て
満
足
で
き
な

い
主
将
や
指
揮
官
の
思
い
は
チ
ー

ム
全
体
も
同
じ
。
必
ず
や
来
季
の

原
動
力
と
な
る
だ
ろ
う
。

チ
ェ
ン
ジ
ア
ッ
プ
、痛
恨

沼
田
優
雅
投
手 

       

東
京
都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

好
投
し
た
２
回
戦
の
先
発
時
と

投
球
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
腕
の

振
り
が
直
球
と
同
じ
と
い
う
カ
ー

ブ
を
駆
使
し
な
が
ら
４
回
１
失
点

に
抑
え
、
三
振
も
七
つ
奪
っ
た
。

だ
が
、
五
回
に
痛
恨
の
３
ラ
ン

を
浴
び
た
。
初
球
か
ら
「
一
番
自

信
の
あ
る
」
と
い
う
チ
ェ
ン
ジ
ア

ッ
プ
を
投
じ
た
が
、
打
撃
好
調
の

井
上
に
右
中
間
ス
タ
ン
ド
に
運
ば

れ
た
。
「
自
分
が
打
た
れ
た
せ
い

で
負
け
た
」
「
自
分
の
実
力
不

足
」
。
悔
し
さ
を
懸
命
に
押
し
殺

し
て
も
、
感
情
が
あ
ふ
れ
た
。

チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
３
年
前
は

優
勝
の
瞬
間
、
ベ
ン
チ
か
ら
見
て

い
た
。
そ
の
大
会
で
の
登
板
機
会

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
努
力
を

重
ね
、
今
大
会
は
予
選
か
ら
投
手

陣
の
柱
と
し
て
登
板
し
、
中
継
ぎ

を
含
め
て
計
３
試
合
に
登
板
し
た
。

試
合
後
、
飯
塚
監
督
は
「
（
初

戦
が
大
会
６
日
目
と
遅
く
）
最
も

厳
し
い
日
程
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

投
手
陣
は
６
失
点
。
よ
く
や
っ
た
。

沼
田
に
は
こ
こ
か
ら
成
長
し
て
ほ

し
い
」
と
ね
ぎ
ら
っ
た
。
「
も
う

一
つ
、
二
つ
、
上
の
レ
ベ
ル
に
成

長
し
た
い
」
と
沼
田
。
21
年
も
同

じ
決
勝
の
マ
ウ
ン
ド
に
立
つ
こ
と

を
自
ら
に
誓
っ
た
。

抑
え
、先
発
、献
身

大
竹
飛
鳥
投
手 

       

東
京
都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

「
ミ
ス
タ
ー
社
会
人
」
。
そ
う

呼
ぶ
人
も
い
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

の
最
年
長
選
手
、
大
竹
飛
鳥
投
手
。

「
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
チ
ー
ム
。
大

竹
の
背
中
が
必
要
」
と
飯
塚
智
広

監
督
に
言
わ
し
め
る
存
在
と
し
て

決
勝
進
出
に
貢
献
し
た
が
、
チ
ー

ム
は
あ
と
一
歩
及
ば
な
か
っ
た
。

愛
知
高
時
代
は
内
野
手
だ
っ
た

が
、
神
奈
川
・
関
東
学
院
大
で
投

手
に
転
向
。
２
０
０
８
年
に
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
に
入
っ
た
。

「
１
５
０
㌔
出
し
た
か
っ
た

が
、
ど
う
あ
が
い
て
も
出
な
か
っ

た
」
。
球
速
を
追
い
求
め
た
が
目

標
に
届
か
ず
、
思
う
よ
う
な
投
球

が
で
き
ず
に
打
ち
込
ま
れ
た
。
ス

ピ
ー
ド
へ
の
こ
だ
わ
り
を
捨
て
た

時
、
「
低
め
に
ボ
ー
ル
を
集
め
て

ア
ウ
ト
を
確
実
に
取
る
投
球
」
と

い
う
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
見
つ
け

ら
れ
た
。

チ
ー
ム
で
確
固
た
る
地
位
を
築

き
、
18
年
に
は
社
会
人
野
球
の
最

優
秀
防
御
率
（
０
・
44
）
で
表
彰

を
受
け
た
。

翌
19
年
の
都
市
対
抗
予
選
で
は
、

代
表
決
定
戦
で
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
・
ノ

ー
ラ
ン
を
達
成
。
社
会
人
野
球
界

を
代
表
す
る
投
手
の
一
人
と
な
っ

た
。コ

ロ
ナ
禍
。
「
自
宅
で
パ
ン
を

焼
き
、
太
り
ま
し
た
」
と
お
ど
け

る
が
、
地
道
な
投
球
練
習
は
欠
か

さ
な
か
っ
た
。
13
年
目
の
ベ
テ
ラ

ン
と
し
て
、
チ
ー
ム
に
安
心
感
を

与
え
る
選
手
に
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
本
大
会
で
は
、
初
戦
で

抑
え
投
手
と
し
て
登
板
し
、
試
合

を
き
っ
ち
り
と
締
め
た
。
準
決
勝

は
、
公
式
戦
で
お
よ
そ
１
年
半
ぶ

り
の
先
発
マ
ウ
ン
ド
に
。
低
め
の

制
球
力
で
相
手
の
強
力
打
線
を
抑

え
込
み
、
１
―
０
の
投
手
戦
を
制

す
る
立
役
者
に
な
っ
た
。

迎
え
た
３
日
の
決
勝
。
チ
ー
ム

が
優
勝
し
た
３
年
前
、
決
勝
で
先

発
し
て
三
回
持
た
ず
に
降
板
し
た

経
験
か
ら
「
雪
辱
を
果
た
す
」
つ

も
り
だ
っ
た
が
、
登
板
の
機
会
は

な
か
っ
た
。
試
合
後
の
記
者
会
見

で
は
「
悔
し
い
が
、
準
優
勝
は
胸

を
張
っ
て
い
い
。
現
役
を
続
け
る

つ
も
り
で
頑
張
る
。
後
輩
と
競
い

合
い
、
（
チ
ー
ム
で
）
さ
ら
に
良

い
投
手
陣
を
つ
く
り
た
い
」
と
意

欲
を
見
せ
た
。

準優勝し、白獅子旗を丸山昌宏・毎日新聞社
社長から受け取る東京都（ＮＴＴ東日本）の
喜納淳弥主将（左）

〔ＮＴＴ東日本―Ｈｏｎｄａ〕五回裏Ｈ
ｏｎｄａ１死一、二塁、井上に３点本
塁打を打たれ打球を見つめるＮＴＴ東
日本の先発・沼田
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第
91
回
大
会
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賞
選
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覧

橋

戸

賞

井
上
彰
吾
外
野
手
　 

狭
山
市
・
ホ
ン
ダ

勝
負
強
く
パ
ン
チ
力
の
あ
る
打

撃
が
持
ち
味
の
８
年
目
で
、
今
大

会
は
３
番
打
者
を
担
っ
た
。
横
浜

市
・
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
と
の
２
回
戦
で

は
六
回
に
同
点
打
、
タ
イ
ブ
レ
ー

ク
の
延
長
十
回
に
は
逆
転
サ
ヨ
ナ

ラ
打
を
放
つ
な
ど
チ
ー
ム
の
全
打

点
を
た
た
き
出
し
、
11
年
ぶ
り
の

２
回
戦
突
破
の
立
役
者
と
な
っ
た
。

福
岡
・
筑
陽
学
園
高
、
日
大
出
身
。

久

慈

賞

向
山
基
生
外
野
手
　 

東
京
都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

俊
足
巧
打
の
２
年
目
。
高
知
市

と
の
準
々
決
勝
で
は
、
一
回
の

先
頭
打
者
と
し
て
右
越
え
三
塁

打
。
二
番
打
者
の
内
野
ゴ
ロ
で
先

制
の
本
塁
を
踏
み
、
チ
ー
ム
を
勢

い
付
け
た
。
父
隆
康
さ
ん
は
、
東

京
都
・
熊
谷
組
（
休
部
）
の
強
打

者
と
し
て
活
躍
し
、
第
63
回
大
会

（
１
９
９
２
年
）
で
久
慈
賞
に
輝

い
た
。
神
奈
川
・
法
政
二
高
、
法

大
出
身
。小

野

賞

高
知
市
・
四
国
銀
行

19
回
目
の
出
場
で
初
の
１
大
会

２
勝
を
挙
げ
、
８
強
入
り
。
四
国

勢
で
は
、
第
48
回
大
会
（
１
９
７

７
年
）
の
松
山
市
・
丸
善
石
油
以

来
の
43
年
ぶ
り
の
８
強
で
地
元
を

盛
り
上
げ
た
。
補
強
を
含
め
選
手

22
人
の
小
所
帯
な
が
ら
攻
守
で
要

所
に
強
く
、
３
試
合
で
計
17
安
打
。

少
な
い
得
点
機
を
確
実
に
も
の
に

し
、
リ
ー
ド
を
奪
っ
た
。

福
岡
市
・
西
部
ガ
ス

２
０
１
２
年
創
部
の
新
興
チ
ー

ム
。
念
願
の
初
勝
利
を
挙
げ
る
と
、

一
気
に
８
強
入
り
を
果
た
し
た
。

大
会
を
通
じ
て
無
失
策
と
堅
守
が

光
っ
た
。
試
合
ご
と
に
打
順
を
組

み
替
え
る
打
線
も
終
盤
に
粘
り
強

さ
を
み
せ
た
。
北
海
道
・
駒
大
苫

小
牧
高
で
夏
の
甲
子
園
を
連
覇
し

た
経
験
を
持
つ
香
田
誉
士
史
監
督

の
采
配
も
光
っ
た
。

若
獅
子
賞

廣
畑
敦
也
投
手
　
　 

倉
敷
市
・
三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

開
幕
試
合
で
前
年
優
勝
の
千
葉

市
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日
本
を
相
手
に
、

自
己
最
速
の
１
５
４
㌔
の
直
球
を

軸
に
１
失
点
完
投
の
好
投
。
金
星

を
挙
げ
る
立
役
者
に
な
っ
た
。
２

回
戦
は
東
京
都
・
セ
ガ
サ
ミ
ー
に

敗
れ
は
し
た
が
、
五
回
途
中
か
ら

無
安
打
に
抑
え
る
力
投
を
見
せ
た
。

岡
山
・
玉
野
光
南
高
、
帝
京
大
出

身
、
３
日
が
23
歳
の
誕
生
日
。

朝
山
広
憲
投
手
　
　 

狭
山
市
・
ホ
ン
ダ

決
勝
を
含
め
、
今
大
会
３
試
合

で
先
発
。
１
回
戦
は
四
回
途
中
４

失
点
で
降
板
も
、
準
々
決
勝
は
13

三
振
を
奪
っ
て
７
回
無
失
点
と
修

正
能
力
の
高
さ
を
見
せ
た
。
１
４

０
㌔
前
後
の
直
球
を
主
体
に
、
鋭

く
落
ち
る
ス
プ
リ
ッ
ト
を
要
所
で

織
り
交
ぜ
、
相
手
か
ら
凡
打
を
誘

っ
た
。
栃
木
・
作
新
学
院
高
、
法

大
を
経
て
今
年
入
社
し
た
新
人
。

藤
井
健
平
外
野
手
　 

大
阪
市
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

９
番
打
者
な
が
ら
準
々
決
勝
ま

で
の
３
試
合
で
６
安
打
３
打
点
４

盗
塁
と
、
攻
撃
の
中
心
を
担
っ
た

左
打
者
。
鈴
鹿
市
と
の
２
回
戦
で

は
２
ラ
ン
を
含
む
３
本
の
長
打
を

放
つ
長
打
力
と
、
遠
投
１
２
５
㍍

の
強
肩
を
証
明
す
る
本
塁
生
還
阻

止
の
守
備
力
を
見
せ
た
。
大
阪
桐

蔭
高
で
は
夏
の
甲
子
園
優
勝
を
経

験
。
東
海
大
を
経
て
今
年
入
社
し

た
。

打

撃

賞

吉
田
叡
生
外
野
手
　 

狭
山
市
・
ホ
ン
ダ

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
好
機

を
作
り
続
け
る
だ
け
で
な
く
、
勝

負
強
い
打
撃
も
見
せ
て
13
打
数
６

安
打
、
打
率
４
割
６
分
２
厘
を
マ

ー
ク
し
た
。
安
打
を
重
ね
る
だ
け

で
な
く
、
選
球
眼
の
良
さ
も
光
っ

た
。
チ
ャ
ン
ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て

チ
ー
ム
の
躍
進
に
大
き
く
貢
献
し

た
。
栃
木
・
佐
野
日
大
高
か
ら
中

大
を
経
て
入
社
２
年
目
。

首
位
打
者
賞

佐
藤
竜
彦
・
指
名
打
者 

狭
山
市
・
ホ
ン
ダ

決
勝
ま
で
20
打
数
10
安
打
、
打

率
５
割
を
マ
ー
ク
。
長
打
力
と
勝

負
強
さ
が
光
る
ス
ラ
ッ
ガ
ー
。
２

次
予
選
は
打
率
２
割
と
振
る
わ
な

か
っ
た
が
、
東
京
都
・
セ
ガ
サ

ミ
ー
と
の
準
決
勝
で
は
延
長
十

回
、
試
合
を
決
定
付
け
る
満
塁
本

塁
打
を
放
っ
た
。
東
京
六
大
学
で

は
、
立
大
の
主
砲
と
し
て
通
算
７

本
塁
打
を
放
っ
た
。

特

別

賞

横
浜
市
・
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

大
会
通
算
１
０
０
勝
を
達
成

優
秀
選
手

【
投
　
手
】
東
野
龍
二
＝
狭
山

市
・
ホ
ン
ダ
▽
朝
山
広
憲
＝
同

▽
福
島
由
登
＝
同
▽
堀
誠
＝
東

京
都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
▽
大
竹

飛
鳥
＝
同
▽
草
海
光
貴
＝
東
京

都
・
セ
ガ
サ
ミ
ー
▽
三
宮
舜

＝
同
（
明
治
安
田
生
命
か
ら
補

強
）
▽
小
松
貴
志
＝
京
都
市
・

日
本
新
薬
▽
西
川
大
地
＝
同
▽

濵
﨑
浩
大
＝
大
阪
市
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
▽
村
田
健
＝
福
岡
市
・

西
部
ガ
ス
▽
菊
池
大
樹
＝
高
知

市
・
四
国
銀
行

【
捕
　
手
】
浜
岡
直
人
＝
大
津

町
・
ホ
ン
ダ
熊
本
▽
辻
野
雄
大

＝
狭
山
市
・
ホ
ン
ダ

【
一
塁
手
】
根
岸
晃
太
郎
＝
東
京

都
・
セ
ガ
サ
ミ
ー
▽
喜
納
淳
弥

＝
東
京
都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

【
二
塁
手
】
千
野
啓
二
郎
＝
狭
山

市
・
ホ
ン
ダ
▽
下
川
知
弥
＝
東

京
都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
▽
大
内

信
之
介
＝
東
京
都
・
セ
ガ
サ
ミ

ー
（
Ｊ
Ｐ
ア
セ
ッ
ト
証
券
か
ら

補
強
）
▽
福
永
裕
基
＝
京
都

市
・
日
本
新
薬

【
三
塁
手
】
津
田
翔
希
＝
狭
山

市
・
ホ
ン
ダ
▽
丸
山
雅
史
＝
東

京
都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
▽
井
手

隼
斗
＝
福
岡
市
・
西
部
ガ
ス

【
遊
撃
手
】
中
川
智
裕
＝
東
京

都
・
セ
ガ
サ
ミ
ー

【
外
野
手
】
井
上
彰
吾
＝
狭
山

市
・
ホ
ン
ダ
▽
吉
田
叡
生
＝
同

▽
向
山
基
生
＝
東
京
都
・
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
▽
笹
川
晃
平
＝
同

（
東
京
ガ
ス
か
ら
補
強
）
▽
火

ノ
浦
明
正
＝
同
▽
小
野
田
俊
介

＝
東
京
都
・
セ
ガ
サ
ミ
ー
（
東

京
ガ
ス
か
ら
補
強
）
▽
藤
井
健

平
＝
大
阪
市
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

▽
柴
田
一
路
＝
高
知
市
・
四
国

銀
行
▽
山
本
卓
弥
＝
大
津
町
・

ホ
ン
ダ
熊
本

【
指
名
打
者
】
佐
藤
竜
彦
＝
狭
山

市
・
ホ
ン
ダ
▽
桝
澤
怜
＝
東
京

都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
▽
米
澤
健

太
郎
＝
福
岡
市
・
西
部
ガ
ス

第91回都市対抗野球で橋戸賞を
受賞した狭山市の井上彰吾外野
手
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投
高
打
低
に
歯
止
め 

　
　
　
　
　
優
勝
の
狭
山
市
、接
戦
に
強
さ

大
会
総
括

第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会

（
毎
日
新
聞
社
、
日
本
野
球
連
盟

主
催
）
は
、
３
日
の
決
勝
で
狭
山

市
・
ホ
ン
ダ
が
東
京
都
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
を
破
っ
て
11
年
ぶ
り
３
回

目
の
優
勝
を
果
た
し
、
幕
を
下
ろ

し
た
。
出
場
全
チ
ー
ム
通
算
の
打

率
は
２
割
４
分
５
厘
。
前
回
大
会

よ
り
２
分
５
厘
上
昇
し
、
「
投
高

打
低
」
の
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か

っ
た
形
だ
。
中
で
も
狭
山
市
は
チ

ー
ム
打
率
２
割
７
分
８
厘
と
高
い

打
力
に
加
え
、
接
戦
で
の
し
ぶ
と

さ
が
際
立
っ
た
。

大
会
を
制
し
た
狭
山
市
の
戦
い

ぶ
り
で
目
を
引
い
た
の
が
、
２
度

の
延
長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
を
乗
り
越

え
た
こ
と
だ
。
２
回
戦
の
横
浜

市
・
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
戦
は
、
１
点
を

追
う
延
長
十
回
に
井
上
の
サ
ヨ
ナ

ラ
２
点
二
塁
打
で
突
破
。
準
決
勝

の
東
京
都
・
セ
ガ
サ
ミ
ー
戦
で
は

九
回
に
千
野
の
犠
飛
で
追
い
つ
き
、

延
長
十
回
に
佐
藤
が
バ
ッ
ク
ス
ク

リ
ー
ン
に
満
塁
弾
を
放
っ
た
。

粘
り
強
さ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、

選
球
眼
の
良
さ
に
裏
打
ち
さ
れ
た

四
死
球
の
多
さ
だ
。
大
会
ト
ッ
プ

の
30
個
は
、
続
く
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

の
16
個
を
大
き
く
引
き
離
す
。
決

勝
で
も
、
１
番
・
吉
田
が
３
四
球

を
選
び
、
２
度
得
点
に
つ
な
げ
た
。

「
打
つ
だ
け
で
は
な
く
、
し
っ
か

り
と
し
た
（
攻
撃
の
）
形
を
作

る
」
と
い
う
開
田
監
督
の
ポ
リ
シ

ー
が
表
れ
た
ケ
ー
ス
だ
。

準
優
勝
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
も
攻

守
に
鍛
え
ら
れ
た
好
チ
ー
ム
だ
っ

た
。
久
慈
賞
の
向
山
を
１
番
に
据

え
た
打
線
は
つ
な
が
り
が
あ
り
、

投
手
陣
も
小
刻
み
な
継
投
で
か
わ

し
続
け
た
。
５
試
合
で
無
失
策
だ

っ
た
守
備
も
見
事
だ
っ
た
。

今
大
会「
堅
守
」傾
向 

失
策
は
、ほ
ぼ
半
減

大
会
全
体
で
も
、
守
り
の
ミ
ス

の
少
な
さ
が
目
立
っ
た
。
記
念
大

会
で
４
試
合
多
か
っ
た
昨
19
年
の

90
回
大
会
は
49
個
、
今
回
と
同
じ

31
試
合
だ
っ
た
89
回
大
会
は
43
個

だ
っ
た
失
策
は
、
今
回
ほ
ぼ
半
減

の
23
個
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
で
公
式
戦
の
ほ

と
ん
ど
が
中
止
、
全
体
練
習
も
減

少
す
る
中
、
個
人
練
習
に
多
く
の

時
間
を
割
い
た
こ
と
で
ス
キ
ル
向

上
に
つ
な
が
っ
た
側
面
は
あ
る
だ

ろ
う
。

４
強
勢
で
は
、
東
京
都
・
セ
ガ

サ
ミ
ー
は
三
宮
、
陶
久
ら
救
援
陣

が
安
定
し
、
チ
ー
ム
防
御
率
は

０
・
74
と
全
体
の
２
位
。
京
都

市
・
日
本
新
薬
は
９
得
点
に
対
し

失
点
は
５
と
、
西
川
、
岩
本
ら
の

投
手
陣
を
中
心
に
守
り
勝
っ
た
。

開
幕
日
に
前
回
優
勝
の
千
葉

市
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日
本
、
準
優
勝
の

豊
田
市
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
敗
れ

る
な
ど
、
波
乱
も
多
い
大
会
だ
っ

た
。

一
つ
一
つ
の
プ
レ
ー
に
感
謝
を
込
め

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
で
、
応
援

団
を
入
れ
ず
、
入
場
者
数
も

制
限
し
て
行
わ
れ
た
異
例
の

大
会
が
幕
を
閉
じ
た
。
応
援

合
戦
が
見
ら
れ
ず
、
歓
声
が

聞
こ
え
な
か
っ
た
の
は
寂
し

か
っ
た
。
だ
が
、
例
年
は
ほ

と
ん
ど
聞
こ
え
な
い
「
野
球

の
音
」
が
よ
く
聞
こ
え
た
。

投
手
が
投
げ
る
際
の
「
ウ

ッ
」
「
ヨ
シ
ッ
」
の
声
。
バ

ッ
ト
か
ら
響
く
「
カ
ー
ン
」

と
い
う
乾
い
た
高
音
や
「
バ

キ
ッ
」
と
い
う
鈍
い
音
。
そ

し
て
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
湧
き

起
こ
る
拍
手
の
温
か
さ
。

ま
た
、
全
試
合
で
直
前
に

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
選
手
た
ち

に
大
き
な
拍
手
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
い
う
場
内
放
送
が

流
れ
た
。
各
試
合
を
担
当
す

る
場
内
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
試

合
ご
と
に
文
章
を
作
り
、
読

み
上
げ
た
。
７
人
の
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
ま
と
め
役
を
務
め

た
高
田
絵
奈
さ
ん
は
「
１
分

く
ら
い
で
読
め
る
字
数
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
が
、
フ
ァ
ン

の
方
へ
の
感
謝
と
か
伝
え
た

い
こ
と
が
あ
り
過
ぎ
て
、
み

ん
な
１
分
半
く
ら
い
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
。

そ
の
「
感
謝
」
と
い
う
言

葉
が
、
試
合
後
の
オ
ン
ラ
イ

ン
記
者
会
見
で
選
手
や
監
督

か
ら
聞
か
れ
な
い
日
は
な
か

っ
た
。
言
葉
だ
け
で
な
く
、

一
つ
一
つ
の
プ
レ
ー
に
感
謝

の
思
い
を
感
じ
た
の
は
筆
者

だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
コ

ロ
ナ
禍
で
、
黙
々
と
磨
い
た

技
、
鍛
え
た
体
が
熱
戦
を
生

み
出
し
た
。
社
会
人
野
球
は

今
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
同
様

に
身
を
か
が
め
て
耐
え
て
い

る
。
し
か
し
、
選
手
た
ち
の

野
球
に
取
り
組
む
ひ
た
む
き

さ
が
あ
る
限
り
、
必
ず
や

雄
々
し
く
立
ち
上
が
る
は
ず

だ
。

〔ＮＴＴ東日本―Ｈｏｎｄａ〕観客が新型コロナ対策をして観
戦する中、決勝戦を戦う選手たち

優勝し、黒獅子旗を丸山昌宏・毎
日新聞社社長から受け取ったＨｏ
ｎｄａの福島主将
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◇第91回都市対抗野球大会　出場32チームの記録◇
◆投手成績◆ ◆打者成績◆

チーム
試
合
数

完
投
数

回
　
数

被
安
打

奪
三
振

四
死
球

失
　
点

自
責
点

防
御
率

打
　
数

得
　
点

安
　
打

二
塁
打

三
塁
打

本
塁
打

打
　
点

三
　
振

四
死
球

犠
打
飛

盗
　
塁

失
　
策

打
　
率

狭 山 市・Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ 5 0 461/3 42 47 9 10 10 1.94 162 29 45 6 1 4 29 36 30 13 5 2 .278
東 京 都・Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本 5 0 42 27 31 12 6 6 1.29 143 27 36 7 2 2 24 24 16 10 5 0 .252
京 都 市・日 本 新 薬 4 1 36 21 27 16 5 5 1.25 122 9 23 3 0 4 9 27 9 3 2 1 .189
東 京 都・セ ガ サ ミ ー 4 0 36２／３ 25 29 13 10 3 0.74 141 15 39 9 0 3 14 41 7 3 5 3 .277
高 知 市・四 国 銀 行 3 1 26 18 18 9 9 8 2.77 89 3 17 3 0 1 3 18 4 3 0 4 .191
大 津 町・Ｈｏｎｄａ熊本 3 0 271/3 17 20 16 8 5 1.65 93 11 24 2 0 2 11 16 4 7 0 3 .258
福 岡 市・西 部 ガ ス 3 1 27 22 17 6 6 6 2.00 94 6 23 3 1 1 5 36 8 4 2 0 .245
大 阪 市・Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本 3 0 27 32 23 5 10 10 3.33 101 15 26 6 1 3 15 28 11 2 6 0 .257
浜 松 市・ヤ マ ハ 2 0 15 15 17 7 11 9 5.40 64 10 21 3 0 2 10 9 5 0 0 1 .328
門 真 市・パ ナ ソ ニ ッ ク 2 0 18 18 18 5 3 3 1.50 66 3 18 4 1 0 3 20 4 2 5 2 .273
東 京 都・Ｊ Ｒ 東 日 本 2 1 17 13 12 1 6 6 3.18 61 5 10 2 0 2 5 12 3 1 0 1 .164
広 島 市・三 菱 重 工 広 島 2 0 17 19 18 5 11 9 4.76 68 9 21 4 0 1 9 15 9 4 3 1 .309
東 京 都・鷺 宮 製 作 所 2 0 18 10 19 7 3 3 1.50 59 9 14 3 0 0 8 9 7 3 2 2 .237
横 浜 市・Ｅ Ｎ Ｅ Ｏ Ｓ 2 0 18 16 13 8 3 1 0.50 70 8 19 3 1 1 8 18 4 3 0 0 .271
鈴 鹿 市・Ｈｏｎｄａ鈴鹿 2 0 18 20 17 5 11 11 5.50 64 8 20 5 1 1 8 11 3 4 3 0 .313
倉 敷 市・三菱自動車倉敷オーシャンズ 2 1 17 16 16 3 5 5 2.65 65 5 15 4 0 0 4 21 8 1 2 0 .231
札 幌 市・ＪＲ北海道硬式野球クラブ 1 0 8 9 5 1 6 4 4.50 31 1 7 1 0 0 0 4 1 1 0 1 .226
日 立 市・日 立 製 作 所 1 0 8 15 3 2 9 9 10.13 29 0 4 0 0 0 0 14 2 1 3 0 .138
高 岡 市・伏 木 海 陸 運 送 1 0 9 12 13 1 2 2 2.00 36 1 12 2 0 0 1 8 3 2 0 0 .333
富 里 市・ハ ナ マ ウ イ 1 1 8 7 5 0 1 1 1.13 30 0 5 0 0 0 0 10 2 1 0 0 .167
さいたま市・日 本 通 運 1 0 91/3 10 6 1 6 3 2.89 30 5 5 2 0 0 5 9 11 3 0 0 .167
岡 崎 市・三菱自動車岡崎 1 1 8 7 5 2 4 4 4.50 30 2 5 1 0 1 2 7 1 1 1 0 .167
に か ほ 市・Ｔ Ｄ Ｋ 1 0 9 4 6 2 2 2 2.00 30 1 6 3 1 0 1 11 4 3 1 0 .200
鹿 嶋 市・日 本 製 鉄 鹿 島 1 0 9 16 10 4 7 7 7.00 38 6 11 4 0 2 5 9 2 1 0 0 .289
石 巻 市・日 本 製 紙 石 巻 1 0 8 9 9 1 3 3 3.38 29 1 7 1 1 0 1 8 1 2 0 0 .241
名 古 屋 市・ジェイプロジェクト 1 0 8 11 6 6 8 8 9.00 29 1 4 0 0 0 1 8 1 2 1 0 .138
大 阪 市・大 阪 ガ ス 1 0 9 11 6 8 12 12 12.00 34 5 10 4 0 1 5 7 3 1 1 0 .294
名 古 屋 市・東 邦 ガ ス 1 0 9 7 10 3 6 6 6.00 34 0 10 1 0 0 0 4 1 1 0 0 .294
川 崎 市・東 芝 1 0 8 8 12 7 6 6 6.75 31 0 5 1 0 0 0 10 2 0 0 0 .161
大 阪 市・日 本 生 命 1 0 8 11 6 2 5 5 5.63 35 4 9 3 0 0 4 11 2 1 0 1 .257
豊 田 市・ト ヨ タ 自 動 車 1 0 9 5 17 2 2 2 2.00 29 0 4 0 0 0 0 6 2 0 1 1 .138
千 葉 市・Ｊ Ｆ Ｅ 東 日 本 1 0 8 9 13 3 3 3 3.38 33 1 7 1 1 0 1 7 2 0 0 0 .212

計 31 7 541２／３ 482 474 172 200 177 2.94 1970 200 482 91 11 31 191 474 172 83 48 23 .245
第90回大会 35 4 634 502 542 213 223 197 2.80 2280 223 502 78 8 43 215 542 213 80 39 49 .220
第89回大会 31 10 5441/3 444 465 188 197 155 2.56 1937 197 444 72 11 39 188 465 188 97 49 43 .229
第88回大会 31 9 555２／３ 493 471 180 228 207 3.35 2008 228 493 79 13 37 218 471 180 105 31 38 .246
第87回大会 31 14 567２／３ 478 496 187 189 154 2.44 2017 189 478 84 12 30 176 496 187 113 26 37 .237
第86回大会 31 9 570 462 438 175 170 149 2.35 2006 170 462 64 13 23 165 438 175 112 45 28 .230
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◇第43回社会人野球日本選手権大会・本選出場チーム◇

　　　　　代表地区　　　　　　　　　　　　　　チーム名　　　　　　　　　　　出場回数
〈推薦枠〉
都 市 対 抗 大 会 優 勝　　☆Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本　　（４大会連続13回目）
全 日 本 ク ラ ブ 選 手 権 優 勝　　　和 歌 山 箕 島 球 友 会　　（２大会ぶり５回目）
〈ＪＡＢＡ大会推薦枠〉
東 京 ス ポ ニ チ 大 会 優 勝　　☆ト ヨ タ 自 動 車　　（14大会連続17回目）
静 岡 大 会 優 勝　　☆東 京 ガ ス　　（２大会連続９回目）
四 国 大 会 優 勝　　☆日 本 新 薬　　（10大会連続20回目）
日 立 市 長 杯 優 勝　　☆日 立 製 作 所　　（３大会連続12回目）
岡 山 大 会 優 勝　　☆Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ　　（２大会ぶり20回目）
長 野 大 会 優 勝　　　新 日 鐵 住 金 か ず さ マ ジ ッ ク　　（２大会ぶり９回目）
京 都 大 会 優 勝　　☆Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本　　（６大会連続19回目）
ベ ー ブ ル ー ス 杯 優 勝　＊中日ドラゴンズ優勝のため、準優勝・東京ガスの関東地区1枠増
九 州 大 会 優 勝　　☆日 本 通 運　　（10大会連続20回目）
北 海 道 兼 東 北 大 会 優 勝　　☆日 本 製 紙 石 巻　　（３大会ぶり２回目）
〈地区代表枠〉
北 海 道　　☆Ｊ Ｒ 北 海 道 硬 式 野 球 ク ラ ブ　　（４大会連続９回目）
東 　 北　　　Ｊ Ｒ 東 日 本 東 北　　（２大会連続18回目）
北 信 越　　　フ ェ デ ッ ク ス　　（３大会連続３回目）
関 　 東　　☆東 芝　　（２大会連続26回目）
　　　　　　　　　　　　　　　　　明 治 安 田 生 命　　（３大会ぶり５回目）
　　　　　　　　　　　　　　　　☆Ｊ Ｒ 東 日 本　　（２大会ぶり９回目）
　　　　　　　　　　　　　　　　☆新 日 鐵 住 金 鹿 島　　（２大会連続７回目）
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ Ｘ – Ｅ Ｎ Ｅ Ｏ Ｓ　　（２大会連続21回目）
東 　 海　　☆三 菱 自 動 車 岡 崎　　（６大会ぶり７回目）
　　　　　　　　　　　　　　　　　王 子　　（２大会連続10回目）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ マ ハ　　（２大会連続24回目）
近 　 畿　　☆日 本 生 命　　（６大会連続34回目）
　　　　　　　　　　　　　　　　　大 阪 ガ ス　　（５大会連続21回目）
　　　　　　　　　　　　　　　　☆パ ナ ソ ニ ッ ク　　（23大会連続38回目）
　　　　　　　　　　　　　　　　　新 日 鐵 住 金 広 畑　　（３大会連続15回目）
　　　　　　　　　　　　　　　　☆三 菱 重 工 神 戸 ・ 高 砂　　（２大会ぶり22回目）
中 　 国　　☆Ｊ Ｒ 西 日 本　　（２大会連続６回目）
　　　　　　　　　　　　　　　　☆三 菱 重 工 広 島　　（６大会連続17回目）
四 　 国　　☆Ｊ Ｒ 四 国　　（２大会連続13回目）
九 　 州　　　沖 縄 電 力　　（６大会ぶり４回目）
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ Ｒ 九 州　　（２大会ぶり13回目）
　　　　　　　　　　　　　　　　※☆印は第88回都市対抗大会出場チーム
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◇
最
終
日
（
４
月
10
日
）

　

（
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

　
　

○
…
浜
松
球
場
…
○

　

▽
準
決
勝

王

子
０
０
０

　

０
０
０

　

０
０
０

　

０

０
０
０

　

０
０
１

　

０
１
×

　

２

東
邦
ガ
ス

　

東
邦
ガ
ス
の
田
中
が
、
打
た
せ

て
捕
る
テ
ン
ポ
の
い
い
投
球
で
王

子
を
７
安
打
完
封
し
た
。

　

五
回
ま
で
、
１
安
打
と
近
藤
に

抑
え
ら
れ
て
い
た
東
邦
ガ
ス
は
六

回
、
安
打
の
大
島
が
二
進
後
、
若

林
昭
の
適
時
打
で
先
制
し
、
八
回

に
若
林
俊
の
適
時
打
で
２
点
差
と

田
中
、97
球
完
封
勝
利

若
林
昭
先
制
打
、若
林
俊
で
追
加
点

　

ト
ヨ
タ
東
は
５
安
打
で
三
進
は

一
度
だ
け
で
ゼ
ロ
封
さ
れ
た
。

古
田
、
川
口
、
鈴
木

３
投
手
無
失
点
継
投

　

▽
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

永
和
商
事
ウ
イ
ン
グ（
３
敗
）

０
０
０

　

０
０
０

　

０
０
０

　

０

１
０
０

　

０
０
０

　

１
２
×

　

４

明
治
安
田
生
命（
１
勝
２
敗
）

　

明
治
安
田
が
３
投
手
の
リ
レ
ー

で
、
永
和
商
事
を
ゼ
ロ
封
し
た
。

　

一
回
に
四
球
か
ら
武
内
、
加
藤

の
連
打
で
先
制
し
た
明
治
安
田
は
、

よ
う
や
く
七
回
、
宮
川
の
犠
飛
で

追
加
点
。
さ
ら
に
八
回
、
加
藤
の

二
塁
打
な
ど
３
連
打
で
２
点
を
奪

い
ダ
メ
押
し
し
た
。

　

永
和
は
安
打
や
四
球
で
毎
回
走

者
を
出
し
た
が
、
攻
撃
の
歯
車
が

合
わ
ず
３
併
殺
の
無
得
点
に
終
わ

っ
た
。長

岡
、
８
回
１
失
点

王
子
、
２
残
塁
６
点

　

▽
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

バ
イ
タ
ル
ネ
ッ
ト
（
２
勝
１
敗
）

０
０
０

　

０
０
１

　

０
０
０

　

１

０
０
０

　

２
０
３

　

１
０
×

　

６

王

子
（
３
勝
）

　

４
長
打
の
王
子
が
、
残
塁
２
の

６
得
点
と
効
率
の
い
い
攻
撃
を
展

開
し
た
。

　

四
回
に
鴨
田
の
三
塁
打
か
ら
伊

礼
の
犠
飛
、
大
八
木
の
適
時
打
で

２
点
を
先
取
し
た
王
子
は
、
六
回

に
神
鳥
の
３
ラ
ン
で
加
点
し
、
七

回
は
勝
田
の
適
時
二
塁
打
で
６
点

目
。

　

バ
イ
タ
ル
ネ
ッ
ト
は
六
回
に
蜂

谷
、
西
田
の
安
打
で
１
点
を
返
し

た
が
、
長
岡
に
八
回
ま
で
４
安
打

と
抑
え
ら
れ
た
。

し
た
。

　

王
子
は
横
川
の
二
塁
打
な
ど
三

度
、
先
頭
打
者
が
走
者
と
な
っ
た

が
後
続
が
な
く
、
97
球
で
田
中
に

完
封
さ
れ
た
。

永和商事 打 安 点
⑥  松　本 ４ ２ ０
⑧  萩　原 ３ １ ０
⑦  平　松 ４ ０ ０
⑤  中　居 ２ ０ ０
③  會　田 ３ １ ０
Ｄ  竹　内 ３ ０ ０
ＨＤ上　本 ０ ０ ０
⑨  築　地 ４ ２ ０
②  松　林 １ １ ０
④  樫　岡 １ ０ ０
Ｈ  竹　馬 １ ０ ０
４  中　尾 １ ０ ０
─
  　計 27 ７ ０

明治安田 打 安 点
⑧  手　銭 ４ １ ０
③  本　田 １ ０ ０
３  森　川 ２ １ ０
⑦  竹　内 ３ ２ ０
⑨  加　藤 ３ ２ １
②  野　地 ２ ２ ２
⑤  島　田 ３ １ ０
⑥  木　内 ４ ０ ０
④  井　村 ３ １ ０
Ｄ  大　野 １ ０ ０
ＨＤ宮　川 １ ０ １
─
  　計 27 10 ４

永 ５ ５ ２ １ ０ ７ ０
 　振 球 犠 盗 失 残 併
明 １ ２ ５ ０ ０ ６ ３

投　手  回  安 責
狩　野  ６  ５ １
高　橋  ２  ５ ３

古　田  ７  ６ ０
川　口  １  １ ０
鈴　木  １  ０ ０

▽二塁打　加藤▽
２時間33分

バイタル 打 安 点
⑥  島　野 ４ ０ ０
④  櫻　吉 ３ ０ ０
Ｈ  北　村 １ ０ ０
Ｄ  西　田 ４ ２ １
③  鈴　木 ４ ０ ０
⑨  丸　山 ３ ０ ０
⑧  松　下 ３ １ ０
⑦  酒　井 ３ ０ ０
②  菅　野 ２ ０ ０
Ｈ  浜　田 １ ０ ０
２  関　口 ０ ０ ０
⑤  蜂　谷 ３ １ ０
─
  　計 31 ４ １

王子 打 安 点
⑦  勝　田 ４ １ １
⑨  鴨　田 ４ ３ ０
⑧  亀　山 ３ １ ０
④  伊　礼 ３ ０ １
⑤  神　鳥 ３ １ ３
Ｈ５青　山 １ １ ０
③  大八木 ３ １ １
Ｄ  横　川 ２ ０ ０
ＲＤ中　林 ０ ０ ０
②  　東　 ３ ０ ０
⑥  前　田 ３ １ ０
─
  　計 29 ９ ６

バ ４ ０ ０ ０ １ ３ １
 　振 球 犠 盗 失 残 併
王 ５ ２ １ ２ １ ２ ０

投　手  回  安 責
沖　垣  ５  ４ ２
藤　岡  ２  ４ ４
宮　沢  １  １ ０

長　岡  ８  ４ １
玉　水  １  ０ ０

▽ 本 塁 打　 神 鳥
（藤岡）▽三塁打　
鴨田▽二塁打　鴨
田、勝田▽ボーク　
沖垣▽２時間13分

王子 打 安 点
⑦  勝　田 ３ ０ ０
Ｈ９田　辺 ０ ０ ０
⑨７鴨　田 ４ ０ ０
⑧  亀　山 ４ ２ ０
④  伊　礼 ４ ２ ０
⑤  神　鳥 ４ ０ ０
③  大八木 ４ ０ ０
Ｄ  横　川 ３ ２ ０
②  　東　 ２ １ ０
⑥  前　田 ２ ０ ０
─
  　計 30 ７ ０

東邦ガス 打 安 点
⑥  金　田 ４ ２ ０
⑧  若林昭 ２ １ １
⑤  　南　 ２ ０ ０
Ｄ  若林俊 ４ １ １
③  山　本 ３ １ ０
Ｒ  小　野 ０ ０ ０
３  新　村 １ ０ ０
②  小　川 ２ ０ ０
④  酒井田 ３ ０ ０
⑨  上　内 ３ ０ ０
⑦  大　島 ３ １ ０
─
  　計 27 ６ ２

王 ２ １ ２ ０ ０ ６ ０
 　振 球 犠 盗 失 残 併
東 ９ ２ ３ ０ ０ ６ １

投　手  回  安 責
近　藤  ７ ⅔   ６ ２
玉　水  　 ⅓   ０ ０

田　中  ９  ７ ０

▽二塁打　横川▽
２時間９分
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10回　井野川利春（門 司 鉄 道 局）捕　手
11回　角地孫之助（八 幡 製 鉄）投　手
12回　土井　寿蔵（藤 倉 電 線）投　手
13回　吉田　正男（藤 倉 電 線）投　手
14回　野村　　武（全 京 城）投　手
15回　中　　　止　　　　　　　　　　　　
16回　該当者なし　　　　　　　　　　　　
17回　中原　　宏（大 日 本 土 木）投　手
18回　村瀬　保雄（大 日 本 土 木）内野手
19回　宮崎　　要（西 日 本 鉄 道）内野手
20回　荒巻　　淳（星 野 組）投　手
21回　高橋　久雄（全 鐘 紡）外野手
22回　松井　　実（全 鐘 紡）内野手
23回　松井　　実（全 鐘 紡）内野手
24回　黒柳　　巽（大 昭 和 製 紙）投　手
25回　井原　数己（八 幡 製 鉄）内野手
26回　松本　　豊（全 鐘 紡）内野手
27回　藤田　元司（日 本 石 油）投　手
28回　島津　四郎（熊 谷 組）投　手
29回　伊藤　正敏（日 本 石 油）投　手
30回　西　　三雄（丸 善 石 油）投　手
31回　高林　恒夫（熊 谷 組）外野手
32回　杉本和喜代（日 本 石 油）投　手
33回　佐々木吉郎（日 本 石 油）投　手
34回　堤　　　亨（積 水 化 学）投　手
35回　田中　　章（日 本 通 運）投　手
36回　小弓場　保（電 電 近 鉄）投　手
37回　古田　昌幸（熊 谷 組）内野手
38回　平松　政次（日 本 石 油）投　手
39回　神部　年男（富 士 鉄 広 畑）投　手
40回　若宮　秀雄（電 電 関 東）投　手
41回　安田　　猛（大 昭 和 製 紙）投　手
42回　佐々木恭介（新 日 鐵 広 畑）内野手
43回　新美　　敏（日 本 楽 器）投　手
44回　宇賀山　徹（日 本 鋼 管）内野手
45回　柳　　俊之（大昭和製紙北海道）投　手
46回　丹　　利男（電 電 関 東）投　手
47回　樋野　和寿（日 本 鋼 管）内野手
48回　増岡　義教（神 戸 製 鋼）投　手
49回　黒紙　義弘（東 芝）投　手
50回　大町　定夫（三菱重工広島）投　手
51回　杉本　　正（大 昭 和 製 紙）投　手
52回　竹舛　和也（電 電 東 京）投　手
53回　石井　　毅（住 友 金 属）投　手
54回　宮崎　　剛（東 芝）内野手
55回　若山　哲男（日 産 自 動 車）内野手
56回　島田　行雄（日 本 生 命）外野手
57回　岡田　邦彦（日 本 石 油）投　手
58回　劉　　秋農（ヤ マ ハ）投　手
59回　高見　泰範（東 芝）捕　手
60回　瀬戸山満年（プリンスホテル）捕　手
61回　吉田　篤史（ヤ マ ハ）投　手
62回　丹波　健二（東 芝）内野手
63回　杉浦　正則（日 本 生 命）投　手
64回　谷口　英功（日 本 石 油）内野手
65回　森　　昌彦（本田技研鈴鹿）投　手
66回　高橋　憲幸（日 本 石 油）投　手
67回　入来　祐作（本 田 技 研）投　手
68回　杉浦　正則（日 本 生 命）投　手
69回　川越　英隆（日 産 自 動 車）投　手
70回　須田　喜照（東 芝）投　手
71回　西郷　泰之（三菱自動車川崎）内野手
72回　奥村　幸司（河 合 楽 器）外野手
73回　長谷高成泰（いすゞ自動車）内野手
74回　谷村　逸郎（三菱ふそう川崎）投　手
75回　田中　　明（王 子 製 紙）投　手
76回　植山　幸亮（三菱ふそう川崎）内野手
77回　野田　正義（Ｔ Ｄ Ｋ）投　手
78回　磯村　秀人（東 芝）投　手
79回　田澤　純一（新日本石油ＥＮＥＯＳ）投　手
80回　筑川利希也（Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ）投　手
81回　藤田　卓史（東 芝）投　手
82回　松本　　晃（Ｊ Ｒ 東 日 本）外野手
83回　大城　基志（ＪＸ–ＥＮＥＯＳ）投　手
84回　大城　基志（ＪＸ–ＥＮＥＯＳ）投　手
85回　佐伯　尚治（西 濃 運 輸）投　手
86回　藤井　貴之（日 本 生 命）投　手
87回　佐竹　功年（トヨタ自動車）投　手
88回　福田　周平（ＮＴ T東日本）内野手
89回　近本　光司（大 阪 ガ ス）外野手
90回　須田　幸太（ＪＦＥ東日本）投　手
91回　井上　彰吾（Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ）外野手

18回　中原　　宏（大 日 本 土 木）投　手
19回　永利　勇吉（星 野 組）捕　手
20回　大道　信敏（大 昭 和 製 紙）内野手
21回　櫛田由美彦（熊 谷 組）捕　手
22回　野口　勝美（南 海 土 建）外野手
23回　野見山　博（日 鉄 二 瀬）投　手
24回　種田　吉富（全 鐘 紡）捕　手
25回　大館　盈六（全 藤 倉）内野手
26回　山本　　治（鐘 淵 化 学）投　手
27回　大沢　貞義（熊 谷 組）投　手
28回　堀本　律雄（日 本 通 運）投　手
29回　井　　洋雄（日 鉄 二 瀬）投　手
30回　出沢　政雄（富 士 鉄 釜 石）内野手
31回　松浦三千男（松 下 電 器）投　手
32回　鬼頭　忠雄（新三菱重工名古屋）投　手
33回　鬼頭　忠雄（日本通運名古屋）投　手
34回　佐藤　　進（富 士 鉄 室 蘭）投　手
35回　近藤　重雄（コ ロ ム ビ ア）投　手
36回　清沢　忠彦（住 友 金 属）投　手
37回　清沢　忠彦（住 友 金 属）投　手
38回　中野　孝征（日 本 楽 器）内野手
39回　堀内　嗣郎（河 合 楽 器）内野手
40回　石幡　信弘（富 士 重 工 業）投　手
41回　橘谷　　健（三 菱 重 工 業）投　手
42回　久玉　清人（丸 善 石 油）投　手
43回　池田　善吾（三菱自動車川崎）投　手
44回　須藤　和彦（日 産 自 動 車）捕　手
45回　萩野　友康（新 日 鐵 八 幡）投　手
46回　加藤　英美（大昭和製紙北海道）投　手
47回　千藤　和久（北海道拓殖銀行）投　手
48回　伊藤　友幸（熊 谷 組）内野手
49回　木田　　勇（日 本 鋼 管）投　手
50回　中尾　孝義（熊 谷 組）捕　手
51回　樋口　博美（札幌トヨペット）投　手
52回　黒紙　義弘（東 芝）投　手
53回　田村　忠義（日本鋼管福山）投　手
54回　渡辺　　剛（新日鐵名古屋）投　手
55回　前川　善裕（日 本 鋼 管）外野手
56回　菊池　　総（東 芝）投　手
57回　杉山　孝一（Ｎ Ｔ Ｔ 北 陸）外野手
58回　菊池　　総（東 芝）投　手
59回　上原　勝男（Ｎ Ｔ Ｔ 東 海）投　手
60回　渡部　勝美（大昭和製紙北海道）投　手
61回　足達　尚人（新 日 鐵 広 畑）投　手
62回　小島　啓民（三菱重工長崎）外野手
63回　向山　隆康（熊 谷 組）内野手
64回　田中　　泰（日 本 通 運）外野手
65回　中ノ瀬幸泰（西 濃 運 輸）投　手
66回　舩木　聖士（Ｎ Ｋ Ｋ）投　手
67回　横井　辰文（三菱重工広島）外野手
68回　川中　基嗣（日 本 通 運）内野手
69回　田中　　泰（川崎製鉄千葉）指名打者
70回　伊藤　大輔（三菱重工長崎）外野手
71回　山田幸二郎（大 阪 ガ ス）投　手
72回　後藤　勝喜（三菱自動車岡崎）投　手
73回　平野　佑介（Ｈｏｎｄａ熊本）投　手
74回　オレステス・キンデラン（シ ダ ッ ク ス）指名打者
75回　橋本　義隆（Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ）投　手
76回　梵　　英心（日 産 自 動 車）内野手
77回　吉浦　貴志（日 産 自 動 車）外野手
78回　片岡　昭吾（Ｊ Ｒ 東 日 本）内野手
79回　座喜味大河（王 子 製 紙）内野手
80回　佐野比呂人（トヨタ自動車）内野手
81回　濱野　雅慎（Ｊ Ｒ 九 州）投　手
82回　小石　博孝（ＮＴＴ東日本）投　手
83回　吉田　一将（Ｊ Ｒ 東 日 本）投　手
84回　片山　純一（Ｊ Ｒ 東 日 本）投　手
85回　小野　和博（富 士 重 工 業）投　手
86回　酒居　知史（大 阪 ガ ス）投　手
87回　梅野　無我（日 立 製 作 所）投　手
88回　北川　利生（日 本 通 運）内野手
89回　守安　玲緒（三菱重工神戸・高砂）投　手
90回　佐竹　功年（トヨタ自動車）投　手
91回　向山　基生（ＮＴＴ東日本）外野手

都
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久 慈 賞
（第18回から設定）

橋 戸 賞
（第10回から設定）
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27回　日 鉱 日 立 チ ー ム
28回　村 上 　 峻 介（日 鉄 二 瀬）投　手
29回　増 山 桂 一 郎（日 本 石 油）監　督
30回　富士鉄釜石チーム
31回　大 沢 　 貞 義（熊 谷 組）監　督
32回　大 工 　 　 勝（富士鉄広畑）投　手
33回　今 西 　 良 雄（日 本 石 油）外野手
34回　積 水 化 学 チ ー ム
35回　田 中 　 公 雄（北海道拓殖銀行）投　手
36回　大分鉄道管理局チーム
37回　平 松 　 政 次（日 本 石 油）投　手
38回　日 本 楽 器 チ ー ム
39回　後 藤 　 晃 吾（八 幡 製 鉄）投　手
40回　佐 藤 　 　 昭（電 電 関 東）投　手
41回　三菱重工神戸チーム
42回　三 沢 　 　 淳（新日鐵広畑）投　手
　　　中 山 　 拓 郎（新日鐵広畑）捕　手
43回　細 川 　 昌 俊（西 濃 運 輸）外野手
44回　内 藤 　 　 博（日 本 鋼 管）内野手
45回　山 口 　 高 志（新 日 鐵 堺）投　手
46回　大昭和北海道チーム
47回　日 本 鋼 管 チ ー ム
48回　藤 井 栄 一 郎（丸 善 石 油）投　手
49回　本田技研鈴鹿チーム
50回　三菱重工広島チーム
51回　札幌トヨペットチーム
52回　工 藤 　 　 真（東 京 ガ ス）投　手
53回　明 治 生 命 チ ー ム
54回　東 鉄 チ ー ム
55回　北海道拓殖銀行チーム
56回　スリーボンドチーム
57回　大 阪 ガ ス チ ー ム
58回　川 嶋 　 勝 司（ヤ マ ハ）監　督
59回　三菱重工横浜チーム
60回　野 茂 　 英 雄（新 日 鐵 堺）投　手
61回　ＪＲ東日本チーム
62回　三菱重工長崎チーム
63回　王子製紙春日井チーム
64回　中 山 製 鋼 チ ー ム
65回　杉 山 　 孝 一（西 濃 運 輸）内野手
66回　ＪＲ東日本東北チーム
67回　朝 日 生 命 チ ー ム
68回　川崎製鉄千葉チーム
69回　川崎製鉄千葉チーム
70回　三菱自動車水島チーム
71回　新日鐵君津チーム
72回　三菱自動車岡崎チーム
73回　Ｈｏｎｄａ熊本チーム
74回　シダックスチーム
75回　七十七銀行チーム
76回　垣 野 　 多 鶴（三菱ふそう川崎）監　督
77回　Ｔ Ｄ Ｋ チ ー ム
78回　鷺宮製作所チーム
79回　阿 部 　 次 男（富士重工業）投　手
80回　東 京 ガ ス チ ー ム
81回　Ｊ Ｒ 九 州 チ ー ム
82回　森 内 　 寿 春（ＪＲ東日本東北）投　手
83回　ＪＲ東日本チーム
84回　大 久 保 秀 昭（ＪＸ–ＥＮＥＯＳ）監　督
85回　富士重工業チーム
86回　近 藤 　 　 均（王 子）投　手
87回　日立製作所チーム
88回　阿 部 　 良 亮（日 本 通 運）投　手
89回　セガサミーチーム
90回　ＪＦＥ東日本チーム
91回　四 国 銀 行 チ ー ム
　　　西 部 ガ ス チ ー ム

44回　中山　俊之（大 昭 和 北 海 道）投　手
45回　工藤　博義（新 日 鉄 八 幡）外野手
46回　丹　　利男（電 電 関 東）投　手
47回　後藤　寿彦（広 島 マ ツ ダ）内野手
48回　林　　博之（熊 谷 組）投　手
49回　山本　文博（新 日 鐵 室 蘭）内野手
50回　中屋恵久雄（熊 谷 組）内野手
51回　辻野　聖一（札 幌 ト ヨ ペ ッ ト）内野手
52回　黒田　光弘（リ ッ カ ー）内野手
　　　中西　清起（リ ッ カ ー）投　手
53回　野口　恭弘（ヤ マ ハ 発 動 機）外野手
54回　小川　　隆（新 日 鐵 名 古 屋）外野手
55回　岩切　利浩（新 日 鐵 大 分）投　手
56回　真壁　　久（Ｎ Ｔ Ｔ 東 京）外野手
57回　岩井　基安（日 本 石 油）内野手
　　　鈴木　慶裕（日 本 石 油）外野手
58回　葛城　弘樹（東 芝）内野手
59回　平田　幸夫（河 合 楽 器）投　手
　　　野茂　英雄（新 日 鐵 堺）投　手
60回　中本　　浩（松 下 電 器）指名打者
61回　吉田　篤史（ヤ マ ハ）投　手
　　　森本　健吾（Ｎ Ｔ Ｔ 東 海）捕　手
62回　杉山　賢人（東 芝）投　手
　　　宮内　　洋（住 友 金 属）内野手
63回　小桧山雅仁（日 本 石 油）投　手
　　　大久保秀昭（日 本 石 油）捕　手
　　　中山　雅行（熊 谷 組）投　手
64回　須田　喜照（日 本 石 油）投　手
65回　鯉渕　一彦（本 田 技 研 鈴 鹿）内野手
66回　谷　　佳知（新 日 鐵 名 古 屋）外野手
67回　田口　浩司（本 田 技 研）内野手
　　　福留　孝介（日 本 生 命）内野手
68回　坂田精二郎（シ ダ ッ ク ス）捕　手
69回　後藤　光尊（川 崎 製 鉄 千 葉）内野手
70回　愛敬　尚史（松 下 電 器）投　手
　　　斎賀慎一郎（三 菱 自 動 車 水 島）投　手
　　　辻　竜太郎（ヤ マ ハ）外野手
71回　西沢　祐介（三 菱 自 動 車 川 崎）外野手
　　　西之宮洋介（日 産 自 動 車）内野手
72回　武田　　久（日 本 通 運）投　手
　　　久本　祐一（河 合 楽 器）投　手
　　　村田　泰教（三 菱 自 動 車 岡 崎）内野手
73回　平野　佑介（Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ 熊 本）投　手
　　　酒井　泰志（い す ゞ 自 動 車）投　手
　　　稲田　直人（Ｎ Ｋ Ｋ）内野手
74回　五嶋　貴幸（三 菱 ふ そ う 川 崎）投　手
　　　野間口貴彦（シ ダ ッ ク ス）投　手
75回　金子　洋平（Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ）外野手
　　　中村　真人（シ ダ ッ ク ス）外野手
76回　池辺　啓二（三 菱 ふ そ う 川 崎）外野手
　　　岩崎　哲也（三 菱 ふ そ う 川 崎）投　手
77回　田口　篤史（Ｔ Ｄ Ｋ）投　手
78回　該当者なし
79回　川口　盛外（王 子 製 紙）投　手
80回　須田　幸太（Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ）投　手
　　　榎田　大樹（東 京 ガ ス）投　手
　　　村尾　賢吾（日 立 製 作 所）内野手
81回　小島　脩平（住 友 金 属 鹿 島）内野手
　　　五十嵐大典（三 菱 重 工 横 浜）外野手
　　　安達　了一（東 芝）内野手
82回　石岡　諒太（Ｊ Ｒ 東 日 本）内野手
83回　吉田　一将（Ｊ Ｒ 東 日 本）投　手
　　　田中　広輔（Ｊ Ｒ 東 日 本）内野手
　　　吉原　正平（日 本 生 命）投　手
84回　石川　　駿（ＪＸ–ＥＮＥＯＳ）内野手
　　　萩野　裕輔（東 芝）投　手
　　　石川　桜太（東 芝）外野手
85回　伊藤　　匠（西 濃 運 輸）内野手
　　　小野　和博（富 士 重 工 業）投　手
　　　横山　弘樹（Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本）投　手
86回　酒居　和史（大 阪 ガ ス）投　手
87回　藤岡　裕大（ト ヨ タ 自 動 車）外野手
　　　田中　俊太（日 立 製 作 所）内野手
　　　菅野　剛士（日 立 製 作 所）外野手
88回　堀　　　誠（Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本）投　手
　　　小室　湧未（Ｊ Ｒ 東 日 本）内野手
　　　髙橋　　俊（日 本 通 運）外野手
89回　小深田大翔（大 阪 ガ ス）内野手
　　　太田　　龍（Ｊ Ｒ 東 日 本）投　手
90回　今川　優馬（Ｊ Ｆ Ｅ 東 日 本）外野手
　　　峯本　　匠（Ｊ Ｆ Ｅ 東 日 本）内野手
　　　岡　　直人（日 立 製 作 所）投　手
91回　朝山　広憲（Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ）投　手
　　　廣畑　敦也（三菱自動車倉敷オーシャンズ）投　手
　　　藤井　健平（Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本）外野手

小 野 賞
（第27回から設定）

若獅子賞
（第44回から設定）
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第１回　大連・満州倶楽部　３―０　大阪・全 大 阪
第２回　大連・大 連 実 業　１―０　東京・東京クラブ
第３回　大連・満州倶楽部　５―０　名古屋・名 鉄 局
第４回　東京・東京クラブ　10―５　名古屋・名 鉄 局
第５回　東京・東京クラブ　12―６　横浜・全 横 浜
第６回　神戸・全 神 戸　１―０　大連・満州倶楽部
第７回　東京・東京クラブ　６―５　京城・全 京 城
第８回　大阪・全 大 阪　７―６　八幡・八 幡 製 鉄
第９回　東京・東京クラブ　３―０　川崎・コロムビア
第10回　門司・門 鉄 局　５―１　大連・満州倶楽部
第11回　八幡・八 幡 製 鉄　３―１　東京・東京クラブ
第12回　東京・藤 倉 電 線　４―１　京城・全 京 城
第13回　東京・藤 倉 電 線　３―０　庄内・田 村 駒
第14回　京城・全 京 城　４―０　大連・大 連 実 業
第15回　（本大会は中止）
第16回　京城・全 京 城　12―６　大阪・大 同 製 鋼
第17回　岐阜・大日本土木　３―０　桐生・全 桐 生
第18回　岐阜・大日本土木　８―２　高砂・鐘 紡
第19回　福岡・西日本鉄道　８―１　別府・星 野 組
第20回　別府・星 野 組　８―２　吉原・大昭和製紙
第21回　大阪・全 鐘 紡　６―１　東京・熊 谷 組
第22回　大阪・全 鐘 紡　３―２　大阪・南 海 土 建
第23回　大阪・全 鐘 紡　11―５　二瀬・日 鉄 二 瀬
第24回　吉原・大昭和製紙　３―０　大阪・全 鐘 紡
第25回　八幡・八 幡 製 鉄　５―２　東京・全 藤 倉
第26回　大阪・全 鐘 紡　５―１　高砂・鐘 淵 化 学
第27回　横浜・日 本 石 油　３―２　東京・熊 谷 組
第28回　東京・熊 谷 組　４―０　浦和・日 本 通 運
第29回　横浜・日 本 石 油　４―０　二瀬・日 鉄 二 瀬
第30回　松山・丸 善 石 油　６―４　釜石・富士製鉄釜石
第31回　東京・熊 谷 組　３―２　門真・松 下 電 器
第32回　横浜・日 本 石 油　４―２　名古屋・新三菱重工名古屋
第33回　横浜・日 本 石 油　12―０　名古屋・日 本 通 運
第34回　京都・積 水 化 学　４―３　室蘭・富士製鉄室蘭
第35回　浦和・日 本 通 運　２―０　川崎・コロムビア
第36回　大阪・電 電 近 鉄　４―０　和歌山・住 友 金 属
第37回　東京・熊 谷 組　４―３　和歌山・住 友 金 属
第38回　横浜・日 本 石 油　６―０　浜松・日 本 楽 器
第39回　姫路・富士鉄広畑　１―０　浜松・河 合 楽 器
第40回　千葉・電 電 関 東　２―１　太田・富士重工業
第41回　富士・大昭和製紙　３―０　神戸・三菱重工神戸
第42回　姫路・新日鐵広畑　６―２　松山・丸 善 石 油
第43回　浜松・日 本 楽 器　４―０　川崎・三菱自動車川崎
第44回　川崎・日 本 鋼 管　11―２　横須賀・日産自動車
第45回　白老・大昭和製紙北海道　４―０　北九州・新日鐵八幡
第46回　千葉・電 電 関 東　３―０　白老・大昭和製紙北海道

第47回　川崎・日 本 鋼 管　１―０　札幌・拓 殖 銀 行
第48回　神戸・神 戸 製 鋼　３―０　東京・熊 谷 組
第49回　川崎・東 芝　４―０　川崎・日 本 鋼 管
第50回　広島・三菱重工広島　６―４　東京・熊 谷 組
第51回　富士・大昭和製紙　８―３　札幌・トヨペット
第52回　東京・電 電 東 京　３―２　川崎・東 芝
第53回　和歌山・住 友 金 属　５―４　福山・日本鋼管福山
第54回　川崎・東 芝　８―３　東海・新日鐵名古屋
第55回　横須賀・日産自動車　10―９　川崎・日 本 鋼 管
第56回　大阪・日 本 生 命　４―３　川崎・東 芝
第57回　横浜・日 本 石 油　９―７　金沢・ＮＴＴ北陸
第58回　浜松・ヤ マ ハ　４―３　川崎・東 芝
第59回　川崎・東 芝　３―２　名古屋・ＮＴＴ東海
第60回　東京・プリンスホテル　８―３　白老・大昭和製紙北海道
第61回　浜松・ヤ マ ハ　12―11　姫路・新日鐵広畑
第62回　川崎・東 芝　16―６　長崎・三菱重工長崎
第63回　大阪・日 本 生 命　４―２　東京・熊 谷 組
第64回　横浜・日 本 石 油　７―５　浦和・日 本 通 運
第65回　鈴鹿・本田技研鈴鹿　５―３　大垣・西 濃 運 輸
第66回　横浜・日 本 石 油　８―７　福山・Ｎ Ｋ Ｋ
第67回　和光・本 田 技 研　８―７　広島・三菱重工広島
第68回　大阪・日 本 生 命　５―３　浦和・日 本 通 運
第69回　横須賀・日産自動車　15―３　千葉・川崎製鉄千葉
第70回　川崎・東 芝　12―０　長崎・三菱重工長崎
第71回　川崎・三菱自動車川崎　９―３　大阪・大 阪 ガ ス
第72回　浜松・河 合 楽 器　６―３　岡崎・三菱自動車岡崎
第73回　藤沢・いすゞ自動車　２―０　大津町・Ｈｏｎｄａ熊本
第74回　川崎・三菱ふそう川崎　５―４　調布・シダックス
第75回　春日井・王 子 製 紙　６―５　狭山・Ｈｏｎｄａ
第76回　川崎・三菱ふそう川崎　６―３　横須賀・日産自動車
第77回　にかほ・Ｔ Ｄ Ｋ　４―３　横須賀・日産自動車
第78回　川崎・東 芝　７―５　東京・ＪＲ東日本
第79回　横浜・新日本石油ＥＮＥＯＳ　４―１　春日井・王 子 製 紙
第80回　狭山・Ｈｏｎｄａ　４―２　豊田・トヨタ自動車
第81回　川崎・東 芝　２―０　北九州・Ｊ Ｒ 九 州
第82回　東京・ＪＲ東日本　２―１　東京・ＮＴＴ東日本
第83回　横浜・ＪＸ–ＥＮＥＯＳ　６―３　東京・ＪＲ東日本
第84回　横浜・ＪＸ–ＥＮＥＯＳ　３―１　東京・ＪＲ東日本
第85回　大垣・西 濃 運 輸　２―０　太田・富士重工業
第86回　大阪・日 本 生 命　５―３　大阪・大 阪 ガ ス
第87回　豊田・トヨタ自動車　４―０　日立・日立製作所
第88回　東京・ＮＴＴ東日本　10―４　さいたま・日 本 通 運
第89回　大阪・大 阪 ガ ス　２―０　神戸市高砂市・三菱重工神戸・高砂
第90回　千葉・ＪＦＥ東日本　６―４　豊田・トヨタ自動車
第91回　狭山・Ｈｏｎｄａ　４―１　東京・ＮＴＴ東日本

◇都市対抗野球大会　決勝戦一覧◇



55 都市対抗野球大会

監　督�　南　　則文　50　順　　　大　
投　手⑪　松村　尚汰　22　旭　川　大　右・右
　　　⑫　太田　将貴　25　東海大北海道　左・左
　　　⑮　立田　将太　24　大和広陵高　右・右
　　　⑯　夏井　康吉　27　富　士　大　左・左
　　　⑰　伊藤　宏太　23　北　翔　大　右・右
　　　⑱　内沢　航大　23　法　　　大　右・左
　　　⑲　川﨑　朝太　24　筑　波　大　右・左
　　　⑳　浪岡　千昌　22　駒　　　大　右・左
　　　㉑　和田　洸輝　26　環太平洋大　左・左
　　　�　福山　　雄　37　法　　　大　右・右
捕　手②　松浦　昌平　29　筑　波　大　右・右
　　　⑩　今西　直輝　24　東北福祉大　右・左
　　　㉗　井内　　駿　22　東海大北海道　右・左
　　　�　乙須　正太　37　関　　　大　右・右
内野手⓪　吉江　将一　26　立　正　大　右・左
　　　①◎嶋田源太郎　31　流 通 経 大　右・左
　　　③　野澤　　尚　27　苫小牧駒大　右・右
　　　④　冨田　勇輝　22　八戸学院大　右・左
　　　⑤　福田　涼太　24　東海大北海道　右・両
　　　⑥　西山　裕貴　24　東北福祉大　右・右
　　　㊶　小林　勇希　29　函　館　大　左・左
　　　�　山川　広大　36　青　学　大　右・左
外野手⑦　山本　昂征　24　東北福祉大　右・右
　　　⑧　丹澤　　賢　30　国 士 舘 大　左・左
　　　⑨　水木　海斗　23　国　学　大　右・左
　　　㉕　前田　禎史　23　上　武　大　右・右

札幌市（ＪＲ北海道硬式野球クラブ）⑯
監　督�　佐藤　康典　50　秋田経法大付高
投　手⑪　小木田敦也　22　角　館　高　右・右
　　　⑫　荒澤　郁野　22　山形中央高　左・左
　　　⑬　小野　憲生　25　東北福祉大　右・右
　　　⑭　木場　涼佑　25　ノ－スアジア大　左・左
　　　⑮　中島　和俊　23　秋 田 南 高　右・右
　　　⑯　鈴木　大貴　23　流 通 経 大　右・右
　　　⑰　佐藤　開陸　20　能代松陽高　左・左
　　　⑱　阿部　将大　19　本　荘　高　右・右
　　　⑲　阿部　勇星　25　流 通 経 大　右・右
　　　⑳　中野　隆之　28　ＰＬ学園高　左・左
　　　㉑　長谷川拓帆　21　仙台育英高　左・左
捕　手⑨　小坂井智朗　24　青　学　大　右・左
　　　㉒　吉川　心平　26　東北福祉大　右・右
　　　㉖　石塚連太朗　23　東　海　大　右・左
　　　㉘○石井信次郎　26　東　海　大　右・右
　　　　　（七十七銀行）
内野手⓪　植村　祐介　23　東　海　大　右・右
　　　②　夏井　脩吉　24　神 奈 川 大　右・左
　　　③　夏井　健吉　30　富　士　大　右・左
　　　④　深江　大晟　24　東北福祉大　右・右
　　　⑤◎皆川　　普　27　法　　　大　右・両
　　　⑦○宮本　　涼　28　東北福祉大　右・左
　　　　　（七十七銀行）
　　　㉕　山形　堅心　23　創　価　大　右・右
　　　㉗　三河　聖央　23　国際武道大　左・左
　　　㉙○中井　隆盛　29　日　　　大　左・左
　　　　　（七十七銀行）
外野手①　北畠　栞人　23　八戸学院大　右・左
　　　⑥　佐藤　弘典　31　富　士　大　右・左
　　　⑧　佐藤　秀栄　28　東　洋　大　右・右
　　　⑩　青木　龍成　24　東日本国際大　右・左
　　　㉓　飯野　周太　24　国　学　大　左・左
　　　㉔　冨木　崚雅　23　東北福祉大　右・右

にかほ市（ＴＤＫ）⑮

監　督�　村西　徹也　35　富山国際大
投　手⑫　宮前　　遥　24　中部学院大　右・右
　　　⑬　後藤　庸輔　26　名古屋経済大　左・左
　　　⑭　荻沢龍太郎　23　東京学芸大　右・右
　　　⑮　上條　将希　24　法　　　大　左・左
　　　⑯　竹中　一馬　30　立　正　大　右・右
　　　⑰　海老　将卓　26　富　山　大　右・右
　　　⑱　金田　甲志　25　甲　南　大　左・左
　　　⑲　内藤　航世　22　びわこ成蹊スポーツ大　右・右
　　　㉘○中村　海誠　24　東海大第３高　左・左
　　　　　（信越ク）
　　　㉙　干高　拳斗　19　高岡向陵高　右・右
　　　㊵○佐々木竜次　24　東　農　大　右・右
　　　　　（バイタルネット）
捕　手⑤　坂本　一馬　23　金沢星稜大　右・右
　　　㉒　水野　克哉　23　中　部　大　右・右
　　　㉕　紫藤　将吾　20　不二越工高　右・左
　　　㉗　田中　　翔　29　高岡法科大　右・右
内野手⓪○百目鬼浩太　23　東海大浦安高　右・右
　　　　　（信越ク）
　　　①　宮口　恭平　28　国 士 舘 大　右・左
　　　②◎乙野　賢人　26　近　　　大　右・右
　　　③　番場　　駿　27　朝　日　大　右・左
　　　④　村上　和希　25　高岡法科大　右・左
　　　⑩　待寺　航喜　24　氷　見　高　右・左
　　　㉓　島　　快莉　23　山梨学院大　右・左
　　　㉔　石黒　優希　19　高 岡 商 高　右・左
　　　㉖　酒井　　新　20　新　湊　高　右・右
外野手⑥　渡里　晃生　23　神戸学院大　右・左
　　　⑦　大野　　凌　24　高岡向陵高　右・右
　　　⑪　松永　　陸　25　新　湊　高　右・左
　　　⑳　越中　快人　26　金　沢　大　右・左

高岡市（伏木海陸運送）⑤
監　督�　前田　直樹　42　慶　　　大
投　手⑪　相内　康佑　25　青　森　大　左・左
　　　⑬　中島　涼貴　25　白　鷗　大　右・右
　　　⑭　古田　恭平　26　日　体　大　右・右
　　　⑮　多崎　蒼司　24　駒　　　大　右・右
　　　⑯　塚本　峻大　28　東北学院大　左・左
　　　⑰　米谷　真一　27　城西国際大　右・右
　　　⑱　宮内　春輝　24　明　星　大　右・右
　　　⑲　中山　怜央　22　佛　教　大　右・右
　　　⑳　神里廣之介　23　東京情報大　右・左
　　　㉑　齊藤　侑馬　31　武　蔵　大　左・左
　　　㉛○小笠原　諒　26　千 葉 商 大　右・右
　　　　　（七十七銀行）
捕　手②　益子　　弦　26　福　島　大　右・右
　　　⑫　薄井　貴史　29　中央学院大　右・右
　　　㉗　水野　隼翔　27　桐蔭横浜大　右・右
内野手⓪　片野　泰大　25　富　士　大　右・左
　　　③◎篠川　拓也　28　同　　　大　右・右
　　　⑤　末武　雄貴　26　近　　　大　右・左
　　　⑥　小野　悠介　29　東日本国際大　右・左
　　　⑦　中嶋　政弥　29　大　院　大　右・左
　　　⑨　橋本　優哉　27　桐蔭横浜大　右・右
　　　⑩　東本　将弥　23　神 奈 川 大　右・左
　　　㉕　長谷川拓哉　31　函　館　大　右・右
　　　㊲○大保　優真　25　星槎道都大　右・右
　　　　　（ＪＲ東日本東北）
外野手①　石黒　　凌　25　星槎道都大　右・右
　　　④　井上　信志　28　東北学院大　右・右
　　　⑧　赤嶺　　謙　24　亜　　　大　右・右
　　　㉓　西藤　勇人　29　立　　　大　左・左
　　　㉔　浅沼　佑亮　26　東北福祉大　右・左
　　　㉘　家古谷翔太　31　横 浜 商 大　右・右
　　　㉟○長嶋　亮磨　22　神奈川工大　右・右
　　　　　（七十七銀行）

石巻市（日本製紙石巻）⑤
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監　督�　中島　彰一　54　東　洋　大
投　手⑪　葛谷　拓巳　24　朝　日　大　右・右
　　　⑬　菊地　丈留　25　帝　京　大　左・左
　　　⑭　山井　佑太　30　日　　　大　右・右
　　　⑮　伊藤　拓郎　27　帝　京　高　右・右
　　　⑯　飯田　晴海　25　東　洋　大　右・右
　　　⑰　能間　隆彰　29　東　洋　大　左・左
　　　⑱　百瀬　永遠　22　神 奈 川 大　右・右
　　　⑲　若山　蒼人　24　中部学院大　右・右
　　　⑳　鈴木　稜也　26　上　武　大　右・右
　　　㉑　佐藤　僚亮　23　山形中央高　左・左
　　　㉚　北南　達矢　22　金　沢　大　左・左
　　　㉛○角田　皆斗　27　専　　　大　右・右
　　　　　（スバル）
　　　㉜○小野　和博　29　桐蔭横浜大　右・右
　　　　　（スバル）
捕　手⑨　濱村　和人　25　日　体　大　右・右
　　　⑫　片葺　翔太　34　八　戸　大　右・右
　　　㉒　土居　竜丸　24　愛 知 工 大　右・右
　　　㉓　坂口　　凌　27　関東学院大　右・右
　　　�　鮫島　哲新　32　中　　　大　右・右
内野手⓪　柳内　一輝　23　九　産　大　右・左
　　　③◎林　　悠平　27　東　洋　大　右・左
　　　⑤　原田　寛樹　24　法　　　大　右・左
　　　⑥　大曽根伸哉　21　常総学院高　右・右
　　　⑦　池間　誉人　22　専　　　大　右・左
　　　⑧　佐藤竜一郎　27　法　　　大　右・左
　　　⑩　谷口　　諒　25　横 浜 商 大　右・右
　　　㉕　木村　圭汰　28　立　正　大　右・右
　　　㉖　西村　竜治　27　明　　　大　右・右
　　　㉞○岩元　聡樹　28　日 本 経 大　左・左
　　　　　（スバル）
外野手①　藤本　雄也　29　国　学　大　左・左
　　　②　堀越　　匠　32　東　洋　大　右・左
　　　④　平山　敦規　24　東　海　大　右・左
　　　㉔　山田　克志　23　専　　　大　右・左
　　　㉗　生田目　忍　23　星槎道都大　右・右
　　　㉘　大泉　周也　21　山形中央高　左・左
　　　㉙　高畠　裕平　29　日　体　大　右・右
　　　㉝　安達　和貴　26　岐阜聖徳学園大　右・右
　　　㊲　島田　直人　28　日　体　大　右・左

鹿嶋市（日本製鉄鹿島）⑳
監　督�　落合　成紀　38　東　海　大　
投　手⑫　大谷　輝龍　20　小松大谷高　右・右
　　　⑬　林　　桂大　24　国際武道大　右・右
　　　⑭　在原　一稀　26　中　　　大　左・左
　　　⑮　大園　祐也　24　東北福祉大　左・左
　　　⑯　本定　史好　23　上　武　大　右・右
　　　⑰　高木　　寿　24　東日本国際大　右・右
　　　⑱　本田健一郎　24　武　蔵　大　右・右
　　　⑲　廣澤　　優　19　日 大 三 高　右・右
　　　⑳　須田　幸太　34　早　　　大　右・右
　　　㉑　上島　迅翔　23　富　士　大　右・右
　　　㉞　中村晃太朗　19　東海大菅生高　左・左
捕　手②　横井　佑弥　24　国　学　大　右・右
　　　㉒　下地　滉太　23　富　士　大　右・右
　　　㉕　猪田　和希　21　神戸国際大付高　右・右
　　　㉗　山田　知樹　23　国 士 舘 大　右・右
内野手⓪　西村　大樹　25　青　学　大　右・右
　　　③　平山　拓磨　25　同　　　大　右・右
　　　④　峯本　　匠　24　立　　　大　右・左
　　　⑤　平山　　快　24　東　海　大　右・右
　　　⑨　佐藤　卓也　28　東北福祉大　右・右
　　　㉓◎鳥巣　誉議　25　上　武　大　右・左
　　　㉛　柿崎　颯馬　20　桐蔭学園高　右・左
　　　㉝　岡田　耕太　24　駒　　　大　右・右
外野手①　中澤　彰太　25　早　　　大　右・左
　　　⑧　中嶋　啓喜　29　明　　　大　右・右
　　　⑩　内藤　大樹　29　青　学　大　左・左
　　　㉔　今川　優馬　23　東海大北海道　右・右
　　　㉘　宮地　恭平　23　東　海　大　右・右
　　　㉙　赤木　陸哉　23　国際武道大　右・左

千葉市（ＪＦＥ東日本）㉔

監　督�　本西　厚博　58　瓊　浦　高
投　手⑭　木村翔太郎　24　東 北 工 大　左・左
　　　⑮〇清岡　龍哉　23　大　東　大　左・左
　　　　　（ＹＢＣ柏）
　　　⑯　久保田倫太郎　23　関東学院大　右・右
　　　⑰　西森　弘貴　23　星槎道都大　右・右
　　　⑱　尾形　康平　23　清　和　大　右・右
　　　⑲　平野　暖周　25　桐蔭横浜大　右・右
　　　㉑　櫻井　政利　24　平成国際大　左・左
　　　�　中山慎太郎　28　千 葉 工 大　右・右
捕　手㉒　御所名真聖　23　青　森　大　右・右
　　　㉓〇小笠原大騎　29　桜 美 林 大　右・右
　　　　　（ＹＢＣ柏）
　　　�　渡邊　由樹　41　専　　　大　右・右
内野手①　梅澤　孝弥　25　東日本国際大　右・左
　　　③　山田　義喜　23　日南学園高　右・左
　　　⑥　藤川　七樹　22　松戸国際高　右・左
　　　⑦◎加藤　　頼　25　地球環境高　右・左
　　　⑫　引木　拓己　24　長　野　大　右・左
　　　㉕　田中　勇利　23　流 通 経 大　右・右
　　　㊱○田中　　健　31　日　　　大　右・右
　　　　　（日本製鉄かずさマジック）
　　　㊲　松井　和輝　22　明　学　大　右・右
外野手②　渡井　玲雄　22　秀明八千代高　右・右
　　　⑤　安福　瑠威　23　帝京平成大　右・右
　　　⑬　大友　　潤　24　高 崎 経 大　右・左
　　　㉝　道上　季生　23　桐蔭横浜大　右・右
　　　㊹　林　弘祐希　24　桐蔭横浜大　右・右

富里市（ハナマウイ）初
監　督�　濵岡　武明　48　駒　　　大
投　手⑪　山田　龍聖　20　高 岡 商 高　左・左
　　　⑫　永谷　暢章　23　履 正 社 高　右・右
　　　⑬　石井　聖太　24　中央学院大　右・右
　　　⑮　西居　建陽　24　中部学院大　左・左
　　　⑯　須永　悦司　24　桐蔭横浜大　右・左
　　　⑰　山口裕次郎　22　履 正 社 高　左・左
　　　⑱　伊藤　将司　24　国際武道大　左・左
　　　⑲　河浦　圭佑　19　小　倉　高　右・左
　　　⑳　西田　光汰　22　大体大浪商高　右・右
　　　㉑　宮本誉士樹　25　東農大オホーツク　右・右
　　　㉒　柴田　紘佑　24　東京国際大　右・右
　　　㉚○臼井　　浩　26　中央学院大　右・左
　　　　　（東京ガス）
　　　㉛　柴田　叡宙　25　東　　　大　右・左
　　　㊲　篠田　怜汰　18　羽　黒　高　右・右
　　　㊳　佐々木　亮　18　情報科学高　右・左
　　　㊼○高橋　佑樹　23　慶　　　大　左・左
　　　　　（東京ガス）
捕　手③　西野　真也　23　明　　　大　右・右
　　　⑤　渡辺　和哉　26　専　　　大　右・右
　　　㉖　小藤　　翼　23　早　　　大　右・左
　　　㊱　北野　　樹　18　天　理　高　右・右
内野手⓪◎嘉数　　駿　30　駒　　　大　右・右
　　　④　長谷川拓真　28　国際武道大　右・右
　　　⑥　杉崎　成輝　23　東　海　大　右・左
　　　⑦　丸子　達也　27　早　　　大　左・左
　　　⑧　吉澤　岳志　25　青　学　大　右・右
　　　⑩　小室　湧未　26　神 奈 川 大　右・右
　　　㉓　糸野　雄星　22　明秀日立高　右・右
　　　㉘　大城　悠也　24　横 浜 商 大　左・左
　　　㉝○地引　雄貴　30　早　　　大　右・右
　　　　　（東京ガス）
外野手①　佐藤　拓也　26　立　　　大　右・左
　　　②　金子　莉久　23　白　鷗　大　右・左
　　　⑨　大西　千洋　24　法　　　大　右・左
　　　⑭　菅田　大介　22　奈良学園大　左・左
　　　㉔　山口　雄大　26　青　学　大　左・左
　　　㉕　服部　創太　25　国際武道大　右・右
　　　㉗　手塚　渓登　24　亜　　　大　右・右
　　　㉙　近森　雄太　24　亜　　　大　左・左
　　　㉞　内野　裕太　20　波 佐 見 高　右・左

東京都（ＪＲ東日本）㉓
監　督�　澤村　幸明　40　法　　　大　
投　手⑪　柴田　大地　23　日　体　大　右・右
　　　⑫　和田　悠佑　25　富　士　大　右・右
　　　⑭　相馬　和磨　26　国際武道大　左・左
　　　⑮　阿部　良亮　28　東　洋　大　右・左
　　　⑯　西村　雅暉　22　上　武　大　右・右
　　　⑰　釘宮　光希　24　立　正　大　右・右
　　　⑱　前田　敬太　23　専　　　大　右・右
　　　⑲　庄司　拓哉　25　横 浜 商 大　左・左
　　　⑳　池田　　望　30　拓　　　大　右・右
　　　㉑　中田　浩貴　24　東　洋　大　左・左
　　　㊶　渡辺　　圭　29　東　海　大　左・左
捕　手⑩　髙野　貴大　22　流 通 経 大　右・右
　　　㉒　木下　　朗　24　立　正　大　右・左
　　　㉕　筒井　文也　25　国際武道大　右・右
　　　㉗　木南　　了　28　帝　京　大　右・右
内野手①◎浦部　剛史　32　神 奈 川 大　右・右
　　　②　稲垣　誠也　24　中部学院大　右・左
　　　④　添田　真海　23　明　　　大　右・左
　　　⑤　大谷　昇吾　28　上　武　大　右・左
　　　⑥　諸見里　匠　25　国　学　大　右・右
　　　⑦　森松裕次郎　26　九　産　大　右・右
　　　⑧　磯網　栄登　22　国際武道大　右・右
　　　⑬　沓澤　侑輝　24　独　協　大　右・左
外野手⓪　手銭　竜汰　28　九州共立大　右・左
　　　③　内海　大寿　24　中部学院大　右・右
　　　⑨　佐藤デシャーン広之　25　横 浜 商 大　右・左
　　　㉓　髙橋　　俊　26　流 通 経 大　右・左
　　　㉔　佐藤　　将　26　青　学　大　右・左
　　　㉙　毛利　元哉　23　法　　　大　右・左
　　　㉝　北川　利生　27　創　価　大　右・右

さいたま市（日本通運）㊺

監　督�　和久井勇人　58　東　海　大　
投　手⑪　岡　　直人　23　徳　山　大　左・左
　　　⑬　西澤　　大　25　日　体　大　左・左
　　　⑭　青野　善行　23　国際武道大　右・右
　　　⑮　西山　雅貴　23　環太平洋大　右・左
　　　⑯　梅野　無我　31　国際武道大　右・右
　　　⑰　谷﨑　　龍　24　福 井 工 大　右・右
　　　⑱　猿川　拓朗　28　東　海　大　右・左
　　　⑲　樋口　宇大　28　日　体　大　右・右
　　　⑳　知念　広弥　30　金沢学院大　左・左
　　　㉑　原田　泰成　22　東　海　大　右・右
　　　㉒　杉尾　剛史　23　宮崎産業経営大　右・右
　　　㉛　阿部　陽登　21　駒大苫小牧高　右・右
　　　㉞○高橋　史典　27　立　正　大　右・右
　　　　　（スバル）
　　　㊴○手塚　　周　24　立　　　大　右・左
　　　　　（スバル）
　　　㊶○川上雄太朗　26　道　都　大　右・左
　　　　　（スバル）
捕　手⑫　中園雄一郎　30　専　　　大　右・右
　　　㉘　川本　真也　29　筑　波　大　右・左
　　　㉙　渡邉　翔太　23　東北学院大　右・右
　　　�　大森　悠太　36　明　　　大　右・右
内野手①　森下　翔平　26　東　海　大　右・右
　　　②　國谷　翔汰　23　東　海　大　右・左
　　　③　種子島大輝　24　筑　波　大　右・左
　　　④　河野　祐斗　25　明　　　大　右・右
　　　⑤　江藤　勇治　23　立　　　大　右・左
　　　⑥　岩﨑　恭平　34　東　海　大　右・左
　　　⑦　野中　祐也　28　国際武道大　右・左
　　　㉓　田中　政則　37　水 戸 商 高　左・左
外野手⑧　豊田　　寛　23　国際武道大　右・右
　　　⑨　吉田幸一朗　29　福 井 工 大　左・左
　　　⑩　八幡　　陸　23　福 井 工 大　右・右
　　　㉔◎大塚　直人　31　東　海　大　右・右
　　　㉕　三倉　　進　25　早　　　大　左・左
　　　㉖　諸積　　怜　24　駒　　　大　右・左
　　　㉗　濱元　航輝　26　神 奈 川 大　左・左

日立市（日立製作所）㊳
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監　督㊹　飯塚　智広　45　亜　　　大
投　手⑪　稲毛田　渉　23　仙　台　大　右・右
　　　⑫　大竹　飛鳥　35　関東学院大　右・右
　　　⑬　沼田　優雅　27　立　正　大　左・左
　　　⑮　白銀　滉大　23　駒　　　大　右・右
　　　⑯　末永　彰吾　33　帝　京　大　右・右
　　　⑰　堀　　　誠　25　立　正　大　右・右
　　　⑱　熊谷　拓也　25　法　　　大　右・右
　　　⑲　小又　圭甫　25　国　学　大　右・右
　　　㉑　飯嶋　海斗　24　東　海　大　左・左
　　　㉞　佐々木　健　24　富　士　大　左・左
捕　手㉒　八田　　夏　24　日　　　大　右・右
　　　㉖　佐久本一輝　23　亜　　　大　右・右
　　　㉗　髙橋　亮介　26　駒　　　大　右・右
　　　㉙　保坂　淳介　24　中　　　大　右・右
内野手⓪　丸山　雅史　25　国 士 舘 大　右・右
　　　①　下川　知弥　28　駒　　　大　右・左
　　　②　宮内　和也　27　明　　　大　右・右
　　　⑤　朝田　　光　23　拓　　　大　右・左
　　　⑥　上川畑大悟　23　日　　　大　右・左
　　　⑦　阿部健太郎　26　東　洋　大　右・左
　　　⑩◎喜納　淳弥　28　桐蔭横浜大　右・左
　　　㉘　二十八貴大　29　中　　　大　左・左
　　　㉚○小林　勇登　30　駒　　　大　右・左
　　　　　（東京ガス）
　　　㉟　平塚　大賀　24　明　　　大　右・右
外野手④　火ノ浦明正　23　専　　　大　右・左
　　　㉓　村岡　勇樹　22　桜 美 林 大　左・左
　　　㉔　越前　一樹　32　立　正　大　右・右
　　　㉕　桝澤　　怜　27　亜　　　大　右・右
　　　㉛　向山　基生　24　法　　　大　右・右
　　　㉜○楠研　次郎　24　富　士　大　左・左
　　　　　（東京ガス）
　　　㉝　長澤　壮徒　26　上　武　大　右・右
　　　㊱○笹川　晃平　26　東　洋　大　右・右
　　　　　（東京ガス）

東京都（ＮＴＴ東日本）㊹
監　督�　西田　真二　60　法　　　大　
投　手⑪　飯田　大翔　21　長崎・海星高　右・右
　　　⑫　草海　光貴　22　上 田 西 高　右・右
　　　⑬○三宮　　舜　27　慶　　　大　左・左
　　　　　（明治安田生命）
　　　⑭　横山　　楓　22　国　学　大　右・右
　　　⑮　東　　範幸　25　日　　　大　左・左
　　　⑯　氏家　優悟　28　東京国際大　左・左
　　　⑰　横田　　哲　28　上　武　大　左・右
　　　⑱　森井　絃斗　21　板　野　高　右・右
　　　⑲　伊波　友和　24　近　　　大　右・右
　　　㉑　久保田淳希　23　同　朋　大　左・左
　　　㉚　石垣　永悟　28　中　　　大　右・右
　　　㉞　井上　和紀　27　福 井 工 大　左・左
　　　㉟　陶久　亮太　29　東農大オホーツク　右・右
　　　㊵　田中　太一　27　大 分 工 高　右・右
捕　手⑳　吉田　高彰　24　上　武　大　右・右
　　　㉓　須田　凌平　28　立　正　大　右・右
　　　㉕　高本　康平　23　国　学　大　右・左
内野手①　中川　智裕　23　近　　　大　右・右
　　　②　砂川　哲平　28　駒　　　大　右・左
　　　③◎宮川　和人　27　東　洋　大　右・右
　　　④○大内信之介　23　上　武　大　右・左
　　　　　（ＪＰアセット証券）
　　　⑤　北川　智也　20　福井工大福井高　右・左
　　　⑦　根岸晃太郎　27　日　　　大　右・右
　　　⑩　北阪　真規　25　日　　　大　右・左
　　　㉖　澤良木喬之　32　日本文理大　左・左
外野手⑥　大谷　拓海　20　中央学院高　右・左
　　　⑧　政野　寛明　31　青　学　大　右・左
　　　⑨　平田　　巧　23　立　正　大　右・右
　　　㉔　市根井隆成　24　上　武　大　右・左
　　　㉘○小野田俊介　28　早　　　大　右・右
　　　　　（東京ガス）
　　　㉙　西村　僚太　24　日本文理大　右・右
　　　㉛　植田　匡哉　23　大　商　大　右・右
　　　㉜　本間　　諒　28　立　正　大　右・左
　　　�　照屋　真人　37　亜　　　大　左・左

東京都（セガサミー）⑪

監　督㉚　大久保秀昭　51　慶　　　大
投　手⑪　阿部　雄大　20　酒 田 南 高　左・左
　　　⑭　大場遼太郎　24　筑　波　大　右・右
　　　⑮　藤井　　聖　24　東　洋　大　左・左
　　　⑯　宮﨑　一誠　24　桜 美 林 大　右・右
　　　⑰　藤本　海斗　22　九州国際大付高　右・右
　　　⑱　柏原　史陽　27　同　　　大　右・右
　　　⑲　山岡　就也　24　国　学　大　左・左
　　　⑳○大野　亨輔　27　専　　　大　右・左
　　　　　（三菱パワー）
　　　㉑　西島　隆成　26　筑　波　大　左・左
　　　㉔○伊藤　優輔　23　中　　　大　右・右
　　　　　（三菱パワー）
　　　㉟　江口　昌太　26　鹿児島工高　右・右
捕　手㉒　小林　　遼　25　富　士　大　右・左
　　　㉗　嘉門　裕介　23　横 浜 商 大　右・右
　　　㉝　柏木　秀文　31　城西国際大　右・右
内野手⓪◎川口　　凌　24　法　　　大　右・左
　　　①　山崎　　錬　29　慶　　　大　右・左
　　　④　小豆澤　誠　25　上　武　大　右・左
　　　⑤　高橋　優斗　21　愛工大名電高　右・左
　　　⑥　渡邉貴美男　32　国　学　大　右・左
　　　⑦　篠原　　涼　23　筑　波　大　右・左
　　　⑧　安本　竜二　23　法　　　大　右・右
　　　⑨　田中　将也　25　東　洋　大　右・右
　　　㉓　大平　達樹　24　桜 美 林 大　右・右
　　　㉛　佐々木勝哉　22　立　正　大　右・右
　　　㉞○久木田雄介　27　第 一 工 大　右・右
　　　　　（三菱パワー）
外野手③　松本　大希　29　慶　　　大　左・左
　　　⑩　岡部　通織　28　立　　　大　左・左
　　　⑫　榎本　和輝　25　大　商　大　右・右
　　　㉕　鹿屋　　陸　25　国　学　大　右・左
　　　㉖　川端　将広　25　筑　波　大　右・左
　　　㉘　村上　貴哉　23　明　　　大　右・右

横浜市（ＥＮＥＯＳ）㊿

監　督㊶　岡崎　淳二　48　東　洋　大
投　手⑪　野口　亮太　27　仙　台　大　左・左
　　　⑬　長田　竜斗　27　国際武道大　左・左
　　　⑭　山下　弘暉　22　国 士 舘 大　右・右
　　　⑮　福浦　太陽　19　霞 ヶ 浦 高　右・右
　　　⑰　及川　　豪　25　青　学　大　左・左
　　　⑱　平川　裕太　24　国際武道大　右・右
　　　⑲　小孫　竜二　23　創　価　大　右・右
　　　⑳　大野　拓麻　25　近大工学部　右・右
　　　㉑　川畑　諒太　24　東　海　大　右・右
　　　㉞○新井悠太朗　23　法　　　大　左・左
　　　　　（明治安田生命）
捕　手⑫　弓削田智輝　24　国 士 舘 大　右・右
　　　㉒　長澤　健弘　30　国際武道大　右・右
　　　㉕　森　　光司　27　東　洋　大　右・左
　　　㉖　宮崎　佑太　23　法　　　大　右・左
内野手⓪　土谷　恵介　25　中　　　大　右・左
　　　①　中山　　俊　28　東日本国際大　右・右
　　　③　保戸田則裕　26　青　森　大　右・右
　　　④　田中　佑汰　24　駒　　　大　右・右
　　　⑤　山原　泰士　26　神 奈 川 大　右・右
　　　⑦　大坂　智哉　26　仙　台　大　左・左
　　　⑧◎橋本顕太郎　26　城　西　大　右・左
　　　⑨　佐野　快斗　23　国 士 舘 大　右・左
　　　㉓　米田虎太郎　22　立　正　大　右・右
　　　㉟○木田　大貴　26　早　　　大　右・右
　　　　　（明治安田生命）
外野手②　竹原　祐太　24　東　洋　大　右・左
　　　⑥　吉濱　雅斗　29　横 浜 商 大　右・右
　　　⑩　茶谷　良太　26　東　洋　大　右・右
　　　㉔　酒井　直哉　27　日本文理大　右・左
　　　㉘　秦　夢有希　30　立　正　大　右・右
　　　㉙　新納　真哉　26　立　正　大　右・左
　　　㊱○井村　　滋　27　国　学　大　右・右
　　　　　（明治安田生命）

東京都（鷺宮製作所）⑮

監　督�　平馬　　淳　45　法　　　大　
投　手⑪　岡本　拓也　27　九州共立大　右・右
　　　⑫　善　　武士　24　多 良 木 高　右・右
　　　⑭　櫻井義之介　28　日　体　大　右・右
　　　⑮　柴田　祐斗　23　東京国際大　右・右
　　　⑯　福本　　翼　28　青　学　大　左・左
　　　⑰　山本　翔大　26　横 浜 商 大　左・左
　　　⑱　北山　比呂　23　日　体　大　右・右
　　　⑲　吉村貢司郎　22　国　学　大　右・右
　　　㉑　加嶋　宏毅　26　慶　　　大　左・左
　　　㉛　近藤　凌太　26　愛 知 工 大　右・右
　　　㊼○三小田章人　28　文　徳　高　左・左
　　　　　（三菱パワー）
捕　手⑳　船木　吉裕　28　東北福祉大　右・右
　　　㉒　柴原　健介　29　日　　　大　右・右
　　　㉗　中村　浩人　23　法　　　大　右・右
内野手⓪　堀米　潤平　27　白　鷗　大　右・左
　　　①◎松本幸一郎　30　立　　　大　右・左
　　　③　金子　聖史　27　九州共立大　右・右
　　　⑤　福山　　亮　28　駒　　　大　右・左
　　　⑥　木野　　学　31　青　学　大　右・左
　　　⑩　吉田　　潤　31　岡山理大付高　右・右
　　　⑬◯久保　皓史　27　富　士　大　右・左
　　　　　（三菱パワー）
　　　㉓　田中　達朗　23　日　　　大　右・左
　　　㉕　望月　涼太　25　九州共立大　右・左
　　　㉖　岡部　祐太　26　国　学　大　右・左
　　　㉝　服部　政樹　34　九州共立大　左・左
　　　㉞◯二橋　大地　26　東日本国際大　右・右
　　　　　（三菱パワー）
外野手②　長沢　吉貴　24　日　　　大　右・左
　　　④　佐藤　　旭　28　慶　　　大　右・右
　　　⑦　谷川　刀麻　22　近　　　大　右・左
　　　⑧　石川　桜太　30　東　海　大　左・左
　　　⑨　小川　裕生　29　上　武　大　左・左
　　　㉔　松永　隆太　34　東　洋　大　右・右
　　　㉘　浅井　洸耶　24　青　学　大　右・右

川崎市（東芝）㊷
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監　督㊳　室田　信正　46　名　城　大
投　手⑪　清水　　蓮　23　共　栄　大　右・右
　　　⑫　フェリペ・ナテル　31　カントリーキッズ高　右・右
　　　⑬　九谷　青孝　30　東　農　大　左・左
　　　⑭　池谷　蒼大　21　静　岡　高　左・左
　　　⑯　大野　健介　31　早　　　大　左・左
　　　⑰　緒方　太地　23　沖データコンピュータ教育学院　右・右
　　　⑱　水野　匡貴　25　明　　　大　右・右
　　　⑲　近藤　卓也　26　青　学　大　右・右
　　　⑳○高橋　康平　31　天　理　大　右・右
　　　　　（永和商事ウイング）
　　　㉑　波多野陽介　26　東北福祉大　右・右
捕　手⑧　川邉　健司　30　明　　　大　右・右
　　　⑨　高杯　　翼　23　中部学院大　右・右
　　　㉒　大本　拓海　23　立　命　大　右・左
　　　㉗　東　　隆志　27　中　　　大　右・右
　　　㉜○船越　涼太　26　市 立 柏 高　右・右
　　　　　（王子）
内野手②　羽山　弘起　28　中　　　大　右・右
　　　③　藤岡　康樹　25　東　農　大　右・左
　　　④○秋利　雄佑　28　カリフォルニア州立大ノースリッジ校　右・左
　　　　　（三菱重工名古屋）
　　　⑥　青柳　直樹　31　専　　　大　右・左
　　　⑦　永濱　晃汰　23　東北福祉大　右・左
　　　⑩　河野　拓郎　29　九州国際大　右・左
　　　㉓　野澤　　洸　24　横 浜 国 大　右・左
　　　㉛　辻本　一磨　27　東北福祉大　右・右
　　　㉝　笠松　悠哉　25　立　　　大　右・右
外野手⓪　鈴木　　光　27　東北福祉大　右・左
　　　①◎矢幡　勇人　30　専　　　大　右・右
　　　⑤　網谷　圭将　23　千葉英和高　右・右
　　　㉔　萩原　英之　26　明　　　大　右・左
　　　㉕　前野　幹博　25　ＰＬ学園高　右・左
　　　㉖　古川　澄也　24　東北福祉大　右・左
　　　㉙　池田　祥大　31　近　　　大　右・左
　　　㉟　長谷川雄一　32　近　　　大　右・右

浜松市（ヤマハ）㊶

監　督㊷　山田　勝司　42　同　　　大
投　手⑪　笹川　聖文　22　西南学院大　右・右
　　　⑬　七島　拓哉　23　鹿屋中央高　左・左
　　　⑭　栁川　優太　26　中京学院大　左・左
　　　⑮　田中　空良　23　豊　川　高　右・左
　　　⑯　屋宜　駿杜　25　九州共立大　右・右
　　　⑰　小椋　健太　34　中　京　大　右・右
　　　⑱　水田　　裕　35　明　　　大　右・右
　　　⑲　辻本　宙夢　24　駒　　　大　右・左
　　　⑳　宮良　　匡　27　朝　日　大　右・左
　　　㉑　坂本　温基　25　愛 知 工 大　右・左
　　　㉖○船迫　大雅　24　東日本国際大　右・左
　　　　　（西濃運輸）
　　　㉙　吐前　拓哉　25　東海学園大　右・右
　　　㊱○戸田　公星　32　日田林工高　右・右
　　　　　（ＪＲ東海）
捕　手②　氷見　泰介　24　明　　　大　右・左
　　　⑨　柴田　圭輝　26　法　　　大　右・右
　　　㊴　鶴岡　和紘　37　福　岡　大　右・右
　　　㊶　山口　拓実　29　輪　島　高　右・右
内野手⑤　小野　紘明　32　亜　　　大　右・右
　　　⑥　若林　俊充　27　日　体　大　右・左
　　　⑦　金田　達郎　26　関東学院大　右・左
　　　⑧　比嘉　龍寿　23　亜　　　大　右・右
　　　㉟　飯田　裕太　27　東　　　大　右・右
　　　㊲　山中　渉伍　29　中　京　大　右・右
外野手⓪　小林　満平　24　法　　　大　右・左
　　　①　水本　　弦　25　亜　　　大　両・左
　　　③　上内　辰哉　33　立　命　大　右・右
　　　④　大島　啓太　30　愛　知　大　右・左
　　　⑩○亀山　一平　29　近　　　大　右・右
　　　　　（王子）
　　　㉓◎新村　　太　31　鹿児島実高　右・左
　　　㉔　大木　惇司　23　日　体　大　右・両
　　　㉛　木村　駿斗　25　亜　　　大　右・左

名古屋市（東邦ガス）⑭
監　督�　野波　尚伸　49　中　　　大
投　手⑫　山口　　晃　25　関　学　大　右・右
　　　⑬　富田　　蓮　19　大 垣 商 高　左・左
　　　⑭　藤田　凌司　24　立　　　大　左・左
　　　⑮　仲井　洋平　30　慶　　　大　右・右
　　　⑯　神原　　友　25　東　海　大　右・右
　　　⑰　大井　友登　23　東　邦　高　右・右
　　　⑱　北畑　勇季　27　大体大浪商高　右・右
　　　⑲○喜久川大輔　28　関東学院大　左・左
　　　　　（ＪＲ東海）
　　　㉑　秋山　　翔　24　武　蔵　大　左・左
　　　㉙　山田　将士　24　青　学　大　右・右
　　　㉞　坂巻　　拳　23　東京情報大　左・左
捕　手⑨　宮野　　峻　26　愛知学院大　右・右
　　　⑩　西川　尚希　23　青　学　大　右・右
　　　㉒　清水　恭平　36　国際武道大　右・右
　　　㉖　伊藤　大地　24　浜 松 商 高　右・左
内野手⓪　堂　　　圭　25　立　命　大　右・右
　　　②　宇都口　滉　25　早　　　大　右・右
　　　④　冨澤　一晃　27　東　洋　大　右・左
　　　⑤　荒井　海斗　25　明　　　大　右・右
　　　⑥◎小室　和弘　29　明　　　大　左・左
　　　⑦　田口　蒔人　26　帝　京　大　右・右
　　　⑧　中野　拓夢　24　東北福祉大　右・左
　　　㉔　豊住　康太　26　鹿児島実高　右・左
　　　㉜○三森　大輔　38　関東学院大　右・右
　　　　　（三菱重工名古屋）
　　　㉝○吉田　承太　34　関東学院大　右・右
　　　　　（三菱重工名古屋）
外野手①　福永　泰志　25　鹿児島実高　左・左
　　　③　岩本　　真　29　東　海　大　右・右
　　　⑳　星野　裕帆　22　川 越 東 高　右・左
　　　㉓　飯嶌　幹太　24　中　　　大　右・右
　　　㉕　大西　涼太　24　東北福祉大　右・左
　　　㉗　大工原壱成　22　中　　　大　右・左
　　　㉘　里見　治紀　23　東北福祉大　右・左
　　　㉚　堀井　碩史　26　青　学　大　右・右

岡崎市（三菱自動車岡崎）⑫
監　督�　辻本　弘樹　51　智弁学園高
投　手⑪　白崎　　塁　25　駒　　　大　右・右
　　　⑬○西納　敦史　29　富　山　大　右・右
　　　　　（三菱重工名古屋）
　　　⑯　保坂　鷹佑　25　駒　　　大　右・右
　　　⑰　永尾　拓也　28　中京学院大　左・左
　　　⑳　横山　駿斗　23　帝　京　大　右・右
　　　㉒○入倉京一郎　23　山梨学院大　左・左
　　　　　（三菱重工名古屋）
　　　㊵　平岡　昌樹　25　上　武　大　右・右
　　　㊾　吉田　滉己　25　折尾愛真短大　右・右
　　　�　木村　亮太　24　流 通 経 大　左・左
　　　�　坂本　健太　24　上　武　大　右・右
　　　�　酒井　智道　24　東 京 経 大　左・左
　　　�　古屋　悠翔　19　静 岡 商 高　右・右
捕　手③　伊藤　弘法　24　立　正　大　右・左
　　　⑫　松坂　裕介　24　東 京 経 大　右・右
　　　�　松田　昂己　28　日本文理大　右・右
内野手②◎片岡新之助　24　中　部　大　右・右
　　　④　前田　智也　23　日南学園高　右・右
　　　⑤　田中　鳳真　25　京都翔英高　右・左
　　　⑥　西銘　隼吾　23　上　武　大　右・右
　　　⑧　秦　　琢真　22　名古屋学院大　右・右
　　　⑩　今井　雄一　34　大　体　大　右・右
　　　㉕　髙田　　燎　23　名古屋学院大　右・右
　　　㉛　望月翔太郎　22　立　正　大　右・左
　　　㉟　小川　真人　34　上　武　大　右・右
　　　㊺　吉冨　大輝　25　中部学院大　右・右
外野手①　今津想太郎　25　中　京　大　右・右
　　　⑦○原田　大輔　25　福　岡　大　左・左
　　　　　（西濃運輸）
　　　⑨　伊藤　大貴　26　立　正　大　右・右
　　　㉓　橋本恭太朗　25　九州共立大　右・右
　　　㉙　林田　竜郎　24　帝　京　大　右・右

名古屋市（ジェイプロジェクト）②

監　督�　藤原　航平　41　中　　　大
投　手⑪　葛川　知哉　25　青　学　大　右・右
　　　⑫　山城　大智　24　亜　　　大　右・右
　　　⑬　村川　翔太　26　中　　　大　左・左
　　　⑭　栗林　良吏　24　名　城　大　右・右
　　　⑮　渕上　佳輝　23　星槎道都大　右・右
　　　⑯　川尻　一旗　33　玉野光南高　右・左
　　　⑰　藤田　純基　30　東　洋　大　右・左
　　　⑱　小出　智彦　29　近　　　大　左・左
　　　⑲　佐竹　功年　37　早　　　大　右・右
　　　⑳　嘉陽宗一郎　25　亜　　　大　右・右
　　　㉑　諏訪　　洸　25　亜　　　大　左・左
　　　㉚○近藤　　均　30　関　　　大　右・右
　　　　　（王子）
　　　㉟　金成　麗生　21　日 大 三 高　左・左
　　　㊳　岩崎　　司　36　樟　南　高　右・右
捕　手㉒　高祖　健輔　24　環太平洋大　右・左
　　　㉗　小畑　尋規　24　立　正　大　右・右
　　　㉘　山田　貴也　26　広 島 経 大　右・右
　　　㉜○細川　勝平　26　中　部　大　右・右
　　　　　（王子）
　　　㊱　細山田武史　34　早　　　大　右・右
内野手①　下石　涼太　25　東　海　大　右・左
　　　③　河合　完治　28　法　　　大　右・左
　　　④　北村　祥治　26　亜　　　大　右・右
　　　⑤　河原　右京　27　早　　　大　右・左
　　　⑥　大城　建二　27　東　海　大　右・左
　　　⑧　和田　佳大　23　中　京　大　右・左
　　　⑨◎樺澤　　健　31　東　農　大　右・右
　　　㉓　小河　　諒　26　中　　　大　右・右
　　　㉔　沓掛　祥和　25　慶　　　大　右・右
　　　㉛　望月　直也　25　盛岡大附高　右・右
外野手⓪　八木健太郎　26　早　　　大　右・右
　　　②　逢澤　崚介　24　明　　　大　左・左
　　　⑦　多木　裕史　30　法　　　大　右・左
　　　⑩　中村　健人　23　慶　　　大　右・右
　　　㉕　西潟　栄樹　28　桐蔭横浜大　右・右
　　　㉖　高橋　　優　24　亜　　　大　左・左
　　　㉙　徳本健太朗　24　青　学　大　右・左
　　　㉝○谷　　恭兵　29　八戸学院大　右・左
　　　　　（西濃運輸）

豊田市（トヨタ自動車）㉒
監　督�　丸井健太郎　43　駒　　　大
投　手⑪　竹内　　諒　26　早　　　大　左・左
　　　⑫　福島　孝輔　24　同　　　大　右・左
　　　⑬　坂元　　研　23　上　武　大　右・右
　　　⑭　平尾　奎太　26　同　　　大　左・左
　　　⑮　伊藤　健太　23　中部学院大　右・右
　　　⑯　主島　大虎　22　報徳学園高　左・左
　　　⑰　井村　勇介　23　至 学 館 大　右・右
　　　⑱　八木　玲於　22　天　理　大　右・右
　　　⑲　松本　竜也　21　智弁学園高　右・右
　　　⑳　花城　凪都　25　中　　　大　右・右
　　　㉑　森田　駿哉　23　法　　　大　左・左
　　　㉟○堀田　　晃　26　大阪学院大　右・右
　　　　　（西濃運輸）
捕　手㉔　西川　元気　24　東　洋　大　右・右
　　　㉕　上野　敦大　26　立　　　大　右・右
　　　㉗　長　　壱成　24　駒　　　大　右・右
内野手②　鈴木　大輔　23　東　海　大　右・右
　　　③　金子　凌也　26　法　　　大　右・左
　　　⑤　貞光　広登　23　国　学　大　右・左
　　　⑥　照屋　　塁　26　慶　　　大　右・右
　　　⑦　西村　　凌　29　駒　　　大　右・右
　　　⑧　石川　瑞貴　20　大阪桐蔭高　右・右
　　　㉓　河津　和也　24　立　正　大　右・右
　　　㉖　庄司　　輔　31　国　学　大　左・左
　　　㉘○前田　滉平　26　駒　　　大　右・右
　　　　　（王子）
　　　㉛　西林　輝一　24　横 浜 商 大　右・右
　　　㉝　清水　俊作　23　法　　　大　右・右
　　　㉞○伊礼　　翼　30　九州共立大　右・左
　　　　　（王子）
外野手⓪　中村　　毅　29　亜　　　大　右・右
　　　①　長野　勇斗　24　青　学　大　右・左
　　　④　松本桃太郎　26　仙　台　大　右・左
　　　⑨　内山　　竣　23　明　　　大　左・左
　　　⑩◎畔上　　翔　27　法　　　大　左・左
　　　㉙　安慶名　舜　28　法　　　大　右・左

鈴鹿市（Ｈｏｎｄａ鈴鹿）㉕
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監　督�　大原　周作　47　ＰＬ学園高
投　手⑪　吉川　侑輝　30　関　　　大　左・左
　　　⑫○森　　翔平　22　関　　　大　左・左
　　　　　（三菱重工神戸・高砂）
　　　⑬　宅和健太郎　24　大　商　大　左・左
　　　⑭　河津　颯太　25　福 井 工 大　右・右
　　　⑮　田村孝之介　22　日　　　大　右・左
　　　⑯　大江　克哉　24　花　園　大　右・右
　　　⑰　大道寺　拓　25　筑　波　大　右・右
　　　⑱　萩原　僚麻　25　吉備国際大　右・右
　　　⑲　松尾　一樹　21　広　陵　高　右・右
　　　⑳　濵﨑　浩大　30　東日本国際大　右・右
　　　㉑　吉元　一彦　33　大　産　大　右・右
　　　㉞　林　　直人　19　報徳学園高　左・左
捕　手㉒　小泉　航平　20　大阪桐蔭高　右・右
　　　㉔　大瀧　裕史　24　明　星　大　右・左
　　　㉗　辻本　勇樹　24　仙　台　大　右・左
　　　㉘○森山　　誠　32　専　　　大　右・右
　　　　　（三菱重工神戸・高砂）
内野手①　長田　涼平　30　愛知学院大　右・右
　　　③　山田　峻士　25　亜　　　大　右・右
　　　⑤　野村　　勇　23　拓　　　大　右・右
　　　⑨　伊東　嵩基　26　創　価　大　右・左
　　　⑩　濱田　祥伍　26　富　士　大　右・左
　　　㉓　酒井　良樹　24　駒　　　大　右・左
　　　㉕　西田　和生　25　創　価　大　右・右
　　　㉛○西川　雄大　24　関西国際大　右・右
　　　　　（日本製鉄広畑）
　　　㊲　梅津　正隆　34　九州共立大　右・右
外野手⓪　藤井　健平　23　東　海　大　左・左
　　　②◎日下部　光　24　大　商　大　右・右
　　　⑦　景山　拓也　31　東　海　大　右・左
　　　⑧　中村　篤人　29　亜　　　大　左・左
　　　㉖　石山　励雄　27　創　価　大　右・右
　　　㉝　中西　純平　31　亜　　　大　左・左

大阪市（ＮＴＴ西日本）㉛
監　督�　田中　篤史　40　近　　　大
投　手⑪　與座　健人　27　関西国際大　右・右
　　　⑭　小屋　　裕　26　大　商　大　左・左
　　　⑮　藤井　聖太　31　関西国際大　右・右
　　　⑯　北出　浩喜　27　愛 知 工 大　右・右
　　　⑰　鈴木　佳佑　26　奈良学園大　右・右
　　　⑱　庄司　力也　26　奈良学園大　左・左
　　　⑲　小澤　拓馬　24　日大国際関係学部　右・右
　　　⑳　城間　竜兵　26　東北福祉大　右・右
　　　㉑　勝田紘一朗　23　大　体　大　左・左
　　　㉗○守安　玲緒　33　富　士　大　右・右
　　　　　（三菱重工神戸・高砂）
　　　㉞　榎本　　亮　28　佛　教　大　左・左
捕　手②　三上　恭平　29　上　武　大　右・右
　　　⑫　緒方　壮助　25　九州共立大　右・右
　　　㉒　大坪　直希　25　亜　　　大　右・右
　　　㉓　川上　翔大　23　近　　　大　右・右
内野手④　諸永　秀幸　26　東農大オホーツク　右・左
　　　⑤　横田　拓也　30　福　岡　大　右・右
　　　⑥　稲村　晃希　24　東農大オホーツク　右・左
　　　⑧　片山　勢三　25　九州共立大　右・右
　　　⑩◎法兼　　駿　25　亜　　　大　右・左
　　　⑬　西岡　寿祥　24　早　　　大　右・右
　　　㉕　坂田　一平　25　大　商　大　右・左
　　　㉙○星　　貴裕　25　筑　波　大　右・左
　　　　　（三菱重工神戸・高砂）
　　　㉛　松根　　優　26　近　　　大　右・左
外野手⓪　藤井　　健　28　奈良学園大　右・右
　　　①　上田　隼也　24　亜　　　大　右・右
　　　③　田中宗一郎　33　立　　　大　右・左
　　　⑦　植田　勝至　24　大　商　大　右・右
　　　⑨　深瀬　愛斗　27　東農大オホーツク　右・右
　　　㉔　小峰　聡志　23　東　洋　大　右・右
　　　㉖○那賀　裕司　30　立　　　大　右・右
　　　　　（三菱重工神戸・高砂）
　　　㉘　井上　貴晴　29　青　学　大　右・左

門真市（パナソニック）�

監　督�　十河　章浩　53　近　　　大
投　手⑪　藤井　貴之　32　同　　　大　右・右
　　　⑬　伊藤　勝大　25　北　翔　大　右・左
　　　⑭　喜多川省吾　24　中　　　大　右・右
　　　⑮　山本　隆広　23　関　　　大　右・左
　　　⑯○栗山　拓巳　31　帝　京　大　右・右
　　　　　（ミキハウス）
　　　⑰　草場　亮太　25　九　産　大　右・右
　　　⑱　高橋　拓已　26　桐蔭横浜大　左・左
　　　⑲　清水　翔太　28　中　京　大　左・左
　　　⑳　阿部　翔太　28　成　美　大　右・左
　　　㉘　本田　洋平　25　愛知学院大　右・右
　　　㉞　木村　貴大　25　東京情報大　左・左
捕　手⑥◎古川　昌平　28　愛知学院大　右・左
　　　㉒　椎名　亮介　32　立　正　大　右・右
　　　㉗　田口　拓海　24　桐蔭横浜大　右・右
内野手①　伊藤ヴィットル　25　共　栄　大　右・左
　　　②　多田　桐吾　24　関　　　大　右・左
　　　③　船山　貴大　24　日　体　大　右・右
　　　④　河野　勇磨　27　福 岡 工 大　右・右
　　　⑧　原田　拓実　29　立　正　大　右・左
　　　⑩　籾山　雄斗　29　関　学　大　右・右
　　　⑫○立花　允夫　29　天　理　大　右・左
　　　　　（ミキハウス）
　　　㉔　廣本　拓也　32　法　　　大　右・右
　　　�　宇髙　幸治　32　早　　　大　右・右
外野手⓪　福富　　裕　30　慶　　　大　右・右
　　　⑤　越智　達矢　24　明　　　大　右・右
　　　⑦　伊藤　悠人　28　近　　　大　左・左
　　　⑨　早野　僚馬　24　九州共立大　右・左
　　　㉕　竹村　　陸　23　近　　　大　右・右
　　　㉛　皆川　　仁　26　立　正　大　右・左
　　　㉝　上西　主起　28　中部学院大　右・右
　　　�　高橋　英嗣　36　東　海　大　右・右

大阪市（日本生命）�
監　督�　松村　　聡　46　同　　　大
投　手⑪　山上　大輔　23　立　命　大　右・左
　　　⑫　齋藤　弘志　27　中部学院大　左・左
　　　⑬　長谷　　篤　25　関　学　大　左・左
　　　⑭　肥後　皓介　23　関　　　大　右・左
　　　⑮　榎田　宏樹　23　日本文理大　左・左
　　　⑯　岩本　喜照　25　九州共立大　右・右
　　　⑰　小橋遼太郎　23　立　命　大　左・左
　　　⑱　小松　貴志　27　創　価　大　右・右
　　　⑲　西川　大地　26　立　命　大　右・右
　　　⑳　門前　侑太　24　大　体　大　左・左
　　　㉑　藤川　昂蓮　24　東北福祉大　右・右
捕　手㉓　鎌田　将吾　30　朝　日　大　右・右
　　　㉗　千葉　義浩　28　東北福祉大　右・右
　　　㉛　大橋　　将　24　専　　　大　右・右
内野手⓪　板倉　健人　28　立　正　大　右・右
　　　③　大崎　拓也　25　法　　　大　右・左
　　　④　古川　　陸　24　関　　　大　右・右
　　　⑤　濵田竜之祐　27　専　　　大　右・左
　　　⑥　福永　裕基　24　専　　　大　右・右
　　　⑧　正木健太郎　27　創　価　大　右・左
　　　⑨　下小牧淳也　23　創　価　大　右・右
　　　⑩◎吉野　翔太　34　東　亜　大　右・左
　　　㉕　大畑　建人　29　大　体　大　右・左
　　　㉞○北川倫太郎　27　明徳義塾高　右・左
　　　　　（カナフレックス）
外野手①　田中　一八　32　九州共立大　右・左
　　　②　久保田昌也　26　国　学　大　右・左
　　　⑦　井澤凌一朗　26　東北福祉大　右・右
　　　㉒　松本丈志郎　24　創　価　大　右・右
　　　㉔　黒川　卓也　30　日本文理大　右・右
　　　㉖　鈴木　一矢　24　京　　　大　右・左
　　　㉙　舩曳　　海　22　法　　　大　右・左
　　　㉝○藤原　隆蒔　26　京　産　大　右・右
　　　　　（三菱重工神戸・高砂）

京都市（日本新薬）㊲

監　督�　橋口　博一　53　慶　　　大
投　手⑪　田中　誠也　23　立　　　大　左・左
　　　⑫　緒方　　悠　29　鳴門第一高　右・右
　　　⑬　飯塚　孝史　27　履 正 社 高　右・左
　　　⑭　猿渡　真之　27　飯　塚　高　右・右
　　　⑮　山本　宵吾　22　育　英　高　左・左
　　　⑯　宮本　大勢　20　大体大浪商高　左・左
　　　⑰　阪本　大樹　25　関　　　大　右・右
　　　⑱　温水　賀一　26　九　産　大　右・右
　　　⑲　中谷　佳太　26　天　理　高　左・左
　　　⑳　河野　　佳　19　広　陵　高　右・右
　　　㉑　秋山遼太郎　23　福　岡　大　左・左
　　　㊳○川瀬　航作　23　京都学園大　右・右
　　　　　（日本製鉄広畑）
捕　手㉒　鳥飼　力斗　25　鳥取城北高　右・右
　　　㉓　野口　海音　19　履 正 社 高　右・右
　　　㉘　高橋　佑八　24　関　　　大　右・右
　　　㉝　松谷　竜暉　25　筑　波　大　右・右
内野手②　花本　太紀　27　創　価　大　右・右
　　　③　青栁　　匠　30　亜　　　大　右・右
　　　⑤　山川　晃汰　23　近　　　大　右・左
　　　⑥◎峰下　智弘　28　近　　　大　右・左
　　　⑨　杉内　洸貴　22　同　　　大　右・右
　　　㉔　橋本　真生　21　西日本短大付高　右・右
　　　㊲○和氣　暉親　27　大東文化大　右・右
　　　　　（三菱重工神戸・高砂）
　　　㊴○西脇　雅弥　23　龍　谷　大　右・左
　　　　　（大和高田クラブ）
外野手①　清水　聖也　22　東北福祉大　右・右
　　　④　大谷　幸宏　29　同　　　大　右・右
　　　⑦　末包　昇大　24　東　洋　大　右・右
　　　⑧　宮﨑　一斗　25　亜　　　大　右・左
　　　⑩　古川　昂樹　27　立　命　大　右・左
　　　㉕　室屋　太郎　23　鹿児島実高　右・左
　　　㉖　登地　慶輔　25　常葉菊川高　左・左
　　　㉗　土井　翔平　29　法　　　大　右・右

大阪市（大阪ガス）㉖



60日本野球連盟連盟報

監　督㉟　渡辺　正健　51　明　　　大
投　手⑪　下平裕次郎　30　九　産　大　右・右
　　　⑬　横川　楓薫　24　東　海　大　左・左
　　　⑭　中津　友志　22　国 士 舘 大　右・右
　　　⑮　福田　大輔　28　白　鷗　大　右・右
　　　⑯　屋比久大人　25　近大産業理工学部　左・左
　　　⑰　島袋　圭亮　26　九州共立大　左・左
　　　⑱　柳澤　一輝　25　早　　　大　右・右
　　　⑲　片山　雄貴　27　駒　　　大　右・右
　　　⑳　菊江　　龍　28　朝　日　大　右・右
　　　㉑　上ノ薗慎伍　23　高　知　大　右・右
　　　㉝○石森　大誠　22　東北公益文科大　左・左
　　　　　（熊本ゴールデンラークス）
　　　㊱○林　　健太　27　鎮　西　高　左・左
　　　　　（宮崎梅田学園）
捕　手⑫　馬場　雄大　24　横 浜 商 大　右・右
　　　㉒　浜岡　直人　35　亜　　　大　右・右
　　　㉗　丸山　竜治　20　熊 本 工 高　右・右
内野手⓪　正林　大樹　26　国　学　大　右・右
　　　②　江﨑　大輔　22　関東学院大　右・左
　　　③　中島　準矢　23　筑　波　大　右・右
　　　④　持永健太朗　26　東　農　大　右・左
　　　⑤◎川嶋　克弥　30　明　　　大　右・左
　　　⑥　稲垣　翔太　27　明　豊　高　右・左
　　　⑧　和田　裕生　25　専　　　大　右・右
　　　⑩　石井　　元　27　明　　　大　右・右
　　　㉖　佐藤　大道　29　九州共立大　右・左
外野手①　長池　城磨　27　九　産　大　右・左
　　　⑦　山本　竜生　24　東農大生産　右・左
　　　⑨　山本　力也　24　専　　　大　右・左
　　　㉓　宮川　海斗　22　上　武　大　右・左
　　　㉔　若林　孝太　27　東　海　大　左・左
　　　㉕　北村　　優　27　北九州市立大　右・右
　　　㉘　山本　卓弥　23　亜　　　大　右・左

大津町（Ｈｏｎｄａ熊本）⑭
監　督�　香田誉士史　49　駒　　　大
投　手⑪　立石　悠汰　26　東　洋　大　右・右
　　　⑭　髙椋　俊平　24　九州国際大　右・右
　　　⑮　山田　義貴　26　亜　　　大　右・右
　　　⑯　大畑　　蓮　18　明　豊　高　右・右
　　　⑰　花城　　直　26　亜　　　大　右・右
　　　⑱　岩崎　皓介　24　九州共立大　左・左
　　　⑲　重田準之助　23　神 奈 川 大　左・左
　　　⑳　江口　賢太　24　九州国際大　右・右
　　　㊹　村田　　健　26　東　農　大　右・右
　　　㊼　田中　和正　25　久 留 米 大　左・左
捕　手②　金澤　達弘　25　龍　谷　高　右・右
　　　㉑　大久保宗洋　26　福　岡　大　右・右
　　　㉕　木下　祐志　28　駒　　　大　右・右
内野手⓪　森上　涼太　23　西日本短大付高　右・右
　　　①　岩本　忠大　26　佐 賀 商 高　右・左
　　　③　松薗　史敏　31　九州共立大　右・右
　　　④　山中雄士朗　28　桐蔭横浜大　右・左
　　　⑥　原田　拓也　29　亜　　　大　右・左
　　　⑦　笹井健太郎　24　九州共立大　右・右
　　　⑧　正木　慎也　26　関東学院大　右・左
　　　⑩◎井手　隼斗　26　同　　　大　右・左
　　　㉞○堤　　喜昭　34　佐賀学園高　右・左
　　　　　（宮崎梅田学園）
　　　㊱○田場　亮平　28　前　原　高　右・右
　　　　　（沖縄電力）
外野手⑨　竹松　瑞輝　30　帝　京　大　右・左
　　　⑬　米澤健太郎　24　八戸学院大　右・右
　　　㉔　永利　拓也　26　西日本短大付高　右・左
　　　㉖○池浦　稔揮　25　独　協　大　右・右
　　　　　（熊本ゴールデンラークス）
　　　㉗　横田　　翼　24　九　産　大　右・左

福岡市（西部ガス）⑤

監　督�　首藤　章太　51　熊 本 商 大
投　手⑪　守屋　泰輔　22　関西国際大　左・左
　　　⑭　大田　凌也　22　ＭＳＨ医療専　右・左
　　　⑯○平岡　　航　25　京都学園大　左・左
　　　　　（伯和ビクトリーズ）
　　　⑰　河野　大輔　24　日　　　大　右・右
　　　⑱　彦坂　魁人　28　西日本工大　右・右
　　　⑲　廣畑　敦也　22　帝　京　大　右・右
　　　⑳　川角亜久瑠　21　大　東　高　右・右
　　　㉓　矢部　佑歩　29　立　　　大　右・右
捕　手㉒　森　　祐大　24　海　部　高　右・右
　　　㉗　本木　駿也　28　履正社医療スポーツ専　右・右
内野手⓪　平山　大海　26　鹿児島実高　右・左
　　　②　竹井　　陸　20　関　西　高　右・右
　　　③　牛尾　諒汰　22　ＭＳＨ医療専　左・左
　　　⑤　杉村　彰哉　20　京都外大西高　右・左
　　　⑥　宮崎　　新　25　明　　　大　右・左
　　　⑦○田村　　強　27　大　体　大　右・右
　　　　　（ＪＲ西日本）
　　　⑧　日下部海音　22　沖データコンピュータ教育学院　右・左
　　　㉕○大倉　卓也　25　関　学　大　右・左
　　　　　（ＪＲ西日本）
　　　㉘　寺田　陽光　27　立　　　大　右・右
　　　㉝　岡崎　　嵩　30　市立船橋高　右・左
外野手①◎平井　孝治　28　筑　波　大　左・左
　　　⑨　高見　良太　24　中部学院大　右・左
　　　⑮　橋本　拓実　23　鹿児島実高　右・右
　　　㉔　田島　一志　27　北九州市立高　右・右
　　　㉙　沖　　成樹　23　ＭＳＨ医療専　右・左
　　　㉛　垣内　丈二　20　鳥取城北高　右・左

倉敷市（三菱自動車倉敷オーシャンズ）⑧
監　督�　町田公二郎　50　専　　　大
投　手⑭　伊藤　一輝　25　駒　　　大　左・左
　　　⑮　梁川　　匠　23　近　　　大　右・右
　　　⑯　長島　　彰　23　中京学院大　右・左
　　　⑰　鮫島　優樹　32　ＭＳＨ医療専　右・左
　　　⑱　秋田　教良　27　光星学院高　右・右
　　　㉑　松下　和貴　28　近大工学部　左・左
　　　㉖　川本　哲也　25　ＭＳＨ医療専　右・右
　　　㉘　本間　大暉　25　専　　　大　左・左
　　　㉚○児山　祐斗　25　関　西　高　左・左
　　　　　（シティライト岡山）
捕　手⑩　佐々木　駿　28　国　学　大　右・右
　　　㉓　山崎　善隆　26　中京学院大　右・左
内野手⓪　南　　亮介　25　中京学院大　右・左
　　　①　田中　友博　30　愛知学院大　右・右
　　　②　渕上　大地　30　日本福祉大　右・右
　　　④　田ノ窪泰基　28　近大工学部　右・右
　　　⑥　堤　　裕貴　27　龍　谷　高　右・左
　　　⑦　松永　弘樹　32　早　　　大　右・右
　　　⑪○岡　　将吾　31　駒　　　大　右・左
　　　　　（ＪＦＥ西日本）
　　　㉒　國本　剛志　32　近　　　大　右・右
　　　㉕　櫻井　　涼　23　近大工学部　右・右
　　　㉗　山本　祐大　32　駒　　　大　右・右
外野手③　古川　卓人　23　横 浜 商 大　右・右
　　　⑤　汐月祐太郎　27　筑　波　大　右・左
　　　⑧◎青木　拓巳　28　関　　　大　右・左
　　　⑨　菅　　力也　12　駒　　　大　右・左
　　　⑫　実政　太一　34　如 水 館 高　右・左
　　　⑬○鳥井　　凌　24　仙　台　大　右・右
　　　　　（ＪＦＥ西日本）
　　　㉔　市原　一樹　29　専　　　大　右・左
　　　㉛　松原　匡志　32　同　　　大　左・左

広島市（三菱重工広島）⑰
監　督㉘　中川　　毅　49　日　　　大　
投　手⑪　佐田　涼介　23　拓　　　大　右・右
　　　⑭　大田　啓輔　27　関 西 外 大　左・左
　　　⑮○南川　忠亮　28　高松工芸高　右・右
　　　　　（ＪＲ四国）
　　　⑯　浮橋　遼太　24　静　岡　大　右・右
　　　⑰○山本　　凌　24　福 井 工 大　右・右
　　　　　（ＪＲ四国）
　　　⑱　菊池　大樹　27　龍　谷　大　右・右
　　　⑲　亀岡　洋介　36　松　山　大　右・両
　　　⑳　宅間　健翔　25　関　学　大　右・右
　　　㉑　平山　史崇　25　松　山　大　左・左
捕　手⑨　南　　武志　24　同　　　大　右・右
　　　㉗　大河　碧斗　25　創　価　大　右・両
内野手③　小林　健輔　31　日　　　大　右・右
　　　⑤　下村　一成　25　松　山　大　右・左
　　　⑥　赤松　克紘　33　亜　　　大　右・右
　　　⑦○水野　達稀　20　丸亀城西高　右・左
　　　　　（ＪＲ四国）
　　　⑩　十河　秀介　27　松　山　大　右・左
　　　⑫　平瀬　　亨　28　中　　　大　右・左
外野手⓪　真田　一斗　23　日　　　大　右・左
　　　①　山中　大地　29　慶　　　大　右・左
　　　②◎柴田　一路　26　高　知　大　右・右
　　　㉒　岡﨑　大祐　27　高知工科大　右・右
　　　㉔　橋川　亮佑　24　流 通 経 大　右・左

高知市（四国銀行）⑲
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第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
の

予
選
は
当
初
、
３
月
28
日
の
奈
良

１
次
予
選
を
皮
切
り
に
各
地
で
順

次
始
ま
る
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
延
期
。
約
３
カ
月
後
の
７
月

５
日
、
埼
玉
と
滋
賀
で
１
次
予
選

が
ス
タ
ー
ト
し
、
10
月
16
日
の
九

州
地
区
第
２
代
表
決
定
戦
で
本
大

会
に
出
場
す
る
32
チ
ー
ム
が
出
そ

ろ
っ
た
。
予
選
に
は
２
次
予
選
か

ら
出
場
す
る
チ
ー
ム
を
含
め
て
前

回
よ
り
９
チ
ー
ム
多
い
３
３
８
チ

ー
ム
が
参
加
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
11
チ
ー
ム

が
出
場
を
取
り
や
め
た
。

本
大
会
の
出
場
枠
は
記
念
大
会

だ
っ
た
前
回
よ
り
４
減
。
前
回
優

勝
で
推
薦
出
場
の
千
葉
市
・
Ｊ
Ｆ

Ｅ
東
日
本
は
２
年
連
続
24
回
目
の

出
場
と
な
っ
た
。
連
続
出
場
の
最

長
は
川
崎
市
・
東
芝
の
12
年
。
出

場
回
数
は
大
阪
市
・
日
本
生
命
が

歴
代
最
多
記
録
を
61
回
に
伸
ば
し

た
。最

多
11
回
の
優
勝
を
誇
る
横
浜

市
・
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
が
５
年
ぶ
り
50

回
目
の
出
場
を
決
め
た
の
を
は
じ

め
、
11
チ
ー
ム
が
復
活
出
場
。
倉

敷
市
・
三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ

ャ
ン
ズ
は
16
年
ぶ
り
、
名
古
屋

市
・
ジ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
８

年
ぶ
り
、
に
か
ほ
市
・
Ｔ
Ｄ
Ｋ
は

７
年
ぶ
り
の
東
京
ド
ー
ム
出
場
と

な
っ
た
。

２
０
２
１
年
シ
ー
ズ
ン
か
ら
傘

下
の
４
チ
ー
ム
を
東
西
２
チ
ー
ム

に
統
合
す
る
三
菱
重
工
業
グ
ル
ー

プ
か
ら
は
唯
一
、
広
島
市
・
三
菱

重
工
広
島
が
３
年
ぶ
り
17
回
目
の

出
場
を
決
め
た
。

唯
一
の
初
出
場
は
南
関
東
第
３

代
表
の
富
里
市
・
ハ
ナ
マ
ウ
イ
。

２
０
１
９
年
５
月
に
創
部
し
た
ば

か
り
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
、
都
市

対
抗
予
選
初
挑
戦
で
の
快
挙
だ
っ

た
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
、２
年
ぶ
り
16
回
目

　北
　海
　道

（
代
表
１
＝
前
回
は
日
本
製
鉄
室

蘭
シ
ャ
ー
ク
ス
）

２
次
予
選
は
４
チ
ー
ム
の
リ
ー

グ
戦
で
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球

ク
ラ
ブ
が
２
連
勝
の
好
ス
タ
ー
ト
。

２
勝
１
敗
で
並
ん
だ
航
空
自
衛
隊

千
歳
と
の
代
表
決
定
戦
は
、
序
盤

か
ら
打
線
が
つ
な
が
り
快
勝
し
た
。

○
…
１
次
…
○

（
岩
見
沢
ほ
か
）

▽
１
回
戦

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
４
―
１
札
幌
ブ
ル
ー
イ
ン
ズ

ブ
レ
ー
ブ
く
し
ろ
８
―
５
帯
　
広
　
俱

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
し
ら
お
い
10
―
３
札
　
幌
　
俱

札
幌
ホ
ー
ネ
ッ
ツ
７
―
０
旭
川
グ
レ
ー
ト

・
ベ
ア
ー
ズ

オ
ー
ル
苫
小
牧
３
―
２
小
樽
協
会

▽
２
回
戦

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
５
―
３
伊
達
聖
ヶ
丘
病
院

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
し
ら
お
い
12
―
０
ブ
レ
ー
ブ
く
し
ろ

函
館
太
洋
俱
２
―
０
札
幌
ホ
ー
ネ
ッ
ツ

北
海
道
ガ
ス
５
―
２
オ
ー
ル
苫
小
牧

▽
３
回
戦

日
本
製
鉄
室
蘭

シ
ャ
ー
ク
ス
９
―
０
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｓ

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
し
ら
お
い
３
―
２
ウ
イ
ン
北
広
島

航
空
自
衛
隊
千
歳
７
―
０
函
館
太
洋
俱

Ｊ
Ｒ
北
海
道
ク
４
―
１
北
海
道
ガ
ス

▽
代
表
決
定
戦

日
本
製
鉄
室
蘭

シ
ャ
ー
ク
ス
７
―
０
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
し
ら
お
い

Ｊ
Ｒ
北
海
道
ク
７
―
０
航
空
自
衛
隊
千
歳

（
日
本
製
鉄
室
蘭
シ
ャ
ー
ク
ス
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
ク
は
２
次
予
選
へ
）

▽
敗
者
復
活
１
回
戦

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
４
―
２
ウ
イ
ン
北
広
島

北
海
道
ガ
ス
８
―
４
函
館
太
洋
俱

▽
敗
者
復
活
２
回
戦

北
海
道
ガ
ス
10
―
１
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｓ

▽
代
表
決
定
戦

航
空
自
衛
隊
千
歳
13
―
４
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
し
ら
お
い

北
海
道
ガ
ス
６
―
３
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
し
ら
お
い

（
航
空
自
衛
隊
千
歳
、
北
海
道
ガ

ス
は
２
次
予
選
へ
）

○
…
２
次
…
○

（
札
幌
円
山
）

▽
代
表
決
定
リ
ー
グ
戦

Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
（
１
勝
）

０
３
１
　
３
０
０
　
０
０
０—

７

１
０
０
　
０
０
０
　
１
０
１—

３

航
空
自
衛
隊
千
歳
（
１
敗
）

（
Ｊ
）
伊
藤
、
川
﨑
、
和
田
、
内

沢
―
井
内

（
航
）
平
田
、
川
崎
、
加
藤
、
奥

崎
、
三
栖
―
佐
藤
大

▽
本
塁
打
　
佐
藤
大
（
航
）

北

海

道

ガ

ス
（
１
勝
）

０
０
１
　
０
０
２
　
１
０
０—

４

０
０
０
　
０
０
０
　
０
１
０—

１

日
本
製
鉄
室
蘭
シ
ャ
ー
ク
ス
（
１
敗
）

（
北
）
大
城
―
中
林

（
日
）
鈴
木
駿
、
山
口
、
今
崎
―

田
畑
、
佐
々
木

▽
本
塁
打
　
中
林
（
北
）

Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
（
２
勝
）

０
０
０
　
１
０
０
　
６
０
３—

10

１
０
０
　
０
１
０
　
０
０
０—

２

北
海
道
ガ
ス
（
１
勝
１
敗
）

（
Ｊ
）
夏
井
、
福
山
、
和
田
、
立

田
―
井
内
、
今
西

（
北
）
鈴
木
、
武
笠
、
長
江
、
上

野
―
中
林

日
本
製
鉄
室
蘭
シ
ャ
ー
ク
ス
（
２
敗
）

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
０
　
０
２
０
　
１
０
×—

３

航
空
自
衛
隊
千
歳
（
１
勝
１
敗
）

（
日
）
平
良
、
瀬
川
、
佐
藤
、
今

崎
―
佐
々
木

（
航
）
野
中
―
石
井

▽
本
塁
打
　
小
出
（
航
）

航
空
自
衛
隊
千
歳
（
２
勝
１
敗
）

０
０
３
　
２
０
０
　
０
０
０—

５

０
０
１
　
１
０
０
　
０
０
０—

２

北
海
道
ガ
ス
（
１
勝
２
敗
）

（
航
）
佐
藤
怜
―
石
井

（
北
）
大
城
―
中
林

日
本
製
鉄
室
蘭
シ
ャ
ー
ク
ス
（
１
勝
２
敗
）

０
０
１
　
０
７
０
　
０
０
０—

８

１
３
０
　
０
０
０
　
０
１
０—

５

Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
（
２
勝
１
敗
）

（
日
）
岩
崎
、
今
崎
―
田
畑

（
Ｊ
）
内
沢
、
夏
井
、
伊
藤
―
井

内
、
今
西

▽
本
塁
打
　
松
浦
（
Ｊ
）

▽
代
表
決
定
戦

Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

２
０
１
　
４
１
０
　
０
０
０—

８

０
０
０
　
１
１
０
　
０
０
０—

２

航
空
自
衛
隊
千
歳

（
Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

は
２
年
ぶ
り
16
回
目
）

Ｔ
Ｄ
Ｋ
、７
年
ぶ
り
15
回
目

日
本
製
紙
石
巻
、３
年
ぶ
り
５
回
目

約
３
カ
月
遅
れ
で
ス
タ
ー
ト

初
挑
戦
の
ハ
ナ
マ
ウ
イ
が
本
大
会
へ
都市対抗予選

ＪＲ北海道ク打安点
⑥　西　山２００
⑧　吉　江５１０
④　福　田５２１
Ｄ　松　浦５２２
⑨　丹　澤５１３
⑤　嶋　田５１０
③　野　澤３２１
②　今　西４０１
⑦　前　田３００
７　小　林１００
────────
　　　計　38９８
┈┈┈┈┈┈┈┈
空自千歳　打安点
⑥　岸　本２００
⑤　小　出２００
Ｈ５飯　田２００
⑦　柳　川４１１
Ｄ　佐藤大４００
⑧　竹　原３００
Ｈ　大　島１００
⑨　水　野３１１
③　小　野３００
④　濱　田３１０
②　石　井３１０
────────
　　　計　30４２

Ｊ８６００１９１
　振球犠盗失残併
空10２０１５３１

投　手　回　安責
伊　藤　６　３１
和　田　２　１０
福　山　１　００

野　中　３２／３７２
加　藤　　0/3００
平　田　５1/3２０

▽本塁打　水野１
号①（伊藤）▽二
塁打　松浦▽暴投
　野中▽２時間39
分
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Ｔ
Ｄ
Ｋ
、７
年
ぶ
り
15
回
目

日
本
製
紙
石
巻
、３
年
ぶ
り
５
回
目

　
東

　
　
　北

（
代
表
２
＝
前
回
は
３
で
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
東
北
、
き
ら
や
か
銀
行
、

七
十
七
銀
行
）

Ｔ
Ｄ
Ｋ
は
延
長
十
二
回
に
も
つ

れ
込
ん
だ
第
１
代
表
決
定
戦
で
エ

ー
ス
小
木
田
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北

を
完
封
し
、
２
次
予
選
３
連
勝
で

７
年
ぶ
り
の
出
場
を
決
め
た
。
日

本
製
紙
石
巻
は
第
２
代
表
決
定
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
４
回
戦
で
七
十
七
銀

行
を
延
長
十
三
回
タ
イ
ブ
レ
ー
ク

の
末
に
破
り
、
第
２
代
表
決
定
戦

で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
逆
転
勝
ち
し
た
。

○
…
１
次
…
○

◇
青
森
（
大
鰐
ス
タ
ジ
ア
ム
）

▽
１
回
戦

キ
ン
グ
ブ
リ
ザ
ー
ド
６
―
５
全
弘
前
俱

▽
２
回
戦

三
菱
製
紙
八
戸
ク
15
―
２
キ
ン
グ
ブ
リ
ザ
ー
ド

弘
前
ア
レ
ッ
ズ
（
不
戦
勝
）
自
衛
隊
青
森

▽
決
勝

弘
前
ア
レ
ッ
ズ
14
―
１
三
菱
製
紙
八
戸
ク

（
弘
前
ア
レ
ッ
ズ
は
２
次
予
選
へ
）

◇
岩
手（
一
関
運
動
公
園
ほ
か
）

▽
１
回
戦

一
　
関
　
ク
７
―
１
北
上
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｓ

赤
　
崎
　
ク
11
―
６
オ
ー
ル
江
刺

▽
２
回
戦

遠
　
野
　
ク
11
―
４
盛
　
岡
　
俱

釜
　
石
　
団
16
―
５
オ
ー
ル
不
来
方

一
戸
桜
陵
ク
４
―
３
前
　
沢
　
俱

住
　
田
　
ク
15
―
13
福
　
高
　
ク

矢
　
巾
　
ク
６
―
２
赤
　
崎
　
ク

盛
岡
球
友
俱
11
―
３
高
　
田
　
ク

一
　
関
　
ク
９
―
５
花
巻
硬
友
俱

盛
　
友
　
ク
12
―
５
宮
　
古
　
俱

▽
３
回
戦

一
　
関
　
ク
５
―
３
遠
　
野
　
ク

盛
　
友
　
ク
４
―
３
釜
　
石
　
団

一
戸
桜
陵
ク
４
―
２
矢
　
巾
　
ク

盛
岡
球
友
俱
11
―
４
住
　
田
　
ク

▽
４
回
戦

Ｊ
Ｒ
盛
岡
10
―
０
一
　
関
　
ク

水
沢
駒
形
俱
６
―
５
盛
　
友
　
ク

Ｍ
Ｋ
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｃ
６
―
３
一
戸
桜
陵
ク

ト
ヨ
タ
自
動
車

東

日

本
７
―
０
盛
岡
球
友
俱

▽
準
決
勝

ト
ヨ
タ
自
動
車

東

日

本
18
―
０
Ｍ
Ｋ
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｃ

Ｊ
Ｒ
盛
岡
４
―
０
水
沢
駒
形
俱

（
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
、
Ｊ
Ｒ

盛
岡
は
２
次
予
選
へ
）

▽
第
３
代
表
決
定
戦

水
沢
駒
形
俱
７
―
３
Ｍ
Ｋ
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｃ

（
水
沢
駒
形
俱
は
２
次
予
選
へ
）

▽
決
勝

ト
ヨ
タ
自
動
車

東

日

本
２
―
１
Ｊ
Ｒ
盛
岡

◇
宮
城
（
仙
台
市
民
）

▽
１
回
戦

東
北
マ
ー
ク
ス
４
―
０
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
ク

Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北
10
―
０
白
　
山
　
ク

日
本
製
紙
石
巻
25
―
０
青
　
葉
　
ク

七
十
七
銀
行
10
―
３
Ｔ
Ｆ
Ｕ
ク

▽
準
決
勝

Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北
９
―
２
東
北
マ
ー
ク
ス

七
十
七
銀
行
７
―
２
日
本
製
紙
石
巻

（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北
、
七
十
七
銀

行
は
２
次
予
選
へ
）

▽
決
勝

Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北
６
―
０
七
十
七
銀
行

▽
第
３
代
表
決
定
戦

日
本
製
紙
石
巻
７
―
２
東
北
マ
ー
ク
ス

（
日
本
製
紙
石
巻
は
２
次
予
選
へ
）

◇
秋
田
（
こ
ま
ち
）

▽
１
回
戦

秋
　
田
　
ク
（
不
戦
勝
）
能
代
松
陵
ク

秋
田
王
冠
ク
５
―
４
由
利
本
荘
ク

▽
２
回
戦

ゴ
ー
ル
デ
ン

リ
バ
ー
ス
17
―
１
大
　
曲
　
ク

秋
田
王
冠
ク
（
不
戦
勝
）
Ｊ
Ｒ
秋
田

秋
田
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｚ
12
―
１
互
大
設
備
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ク

Ｔ
　
Ｄ
　
Ｋ
13
―
０
秋
　
田
　
ク

▽
準
決
勝

ゴ
ー
ル
デ
ン

リ
バ
ー
ス
10
―
８
秋
田
王
冠
ク

Ｔ
　
Ｄ
　
Ｋ
（
不
戦
勝
）
秋
田
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｚ

（
Ｔ
Ｄ
Ｋ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
リ
バ
ー

ス
は
２
次
予
選
へ
）

▽
決
勝

Ｔ
　
Ｄ
　
Ｋ
（
不
戦
勝
）
ゴ
ー
ル
デ
ン

リ
バ
ー
ス

◇
山
形
（
き
ら
や
か
）

▽
１
回
戦

鶴
　
岡
　
ク
10
―
２
天
童
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

き
ら
や
か
銀
行
27
―
０
新
庄
球
友
ク

▽
決
勝

き
ら
や
か
銀
行
18
―
０
鶴
　
岡
　
ク

（
き
ら
や
か
銀
行
は
２
次
予
選
へ
）

◇
福
島
（
県
営
あ
づ
ま
ほ
か
）

▽
１
回
戦

郡
　
山
　
ク
11
―
２
保
　
原
　
ク

小
　
峰
　
ク
６
―
３
川
　
俣
　
ク

北
　
斗
　
ク
５
―
２
自
衛
隊
福
島

全
白
河
ク
17
―
１
郡
山
イ
ー
ス
ト

ジ
ャ
パ
ン
ク

い
わ
き
菊
田
ク
10
―
２
須
賀
川
ク

▽
２
回
戦

オ
ー
ル
い
わ
き
ク
13
―
５
郡
　
山
　
ク

小
　
峰
　
ク
７
―
１
北
　
斗
　
ク

富
士
通
ア
イ

ソ
テ
ッ
ク
ク
３
―
２
全
白
河
ク

福
島
硬
友
ク
10
―
１
い
わ
き
菊
田
ク

▽
準
決
勝

富
士
通
ア
イ

ソ
テ
ッ
ク
ク
11
―
９
福
島
硬
友
ク

オ
ー
ル
い
わ
き
ク
８
―
２
小
　
峰
　
ク

（
富
士
通
ア
イ
ソ
テ
ッ
ク
ク
、
オ

ー
ル
い
わ
き
ク
は
２
次
予
選
へ
）

▽
決
勝

富
士
通
ア
イ

ソ
テ
ッ
ク
ク
11
―
４
オ
ー
ル
い
わ
き
ク

○
…
２
次
…
○

（
福
島
県
営
あ
づ
ま
ほ
か
）

▽
１
回
戦

ゴ
ー
ル
デ
ン
リ
バ
ー
ス

１
０
０
　
０
２
２
　
０
０
０—

　

０
０
０
　
３—

８

０
０
０
　
２—

７

２
０
０
　
３
０
０
　
０
０
０—
　

福
島
硬
友
ク
ラ
ブ

（
延
長
十
三
回
、
十
三
回
か
ら
タ

イ
ブ
レ
ー
ク
）

（
ゴ
）
坂
谷
、
佐
々
木
励
―
菊
地

貫（
福
）
渡
辺
、
伊
藤
、
佐
久
間
―

佐
藤
駿

▽
本
塁
打
　
菊
地
貫
（
ゴ
）

富
士
通
ア
イ
ソ
テ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
１—

１

０
０
０
　
１
１
０
　
０
０
×—

２

Ｊ

Ｒ

盛

岡

（
富
）
福
岡
―
高
野

（
Ｊ
）
寺
田
―
菊
地

オ
ー
ル
い
わ
き
ク
ラ
ブ

０
０
０
　
０
０
０
　
０—

０

４
２
２
　
１
１
０
　
×—

10

日
本
製
紙
石
巻

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
オ
）
小
松
、
猪
狩
翔
、
前
田
、

猪
狩
瑛
―
鈴
木
裕

（
日
）
古
田
、
多
崎
、
神
里
―
水

野
、
薄
井

水
沢
駒
形
野
球
倶
楽
部

０
０
０
　
０
０
０
　
０—

０

１
０
５
　
０
１
５
　
×—

12

七

十

七

銀

行

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
水
）
馬
場
―
松
岡

（
七
）
小
笠
原
、
森
、
小
林
、
和

田
―
石
井

▽
本
塁
打
　
石
井
、
湯
浅
（
七
）

▽
２
回
戦

ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
１
０
　
２
０
０
　
０
０
×—

３

日
本
製
紙
石
巻

（
ト
）
千
葉
、
中
里
、
小
田
、
赤

堀
―
小
野

（
日
）
齊
藤
、
宮
内
―
水
野

七
十
七
銀
行

０
０
０
　
１
０
０
　
０
０
１—

２

２
０
０
　
０
０
０
　
０
２
×—

４

Ｔ

Ｄ

Ｋ

（
七
）
鈴
木
貴
―
石
井

（
Ｔ
）
小
木
田
―
吉
川
、
石
塚

▽
本
塁
打
　
北
畠
、
深
江
（
Ｔ
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
リ
バ
ー
ス

０
０
０
　
０
１
１
　
０—

２

０
５
１
　
３
５
０
　
×—

14

き
ら
や
か
銀
行

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
ゴ
）
鶴
田
、
佐
々
木
康
、
小
沼

―
佐
川
、
菊
地
貫

（
き
）
三
浦
、
橋
本
、
秋
葉
、
武

田
―
安
成

▽
本
塁
打
　
小
沼（
ゴ
）中
原（
き
）

Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北

０
１
０
　
０
２
０
　
０
１
１—

５

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

Ｊ

Ｒ

盛

岡

（
東
）
櫻
糀
、
山
田
―
薗
部

（
盛
）
田
上
、
寺
田
―
生
平
、
菊

地
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▽
準
決
勝

き
ら
や
か
銀
行

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

１
０
０
　
１
０
０
　
０
０
×—

２

Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北

（
き
）
小
島
、
市
毛
―
安
成

（
Ｊ
）
西
村
、
櫻
糀
、
山
田
―
薗

部日
本
製
紙
石
巻

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

１
０
０
　
０
０
０
　
０
０
×—

１

Ｔ

Ｄ

Ｋ

（
日
）
塚
本
―
水
野

（
Ｔ
）
鈴
木
、
小
木
田
―
石
塚

▽
第
１
代
表
決
定
戦

Ｔ

Ｄ

Ｋ

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
２—

２

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北（

延
長
十
二
回
）

（
Ｔ
Ｄ
Ｋ
は
７
年
ぶ
り
15
回
目
）

▽
第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦

福
島
硬
友
ク
ラ
ブ

０
１
０
　
０
０
０
　
０—

１

２
５
１
　
３
０
７
　
×—

18

ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
福
）
佐
久
間
、
渡
部
、
渡
辺
―

川
上

（
ト
）
阿
世
知
、
吉
橋
、
山
本
、

山
崎
、
鷹
羽
―
飯
野

富
士
通
ア
イ
ソ
テ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
０
　
１
３
１
　
０
０
×—

５

七

十

七

銀

行

（
富
）
福
岡
、
小
川
―
高
野

（
七
）
森
、
和
田
、
田
邉
、
小
林

―
石
井
、
田
下

▽
本
塁
打
　
茂
野
（
七
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
リ
バ
ー
ス

０
１
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

０
０
０
　
０
０
０
　
０
３
×—

３

オ
ー
ル
い
わ
き
ク
ラ
ブ

（
ゴ
）
岩
見
正
、
真
木
、
菊
地
貫
、

佐
藤
慶
―
佐
川

（
オ
）
小
松
、
猪
狩
翔
―
鈴
木
裕

▽
本
塁
打
　
渡
辺
竹
（
オ
）

水
沢
駒
形
野
球
倶
楽
部

０
０
０
　
０
２
０
　
０
０
０—
２

１
０
２
　
０
０
０
　
０
１
×—

４

Ｊ

Ｒ

盛

岡

（
水
）
高
橋
代
、
宮
崎
―
松
岡

（
Ｊ
）
田
上
、
寺
田
―
生
平

▽
本
塁
打
　
中
沢
（
Ｊ
）

▽
第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
２
回
戦

ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本

０
０
０
　
０
０
２
　
０
０
０—

２

２
３
０
　
１
０
０
　
０
０
×—

６

七

十

七

銀

行

（
ト
）
千
葉
、
菅
原
、
吉
橋
、
小

田
、
赤
堀
、
佐
々
木
大
―
小
野

（
七
）
小
笠
原
、
影
浦
、
和
田
―

石
井

▽
本
塁
打
　
小
野（
ト
）長
嶋（
七
）

オ
ー
ル
い
わ
き
ク
ラ
ブ

０
０
０
　
０
０
０
　
０
４
０—

４

０
２
０
　
０
３
０
　
２
０
×—

７

Ｊ

Ｒ

盛

岡

（
オ
）
小
松
、
猪
狩
翔
、
前
田
―

斎
藤

（
Ｊ
）
村
上
、
高
橋
凌
、
田
上
―

三
森▽

第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
３
回
戦

七
十
七
銀
行

１
０
４
　
２
１
０
　
０
０
０—

８

０
３
０
　
０
０
０
　
０
０
１—

４

き
ら
や
か
銀
行

（
七
）
鈴
木
貴
、
森
、
細
川
、
和

田
―
石
井

（
き
）
小
島
、
三
浦
、
武
田
、
秋

葉
、
市
毛
―
安
成

▽
本
塁
打
　
藤
本
（
き
）

Ｊ
Ｒ
盛
岡

０
０
１
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

０
２
０
　
０
０
１
　
１
０
×—

４

日
本
製
紙
石
巻

（
Ｊ
）
寺
田
、
田
上
―
生
平

（
日
）
中
山
、
宮
内
―
水
野

▽
第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
４
回
戦

七
十
七
銀
行

０
０
０
　
２
１
０
　
０
０
０—

　

０
０
０
　
０—

３

０
０
０
　
１—

４

０
０
１
　
０
０
２
　
０
０
０—

　

日
本
製
紙
石
巻

（
延
長
十
三
回
、
十
三
回
か
ら
タ

イ
ブ
レ
ー
ク
）

（
七
）
鈴
木
貴
、
小
笠
原
、
森
―

石
井

（
日
）
齊
藤
、
宮
内
―
水
野

▽
本
塁
打
　
長
嶋
（
七
）

▽
第
２
代
表
決
定
戦

Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北

０
０
２
　
０
０
０
　
０
０
０—

２

０
０
１
　
０
０
４
　
０
０
×—

５

日
本
製
紙
石
巻

（
日
本
製
紙
石
巻
は
３
年
ぶ
り
５

回
目
）

　

伏
木
海
陸
運
送
、３
年
ぶ
り
５
回
目

　
北
　信
　越

（
代
表
１
＝
前
回
は
信
越
硬
式
野

球
ク
ラ
ブ
）

伏
木
海
陸
運
送
が
２
次
予
選
３

試
合
で
計
２
失
点
、
安
定
感
あ
る

投
手
力
を
武
器
に
勝
ち
上
が
っ
た
。

信
越
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
は
エ
ー
ス

の
中
村
が
全
３
試
合
に
先
発
し
健

闘
し
た
が
、
打
線
が
振
る
わ
な
か

っ
た
。

○
…
１
次
…
○

◇
長
野
（
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ほ
か
）

▽
県
大
会
進
出
決
定
１
回
戦

佐
久
コ
ス
モ

ス
タ
ー
ズ
10
―
０
長
野
好
球
倶

上
　
田
　
倶
６
―
４
千
曲
川
ク

▽
県
大
会
進
出
第
１
代
表
決
定

戦上
　
田
　
倶
10
―
５
佐
久
コ
ス
モ

ス
タ
ー
ズ

▽
県
大
会
進
出
敗
者
代
表
決
定

ＪＲ東東北打安点
④　菅　野４００
⑦　若　林４１２
⑤　大　保４００
⑧　鈴木聖３００
②　薗　部３１０
Ｄ　西　藤３００
ＨＤ夷　塚１００
⑨　安　西３００
Ｈ　鈴木琉１００
③　寺　澤２００
Ｈ３小笠原１００
⑥　小　山２００
────────
　　　計　31２２
┈┈┈┈┈┈┈┈
日本製紙　打安点
⑧　西　藤４１２
⑨　片　野２００
Ｈ９石　黒２１０
⑦　浅　沼３２１
③　長谷川３１０
⑥　篠　川４１０
④　中　嶋３１１
Ｄ　小　野３２１
⑤　末　武３００
②　水　野４１０
────────
　　　計　3110５

Ｊ３３０１０５１
　振球犠盗失残併
日６５１１３８１

投　手　回　安責
西　村　５　４１
櫻　糀　　1/3３４
山　田　２２／３３０

塚　本　６　２０
齊　藤　２　００
宮　内　１　００

▽三塁打　若林▽
２時間38分

ＴＤＫ　　打安点
⑧　北　畠４２０
④　植　村５２０
⑦　青　木６１２
⑤３深　江５１０
Ｄ　山　形２００
ＨＤ飯　野２１０
⑨　皆　川３００
③　三　河４１０
Ｒ５夏井健１００
⑥　夏井脩３００
②　吉　川２００
Ｈ　佐藤弘１００
２　石　塚０００
────────
　　　計　38８２
┈┈┈┈┈┈┈┈
ＪＲ東東北打安点
④　菅　野４１０
⑦　若　林５１０
⑤　大　保５１０
⑧　鈴木聖４００
②　薗　部４１０
Ｄ　西　藤５００
⑨　安　西４１０
③　寺　澤３００
Ｈ　冨　田１００
⑥　小　山５２０
────────
　　　計　40７０

Ｔ７６５１０11０
　振球犠盗失残併
Ｊ７３２１２９１

投　手　回　安責
小木田　12　７０

櫻　糀　６　４０
山　田　６　４２

▽三塁打　青木▽
３時間33分
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戦千
曲
川
ク
20
―
１
長
野
好
球
倶

▽
県
大
会
進
出
第
２
、
第
３
代

表
決
定
戦

千
曲
川
ク
24
―
４
佐
久
コ
ス
モ

ス
タ
ー
ズ

▽
１
回
戦

信
　
越
　
ク
８
―
０
佐
久
コ
ス
モ

ス
タ
ー
ズ

千
曲
川
ク
６
―
０
上
　
田
　
俱

（
信
越
ク
、
千
曲
川
ク
は
２
次
予

選
へ
）

▽
決
勝

千
曲
川
ク
１
―
０
信
　
越
　
ク

▽
第
３
代
表
決
定
戦

佐
久
コ
ス
モ

ス
タ
ー
ズ
４
―
３
上
　
田
　
俱

（
佐
久
コ
ス
モ
ス
タ
ー
ズ
は
２
次

予
選
へ
）

◇
新
潟
（
鳥
屋
野
）

▽
１
回
戦

Ｊ
Ｒ
新
潟
９
―
２
新
　
潟
　
ク

▽
２
回
戦

バ
イ
タ
ル
ネ
ッ
ト
16
―
０
佐
渡
軍
団

新
潟
コ
ン
マ

ー
シ
ャ
ル
俱
11
―
０
Ｊ
Ｒ
新
潟

（
バ
イ
タ
ル
ネ
ッ
ト
、
新
潟
コ
ン

マ
ー
シ
ャ
ル
俱
は
２
次
予
選
へ
）

▽
第
３
代
表
決
定
戦

Ｊ
Ｒ
新
潟
15
―
１
佐
渡
軍
団

（
Ｊ
Ｒ
新
潟
は
２
次
予
選
へ
）

▽
決
勝

バ
イ
タ
ル
ネ
ッ
ト
18
―
０
新
潟
コ
ン
マ

ー
シ
ャ
ル
俱

◇
福
井
・
石
川
・
富
山
（
富
山

市
民
）

▽
１
回
戦

富
　
山
　
ク
10
―
２
福
井
ミ
リ
オ
ン

ド
リ
ー
ム
ズ

ロ
キ
テ
ク
ノ
富
山
８
―
０
ハ
ー
ド
ボ
ー

ル
ク
金
沢

▽
２
回
戦

バ
ン
デ
ィ
ッ
ツ
ク
９
―
２
富
　
山
　
ク

ロ
キ
テ
ク
ノ
富
山
３
―
２
伏
木
海
陸
運
送

▽
第
１
代
表
決
定
戦

ロ
キ
テ
ク
ノ
富
山
９
―
２
バ
ン
デ
ィ
ッ
ツ
ク

（
ロ
キ
テ
ク
ノ
富
山
は
２
次
予
選

へ
）▽

敗
者
復
活
戦

伏
木
海
陸
運
送
５
―
１
富
　
山
　
ク

▽
第
２
代
表
決
定
戦

伏
木
海
陸
運
送
６
―
５
バ
ン
デ
ィ
ッ
ツ
ク

（
伏
木
海
陸
運
送
は
２
次
予
選
へ
）

○
…
２
次
…
○

（
ハ
ー
ド
オ
フ
エ
コ
新
潟
ほ
か
）

▽
１
回
戦

信
越
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
２—

２

０
０
０
　
１
０
０
　
０
０
０—

１

バ
イ
タ
ル
ネ
ッ
ト

（
信
）
中
村
、
和
田
、
三
森
―
北

村（
バ
）
佐
々
木
、
沖
垣
、
永
島
、

松
田
―
梅
田

▽
本
塁
打
　
北
村（
信
）桜
吉（
バ
）

ロ
キ
テ
ク
ノ
富
山

３
１
１
　
２
０
０
　
１
０
２—

10

０
０
０
　
３
０
０
　
０
０
２—

５

Ｊ

Ｒ

新

潟

（
ロ
）
長
坂
、
後
藤
、
孫
大
―
黒

田（
Ｊ
）
芦
田
、
佐
藤
、
平
山
―
川

上

新
潟
コ
ン
マ
ー
シ
ャ
ル
倶
楽
部

０
０
２
　
０
０
０
　
１
０
２—

５

０
１
０
　
０
０
０
　
１
０
０—

２

佐
久
コ
ス
モ
ス
タ
ー
ズ
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

（
新
）
小
林
、
塚
野
―
宮
橋

（
佐
）
柴
崎
―
山
崎

▽
本
塁
打
　
秋
月
（
佐
）

伏
木
海
陸
運
送

１
０
０
　
０
２
１
　
０
０
０—

４

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

千
曲
川
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

（
伏
）
宮
前
、
後
藤
―
田
中

（
千
）
八
幡
宥
、
佐
藤
、
本
多
―

石
渡▽

準
決
勝

ロ
キ
テ
ク
ノ
富
山

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—
０

０
２
１
　
０
２
０
　
０
０
×—
５

信
越
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

（
ロ
）
飯
塚
、
後
藤
、
齋
藤
―
黒

田（
信
）
中
村
、
酒
井
大
―
北
村

伏

木

海

陸

運

送

１
０
１
　
０
０
１
　
０
４
１—

８

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

新
潟
コ
ン
マ
ー
シ
ャ
ル
倶
楽
部

（
伏
）
海
老
、
上
條
、
内
藤
―
田

中
、
坂
本

（
新
）
塚
野
、
小
林
、
高
橋
―
宮

橋
、
笹
崎
稔

▽
代
表
決
定
戦

伏
木
海
陸
運
送

０
０
０
　
０
３
０
　
１
０
０—

４

１
０
１
　
０
０
０
　
０
０
０—

２

信
越
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

（
伏
木
海
陸
運
送
は
３
年
ぶ
り
５

回
目
）

日
立
製
作
所
、２
年
連
続
38
回
目

日
本
製
鉄
鹿
島
、５
年
連
続
20
回
目

　北
　関
　東

（
代
表
２
＝
前
回
は
日
本
製
鉄
鹿

島
、
日
立
製
作
所
）

日
立
製
作
所
が
２
次
予
選
を
わ

ず
か
１
失
点
で
３
連
勝
し
４
年
ぶ

り
に
第
１
代
表
を
つ
か
ん
だ
。
代

表
決
定
戦
は
、
と
も
に
入
社
２
年

目
の
青
野
と
岡
の
継
投
で
日
本
製

鉄
鹿
島
を
零
封
し
た
。
日
本
製
鉄

鹿
島
は
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
と
の
第
２

代
表
決
定
戦
で
終
盤
に
３
点
差
を

追
い
つ
き
、
延
長
戦
を
制
し
た
。

○
…
１
次
…
○

◇
茨
城
（
日
立
市
民
）

▽
１
回
戦

全
鹿
嶋
俱
４
―
３
大
　
宮
　
ク

全
水
戸
ク
５
―
３
鹿
島
レ
イ
ン
ボ
ー
ズ

茨
城
ゴ
ー
ル
デ

ン
ゴ
ー
ル
ズ
６
―
２
オ
ー
ル
日
立

ド
リ
ー
ム
ズ

▽
２
回
戦

Ｊ
Ｒ
水
戸
９
―
８
全
鹿
嶋
俱

全
水
戸
ク
14
―
６
全
神
栖
ク

茨
城
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
４
―
２
茨
城
ゴ
ー
ル
デ

ン
ゴ
ー
ル
ズ

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ス
ポ
ー
ツ
大
学
８
―
０
つ
く
ば
ク

▽
準
々
決
勝

Ｊ
Ｒ
水
戸
11
―
０
全
水
戸
ク

茨
城
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
８
―
４
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ス
ポ
ー
ツ
大
学

（
Ｊ
Ｒ
水
戸
、
茨
城
ト
ヨ
ペ
ッ
ト

は
２
次
予
選
へ
）

▽
準
決
勝

日
本
製
鉄
鹿
島
15
―
１
Ｊ
Ｒ
水
戸

日
立
製
作
所
15
―
０
茨
城
ト
ヨ
ペ
ッ
ト

（
日
本
製
鉄
鹿
島
、
日
立
製
作
所

は
２
次
予
選
へ
）

▽
決
勝

日
立
製
作
所
５
―
４
日
本
製
鉄
鹿
島

▽
３
位
決
定
戦

茨
城
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
６
―
４
Ｊ
Ｒ
水
戸

◇
栃
木
（
宇
都
宮
清
原
）

▽
１
回
戦

全
栃
木
ク
８
―
７
全
那
北
ク

▽
２
回
戦

全
足
利
ク
10
―
２
宇
都
宮
大
学
Ｏ
Ｂ
ク

コ
ッ
ト
ン
ウ
ェ
イ
俱
13
―
３
Ｔ
Ｓ
Ｋ
宇
都
宮

鹿
　
沼
　
39
　

10
―
１
宇
工
Ｏ
Ｂ
ク

エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク
12
―
０
全
栃
木
ク

▽
準
決
勝

エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク
16
―
０
鹿
　
沼
　
39

全
足
利
ク
７
―
０
コ
ッ
ト
ン
ウ
ェ
イ
俱

（
全
足
利
ク
と
エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク
は

２
次
予
選
へ
）

▽
決
勝

全
足
利
ク
１
―
０
エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク

◇
群
馬
（
太
田
市
運
動
公
園
）

▽
１
回
戦

太
田
球
友
俱
11
―
５
オ
ー
ル
高
崎
俱

伊
勢
崎
硬
建
ク
６
―
２
太
田
暁
工
業
ク

▽
準
決
勝

太
田
球
友
俱
５
―
２
伊
勢
崎
硬
建
ク

伏木海陸運送打安点
④　　島　５２０
⑤　酒　井２００
⑥　番　場２００
③　乙　野５３３
３　水　野０００
⑦　渡　里４１０
Ｄ　石　黒３１１
ＲＤ村　上０００
②　田　中３００
⑨　大　野４００
⑧　越　中４１０
────────
　　　計　32８４
┈┈┈┈┈┈┈┈
信越ク　　打安点
Ｄ　樫　山３２０
④　酒井俊０００
Ｈ　下川原１００
⑤　枝　川４１１
⑦　　柳　５００
⑥　百目鬼２００
②　北　村３００
２　森　本１００
⑨　中　島４３１
⑧　小　池３００
③　喜友名１００
────────
　　　計　27６２

伏８５３０１９１
　振球犠盗失残併
信７９４００11０

投　手　回　安責
宮　前　３　３２
後　藤　６　３０

中　村　４1/3５２
和　田　３　３２
三　森　１２／３００

▽本塁打　乙野▽
三塁打　枝川▽３
時間３分
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（
太
田
球
友
俱
は
２
次
予
選
へ
）

▽
決
勝

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
20
―
０
太
田
球
友
俱

（
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
は
２
次
予
選
へ
）

○
…
２
次
…
○

（
群
馬
・
太
田
市
運
動
公
園
）

▽
１
回
戦

Ｊ
Ｒ
水
戸

０
０
０
　
０
０
０
　
０—
０

２
４
１
　
０
０
０
　
３—

10

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ（

七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
Ｊ
）
小
泉
、
保
坂
―
倉
持
寛
、

藤
井

（
Ｓ
）
手
塚
、
上
原
―
唐
谷

▽
本
塁
打
　
三
浦
（
ス
）

エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
１
０
　
０
０
０
　
０
１
×—

２

日
本
製
鉄
鹿
島

（
エ
）
金
城
、
安
藤
、
竹
内
、
高

沼
―
川
端

（
日
）
能
間
―
片
葺

▽
本
塁
打
　
林
（
日
）

茨
城
ト
ヨ
ペ
ッ
ト

０
０
０
　
０
０
１
　
０
０
０—

１

２
１
３
　
１
１
０
　
０
１
×—

９

全
足
利
ク
ラ
ブ

（
茨
）
武
藤
公
、
片
倉
、
吉
岡
、

野
木
―
太
田
健

（
全
）
野
沢
―
岩
崎
昂

太
田
球
友
硬
式
野
球
倶
楽
部

０
０
０
　
０
０
０
　
０—

０

２
１
０
　
７
０
０
　
×—

10

日

立

製

作

所

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
太
）
熊
谷
、
沼
田
、
沢
田
―
西

岡
、
綿
引

（
日
）
樋
口
、
梅
野
、
谷
崎
―
川

本
▽
準
決
勝

日
本
製
鉄
鹿
島

０
０
０
　
１
０
１
　
０
０
０—

２

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
１—

１

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ

（
日
）
飯
田
―
片
葺

（
Ｓ
）
川
上
、
角
田
―
唐
谷

▽
本
塁
打
　
高
畠
（
日
）

全
足
利
ク
ラ
ブ

０
０
０
　
０
０
１
　
０
０
０—

１

０
０
０
　
０
０
０
　
０
１
１—

２

日
立
製
作
所

（
全
）
中
田
―
岩
崎
昂

（
日
）
青
野
、
猿
川
―
中
園

▽
第
１
代
表
決
定
戦

日
立
製
作
所

０
２
０
　
１
０
０
　
１
０
０—

４

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

日
本
製
鉄
鹿
島

（
日
立
製
作
所
は
２
年
連
続
38
回

目
）▽

第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦

Ｊ
Ｒ
水
戸

０
０
１
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

２
０
０
　
０
０
４
　
１
０
×—

７

エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク

（
Ｊ
）
保
坂
、
小
泉
―
藤
井

（
エ
）
高
沼
、
牧
野
、
大
和
田
、

金
本
―
川
端

▽
本
塁
打
　
椿
（
エ
）

太
田
球
友
硬
式
野
球
倶
楽
部

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—
０

０
０
０
　
０
０
３
　
３
０
×—
６

茨
城
ト
ヨ
ペ
ッ
ト

（
太
）
君
和
田
、
当
間
、
沢
田
、

吉
田
―
西
岡

（
茨
）
村
中
、
森
住
―
太
田
健

▽
本
塁
打
　
本
間
（
茨
）

▽
第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
２
回
戦

全
足
利
ク
ラ
ブ

１
０
０
　
１
０
０
　
０
０
０—

２

０
０
０
　
２
１
０
　
１
０
×—

４

エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク

（
全
）
黒
沼
、
野
沢
―
岩
崎
昂

（
エ
）
竹
内
、
安
藤
、
高
沼
、
牧

野
―
川
端

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ

２
４
２
　
１
２
３
　
０—

14

０
０
０
　
０
０
０
　
０—

０

茨
城
ト
ヨ
ペ
ッ
ト

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
Ｓ
）
上
原
、
小
野
、
高
橋
、
山

本
―
唐
谷
、
君
島

（
茨
）
武
藤
公
、
片
倉
、
村
中
、

野
木
、
森
住
―
太
田
健

▽
第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
３
回
戦

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ

１
０
６
　
５
０
０
　
０—

12

０
０
０
　
０
０
０
　
２—

２

エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク（

七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
Ｓ
）
手
塚
、
山
本
―
唐
谷

（
エ
）
金
城
、
安
藤
、
金
本
、
高

沼
、
牧
野
、
大
和
田
、
竹
内
―
川

端
、
伴
、
潮
田

▽
第
２
代
表
決
定
戦

日
本
製
鉄
鹿
島

０
０
０
　
０
０
０
　
０
３
０
　
１—

４

１
０
０
　
０
２
０
　
０
０
０
　
０—

３

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ

（
延
長
十
回
）

（
日
本
製
鉄
鹿
島
は
５
年
連
続
20

回
目
）

ホ
ン
ダ
、４
年
連
続
34
回
目

日
本
通
運
、６
年
連
続
45
回
目

ハ
ナ
マ
ウ
イ
、初
出
場

　南
　関
　東

（
代
表
３
＝
前
回
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日

本
、
ホ
ン
ダ
、
日
本
通
運
）

前
回
第
１
代
表
だ
っ
た
Ｊ
Ｆ
Ｅ

東
日
本
は
本
大
会
優
勝
に
よ
る
推

薦
出
場
の
た
め
予
選
は
不
参
加
。

ホ
ン
ダ
は
投
打
に
新
人
が
活
躍
し
、

準
決
勝
に
続
い
て
日
本
通
運
と
の

日立製作所打安点
⑥　野　中４１１
⑦　豊　田４００
７　八　幡０００
Ｒ７諸　積０００
⑧　大　塚４２１
⑤　森　下５００
③　田　中４２０
⑨　濱　元４２０
④　河　野１００
Ｄ　吉　田４３１
②　中　園４１１
────────
　　　計　3411４
┈┈┈┈┈┈┈┈
日本製鉄鹿島打安点
⑧　藤　本２００
Ｈ　西　村１００
８　平　山０００
⑥　池　間４００
⑦　堀　越３１０
Ｄ　高　畠４００
④　　林　３００
③　生田目３１０
⑤　佐藤竜２００
②　片　葺０００
２　土　居３００
⑨　山　田３２０
────────
　　　計　28４０

立９５２００10２
　振球犠盗失残併
本８３１０１５０

投　手　回　安責
青　野　５　４０
　岡　　４　００

伊　藤　３0/3６３
菊　地　４1/3３１
山　井　１1/3１０
能　間　　1/3１０

▽本塁打　大塚▽
二塁打　吉田▽２
時間49分

日本製鉄鹿島打安点
⑨　山　田５００
⑦　堀　越５２０
③　生田目４１０
Ｄ　高　畠４１１
ＲＤ大曽根０００
ＨＤ西　村１１０
④　　林　４２２
⑤　佐藤竜４１０
⑥　池　間４００
②　土　居１００
Ｈ　原　田１１０
２　坂　口２１０
⑧　藤　本２００
Ｈ　安　達０００
Ｒ８平　山０００
────────
　　　計　3710３
┈┈┈┈┈┈┈┈
ＳＵＢＡＲＵ打安点
⑧　樋　口４１０
④　日　置５２０
⑤　森　下４１０
③　岩　元５２２
⑨　川　口３１１
Ｒ　寺　腰０００
⑦　　龍　２００
Ｈ　葭　葉１００
７　古　川０００
Ｄ　原　澤２００
ＨＤ鎌　仲１００
ＨＤ野　平１００
②　唐　谷３００
⑥　遠　藤４００
────────
　　　計　35７３

日11３３０１９１
　振球犠盗失残併
Ｓ９８１３２11１

投　手　回　安責
飯　田　10　７３

小　野　４　１０
高　橋　３　２０
角　田　２　４３
手　塚　１　３０

▽三塁打　林▽二
塁打　堀越、日置、
岩元▽３時間39分
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第
１
代
表
決
定
戦
も
粘
り
強
く

１
点
差
の
ゲ
ー
ム
を
も
の
に
し
た
。

日
本
通
運
は
第
２
代
表
決
定
戦
で

Ｙ
Ｂ
Ｃ
柏
を
圧
倒
し
た
。
第
３
代

表
決
定
戦
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
同
士

の
対
戦
と
な
り
、
創
部
２
年
目
で

予
選
初
参
加
の
ハ
ナ
マ
ウ
イ
が
Ｙ

Ｂ
Ｃ
柏
を
破
り
、
初
出
場
を
決
め

た
。

○
…
１
次
…
○

◇
埼
玉
（
さ
い
た
ま
市
営
浦
和

ほ
か
）

▽
ク
ラ
ブ
１
回
戦

一
球
幸
魂
俱
３
―
２
所
沢
グ
リ
ー
ン
ク

全
　
浦
　
和
５
―
４
都
幾
川
俱

川
口
ゴ
ー
ル
デ

ン
ド
リ
ー
ム
ス
７
―
６
全
熊
谷
ク

新
座
ダ
イ
ア
モ

ン
ド
ド
ッ
グ
ス
８
―
１
全
　
三
　
郷

▽
ク
ラ
ブ
２
回
戦

全
　
大
　
宮
４
―
１
一
球
幸
魂
俱

全
　
浦
　
和
６
―
３
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
41

川
口
ゴ
ー
ル
デ

ン
ド
リ
ー
ム
ス
４
―
０
新
　
　
　
波

新
座
ダ
イ
ア
モ

ン
ド
ド
ッ
グ
ス
６
―
３
レ
ジ
ェ
ン
ズ

▽
ク
ラ
ブ
準
決
勝

全
　
大
　
宮
６
―
１
全
　
浦
　
和

川
口
ゴ
ー
ル
デ

ン
ド
リ
ー
ム
ス
13
―
11
新
座
ダ
イ
ア
モ

ン
ド
ド
ッ
グ
ス

▽
ク
ラ
ブ
決
勝

全
　
大
　
宮
17
―
１
川
口
ゴ
ー
ル
デ

ン
ド
リ
ー
ム
ス

▽
企
業
リ
ー
グ
戦

オ
ー
ル
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
７
―
１
サ
ン
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス

オ
ー
ル
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
７
―
２
深
　
谷
　
組

深
　
谷
　
組
７
―
２
サ
ン
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス

▽
１
回
戦

深
　
谷
　
組
８
―
２
サ
ン
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス

オ
ー
ル
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
７
―
０
全
　
大
　
宮

▽
準
決
勝

日
本
通
運
10
―
０
深
　
谷
　
組

ホ
　
ン
　
ダ
６
―
２
オ
ー
ル
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア

（
日
本
通
運
、
ホ
ン
ダ
は
２
次
予

選
へ
）

▽
第
３
代
表
決
定
戦

オ
ー
ル
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
５
―
２
深
　
谷
　
組

（
オ
ー
ル
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
２
次

予
選
へ
）

▽
決
勝

日
本
通
運
３
―
２
ホ
　
ン
　
ダ

◇
千
葉
（
ゼ
ッ
ト
エ
ー
）

▽
１
回
戦

Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｗ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
Ｓ
印
西
２
―
１
Ｏ
ｃ
ｅ
ａ
ｎ
ｓ

ハ
ナ
マ
ウ
イ
11
―
１
サ
ウ
ザ
ン

リ
ー
フ
市
原

千
葉
熱
血
Ｍ

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
５
―
０
ヌ
ー
ベ
ル

▽
２
回
戦

ハ
ナ
マ
ウ
イ
13
―
０
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｗ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
Ｓ
印
西

Ｙ
Ｂ
Ｃ
柏
７
―
４
千
葉
熱
血
Ｍ

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

▽
準
決
勝

日
本
製
鉄
か
ず

さ
マ
ジ
ッ
ク
６
―
４
ハ
ナ
マ
ウ
イ

Ｙ
Ｂ
Ｃ
柏
８
―
６
Ｊ
Ｒ
千
葉

（
Ｙ
Ｂ
Ｃ
柏
、
日
本
製
鉄
か
ず
さ

マ
ジ
ッ
ク
は
２
次
予
選
へ
）

▽
敗
者
復
活
１
回
戦

Ｊ
Ｒ
千
葉
６
―
３
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｗ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
Ｓ
印
西

ハ
ナ
マ
ウ
イ
11
―
１
千
葉
熱
血
Ｍ

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

▽
決
勝

Ｙ
Ｂ
Ｃ
柏
９
―
１
日
本
製
鉄
か
ず

さ
マ
ジ
ッ
ク

▽
３
位
決
定
戦

ハ
ナ
マ
ウ
イ
４
―
３
Ｊ
Ｒ
千
葉

（
ハ
ナ
マ
ウ
イ
は
２
次
予
選
へ
）

○
…
２
次
…
○

（
埼
玉
県
営
大
宮
）

▽
１
回
戦

オ
ー
ル
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

０
０
０
　
０
１
０
　
０
０
０—

１

０
０
２
　
０
０
０
　
０
０
×—

２

日
本
製
鉄
か
ず
さ
マ
ジ
ッ
ク

（
オ
）
金
子
、
小
泉
、
菅
野
、
登

坂
、
久
堀
―
浅
賀

（
日
）
山
本
、
橘
―
小
関

ハ
ナ
マ
ウ
イ

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
０
　
１
１
０
　
３
１
×—

６

ホ

ン

ダ

（
ハ
）
平
野
、
久
保
田
、
西
森
―

御
所
名

（
ホ
）
朝
山
、
福
島
―
辻
野

▽
本
塁
打
　
吉
田
２
（
ホ
）

▽
準
決
勝

日

本

通

運

０
０
１
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

日
本
製
鉄
か
ず
さ
マ
ジ
ッ
ク

（
通
）
相
馬
―
木
南

（
製
）
西
村
、
松
尾
―
小
関

Ｙ
Ｂ
Ｃ
柏

０
１
０
　
０
０
０
　
１
０
０—

２

０
１
０
　
０
０
１
　
０
０
１—

３

ホ
ン
ダ

（
Ｙ
）
清
岡
、
石
川
―
小
笠
原

（
ホ
）
東
野
―
辻
野

▽
第
１
代
表
決
定
戦

日
本
通
運

０
１
０
　
０
０
１
　
１
２
０—

５

０
０
１
　
０
０
２
　
０
３
×—

６

ホ
ン
ダ

（
ホ
ン
ダ
は
４
年
連
続
34
回
目
）

▽
第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦

Ｙ

Ｂ

Ｃ

柏

０
０
４
　
０
０
０
　
０
０
０—

４

０
１
０
　
０
０
１
　
０
０
０—

２

オ
ー
ル
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

（
Ｙ
）
清
岡
、
石
川
―
小
笠
原

（
オ
）
高
橋
京
、
登
坂
―
浅
賀

日
本
製
鉄
か
ず
さ
マ
ジ
ッ
ク

０
０
０
　
０
０
０
　
１
１
１—

３

０
０
０
　
２
３
０
　
０
０
×—

５

ハ

ナ

マ

ウ

イ

ＹＢＣ柏　打安点
⑦　有　住４００
④　中　嶋４００
⑨　浦　崎４１０
②　小笠原３１０
⑥　山　口４１０
⑤　芝　田４００
Ｄ　堀　越３１０
ＨＤ荻　谷１００
③　町　田４００
⑧　小　川４２０
────────
　　　計　35６０
┈┈┈┈┈┈┈┈
ハナマウイ打安点
④　加　藤４１０
③　梅　澤４２０
⑧　大　友４１２
Ｄ　田　中４１０
⑨　　林　５３４
⑦　道　上３１２
⑤　山　田５２０
②　御所名３１０
⑥　松　井３２０
────────
　　　計　3514８

Ｙ５１０００９０
　振球犠盗失残併
ハ３５３０２11０

投　手　回　安責
清　岡　３1/3６１
石　川　４２／３８７

平　野　９　６０

▽本塁打　林▽二
塁打　山口、林、
山田▽２時間30分

ＹＢＣ柏　打安点
⑦　有　住４１０
④　中　嶋３２０
⑨　浦　崎４００
②　小笠原３１１
⑥　山　口３１０
⑤　芝　田３００
Ｄ　堀　越３００
③　町　田３１０
⑧　小　川３００
────────
　　　計　29６１
┈┈┈┈┈┈┈┈
日本通運　打安点
Ｄ　添　田３３２
⑥　諸見里３１１
⑦　大　谷４２１
⑨　北　川３１４
④　浦　部４００
⑤　稲　垣３１０
③　森　松３００
②　木　南２００
⑧　髙　橋３１２
────────
　　　計　28９10

Ｙ５０１０１２１
　振球犠盗失残併
日３13２２０８２

投　手　回　安責
岩　田　７　９10
佐　藤　１　００

池　田　６　５１
庄　司　３　１０

▽本塁打　北川▽
三塁打　添田▽二
塁打　稲垣▽２時
間24分

日本通運　打安点
Ｄ　添　田５１０
⑥　諸見里５００
⑦　大　谷５００
⑨　北　川５３１
④　浦　部４００
⑤　稲　垣３１０
③　森　松４４２
②　木　南４１１
⑧　髙　橋４２１
────────
　　　計　3912５
┈┈┈┈┈┈┈┈
Ｈｏｎｄａ打安点
⑧９吉　田３１０
⑤　津　田３１０
④　千　野２２１
Ｈ　布　袋１００
４　篠　塚０００
③　山本兼３００
⑦　井　上４２３
Ｄ　山本瑛２００
ＨＤ北　岡０００
②　辻　野４１２
⑨　佐　藤４００
８　鈴　木０００
⑥　檜　村３１０
────────
　　　計　29８６

日４１０１０８０
　振球犠盗失残併
Ｈ２３３０１５１

投　手　回　安責
釘　宮　７1/3６４
庄　司　　1/3１２
池　田　　1/3１０

朝　山　６　６２
小　野　１　３１
福　島　２　３１

▽本塁打　北川、
井上▽二塁打　千
野、檜村▽２時間
54分
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（
日
）
山
本
、
オ
ス
カ
ル
、
山
田
、

松
尾
―
小
関

（
ハ
）
尾
形
、
久
保
田
―
御
所
名

▽
本
塁
打
　
林
（
ハ
）
松
本
（
日
）

▽
第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
２
回
戦

ハ
ナ
マ
ウ
イ

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—
０

０
０
０
　
０
０
０
　
０
１
×—
１

Ｙ
Ｂ
Ｃ
柏

（
ハ
）
久
保
田
、
櫻
井
、
西
森
―

御
所
名

（
Ｙ
）
岩
田
、
鬼
木
、
佐
藤
―
小

笠
原▽

第
２
代
表
決
定
戦

Ｙ
Ｂ
Ｃ
柏

１
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

１
０
０
　
０
２
６
　
２
０
×—

11

日
本
通
運

（
日
本
通
運
は
６
年
連
続
45
回
目
）

▽
第
３
代
表
決
定
戦

Ｙ
Ｂ
Ｃ
柏

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
１
　
０
２
０
　
０
５
×—

８

ハ
ナ
マ
ウ
イ

（
ハ
ナ
マ
ウ
イ
は
初
出
場
）

Ｊ
Ｒ
東
日
本
、11
年
連
続
23
回
目

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
、５
年
連
続
44
回
目

セ
ガ
サ
ミ
ー
、２
年
ぶ
り
11
回
目

鷺
宮
製
作
所
、３
年
連
続
15
回
目

　
東

　
　
　京

（
代
表
４
＝
前
回
は
鷺
宮
製
作
所
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、

明
治
安
田
生
命
）

伊
藤
、
西
田
の
左
右
の
２
枚
看

板
を
擁
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
、
安

定
し
た
戦
い
ぶ
り
で
第
１
代
表
を

勝
ち
取
っ
た
。
第
２
代
表
の
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
は
、
入
社
13
年
目
の
大

竹
が
要
所
で
好
救
援
。
本
間
、
根

岸
、
澤
良
木
を
軸
に
打
力
の
あ
る

セ
ガ
サ
ミ
ー
が
第
３
代
表
に
な
っ

た
。
前
年
ま
で
２
大
会
連
続
で
第

１
代
表
だ
っ
た
鷺
宮
製
作
所
が
、

野
口
、
平
川
ら
の
投
手
力
を
武
器

に
第
４
代
表
を
つ
か
ん
だ
。

○
…
１
次
…
○

（
府
中
市
民
）

▽
１
回
戦

Ｊ
Ｐ
ア
セ
ッ
ト
証
券
11
―
１
東
京
好
球
俱

東
京
弥
生
ク
（
不
戦
勝
）
警
　
視
　
庁

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
９
―
０
ホ
グ
レ
ル

ゴ
ー
ル
ド
ジ
ム
ク
９
―
２
エ
ス
プ
ラ
イ
ド

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
99
３
―
０
西
多
摩
俱

Ｗ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
’Z
４
―
３
全
調
布
俱

全
府
中
俱
９
―
０
東
京
Ｌ
Ｂ
Ｃ

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ス
ポ
ー
ツ
大
学
東
京
24
―
０
武
蔵
野
ク

▽
２
回
戦

Ｊ
Ｐ
ア
セ
ッ
ト
証
券
14
―
０
東
京
弥
生
ク

ゴ
ー
ル
ド
ジ
ム
ク
３
―
１
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
99
７
―
２
Ｗ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
’Z

全
府
中
俱
８
―
４
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ス
ポ
ー
ツ
大
学
東
京

▽
２
次
予
選
進
出
決
定
戦

Ｊ
Ｐ
ア
セ
ッ
ト
証
券
６
―
０
ゴ
ー
ル
ド
ジ
ム
ク

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
99
６
―
３
全
府
中
俱

（
Ｊ
Ｐ
ア
セ
ッ
ト
証
券
、
Ｒ
Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
99
は
２
次
予
選
へ
）

○
…
２
次
…
○

（
大
田
）

▽
１
回
戦

セ
ガ
サ
ミ
ー

０
０
０
　
１
０
２
　
０
０
２—

５

０
０
０
　
０
０
０
　
０
８
×—

８

Ｊ
Ｒ
東
日
本

（
セ
）
森
井
、
横
田
、
陶
久
、
久

保
田
、
石
垣
、
井
上
―
吉
田

（
Ｊ
）
伊
藤
、
西
居
、
西
田
―
渡

辺▽
本
塁
打
　
本
間
２
、
中
川
、
根

岸
、
澤
良
木
（
セ
）

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
99

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

３
０
０
　
０
０
０
　
２
２
×—

７

東

京

ガ

ス

（
Ｒ
）
中
川
―
湯
沢

（
東
）
髙
橋
、
石
田
、
臼
井
―
馬

場▽
本
塁
打
　
地
引
、
楠
（
東
）

Ｊ
Ｐ
ア
セ
ッ
ト
証
券

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０—

０

０
２
２
　
０
３
０
　
２
１—

10

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

（
八
回
コ
ー
ル
ド
）

（
Ｊ
）
石
原
、
緒
方
、
吉
田
、
吉

岡
、
関
野
―
大
貫

（
Ｎ
）
沼
田
、
飯
嶋
、
堀
、
佐
々

木
―
保
坂

▽
本
塁
打
　
火
ノ
浦
、喜
納
（
Ｎ
）

明
治
安
田
生
命

０
２
０
　
０
０
０
　
０
３
０—

５

０
０
０
　
０
０
０
　
０
２
０—

２

鷺
宮
製
作
所

（
明
）
大
久
保
、
三
宮
、
新
井
―

森
川

（
鷺
）
野
口
、
山
下
、
平
川
、
小

孫
―
長
澤
、
弓
削
田

▽
本
塁
打
　
大
野
（
明
）

▽
準
決
勝

東
京
ガ
ス

０
０
０
　
０
１
０
　
０
０
０—

１

３
１
２
　
０
０
０
　
０
０
×—

６

Ｊ
Ｒ
東
日
本

（
東
）
寺
沢
、
宮
谷
、
木
村
、
石

田
―
馬
場
、
久
米

（
Ｊ
）
西
田
、
伊
藤
―
渡
辺

▽
本
塁
打
　
渡
辺
２
、糸
野
（
Ｊ
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

０
０
２
　
０
０
０
　
０
０
１—

３

０
０
０
　
２
０
０
　
０
０
０—

２

明
治
安
田
生
命

（
Ｎ
）
稲
毛
田
、
飯
嶋
、
熊
谷
、

大
竹
―
保
坂

（
明
）
三
宮
、
小
林
―
森
川

▽
第
１
代
表
決
定
戦

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

１
０
０
　
０
０
１
　
０
１
×—

３

Ｊ
Ｒ
東
日
本

（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
11
年
連
続
23
回

目
）▽

第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
99

０
０
０
　
０
０
０
　
３
０
０—

３

３
０
２
　
２
２
１
　
０
０
×—

10

セ
ガ
サ
ミ
ー

（
Ｒ
）
大
野
、
岡
部
、
中
川
―
湯

沢
、
佐
藤
泰

（
セ
）
草
海
、
田
中
、
横
山
、
井

上
、
横
田
―
須
田
、
吉
田

▽
本
塁
打
　
澤
良
木
（
セ
）

Ｊ
Ｐ
ア
セ
ッ
ト
証
券

０
０
１
　
０
１
０
　
０
０
０—

２

０
１
２
　
０
０
０
　
０
０
×—

３

鷺
宮
製
作
所

（
Ｊ
）
金
田
、
野
原
―
大
貫

（
鷺
）
平
川
、
野
口
―
長
澤

▽
本
塁
打
　
橋
本
（
鷺
）

▽
第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
２
回
戦

セ
ガ
サ
ミ
ー

０
０
０
　
２
２
０
　
０
３
０—

７

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

明
治
安
田
生
命

（
セ
）
森
井
―
吉
田

（
明
）
大
久
保
、
北
濱
、
黒
萩
、

小
林
、
小
玉
―
森
川

ＮＴＴ東日本打安点
⑦　桝　澤４００
⑨　火ノ浦２００
Ｈ５朝　田１００
Ｈ　越　前１００
⑧９向　山３００
③　喜　納３００
⑤４下　川３００
Ｄ　宮　内３００
⑥　上川畑３００
②　保　坂３００
④　丸　山２００
９８長　澤１１０
────────
　　　計　29１０
┈┈┈┈┈┈┈┈
ＪＲ東日本打安点
④　杉　崎１００
Ｄ　近　森３１０
⑧９佐　藤２０１
⑦　菅　田３０１
②　渡　辺３００
⑨　服　部２００
Ｈ５嘉　数１００
③　丸　子３００
⑥　糸　野３００
⑤　吉　澤１００
Ｈ８金　子２１０
────────
　　　計　24２２

Ｎ５００００２０
　振球犠盗失残併
Ｊ９５３１１５０

投　手　回　安責
佐々木　５1/3２２
飯　嶋　　1/3００
熊　谷　１1/3００
稲毛田　　0/3０１
　堀　　１　００

伊　藤　９　１０

▽二塁打　近森▽
暴投　佐々木２▽
２時間37分
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鷺
宮
製
作
所

２
２
０
　
１
０
０
　
３
０
０—

８

１
０
０
　
０
０
３
　
１
２
０—

７

東
京
ガ
ス

（
鷺
）
野
口
、
平
川
―
長
澤

（
東
）
髙
橋
、
臼
井
、
石
田
―
馬

場
、
久
米
、
安
本

▽
本
塁
打
　
楠
（
東
）

▽
第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
３
回
戦

セ
ガ
サ
ミ
ー

２
０
０
　
０
５
０
　
０
０
０—

７

０
０
０
　
０
２
０
　
０
０
０—

２

鷺
宮
製
作
所

（
セ
）
草
海
、
横
田
、
田
中
、
井

上
、
陶
久
―
須
田

（
鷺
）
小
孫
、
山
下
、
川
畑
―
弓

削
田
、
長
澤

▽
本
塁
打
　
本
間
（
セ
）

▽
第
２
代
表
決
定
戦

セ
ガ
サ
ミ
ー

０
０
１
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

１
２
０
　
０
０
０
　
０
０
×—

３

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
５
年
連
続
44

回
目
）

▽
第
３
代
表
決
定
戦

鷺
宮
製
作
所

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
０
　
０
０
２
　
０
０
×—

２

セ
ガ
サ
ミ
ー

（
セ
ガ
サ
ミ
ー
は
２
年
ぶ
り
11
回

目
）▽

第
４
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦

明
治
安
田
生
命

０
１
０
　
０
０
０
　
０
０
１—

２

０
０
２
　
０
１
０
　
２
０
×—

５

東
京
ガ
ス

（
明
）
三
宮
、
北
濱
、
小
玉
―
森

川
、
道
端

（
東
）
髙
橋
、
臼
井
―
久
米

▽
第
４
代
表
決
定
戦

鷺
宮
製
作
所

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
５—

５

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

東
京
ガ
ス

（
鷺
宮
製
作
所
は
３
年
連
続
15
回

目
）

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
、５
年
ぶ
り
50
回
目

東
芝
、12
年
連
続
42
回
目

　
西
　関
　東

（
代
表
２
＝
前
回
は
三
菱
日
立
パ

ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
、
東
芝
）

６
年
ぶ
り
に
復
帰
し
た
大
久
保

監
督
率
い
る
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
が
、
投

打
に
粘
り
強
い
試
合
運
び
で
第
１

代
表
を
奪
取
し
た
。
代
表
決
定
リ

ー
グ
戦
初
戦
で
敵
失
に
よ
る
１
点

を
守
り
切
っ
て
三
菱
パ
ワ
ー
を
破

っ
た
東
芝
が
第
２
代
表
。
三
菱
日

立
パ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
か
ら
社
名

変
更
し
て
臨
ん
だ
三
菱
パ
ワ
ー
は
、

５
年
ぶ
り
に
本
大
会
出
場
を
逃
し

た
。

○
…
１
次
…
○

◇
神
奈
川
（
サ
ー
テ
ィ
ー
フ
ォ

ー
相
模
原
）

▽
１
回
戦

京
　
浜
　
俱
３
―
２
ウ
ィ
ー
ン
ク

茅
ヶ
崎
サ
ザ

ン
カ
イ
ツ
15
―
２
国
際
総
合
伊
勢
原
ク

横
浜
ベ
イ
ブ
ル
ー
ス
６
―
３
相
模
原
ク

横
浜
球
友
ク
４
―
２
湘
南
ひ
ら
つ
か

マ
ル
ユ
ウ
ク

▽
２
回
戦

横
浜
金
港
ク
８
―
１
京
　
浜
　
俱

全
川
崎
ク
７
―
２
茅
ヶ
崎
サ
ザ

ン
カ
イ
ツ

横
浜
中
央
ク
４
―
３
横
浜
ベ
イ
ブ
ル
ー
ス

Ｊ
Ｆ
Ａ
Ｍ
　

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
10
―
３
横
浜
球
友
ク

（
横
浜
金
港
ク
、
全
川
崎
ク
、
横

浜
中
央
ク
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ

Ｏ
Ｎ
は
２
次
予
選
へ
）

▽
準
決
勝

全
川
崎
ク
２
―
０
横
浜
金
港
ク

Ｊ
Ｆ
Ａ
Ｍ
　

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
８
―
４
横
浜
中
央
ク

▽
決
勝

Ｊ
Ｆ
Ａ
Ｍ
　

Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
９
―
２
全
川
崎
ク

◇
山
梨
（
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
ほ
か
）

▽
１
回
戦

グ
ッ
ド
ジ
ョ
ブ
ク
12
―
１
桂
　
　
　
俱

ア
ー
ツ
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク
11
―
２
北
　
杜
　
ク

山
梨
球
友
ク
10
―
３
南
ア
ル
プ
ス
俱

甲
斐
府
中
ク
12
―
１
ツ
ク
モ
ク

▽
準
決
勝

甲
斐
府
中
ク
８
―
１
グ
ッ
ド
ジ
ョ
ブ
ク

山
梨
球
友
ク
14
―
１
ア
ー
ツ
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク

（
甲
斐
府
中
ク
と
山
梨
球
友
ク
は

２
次
予
選
へ
）

▽
決
勝

甲
斐
府
中
ク
９
―
６
山
梨
球
友
ク

○
…
２
次
…
○

（
横
浜
）

▽
ブ
ロ
ッ
ク
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦

横
浜
金
港
ク
ラ
ブ

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
０
　
０
０
０
　
０
２
×—

２

甲
斐
府
中
ク
ラ
ブ

（
横
）
田
辺
―
渡
辺

（
甲
）
内
藤
―
佐
々
木

鷺宮製作所打安点
⑥　土　谷５２０
⑧　竹　原４００
⑨　茶　谷４１０
Ｄ　橋　本４１０
③　大　野０００
３　吉　濱４１０
Ｒ　中　山０００
３　大　坂０００
②　長　澤３１０
⑦　新　納１００
Ｈ７　秦　２０１
⑤　米　田３００
④　田　中３００
Ｈ４佐　野１１２
────────
　　　計　34７３
┈┈┈┈┈┈┈┈
東京ガス　打安点
③　地　引２００
⑧　小野田２００
⑦　　楠　４１０
９　冨　岡０００
⑨７笹　川４００
Ｄ　石　川３００
④　相　馬４３０
⑥　小　林４００
②　久　米４１０
⑤　北　本３００
────────
　　　計　30５０

鷺９３０００５０
　振球犠盗失残併
東４３２０１７０

投　手　回　安責
平　川　７　３０
野　口　２　２０

髙　橋　８1/3６１
木　村　　0/3０１
臼　井　　２／３１０

▽二塁打　土谷、
茶谷、佐野▽暴投
　臼井▽３時間４
分

鷺宮製作所打安点
⑥　土　谷４２０
⑧　竹　原３００
⑨　茶　谷４００
Ｄ　橋　本４００
③　吉　濱２００
Ｈ３大　坂１００
④　佐　野２００
Ｈ　　秦　１１０
②　長　澤４２０
⑤　米　田２００
⑦　新　納３００
────────
　　　計　30５０
┈┈┈┈┈┈┈┈
セガサミー打安点
⑥　中　川４００
⑦　本　間４００
④　北　阪２００
③　根　岸４２０
Ｄ　澤良木１０１
⑧　植　田３１１
⑨　平　田３１０
９　政　野０００
②　須　田２００
⑤　砂　川３００
────────
　　　計　26４２

鷺11２２１１７１
　振球犠盗失残併
セ７３２０１５０

投　手　回　安責
野　口　７　４２
平　川　１　００

草　海　７　４０
陶　久　２　１０

▽二塁打　土谷、
秦、根岸▽２時間
24分

セガサミー打安点
⑥　中　川４００
⑦　本　間３００
④　北　阪４１０
③　根　岸４００
Ｄ　澤良木３００
ＲＤ北　村０００
⑤　砂　川４１０
⑨　政　野３００
９　平　田０００
②　吉　田３２０
２　須　田０００
⑧　植　田３１１
────────
　　　計　31５１
┈┈┈┈┈┈┈┈
ＮＴＴ東日本打安点
⑦　桝　澤３００
⑨　火ノ浦３００
⑧　向　山２１１
③　喜　納２００
⑤　下　川３１１
Ｄ　宮　内４１０
⑥　上川畑４２０
②　保　坂３００
④　丸　山３２０
────────
　　　計　27７２

セ10２０００５２
　振球犠盗失残併
Ｎ５９２１０11１

投　手　回　安責
森　井　１２／３３３
田　中　３　２０
井　上　１1/3１０
石　垣　１　１０
横　田　１　００

沼　田　６　３１
大　竹　３　２０

▽二塁打　吉田▽
暴投　森井２▽３
時間８分
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全
川
崎
ク
ラ
ブ

１
０
１
　
０
０
０
　
０
０
１—

３

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

横
浜
中
央
ク
ラ
ブ

（
全
）
佐
藤
康
―
岩
永

（
横
）
塩
田
、
五
十
嵐
、
山
下
、

山
岸
、
稲
葉
―
土
橋

Ｊ
Ｆ
Ａ
Ｍ
　
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ

２
３
０
　
１
０
３
　
０
１
０—
10

１
０
０
　
０
０
２
　
０
１
３—

７

山
梨
球
友
ク
ラ
ブ

（
Ｊ
）
ミ
ヒ
ニ
ャ
ッ
ク
、
小
西
―

桝
本

（
山
）
荒
井
、
田
辺
、
新
田
、
小

島
―
鶴
田

▽
ブ
ロ
ッ
ク
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
２
回
戦

甲
斐
府
中
ク
ラ
ブ

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０—

０

０
２
１
　
０
０
１
　
５
１—

10

三
菱
パ
ワ
ー

（
八
回
コ
ー
ル
ド
）

（
甲
）
中
込
、
小
沢
、
上
村
―

佐
々
木
、
森
塚

（
三
）
大
沢
、
本
多
、
荒
川
―
対

馬
、
長
井

全
川
崎
ク
ラ
ブ

１
０
０
　
１
０
０
　
０
０
０—

２

２
３
０
　
０
０
０
　
１
３
×—

９

東

芝

（
全
）
中
野
、
高
橋
雄
、
村
上
、

佐
藤
康
―
神
宮
、
岩
永

（
東
）
善
、
近
藤
、
加
嶋
、
柴
田

―
柴
原
、
中
村

▽
本
塁
打
　
金
子
（
東
）

Ｊ
Ｆ
Ａ
Ｍ
　
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ

０
０
１
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

０
６
０
　
０
０
０
　
０
３
×—

９

Ｅ

Ｎ

Ｅ

Ｏ

Ｓ

（
Ｊ
）
坂
、
佐
藤
、
渡
辺
、
ミ
ヒ

ニ
ャ
ッ
ク
―
桝
本

（
Ｅ
）
柏
原
、
大
場
、
藤
井
―
柏

木▽
本
塁
打
　
小
豆
澤
、川
端
（
Ｅ
）

▽
代
表
決
定
リ
ー
グ

三
菱
パ
ワ
ー
（
１
敗
）

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
１
　
０
０
０
　
０
０
×—
１

東

芝
（
１
勝
）

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
（
１
勝
）

２
０
０
　
０
０
０
　
０
０
１—
３

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

東

芝
（
１
勝
１
敗
）

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
（
２
勝
）

０
０
２
　
０
１
０
　
０
０
０
　
０
０
２—

５

１
０
０
　
１
０
０
　
０
１
０
　
０
０
０—

３

三
菱
パ
ワ
ー
（
２
敗
）

（
延
長
十
二
回
）

（
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
は
第
１
代
表
で
５

年
ぶ
り
50
回
目
、
東
芝
は
第
２
代

表
で
12
年
連
続
42
回
目
）

ト
ヨ
タ
自
動
車
、６
年
連
続
22
回
目

ホ
ン
ダ
鈴
鹿
、５
年
連
続
25
回
目

ヤ
マ
ハ
、２
年
連
続
41
回
目

東
邦
ガ
ス
、４
年
連
続
14
回
目

ジ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、８
年
ぶ
り
２
回
目

三
菱
自
動
車
岡
崎
、２
年
連
続
12
回
目

　
東

　
　
　海

（
代
表
６
＝
前
回
は
７
で
、
ヤ
マ

ハ
、
東
邦
ガ
ス
、
ホ
ン
ダ
鈴
鹿
、

三
菱
自
動
車
岡
崎
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
、
王
子
、
Ｊ
Ｒ
東
海
）

栗
林
、
沓
掛
を
は
じ
め
投
打
に

高
い
戦
力
を
誇
る
ト
ヨ
タ
自
動
車

が
、
相
手
に
一
度
も
リ
ー
ド
を
許

さ
ず
２
次
予
選
を
４
連
勝
し
第
１

代
表
に
な
っ
た
。
攻
守
に
若
手
が

台
頭
し
た
ホ
ン
ダ
鈴
鹿
が
第
２
代

表
。
ヤ
マ
ハ
が
勝
負
強
く
接
戦
を

勝
ち
抜
き
第
３
代
表
を
つ
か
ん
だ
。

試
合
を
重
ね
る
ご
と
に
打
線
が
調

子
を
上
げ
た
東
邦
ガ
ス
が
第
４
代

表
に
。
ジ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

３
度
の
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
演
じ
て

第
５
代
表
で
８
年
ぶ
り
の
東
京
ド

ー
ム
に
こ
ぎ
着
け
た
。
投
手
力
の

あ
る
三
菱
自
動
車
岡
崎
が
第
６
代

表
。
休
部
が
決
ま
っ
た
永
和
商
事

ウ
イ
ン
グ
と
、
三
菱
重
工
業
チ
ー

ム
の
再
編
で
現
チ
ー
ム
と
し
て
の

活
動
を
終
え
る
三
菱
重
工
名
古
屋

ＥＮＥＯＳ打安点
Ｄ　田　中５００
⑥　川　口４１０
④　小豆澤４２０
③　山　﨑３１１
②　柏　木４２１
⑦　岡　部３００
⑤　篠　原４１１
⑧　村　上３００
⑨　川　端３１０
────────
　　　計　33８３
┈┈┈┈┈┈┈┈
東芝　　　打安点
⑨８石　川４００
⑦　小　川４００
③　金　子３１０
④　松　本３００
⑤　吉　田４２０
Ｄ　福　山２００
ＨＤ木　野２００
⑧　佐　藤２００
Ｈ６望　月１００
②　柴　原１００
Ｈ　服　部１００
２　中　村０００
⑥９田　中３００
────────
　　　計　30３０

Ｅ８２２００７０
　振球犠盗失残併
東４３０００６０

投　手　回　安責
藤　井　６1/3２０
江　口　１２／３００
柏　原　１　１０

福　本　１1/3４２
岡　本　５２／３１０
近　藤　１1/3３１
柴　田　　２／３００

▽二塁打　小豆澤、
篠原、吉田▽暴投
　藤井、柴田▽２
時間56分

三菱パワー打安点
⑥　江越啓３２０
⑤４久　保４００
Ｄ　鶴　田３１０
ＨＤ丹　野０００
ＨＤ　龍　１００
③５久木田４００
⑨　江越海３００
⑧　八　戸３００
④　矢　野２００
Ｈ３二　橋１００
②　対　馬３００
⑦　園　田２００
────────
　　　計　29３０
┈┈┈┈┈┈┈┈
東芝　　　打安点
⑨　石　川３００
⑦　小　川４３０
③　金　子４００
④　松　本２００
⑤　吉　田３１０
Ｄ　福　山２１０
⑧　岡　部３００
②　柴　原３００
⑥　田　中３１０
────────
　　　計　27６０

三３２００１４１
　振球犠盗失残併
東５１２１１５１

投　手　回　安責
大　野　８　６０
　
福　本　８1/3３０
近　藤　　２／３００

▽二塁打　江越啓、
小川▽２時間９分

ＥＮＥＯＳ打安点
Ｄ　田　中４１０
ＨＤ榎　本２００
⑥　川　口６２０
④　小豆澤５３４
③　山　﨑４００
②　柏　木５１１
⑦　岡　部４００
⑤　篠　原５００
⑧　村　上５００
⑨　川　端５２０
────────
　　　計　45９５
┈┈┈┈┈┈┈┈
三菱パワー打安点
⑥５江越啓３００
④　久　保６２０
⑤　久木田４１０
Ｒ６矢　野１１０
Ｈ　鶴　田１００
③　二　橋５２１
Ｄ　丹　野４１１
ＲＤ成　田０００
Ｈ　竹　内１１０
ＲＤ河　野０００
⑧　八　戸３００
⑨　常　道５１１
②　対　馬５２０
⑦　園　田１１０
Ｒ７江越海２１０
────────
　　　計　4113３

Ｅ７４０１０８２
　振球犠盗失残併
三５５２３０９０

投　手　回　安責
柏　原　４　５２
山　岡　　２／３１０
大　場　１２／３００
西　島　　２／３００
江　口　５　７１

伊　藤　５　５３
大　野　７　４２

▽二塁打　小豆澤
２、柏木、二橋▽
盗塁　川端、八戸、
江越海、矢野▽４
時間２分
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の
本
大
会
出
場
は
な
ら
な
か
っ
た
。

○
…
１
次
…
○

◇
静
岡
（
西
ケ
谷
）

▽
１
回
戦

ス
ク
ー
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
３
―
２
山
岸
ロ
ジ
ス
タ
ー
ズ

静
　
岡
　
俱
４
―
２
浜
松
ケ
イ
・

ス
ポ
ー
ツ

焼
津
マ
リ
ー
ン
ズ
12
―
４
富
　
士
　
ク

▽
２
回
戦

ス
ク
ー
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
３
―
１
ヤ
マ
ハ
発
動
機

焼
津
マ
リ
ー
ン
ズ
８
―
０
静
　
岡
　
俱

▽
決
勝

ス
ク
ー
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
10
―
１
焼
津
マ
リ
ー
ン
ズ

（
ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
は
２
次

予
選
へ
）

◇
愛
知（
Ｊ
Ｒ
東
海
球
場
ほ
か
）

▽
１
回
戦

愛
　
知
　
俱
７
―
４
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ａ

Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ

ジ
ェ
イ
グ
ル
ー
プ
５
―
２
矢
場
と
ん
ブ

ー
ス
タ
ー
ズ

▽
２
回
戦

鳥
　
開
　
ク
８
―
１
愛
　
知
　
俱

ジ
ェ
イ
グ
ル
ー
プ
９
―
８
ス
ポ
ー
ツ
総
合

学
園
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

▽
決
勝

ジ
ェ
イ
グ
ル
ー
プ
９
―
２
鳥
　
開
　
ク

（
ジ
ェ
イ
グ
ル
ー
プ
は
２
次
予
選

へ
）◇

岐
阜
・
三
重
（
西
濃
運
輸
）

▽
リ
ー
グ
戦

三
重
高
虎
Ｂ
・
Ｃ
８
―
０
奥
伊
勢
ク

岐
　
阜
　
俱
16
―
０
奥
伊
勢
ク

岐
　
阜
　
俱
11
―
10
三
重
高
虎
Ｂ
・
Ｃ

（
岐
阜
俱
は
２
次
予
選
へ
）

○
…
２
次
…
○

（
愛
知
・
岡
崎
市
民
）

▽
１
回
戦

東

海

理

化

０
０
０
　
０
０
０
　
０
２
０—

２

０
０
０
　
１
０
２
　
０
０
×—

３

日
本
製
鉄
東
海
Ｒ
Ｅ
Ｘ

（
東
）
山
本
、
池
田
大
、
河
野
―

水
野

（
日
）
松
向
、
上
野
、
続
木
、
山

口
―
阿
保

▽
本
塁
打
　
金
子
（
日
）

三
菱
自
動
車
岡
崎

０
０
０
　
０
０
０
　
３
０
０—

３

１
０
０
　
０
０
０
　
２
０
１—

４

ジ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
三
）
仲
井
、
北
畑
、
坂
巻
、
神

原
―
清
水

（
ジ
）
白
崎
、
保
坂
―
松
田

岐
阜
硬
式
野
球
倶
楽
部

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
０
　
０
１
２
　
２
２
×—

７

三
菱
重
工
名
古
屋

（
岐
）
倉
野
、
伊
藤
―
安
井

（
三
）
下
津
浦
、
服
部
、
八
木
―

安
田

東
邦
ガ
ス

０
０
０
　
０
０
０
　
０
２
０—

２

０
０
４
　
３
０
２
　
０
０
×—

９

ト
ヨ
タ
自
動
車

（
東
）
辻
本
、
屋
宜
、
栁
川
、
笹

川
―
柴
田

（
ト
）
栗
林
、
渕
上
、
嘉
陽
―
小

畑

西

濃

運

輸

２
５
０
　
０
２
１
　
２—

12

０
０
０
　
０
０
１
　
０—

１

ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
硬
式
野
球
部

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
西
）
北
村
、
鈴
木
、
船
迫
―
柏

木（
ス
）
深
瀬
、
西
川
―
岩
沢

▽
本
塁
打
　
三
浦
、
岩
城
（
西
）

王

子

０
１
０
　
０
２
０
　
０
０
１—

４

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

永
和
商
事
ウ
イ
ン
グ

（
王
）
近
藤
―
細
川

（
永
）
小
川
、
高
橋
―
大
川

▽
本
塁
打
　
吉
岡
（
王
）

ホ
ン
ダ
鈴
鹿

０
１
０
　
０
０
０
　
２
１
０—

４

０
０
０
　
０
０
０
　
１
１
１—

３

ヤ

マ

ハ

（
ホ
）
井
村
、
松
本
竜
、
平
尾
、

八
木
―
長

（
ヤ
）
ナ
テ
ル
、
九
谷
、
近
藤
、

池
谷
―
川
邉

▽
本
塁
打
　
矢
幡
（
ヤ
）

Ｊ

Ｒ

東

海

３
２
１
　
２
２
０
　
２
０
０—

12

０
０
２
　
０
１
０
　
０
０
０—

３

ジ
ェ
イ
グ
ル
ー
プ

（
Ｊ
）
若
林
、
木
部
、
古
田
―
牛

場
、
鎌
倉

（
ジ
）
国
広
、
吉
田
、
松
下
、
馬

明
、
渡
辺
―
松
本

▽
本
塁
打
　
池
田
（
Ｊ
）
エ
ド
ポ

ロ
（
ジ
）

▽
２
回
戦

三
菱
重
工
名
古
屋

０
０
０
　
０
２
０
　
０
１
０—

３

５
２
０
　
０
０
２
　
０
３
×—

12

ト
ヨ
タ
自
動
車

（
三
）
大
内
、
西
納
、
服
部
、
入

倉
―
安
田

（
ト
）
諏
訪
、
小
出
、
川
尻
、
佐

竹
―
高
祖

西
濃
運
輸

０
０
０
　
１
０
０
　
０
１
０—

２

０
０
０
　
０
０
０
　
０
１
０—

１

王

子

（
西
）
山
下
、
堀
田
―
柏
木

（
王
）
近
藤
、
若
林
、
畑
瀬
、
中

野
―
細
川

ホ
ン
ダ
鈴
鹿

０
３
０
　
０
０
１
　
０
０
０—

４

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

Ｊ
Ｒ
東
海

（
ホ
）
森
田
、
平
尾
、
花
城
、
八

木
―
長

（
Ｊ
）
喜
久
川
、
古
田
、
若
林
、

川
本
―
牛
場
、
鎌
倉

▽
本
塁
打
　
長
野
（
ホ
）

ジ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

０
０
３
　
０
０
０
　
１
０
０
　
０
３—

７

１
３
０
　
０
０
０
　
０
０
０
　
０
０—

４

日
本
製
鉄
東
海
Ｒ
Ｅ
Ｘ

（
延
長
十
一
回
）

（
ジ
）
白
崎
、
酒
井
、
古
屋
、
木

村
、
横
山
、
保
坂
、
平
岡
―
松
田
、

松
坂

（
日
）
浦
本
、
近
藤
、
山
口
、
上

野
、
続
木
―
阿
保

▽
準
決
勝

ト
ヨ
タ
自
動
車

２
２
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

４

１
１
０
　
０
０
０
　
０
１
０—

３

ジ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ト
）
佐
竹
、
渕
上
、
嘉
陽
―
小

畑

（
ジ
）
白
崎
、
古
屋
、
保
坂
―
松

坂
、
松
田

▽
本
塁
打
　
沓
掛
、
小
畑
（
ト
）

ホ
ン
ダ
鈴
鹿

０
５
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

５

０
０
２
　
０
０
０
　
１
０
０—

３

西
濃
運
輸

（
ホ
）
井
村
、
花
城
、
八
木
―
長

（
西
）
北
村
、
堀
田
―
柏
木

▽
第
１
代
表
決
定
戦

ト
ヨ
タ
自
動
車

０
０
４
　
０
０
１
　
０
０
０—

５

０
０
０
　
０
０
０
　
０
１
０—

１

ホ
ン
ダ
鈴
鹿

（
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
６
年
連
続
22

回
目
）

▽
第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦

西

濃

運

輸

１
１
０
　
０
０
０
　
０
２
３—

７

１
１
２
　
０
０
０
　
０
３
１—

８

ジ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
西
）
山
下
、
堀
田
―
柏
木
、
森

（
ジ
）
古
屋
、
横
山
、
保
坂
―
松

坂▽
本
塁
打
　
橋
本
、林
田
２
（
ジ
）

トヨタ自動車打安点
⑧　徳　本５００
④　北　村５１１
⑤　樺　澤４２１
③　沓　掛５２２
⑨　逢　澤５００
⑦　多　木３１０
Ｄ　八　木２００
②　小　畑２１０
⑥　和　田３２０
────────
　　　計　34９４
┈┈┈┈┈┈┈┈
Ｈｏｎｄａ鈴鹿打安点
⑨　松本桃２００
９　内　山１００
④　河　津３１１
⑥　貞　光４００
Ｄ　畔　上３００
②　　長　３００
２　西　川１１０
③　庄　司３００
⑤　金　子３００
５　鈴　木０００
⑧　中　村３２０
⑦　長　野３１０
────────
　　　計　29５１

ト３３４００９２
　振球犠盗失残併
Ｈ６３１０２５０

投　手　回　安責
栗　林　９　５１

森　田　２２／３５４
竹　内　１　２０
松本竜　３1/3２０
平　尾　１　００
福　島　１　００

▽本塁打　沓掛▽
二塁打　北村、和
田▽２時間50分
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▽
第
２
代
表
決
定
戦

ジ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

０
０
１
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

２
０
２
　
１
０
０
　
０
０
×—

５

ホ

ン

ダ

鈴

鹿

（
ホ
ン
ダ
鈴
鹿
は
５
年
連
続
25
回

目
）▽

第
３
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦

三
菱
自
動
車
岡
崎

０
０
０
　
１
２
０
　
１
０
１—

５

０
１
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

東

海

理

化

（
三
）
秋
山
、
北
畑
、
神
原
―
清

水（
東
）
池
田
大
、
長
田
、
河
野
―

水
野

▽
本
塁
打
　
豊
住
（
三
）

岐
阜
硬
式
野
球
倶
楽
部

０
０
１
　
０
０
０
　
０—

１

２
０
１
　
２
３
５
　
×—

13

東

邦

ガ

ス

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
岐
）
倉
野
、
伊
藤
、
鈴
木
―
安

井（
東
）
小
椋
、
宮
良
、
吐
前
―
柴

田ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
硬
式
野
球
部

０
０
１
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

２
０
１
　
３
２
１
　
０
０
×—

９

永
和
商
事
ウ
イ
ン
グ

（
ス
）
深
瀬
、
菅
野
、
西
川
―
岩

沢

（
永
）
高
橋
、
木
山
―
大
川

ヤ

マ

ハ

０
０
０
　
０
２
０
　
０
０
２—

４

０
０
０
　
０
０
０
　
２
０
０—

２

ジ
ェ
イ
グ
ル
ー
プ

（
ヤ
）
池
谷
、
波
多
野
―
川
邉

（
ジ
）
国
広
、
吉
田
、
馬
明
―
松

本
▽
第
３
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
２
回
戦

三
菱
重
工
名
古
屋

０
０
０
　
０
０
０
　
０
２
０—

２

０
０
０
　
０
３
０
　
０
０
×—

３

三
菱
自
動
車
岡
崎

（
重
）
入
倉
、
西
納
、
八
木
―
安

田（
自
）
仲
井
―
清
水

日
本
製
鉄
東
海
Ｒ
Ｅ
Ｘ

０
０
０
　
２
０
０
　
０
０
０—

２

０
０
０
　
３
６
０
　
０
２
×—

11

東

邦

ガ

ス

（
日
）
松
向
、
本
田
、
片
山
、
続

木
、
近
藤
―
阿
保
、
後
藤
田

（
東
）
辻
本
、
笹
川
、
水
田
―
柴

田▽
本
塁
打
　
若
林
（
東
）

Ｊ

Ｒ

東

海

０
０
２
　
０
０
０
　
１
０
０—

３

０
０
０
　
０
０
０
　
４
０
×—

４

永
和
商
事
ウ
イ
ン
グ

（
Ｊ
）
戸
田
、
古
田
―
鎌
倉
、
牛

場（
永
）
小
川
、
木
山
、
高
橋
―
大

川ヤ
マ
ハ０

０
０
　
０
０
２
　
０
０
２—

４

２
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

２

王

子

（
ヤ
）
ナ
テ
ル
、
大
野
、
近
藤
―

川
邉

（
王
）
近
藤
、
中
野
―
細
川

▽
第
３
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
３
回
戦

三
菱
自
動
車
岡
崎

０
２
１
　
０
０
０
　
０
２
０—
５

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
１—

１

東

邦

ガ

ス

（
三
）
秋
山
、
神
原
―
清
水

（
東
）
小
椋
、
屋
宜
、
笹
川
―
柴

田▽
本
塁
打
　
小
室
、
豊
住
、
中
野

（
三
）

永
和
商
事
ウ
イ
ン
グ

０
１
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

１
０
０
　
１
０
０
　
０
２
×—

４

ヤ

マ

ハ

（
永
）
小
川
、
木
山
、
安
達
―
大

川（
ヤ
）
池
谷
―
川
邉

▽
第
３
代
表
決
定
戦

ヤ

マ

ハ

２
０
１
　
０
５
４
　
１
１
０—

14

０
０
０
　
０
０
２
　
０
０
０—

２

三
菱
自
動
車
岡
崎

（
ヤ
マ
ハ
は
２
年
連
続
41
回
目
）

▽
第
４
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦

永
和
商
事
ウ
イ
ン
グ

０
０
０
　
０
０
１
　
０
０
０—

１

０
０
０
　
０
０
０
　
８
０
×—
８

東

邦

ガ

ス

（
永
）
高
橋
、
安
達
―
大
川

（
東
）
水
田
、
宮
良
―
氷
見

▽
本
塁
打
　
大
川（
永
）若
林（
東
）

▽
第
４
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
２
回
戦

西
濃
運
輸

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
１
０
　
１
０
０
　
１
０
×—

３

東
邦
ガ
ス

（
西
）
山
下
、
船
迫
―
柏
木
、
森

（
東
）
辻
本
―
氷
見

▽
第
４
代
表
決
定
戦

東

邦

ガ

ス

５
１
０
　
０
０
０
　
１
０
０—

７

０
１
０
　
０
１
０
　
０
０
０—

２

ジ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
東
邦
ガ
ス
は
４
年
連
続
14
回
目
）

▽
第
５
代
表
決
定
戦

三
菱
自
動
車
岡
崎

０
１
１
　
０
０
０
　
０
０
０—

２

０
０
０
　
１
０
０
　
０
０
２—

３

ジ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ジ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
８
年

ぶ
り
２
回
目
）

▽
第
６
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦

日
本
製
鉄
東
海
Ｒ
Ｅ
Ｘ

０
２
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

２

０
０
０
　
０
１
０
　
０
２
×—

３

東

海

理

化

（
日
）
松
向
、
浦
本
―
後
藤
田

（
東
）
山
本
、
池
田
大
―
水
野

▽
本
塁
打
　
平
野
（
日
）

Ｊ

Ｒ

東

海

０
０
０
　
０
１
０
　
０
２
０—

３

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

三
菱
重
工
名
古
屋

ヤマハ　　打安点
④　青　柳６２１
③　河　野７３１
⑨　矢　幡５２２
⑧　前　野４２３
⑤　藤　岡４２０
Ｄ　網　谷４２１
ＨＤ笠　松０００
②　川　邉４２１
⑥　永　濱５３２
Ｈ６羽　山１１０
⑦　鈴　木４２２
Ｈ７長谷川１００
────────
　　　計　452113
┈┈┈┈┈┈┈┈
三菱自動車岡崎打安点
⑧　飯　嶌４１１
Ｄ　豊　住４００
⑥　中　野３１１
⑦　田　口３００
⑨　福　永２００
Ｈ　宮　野１００
９　大工原０００
Ｈ　星　野１００
９　大　西０００
④　　堂　２００
４　宇都口２００
③　小　室４１０
②　清　水１１０
２　伊　藤１００
⑤　冨　澤１００
────────
　　　計　29４２

ヤ５８３３０15１
　振球犠盗失残併
三６６０１１６０

投　手　回　安責
ナテル　５0/3２２
九　谷　１　１０
清　水　　1/3１０
波多野　　２／３００
近　藤　２　００

仲　井　３　７３
富　田　１0/3５３
藤　田　２　５４
大　井　２　３２
坂　巻　１　１０

ジェイプロジェクト打安点
⑤　今　井４２０
⑦　西　銘４０１
④　片　岡４１０
③　田　中４１０
Ｄ　伊藤大３１０
⑧　橋　本４００
⑨　林　田３００
②　松　坂２１０
Ｈ　吉　冨１００
２　松　田０００
⑥　前　田２００
────────
　　　計　31６１
┈┈┈┈┈┈┈┈
Ｈｏｎｄａ鈴鹿打安点
⑦　松本桃２０１
９　内　山０００
④　河　津３２０
⑥　貞　光４２１
Ｄ　畔　上４１０
ＲＤ照　屋０００
⑨７長　野４２０
⑧　中　村４２２
③　庄　司４１１
②　　長　３１０
⑤　石　川４１０
────────
　　　計　3212５

ジ５１１１０５１
　振球犠盗失残併
Ｈ２３１１０７１

投　手　回　安責
白　崎　４　９５
横　山　２　１０
木　村　１　２０
坂　本　１　００

井　村　９　６１

▽三塁打　河津▽
暴投　白崎▽２時
間28分

▽本塁打　前野▽
三塁打　前野▽二
塁打　青柳、羽山、
飯嶌、小室▽暴投
　大井▽３時間24
分
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（
Ｊ
）
戸
田
―
鎌
倉

（
三
）
下
津
浦
、
西
納
、
八
木
―

安
田

王

子

０
０
０
　
２
０
０
　
０
０
０—

２

０
０
０
　
０
０
１
　
０
０
２—
３

永
和
商
事
ウ
イ
ン
グ

（
王
）
若
林
、
畑
瀬
、
中
野
―
細

川（
永
）
小
川
、
高
橋
、
北
野
、
今

西
―
大
川

▽
本
塁
打
　
山
本
（
永
）

▽
第
６
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
２
回
戦

東
海
理
化

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
１
　
５
０
０
　
０
１
×—

７

西
濃
運
輸

（
東
）
池
田
大
、
長
田
、
内
田
、

松
浦
、
河
野
―
水
野
、
井
上

（
西
）
堀
田
―
柏
木

Ｊ

Ｒ

東

海

０
０
１
　
０
０
２
　
０
０
０—

３

０
０
０
　
３
０
０
　
０
１
×—

４

永
和
商
事
ウ
イ
ン
グ

（
Ｊ
）
喜
久
川
、
古
田
、
川
本
―

鎌
倉
、
牛
場

（
永
）
木
山
、
北
野
、
小
川
、
今

西
、
高
橋
―
大
川

▽
第
６
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
３
回
戦

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
、６
年
連
続
31
回
目

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、５
年
連
続
54
回
目

大
阪
ガ
ス
、３
年
連
続
26
回
目

日
本
新
薬
、７
年
連
続
37
回
目

日
本
生
命
、２
年
連
続
61
回
目

　
近
　
　
　畿

（
代
表
５
＝
前
回
は
６
で
、
三
菱

重
工
神
戸
・
高
砂
、
日
本
製
鉄
広

畑
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
、
日
本
新
薬
、

日
本
生
命
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

若
手
が
力
を
つ
け
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
が
、
近
畿
一
括
で
２
次
予
選

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
２
０
１
２

年
以
降
で
は
初
め
て
第
１
代
表
を

つ
か
ん
だ
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
登

板
２
試
合
連
続
完
封
の
與
座
を
軸

と
し
た
投
手
力
に
打
線
も
か
み
合

い
第
２
代
表
に
。
２
０
１
８
年
は

都
市
対
抗
、
19
年
は
日
本
選
手
権

で
頂
点
に
立
っ
た
大
阪
ガ
ス
が
第

３
代
表
に
な
っ
た
。
第
４
代
表
は
、

榎
田
、
西
川
を
軸
に
投
手
陣
が
充

実
し
て
い
る
日
本
新
薬
。
２
次
予

選
初
戦
を
落
と
し
た
日
本
生
命
が
、

打
線
の
奮
起
で
第
５
代
表
を
つ
か

ん
だ
。

○
…
１
次
…
○

◇
京
都
（
伏
見
桃
山
城
ほ
か
）

▽
１
回
戦

京
都
フ
ル
カ
ウ
ン
ツ
６
―
５
Ｄ
Ｂ
グ
ラ
ッ
ズ

京
都
城
陽
フ
ァ

イ
ア
ー
バ
ー
ズ
７
―
０
東
　
山
　
ク

▽
２
回
戦

宇
　
治
　
ク
２
―
１
鴨
　
沂
　
ク

京
都
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
５
―
３
山
　
城
　
ク

島
津
製
作
所
８
―
０
京
都
フ
ル
カ
ウ
ン
ツ

京
都
城
陽
フ
ァ

イ
ア
ー
バ
ー
ズ
16
―
11
三
菱
自
動
車
京
都
ダ

イ
ヤ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

▽
準
決
勝

島
津
製
作
所
３
―
０
宇
　
治
　
ク

京
都
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
３
―
２
京
都
城
陽
フ
ァ

イ
ア
ー
バ
ー
ズ

▽
決
勝

島
津
製
作
所
３
―
２
京
都
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス

（
島
津
製
作
所
は
京
滋
奈
１
次
予

選
へ
）

◇
滋
賀
（
今
津
）

▽
１
回
戦

永
和
商
事
ウ
イ
ン
グ

０
０
１
　
０
０
０
　
０
０
０—

　

０
０
０
　
０
０
０
　
２—

３

０
０
０
　
０
０
０
　
３—

４

０
０
０
　
０
０
１
　
０
０
０—

　

西

濃

運

輸

（
延
長
十
六
回
、
十
五
回
か
ら
タ

イ
ブ
レ
ー
ク
）

（
永
）
小
川
、
高
橋
―
大
川

（
西
）
山
下
、
船
迫
、
堀
田
―
柏

木
、
森

▽
本
塁
打
　
大
川
（
永
）

▽
第
６
代
表
決
定
戦

三
菱
自
動
車
岡
崎

０
０
０
　
０
０
２
　
０
０
０—
２

０
０
０
　
０
０
１
　
０
０
０—
１

西

濃

運

輸

（
三
菱
自
動
車
岡
崎
は
２
年
連
続

12
回
目
）

三菱自動車岡崎打安点
⑧　飯　嶌５００
Ｄ　豊　住５１０
⑥　中　野３２１
⑦　田　口４００
⑨　福　永４３０
④　宇都口２２０
③　小　室４１１
②　清　水３００
⑤　冨　澤４００
────────
　　　計　34９２
┈┈┈┈┈┈┈┈
西濃運輸　打安点
⑧　原　田４２０
④　中　村４００
Ｈ　大　山１００
⑦　住　谷２００
Ｄ　　谷　３００
ＲＤ松　本０００
⑤　細　川３００
③　野　﨑３２１
⑥　北　野２００
⑨　小　中４１０
②　柏　木２００
Ｈ　浦　岡１００
────────
　　　計　29５１

三２２２０１９１
　振球犠盗失残併
西４６３１１10０

投　手　回　安責
仲　井　９　５１

北　村　５２／３６２
鈴　木　３1/3３０

▽本塁打　中野▽
三塁打　豊住▽二
塁打　野﨑▽暴投
　北村▽２時間39
分

三菱自動車岡崎打安点
⑧　飯　嶌４１０
Ｄ　豊　住４１０
⑥　中　野３００
⑦　田　口４１１
⑨　福　永３１０
④　　堂　３００
４　宇都口０００
③　小　室３００
②　清　水４１１
⑤　冨　澤４１０
────────
　　　計　32６２
┈┈┈┈┈┈┈┈
ジェイプロジェクト打安点
⑦　西　銘４００
Ｄ　伊藤大４００
⑤　今　井４１０
③　田　中４２０
②　松　田３１１
⑥　前　田３００
Ｈ　今　津１１０
Ｒ　望　月０００
⑨　林　田３０１
④　片　岡３３０
⑧　橋　本３１０
────────
　　　計　32９２

三４３２２０８１
　振球犠盗失残併
ジ７０２００５０

投　手　回　安責
秋　山　８　７１
神　原　　２／３２２

白　崎　９　６２

▽三塁打　田中▽
二塁打　飯嶌、田
口、今井▽暴投　
神原、白崎▽２時
間28分

東邦ガス　打安点
⑧　大　島４１１
⑦　木　村３００
⑨　上　内５２０
Ｄ　若　林５２０
③　水　本４１１
３　山　中０００
⑤　比　嘉３１１
⑥　金　田４１１
②　氷　見４２２
④　飯　田３１１
────────
　　　計　3511７
┈┈┈┈┈┈┈┈
ジェイプロジェクト打安点
⑤　今　井４２１
⑦　西　銘３１０
④　片　岡４００
③　田　中４１０
Ｄ　伊藤大２１０
ＨＤ　秦　３００
⑧　橋　本３００
②　松　田４２０
⑨　林　田４２１
⑥　前　田４１０
────────
　　　計　3510２

東６６３０１10１
　振球犠盗失残併
ジ９４２３１12１

投　手　回　安責
水　田　５　７２
笹　川　２　１０
屋　宜　１　２０
小　椋　１　００

酒　井　　２／３３５
古　屋　４1/3６１
横　山　１　００
木　村　１　１１
平　岡　２　１０

▽三塁打　前田▽
二塁打　若林▽捕
逸　松田▽３時間
10分
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ル
ネ
ス
紅
葉

ア
カ
デ
ミ
ー
ク
６
―
５
全
　
大
　
津

湖
　
南
　
ク
11
―
７
瀬
　
田
　
ク

▽
２
回
戦

Ｏ
Ｂ
Ｃ
高
島
８
―
０
ル
ネ
ス
紅
葉

ア
カ
デ
ミ
ー
ク

ル
ネ
ス
紅
葉
ス
ポ
ー

ツ
柔
整
専
門
学
校
11
―
３
湖
　
南
　
ク

▽
決
勝

Ｏ
Ｂ
Ｃ
高
島
（
不
戦
勝
）
ル
ネ
ス
紅
葉
ス
ポ
ー

ツ
柔
整
専
門
学
校

（
Ｏ
Ｂ
Ｃ
高
島
は
京
滋
奈
１
次
予

選
へ
）

◇
奈
良（
橿
原
運
動
公
園
ほ
か
）

▽
１
回
戦

奈
良
Ｊ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
ク
６
―
５
関
西
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
団

Ｂ
Ｂ
Ｃ
ジ
ェ
ッ
ツ
10
―
０
Ｇ
Ｓ
Ｇ
斑
鳩

▽
２
回
戦

一
　
城
　
ク
６
―
４
Ｎ
ｉ
ｎ
ｅ

Ｆ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ

帝
塚
山
大
Ｏ
Ｂ
ク
６
―
４
奈
良
ア
ン
ビ

シ
ョ
ン
ズ
ク

奈
良
フ
レ
ン
ド
ク
17
―
１
奈
良
Ｊ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
ク

大
和
高
田
ク
11
―
４
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ジ
ェ
ッ
ツ

▽
準
決
勝

奈
良
フ
レ
ン
ド
ク
２
―
１
一
　
城
　
ク

大
和
高
田
ク
10
―
０
帝
塚
山
大
Ｏ
Ｂ
ク

▽
代
表
決
定
戦

大
和
高
田
ク
10
―
０
奈
良
フ
レ
ン
ド
ク

（
大
和
高
田
ク
は
京
滋
奈
１
次
予

選
へ
）

◇
京
滋
奈
（
わ
か
さ
京
都
）

▽
リ
ー
グ
戦

島
津
製
作
所
１
―
０
Ｏ
Ｂ
Ｃ
高
島

大
和
高
田
ク
９
―
２
Ｏ
Ｂ
Ｃ
高
島

大
和
高
田
ク
４
―
０
島
津
製
作
所

（
大
和
高
田
ク
、
島
津
製
作
所
は

２
次
予
選
へ
）

◇
大
阪
・
和
歌
山
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
淀

総
合
運
動
場
）

▽
１
回
戦

履
正
社
学
園
６
―
３
八
　
尾
　
ク

▽
２
回
戦

大
阪
ウ
イ
ン
グ
ク
14
―
10
関
　
西
　
ク

泉
州
大
阪
団
８
―
７
大
阪
ホ
ー
ク

ス
ド
リ
ー
ム

Ｎ
Ｓ
Ｂ
ク
４
―
３
履
正
社
ク

マ
ツ
ゲ
ン
箕
島
２
―
１
履
正
社
学
園

▽
準
決
勝

マ
ツ
ゲ
ン
箕
島
８
―
５
Ｎ
Ｓ
Ｂ
ク

泉
州
大
阪
団
６
―
４
大
阪
ウ
イ
ン
グ
ク

▽
決
勝

泉
州
大
阪
団
４
―
２
マ
ツ
ゲ
ン
箕
島

（
泉
州
大
阪
団
は
２
次
予
選
へ
）

◇
兵
庫
（
姫
路
・
ウ
イ
ン
ク
）

▽
１
回
戦

県
警
桃
太
郎
６
―
５
関
メ
デ
ィ
学
院

▽
２
回
戦

Ｋ
Ｃ
西
宮
９
―
６
イ
ー
ト
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
ク

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ク
５
―
１
ジ
ェ
イ
エ
フ
エ

フ
シ
ス
テ
ム
ズ

神
戸
ビ
ル
ダ
ー
ズ
６
―
５
県
警
桃
太
郎

神
戸
レ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ
４
―
３
全
播
磨
団

▽
３
回
戦

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ク
９
―
０
Ｋ
Ｃ
西
宮

神
戸
ビ
ル
ダ
ー
ズ
９
―
０
神
戸
レ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ

▽
準
決
勝

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ク
４
―
２
神
戸
ビ
ル
ダ
ー
ズ

三
菱
重
工

神
戸
・
高
砂
３
―
０
日
本
製
鉄
広
畑

（
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ク
、
三
菱
重
工
神

戸
・
高
砂
、
日
本
製
鉄
広
畑
は
２

次
予
選
へ
）

▽
決
勝

三
菱
重
工

神
戸
・
高
砂
２
―
１
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ク

○
…
２
次
…
○

（
わ
か
さ
京
都
ほ
か
）

▽
１
回
戦

泉
州
大
阪
野
球
団

０
０
０
　
０
０
０
　
０—

０

２
０
１
　
５
０
１
　
１—

10

ニ

チ

ダ

イ
（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
泉
）
尾
山
、
樋
口
、
仲
野
―
川

井
田

（
ニ
）
山
下
、
吹
本
―
小
熊
、
池

田カ
ナ
フ
レ
ッ
ク
ス

０
０
４
　
１
０
２
　
０
０
２
　
０
０
２—

11

４
０
０
　
０
０
０
　
１
０
４
　
０
０
１—

10

日

本

生

命

（
延
長
十
二
回
、
十
二
回
か
ら
タ

イ
ブ
レ
ー
ク
）

（
カ
）
大
西
、
上
村
、
黒
岩
、
森

岡
、
青
山
、
宮
城
―
福
田

（
日
）
阿
部
、
山
本
、
清
水
、
藤

井
―
古
川

▽
本
塁
打
　
上
西
（
日
）

大
和
高
田
ク
ラ
ブ

１
０
１
　
０
０
０
　
２
０
０—
４

１
０
２
　
１
２
０
　
０
０
×—
６

日
本
製
鉄
広
畑

（
大
）
山
本
竜
、
吉
田
行
、
米
倉
、

金
村
―
松
山

（
日
）
川
瀬
、
島
袋
、
池
田
、
宮

田
―
福
井
圭

▽
本
塁
打
　
椎
名
（
日
）

Ｎ

Ｔ

Ｔ

西

日

本

１
４
３
　
０
２
０
　
３—

13

１
０
０
　
０
０
０
　
０—

１

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
Ｔ
）
大
江
、
宅
和
、
田
村
―
辻

本
、
小
泉

（
Ｏ
）
北
川
、
尾
方
―
堀

▽
本
塁
打
　
野
村
、
辻
本
（
Ｔ
）

ミ
キ
ハ
ウ
ス

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
１
　
０
０
０
　
０
１
×—

２

日
本
新
薬

（
ミ
）
栗
山
―
井
上

（
日
）
榎
田
、
小
松
―
千
葉

島
津
製
作
所

０
０
０
　
１
２
０
　
０
０
０—

３

０
２
１
　
０
１
０
　
０
０
×—

４

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

（
島
）
溝
田
、
中
田
―
安
井

（
パ
）
與
座
、
小
屋
、
鈴
木
、
北

出
―
三
上
、
緒
方

▽
本
塁
打
　
山
口
（
島
）

▽
２
回
戦

ニ
チ
ダ
イ

０
０
１
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

０
０
１
　
２
１
１
　
０
０
×—

５

大
阪
ガ
ス

（
ニ
）
山
下
、
西
原
、
竹
本
―
小

熊（
大
）
阪
本
、
田
中
、
河
野
―
高

橋▽
本
塁
打
　
青
栁
、
土
井
（
大
）

日
本
製
鉄
広
畑

０
１
０
　
０
０
２
　
０
０
１—

４

０
１
０
　
１
０
０
　
０
２
１—

５

カ
ナ
フ
レ
ッ
ク
ス

（
日
）
尾
嶋
、
宮
田
、
島
袋
、
川

瀬
―
福
井
圭

（
カ
）
宮
城
、
黒
岩
―
福
田

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

０
１
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

日
本
新
薬

（
Ｎ
）
濵
﨑
―
辻
本

（
日
）
西
川
、
齋
藤
、
小
松
、
岩

本
―
千
葉
、
鎌
田

三
菱
重
工
神
戸
・
高
砂

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
０
　
０
０
０
　
０
１
×—

１

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

（
三
）
森
―
塚
畝

（
パ
）
與
座
―
三
上

▽
本
塁
打
　
三
上
（
パ
）

▽
準
決
勝

カ
ナ
フ
レ
ッ
ク
ス

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
２—

２

１
０
１
　
０
０
１
　
１
１
×—

５

大

阪

ガ

ス

（
カ
）
大
西
、
上
村
―
福
田
、
植

松（
大
）
温
水
、
田
中
、
飯
塚
、
緒

方
、
阪
本
―
高
橋

▽
本
塁
打
　
北
川（
カ
）青
栁（
大
）

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
１
　
０
１
０
　
０
０
×—

２

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

（
パ
）
榎
本
、
鈴
木
、
小
屋
―
三

上（
Ｎ
）
大
江
、
宅
和
、
吉
元
―
辻

本▽
本
塁
打
　
酒
井
（
Ｎ
）

▽
第
１
代
表
決
定
戦

大
阪
ガ
ス

０
０
０
　
０
０
０
　
０
１
０—

１

０
９
２
　
０
０
０
　
１
０
×—

12

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
は
６
年
連
続
31

回
目
）

▽
第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

２
０
０
　
０
１
２
　
０
２
０—

７

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

カ
ナ
フ
レ
ッ
ク
ス

（
パ
）
榎
本
―
三
上

（
カ
）
上
村
、
宮
城
、
青
山
、
秋

川
―
福
田
、
植
松

▽
第
２
代
表
決
定
戦

大
阪
ガ
ス

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

４
０
１
　
０
０
０
　
０
０
×—

５

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
５
年
連
続
54

回
目
）

▽
第
３
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン
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ト
１
回
戦

日
本
製
鉄
広
畑

０
０
２
　
０
２
０
　
０
０
０—

４

０
０
０
　
０
１
０
　
０
３
１—

５

ニ
チ
ダ
イ

（
日
）
川
瀬
、
宮
田
―
福
井
圭

（
ニ
）
蔭
地
野
、
山
下
、
西
原
―

小
熊
、
池
田

▽
本
塁
打
　
佐
々
木
（
日
）

日

本

新

薬

０
０
１
　
６
１
０
　
０
４—

12

０
１
０
　
０
０
０
　
０
０—

１

三
菱
重
工
神
戸
・
高
砂

（
八
回
コ
ー
ル
ド
）

（
日
）
榎
田
、
肥
後
、
岩
本
―
千

葉（
三
）
守
安
、
髙
橋
、
中
田
、
佐

藤
、
湯
川
、
山
田
―
森
山
、
塚
畝
、

木
村

▽
本
塁
打
　
舩
曳
（
日
）

▽
第
３
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
２
回
戦

ニ
チ
ダ
イ

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

１
０
０
　
０
０
０
　
０
０
×—

１

日
本
新
薬

（
ニ
）
山
下
―
小
熊

（
日
）
西
川
、
小
松
―
鎌
田

▽
第
３
代
表
決
定
戦

日
本
新
薬

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
０
　
０
０
１
　
１
０
×—

２

大
阪
ガ
ス

（
大
阪
ガ
ス
は
３
年
連
続
26
回
目
）

▽
第
４
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦

大
和
高
田
ク
ラ
ブ

０
０
２
　
１
４
０
　
３—

10

０
０
０
　
０
０
０
　
０—

０

泉
州
大
阪
野
球
団

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
大
）
金
村
、
吉
田
行
―
松
山
、

大
谷

（
泉
）
仲
野
、
尾
山
、
樋
口
、
井

川
、
野
路
―
谷
岡

島

津

製

作

所

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
１
　
２
０
０
　
０
１
×—
４

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
島
）
中
山
、
鈴
木
―
安
井

（
Ｎ
）
北
川
―
堀

▽
第
４
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
２
回
戦

日

本

生

命

０
３
０
　
０
２
１
　
０
２
０—

８

０
０
０
　
１
１
０
　
０
１
０—

３

大
和
高
田
ク
ラ
ブ

（
日
）
高
橋
拓
、
草
場
、
清
水
、

阿
部
―
古
川

（
大
）
松
林
、
山
本
竜
、
米
倉
、

吉
田
行
―
松
山
、
大
谷

▽
本
塁
打
　
大
西
２
（
大
）

ミ

キ

ハ

ウ

ス

０
０
１
　
０
０
０
　
０
０
２
　
３—

６

０
０
０
　
０
０
３
　
０
０
０
　
０—

３

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

日本生命　打安点
⑧　伊藤悠５１０
⑥　伊藤ヴ２００
６　船　山０００
⑤　原　田５３０
⑦　越　智３１１
③　廣　本５１１
⑨　上　西３００
Ｄ　早　野３１０
ＨＤ高橋英２２１
ＲＤ福　富０００
②　古　川４２２
④　籾　山５１１
────────
　　　計　3712６
┈┈┈┈┈┈┈┈
ニチダイ　打安点
⑧　丹　羽３１１
⑥　柴　崎２００
Ｈ６藤　野１００
③　西　元４００
⑨　　森　４００
Ｄ　高　橋３１０
ＨＤ多　田１００
⑦　井　上１００
７　牧　野２００
⑤　金　子３１０
②　小　熊２００
④　三　原３１０
────────
　　　計　29４１

日６８１３０13０
　振球犠盗失残併
ニ９３２００６０

投　手　回　安責
阿　部　４２／３３１
藤　井　４1/3１０

蔭地野　４0/3４１
竹　本　１　１０
山　下　２　５５
西　原　２　２０

▽二塁打　原田、
越智、早野、丹羽、
三原▽暴投　蔭地
野▽３時間19分

日本新薬　打安点
⑧　舩　曳５００
⑦　大　崎２００
Ｈ７井　澤３１２
⑨　久保田４２１
④　福　永４２０
③　正　木４００
⑤　濵　田３００
Ｈ５古　川０００
Ｄ　田　中３２０
ＨＤ黒　川１１３
②　鎌　田４１０
⑥　板　倉４１０
────────
　　　計　3710６
┈┈┈┈┈┈┈┈
日本生命　打安点
⑥　伊藤ヴ４１０
⑧　竹　村２００
Ｈ８伊藤悠１１０
⑤　原　田４００
⑦　越　智３００
③　廣　本３００
⑨　上　西３１１
Ｄ　早　野３２１
②　古　川２００
④　籾　山３１１
────────
　　　計　28６３

新５１０１０５２
　振球犠盗失残併
生８２３００３０

投　手　回　安責
西　川　９　６２

高橋拓　７２／３９５
清　水　　0/3１１
藤　井　１1/3００

▽本塁打　上西２
号①（西川）黒川
１号③（清水）▽
二塁打　早野、井
澤、福永▽捕逸　
鎌田▽２時間48分

日本新薬　打安点
⑧　舩　曳４１０
⑦　大　崎２００
Ｈ７井　澤２００
⑨　久保田３００
④　福　永３００
③　正　木３００
⑤　濵　田２００
Ｈ５古　川１００
Ｄ　田　中３００
②　千　葉３１０
⑥　板　倉２００
────────
　　　計　28２０
┈┈┈┈┈┈┈┈
大阪ガス　打安点
⑤　青　栁３１０
④　峰　下４２０
⑧　清　水３０１
⑨　末　包４１０
③　古　川２１０
⑥　花　本３１０
Ｄ　松　谷２００
ＨＤ山　川１１０
ＲＤ登　地０００
ＨＤ土　井１００
⑦　大　谷２００
②　鳥　飼２０１
────────
　　　計　27７２

日２０１０１２１
　振球犠盗失残併
大３４３１０８０

投　手　回　安責
榎　田　６　５１
小　松　１　１１
岩　本　１　１０

阪　本　９　２０

▽三塁打　峰下▽
二塁打　舩曳▽暴
投　榎田▽２時間
７分

大阪ガス　打安点
⑤　青　栁４００
④　峰　下４００
⑨　清　水３００
Ｄ　末　包４２０
⑦　古　川４１０
⑥　花　本３００
Ｈ　室　屋１００
③　山　川４２０
⑧　大　谷４２０
②　高　橋１００
Ｈ　宮　﨑１００
２　鳥　飼０００
Ｈ２野　口１００
────────
　　　計　34７０
┈┈┈┈┈┈┈┈
パナソニック打安点
Ｄ　田　中４１０
⑧　藤井健３１０
⑦　小　峰２１０
③　片　山４３２
Ｒ　植　田０００
６　横　田０００
⑤　法　兼４１０
⑨　上　田４２２
⑥３松　根３１１
②　三　上４１０
④　諸　永４００
────────
　　　計　3211５

大８１００２８０
　振球犠盗失残併
パ７０４００７０

投　手　回　安責
温　水　　1/3４３
中　谷　２　４１
田　中　２２／３００
河　野　１　００
飯　塚　１　２０
猿　渡　１　１０

與　座　９　７０

▽二塁打　上田２
▽２時間29分

大阪ガス　打安点
⑤　青　栁５１０
④　峰　下５２０
⑧９清　水４２０
Ｄ　末　包４１０
⑦３古　川３００
⑥　花　本４１０
⑨　土　井２００
Ｈ９室　屋１１０
Ｈ２野　口００１
③　山　川２００
Ｈ７大　谷２１０
②　高　橋１００
Ｈ　宮　﨑１００
２　鳥　飼１００
８　登　地０００
Ｈ　松　谷１００
────────
　　　計　36９１
┈┈┈┈┈┈┈┈
ＮＴＴ西日本打安点
Ｄ　酒　井５１１
⑦　日下部５２１
⑥　濱　田１１０
⑤　山　田５２３
⑧　中　村３１２
③　長　田４２２
④　野　村４１１
②　辻　本４２０
⑨　藤　井２１１
Ｈ９景　山１００
────────
　　　計　341311

大５２００１10０
　振球犠盗失残併
Ｎ７10１１１９０

投　手　回　安責
阪　本　１２／３５６
猿　渡　１　５５
飯　塚　２1/3１０
中　谷　２　１０
河　野　１　１０

濵　﨑　７⅔９１
宅　和　　⅓００
吉　元　１　００

▽三塁打　中村▽
二塁打　野村、長
田、清水▽暴投　
中谷▽３時間１分
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（
延
長
十
回
）

（
ミ
）
真
田
、
間
津
、
野
木
、
山

中
、
栗
山
―
井
上

（
Ｎ
）
北
川
、
尾
方
―
堀

▽
第
４
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
３
回
戦

三
菱
重
工
神
戸
・
高
砂

０
０
０
　
１
０
０
　
２
０
０—
３

０
０
０
　
０
２
０
　
０
０
２—
４

日

本

生

命

（
三
）
森
―
森
山

（
日
）
藤
井
―
古
川

▽
本
塁
打
　
西
岡（
三
）籾
山（
日
）

ミ
キ
ハ
ウ
ス

０
０
０
　
０
３
０
　
０
０
０—

３

４
０
０
　
０
３
１
　
１
０
×—

９

日
本
製
鉄
広
畑

（
ミ
）
澁
谷
、
野
木
、
間
津
、
山

中
、
真
田
―
井
上
、
高
森

（
日
）
宮
田
、
島
袋
、
森
本
、
神

頭
―
福
井
圭

▽
本
塁
打
　
佐
々
木
（
日
）

▽
第
４
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
４
回
戦

日
本
製
鉄
広
畑

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
１—

１

０
０
０
　
３
０
０
　
０
０
×—

３

日
本
生
命

（
製
）
川
瀬
、
島
袋
、
池
田
、
宮

田
―
福
井
圭

（
生
）
阿
部
、
藤
井
―
古
川

▽
第
４
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
５
回
戦

日

本

生

命

０
０
０
　
０
２
０
　
０
０
１—

３

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

カ
ナ
フ
レ
ッ
ク
ス

（
日
）
高
橋
拓
―
古
川

（
カ
）
大
西
、
宮
城
―
福
田

▽
本
塁
打
　
古
川
（
日
）

▽
第
４
代
表
決
定
戦

日
本
新
薬

０
０
０
　
０
３
０
　
０
３
０—

６

０
２
０
　
１
０
０
　
０
０
０—

３

日
本
生
命

（
日
本
新
薬
は
７
年
連
続
37
回

目
）▽

第
５
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦

カ
ナ
フ
レ
ッ
ク
ス

０
０
０
　
０
０
０
　
２
２
０—

４

０
０
１
　
０
３
０
　
１
０
×—

５

ニ

チ

ダ

イ

（
カ
）
大
西
、
上
村
、
宮
城
―
福

田（
ニ
）
山
下
、
西
原
―
小
熊

▽
本
塁
打
　
森
（
ニ
）

▽
第
５
代
表
決
定
戦

日
本
生
命

０
０
１
　
０
０
０
　
５
０
０—

６

０
０
０
　
０
１
０
　
０
０
０—

１

ニ
チ
ダ
イ

（
日
本
生
命
は
２
年
連
続
61
回
目
）

三
菱
重
工
広
島
、３
年
ぶ
り
17
回
目

三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
、16
年
ぶ
り
８
回
目

　
中

　
　
　国

（
代
表
２
＝
前
回
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日

本
、
シ
テ
ィ
ラ
イ
ト
岡
山
）

三
菱
重
工
業
チ
ー
ム
の
再
編
に

伴
い
活
動
を
終
え
る
三
菱
重
工
広

島
が
第
１
代
表
を
獲
得
し
た
。
本

間
、
長
島
、
コ
ー
チ
兼
任
の
鮫
島

ら
投
手
陣
の
粘
り
強
さ
が
光
っ
た
。

最
後
の
８
枠
目
で
１
次
予
選
を
突

破
し
た
三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ

ャ
ン
ズ
が
、
新
人
右
腕
・
廣
畑
の

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
完
投
勝
利

の
活
躍
で
第
２
代
表
を
つ
か
ん
だ
。

○
…
１
次
…
○

◇
岡
山
・
島
根
（
岡
山
・
エ
イ

コ
ン
）

▽
１
回
戦

三
菱
自
動
車
倉
敷

オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
８
―
０
倉
敷
ピ
ー
チ

ジ
ャ
ッ
ク
ス

▽
２
回
戦

三
菱
自
動
車
倉
敷

オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
９
―
２
シ
ョ
ウ
ワ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
テ
ィ
ラ
イ
ト
岡
山
（
不
戦
勝
）
Ｍ
Ｊ
Ｇ
島
根

▽
代
表
決
定
戦

シ
テ
ィ
ラ
イ
ト
岡
山
９
―
０
三
菱
自
動
車
倉
敷

オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

（
シ
テ
ィ
ラ
イ
ト
岡
山
は
２
次
予

選
へ
）

▽
敗
者
復
活
１
回
戦

倉
敷
ピ
ー
チ

ジ
ャ
ッ
ク
ス
（
不
戦
勝
）
Ｍ
Ｊ
Ｇ
島
根

▽
敗
者
復
活
２
回
戦

シ
ョ
ウ
ワ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
４
―
２
倉
敷
ピ
ー
チ

ジ
ャ
ッ
ク
ス

▽
中
国
１
次
予
選
進
出
決
定
戦

三
菱
自
動
車
倉
敷

オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
14
―
１
シ
ョ
ウ
ワ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン

ズ
は
中
国
１
次
予
選
へ
）

◇
広
島
（
東
広
島
ア
ク
ア
）

▽
１
回
戦

Ｍ
Ｓ
Ｈ
医
療

専
門
学
校
３
―
２
広
島
鯉
城
ク

▽
２
回
戦

ツ
ネ
イ
シ
ブ
ル

ー
パ
イ
レ
ー
ツ
８
―
１
伯
和
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

三
菱
重
工
広
島
６
―
０
福
山
ロ
ー
ズ

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本
24
―
２
Ｍ
Ｓ
Ｈ
医
療

専
門
学
校

Ｊ
Ｒ
西
日
本
20
―
２
三
原
ヤ
ッ
サ
ク

（
ツ
ネ
イ
シ
ブ
ル
ー
パ
イ
レ
ー
ツ
、

三
菱
重
工
広
島
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
２
次
予
選
へ
）

▽
準
決
勝

Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本
７
―
０
ツ
ネ
イ
シ
ブ
ル

ー
パ
イ
レ
ー
ツ

三
菱
重
工
広
島
２
―
１
Ｊ
Ｒ
西
日
本

▽
決
勝

三
菱
重
工
広
島
５
―
３
Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本

▽
敗
者
復
活
１
回
戦

伯
和
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
11
―
０
広
島
鯉
城
ク

▽
敗
者
復
活
２
回
戦

福
山
ロ
ー
ズ

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
１
―
０
Ｍ
Ｓ
Ｈ
医
療

専
門
学
校

伯
和
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
14
―
０
三
原
ヤ
ッ
サ
ク

▽
第
５
代
表
決
定
戦

伯
和
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
１
―
０
福
山
ロ
ー
ズ

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

（
伯
和
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
は
２
次
予

選
へ
。
福
山
ロ
ー
ズ
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
は
中
国
１
次
予
選
へ
）

◇
山
口
（
周
南
・
津
田
恒
実
）

▽
１
回
戦

岩
橋
五
橋
ク
（
不
戦
勝
）
航
空
自
衛
隊
防
府
ク

▽
２
回
戦

山
口
防
府
ク
６
―
５
岩
国
五
橋
ク

光
シ
ー
ガ
ル
ズ
（
不
戦
勝
）
海
上
自
衛
隊
岩
国
ク

▽
決
勝

光
シ
ー
ガ
ル
ズ
７
―
０
山
口
防
府
ク

（
光
シ
ー
ガ
ル
ズ
は
２
次
予
選
へ
）

◇
中
国
（
東
広
島
ア
ク
ア
）

▽
代
表
決
定
戦

三
菱
自
動
車
倉
敷

オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
６
―
３
福
山
ロ
ー
ズ

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

（
三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン

ズ
は
２
次
予
選
へ
）

○
…
２
次
…
○

（
東
広
島
ア
ク
ア
）

▽
リ
ー
グ
戦
Ａ
組

三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ（
勝
ち
点
０
）

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

１
２
０
　
０
０
１
　
０
１
×—

５

Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本（
勝
ち
点
３
）

（
三
）
矢
部
、
大
田
―
本
木

（
Ｊ
）
中
川
、
吉
川
―
浦

ツ
ネ
イ
シ
ブ
ル
ー
パ
イ
レ
ー
ツ（
勝
ち
点
０
）

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

３
０
１
　
０
０
１
　
１
３
×—

９

シ
テ
ィ
ラ
イ
ト
岡
山（
勝
ち
点
３
）

（
ツ
）
谷
本
、
森
國
、
勝
田
、
富

田
、
小
野
―
栗
栖

（
シ
）
後
藤
田
、
米
田
―
妹
尾
、

中
谷

▽
本
塁
打
　
坂
口
（
シ
）

シ
テ
ィ
ラ
イ
ト
岡
山（
勝
ち
点
３
）

０
０
０
０
０
０
０
０
０—

０

０
０
０
０
１
０
０
０
×—

１

Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本（
勝
ち
点
６
）

（
シ
）
藤
澤
、
久
保
田
、
児
山
、

米
田
―
妹
尾
、
中
谷

（
Ｊ
）
津
山
―
浦

ツ
ネ
イ
シ
ブ
ル
ー
パ
イ
レ
ー
ツ（
勝
ち
点
１
）

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ（
勝
ち
点
１
）

（
延
長
十
二
回
規
定
に
よ
り
引
き

分
け
）

（
ツ
）
谷
本
、
勝
田
、
大
中
―
栗

栖（
三
）
廣
畑
―
森

ツ
ネ
イ
シ
ブ
ル
ー
パ
イ
レ
ー
ツ（
勝
ち
点
１
）

０
０
０
　
０
０
１
　
２
０
０—

３

３
０
０
　
０
１
０
　
０
０
×—

４

Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本（
勝
ち
点
９
）

（
ツ
）
森
國
、
勝
田
、
小
野
―
栗

栖
、
岩
見

（
Ｊ
）
小
倉
、
香
川
、
谷
中
、
吉

川
、
中
川
―
浦
、
坂
本

▽
本
塁
打
　
林
（
ツ
）
綿
屋
（
Ｊ
）

シ
テ
ィ
ラ
イ
ト
岡
山（
勝
ち
点
３
）

１
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

０
０
１
　
０
０
０
　
０
１
×—

２

三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ（
勝
ち
点
４
）

（
シ
）
後
藤
田
、
児
山
―
妹
尾

（
三
）
矢
部
―
本
木
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▽
リ
ー
グ
戦
Ｂ
組

三
菱
重
工
広
島（
勝
ち
点
０
）

０
０
０
　
１
０
０
　
０
２
０—

３

０
０
０
　
０
７
０
　
０
０
×—

７

Ｊ
Ｒ
西
日
本（
勝
ち
点
３
）

（
三
）
長
島
、
本
間
―
佐
々
木

（
Ｊ
）
齋
藤
、
岡
田
―
岩
﨑

▽
本
塁
打
　
古
川
、
田
ノ
窪

（
三
）
岩
崎
（
Ｊ
）

光
シ
ー
ガ
ル
ズ（
勝
ち
点
０
）

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
１—

１

０
０
０
　
０
４
０
　
０
０
×—

４

伯
和
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ（
勝
ち
点
３
）

（
光
）
上
田
、
丸
田
、
山
本
―
村

田
、
近
藤

（
伯
）
平
岡
、
平
川
、
八
塚
―
根

岸光
シ
ー
ガ
ル
ズ（
勝
ち
点
０
）

０
２
０
　
０
０
０
　
０
２
０—

４

０
４
０
　
０
０
２
　
０
０
×—

６

三
菱
重
工
広
島（
勝
ち
点
３
）

（
光
）
小
川
、
柴
垣
、
山
本
、
丸

田
、
高
木
、
栗
秋
―
村
田

（
三
）
梁
川
、
松
下
、
秋
田
、
伊

藤
一
、
鮫
島
―
佐
々
木

Ｊ
Ｒ
西
日
本（
勝
ち
点
６
）

０
３
０
　
１
０
０
　
１
０
１—

６

１
０
０
　
２
０
０
　
０
０
１—

４

伯
和
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ（
勝
ち
点
３
）

（
Ｊ
）
岡
田
、
加
賀
美
、
佃
―
岩

﨑（
伯
）
鎗
野
、
園
田
、
八
塚
、
平

川
―
根
岸

▽
本
塁
打
　
黒
野
（
Ｊ
）

三
菱
重
工
広
島（
勝
ち
点
６
）

０
１
０
　
０
０
０
　
０
４
０—

５

１
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

伯
和
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ（
勝
ち
点
３
）

（
三
）
本
間
、
長
島
―
佐
々
木

（
伯
）
平
岡
、
園
田
―
根
岸

▽
本
塁
打
　
國
本
（
三
）

光
シ
ー
ガ
ル
ズ（
勝
ち
点
０
）

３
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

３

１
０
２
　
０
０
０
　
１
１
×—

５

Ｊ
Ｒ
西
日
本（
勝
ち
点
９
）

（
光
）
上
田
、
山
本
―
村
田

（
Ｊ
）
前
元
、
山
下
、
西
川
、
岡

田
、
佃
―
原
田
廣
、
岩
﨑

▽
本
塁
打
　
鳥
居
（
Ｊ
）

▽
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦

Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本

１
０
０
　
０
０
０
　
１
０
０—

２

０
０
３
　
０
０
０
　
７
０
×—

10

三
菱
重
工
広
島

（
Ｊ
）
津
山
、
中
川
、
吉
川
、
尾

田
、
谷
中
―
浦
、
坂
本

（
三
）
本
間
、
長
島
、
鮫
島
―

佐
々
木
、
國
本

▽
本
塁
打
　
高
田
（
Ｊ
）

Ｊ

Ｒ

西

日

本

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

１
１
０
　
０
０
０
　
０
０
×—

２

三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

（
Ｊ
）
齋
藤
、
加
賀
美
―
岩
﨑

（
三
）
廣
畑
―
森

▽
第
１
代
表
決
定
戦

三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０—

０

３
１
０
　
０
１
０
　
２
３—

10

三

菱

重

工

広

島

（
八
回
コ
ー
ル
ド
）

（
三
菱
重
工
広
島
は
３
年
ぶ
り
17

回
目
）

▽
敗
者
復
活
１
回
戦

Ｊ
Ｒ
西
日
本

１
０
０
　
０
０
３
　
３
１
０—
８

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—
０

Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本

（
Ｒ
）
岡
田
、
加
賀
美
、
佃
―
岩

﨑
、
原
田
廣

（
Ｆ
）
吉
川
、
中
川
、
津
山
、
谷

中
、
香
川
―
浦
、
坂
本

▽
第
２
代
表
決
定
戦

三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

０
０
０
　
１
０
２
　
０
０
０
　
０
６—

９

０
０
１
　
０
０
２
　
０
０
０
　
０
２—

５

Ｊ

Ｒ

西

日

本

（
延
長
十
一
回
）

（
三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン

ズ
は
16
年
ぶ
り
８
回
目
）

四
国
銀
行
、４
年
ぶ
り
19
回
目

　
四
　
　
　国

（
代
表
１
＝
前
回
は
Ｊ
Ｒ
四
国
）

２
次
予
選
は
４
チ
ー
ム
に
よ
る

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
。
四
国
銀
行
は
Ｊ

Ｒ
四
国
と
の
代
表
決
定
戦
で
、
エ

ー
ス
菊
池
が
無
四
死
球
、
１
失
点

で
完
投
し
、
代
表
権
を
奪
還
し
た
。

○
…
１
次
…
○

（
高
知
市
営
）

▽
リ
ー
グ
戦

松
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
４
―
０
ア
ー
ク
バ
リ
ア

Ｊ
Ｒ
四
国
（
不
戦
勝
）
徳
島
ア
ス
ト
ロ
ズ

四
国
銀
行
（
不
戦
勝
）
徳
島
ア
ス
ト
ロ
ズ

Ｊ
Ｒ
四
国
６
―
４
松
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

徳
　
島
　
俱
２
―
１
ア
ー
ク
バ
リ
ア

四
国
銀
行
８
―
２
徳
　
島
　
俱

Ｊ
Ｒ
四
国
11
―
２
徳
　
島
　
俱

松
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
不
戦
勝
）
徳
島
ア
ス
ト
ロ
ズ

四
国
銀
行
７
―
０
ア
ー
ク
バ
リ
ア

ア
ー
ク
バ
リ
ア
（
不
戦
勝
）
徳
島
ア
ス
ト
ロ
ズ

松
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
６
―
５
徳
　
島
　
俱

四
国
銀
行
４
―
２
Ｊ
Ｒ
四
国

四
国
銀
行
11
―
８
松
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

徳
　
島
　
俱
（
不
戦
勝
）
徳
島
ア
ス
ト
ロ
ズ

三菱自動車倉敷打安点
⑥　竹　井６１３
④　平　山５１０
⑦３平　井４２２
Ｄ　田　島４１１
ＲＤ橋　本１００
⑧７高　見４１０
②　　森　３１２
③　寺　田３００
Ｈ　岡　崎０００
Ｒ３牛　尾０００
９　垣　内１００
⑤　宮　崎３１０
⑨８　沖　３１１
────────
　　　計　37９９
┈┈┈┈┈┈┈┈
ＪＲ西日本打安点
⑧　春　原５１０
⑨　田　中４２０
⑤　藤　澤５１１
③　田　村５２０
④　大　倉４４２
⑦　蔵　桝５１０
Ｄ　鳥　居３００
ＲＤ奥　谷０００
ＨＤ黒　野１１０
②　岩　﨑４１２
⑥　石　嵜５００
────────
　　　計　4113５

三７８４１１７１
　振球犠盗失残併
Ｊ５３２２０８０

投　手　回　安責
廣　畑　11　13５

齋　藤　５２／３５３
加賀美　５　３６
　佃　　　1/3１０

▽本塁打　藤澤、
大倉▽三塁打　竹
井▽二塁打　平井、
大倉、岩﨑▽３時
間15分

三菱自動車倉敷打安点
⑥　竹　井４００
④　平　山３２０
⑦　平　井３００
Ｄ　田　島３１０
③　寺　田２００
⑧　高　見３１０
⑤　宮　崎２００
Ｈ　岡　崎１００
５　杉　村０００
②　本　木１００
Ｈ２　森　２１０
⑨　　沖　２１０
Ｈ９橋　本１００
────────
　　　計　27６０
┈┈┈┈┈┈┈┈
三菱重工広島打安点
⑦　市　原４１０
Ｈ７汐　月００１
⑤　田　中４２１
⑨　古　川４１０
Ｒ９実　政１１０
③　松　永５０１
Ｄ　松　原２１１
ＨＤ渕　上１００
ＨＤ　菅　２１０
⑧　青　木４４２
⑥　　堤　２００
Ｈ　山　崎１１０
②　佐々木４２３
④　櫻　井４２１
────────
　　　計　381610

自５０１０３４０
　振球犠盗失残併
重４３３３０11２

投　手　回　安責
矢　部　　２／３４３
守　屋　５1/3６２
大　田　　1/3１２
彦　坂　１1/3５３

鮫　島　８　６０

▽二塁打　松原、
青木、櫻井、佐々
木▽暴投　矢部、
守屋▽２時間38分

ＪＲ四国　打安点
③　笹　田４１０
⑧　高　木３００
Ｄ　三　好４００
⑤　北　尾４１１
⑥　水　野４１０
②　篠　崎４２０
⑨　佐　藤４１０
⑦　大　和３００
④　森　山３００
────────
　　　計　33６１
┈┈┈┈┈┈┈┈
四国銀行　打安点
Ｄ　山　中３１１
⑧　柴　田３００
③　小　林４２０
②　　南　２１１
⑤　平　瀬４２０
⑨　橋　川４２０
⑦　真　田２００
⑥　大　河３１０
④　下　村４２１
────────
　　　計　2911３

Ｊ10０１１０６０
　振球犠盗失残併
四５２５１２９１

投　手　回　安責
南　川　８　11３

菊　池　９　６１

▽２時間25分
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Ｊ
Ｒ
四
国
12
―
１
ア
ー
ク
バ
リ
ア

（
四
国
銀
行
、
Ｊ
Ｒ
四
国
、
松
山

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
徳
島
俱
は
２
次

予
選
へ
）○

…
２
次
…
○

（
高
知
・
春
野
）

▽
１
回
戦

徳
島
野
球
倶
楽
部

１
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—
１

０
０
０
　
１
０
０
　
１
３
×—

５

四

国

銀

行

（
徳
）
宮
繁
、
新
田
―
渡
辺

（
四
）
佐
田
―
南

松
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

０
１
０
　
０
０
０
　
０
４
０—

５

０
０
２
　
０
１
１
　
０
０
２—

６

Ｊ

Ｒ

四

国

（
松
）
伊
藤
、
亀
岡
―
井
上
和

（
Ｊ
）
山
本
、
南
川
―
篠
崎

▽
本
塁
打
　
三
好
（
Ｊ
）

▽
代
表
決
定
戦

Ｊ
Ｒ
四
国

１
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

１
２
０
　
０
０
０
　
０
０
×—

３

四
国
銀
行

（
四
国
銀
行
は
４
年
ぶ
り
19
回
目
）

ホ
ン
ダ
熊
本
、５
年
連
続
14
回
目

西
部
ガ
ス
、２
年
ぶ
り
５
回
目

　
九

　
　
　州

（
代
表
２
＝
前
回
は
３
で
ホ
ン
ダ

熊
本
、
Ｊ
Ｒ
九
州
、
宮
崎
梅
田
学

園
）ホ

ン
ダ
熊
本
が
３
年
連
続
で
第

１
代
表
の
座
に
就
い
た
。
12
打
数

８
安
打
５
打
点
の
４
番
・
浜
岡
を

軸
に
打
線
が
力
強
か
っ
た
。
第
２

代
表
の
西
部
ガ
ス
は
、
右
腕
・
髙

椋
が
３
試
合
で
計
20
回
を
投
げ
１

失
点
と
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
た
。

本
大
会
20
回
出
場
の
Ｊ
Ｒ
九
州
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
予
選
出
場
を
辞
退
し
た
。

○
…
１
次
…
○

◇
福
岡
（
北
九
州
市
民
）

▽
１
回
戦

Ｒ
Ｅ
Ｘ
パ
ワ
ー
ズ
３
―
１
嘉
麻
市
バ
ー
ニ
ン

グ
ヒ
ー
ロ
ー
ズ

▽
代
表
決
定
戦

西
部
ガ
ス
５
―
０
Ｒ
Ｅ
Ｘ
パ
ワ
ー
ズ

九
州
三
菱
自
動
車
９
―
３
苅
田
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

沖
デ
ー
タ
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
教
育
学
院
22
―
０
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス

ポ
ー
ツ
大
学
北
九
州

（
西
部
ガ
ス
、
九
州
三
菱
自
動
車
、

沖
デ
ー
タ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
学

院
は
２
次
予
選
へ
）

▽
敗
者
復
活
１
回
戦

苅
田
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
10
―
０
嘉
麻
市
バ
ー
ニ
ン

グ
ヒ
ー
ロ
ー
ズ

Ｒ
Ｅ
Ｘ
パ
ワ
ー
ズ
４
―
１
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス

ポ
ー
ツ
大
学
北
九
州

▽
代
表
決
定
戦

苅
田
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
４
―
１
Ｒ
Ｅ
Ｘ
パ
ワ
ー
ズ

（
苅
田
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
は
２
次
予

選
へ
）

◇
中
九
州
＝
熊
本
・
大
分
・
佐

賀
（
リ
ブ
ワ
ー
ク
藤
崎
台
ほ
か
）

▽
１
回
戦

ホ
ン
ダ
熊
本
10
―
３
大
福
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス

九
州
総
合
ス
ポ

ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ
１
―
０
九
州
工
科
自
動

車
専
門
学
校

熊
本
ゴ
ー
ル
デ

ン
ラ
ー
ク
ス
10
―
０
鮮
ど
市
場

日
本
製
鉄
大
分
４
―
１
佐
　
賀
　
魂

▽
代
表
決
定
戦

ホ
ン
ダ
熊
本
11
―
０
九
州
総
合
ス
ポ

ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ

熊
本
ゴ
ー
ル
デ

ン
ラ
ー
ク
ス
９
―
１
日
本
製
鉄
大
分

（
ホ
ン
ダ
熊
本
、
熊
本
ゴ
ー
ル
デ

ン
ラ
ー
ク
ス
は
２
次
予
選
へ
）

▽
敗
者
復
活
１
回
戦

大
福
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
３
―
２
九
州
工
科
自
動

車
専
門
学
校

鮮
ど
市
場
３
―
０
佐
　
賀
　
魂

▽
代
表
決
定
戦

日
本
製
鉄
大
分
３
―
１
大
福
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス

九
州
総
合
ス
ポ

ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ
２
―
０
鮮
ど
市
場

（
日
本
製
鉄
大
分
、
九
州
総
合
ス

ポ
ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ
は
２
次
予
選

へ
）◇

南
九
州
＝
宮
崎
・
鹿
児
島

（
薩
摩
川
内
市
総
合
運
動
公
園
）

▽
１
回
戦

鹿
児
島
ド
リ
ー

ム
ウ
ェ
ー
ブ
３
―
１
宮
崎
福
祉
医

療
カ
レ
ッ
ジ

宮
崎
梅
田
学
園
５
―
０
薩
摩
ラ
イ
ジ
ン
グ

▽
代
表
決
定
戦

宮
崎
梅
田
学
園
７
―
２
鹿
児
島
ド
リ
ー

ム
ウ
ェ
ー
ブ

（
宮
崎
梅
田
学
園
は
２
次
予
選
へ
）

▽
第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦

薩
摩
ラ
イ
ジ
ン
グ
７
―
４
宮
崎
福
祉
医

療
カ
レ
ッ
ジ

▽
第
２
代
表
決
定
戦

鹿
児
島
ド
リ
ー

ム
ウ
ェ
ー
ブ
７
―
１
薩
摩
ラ
イ
ジ
ン
グ

（
鹿
児
島
ド
リ
ー
ム
ウ
ェ
ー
ブ
は

２
次
予
選
へ
）

◇
沖
縄
（
コ
ザ
し
ん
き
ん
）

▽
１
回
戦

ビ
ッ
グ
開
発
ク
９
―
４
シ
ン
バ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ア
ー
マ
ン
ズ
ク

エ
ナ
ジ
ッ
ク
14
―
０
ク
リ
ー
ド
安
仁
屋
ク

▽
２
回
戦

沖
縄
電
力
３
―
１
ビ
ッ
グ
開
発
ク

エ
ナ
ジ
ッ
ク
２
―
１
て
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

▽
第
１
代
表
決
定
戦

沖
縄
電
力
６
―
１
エ
ナ
ジ
ッ
ク

（
沖
縄
電
力
は
２
次
予
選
へ
）

▽
第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦

シ
ン
バ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ア
ー
マ
ン
ズ
ク
11
―
２
て
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

ビ
ッ
グ
開
発
ク
（
不
戦
勝
）
ク
リ
ー
ド
安
仁
屋
ク

▽
第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
２
回
戦

シ
ン
バ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ア
ー
マ
ン
ズ
ク
５
―
３
ビ
ッ
グ
開
発
ク

▽
第
２
代
表
決
定
戦

シ
ン
バ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ア
ー
マ
ン
ズ
ク
７
―
０
エ
ナ
ジ
ッ
ク

（
シ
ン
バ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
ー
マ

ン
ズ
ク
は
２
次
予
選
へ
）

○
…
２
次
…
○

（
宮
崎
・
ア
イ
ビ
ー
ほ
か
）

▽
１
回
戦

日

本

製

鉄

大

分

０
０
１
　
０
０
１
　
０
０
４—

６

１
２
０
　
０
０
０
　
１
０
０—

４

熊
本
ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
ー
ク
ス

（
日
）
鶴
永
、
吉
田
、
花
田
、
油

布
―
与
座
、
森

（
熊
）
松
江
、
徳
橋
、
西
島
、
松

尾
勇
―
秋
山

▽
本
塁
打
　
秋
山
（
熊
）

沖
デ
ー
タ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
学
院

２
０
２
　
３
０
０
　
０
０
０—

７

０
０
１
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

シ
ン
バ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
ー
マ
ン
ズ
Ｂ
Ｃ

（
沖
）
仲
道
、
仲
本
、
田
代
―
中

田（
シ
）
幸
地
、
山
下
―
住
本

▽
本
塁
打
　
藤
岡
（
沖
）

苅
田
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

０
０
０
　
０
５
０
　
０
０
０—

５

３
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

３

九
州
三
菱
自
動
車

（
苅
）
谷
口
、
藤
崎
、
原
―
好
見
、

笹
田

（
九
）
白
幡
、
岡
部
―
光
安
、
野

中▽
本
塁
打
　
松
尾
（
九
）

鹿
児
島
ド
リ
ー
ム
ウ
ェ
ー
ブ

０
１
０
　
３
１
０
　
０
０
０—

５

０
０
０
　
０
０
０
　
０
２
０—

２

九
州
総
合
ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ

（
鹿
）
今
井
―
山
下
大

（
九
）
安
部
航
、
猿
渡
―
安
部
渉

▽
２
回
戦

ホ
ン
ダ
熊
本

０
０
２
　
０
０
０
　
０
０
０—

２

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
１—

１

日
本
製
鉄
大
分

（
ホ
）
島
袋
―
浜
岡

（
日
）
浦
岡
―
与
座
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ビ
ッ
グ
開
発
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、２
年
連
続
４
回
目

鹿
児
島
ド
リ
ー
ム
ウ
ェ
ー
ブ
、２
年
ぶ
り
３
回
目

　
　九

　
　
　州

（
代
表
２
＝
前
回
は
１
で
ビ
ッ
グ

開
発
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

　◇
福
岡

福
岡
オ
ー
シ

ャ
ン
ズ
９
11
―
８
嘉
麻
市
バ
ー
ニ
ン

グ
ヒ
ー
ロ
ー
ズ

北
九
州
市
民
ク
２
―
１
福
岡
Ｂ
Ｃ

（
福
岡
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
９
、
北
九

州
市
民
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
は
２
次

予
選
へ
）

　◇
佐
賀

佐

賀

魂
７
―
０
ビ
ク
ト
リ
ー
ク
ロ
ウ

（
佐
賀
魂
は
２
次
予
選
へ
）

　◇
宮
崎

宮
崎
灼
熱

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
４
―
０
宮
崎
ゴ
ー
ル
デ

ン
ゴ
ー
ル
ズ

（
宮
崎
灼
熱
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
は
２

次
予
選
へ
）

　◇
大
分

Ｂ
Ａ
Ｎ

　Ｂ
Ｃ
５
―
４
大
分
ソ
ー
リ
ン
ズ
俱

（
Ｂ
Ａ
Ｎ

　Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
は
２
次
予
選
へ
）

　◇
鹿
児
島

薩
摩
が
不
出
場
の
た
め
、
鹿
児
島

ド
リ
ー
ム
ウ
ェ
ー
ブ
が
２
次
予
選

へ
。　◇

沖
縄

ビ
ッ
グ
開
発
Ｂ
Ｃ
11
―
１
て
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
ビ
ッ
グ
開
発
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
は
２
次
予
選
へ
）

○
…
２
次
…
○

　▽
１
回
戦

ビ
ッ
グ
開
発
Ｂ
Ｃ
２
―
０
Ｂ
Ａ
Ｎ

　Ｂ
Ｃ

北
九
州
市
民
ク
10
―
０
八
代
レ
ッ
ド

ス
タ
ー
ク

佐

賀

魂
６
―
５
宮
崎
灼
熱

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

鹿
児
島
ド
リ
ー

ム
ウ
ェ
ー
ブ
１
―
０
福
岡
オ
ー
シ

ャ
ン
ズ
９

　▽
代
表
決
定
戦

ビ
ッ
グ
開
発
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

０
４
０

　１
３
０

　１—

９

０
０
１

　０
０
０

　０—

１

北
九
州
市
民
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
ビ
）
羽
地
―
玉
城

（
北
）
大
津
、
緒
方
友
、
三
谷
―

三
谷
、
下
司

（
ビ
ッ
グ
開
発
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
は
２
年
連
続
４
回
目
）

佐

賀

魂

０
０
０

　０
０
１

　０
０
０—

１

０
０
０

　０
１
５

　０
０
×—

６

鹿
児
島
ド
リ
ー
ム
ウ
ェ
ー
ブ

（
佐
）
寺
尾
、
内
田
、
大
隈
―
江

口（
鹿
）
久
保
、
野
中
、
鷚
野
―
田

中▽
本
塁
打

　江
口
（
佐
）

（
鹿
児
島
ド
リ
ー
ム
ウ
ェ
ー
ブ
は

２
年
ぶ
り
３
回
目
）

　▽
決
勝

ビ
ッ
グ
開
発
Ｂ
Ｃ
５
―
２
鹿
児
島
ド
リ
ー

ム
ウ
ェ
ー
ブ

大
和
高
田
ク
ラ
ブ
、４
年
連
続
16
回
目

　
　近

　
　
　畿

　【
東
近
畿
地
区
】

（
代
表
１
＝
前
回
は
大
和
高
田
ク

ラ
ブ
）

○
…
１
次
…
○

　◇
滋
賀

　▽
１
回
戦

湖
南
Ｂ
Ｃ
７
―
４
全
大
津
野
球
団

Ｏ
Ｂ
Ｃ
高
島 

不
戦
勝 

近
江
八
幡
ク

　▽
準
決
勝

湖
南
Ｂ
Ｃ
12
―
７
瀬
田
ク
ラ
ブ

Ｏ
Ｂ
Ｃ
高
島
８
―
１
甲
賀
ア
カ
デ
ミ
ー
ク

　▽
決
勝

Ｏ
Ｂ
Ｃ
高
島
16
―
４
湖
南
Ｂ
Ｃ

（
Ｏ
Ｂ
Ｃ
高
島
は
２
次
予
選
へ
）

　◇
京
都

　▽
１
回
戦

鴨
沂
ク
ラ
ブ
８
―
７
京
都
フ
ル
カ
ウ
ン
ツ

山
城
Ｂ
Ｃ
８
―
５
京
都
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス

　▽
２
回
戦

京
都
城
陽
フ
ァ

イ
ア
ー
バ
ー
ズ
７
―
３
鴨
沂
ク
ラ
ブ

宇
治
Ｂ
Ｃ
８
―
０
東
山
ク
ラ
ブ

Ｄ
Ｂ
グ
ラ
ッ
ズ
５
―
３
東
宇
治
ク

三
菱
自
動
車
京
都

ダ
イ
ヤ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
８
―
０
山
城
Ｂ
Ｃ

　▽
準
決
勝

京
都
城
陽
フ
ァ

イ
ア
ー
バ
ー
ズ
７
―
６
宇
治
Ｂ
Ｃ

三
菱
自
動
車
京
都

ダ
イ
ヤ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
７
―
６
Ｄ
Ｂ
グ
ラ
ッ
ズ

　▽
決
勝

京
都
城
陽
フ
ァ

イ
ア
ー
バ
ー
ズ
４
―
１
三
菱
自
動
車
京
都

ダ
イ
ヤ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

（
京
都
城
陽
フ
ァ
イ
ア
ー
バ
ー
ズ

は
２
次
予
選
へ
）

　◇
奈
良

　▽
１
回
戦

奈
良
Ｊ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
ク
４
―
２
帝
塚
山
大
学
Ｏ
Ｂ
ク

奈
良
ア
ン
ビ

シ
ャ
ス
ク
12
―
０
関
西
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ

硬
式
野
球
団

大
和
高
田
ク
18
―
０
Ｇ
Ｓ
Ｇ
斑
鳩

一
城
ク
ラ
ブ
12
―
11
奈
良
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ

ｎ
ｄ

　Ｂ
Ｃ

　▽
準
決
勝

奈
良
Ｊ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
ク
10
―
０
奈
良
ア
ン
ビ

シ
ャ
ス
ク

大
和
高
田
ク
11
―
１
一
城
ク
ラ
ブ

　▽
決
勝

大
和
高
田
ク
９
―
０
奈
良
Ｊ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
ク

　▽
敗
者
復
活
１
回
戦

帝
塚
山
大
学
Ｏ
Ｂ
ク
７
―
０
関
西
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ

硬
式
野
球
団

奈
良
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ

ｎ
ｄ

　Ｂ
Ｃ
10
―
０
Ｇ
Ｓ
Ｇ
斑
鳩

　▽
同
２
回
戦

帝
塚
山
大
学
Ｏ
Ｂ
ク
６
―
１
一
城
ク
ラ
ブ

奈
良
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ

ｎ
ｄ

　Ｂ
Ｃ
10
―
２
奈
良
ア
ン
ビ

シ
ャ
ス
ク

　▽
同
準
決
勝

帝
塚
山
大
学
Ｏ
Ｂ
ク
８
―
４
奈
良
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ

ｎ
ｄ

　Ｂ
Ｃ

　▽
同
決
勝

奈
良
Ｊ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
ク
９
―
８
帝
塚
山
大
学
Ｏ
Ｂ
ク

　▽
代
表
決
定
戦

大
和
高
田
ク
11
―
２
奈
良
Ｊ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
ク

（
大
和
高
田
ク
ラ
ブ
は
２
次
予
選

へ
）

○
…
２
次
…
○

　▽
リ
ー
グ
戦

Ｏ
Ｂ
Ｃ
高
島
８
―
０
京
都
城
陽
フ
ァ

イ
ア
ー
バ
ー
ズ

大
和
高
田
ク
６
―
１
Ｏ
Ｂ
Ｃ
高
島

　▽
代
表
決
定
戦

京
都
城
陽
フ
ァ
イ
ア
ー
バ
ー
ズ

１
０
０

　０
０
０

　０
０
０—

１

２
０
０

　０
０
０

　０
０
×—

２

大
和
高
田
ク
ラ
ブ

（
京
）
紺
野
、
土
肥
―
嶋
村

（
大
）
萬
、
米
倉
、
山
田
―
杉
原
、

大
谷

▽
本
塁
打

　金
井
（
大
）

（
大
和
高
田
ク
ラ
ブ
は
４
年
連
続

16
回
目
）

和
歌
山
箕
島
球
友
会
、２
年
ぶ
り
７
回
目

　【
西
近
畿
地
区
】

（
代
表
１
＝
前
回
は
２
で
県
警
桃

太
郎
、
Ｎ
Ｓ
Ｂ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
）

　◇
大
阪
・
和
歌
山

　▽
１
回
戦

泉
州
大
阪
野
球
団
10
―
５
大
阪
ウ
イ
ン
グ
ク

Ｎ
Ｓ
Ｂ

　Ｂ
Ｃ
５
―
０
八
尾
Ｂ
Ｃ

大
阪
Ｈ
Ｄ

　Ｂ
Ｃ
12
―
３
履
正
社
Ｂ
Ｃ

和
歌
山
箕
島
球
友
会
11
―
２
関

西

ク

　▽
準
決
勝

Ｎ
Ｓ
Ｂ

　Ｂ
Ｃ
11
―
０
泉
州
大
阪
野
球
団

和
歌
山
箕
島
球
友
会
12
―
１
大
阪
Ｈ
Ｄ

　Ｂ
Ｃ

　▽
決
勝

和
歌
山
箕
島
球
友
会
３
―
０
Ｎ
Ｓ
Ｂ

　Ｂ
Ｃ

　▽
敗
者
復
活
１
回
戦

泉
州
大
阪
野
球
団
６
―
０
大
阪
Ｈ
Ｄ

　Ｂ
Ｃ

　▽
同
２
回
戦

Ｎ
Ｓ
Ｂ

　Ｂ
Ｃ
12
―
２
泉
州
大
阪
野
球
団

（
和
歌
山
箕
島
球
友
会
、
Ｎ
Ｓ
Ｂ

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
２
次
予

選
へ
）

　◇
兵
庫

　▽
１
回
戦

全
播
磨
硬
式
野
球
団
７
―
３
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

　Ｂ
Ｃ

　▽
準
決
勝

全
播
磨
硬
式
野
球
団
15
―
０
神
戸
レ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ

兵
庫
県
警
察
硬
式

野
球
部
県
警
桃
太
郎
３
―
１
Ｋ
Ｃ
西
宮

　▽
決
勝

全
播
磨
硬
式
野
球
団
６
―
１
兵
庫
県
警
察
硬
式

野
球
部
県
警
桃
太
郎

　▽
敗
者
復
活
１
回
戦

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

　Ｂ
Ｃ
８
―
３
Ｋ
Ｃ
西
宮

　▽
同
２
回
戦

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

　Ｂ
Ｃ
４
―
２
神
戸
レ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ

　▽
同
３
回
戦

兵
庫
県
警
察
硬
式

野
球
部
県
警
桃
太
郎
４
―
１
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

　Ｂ
Ｃ

（
全
播
磨
硬
式
野
球
団
、
兵
庫
県

警
察
硬
式
野
球
部
県
警
桃
太
郎
は

２
次
予
選
へ
）

○
…
２
次
…
○

　▽
１
回
戦

和
歌
山
箕
島
球
友
会
５
―
２
兵
庫
県
警
察
硬
式

野
球
部
県
警
桃
太
郎

Ｎ
Ｓ
Ｂ

　Ｂ
Ｃ
11
―
１
全
播
磨
硬
式
野
球
団

　▽
代
表
決
定
戦

和
歌
山
箕
島
球
友
会

５
３
０

　１
０
２

　４
４—

19

０
３
０

　１
１
０

　６
０—

11

Ｎ
Ｓ
Ｂ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
八
回
コ
ー
ル
ド
）

（
和
）
寺
岡
、
松
尾
―
水
田

（
Ｎ
）
西
原
、
横
田
、
石
原
、
中

村
翔
、
浦
東
亮
―
田
村
、
畑

▽
本
塁
打

　夏
見
、
岸
（
和
）
山

本
２
、
浦
東
（
Ｎ
）

（
和
歌
山
箕
島
球
友
会
は
２
年
ぶ

り
７
回
目
）

倉
敷
ピ
ー
チ
ジ
ャ
ッ
ク
ス
、９
年
ぶ
り
３
回
目

　
　中
国
・
四
国

（
代
表
１
＝
前
回
は
山
口
防
府
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

　◇
中
国
（
※
徳
山
ス
ポ
ニ
チ
大

会
と
兼
ね
る
）

　▽
１
回
戦

福
山
ロ
ー
ズ

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
11
―
２
岩
国
五
橋
ク

Ｍ
Ｊ
Ｇ
島
根
13
―
２
海
上
自
衛
隊
岩
国
ク

シ
ョ
ウ
ワ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
10
―
１
広
島
鯉
城
ク

　▽
２
回
戦

Ｍ
Ｊ
Ｇ
島
根
２
―
１
Ｍ
Ｓ
Ｈ
医
療

専
門
学
校

山
口
防
府
Ｂ
Ｃ
３
―
１
シ
ョ
ウ
ワ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

倉
敷
ピ
ー
チ

ジ
ャ
ッ
ク
ス
４
―
０
航
空
自
衛
隊
防
府
ク

　▽
３
回
戦

苅
田
ビ
ク
ト

リ
ー
ズ
Ｂ
Ｃ
４
―
２
光
シ
ー
ガ
ル
ズ

履
正
社
学
園
５
―
３
松
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

福
山
ロ
ー
ズ

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
11
―
０
Ｍ
Ｊ
Ｇ
島
根

倉
敷
ピ
ー
チ

ジ
ャ
ッ
ク
ス
８
―
１
山
口
防
府
Ｂ
Ｃ

　▽
準
決
勝

苅
田
ビ
ク
ト

リ
ー
ズ
Ｂ
Ｃ
３
―
１
履
正
社
学
園

福
山
ロ
ー
ズ

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
５
―
０
倉
敷
ピ
ー
チ

ジ
ャ
ッ
ク
ス

　▽
決
勝

福
山
ロ
ー
ズ

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
５
―
１
苅
田
ビ
ク
ト

リ
ー
ズ
Ｂ
Ｃ

（
福
山
ロ
ー
ズ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
、

山
口
防
府
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、

倉
敷
ピ
ー
チ
ジ
ャ
ッ
ク
ス
は
２
次

予
選
へ
）

　◇
四
国
（
※
第
88
回
都
市
対
抗

野
球
大
会
四
国
予
選
と
兼
ね
る
）

　▽
リ
ー
グ
戦

四
国
銀
行
６
―
１
ア
ー
ク
バ
リ
ア

ド
リ
ー
ム
ク

松
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
６
―
１
徳

島

俱

四
国
銀
行
７
―
０
徳

島

俱

Ｊ
Ｒ
四
国
11
―
２
ア
ー
ク
バ
リ
ア

ド
リ
ー
ム
ク

ア
ー
ク
バ
リ
ア

ド
リ
ー
ム
ク
４
―
３
松
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

Ｊ
Ｒ
四
国
３
―
１
四
国
銀
行

Ｊ
Ｒ
四
国
７
―
０
松
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

ア
ー
ク
バ
リ
ア

ド
リ
ー
ム
ク
３
―
１
徳

島

俱

Ｊ
Ｒ
四
国
９
―
２
徳

島

俱

四
国
銀
行
７
―
５
松
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

（
松
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
は
２
次
予

選
へ
）

○
…
２
次
…
○

　▽
１
回
戦

山
口
防
府
Ｂ
Ｃ
１
―
０
福
山
ロ
ー
ズ

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

倉
敷
ピ
ー
チ

ジ
ャ
ッ
ク
ス
３
―
０
松
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

　▽
代
表
決
定
戦

倉
敷
ピ
ー
チ
ジ
ャ
ッ
ク
ス

０
０
０

　２
０
０

　１
２
０—

５

０
０
０

　０
０
０

　０
０
２—

２

山
口
防
府
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
倉
）
黒
瀬
―
古
賀

（
山
）
田
中
、
水
本
、
村
上
―
野

村
篤

（
倉
敷
ピ
ー
チ
ジ
ャ
ッ
ク
ス
は
９

年
ぶ
り
３
回
目
）

◇第42回 全日本クラブ野球選手権大会・出場チーム◇

 代表地区 　　都道府県　　　　チ　ー　ム　名　　　　　 出場回数

北　海　道　　北海道　Ｗ Ｅ Ｅ Ｄ し ら お い（２年ぶり５回目）

東　　　北　　福　島　富士通アイソテックベースボールクラブ（３年連続３回目）

　　　　　　　宮　城　東 北 マ ー ク ス（３年ぶり８回目）

　　　　　　　岩　手　水 沢 駒 形 野 球 倶 楽 部（２年ぶり23回目）

　　　　　　　秋　田　ゴ ー ル デ ン リ バ ー ス（２年連続４回目）

北　信　越　　長　野　千 曲 川 硬 式 野 球 ク ラ ブ（２年連続４回目）

関　　　東　　千　葉　千 葉 熱 血 Ｍ Ａ Ｋ Ｉ Ｎ Ｇ（２年ぶり２回目）

　　　　　　　神奈川　横 浜 金 港 ク ラ ブ（６年ぶり８回目）

　　　　　　　東　京　Ｔ Ｈ Ｉ Ｎ Ｋ フ ィ ッ ト ネ ス・
ＧＯＬＤ‘Ｓ　ＧＹＭベースボールクラブ（３年連続３回目）

　　　　　　　群　馬　太 田 球 友 硬 式 野 球 倶 楽 部（初　　出　　場）

東　　　海　　静　岡　浜 松 ケ イ ・ ス ポ ー ツ Ｂ Ｃ（３年ぶり８回目）

東近畿(京滋奈)　　奈　良　大 和 高 田 ク ラ ブ（４年連続16回目）

西近畿(大和兵)　　和歌山　和 歌 山 箕 島 球 友 会（２年ぶり７回目）

中国・四国　　岡　山　倉 敷 ピ ー チ ジ ャ ッ ク ス（９年ぶり３回目）

九　　　州　　沖　縄　ビッグ開発ベースボールクラブ（２年連続４回目）

　　　　　　　鹿児島　鹿 児 島 ド リ ー ム ウ ェ ー ブ（２年ぶり３回目）
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ホ
ン
ダ
熊
本
、Ｖ
３

　
　

熊
本
県

　

◇
第
６
回
古
田
昌
幸
杯
熊
本
県

社
会
人
・
大
学
野
球
交
流
戦
（
８

月
20
、
21
日

　

ホ
ン
ダ
熊
本
硬
式

野
球
場

　

参
加
：
７
チ
ー
ム
）

　

▽
１
回
戦

東
海
大
学
九
州
13
│
０
八
代
レ
ッ
ド
ス

タ
ー
硬
式
野
球
ク

崇
城
大
学
５
│
１
九
州
工
科
自
動

車
専
門
学
校

ホ
ン
ダ
熊
本
８
│
０
熊
本
大
学

　

▽
準
決
勝

鮮
ど
市
場
ゴ
ー
ル

デ
ン
ラ
ー
ク
ス
８
│
１
東
海
大
学
九
州

ホ
ン
ダ
熊
本
15
│
１
崇
城
大
学

　

▽
決
勝

ホ
ン
ダ
熊
本
３
│
１
鮮
ど
市
場
ゴ
ー
ル

デ
ン
ラ
ー
ク
ス

（
ホ
ン
ダ
熊
本
の
優
勝
は
２
年
ぶ

り
３
回
目
）

野球

 

…
表
彰
選
手
…
野球

 

◇
最
優
秀
選
手
賞

　

 

隈
部

　

智
也
・
投

　

手
（
ホ
ン

ダ
熊
本
）

◇
敢
闘
選
手
賞

　

 

田
中

　

眞
人
・
投

　

手
（
鮮
ど

市
場
ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
ー
ク
ス
）

◇
大
学
生
Ｍ
Ｖ
Ｐ
賞

　

 

宮
野

　

智
弘
・
内
野
手
（
東
海

大
学
九
州
）

宮
崎
梅
田
学
園
Ｖ
10

　
　

宮
崎
県

　

◇
第
11
回
宮
崎
県
野
球
連
盟
杯

（
４
月
16
日

　

Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｍ
Ａ
ひ
む
か
ス
タ
ジ
ア
ム
）

○
…
リ
ー
グ
戦
…
○

宮
崎
梅
田
学
園
11
│
１
宮
崎
ゴ
ー
ル
デ
ン

ゴ

ー

ル

ズ

宮
崎
福
祉
医
療

カ
レ
ッ
ジ
７
│
０
宮
崎
ゴ
ー
ル
デ
ン

ゴ

ー

ル

ズ

宮
崎
梅
田
学
園
11
│
１
宮
崎
福
祉
医
療

カ
レ
ッ
ジ

（
宮
崎
梅
田
学
園
の
優
勝
は
６
年

連
続
10
回
目
）

野球

 

…
表
彰
選
手
…
野球

 

◇
最
優
秀
選
手
賞

　
 

中
武

　
　

亮
・
外
野
手
（
宮
崎

梅
田
学
園
）

◇
優
秀
選
手
賞

　

 

城
村

　
　

肇
・
捕
手
（
宮
崎
福

祉
医
療
カ
レ
ッ
ジ
）

宮
崎
梅
田
学
園
Ｖ
７

　

◇
第
７
回
宮
崎
市
長
杯
社
会

人
・
大
学
野
球
選
手
権
大
会
（
11

月
26
日
、
12
月
11
日

　

久
峰
総
合

公
園
野
球
場
、
綾
町
錦
原
野
球
場

参
加
：
社
会
人
３
、
大
学
５
チ
ー

ム
）

　

▽
１
回
戦

宮
崎
ゴ
ー
ル
デ
ン

ゴ

ー

ル

ズ
４
│
３
南
九
州
大
学

　

▽
２
回
戦

宮
崎
産
業
経
営
大
学
５
│
１
宮
崎
ゴ
ー
ル
デ
ン

ゴ

ー

ル

ズ

九
州
保
健
福
祉
大
学
２
│
０
宮
崎
公
立
大
学

宮
崎
梅
田
学
園
12
│
２
宮
崎
大
学

　

▽
準
決
勝

宮
崎
福
祉
医
療

カ
レ
ッ
ジ
６
│
２
宮
崎
産
業
経
営
大
学

宮
崎
梅
田
学
園
16
│
０
九
州
保
健
福
祉
大
学

　

▽
決
勝

宮
崎
梅
田
学
園
12
│
０
宮
崎
福
祉
医
療

カ
レ
ッ
ジ

（
宮
崎
梅
田
学
園
の
優
勝
は
７
年

連
続
７
回
目
）

新
日
鐵
住
金
大
分
Ｖ

　
　

大
分
県

　

◇
第
６
回
社
会
人
野
球
大
分
県

選
手
権
（
11
月
５
、
６
日

　

新
日

鐵
住
金
明
野
球
場

　

参
加
：
４
チ

ー
ム
）

　

▽
１
回
戦

九

州

総

合

ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ
３
│
１
Ｂ
Ａ
Ｎ

　

Ｂ
Ｃ

新
日
鐵
住
金
大
分
18
│
０
大
分
ソ
ー
リ

ン
ズ
野
球
倶

　

▽
３
位
決
定
戦

Ｂ
Ａ
Ｎ

　

Ｂ
Ｃ
６
│
１
大
分
ソ
ー
リ

ン
ズ
野
球
倶

　

▽
決
勝

新
日
鐵
住
金
大
分
３
│
２
九

州

総

合

ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ

（
新
日
鐵
住
金
大
分
の
優
勝
は
５

年
連
続
５
回
目
）

野球

 

…
表
彰
選
手
…
野球

 

◇
最
優
秀
選
手
賞

　

 

浦
岡

　

大
樹
・
投
手
（
新
日
鐵

住
金
大
分
）

◇
敢
闘
賞　

 

藤
原
康
太
郎
・
投
手
（
九
州
総

合
ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ
）

ツ
の
人
も
多
い
大
阪
で
「
う
ち
な

◇
首
位
打
者
賞

し
い
。
今
後
は
、
市
民
球
団
で
も

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
い
う
形
で
も
残

し
て
欲
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
、
日
本
選
手
権
優
勝
１
回
と

都
市
対
抗
準
優
勝
２
回
の
功
績
に
、

九
州
地
区
連
盟
特
別
賞
を
贈
呈
。

　

後
藤
隆
之
監
督
は
「
長
崎
で
培

っ
た
力
を
糧
に
横
浜
で
日
本
一
を

目
指
し
ま
す
」
と
、
市
民
に
別
れ

を
告
げ
た
。
選
手
25
人
の
う
ち
15

人
が
Ｍ
Ｈ
Ｐ
Ｓ
に
移
籍
、
１
人
が

九
州
地
区
の
他
チ
ー
ム
に
移
籍
す

る
ほ
か
は
勇
退
し
、
別
の
道
を
歩

む
。
後
藤
監
督
は
新
生
Ｍ
Ｈ
Ｐ
Ｓ

で
も
監
督
と
し
て
指
揮
を
執
る
。

◇
優
秀
選
手
賞

▽
決
勝

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

長崎市民に感謝と別れを告げる三菱重工長崎チーム

三菱重工長崎の栄光をたどる写真パネル
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79 都市対抗野球大会　地方予選

沖
デ
ー
タ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
学
院

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
４—

４

０
０
０
　
１
０
０
　
０
０
０—

１

沖

縄

電

力

（
デ
）
田
代
、
仲
本
―
中
田

（
縄
）
山
城
、
狩
俣
、
伊
波
、
内

間
敦
、
當
山
―
宮
里

苅
田
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—
０

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
４—

４

西

部

ガ

ス

（
苅
）
松
永
、
野
見
山
、
林
、
藤

崎
、
古
賀
―
好
見

（
西
）
髙
椋
―
大
久
保

▽
本
塁
打
　
笹
井
（
西
）

鹿
児
島
ド
リ
ー
ム
ウ
ェ
ー
ブ

０
０
０
　
０
２
０
　
０
０
０—

２

０
０
１
　
０
１
０
　
１
０
×—

３

宮

崎

梅

田

学

園

（
鹿
）
藤
岡
、
重
村
、
内
田
―
山

下
大

（
宮
）
松
原
、
溝
尻
、
古
市
―
窪

田
▽
準
決
勝

ホ
ン
ダ
熊
本

０
１
３
　
０
０
０
　
０
０
３—

７

２
０
０
　
０
０
０
　
１
０
０—

３

西
部
ガ
ス

（
ホ
）
横
川
、
中
津
、
片
山
、
島

袋
、
上
ノ
薗
―
浜
岡

（
西
）
立
石
、
村
田
、
岩
崎
、
山

田
―
大
久
保
、
金
沢
、
木
下

▽
本
塁
打
　
山
本
卓
（
ホ
）

宮

崎

梅

田

学

園

０
０
０
　
０
０
２
　
０
０
０
　
４—

６

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
２
　
２—

４

沖
デ
ー
タ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
学
院

（
延
長
十
回
、
十
回
か
ら
タ
イ
ブ

レ
ー
ク
）

（
宮
）
林
、
古
市
、
園
田
―
窪
田

（
沖
）
仲
道
、
仲
本
―
中
田

▽
第
１
代
表
決
定
戦

宮
崎
梅
田
学
園

０
０
０
　
０
０
０
　
０
４
０—

４

１
３
０
　
１
０
０
　
０
０
×—

５

ホ
ン
ダ
熊
本

（
ホ
ン
ダ
熊
本
は
５
年
連
続
14
回

目
）▽

第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
１
回
戦

熊
本
ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
ー
ク
ス

０
３
０
　
０
１
０
　
０
０
０—

４

２
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

２

沖

縄

電

力

（
熊
）
川
崎
、
石
森
―
秋
山

（
沖
）
狩
俣
、
伊
波
―
宮
里
、
山

川日

本

製

鉄

大

分

０
０
０
　
０
０
０
　
０
３
０—

３

１
１
２
　
０
０
０
　
０
０
×—

４

シ
ン
バ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
ー
マ
ン
ズ
Ｂ
Ｃ

（
日
）
吉
田
、
鶴
永
、
油
布
―
与

座（
シ
）
山
下
、
幸
地
―
住
本

九
州
三
菱
自
動
車

０
１
０
　
１
０
１
　
０
１
０
　
１
１
０—

６

０
０
３
　
０
０
０
　
０
０
１
　
１
１
１—

７

鹿
児
島
ド
リ
ー
ム
ウ
ェ
ー
ブ

（
延
長
十
二
回
、
延
長
十
回
か
ら

タ
イ
ブ
レ
ー
ク
）

（
九
）
勅
使
瓦
、
白
幡
、
本
田
、

中
村
光
、
岡
部
、
笹
渕
―
野
中

（
鹿
）
今
井
、
重
村
、
藤
岡
―
山

下
大

▽
本
塁
打
　
林
（
九
）

九
州
総
合
ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
０
　
１
２
０
　
０
０
×—

３

苅
田
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

（
九
）
力
丸
、
菅
原
、
猿
渡
―
安

部
渉

（
苅
）
谷
口
―
笹
田
、
好
見

▽
本
塁
打
　
宮
崎
（
苅
）

▽
第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
２
回
戦

鹿
児
島
ド
リ
ー
ム
ウ
ェ
ー
ブ

０
０
０
　
１
０
０
　
０
０
０—

１

１
１
０
　
１
０
０
　
０
０
×—

３

熊
本
ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
ー
ク
ス

（
鹿
）
福
倉
、
今
井
―
山
下
大

（
熊
）
松
江
、
武
内
―
秋
山

苅
田
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

０
０
１
　
０
０
０
　
０
０
１—

２

０
１
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

シ
ン
バ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
ー
マ
ン
ズ
Ｂ
Ｃ

（
苅
）
野
見
山
、
藤
崎
、
古
賀
―

笹
田
、
好
見

（
シ
）
幸
地
―
住
本

▽
第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
３
回
戦

西

部

ガ

ス

０
０
１
　
０
０
１
　
２
０
０—

４

０
０
０
　
０
０
０
　
０
２
０—

２

熊
本
ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
ー
ク
ス

（
西
）
髙
椋
、
重
田
、
大
畑
、
立

石
、
村
田
、
岩
崎
―
大
久
保

（
熊
）
石
森
、
川
崎
、
徳
橋
―
秋

山苅
田
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

３
０
０
　
０
０
１
　
０
２
１—

７

０
０
０
　
２
０
０
　
０
０
０—

２

沖
デ
ー
タ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
学
院

（
苅
）
谷
口
、
藤
崎
、
原
―
好
見
、

笹
田

（
沖
）
田
代
、
仲
本
、
仲
道
―
中

田

▽
第
２
代
表
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
４
回
戦

苅
田
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

１
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

０
０
０
　
０
３
１
　
０
１
×—

５

西

部

ガ

ス

（
苅
）
古
賀
、
松
永
、
野
見
山
、

藤
崎
、
原
―
好
見
、
笹
田

（
西
）
山
田
、
村
田
、
重
田
、
立

石
―
金
澤

▽
本
塁
打
　
井
手
（
西
）

▽
第
２
代
表
決
定
戦

宮
崎
梅
田
学
園

０
０
０
　
０
０
０
　
１
０
０—

１

０
０
０
　
０
０
３
　
０
０
×—

３

西
部
ガ
ス

（
西
部
ガ
ス
は
２
年
ぶ
り
５
回
目
）

宮崎梅田　打安点
Ｄ　古　山５１０
⑧　茅　島５００
⑨　中　武３１０
③　　堤　４１２
⑦　花　堂４４０
②　国　師４２２
⑤　岡　崎１００
Ｈ　齋　藤０００
Ｒ５石　原２１０
⑥　岡　田４２０
④　上　地２００
Ｈ　窪　田１００
４　伊　藤１００
────────
　　　計　3612４
┈┈┈┈┈┈┈┈
Ｈｏｎｄａ熊本打安点
⑨　山本卓４２１
⑤　和　田３００
⑥　稲　垣４２１
②　浜　岡４２２
Ｄ　持　永３００
ＨＤ川　嶋１００
④　石　井４２０
⑧　宮　川３１０
８　若　林０００
⑦　中　島４２０
③　佐　藤２１１
Ｈ３北　村２００
────────
　　　計　3412５

宮８３０１１８０
　振球犠盗失残併
Ｈ３３１２０９４

投　手　回　安責
松　原　１1/3６４
牛　丸　２２／３４１
山　城　１２／３２０
溝　尻　１２／３００
古　市　　２／３００

横　川　４　４０
片　山　２1/3４０
菊　江　　２／３００
柳　澤　　1/3２３
島　袋　１２／３２１

▽本塁打　堤、国
師▽二塁打　花堂
２、浜岡、石井▽
２時間49分

宮崎梅田　打安点
Ｄ　古　山４００
⑧　茅　島４００
⑨　中　武３００
Ｈ　齋　藤１１０
③　　堤　４１１
⑦　花　堂３１０
②　国　師３００
⑤　岡　崎１００
Ｈ５石　原１１０
⑥　岡　田２００
④　上　地２００
Ｈ　窪　田１００
４　伊　藤０００
────────
　　　計　29４１
┈┈┈┈┈┈┈┈
西部ガス　打安点
⑨　正　木４２０
③　松　薗４２０
⑦　永　利３００
⑤　井　手４２０
⑧　竹　松３０１
８　横　田０００
Ｄ　金　澤４１２
⑥　原　田３００
④　山　中３００
②　大久保３１０
────────
　　　計　31８３

宮７１１００３１
　振球犠盗失残併
西４０２００６１

投　手　回　安責
　林　　５1/3６３
溝　尻　　0/3１０
古　市　２２／３１０

髙　椋　８２／３４１
岩　崎　　1/3００

▽本塁打　堤▽二
塁打　花堂、井手、
松薗▽２時間６分
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◇第91回都市対抗野球大会・出場チーム◇
出 場 回 数

（２年連続24回目）
（２年ぶり16回目）
（７年ぶり15回目）　　　　　
（３年ぶり５回目）
（３年ぶり５回目）
（２年連続38回目）
（５年連続20回目）
（４年連続34回目）
（６年連続45回目）
（初 出 場）
（11年連続23回目）
（５年連続44回目）
（２年ぶり11回目）
（３年連続15回目）
（５年ぶり50回目）
（12年連続42回目）
（６年連続22回目）
（５年連続25回目）
（２年連続41回目）
（４年連続14回目）
（８年ぶり２回目）
（２年連続12回目）
（６年連続31回目）
（５年連続54回目）
（３年連続26回目）
（７年連続37回目）
（２年連続61回目）
（３年ぶり17回目）
（16年ぶり８回目）
（４年ぶり19回目）
（５年連続14回目）
（２年ぶり５回目）

代 表 地 区 　 　 　 都 　 市 　 　 　 　 チ ー ム 名 　 　
推 　 　 薦 　 　 千 　 葉 　 市 ・ Ｊ Ｆ Ｅ 東 日 本
北 海 道 　 　 札 　 幌 　 市 ・ ＪＲ北海道硬式野球クラブ
東 　 　 北 　 ① に か ほ 市 ・ Ｔ Ｄ Ｋ
　 　 　 　 　 ② 石 　 巻 　 市 ・ 日 本 製 紙 石 巻
北 信 越 　 　 高 　 岡 　 市 ・ 伏 木 海 陸 運 送
北 関 東 　 ① 日 　 立 　 市 ・ 日 立 製 作 所
　 　 　 　 　 ② 鹿 　 嶋 　 市 ・ 日 本 製 鉄 鹿 島
南 関 東 　 ① 狭 　 山 　 市 ・ Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ
　 　 　 　 　 ② さ い た ま 市 ・ 日 本 通 運
　 　 　 　 　 ③ 富 　 里 　 市 ・ ハ ナ マ ウ イ
東 　 　 京 　 ① 東 　 京 　 都 ・ Ｊ Ｒ 東 日 本
　 　 　 　 　 ② 東 　 京 　 都 ・ Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本
　 　 　 　 　 ③ 東 　 京 　 都 ・ セ ガ サ ミ ー
　 　 　 　 　 ④ 東 　 京 　 都 ・ 鷺 宮 製 作 所
西 関 東 　 ① 横 　 浜 　 市 ・ Ｅ Ｎ Ｅ Ｏ Ｓ
　 　 　 　 　 ② 川 　 崎 　 市 ・ 東 芝
東 　 　 海 　 ① 豊 　 田 　 市 ・ ト ヨ タ 自 動 車
　 　 　 　 　 ② 鈴 　 鹿 　 市 ・ Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ 鈴 鹿
　 　 　 　 　 ③ 浜 　 松 　 市 ・ ヤ マ ハ
　 　 　 　 　 ④ 名 古 屋 市 ・ 東 邦 ガ ス
　 　 　 　 　 ⑤ 名 古 屋 市 ・ ジ ェ イ プ ロ ジ ェ ク ト
　 　 　 　 　 ⑥ 岡 　 崎 　 市 ・ 三 菱 自 動 車 岡 崎
近 　 　 畿 　 ① 大 　 阪 　 市 ・ Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本
　 　 　 　 　 ② 門 　 真 　 市 ・ パ ナ ソ ニ ッ ク
　 　 　 　 　 ③ 大 　 阪 　 市 ・ 大 阪 ガ ス
　 　 　 　 　 ④ 京 　 都 　 市 ・ 日 本 新 薬
　 　 　 　 　 ⑤ 大 　 阪 　 市 ・ 日 本 生 命
中 　 　 国 　 ① 広 　 島 　 市 ・ 三 菱 重 工 広 島
　 　 　 　 　 ② 倉 　 敷 　 市 ・ 三菱自動車倉敷オーシャンズ
四 　 　 国 　 　 高 　 知 　 市 ・ 四 国 銀 行
九 　 　 州 　 ① 大 　 津 　 町 ・ Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ 熊 本
　 　 　 　 　 ② 福 　 岡 　 市 ・ 西 部 ガ ス
　 　 　 　 　 ※ ○ 数 字 は 代 表 順 位

日本野球連盟連盟報２０２１　広告
広告名 校正回数

スポーツ安全協会 ①
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スポーツ安全協会 ①
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Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
が
３
年
連
続
４
回
目
の
優
勝

北
海
道
ク
ラ
ブ
選
手
権

◇
第
６
回
北
海
道
地
区
ク
ラ
ブ

選
手
権
大
会
（
７
月
11
日
～
12
日
、

25
日
、
野
幌
総
合
運
動
公
園
ほ

か
）▽

１
回
戦

旭
川
グ
レ
ー
ト
ベ
ア
ー
ズ

０
２
１
　
０
０
０
　
０
０
１—

４

０
１
０
　
０
２
０
　
０
０
０—

３

伊
達
聖
ヶ
丘
病
院

（
旭
）
吉
田
、
石
田
―
市
本
健

（
伊
）
齋
藤
憲
、
森
―
大
井

▽
本
塁
打
　
市
本
健
（
旭
）

▽
三
塁
打
　
後
藤
（
伊
）

▽
二
塁
打
　
阿
部
、
鈴
木
（
旭
）

函
館
太
洋
倶
楽
部

０
１
０
　
０
０
６
　
０
０
０—

７

３
０
０
　
１
０
０
　
１
０
０—

５

オ
ー
ル
苫
小
牧

（
函
）
谷
口
―
澤
村

（
オ
）
高
橋
直
、
浦
崎
―
高
橋
正

▽
三
塁
打
　
清
水
翔
（
函
）

▽
二
塁
打
　
青
木
２
（
函
）

小
樽
野
球
協
会

０
０
１
　
０
０
２
　
０
０
０—

３

０
０
５
　
０
１
０
　
０
０
×—

６

札
幌
ブ
ル
ー
イ
ン
ズ

（
小
）
岩
田
、
佐
藤
―
久
保
田

（
札
）
今
井
―
千
葉
奨

▽
本
塁
打
　
木
村
（
札
）

▽
二
塁
打
　
金
谷
大
、
水
岡
、
山

内
、
高
橋
（
小
）
佐
々
木
瞭
、
宇

佐
美
（
札
）

帯
広
倶
楽
部

０
０
０
　
０
０
３
　
０
３
０—

６

０
１
４
　
０
０
０
　
０
２
×—

７

札
幌
倶
楽
部

（
帯
）
杉
本
―
武
藤

（
札
）
田
上
、
庄
内
、
廣
岡
、
倉

地
、
新
堂
―
矢
野

▽
三
塁
打
　
秋
元
、
秋
庭
（
札
）

▽
二
塁
打
　
林
田
、
佐
藤
、
逸
見

（
帯
）

ブ
レ
ー
ブ
く
し
ろ

２
０
０
　
０
０
０
　
０—

２

５
０
５
　
９
２
３
　
×—

24

ウ
イ
ン
北
広
島（七

回
コ
ー
ル
ド
）

（
ブ
）
帰
山
、
山
崎
、
菊
地
―
粥

川
、
林
、
櫻
井

（
ウ
）
高
橋
、
咲
山
、
清
藤
、
山

本
―
小
川
、
内
山

▽
三
塁
打
　
岸
野
、
小
川
、
小
笠

原
、
菅
野
（
ウ
）

▽
二
塁
打
　
渡
邉
健
２
、
鈴
木

（
ウ
）

▽
２
回
戦

函
館
太
洋
倶
楽
部

３
０
０
　
１
０
０
　
０
０
０—

４

０
０
１
　
０
１
１
　
４
０
×—

７

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
し
ら
お
い

（
函
）
谷
口
、
吉
田
、
山
本
泰
―

岩
田
、
澤
村
、
田
端

（
Ｗ
）
高
橋
大
、
岡
本
、
太
田
、

高
橋
塁
、
宮
脇
―
八
幡
、
只
野

▽
二
塁
打
　
古
谷
（
函
）
桑
田
皓
、

西
谷
、
社
翔
、
小
田
（
Ｗ
）

旭
川
グ
レ
ー
ト
ベ
ア
ー
ズ

１
０
０
　
０
０
０
　
０—

１

０
０
２
　
２
０
１
　
３—

８

札
幌
ホ
ー
ネ
ッ
ツ

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
旭
）
石
田
、
市
本
大
―
市
本
健

（
札
）
小
林
健
―
坂
東

▽
三
塁
打
　
藤
島
２
（
札
）

▽
二
塁
打
　
小
林
嶺
（
札
）

札
幌
ブ
ル
ー
イ
ン
ズ

０
０
０
　
２
０
０
　
０—

２

０
０
２
　
１
２
４
　
×—

９

ウ
イ
ン
北
広
島

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
札
）
川
村
、
高
口
、
登
嶋
―
千

葉
奨

（
ウ
）
吉
田
―
小
川

▽
三
塁
打
　
東
海
林
（
札
）
堀
田
、

菅
野
、
菅
原
、
横
山
（
ウ
）

▽
二
塁
打
　
木
村
（
札
）
岸
野
、

小
川
（
ウ
）

札
幌
倶
楽
部

０
０
０
　
０
０
０
　
０—

０

３
０
０
　
２
２
１
　
×—

８

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｓ（七

回
コ
ー
ル
ド
）

（
札
）
原
、
田
上
、
新
堂
、
濱
田

―
矢
野

（
Ｔ
）
宮
崎
、
佐
藤
憲
―
小
川
、

新
川▽

準
決
勝

札
幌
ホ
ー
ネ
ッ
ツ

０
０
０
　
３
０
１
　
０
０
０—

４

０
０
４
　
１
０
３
　
０
０
×—

８

ウ
イ
ン
北
広
島

（
札
）
小
林
健
、
鍵
政
―
坂
東

（
ウ
）
咲
山
、
清
藤
、
吉
田
、
山

本
―
小
川

▽
本
塁
打
　
鈴
木
（
札
）

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｓ

０
０
１
　
０
０
１
　
２
０
０—

４

０
０
０
　
０
１
１
　
０
０
０—

２

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
し
ら
お
い

（
Ｔ
）
三
浦
―
新
川

（
Ｗ
）
二
瓶
、
宮
脇
、
高
橋
塁
―

八
幡Ｔ

Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
が
快
勝 

継
投
は
ま
り
終
盤
決
勝
点

▽
決
勝

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｓ

０
１
０
　
０
０
０
　
０
２
０—

３

０
０
１
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

ウ
イ
ン
北
広
島

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
が
６
安
打
で

３
点
と
打
線
が
う
ま
く
つ
な
が
り
、

継
投
で
ウ
イ
ン
北
広
島
を
１
安

打
、
１
点
に
抑
え
た
。
二
回
に
小

川
の
二
塁
打
と
足
澤
の
適
時
打
で

先
制
し
た
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
は
八

回
、
小
川
の
適
時
三
塁
打
と
佐
藤

星
の
適
時
打
で
２
点
を
勝
ち
越
し

た
。
守
っ
て
は
宮
本
、
宮
崎
の
継

投
で
、
ウ
イ
ン
北
広
島
を
小
川
の

犠
飛
に
よ
る
１
点
に
抑
え
た
。

2021
年
日
本
野
球
連
盟
「
連
盟
報
」

82
185
264

1
C右

A33078D

20
21
年
日
本
野
球
連
盟
「
連
盟
報
」

83
18
5

26
4

1
C 右

A3
30
78
D

ＴＲＡＮＳＹＳ打安点
⑤　小笠原４００
④　西　野３１０
Ｄ　本　間３００
⑨　大　栗４１０
⑧　小　川４２１
③　佐藤星３１１
⑥　足　澤３１１
②　新　川４００
⑦　　表　４００
────────
　　　計　32６３
┈┈┈┈┈┈┈┈
ウイン北広島打安点
④　堀　田３００
⑥　渡邉健４００
②　小　川３１１
Ｄ　長谷田３００
ＨＤ笹　原１００
⑤　菅　野２００
③　小笠原３００
⑦　永　井１００
⑧　岸　野３００
⑨　菅　原３００
Ｈ　鈴　木１００
────────
　　　計　27１１

Ｔ９４１１１７０
　振球犠盗失残併
ウ３８２２０９１

投　手　回　安責
宮　本　５　１０
宮　崎　４　００

高　橋　５　３１
吉　田　４　３２

▽三塁打　大栗、
小川（Ｔ）▽二塁
打　小川（Ｔ）▽
暴投　高橋▽２時
間21分

各地区クラブ選手権大会各地区クラブ選手権大会
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野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
優
秀
選
手
賞

小
川
弘
輝
（
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｙ

Ｓ
）

◇
敢
闘
選
手
賞

小
川
孝
平
（
ウ
イ
ン
北
広
島
）

◇
首
位
打
者
賞

菅
野
郁
弥
（
ウ
イ
ン
北
広
島
）

＝
14
打
数
７
安
打
、
打
率
５
割

◇
特
別
賞

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｓ

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ク
ラ
ブ
が
初
優
勝

東
北
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ

◇
第
６
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
東
北
ク
ラ

ブ
カ
ッ
プ
大
会
（
９
月
５
～
６
日
、

山
形
・
鶴
岡
ド
リ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア

ム
ほ
か
）

▽
１
回
戦

前
沢
野
球
俱
楽
部

０
０
０
　
１
０
０
　
０—

１

４
０
２
　
０
２
３
　
×—

11

鶴
岡
野
球
ク
ラ
ブ（七

回
コ
ー
ル
ド
）

（
前
）
高
橋
直
、
佐
々
木
―
小
野

寺
徹
、
高
橋
直

（
鶴
）
石
川
、
乾
、
大
高
、
佐
藤

泰
―
伊
勢
、
佐
藤
和

▽
二
塁
打
　
阿
部
（
前
）
冨
樫
祐
、

橋
本
、
佐
藤
和
（
鶴
）

小
峰
ク
ラ
ブ

０
０
０
　
０
０
０
　
１—

１

３
１
６
　
０
０
２
　
×—

12

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ク
ラ
ブ（

七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
小
）
鈴
木
賢
、
岸
波
、
渡
部
秀
、

溝
口
、
迎
―
渡
部
凌
、
高
田

（
Ｔ
）
加
藤
理
、
小
林
、
豊
島
、

ロ
ー
レ
ン
ス
―
佐
々
木
優
、
石
黒

▽
三
塁
打
　
佐
藤
貴
、
佐
々
木
優
、

清
野
（
Ｔ
）

▽
二
塁
打
　
佐
々
木
優
（
Ｔ
）

三
菱
製
紙
八
戸
ク
ラ
ブ

０
０
２
　
１
０
２
　
２
０
０—
７

１
３
１
　
０
０
０
　
０
０
０—
５

一
関
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
三
）
奥
山
猛
、
中
里
―
高
橋
智

（
一
）
今
野
、
佐
藤
巧
、
今
野
―

佐
藤
瑞

▽
三
塁
打
　
大
野
（
三
）

▽
二
塁
打
　
高
山
、
中
野
渡
、
奥

山
隆
（
三
）
佐
藤
巧
、
中
村
、
中

鉢
（
一
）

天
童
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

１
０
０
　
３
０
０
　
０
０
２—

６

１
０
０
　
０
２
１
　
０
１
２—

７

福
島
硬
友
ク
ラ
ブ

（
天
）
押
野
、
沖
津
、
太
田
―
須

藤
、
片
山
、
須
藤

（
福
）
佐
久
間
、
伊
藤
―
佐
藤
駿

▽
二
塁
打
　
逸
見
、
梶
沼
（
天
）

朝
倉
（
福
）

▽
準
決
勝

鶴
岡
野
球
ク
ラ
ブ

０
０
０
　
１
０
０
　
０
０
０—

１

０
０
０
　
２
２
０
　
２
０
×—

６

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ク
ラ
ブ

（
鶴
）
石
川
、
乾
、
伊
藤
魁
、
大

高
、
佐
藤
泰
―
伊
勢
、
佐
藤
和

（
Ｔ
）
有
住
、
小
林
、
豊
島
―

佐
々
木
優

▽
二
塁
打
　
橋
本
（
鶴
）
清
野
、

村
瀬
（
Ｔ
）

福
島
硬
友
ク
ラ
ブ

０
０
０
　
０
４
０
　
０
０
０
　
１—

５

０
０
０
　
１
０
０
　
０
１
２
　
０—

４

三
菱
製
紙
八
戸
ク
ラ
ブ

（
延
長
十
回
、
十
回
か
ら
タ
イ
ブ

レ
ー
ク
）

（
福
）
小
林
、
伊
藤
―
佐
藤
駿

（
三
）
高
橋
航
、
中
野
渡
、
八
重

垣
晴
、
富
田
尭
―
高
橋
智

▽
本
塁
打
　
菅
野
（
福
）
湊

（
三
）

▽
二
塁
打
　
佐
藤
駿
、
戸
巻

（
福
）
奥
山
隆
（
三
）

Ｔ
Ｆ
Ｕ
が
七
回
決
勝
点 

加
藤
理
が
１
失
点
完
投

▽
決
勝

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ク
ラ
ブ

１
０
０
　
０
０
０
　
１
０
０—

２

１
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

福
島
硬
友
ク
ラ
ブ

１
―
１
の
同
点
で
迎
え
た
七
回
、

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ク
ラ
ブ
は
四
球
を
選
ん
だ

先
頭
の
佐
々
木
優
が
犠
打
と
盗
塁

で
三
塁
に
進
み
、
間
枝
の
適
時
打

で
決
勝
点
を
挙
げ
た
。
試
合
は
一

回
に
Ｔ
Ｆ
Ｕ
が
四
球
を
足
場
に
佐

藤
貴
の
適
時
打
で
先
制
。
福
島
硬

友
ク
ラ
ブ
も
そ
の
裏
、
菅
野
の
二

塁
打
か
ら
同
点
と
し
た
が
、
そ
の

後
は
立
ち
直
っ
た
加
藤
理
に
要
所

を
抑
え
ら
れ
て
完
投
を
許
し
た
。

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

加
藤
　
理
久
（
Ｔ
Ｆ
Ｕ
ク
ラ

ブ
）

◇
敢
闘
賞

佐
久
間
勇
斗
（
福
島
硬
友
ク
ラ

ブ
）

◇
首
位
打
者
賞

村
瀬
　
大
樹
（
Ｔ
Ｆ
Ｕ
ク
ラ

ブ
）
＝
11
打
数
５
安
打
、
打
率

４
割
５
分
５
厘

ロ
キ
テ
ク
ノ
富
山
が
２
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝

北
信
越
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ

◇
第
６
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
北
信
越
ク

ラ
ブ
カ
ッ
プ
大
会
（
10
月
16
日
～

18
日
、
石
川
・
津
幡
運
動
公
園
球

場
）

　
▽
１
回
戦

ハ
ー
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
金
沢

１
０
０
　
３
９
２
　
０—

15

０
５
０
　
０
０
１
　
０—

６

富
山
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
ハ
）
中
川
清
、
嶋
、
土
田
―
能

崎（
富
）
村
地
、
小
山
田
―
砂

▽
二
塁
打
　
中
川
広
、
中
野
、
能

崎
、
辻
、
山
本
２
、
北
川
（
ハ
）

千
曲
川
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

１
１
０
　
１
１
０
　
２
０
２—

８

０
０
２
　
０
０
１
　
０
０
０—

３

バ
ン
デ
ィ
ッ
ツ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
千
）
本
多
、
八
幡
宥
―
石
渡

（
バ
）
小
林
、
清
水
、
新
倉
、
山

田
―
本
間

▽
本
塁
打
　
豊
田
（
千
）
井
出

（
バ
）

▽
三
塁
打
　
藤
井
（
バ
）

▽
二
塁
打
　
石
渡
（
千
）
本
間

（
バ
）

全
新
潟
ブ
ラ
ッ
ク
ス

０
０
０
　
０
０
０
　
０
２
０—

２

１
０
０
　
０
０
０
　
４
０
×—

５

福
井
ミ
リ
オ
ン
ド
リ
ー
ム
ズ

（
全
）
小
林
、
楡
井
―
桐
生

（
福
）
山
田
―
壇
野

▽
二
塁
打
　
萩
原
（
全
）
杉
田

（
福
）

上
田
硬
式
野
球
倶
楽
部

０
０
０
　
１
０
０
　
０
０
０—

１

０
０
０
　
０
１
０
　
１
３
×—

５

ロ
キ
テ
ク
ノ
富
山

（
上
）
西
内
、
山
崎
、
古
田
―
田

2021
年
日
本
野
球
連
盟
「
連
盟
報
」

82
185
264

1
C右

A33078D

20
21
年
日
本
野
球
連
盟
「
連
盟
報
」

83
18
5

26
4

1
C 右

A3
30
78
D

ＴＦＵク　打安点
③４野　澤３００
⑦　村　瀬３００
⑧　佐藤貴４２１
⑤　北　川４２０
⑨３清　野４００
②佐々木優２００
Ｄ　庄　司３００
⑥　舟　田３００
④　蝦　名１００
⑨　間　枝２１１
────────
　　　計　29５２
┈┈┈┈┈┈┈┈
福島硬友ク打安点
④　菅　野４２０
②　佐藤駿４２０
⑧　朝　倉４０１
③７西　村４１０
Ｄ　山　内３１０
Ｈ　戸　巻１００
⑨　芝　田３００
⑥　関　根３００
⑤　川　上２００
Ｈ３目　黒１００
⑦　宮　島２１０
Ｈ５佐藤健１００
────────
　　　計　32７１

Ｔ６３２３１５１
　振球犠盗失残併
福６００１０４０

投　手　回　安責
加藤理　９　７１
　
佐久間　５　２１
伊　藤　３　３１
渡辺陽　１　００

▽二塁打　佐藤貴、
菅野、西村▽暴投
　佐久間▽２時間
３分
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中
、
中
島

（
ロ
）
長
坂
―
沢
田
、
黒
田

▽
三
塁
打
　
神
藤
（
ロ
）

▽
二
塁
打
　
河
野
、
上
田
（
ロ
）

▽
準
決
勝

ハ
ー
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
金
沢

０
０
０
　
０
３
０
　
０
０
０
　
０—
３

１
１
１
　
０
０
０
　
０
０
０
　
１—
４

千
曲
川
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

（
延
長
十
回
、
十
回
か
ら
タ
イ
ブ

レ
ー
ク
）

（
ハ
）
土
田
、
嶋
―
能
崎

（
千
）
浅
原
、
萩
谷
、
田
中
、
水

科
―
仲
村
渠
侑
、
石
渡

▽
二
塁
打
　
能
崎
、
中
川
広

（
ハ
）
高
橋
、
牧
嶋
２
（
千
）

ロ
キ
テ
ク
ノ
富
山

０
１
０
　
０
０
０
　
０
２
２—

５

０
０
０
　
０
０
３
　
０
１
０—

４

福
井
ミ
リ
オ
ン
ド
リ
ー
ム
ズ

（
ロ
）
松
原
、
孫
大
、
後
藤
、
齋

藤
―
沢
田
、
黒
田

（
福
）
柏
谷
、
山
田
―
壇
野

▽
本
塁
打
　
太
田
、
福
本
（
ロ
）

後
藤
（
福
）

▽
二
塁
打
　
沢
田
、
太
田
（
ロ
）

藤
田
（
福
）

ロ
キ
テ
ク
ノ
着
実
加
点 

前
半
の
４
得
点
で
快
勝

▽
決
勝

ロ
キ
テ
ク
ノ
富
山

１
１
０
　
０
２
０
　
０
０
０—

４

０
０
０
　
１
０
０
　
０
０
１—

２

千
曲
川
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

ロ
キ
テ
ク
ノ
富
山
が
前
半
に
10

安
打
を
集
め
て
４
点
を
奪
い
、
先

発
の
飯
塚
が
８
回
１
失
点
で
千
曲

川
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
の
反
撃
を
抑

え
た
。
ロ
キ
テ
ク
ノ
は
一
回
に
太

田
の
適
時
打
で
１
点
を
先
取
。
二

回
は
宮
本
の
二
塁
打
に
２
四
球
を

絡
め
て
加
点
し
、
五
回
は
宮
本
の

二
塁
打
な
ど
３
安
打
で
点
差
を
広

げ
た
。
千
曲
川
は
関
本
、
小
林
の

二
塁
打
な
ど
で
２
点
を
返
し
た
が
、

11
三
振
を
喫
し
打
線
の
つ
な
が
り

を
欠
い
た
。

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

飯
塚
亜
希
彦
（
ロ
キ
テ
ク
ノ
富

山
）

◇
敢
闘
賞

西
田
　
健
志
（
千
曲
川
硬
式
野

球
ク
ラ
ブ
）

◇
打
撃
賞

永
澤
　
蓮
士
（
千
曲
川
硬
式
野

球
ク
ラ
ブ
）
＝
11
打
数
５
安
打
、

打
率
４
割
５
分
４
厘

全
足
利
ク
ラ
ブ
が
２
年
ぶ
り
５
回
目
の
優
勝

関
東
ク
ラ
ブ
選
手
権

◇
第
13
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
関
東
連
盟

ク
ラ
ブ
選
手
権
大
会
（
10
月
18
日
、

24
日
、
さ
い
た
ま
市
営
浦
和
球
場

ほ
か
）

▽
１
回
戦

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
99

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—
０

０
０
０
　
０
０
２
　
０
０
×—
２

全
鹿
嶋
野
球
倶
楽
部

（
Ｒ
）
大
野
、
中
川
―
湯
澤

（
全
）
吉
田
、
川
畑
―
田
島

▽
本
塁
打
　
森
作
（
全
）

▽
三
塁
打
　
渡
久
地
（
Ｒ
）

▽
二
塁
打
　
菅
藤
（
Ｒ
）
森
作

（
全
）

全

足

利

ク

ラ

ブ

０
０
０
　
２
０
３
　
０
０
０—

５

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

Ｊ
Ｆ
Ａ
Ｍ
　
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ

（
全
）
中
田
―
深
澤

（
Ｊ
）
ミ
ヒ
ニ
ャ
ッ
ク
、
坂
―
桝

本▽
本
塁
打
　
近
藤
２
（
全
）

▽
二
塁
打
　
青
木
伊
（
全
）

川
口
ゴ
ー
ル
デ
ン
ド
リ
ー
ム
ス

０
０
０
　
０
０
０
　
０—

０

３
３
１
　
０
０
０
　
×—

７

ハ

ナ

マ

ウ

イ

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
川
）
山
下
、
小
野
瀬
―
小
澤

（
ハ
）
久
保
田
、
木
村
、
櫻
井
―

御
所
名

▽
本
塁
打
　
加
藤
（
ハ
）

▽
二
塁
打
　
山
田
、
林
（
ハ
）

太
田
暁
工
業
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

０
０
１
　
０
１
０
　
０
０
３—

５

１
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
・
Ｊ
Ｏ
Ｂ
硬
式
野
球
部

（
太
）
櫻
井
、
高
橋
紀
―
高
橋
一

（
Ｇ
）
田
中
、
藤
本
―
松
下

▽
本
塁
打
　
柳
澤
（
Ｇ
）

▽
二
塁
打
　
西
（
太
）

▽
準
決
勝

全
足
利
ク
ラ
ブ

４
０
０
　
０
０
３
　
２
２
０—

11

２
０
０
　
１
０
０
　
３
０
０—

６

全
鹿
嶋
野
球
倶
楽
部

（
足
）
野
澤
、
岩
崎
海
―
深
澤

（
鹿
）
栗
澤
聖
、
川
畑
、
堀
井
―

田
島

▽
三
塁
打
　
近
藤
（
足
）

▽
二
塁
打
　
山
崎
、
一
澤
、
深
澤

（
足
）
大
川
（
鹿
）

太
田
暁
工
業
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

０
０
０
　
０
０
２
　
０
０—

２

０
０
０
　
３
０
２
　
３
１—

９

ハ

ナ

マ

ウ

イ

（
八
回
コ
ー
ル
ド
）

（
太
）
高
橋
紀
、
櫻
井
、
青
木
―

岩
城

（
ハ
）
尾
形
、
櫻
井
―
御
所
名

▽
本
塁
打
　
道
上
（
ハ
）

▽
二
塁
打
　
道
上
、
安
福
（
ハ
）

全
足
利
が
集
中
打
発
揮 

継
投
も
決
ま
っ
て
快
勝

▽
決
勝

2021
年
日
本
野
球
連
盟
「
連
盟
報
」

84
185
264

1
C右

A33078D

20
21
年
日
本
野
球
連
盟
「
連
盟
報
」

85
18
5

26
4

1
C 右

A3
30
78
D

ロキテクノ打安点
⑧　福　本５２０
⑦　牧　嶋３２１
⑥　河　野４００
⑨　太　田４２１
③　上　田３１０
⑤　神　藤４１０
Ｄ　宮　本５３１
②　黒　田２１１
④　山　口４００
────────
　　　計　3412４
┈┈┈┈┈┈┈┈
千曲川　　打安点
⑥　永　澤２１０
Ｈ　高　橋１１１
６５大　城２０１
⑦　西　田５３０
③　豊　田４１０
⑨　伊志嶺３００
④　牧　嶋３００
Ｈ４近　藤１００
Ｄ　関　本４１０
⑤　坂　元２００
Ｈ　加藤洋１００
６　豊　山１００
②　石　渡２００
⑧　高　松３００
Ｈ　小　林１１０
────────
　　　計　35８２

ロ４６４００13１
　振球犠盗失残併
千11４０１０10１

投　手　回　安責
飯　塚　８　７０
孫　大　１　１１

平　林　２　５２
本　多　４　６２
八　幡　３　１０

▽二塁打　宮本２、
関本、西田、小林
▽暴投　飯塚▽２
時間39分

全足利ク　打安点
⑤　八代竜３００
④　藁　谷３２３
⑥　倉　澤２１１
⑦　青木伊４００
③　一　澤１００
Ｒ　岩崎昂０００
３　増　淵３００
⑨　近　藤４１０
Ｄ　山　崎４２１
②　深　澤３１１
⑧　田部井２１１
────────
　　　計　29８７
┈┈┈┈┈┈┈┈
ハナマウイ打安点
④　加　藤３１０
③　梅　澤３１０
⑧　大　友３００
⑨　田　中４１０
⑦　道　上４００
⑤　山　田３１１
Ｄ　安　福３１０
②　御所名０００
⑥　松　井３００
────────
　　　計　26５１

全６４１１１５０
　振球犠盗失残併
ハ７６００２10０

投　手　回　安責
黒　沼　６　３１
中　田　１　２０

平　野　５　５３
久保田　２　３３

▽本塁打　山田
（黒沼）▽三塁打
　藁谷▽二塁打　
山崎、安福▽暴投
　平野　▽２時間
４分
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全
足
利
ク
ラ
ブ

０
２
０
　
０
２
４
　
０—

８

０
０
０
　
０
０
１
　
０—

１

ハ
ナ
マ
ウ
イ（

七
回
コ
ー
ル
ド
）

全
足
利
ク
ラ
ブ
が
敵
失
を
利
し

て
集
中
打
を
発
揮
、
継
投
で
危

な
げ
な
く
ハ
ナ
マ
ウ
イ
を
降
し

た
。
全
足
利
は
二
回
、
敵
失
か
ら

山
崎
の
二
塁
打
な
ど
で
２
点
を
先

取
。
六
回
も
敵
失
を
足
場
に
藁
谷

の
三
塁
打
な
ど
で
リ
ー
ド
を
広
げ

た
。
ハ
ナ
マ
ウ
イ
は
黒
沼
に
前
半

を
１
安
打
に
抑
え
ら
れ
た
の
が
誤

算
で
、
山
田
の
ソ
ロ
の
１
点
に
終

わ
っ
た
。野球

…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

黒
沼
克
誠
（
全
足
利
ク
ラ
ブ
）

◇
敢
闘
賞

山
田
　
義
喜
（
ハ
ナ
マ
ウ
イ
）

◇
首
位
打
者
賞

近
藤
　
政
樹
（
全
足
利
ク
ラ

ブ
）
＝
11
打
数
６
安
打
、
打
率

５
割
４
分
５
厘

ジ
ェ
イ
グ
ル
ー
プ
が
初
優
勝

東
海
ク
ラ
ブ
選
手
権

◇
２
０
２
０
年
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
東
海

地
区
ク
ラ
ブ
選
手
権
大
会
（
11
月

14
日
～
15
日
、
岐
阜
・
長
良
川
球

場
）▽

１
回
戦

岐
阜
硬
式
野
球
俱
楽
部

０
０
０
　
０
１
０
　
０
１
０—

２

０
１
０
　
０
２
０
　
０
０
×—

３

静
岡
硬
式
野
球
俱
楽
部

（
岐
）
大
野
―
安
井

（
静
）
横
馬
、
宮
島
、
川
里
、
上

村
―
吉
永

鳥
開
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

０
０
０
　
１
０
０
　
０
０
０—

１

０
１
０
　
０
０
０
　
１
０
×—

２

三
重
高
虎
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
鳥
）
伊
藤
、
金
藤
―
井
上

（
三
）
山
口
、
西
本
―
粶

▽
二
塁
打
　
小
椋
（
鳥
）
宮
下

（
三
）

ヤ
マ
ハ
発
動
機
野
球
部

０
１
０
　
０
０
０
　
０
０—

１

０
３
０
　
０
３
０
　
０
２—

８

ジ
ェ
イ
グ
ル
ー
プ

（
八
回
コ
ー
ル
ド
）

（
ヤ
）
近
藤
、
荒
木
、
中
村
俊
、

山
口
―
伊
野
瀬

（
ジ
）
国
広
、
渡
邉
―
松
本

▽
本
塁
打
　
鎌
田
（
ジ
）

▽
三
塁
打
　
伊
野
瀬
（
ヤ
）

▽
二
塁
打
　
エ
ド
ポ
ロ
（
ジ
）

矢
場
と
ん
ブ
ー
ス
タ
ー
ズ

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
０
　
０
０
０
　
０
６
×—

６

焼
津
マ
リ
ー
ン
ズ

（
矢
）
西
浦
、
原
井
、
大
浦
、
岩

本
―
名
越

（
焼
）
中
村
―
杉
本

▽
本
塁
打
　
藪
田
（
焼
）

▽
準
決
勝

三
重
高
虎
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

０
０
０
　
１
０
０
　
０
０
１—

２

０
０
１
　
０
０
１
　
１
１
×—

４

ジ

ェ

イ

グ

ル

ー

プ

（
三
）
伊
豆
丸
、
西
本
―
粶

（
ジ
）
吉
田
―
松
本

▽
本
塁
打
　
高
木
、
エ
ド
ポ
ロ

（
ジ
）

▽
二
塁
打
　
岡
本
（
ジ
）

静
岡
硬
式
野
球
俱
楽
部

０
０
０
　
０
０
１
　
０
０
０—

１

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

焼
津
マ
リ
ー
ン
ズ

（
静
）
大
沢
、
上
村
―
吉
永

（
焼
）
中
野
、
清
水
―
杉
本

▽
二
塁
打
　
森
山
（
焼
）

ジ
ェ
イ
一
回
に
集
中
打 

継
投
で
静
岡
を
抑
え
る

▽
決
勝

静
岡
硬
式
野
球
俱
楽
部

０
０
１
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

６
０
０
　
０
０
１
　
０
０
×—

７

ジ
ェ
イ
グ
ル
ー
プ

ジ
ェ
イ
グ
ル
ー
プ
が
一
回
、
四

死
球
を
足
場
に
集
中
打
で
一
気
に

試
合
を
決
め
た
。
３
四
死
球
で
１

死
満
塁
と
し
、
５
番
・
有
野
か
ら

４
連
続
長
短
打
。
打
者
10
人
の
猛

攻
で
６
点
を
奪
っ
た
。
守
っ
て
も

先
発
の
馬
明
が
６
回
を
１
点
に
抑

え
、
終
盤
も
継
投
で
追
加
点
を
許

さ
な
か
っ
た
。

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
優
秀
選
手
賞

吉
田
　
拓
樹
（
ジ
ェ
イ
グ
ル
ー

プ
）

◇
敢
闘
賞

大
沢
　
達
也
（
静
岡
硬
式
野
球

倶
楽
部
）

◇
首
位
打
者
賞

高
木
　
　
光
（
ジ
ェ
イ
グ
ル
ー

プ
）
＝
12
打
数
５
安
打
、
打
率

４
割
１
分
７
厘

大
和
高
田
ク
ラ
ブ
が
初
優
勝

近
畿
ク
ラ
ブ
会
長
杯

◇
第
６
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
近
畿
ク
ラ

ブ
会
長
杯
（
９
月
26
日
～
27
日
、

10
月
３
日
、
滋
賀
・
甲
賀
市
民
ス

タ
ジ
ア
ム
）

▽
１
回
戦

大
和
高
田
ク
ラ
ブ

１
０
１
　
０
０
０
　
０
０
３—

５

０
０
０
　
０
２
０
　
０
０
０—

２

湖
南
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
九
回
か
ら
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
）

（
大
）
山
本
竜
、
濵
田
、
楠
本
、

米
倉
―
松
山

（
湖
）
後
藤
、
西
澤
―
橋
本
、
牧

田▽
本
塁
打
　
西
脇
（
大
）

▽
二
塁
打
　
松
本
、
倉
川
（
大
）

大
阪
ウ
イ
ン
グ
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

１
１
２
　
０
０
２
　
０—

６

２
１
６
　
０
０
０
　
０—

９

山
城
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
大
）
神
谷
、
野
村
―
鯵
坂

（
山
）
山
岡
、
吉
井
颯
―
森
脇

▽
二
塁
打
　
白
石
（
大
）
中
岡
、

中
村
、
光
吉
２
、
山
下
（
山
）

Ｏ

Ｂ

Ｃ

高

島

０
２
０
　
０
０
０
　
１
２
１—

６

０
０
０
　
０
０
０
　
１
０
０—

１

奈
良
フ
レ
ン
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
Ｏ
）
山
下
、
余
―
堀
川

（
奈
）
上
田
―
桐
木

▽
三
塁
打
　
佐
竹
（
Ｏ
）
白
石

（
奈
）

▽
二
塁
打
　
松
下
２
、
森
田
慧

（
Ｏ
）

神
戸
ビ
ル
ダ
ー
ズ

１
０
０
　
０
０
０
　
０—

１

４
３
０
　
０
０
０
　
１—

８

マ
ツ
ゲ
ン
箕
島
硬
式
野
球
部

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
神
）
鶴
井
、
雑
賀
―
村
井

（
マ
）
殿
城
、
楠
岡
―
水
田

2021
年
日
本
野
球
連
盟
「
連
盟
報
」

84
185
264

1
C右

A33078D

20
21
年
日
本
野
球
連
盟
「
連
盟
報
」

85
18
5

26
4

1
C 右

A3
30
78
D

静岡硬式　打安点
⑦８高　取４１０
④　川　岸４２１
③５有賀純４１０
⑨　上　村４１０
⑤６渡　邉３１０
６　中　根１００
②　吉　永３００
Ｄ　加　藤４２０
⑥　池井戸１００
Ｈ３太　田１００
⑧　安　本２１０
Ｈ　有賀龍１１０
Ｒ７水　元１００
────────
　　　計　3310１
┈┈┈┈┈┈┈┈
ジェイ　　打安点
⑨　鈴　木３００
⑦エドポロ５１０
７　影　下０００
④　田　村２２１
②　松　本３００
⑧　有　野４１１
⑤　高　木４２２
③　鎌　田４２１
Ｄ　千　代３２１
ＨＤ伊　藤１００
⑥　岡　本４１０
────────
　　　計　3311６

静７４０００９０
　振球犠盗失残併
ジ７４１００７３

投　手　回　安責
宮　島　１　４４
川　里　７　７１

馬　明　６　８１
松　下　１　２０
國　廣　２　００

▽二塁打　千代、
エドポロ、田村▽
２時間30分
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▽
本
塁
打
　
山
本
（
神
）

▽
二
塁
打
　
川
崎
（
神
）

▽
準
決
勝

大
和
高
田
ク
ラ
ブ

０
０
３
　
１
２
５
　
１—

12

０
０
０
　
０
０
０
　
０—
０

山
城
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
大
）
金
村
、
濵
田
―
松
山
、
大

谷（
山
）
山
岡
、
吉
井
颯
、
佐
野
―

森
脇

▽
三
塁
打
　
松
山
（
大
）

▽
二
塁
打
　
村
上
直
、
倉
川
、
今

里
、
山
本
柊
、
松
本
（
大
）

Ｏ

Ｂ

Ｃ

高

島

０
０
２
　
１
０
０
　
０
０
０—

３

０
０
０
　
０
０
０
　
５
１
×—

６

マ
ツ
ゲ
ン
箕
島
硬
式
野
球
部

（
Ｏ
）
山
下
、
余
―
堀
川

（
マ
）
梅
原
、
森
、
竹
中
―
田
中
、

水
田

▽
三
塁
打
　
小
邨
（
マ
）

▽
二
塁
打
　
松
下
、
森
田
慧
、
佐

竹
（
Ｏ
）

マ
ツ
ゲ
ン
と
の
強
豪
対
決 

Ｔ
Ｂ
で
大
和
高
田
に
軍
配

▽
決
勝

大
和
高
田
ク
ラ
ブ

０
０
０
　
６
０
０
　
０
０
０
　
３—

９

０
０
４
　
２
０
０
　
０
０
０
　
０—

６

マ
ツ
ゲ
ン
箕
島
硬
式
野
球
部

（
延
長
十
回
、
十
回
か
ら
タ
イ
ブ

レ
ー
ク
）

タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
十
回
、
大
和

高
田
ク
ラ
ブ
は
暴
投
と
西
脇
の
適

時
打
で
決
勝
点
を
奪
っ
た
。
前
半

は
打
撃
戦
。
三
回
に
マ
ツ
ゲ
ン
箕

島
硬
式
野
球
部
が
三
村
の
三
塁
打

な
ど
５
安
打
で
４
点
を
先
取
す
る

と
、
大
和
高
田
は
四
回
、
３
四
球

と
西
脇
、
山
本
柊
の
二
塁
打
な
ど

４
安
打
で
６
点
を
挙
げ
逆
転
。
マ

ツ
ゲ
ン
は
そ
の
裏
、
３
安
打
で
同

点
と
し
た
が
、
五
回
以
降
は
打
線

に
つ
な
が
り
を
欠
い
た
。

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

西
脇
　
雅
弥
（
大
和
高
田
ク
ラ

ブ
）

◇
敢
闘
賞

竹
中
　
　
諒
（
マ
ツ
ゲ
ン
箕
島

硬
式
野
球
部
）

◇
打
撃
賞

髙
橋
　
直
政
（
マ
ツ
ゲ
ン
箕
島

硬
式
野
球
部
）

福
山
ロ
ー
ズ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
２
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝

中
国
・
四
国
ク
ラ
ブ
選
手
権

◇
第
６
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
中
国
・
四

国
ク
ラ
ブ
選
手
権
大
会
（
10
月
17

日
、
岡
山
・
美
咲
町
エ
イ
コ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
）

▽
１
回
戦

福
山
ロ
ー
ズ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

０
０
０
　
０
０
２
　
０
０
１—

３

０
０
０
　
１
０
０
　
１
０
０—

２

シ
ョ
ウ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
福
）
大
恵
―
松
永

（
シ
）
比
嘉
―
河
内

▽
本
塁
打
　
伊
藤
（
福
）

▽
二
塁
打
　
丸
山
、
堀
（
福
）
後

藤
（
シ
）

航
空
自
衛
隊
防
府
ク
ラ
ブ

０
０
０
　
０
０
０
　
０—

０

１
１
０
　
２
０
２
　
１—

７

松
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
航
）
西
本
、
吉
本
―
重
石

（
松
）
伊
藤
―
井
上
和

▽
本
塁
打
　
山
口
（
松
）

▽
二
塁
打
　
奥
津
２
（
松
）

福
山
ロ
ー
ズ
の
林
が
力
投 

松
山
Ｐ
Ｘ
の
反
撃
封
じ
る

▽
決
勝

福
山
ロ
ー
ズ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

０
０
１
　
０
３
０
　
０
０
０—

４

０
０
０
　
０
２
０
　
０
０
０—

２

松
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

福
山
ロ
ー
ズ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の

林
が
１
５
２
球
の
力
投
で
松
山
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
を
２
点
に
抑
え
、
完

投
勝
利
を
飾
っ
た
。
福
山
は
三
回
、

伊
藤
か
ら
の
３
連
打
で
先
制
。
五

回
は
四
球
と
安
打
な
ど
に
よ
る
１

死
二
、
三
塁
か
ら
、
敵
失
と
中
村

の
適
時
打
で
３
点
を
加
え
た
。
松

山
は
五
回
、
３
四
球
で
１
死
満
塁

と
し
、
高
畑
の
適
時
打
と
片
山
の

犠
飛
で
２
点
を
返
し
た
が
、
六
回

以
降
は
１
安
打
に
抑
え
ら
れ
た
。

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
優
秀
選
手
賞

林
　
　
亮
太
（
福
山
ロ
ー
ズ
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
）

◇
敢
闘
賞

伊
藤
　
駿
介
（
松
山
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
）

ビ
ッ
グ
開
発
ク
ラ
ブ
が
６
年
ぶ
り
３
回
目
の
優
勝

九
州
ク
ラ
ブ
選
手
権

◇
第
15
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
九
州
ク
ラ

ブ
選
手
権
大
会
（
８
月
１
日
～
２

日
　
大
分
・
別
大
興
産
ス
タ
ジ
ア

ム
）▽

１
回
戦

鹿
児
島
ド
リ
ー
ム
ウ
ェ
ー
ブ

０
０
１
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

０
１
０
　
１
０
２
　
０
１
×—

５

宮
崎
福
祉
医
療
カ
レ
ッ
ジ

（
鹿
）
今
井
、
内
田
、
重
村
―
山

下
大
、
山
下
和

（
宮
）
山
下
大
、
豊
山
、
山
田
―

二
村

▽
三
塁
打
　
吉
田
（
鹿
）
小
齊
平
、

川
上
理
（
宮
）

▽
二
塁
打
　
榮
樂
（
宮
）

佐

賀

魂

０
０
０
　
１
０
３
　
０
０
０—

４

６
０
０
　
１
０
０
　
０
１
×—

８

Ｒ
Ｅ
Ｘ
パ
ワ
ー
ズ

2021
年
日
本
野
球
連
盟
「
連
盟
報
」

86
185
264

1
C右

A33078D

20
21
年
日
本
野
球
連
盟
「
連
盟
報
」

87
18
5

26
4

1
C 右

A3
30
78
D

大和高田　打安点
⑥　今　里３１０
②　松　山２００
Ｄ　西　脇４２２
ＲＤ石　濱０００
⑦　松　本５１２
③　村上直４０１
⑨　山本柊５２１
④　前久保４００
⑤　曲　山３００
⑧　倉　川４１１
８　村上誠０００
────────
　　　計　34７７
┈┈┈┈┈┈┈┈
マツゲン　打安点
⑥　池　島５１２
⑦　黒　岩５００
⑤　三　村５１１
⑨　夏　見５２１
Ｄ　小　邨５１０
③　山　口５２０
②　水　田２１０
Ｈ　富　樫１００
④　池　淵４２１
⑧　高　橋４３１
────────
　　　計　4113６

大５６２００５０
　振球犠盗失残併
マ４０２２０９０

投　手　回　安責
松　林　８　13６
米　倉　２　００

楠　岡　３0/3１３
坂　田　７　６３

▽三塁打　三村▽
二塁打　西脇、山
本柊２、水田、池
島、池淵▽暴投　
松林、坂田▽捕逸
　松山▽２時間43
分

福山ローズ打安点
⑨　伊　藤４２０
④　丸　山４１０
⑥　宮川友５１１
⑤　北　吉４１０
⑧　中　村４１１
Ｄ　　堀　４１０
②　松　永３００
⑦　三　好３００
③　平　田２００
Ｈ３甲　斐１００
────────
　　　計　34７２
┈┈┈┈┈┈┈┈
松山ＰＸ　打安点
Ｄ　山　口５００
③　奥　津４１０
⑧　藤　田３１０
④　高　畑４１１
⑨　片　山３１１
⑤　池　上４００
⑦　鶴　岡３００
②　前　田２１０
Ｒ　井上拓０００
⑥　千　原１００
Ｈ　大　井１００
────────
　　　計　30５２

福７４２２１９０
　振球犠盗失残併
松10６２０２９０

投　手　回　安責
　林　　９　５２
　
亀　岡　５　６２
大　規　２　００
阿　部　２　１０

▽２時間30分
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（
佐
）
浦
郷
、
寺
尾
―
青
木

（
Ｒ
）
仲
里
、
古
賀
―
東

▽
三
塁
打
　
江
口
（
佐
）
山
岡
、

中
倉
（
Ｒ
）

▽
二
塁
打
　
江
口
、
村
上
、
池
田

（
佐
）
山
岡
（
Ｒ
）

九
州
工
科
自
動
車
専
門
学
校

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—
０

０
２
０
　
０
０
０
　
０
０
×—
２

ビ
ッ
グ
開
発
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（
九
）
田
島
、
岩
本
―
岩
本
、
中

田
竜

（
ビ
）
山
内
―
照
屋

▽
三
塁
打
　
澤
村
（
ビ
）

Ｂ
Ａ
Ｎ
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
不
戦
勝
）
苅
田
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

▽
準
決
勝

Ｂ
Ａ
Ｎ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

０
０
１
　
１
０
０
　
０
１
０—

３

０
１
０
　
３
０
０
　
０
１
×—

５

宮
崎
福
祉
医
療
カ
レ
ッ
ジ

（
Ｂ
）
三
ツ
股
、
中
村
―
長
峰
、

丸
山

（
宮
）
豊
山
、
山
下
大
、
山
田
―

二
村

▽
本
塁
打
　
川
上
理
（
宮
）

▽
二
塁
打
　
安
藤
駿
、
安
藤
健

（
Ｂ
）
二
村
（
宮
）

ビ
ッ
グ
開
発
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

０
３
０
　
１
３
０
　
０
０
０—

７

０
２
１
　
０
０
０
　
０
０
１—
４

Ｒ

Ｅ

Ｘ

パ

ワ

ー

ズ

（
ビ
）
入
木
、
天
久
、
中
野
―
照

屋

（
Ｒ
）
古
賀
、
西
坂
、
仲
里
、
赤

司
―
東

▽
三
塁
打
　
黒
島
（
ビ
）
山
岡

（
Ｒ
）

▽
二
塁
打
　
山
城
２
、
黒
島

（
ビ
）
大
熊
（
Ｒ
）

四
死
球
や
敵
失
を
利
し
て 

ビ
ッ
グ
開
発
が
着
実
得
点

▽
決
勝

宮
崎
福
祉
医
療
カ
レ
ッ
ジ

０
０
０
　
０
０
０
　
０
２
０—

２

０
０
０
　
０
１
０
　
２
０
×—

３

ビ
ッ
グ
開
発
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

ビ
ッ
グ
開
発
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
が
四
死
球
や
敵
失
を
利
し
て

得
点
を
重
ね
た
。
五
回
、
比
嘉
の

安
打
と
２
四
球
に
よ
る
１
死
満
塁

で
山
口
栄
が
押
し
出
し
の
死
球
。

七
回
は
敵
失
と
死
球
の
走
者
を
置

い
て
山
城
が
２
点
二
塁
打
。
七
回

ま
で
１
安
打
に
抑
え
ら
れ
て
い
た

宮
崎
福
祉
医
療
カ
レ
ッ
ジ
は
八
回
、

福
山
、
山
下
悠
の
長
打
で
２
点
を

返
し
た
が
及
ば
な
か
っ
た
。

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

宮
城
　
海
人
（
ビ
ッ
グ
開
発
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

◇
敢
闘
選
手
賞

川
上
　
理
偉
（
宮
崎
福
祉
医
療

カ
レ
ッ
ジ
）

◇
首
位
打
者
賞

美
崎
　
直
聖
（
ビ
ッ
グ
開
発
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）
＝
７
打

数
４
安
打
、
打
率
５
割
７
分
１

厘

2021
年
日
本
野
球
連
盟
「
連
盟
報
」

86
185
264

1
C右

A33078D

20
21
年
日
本
野
球
連
盟
「
連
盟
報
」

87
18
5

26
4

1
C 右

A3
30
78
D

各地区クラブ大会・優勝チーム一覧
◇北海道地区クラブ選手権◇

第１回（2015年）Ｔ Ｒ Ａ Ｎ Ｓ Ｙ Ｓ
第２回（2016年）ウ イ ン 北 広 島
第３回（2017年）札 幌 ホ ー ネ ッ ツ
第４回（2018年）Ｔ Ｒ Ａ Ｎ Ｓ Ｙ Ｓ
第５回（2019年）Ｔ Ｒ Ａ Ｎ Ｓ Ｙ Ｓ
第６回（2020年）Ｔ Ｒ Ａ Ｎ Ｓ Ｙ Ｓ
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈

◇東北クラブカップ◇
第１回（2015年）郡山イーストジャパン
第２回（2016年）東 北 マ ー ク ス
第３回（2017年）互大設備ダイヤモンドクラブ
第４回（2018年）矢 巾 硬 式 ク ラ ブ
第５回（2019年）オ ー ル 江 刺
第６回（2020年）Ｔ Ｆ Ｕ ク ラ ブ┈
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈

◇北信越クラブカップ◇
第１回（2015年）千曲川硬式野球クラブ
第２回（2016年）千曲川硬式野球クラブ
第３回（2017年）千曲川硬式野球クラブ
第４回（2018年）ロキテクノベースボールクラブ
第５回（2019年）富山ベースボールクラブ
第６回（2020年）ロ キ テ ク ノ 富 山
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈

◇関東クラブ選手権◇
第１回（2008年）茨城ゴールデンゴールズ
第２回（2009年）所沢グリーンベースボールクラブ
第３回（2010年）全 府 中 野 球 倶 楽 部
第４回（2011年）全 足 利 ク ラ ブ
第５回（2012年）全 足 利 ク ラ ブ
第６回（2013年）全 足 利 ク ラ ブ
第７回（2014年）千葉熱血ＭＡＫＩＮＧ
第８回（2015年）茨城ゴールデンゴールズ
第９回（2016年）Ｙ Ｂ Ｃ 柏
第10回（2017年）ＴＨＩＮＫフィットネスＧＯＬＤ’Ｓ　ＧＹＭベースボールクラブ
第11回（2018年）全 足 利 ク ラ ブ
第12回（2019年）Ｙ Ｂ Ｃ 柏
第13回（2020年）全 足 利 ク ラ ブ
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈

◇東海地区クラブ選手権◇
第１回（2015年）浜松ケイ・スポーツＢＣ
第２回（2016年）矢場とんブースターズ
第３回（2017年）矢場とんブースターズ
第４回（2018年）浜松ケイ・スポーツＢＣ
第５回（2019年）矢場とんブースターズ
第６回（2020年）ジ ェ イ グ ル ー プ
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈

◇近畿クラブ会長杯◇
第１回（2015年）ミキハウスＲＥＤＳ
第２回（2016年）和 歌 山 箕 島 球 友 会
第３回（2017年）ミキハウスベースボールクラブ
第４回（2018年）Ｏ Ｂ Ｃ 高 島
第５回（2019年）兵庫県警察硬式野球部県警桃太郎
第６回（2020年）大 和 高 田 ク ラ ブ
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
◇中国・四国クラブ野球選手権◇

第１回（2015年）Ｍ Ｊ Ｇ 島 根
第２回（2016年）松 山 フ ェ ニ ッ ク ス
第３回（2017年）松 山 フ ェ ニ ッ ク ス
第４回（2018年）福山ローズファイターズ
第５回（2019年）航空自衛隊防府クラブ
第６回（2020年）福山ローズファイターズ
┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈

◇九州地区クラブ選手権◇
第１回（2006年）新日鐵大分硬式野球同好会
第２回（2007年）新日鐵大分硬式野球同好会
第３回（2008年）北九州市民硬式野球クラブ
第４回（2009年）北九州市民硬式野球クラブ
第５回（2010年）新日鐵大分ベースボールクラブ
第６回（2011年）新日鐵大分ベースボールクラブ
第７回（2012年）鹿児島ドリームウェーブ
第８回（2013年）ビッグ開発ベースボールクラブ
第９回（2014年）ビッグ開発ベースボールクラブ
第10回（2015年）鹿児島ドリームウェーブ
第11回（2016年）鹿児島ドリームウェーブ
第12回（2017年）ＢＡＮ ＢＡＳＥＢＡＬＬ ＣＬＵＢ
第13回（2018年）鹿児島ドリームウェーブ
第14回（2019年）宮崎福祉医療カレッジ
第15回（2020年）ビッグ開発ベースボールクラブ

宮崎福祉医療打安点
⑤　小齊平４００
④　　西　４００
⑦　榮　樂４１０
⑨　真　島４００
⑥　川上理３１０
②　二　村３００
Ｄ　原　野３００
③　平　川２００
Ｈ　福　山１１１
Ｒ　清　水０００
３　喜　島０００
⑧　山下悠３１１
────────
　　　計　31４２
┈┈┈┈┈┈┈┈
ビッグ開発打安点
⑥　美　崎２１０
Ｄ　山口栄２０１
③　渡　邉３００
⑤　山　城４１２
②　照　屋４１０
⑧　黒　島３００
⑨　玉城修２００
９　宮　良０００
④　政　所１００
Ｈ４比　嘉３１０
⑦　渡嘉敷４００
────────
　　　計　28４３

宮４００１３２１
　振球犠盗失残併
ビ３６２０１９０

投　手　回　安責
滝　沢　２２／３１０
丸　山　１1/3００
山下大　２　２１
豊　山　　２／３１０
山　田　１1/3００

宮　城　８　４２
中　野　１　００

▽三塁打　山下悠
▽二塁打　福山、
山城▽暴投　滝沢、
丸山、豊山▽２時
間７分
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Ｊ
Ｒ
西
日
本
、２
大
会
連
続
Ｖ
２

　
広
　
島
　
大
　
会

◇
第
59
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
広
島
大
会

（
８
月
21
日
～
25
日
　
広
島
県
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ

ア
ム
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
の
観
点
か
ら
２
チ
ー
ム
が

不
参
加
。

○
…
予
選
リ
ー
グ
…
○

▽
Ａ
グ
ル
ー
プ

福
山
ロ
ー
ズ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

０
０
０
　
０
０
０
　
０—

０

１
０
１
　
１
２
２
　
×—

７

伯
和
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
福
）
林
、
菊
池
―
松
永

（
伯
）
鎗
野
、
田
中
―
橋
本

▽
本
塁
打
　
高
（
伯
）

▽
二
塁
打
　
中
山
、
池
田
（
伯
）

福
山
ロ
ー
ズ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

０
０
０
　
０
０
０
　
０—

０

０
０
０
　
３
４
１
　
×—

８

三
菱
重
工
広
島（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
福
）
大
恵
、
林
―
松
永

（
三
）
長
島
、
伊
藤
一
―
山
崎

▽
二
塁
打
　
伊
藤
（
福
）
國
本
２
、

山
崎
、
実
政
（
三
）

伯
和
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

０
０
０
　
０
０
０
　
３
０
０—

３

１
１
０
　
０
２
１
　
１
０
×—

６

三
菱
重
工
広
島

（
伯
）
平
岡
、
八
塚
、
平
川
、
田

中
―
橋
本

（
三
）
本
間
、
秋
田
、
鮫
島
―

佐
々
木

▽
本
塁
打
　
佐
々
木
、
市
原
、
古

川
（
三
）

▽
Ｂ
グ
ル
ー
プ

光
シ
ー
ガ
ル
ズ

１
０
０
　
０
０
２
　
０
０
０—

３

１
０
０
　
０
２
０
　
１
１
×—

５

Ｊ
Ｒ
西
日
本

（
光
）
柴
垣
、
高
木
―
村
田

（
Ｊ
）
齋
藤
、
岡
田
、
佃
―
岩
﨑

▽
本
塁
打
　
桶
谷（
光
）西
山（
Ｊ
）

▽
二
塁
打
　
西
山
、
田
村
（
Ｊ
）

▽
Ｃ
グ
ル
ー
プ

ツ
ネ
イ
シ
ブ
ル
ー
パ
イ
レ
ー
ツ

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
０
　
６
０
０
　
０
０
×—

６

Ｊ

Ｆ

Ｅ

西

日

本

（
ツ
）
森
國
、
勝
田
、
富
田
、
小

野
、
大
中
―
栗
栖

（
Ｊ
）
中
川
、
谷
中
―
志
賀

▽
本
塁
打
　
鳥
井
（
Ｊ
）

▽
二
塁
打
　
林
（
ツ
）
鳥
井
（
Ｊ
）

▽
Ｄ
グ
ル
ー
プ

大
和
高
田
ク
ラ
ブ

１
３
０
　
０
０
０
　
０
３
２—

９

０
０
４
　
０
１
０
　
０
０
０—

５

Ｍ
Ｓ
Ｈ
医
療
専
門
学
校

（
大
）
金
村
、
米
倉
―
松
山

（
Ｍ
）
東
森
、
北
浦
、
北
村
、
森

山
―
久
保
田

▽
本
塁
打
　
小
柳
（
Ｍ
）

▽
二
塁
打
　
内
山
、
竹
島
（
大
）

Ｍ
Ｓ
Ｈ
医
療
専
門
学
校

０
０
０
　
０
０
０
　
０—
０

２
０
１
　
１
２
１
　
×—
７

四

国

銀

行

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
Ｍ
）
辻
、
北
村
―
久
保
田

（
四
）
菊
池
―
南

▽
本
塁
打
　
小
林
、
南
（
四
）

▽
二
塁
打
　
真
田（
四
）織
田（
Ｍ
）

四

国

銀

行

０
０
０
　
０
２
０
　
０
０
０—

２

２
０
０
　
１
０
１
　
０
０
×—

４

大
和
高
田
ク
ラ
ブ

（
四
）
菊
池
、
佐
田
―
南

（
大
）
松
林
、
山
本
竜
―
松
山

▽
本
塁
打
　
橋
川
（
四
）
松
本
、

山
本
柊
、
松
山
（
大
）

○
…
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
…
○

▽
準
決
勝

大
和
高
田
ク
ラ
ブ

１
１
０
　
０
０
０
　
０
０
１—

３

０
３
１
　
２
０
０
　
０
０
×—

６

Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本

（
大
）
山
本
竜
、
米
倉
、
吉
田
、

金
村
―
松
山

（
Ｊ
）
津
山
、
香
川
―
浦
、
志
賀

▽
本
塁
打
　
綿
屋
、
浦
（
Ｊ
）

▽
二
塁
打
　
西
脇
、
山
本
柊
、
松

本
、
村
上
直
（
大
）

三
菱
重
工
広
島

０
０
０
　
１
０
０
　
０
０
０—

１

０
０
１
　
１
１
０
　
２
０
×—

５

Ｊ
Ｒ
西
日
本

（
三
）
鮫
島
、
松
下
、
秋
田
―
國

本（
Ｊ
）
前
元
、
岡
田
、
佃
―
岩
﨑

▽
本
塁
打
　
黒
野
、
田
村
（
Ｊ
）

▽
二
塁
打
　
田
村
（
Ｊ
）

Ｊ
Ｒ
西
、五
回
一
気 

Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
突
き
放
す

▽
決
勝

Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本

０
０
０
　
１
０
０
　
１
０
２—

４

０
１
０
　
１
４
０
　
０
０
×—

６

Ｊ
Ｒ
西
日
本

（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
２
大
会
連
続
２

回
目
の
優
勝
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
五
回
に
４
長
短

打
で
一
気
に
試
合
を
決
め
た
。
四

回
に
野
辺
の
適
時
打
な
ど
で
再
び

１
点
リ
ー
ド
し
た
Ｊ
Ｒ
西
は
五
回
、

石
嵜
、
土
居
の
連
打
と
敬
遠
の
四

球
で
１
死
満
塁
と
攻
め
、
黒
野
の

右
翼
三
塁
打
で
一
挙
３
点
。
さ
ら

に
田
中
の
適
時
打
で
５
点
差
と
し

た
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本
も
岡
、
三
好

の
三
塁
打
な
ど
で
２
点
差
と
迫
っ

た
が
及
ば
な
か
っ
た
。

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

齋
藤
　
祐
太
・
投
手
（
Ｊ
Ｒ
西

日
本
）

◇
敢
闘
賞

鳥
井
　
　
凌
・
外
野
手
（
Ｊ
Ｆ

Ｅ
西
日
本
）

◇
首
位
打
者
賞

田
村
　
　
強
・
内
野
手
（
Ｊ
Ｒ

西
日
本
）
＝
11
打
数
７
安
打
、

打
率
６
割
３
分
６
厘

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
５
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝

　
伊
勢
・
松
阪
大
会

◇
第
68
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
伊
勢
・
松

阪
大
会
（
11
月
４
日
～
８
日
　
三

重
・
ダ
イ
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
伊
勢
、

三
重
県
営
松
阪
球
場
）

○
…
予
選
リ
ー
グ
…
○

▽
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

ト
ヨ
タ
自
動
車

３
０
０
　
０
０
１
　
０
４—

８

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０—

０

東
海
理
化（

八
回
コ
ー
ル
ド
）

２
０
２
０
年
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
地
方
大
会

ＪＦＥ西　打安点
⑧　上　西３００
Ｈ９本　郷１００
⑦　鳥　井４１１
⑥　　岡　４１０
③　綿　屋４００
⑤　古　田４２２
⑨８三　好４２１
Ｄ　脇　屋２００
ＨＤ高　田１００
ＨＤ三　木１００
④　斉　藤３００
②　志　賀１００
Ｈ　出　雲１００
２　坂　本１００
────────
　　　計　34６４
┈┈┈┈┈┈┈┈
ＪＲ西日本打安点
⑦６石　嵜４１０
④　土　居４１０
⑤　大　倉３００
Ｄ　田　村３１０
⑨　黒　野４２４
③　鳥　居４１０
⑧　田　中３２１
Ｈ７奥　谷１００
⑥　野　邉３１１
７８原田拓１１０
②　岩　﨑２００
２　山　岸１００
────────
　　　計　3310６

Ｆ３００００３０
　振球犠盗失残併
Ｒ１２１１１６０

投　手　回　安責
小　倉　４0/3７４
佐　治　　1/3１２
吉　川　３２／３２０

齋　藤　６　２１
西　川　１　１１
向　井　１　００
　佃　　１　３２

▽本塁打　鳥井
（齋藤）古田（西
川）黒野（小倉）
▽三塁打　岡、三
好、黒野▽暴投　
小倉▽２時間19分
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（
ト
）
栗
林
、
嘉
陽
―
小
畑
、
細

山
田

（
東
）
池
田
大
、
河
野
、
山
本
―

水
野

▽
本
塁
打
　
谷
、
逢
澤
（
ト
）

▽
二
塁
打
　
徳
本
、谷
、沓
掛（
ト
）

大
阪
ガ
ス

０
０
０
　
１
０
０
　
０
１
３—
５

０
０
０
　
０
０
１
　
０
０
０—
１

東
海
理
化

（
大
）
阪
本
、
山
本
―
高
橋

（
東
）
長
田
、
松
浦
、
河
野
―
井

上▽
本
塁
打
　
末
包
、
峰
下
（
大
）

▽
二
塁
打
　
峰
下
（
大
）

ト
ヨ
タ
自
動
車

３
１
０
　
１
０
０
　
３
０
０—

８

１
１
２
　
１
０
０
　
０
０
０—

５

日
立
製
作
所

（
ト
）
諏
訪
、
小
出
、
川
尻
、
近

藤
、
佐
竹
―
細
川

（
日
）
青
野
、
西
山
、
谷
﨑
、
知

念
、
高
橋
―
川
本

▽
本
塁
打
　
中
村
（
ト
）

▽
三
塁
打
　
細
川
、
和
田
（
ト
）

▽
二
塁
打
　
諸
積
、
吉
田
、
濱
元

（
日
）

日
立
製
作
所

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０
　
３
１
０—

４

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０
　
３
１
１—

５

大
阪
ガ
ス

（
延
長
十
二
回
、
十
回
か
ら
タ
イ

ブ
レ
ー
ク
）

（
日
）
川
上
、
梅
野
、
岡
、
樋
口
、

原
田
、
猿
川
、
杉
尾
―
中
園

（
大
）
田
中
、
川
瀬
、
宮
本
、
河

野
―
高
橋
、
鳥
飼

▽
三
塁
打
　
森
下
（
日
）

日
立
製
作
所

０
３
１
　
３
０
０
　
０
０
０—

７

０
０
０
　
１
０
２
　
２
１
０—

６

東
海
理
化

（
日
）
手
塚
、
杉
尾
、
西
澤
、
谷

﨑
、
知
念
、
原
田
―
渡
邉
、
川
本

（
東
）
山
本
、
河
野
、
松
浦
、
池

田
大
―
井
上
、
水
野

▽
本
塁
打
　
吉
田
、
大
塚
（
日
）

▽
二
塁
打
　
豊
田
（
日
）
星
田

（
東
）

大
阪
ガ
ス

０
０
１
　
３
０
０
　
１
０
０—

５

１
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

ト
ヨ
タ
自
動
車

（
大
）
温
水
、
宮
本
、
川
瀬
、
河

野
―
高
橋
、
鳥
飼

（
ト
）
嘉
陽
、
渕
上
、
近
藤
、
佐

竹
―
高
祖
、
小
畑

▽
本
塁
打
　
西
脇
（
大
）

▽
二
塁
打
　
西
脇
（
大
）

▽
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

ホ
ン
ダ
鈴
鹿

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
０
　
０
０
０
　
０
２
×—

２

東
邦
ガ
ス

（
ホ
）
井
村
、
花
城
、
竹
内
、
福

島
―
長

（
東
）
戸
田
、
屋
宜
―
氷
見

▽
三
塁
打
　
亀
山
（
東
）

伏
木
海
陸
運
送

０
０
０
　
０
０
０
　
２
０
０—

２

０
０
０
　
１
０
１
　
１
０
×—

３

東
邦
ガ
ス

（
伏
） 

宮
前
、後
藤
、内
藤
―
田
中

（
東
）
船
迫
、
小
椋
―
氷
見

▽
本
塁
打
　
大
野
（
伏
）

Ｊ
Ｒ
東
日
本

０
０
０
　
４
０
２
　
０
０
０—
６

０
０
０
　
０
１
１
　
０
０
０—
２

ホ
ン
ダ
鈴
鹿

（
Ｊ
）
高
橋
、
石
井
、
山
口
裕
、

永
谷
、
西
田
―
渡
辺
、
小
藤
、
西

野（
ホ
）
堀
田
、
福
島
、
森
田
、
八

木
―
長
、
西
川

▽
本
塁
打
　
長
谷
川
（
Ｊ
）
松
本

桃
（
ホ
）

▽
二
塁
打
　
長
野
（
ホ
）

Ｊ
Ｒ
東
日
本

１
２
１
　
１
６
０
　
０—
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０
０
０
　
０
０
０
　
０—

０

東
邦
ガ
ス

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
Ｊ
）
臼
井
、
山
田
、
伊
藤
―
渡

辺
、
小
藤

（
東
）
辻
本
、
吐
前
、
笹
川
、
屋

宜
―
氷
見
、
柴
田

▽
本
塁
打
　
糸
野
（
Ｊ
）

▽
三
塁
打
　
杉
崎
（
Ｊ
）

▽
二
塁
打
　
丸
子（
Ｊ
）若
林（
東
）

伏
木
海
陸
運
送

０
０
１
　
０
１
０
　
０
２
０—

４

０
０
１
　
０
０
０
　
２
０
０—

３

ホ
ン
ダ
鈴
鹿

（
伏
）
佐
々
木
、
後
藤
―
田
中

（
ホ
）
花
城
、
森
田
、
平
尾
、
主

島
、
福
島
―
長
、
西
川

▽
本
塁
打
　
大
野
（
伏
）

▽
三
塁
打
　
西
川
（
ホ
）

▽
二
塁
打
　
貞
光
（
ホ
）

伏
木
海
陸
運
送

０
０
０
　
１
０
０
　
０
０
０—

１

０
０
０
　
０
０
０
　
２
０
×—

２

Ｊ
Ｒ
東
日
本

（
伏
）
中
村
、
竹
中
―
田
中

（
Ｊ
）
河
浦
、
山
口
裕
、
西
田
―

小
藤
、
西
野

▽
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

永
和
商
事
ウ
イ
ン
グ

０
０
０
　
０
３
０
　
０
０
０
　
３—

６

０
０
０
　
３
０
０
　
０
０
０
　
１—

４

ヤ

マ

ハ

（
延
長
十
回
、
十
回
か
ら
タ
イ
ブ

レ
ー
ク
）

（
永
）
澤
田
、
北
野
、
今
西
、
小

川
、
木
山
、
高
橋
、
安
達
―
大
川

（
ヤ
）
水
野
、
波
多
野
、
清
水
、

大
野
、
ナ
テ
ル
―
川
邉

▽
本
塁
打
　
藤
岡
（
ヤ
）

▽
三
塁
打
　
築
地（
永
）青
柳（
ヤ
）

▽
二
塁
打
　
野
口
（
永
）
秋
利
、

船
越
（
ヤ
）

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

０
０
０
　
１
０
０
　
１
０
０—

２

０
０
０
　
０
０
１
　
０
０
０—

１

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

（
Ｅ
） 

大
野
、
江
口
、
伊
藤
―
柏

木（
Ｎ
）
濵
﨑
、
森
、
田
村
、
吉
元

―
辻
本
、
森
山

▽
三
塁
打
　
酒
井
（
Ｎ
）

▽
二
塁
打
　
小
林
、
柏
木
、
川
端

（
Ｅ
）
酒
井
（
Ｎ
）

広島大会・優勝チーム一覧
第１回（昭37年）東 洋 高 圧 彦 島
第２回（〃38年）電 電 中 国
第３回（〃39年）日 本 鋼 管
第４回（〃40年）日 本 コ ロ ム ビ ア
第５回（〃41年）日 本 コ ロ ム ビ ア
第６回（〃42年）日 本 コ ロ ム ビ ア
第７回（〃43年）い す ゞ 自 動 車
第８回（〃44年）い す ゞ 自 動 車
第９回（〃45年）※ 優 勝 預 か り
＝天候不順のため準決勝以降打ち切り＝
第10回（〃46年）日 本 鉱 業 日 立
第11回（〃47年）電 電 中 国
第12回（〃48年）三 菱 重 工 広 島
第13回（〃49年）電 電 東 京
第14回（〃50年）三 菱 重 工 広 島
第15回（〃51年）新 日 鐵 八 幡
第16回（〃52年）日 本 鋼 管 福 山
第17回（〃53年）三 菱 重 工 広 島
第18回（〃54年）日 本 鋼 管 福 山
第19回（〃55年）住 友 金 属
第20回（〃56年）日 本 鋼 管 福 山
第21回（〃57年）日 本 鋼 管 福 山
第22回（〃58年）日 本 鋼 管 福 山
第23回（〃59年）三 菱 重 工 広 島
第24回（〃60年）三 菱 重 工 広 島
第25回（〃61年）三 菱 重 工 広 島
第26回（〃62年）日 本 鋼 管 福 山
第27回（〃63年）三 菱 重 工 広 島
第28回（平１年）新 日 鐵 名 古 屋
第29回（〃２年）三 菱 重 工 三 原
第30回（〃３年）Ｊ Ｒ 九 州
第31回（〃４年）Ｎ Ｋ Ｋ
第32回（〃５年）Ｎ Ｔ Ｔ 中 国
第33回（〃６年）三 菱 重 工 三 原
第34回（〃７年）三 菱 重 工 広 島
第35回（〃８年）三 菱 重 工 広 島
第36回（〃９年）Ｊ Ｒ 東 海
第37回（〃10年）デ ュ プ ロ
第38回（〃11年）三 菱 重 工 三 原
第39回（〃12年）ヤ マ ハ
第40回（〃13年）日 本 Ｉ Ｂ Ｍ 野 洲
第41回（〃14年）日 本 生 命
第42回（〃15年）広島東洋カープ（ファーム）
第43回（〃16年）広島東洋カープ（ファーム）
第44回（〃17年）デ ュ プ ロ
第45回（〃18年）伯 和 ビ ク ト リ ー ズ
第46回（〃19年）伯 和 ビ ク ト リ ー ズ
第47回（〃20年）広島東洋カープ（ファーム）
第48回（〃21年）広島東洋カープ（ファーム）
第49回（〃22年）広島東洋カープ（ファーム）
第50回（〃23年）伯 和 ビ ク ト リ ー ズ
第51回（〃24年）広島東洋カープ（ファーム）
第52回（〃25年）広島東洋カープ（ファーム）
第53回（〃26年）広島東洋カープ（ファーム）
第54回（〃27年）伯 和 ビ ク ト リ ー ズ
第55回（〃28年）広島東洋カープ（ファーム）
第56回（〃29年）広島東洋カープ（ファーム）
第57回（〃30年）Ｊ Ｒ 西 日 本
第58回（令１年）※ 優 勝 預 か り
＝天候不順のため準決勝以降打ち切り＝
第59回（〃２年）Ｊ Ｒ 西 日 本



90日本野球連盟連盟報

ヤ

マ

ハ

０
０
０
　
０
１
６
　
０
０
４—

11

０
１
０
　
２
０
１
　
１
０
１—

６

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

（
ヤ
）
近
藤
、
九
谷
、
清
水
、
大

野
、
波
多
野
―
川
邉

（
Ｅ
）
柏
原
、
藤
本
、
江
口
、
藤

井
、
伊
藤
、
西
島
―
柏
木
、
小
林

▽
本
塁
打
　
笠
松
（
ヤ
）

▽
三
塁
打
　
矢
幡
（
ヤ
）

▽
二
塁
打
　
前
野
、
青
柳
、
川
邉

（
ヤ
）
篠
原
２
（
Ｅ
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

０
０
０
　
０
１
０
　
３
０
０—

４

１
１
０
　
１
１
０
　
０
０
０—

４

永
和
商
事
ウ
イ
ン
グ

（
日
没
引
き
分
け
）

（
Ｎ
）
森
、
田
村
、
宅
和
、
吉
元

―
小
泉
、
森
山
、
辻
本

（
永
）
澤
田
、
北
野
、
今
西
、
小

川
、
木
山
、
高
橋
、
安
達
―
大
川

▽
本
塁
打
　
酒
井
（
Ｎ
）

▽
二
塁
打
　
西
川
、
伊
東
（
Ｎ
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

０
０
１
　
０
０
０
　
０
０
１—

２

０
０
０
　
０
０
３
　
０
０
×—

３

ヤ

マ

ハ

（
Ｎ
）
大
江
、
宅
和
―
森
山

（
ヤ
）
ナ
テ
ル
、
九
谷
―
川
邉

▽
本
塁
打
　
鈴
木
（
ヤ
）

▽
二
塁
打
　
日
下
部
（
Ｎ
）
秋
利
、

矢
幡
（
ヤ
）

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

０
０
０
　
１
１
０
　
１
０
３—

６

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

永
和
商
事
ウ
イ
ン
グ

（
Ｅ
）
山
岡
、
宮
﨑
、
阿
部
、
大

場
―
柏
木
、
大
平
、
小
林

（
永
）
澤
田
、
北
野
、
今
西
、
小

川
、
木
山
、
高
橋
、
安
達
―
大
川
、

加
藤

▽
二
塁
打
　
篠
原
２
（
Ｅ
）

○
…
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
…
○

▽
準
決
勝

ト
ヨ
タ
自
動
車

０
０
０
　
０
２
０
　
０
０
０—

２

０
１
０
　
０
４
０
　
０
０
×—

５

Ｊ
Ｒ
東
日
本

（
ト
）
川
尻
、
村
川
、
渕
上
、
佐

竹
、
嘉
陽
―
小
畑
、
細
川

（
Ｊ
）
伊
藤
、
永
谷
、
西
田
、
西

居
―
渡
辺

▽
二
塁
打
　
小
畑（
ト
）渡
辺（
Ｊ
）

大
阪
ガ
ス

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
１
　
１
０
０
　
１
１
×—

４

ヤ
マ
ハ

（
大
）
阪
本
、
山
本
、
秋
山
、
飯

塚
、
中
谷
、
河
野
―
高
橋
、
鳥
飼

（
ヤ
）
波
多
野
、
大
野
、
水
野
、

清
水
―
川
邉

▽
本
塁
打
　
笠
松
（
ヤ
）

▽
二
塁
打
　
前
野
、
永
濱
（
ヤ
）

Ｊ
Ｒ
東
、前
半
に
５
点 

ヤ
マ
ハ
追
い
上
げ
遅
く

▽
決
勝

ヤ

マ

ハ

０
０
０
　
０
０
０
　
２
１
０—

３

１
０
０
　
０
４
０
　
０
０
×—

５

Ｊ
Ｒ
東
日
本

（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
５
年
ぶ
り
２
回

目
の
優
勝
）

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
敵
失
を
突
い
て

差
を
広
げ
た
。
一
回
に
四
球
を
足

場
に
菅
田
の
適
時
打
で
先
制
。
五

回
は
敵
失
と
四
球
、
安
打
に
よ
る

１
死
満
塁
か
ら
内
野
ゴ
ロ
と
近
森

の
３
ラ
ン
で
一
挙
４
点
を
加
え
た
。

六
回
ま
で
先
発
の
高
橋
に
３
安
打
、

無
得
点
に
抑
え
ら
れ
て
い
た
ヤ
マ

ハ
は
七
回
以
降
、
継
投
陣
か
ら
船

越
が
２
ラ
ン
、
高
杯
が
ソ
ロ
を
放

っ
て
追
い
か
け
た
が
遅
か
っ
た
。

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

高
橋
　
佑
樹
・
投
手
（
Ｊ
Ｒ
東

日
本
）

◇
敢
闘
賞

フ
ェ
リ
ペ
ナ
テ
ル
・
投
手
（
ヤ

マ
ハ
）

◇
首
位
打
者
賞

丸
子
　
達
也
・
内
野
手
（
Ｊ
Ｒ

東
日
本
）
＝
12
打
数
７
安
打
、

打
率
５
割
８
分
３
厘

伊勢・松阪大会・優勝チーム一覧
第１回（昭24年）星 野 組
第２回（〃25年）鐘 淵 化 学
第３回（〃26年）鐘 淵 化 学
第４回（〃27年）鐘 淵 化 学
第５回（〃28年）富 士 鉄 広 畑
第６回（〃29年）富 士 鉄 広 畑
第７回（〃30年）電 電 東 海
第８回（〃31年）日 本 ビ ー ル
第９回（〃32年）川 嶋 紡 績
第10回（〃33年）東 レ 愛 知
第11回（〃36年）丸 善 石 油
第12回（〃38年）住 友 金 属
第13回（〃39年）三 重 交 通
第14回（〃40年）マツダオート名古屋
第15回（〃41年）三 菱 名 古 屋
第16回（〃42年）電 気 化 学
第17回（〃43年）日 本 コ ロ ム ビ ア
第18回（〃44年）日 本 コ ロ ム ビ ア
第19回（〃45年）電 電 東 海
第20回（〃46年）日 本 楽 器
第21回（〃47年）日 本 楽 器
第22回（〃48年）西 濃 運 輸
第23回（〃49年）西 濃 運 輸
第24回（〃50年）西 濃 運 輸
第25回（〃51年）新 日 鐵 名 古 屋
第26回（〃52年）三 協 精 機
第27回（〃53年）三 協 精 機
第28回（〃54年）日 本 楽 器
第29回（〃55年）天候不順（台風）のため中止
第30回（〃56年）本 田 技 研 鈴 鹿
第31回（〃57年）日 本 楽 器
第32回（〃58年）河 合 楽 器
第33回（〃59年）電 電 北 陸
第34回（〃60年）河 合 楽 器
第35回（〃61年）Ｎ Ｔ Ｔ 信 越
第36回（〃62年）日 本 Ｉ Ｂ Ｍ 野 洲
第37回（〃63年）Ｎ Ｔ Ｔ 四 国
第38回（平１年）ト ヨ タ 自 動 車
第39回（〃２年）西 濃 運 輸
第40回（〃３年）東 邦 ガ ス
第41回（〃４年）東 邦 ガ ス
第42回（〃５年）Ｊ Ｒ 東 海
第43回（〃６年）大 仙
第44回（〃７年）昭和コンクリート
第45回（〃８年）東 芝 府 中
第46回（〃９年）王 子 製 紙 春 日 井
第47回（〃10年）王 子 製 紙 春 日 井
第48回（〃11年）Ｊ Ｒ 東 海
第49回（〃12年）昭和コンクリート
第50回（〃13年）サ ン ジ ル シ 醸 造
第51回（〃14年）三 菱 自 動 車 岡 崎
第52回（〃15年）ヤ マ ハ
第53回（〃16年）東 海 Ｒ Ｅ Ｘ
第54回（〃17年）東 海 Ｒ Ｅ Ｘ
第55回（〃18年）Ｊ Ｒ 東 海
第56回（〃19年）ト ヨ タ 自 動 車
第57回（〃20年）ＮＴＴ信越硬式野球クラブ
第58回（〃21年）Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ 鈴 鹿
第59回（〃22年）Ｊ Ｒ 東 海
第60回（〃24年）三 菱 重 工 名 古 屋
第61回（〃25年）Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ
第62回（〃26年）雨天のため大会打ち切り
第63回（〃27年）Ｊ Ｒ 東 日 本
第64回（〃28年）Ｎ Ｔ Ｔ 西 日 本
第65回（〃29年）日 本 新 薬
第66回（〃30年）雨天のため大会打ち切り
第67回（令１年）東 芝
第68回（〃２年）Ｊ Ｒ 東 日 本

ヤマハ　　打安点
Ｄ　秋　利２１０
ＨＤ高　杯２１１
④　永　濱４００
⑦　矢　幡１００
７９長谷川２００
Ｈ７古　川１００
⑧　前　野２００
８　池　田２２０
③　船　越３２２
３　辻　本１００
⑤　笠　松３２０
⑨　網　谷２００
Ｈ７９
　　萩　原２００
②　　東　３１０
Ｈ　大　本１００
⑥　羽　山３００
Ｈ　藤　岡１００
────────
　　　計　35９３
┈┈┈┈┈┈┈┈
ＪＲ東日本打安点
⑧　金　子３１０
⑥　糸　野１００
Ｈ３丸　子２１１
⑦　近　森４２３
７　佐　藤０００
Ｄ　菅　田４１１
⑨５長谷川３００
Ｈ　地　引１００
５　渡　辺０００
③　大　城２１０
６　吉　澤２００
⑤　小　室２００
Ｈ５９
　　服　部０００
④　嘉　数２００
Ｒ　山口雄０００
２　小　藤１００
②　西　野１００
Ｈ４杉　崎１００
────────
　　　計　29６５

ヤ９１００１６０
　振球犠盗失残併
Ｊ６３１３０４０

投　手　回　安責
近　藤　４２／３５１
九　谷　２1/3１０
ナテル　１　００

高　橋　６　３０
西　田　　２／３２２
臼　井　２1/3４１

▽本塁打　船越
（西田）高杯（臼
井）近森（近藤）
▽二塁打　池田、
笠松、近森▽捕逸
　小藤▽２時間45
分



91 社会人野球を振り返る

２
０
２
０
年
の
社
会
人
野
球
界

は
、
一
般
社
会
と
同
様
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
た
１

年
だ
っ
た
。
３
大
大
会
の
う
ち
、

日
本
選
手
権
と
全
日
本
ク
ラ
ブ
選

手
権
が
中
止
と
な
り
、
各
地
区
で

行
わ
れ
る
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
大
会
も
多
く

は
開
催
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
中

で
、
20
年
の
成
果
と
言
え
る
の
が

第
91
回
都
市
対
抗
大
会
の
実
施
だ
。

観
客
数
に
制
限
を
か
け
る
な
ど
徹

底
的
な
感
染
対
策
を
取
っ
て
乗
り

切
っ
た
こ
と
は
、
将
来
に
向
け
て

貴
重
な
経
験
と
な
る
に
違
い
な
い
。

選
球
眼
抜
群
の
ホ
ン
ダ 

「
投
高
打
低
」
歯
止
め

異
例
の
大
会
を
制
し
た
の
は
狭

山
市
・
ホ
ン
ダ
。
決
勝
で
東
京
都
・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
を
破
り
、
11
年
ぶ

り
３
回
目
の
黒
獅
子
旗
を
手
に
入

れ
た
。

都
市
対
抗
大
会
は
こ
こ
数
年
、

「
投
高
打
低
」
の
傾
向
が
続
い
て

い
た
が
、
今
回
は
歯
止
め
が
か
か

っ
た
。
出
場
全
チ
ー
ム
の
通
算
打

率
は
２
割
４
分
５
厘
で
、
前
回
大

会
よ
り
２
分
５
厘
も
上
昇
し
た
。

そ
の
筆
頭
格
が
ホ
ン
ダ
で
、
チ
ー

ム
打
率
は
２
割
７
分
８
厘
。
チ
ー

ム
カ
ラ
ー
と
も
言
え
る
強
力
打
線

の
力
を
見
せ
つ
け
た
。

と
は
い
え
、
泥
臭
く
接
戦
を
制

し
て
き
た
の
が
20
年
の
ホ
ン
ダ
だ
。

延
長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
を
制
す
る
こ

と
２
回
。
２
回
戦
の
横
浜
市
・
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
戦
は
、
１
点
を
追
う
延

長
十
回
に
井
上
彰
吾
が
サ
ヨ
ナ
ラ

２
点
二
塁
打
。準
決
勝
の
東
京
都
・

セ
ガ
サ
ミ
ー
戦
で
は
崖
っ
ぷ
ち
の

九
回
に
千
野
啓
二
郎
の
犠
飛
で
追

い
つ
く
と
、
延
長
十
回
に
佐
藤
竜

彦
が
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
に
満
塁

本
塁
打
を
放
っ
た
。

粘
り
の
象
徴
と
も
言
え
る
の
が
、

選
球
眼
の
良
さ
に
裏
打
ち
さ
れ
た

四
死
球
の
多
さ
だ
。
大
会
ト
ッ
プ

の
30
個
は
、
同
じ
く
５
試
合
を
戦

い
四
死
球
数
２
位
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
の
16
個
を
大
き
く
引
き
離
し
て

い
る
。
パ
ワ
ー
ヒ
ッ
タ
ー
の
印
象

が
強
か
っ
た
１
番
・
吉
田
叡
生
は

決
勝
で
も
３
四
球
を
選
び
、
出
塁

率
の
高
さ
も
評
価
さ
れ
て
打
撃
賞

に
選
ば
れ
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
も
ホ
ン
ダ
に
遜

色
な
い
好
チ
ー
ム
だ
っ
た
。
打
線

は
久
慈
賞
に
選
ば
れ
た
１
番
・
向

山
基
生
か
ら
切
れ
目
が
な
い
。
大

竹
飛
鳥
を
筆
頭
に
投
手
層
は
厚
く
、

一
人
に
頼
る
こ
と
な
く
、
小
刻
み

な
継
投
で
決
勝
ま
で
勝
ち
進
ん
だ
。

５
試
合
を
通
し
て
無
失
策
と
守
備

も
整
備
さ
れ
て
い
た
。

印
象
的
だ
っ
た
の
が
若
獅
子
賞

だ
。
ホ
ン
ダ
の
エ
ー
ス
朝
山
広
憲

と
、
８
強
入
り
し
た
大
阪
市
・
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
９
番
打
者
で
右
翼

手
と
し
て
強
肩
も
光
っ
た
藤
井
健

平
に
加
え
て
、
２
回
戦
で
敗
退
し

た
倉
敷
市
・
三
菱
自
動
車
倉
敷
オ

ー
シ
ャ
ン
ズ
の
エ
ー
ス
廣
畑
敦
也

が
選
ば
れ
た
。
廣
畑
は
開
幕
試
合

で
前
年
優
勝
の
千
葉
市
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ

東
日
本
を
相
手
に
１
失
点
完
投
。

自
己
最
速
の
１
５
４
キ
ロ
を
マ
ー

ク
し
た
直
球
を
軸
に
、
力
強
い
投

球
が
ひ
と
き
わ
目
を
引
い
た
。
２

回
戦
も
五
回
途
中
か
ら
登
板
し
、

セ
ガ
サ
ミ
ー
に
安
打
を
許
さ
な
か

っ
た
。

20
年
は
、
さ
み
し
い
ニ
ュ
ー
ス

も
あ
っ
た
。
11
年
創
部
で
14
、
15

年
は
都
市
対
抗
大
会
に
も
出
場
し

た
永
和
商
事
ウ
イ
ン
グ
（
三
重
）

が
、
社
業
で
あ
る
遊
技
業
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
を
受
け
て
休
部
し
た
。
三
菱
重

工
グ
ル
ー
プ
は
チ
ー
ム
強
化
の
方

針
か
ら
、
全
国
の
４
チ
ー
ム
を
東

西
２
チ
ー
ム
に
再
編
。
１
９
７
９

年
の
都
市
対
抗
大
会
を
制
し
た
広

島
、
18
年
の
日
本
選
手
権
を
制
し

た
名
古
屋
が
活
動
を
終
え
た
。

21
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
は
続
く
だ
ろ
う
。
そ
れ
で

も
、
社
会
人
野
球
に
関
わ
る
全
て

の
人
が
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
」

と
の
志
を
持
っ
て
、
各
地
で
熱
い

プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
祈

り
た
い
。（毎

日
新
聞
社
・
岸
本
悠
）

２
０
２
０
年
、社
会
人
野
球
を
振
り
返
る

コ
ロ
ナ
禍
で
の
都
市
対
抗
開
催
、今
後
の
糧
に

第91回都市対抗大会は11年ぶりにＨｏｎｄａが黒獅子旗を奪還した

第91回都市対抗大会１回戦で鹿嶋市・日本製鉄鹿島に勝ち、喜ぶ広
島市・三菱重工広島の選手たち。大会通算24勝目が、最後の白星に
なった
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「
新
た
な
時
代
へ
の
挑
戦
」 

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
込
め
た
決
意

２
０
２
１
年
度
の
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
「
今
、
こ
の
一
瞬
に

思
い
を
込
め
て
～
新
た
な
時
代
へ

の
挑
戦
～
社
会
人
野
球
か
ら
夢
と

希
望
を
」
と
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
収
束
す
る
ま
で
、

社
会
人
野
球
も
さ
ま
ざ
ま
な
面
で

「
大
変
な
中
で
の
活
動
」
と
い
う

状
況
は
続
く
だ
ろ
う
。
な
ら
ば
、

競
技
力
向
上
委
員
会
と
し
て
も
こ

の
状
況
を
受
け
入
れ
た
上
で
「
何

が
で
き
る
の
か
。
何
が
可
能
な
の

か
」
を
見
極
め
、
前
へ
進
も
う
と

い
う
決
意
を
込
め
て
こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
選
定
し
た
。

20
年
度
の
強
化
活
動
は
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
の
「
波
」
に
対
し

て
、
後
手
後
手
に
回
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
反
省
が
あ
る
。
21
年
度

は
活
動
の
内
容
も
時
期
も
先
手
を

打
つ
こ
と
が
必
要
だ
。
代
表
候
補

合
宿
な
ど
活
動
可
能
と
考
え
ら
れ

る
時
期
を
複
数
回
あ
ら
か
じ
め
設

定
し
て
お
き
、
で
き
る
か
ぎ
り
実

施
し
た
い
。
国
際
試
合
が
で
き
る

か
ど
う
か
も
新
型
コ
ロ
ナ
次
第
だ

が
、
代
表
チ
ー
ム
の
編
成
は
即
席

で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
少
し

ず
つ
で
も
着
実
に
手
を
打
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
作
者
は
一
般
の

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
会
員
の
方
だ
。
競
技
力

向
上
委
員
会
と
し
て
は
、
新
し
い

時
代
に
向
け
て
強
化
を
進
め
る
こ

と
が
、
チ
ー
ム
、
企
業
、
フ
ァ
ン

を
問
わ
ず
社
会
人
野
球
を
取
り
巻

く
全
て
の
人
の
思
い
に
応
え
る
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
若
手
が
台
頭

20
年
11
月
22
日
～
12
月
３
日
に

行
わ
れ
た
第
91
回
都
市
対
抗
野
球

大
会
で
は
、
優
勝
し
た
ホ
ン
ダ
を

筆
頭
に
新
人
を
は
じ
め
と
す
る
若

手
が
活
躍
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
近
年
の
傾
向
が
継
続
さ
れ

た
こ
と
は
社
会
人
野
球
の
未
来
を

考
え
る
上
で
喜
ば
し
い
。

大
会
を
通
し
て
、
投
手
の
活
躍

が
顕
著
だ
っ
た
こ
と
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で
特
別
な

シ
ー
ズ
ン
に
な
っ
た
こ
と
と
無
関

係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
一
般
的
に

は
、
投
手
は
春
先
に
成
長
し
、
Ｊ

Ａ
Ｂ
Ａ
大
会
な
ど
の
試
合
を
経
て

勝
負
の
怖
さ
を
知
る
。
一
方
、
打

者
は
公
式
戦
で
対
戦
し
な
が
ら
投

手
の
ボ
ー
ル
に
慣
れ
て
い
く
。
20

年
は
多
く
の
公
式
戦
が
中
止
に
な

っ
た
た
め
に
、
投
手
が
怖
さ
を
知

り
、
打
者
が
慣
れ
る
期
間
が
な
く

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
都
市
対

抗
に
お
い
て
数
字
に
も
如
実
に
表

れ
た
。

一
方
、
投
高
打
低
傾
向
の
中
、

甘
い
コ
ー
ス
に
投
げ
込
ま
れ
た
ボ

ー
ル
を
打
ち
損
じ
て
し
ま
う
シ
ー

ン
が
目
に
つ
い
た
。
そ
の
中
で
、

５
試
合
で
29
得
点
を
挙
げ
た
ホ
ン

ダ
打
線
は
、
各
打
者
が
ボ
ー
ル
を

強
く
叩
く
の
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分

が
狙
う
べ
き
ボ
ー
ル
、
打
て
ば
ヒ

ッ
ト
に
な
る
確
率
の
高
い
ボ
ー
ル

は
何
か
を
整
理
す
る
こ
と
を
徹
底

し
て
い
た
。
オ
ー
プ
ン
戦
の
み
な

ら
ず
、
普
段
の
練
習
か
ら
打
つ
べ

き
ボ
ー
ル
を
明
確
に
す
る
こ
と
を

習
慣
づ
け
て
い
た
こ
と
が
、
大
舞

台
で
力
を
発
揮
で
き
た
要
因
だ
ろ

う
。打

ち
損
じ
を
減
ら
す
こ
と
は
、

引
き
続
き
社
会
人
野
球
強
化
の
テ

ー
マ
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
る
。

競
技
力
向
上
委
員
会
活
動
に
つ
い
て

　
　 

20
年
度
の
総
括
と
21
年
度
展
望

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
競
技
力
向
上
委
員
会
　
高
見
泰
範
委
員
長

第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会

も
若
手
の
活
躍
が
目
立
っ
た
。

若
獅
子
賞
に
選
ば
れ
た
、
左

か
ら
ホ
ン
ダ
・
朝
山
広
憲
投

手
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
・
藤
井

健
平
外
野
手
、
三
菱
自
動
車

倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
・
廣
畑

敦
也
投
手
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「
瞬
時
の
判
断
力
」を
課
題
に

21
年
度
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
選

手
に
「
瞬
時
に
判
断
す
る
能
力
」

を
求
め
た
い
。

試
合
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
目

指
す
取
り
組
み
は
、
か
れ
こ
れ
20

年
近
く
継
続
し
て
い
る
。
こ
の
中

で
、
失
わ
れ
た
も
の
や
反
省
す
べ

き
点
に
も
目
を
向
け
る
時
期
に
来

て
い
る
。

ま
ず
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
選
手
が
考

え
る
時
間
も
短
縮
さ
れ
、
ケ
ー
ス

ご
と
に
判
断
を
下
す
余
裕
も
な
く
、

「
た
だ
投
げ
る
・
た
だ
打
つ
・
た

だ
走
る
」
と
い
う
野
球
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
な
い
か
、
と
い
う
こ

と
だ
。

こ
れ
で
は
、
い
く
ら
試
合
を
こ

な
そ
う
が
、
選
手
に
本
当
の
力
は

つ
か
な
い
。

選
手
に
は
、
単
に
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
を
心
掛
け
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
今
、
何
が
ベ
ス
ト
か
。
自
分
は

何
を
す
べ
き
か
、
何
が
で
き
る

か
」
を
素
早
く
判
断
す
る
力
を
身

に
つ
け
て
ほ
し
い
。

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
言
い
な
が

ら
、
必
要
で
も
な
い
ケ
ー
ス
で
し

き
り
に
ベ
ン
チ
の
サ
イ
ン
を
う
か

が
う
選
手
も
目
に
つ
く
。
人
任
せ

に
せ
ず
自
ら
考
え
判
断
す
る
。
こ

れ
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
や
り

遂
げ
ら
れ
る
能
力
を
磨
い
て
も
ら

い
た
い
。

加
え
て
、
選
手
に
求
め
た
い
も

の
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
打
者
に
は

バ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
投
手
に

は
ボ
ー
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
求
め

て
き
た
が
、
さ
ら
に
「
マ
イ
ン

ド
」
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
だ
。

試
合
の
中
で
緊
張
し
た
り
、
浮
つ

い
た
り
す
る
の
を
制
御
す
る
心
の

強
さ
を
持
て
る
よ
う
、
日
々
意
識

し
て
ほ
し
い
。

こ
れ
ら
は
、
代
表
チ
ー
ム
の
選

考
・
編
成
に
あ
た
っ
て
も
、
選
手

に
求
め
て
き
た
能
力
だ
。
社
会
人

野
球
全
体
の
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と

で
、
競
技
力
の
底
上
げ
が
図
れ
る

と
期
待
し
て
い
る
。

「
新
時
代
」に
必
要
な
発
信
力

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束
は

い
ま
だ
見
通
し
が
立
た
ず
、
21
年

度
も
公
式
戦
の
数
が
少
な
く
な
る

可
能
性
は
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
悲
観
し
て
い
て
も
始
ま
ら
な

い
。ま

ず
は
、
選
手
個
々
の
能
力
を

上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
し
、

で
き
る
は
ず
だ
。

ま
だ
私
案
の
段
階
で
、
競
技
力

向
上
委
員
会
の
中
で
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ご
と

に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
も

や
っ
て
み
た
い
。
例
え
ば
、
捕
手

な
ら
捕
手
を
全
国
か
ら
招
集
し
、

育
成
す
る
た
め
の
研
修
の
場
を
設

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
コ
ロ

ナ
禍
が
ま
だ
続
く
こ
と
を
想
定
す

る
な
ら
ば
、
各
地
区
単
位
で
の
育

成
に
取
り
組
ん
だ
り
、
リ
モ
ー
ト

で
強
化
に
関
す
る
情
報
、
知
見
を

伝
え
た
り
と
い
っ
た
、
ア
イ
デ
ア

を
練
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
ろ

う
。20

年
以
降
、
代
表
候
補
の
強
化

合
宿
が
で
き
な
い
、
実
戦
が
少
な

い—
—

と
い
う
現
実
と
向
き
合
う

中
で
、
「
こ
ん
な
状
況
だ
か
ら
こ

そ
、
あ
え
て
言
葉
に
す
る
こ
と
も

必
要
だ
」
と
感
じ
て
い
る
。

「
チ
ー
ム
も
個
々
の
選
手
も
、

言
わ
な
く
て
も
分
か
っ
て
く
れ
て

い
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
思
考
は
で

き
る
だ
け
な
く
し
て
い
き
た
い
。

チ
ー
ム
や
選
手
に
、
ど
ん
な
課
題

を
持
ち
、
ど
ん
な
意
識
付
け
を
し

て
ほ
し
い
か
。
競
技
力
向
上
委
員

会
と
し
て
し
っ
か
り
発
信
し
、
社

会
人
球
界
全
体
で
共
有
す
る
こ
と

か
ら
も
、
強
化
に
繋
げ
た
い
と
考

え
る
。

コロナ禍で多くの大会が中止になる中、社会人の主要大会で唯一実施された第91回都市対抗野球大会
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北
海
道
地
区
連
盟

闘
い
の
あ
と
２
０
２
０

２
０
２
０
年
の
道
内
社
会
人
野

球
シ
ー
ズ
ン
は
、
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
な
せ
る
技
で
あ
っ

た
。
数
カ
月
で
全
世
界
に
拡
大
し
、

２
０
２
１
年
が
開
け
て
も
猛
威
を

振
る
っ
て
い
る
。
２
０
１
９
年
暮

れ
、
中
国
・
武
漢
か
ら
始
ま
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
世
界
が
一
変
し
た
。
流
行
は
、

日
本
国
内
で
は
２
０
２
０
年
２
月

以
降
急
速
に
拡
大
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
１
年
延
期
。
プ
ロ
野
球
、

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
は
開
幕
を
延

期
し
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
も

中
止
が
相
次
い
だ
。
社
会
人
野
球

で
も
日
本
選
手
権
大
会
、
全
日
本

ク
ラ
ブ
野
球
選
手
権
大
会
と
北
海

道
大
会
を
含
む
各
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
大
会

の
中
止
が
決
定
。
結
果
、
北
海
道

内
で
は
７
月
11
日
の
北
海
道
地
区

ク
ラ
ブ
選
手
権
大
会
か
ら
９
月
の

都
市
対
抗
地
区
予
選
ま
で
４
大
会

の
み
が
行
わ
れ
た
。

シ
ー
ズ
ン
開
幕
大
会
は
６
回
目

を
迎
え
た
北
海
道
地
区
ク
ラ
ブ
選

手
権
大
会
。
当
初
６
月
20
、
21
、

27
、
28
日
の
日
程
が
組
み
込
ま
れ

て
い
た
が
、
公
式
戦
自
粛
日
の
解

禁
が
７
月
と
な
っ
た
こ
と
、
高

校
・
大
学
連
盟
と
の
球
場
調
整
等

に
よ
り
７
月
11
、
12
日
と
同
25
日

に
野
幌
総
合
運
動
公
園
球
場
、
栗

山
町
民
球
場
で
開
催
さ
れ
た
。
13

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
出
場
。
11
日
に

１
回
戦
、
12
日
は
２
回
戦
を
実
施
。

準
決
勝
、
決
勝
は
25
日
に
野
幌
総

合
運
動
公
園
球
場
で
行
わ
れ
、
Ｔ

Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
が
３
年
連
続
４
回

目
の
優
勝
。
上
位
３
チ
ー
ム
が
秋

の
青
函
交
流
大
会
の
出
場
権
を
獲

得
し
た
が
、
青
函
交
流
大
会
も
中

止
に
。
今
回
の
ベ
ス
ト
４
は
８
月

の
第
72
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
北
海
道
社
会

人
野
球
結
成
記
念
大
会
へ
の
出
場

権
が
与
え
ら
れ
た
。
７
月
31
日
か

ら
８
月
２
日
ま
で
の
３
日
間
は
札

幌
円
山
球
場
を
舞
台
に
「
２
０
２

０
プ
レ
・
オ
ー
プ
ン
・
マ
ッ
チ
・

イ
ン
・
北
海
道
」
が
開
か
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
、
日
本
選
手
権
大
会
や
Ｊ
Ａ

Ｂ
Ａ
大
会
が
中
止
と
な
り
、
道
内

企
業
チ
ー
ム
の
実
戦
不
足
を
補
う

た
め
、
北
海
道
地
区
連
盟
主
催
で

計
画
し
た
大
会
で
あ
る
。

こ
の
４
チ
ー
ム
は
既
に
結
成
記

念
大
会
の
出
場
権
を
保
有
し
て
お

り
、
結
成
大
会
の
シ
ー
ド
順
を
決

定
す
る
と
い
う
狙
い
で
日
本
製
鉄

室
蘭
シ
ャ
ー
ク
ス
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
、
航
空
自
衛
隊

千
歳
、
北
海
道
ガ
ス
の
４
チ
ー
ム

が
出
場
。
結
果
、
北
海
道
ガ
ス
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
が

２
勝
１
敗
。
日
本
製
鉄
室
蘭
シ
ャ

ー
ク
ス
、
航
空
自
衛
隊
千
歳
が
１

勝
２
敗
。
当
該
チ
ー
ム
の
対
戦
の

勝
者
を
上
位
と
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
北
海
道
社
会
人
野
球

結
成
記
念
大
会
は
８
月
15
日
か
ら

４
日
間
、
札
幌
円
山
球
場
で
行
わ

れ
た
。
８
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
争
わ
れ
た
。

ベ
ス
ト
４
に
残
っ
た
の
は
Ｊ
Ｒ
北

海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
、
航
空
自

衛
隊
千
歳
、
日
本
製
鉄
室
蘭
シ
ャ

ー
ク
ス
、
北
海
道
ガ
ス
の
４
チ
ー

ム
。
１
回
戦
敗
退
の
中
で
は
Ｗ
Ｅ

Ｅ
Ｄ
し
ら
お
い
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬

式
野
球
ク
ラ
ブ
と
１
点
を
争
う
展

開
。
九
回
に
同
点
を
狙
っ
た
走
者

が
本
塁
で
タ
ッ
チ
ア
ウ
ト
。
悔
し

い
敗
戦
と
な
っ
た
。
決
勝
は
Ｊ
Ｒ

北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
と
日
本

製
鉄
室
蘭
シ
ャ
ー
ク
ス
。
終
盤
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
が

ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
逆
転
、

２
年
ぶ
り
10
回
目
の
タ
イ
ト
ル
を

手
に
し
た
。

結
成
大
会
か
ら
半
月
後
、
９
月

に
入
る
と
第
91
回
都
市
対
抗
野
球

北
海
道
地
区
予
選
大
会
・
１
次
予

選
が
前
年
同
様
に
岩
見
沢
市
野
球

場
、
栗
山
町
民
球
場
で
幕
を
開
け

た
。
17
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
と
敗
者
復
活
戦
を
勝
ち

抜
い
た
４
チ
ー
ム
が
決
勝
リ
ー
グ

（
２
次
予
選
）
へ
進
み
、
同
19
日

か
ら
総
当
た
り
の
リ
ー
グ
戦
方
式

で
代
表
権
を
争
っ
た
。

ま
ず
抜
け
出
し
た
の
は
Ｊ
Ｒ
北

海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
、
２
連
勝

で
代
表
に
王
手
を
か
け
た
。
一
方
、

昨
19
年
の
覇
者
、
日
本
製
鉄
室
蘭

シ
ャ
ー
ク
ス
は
連
敗
で
早
々
と
脱

落
。
と
は
い
え
21
日
の
Ｊ
Ｒ
北
海

道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
戦
で
、
投
打

に
本
来
の
力
を
発
揮
し
て
逆
転
勝

ち
し
意
地
を
み
せ
た
。
結
果
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
と
航

空
自
衛
隊
千
歳
が
２
勝
１
敗
で
並

び
、
22
日
に
代
表
決
定
戦
が
行
わ

れ
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ

ブ
が
２
年
ぶ
り
16
回
目
の
代
表
権

を
手
に
し
た
。
野
球
を
取
り
巻
く

環
境
が
変
化
、
そ
れ
で
も
『
勝
ち

た
い
』
と
い
う
選
手
、
ス
タ
ッ
フ

の
意
識
が
他
チ
ー
ム
の
そ
れ
よ
り

少
し
だ
け
上
回
っ
た
結
果
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
復
活
を
果
た
し
、
11

月
22
日
、
東
京
ド
ー
ム
で
始
ま
っ

た
本
大
会
に
臨
ん
だ
Ｊ
Ｒ
北
海
道

硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
だ
っ
た
が
、
１

回
戦
で
東
京
都
代
表
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
」
に
敗
退
、
道
勢
の
初
戦
敗

退
は
３
年
連
続
で
あ
る
。
本
大
会

の
白
星
は
「
通
算
98
勝
」
。
Ｊ
Ｒ

北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
が
今
年
、

準
々
決
勝
へ
進
む
と
、
通
算
１
０

０
勝
に
達
す
る
と
あ
っ
て
注
目
さ

れ
た
が
、
あ
っ
け
な
く
潰
え
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
大
会
中
止
が
相

次
い
だ
こ
と
で
、
出
場
チ
ー
ム
に

と
っ
て
は
都
市
対
抗
が
シ
ー
ズ
ン

唯
一
の
大
舞
台
で
あ
り
、
道
勢
が

波
乱
の
中
心
に
い
る
こ
と
を
密
か

に
期
待
し
た
が
、
結
果
は
「
残
念

だ
っ
た
」
と
い
う
し
か
な
い
。

道
勢
の
『
都
市
対
抗
通
算
１
０

０
勝
』
は
21
年
以
降
に
持
ち
越
し

と
な
り
、
言
い
方
を
替
え
れ
ば

「
来
年
の
楽
し
み
が
増
え
た
」
が
、

春
先
の
全
日
本
ク
ラ
ブ
大
会
か
ら

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
北
海
道
大
会
、
日
本
選

２
０
２
０
年
地
区
連
盟
だ
よ
り

〔
Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
―
航
空
自
衛
隊
千
歳
〕
都
市
対
抗

予
選
の
代
表
決
定
戦
で
最
後
を
締
め
く
く
り
、
代
表
権
を
奪
取
し

た
Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
の
福
山
に
駆
け
寄
る
嶋
田
三
塁

手
）
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手
権
大
会
な
ど
中
止
と
な
り
、
北

海
道
連
盟
表
彰
や
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

選
出
表
彰
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と

は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、

大
会
中
止
・
時
期
変
更
・
創
設
大

会
は
北
海
道
地
区
理
事
、
各
委
員

会
ス
タ
ッ
フ
、
各
チ
ー
ム
間
と
の

協
力
体
制
の
連
携
強
化
、
並
び
に

高
校
・
大
学
等
他
団
体
と
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
調
整
な
ど
困
難
を
乗
り
越

え
７
月
以
降
の
大
会
が
実
施
で
き

た
こ
と
は
、
創
意
工
夫
の
成
果
で

あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
無
観
客

で
の
実
施
、
入
場
人
数
の
制
限
や

感
染
拡
大
防
止
策
を
徹
底
実
施
、

応
援
ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
華
や
か
な
都
市
対
抗
の
名
物
応

援
は
姿
を
消
し
た
が
、
出
来
う
る

大
会
を
実
施
で
き
た
こ
と
は
北
海

道
社
会
人
野
球
を
応
援
し
て
く
だ

さ
る
皆
様
、
す
べ
て
の
関
係
者
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

プ
レ
・
オ
ー
プ
ン
・
マ
ッ
チ
を
開
催

◇
２
０
２
０
プ
レ
・
オ
ー
プ

ン
・
マ
ッ
チ
・
イ
ン
・
北
海
道

（
７
月
31
日
～
８
月
２
日
　
札
幌

円
山
球
場
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
で
、
日
本
選
手
権
大
会
や
Ｊ

Ａ
Ｂ
Ａ
大
会
が
す
べ
て
中
止
と
な

り
、
都
市
対
抗
予
選
ま
で
大
き
な

空
白
が
出
来
る
北
海
道
内
企
業
チ

ー
ム
の
実
戦
不
足
を
補
う
た
め
に

計
画
さ
れ
た
。
北
海
道
地
区
連
盟

主
催
大
会
で
７
月
31
日
か
ら
８
月

２
日
ま
で
の
３
日
間
、
札
幌
円
山

球
場
で
開
催
。
日
本
選
手
権
大
会

に
出
場
登
録
し
て
い
る
日
本
製
鉄

室
蘭
シ
ャ
ー
ク
ス
・
Ｊ
Ｒ
北
海
道

硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
・
航
空
自
衛
隊

千
歳
・
北
海
道
ガ
ス
の
４
チ
ー
ム
。

大
会
は
リ
ー
グ
戦
方
式
で
行
わ
れ
、

４
チ
ー
ム
に
は
成
績
順
に
同
月
15

日
開
幕
「
北
海
道
社
会
人
野
球
結

成
記
念
大
会
」
の
シ
ー
ド
権
が
与

え
ら
れ
た
。

成
績
は
①
北
海
道
ガ
ス
（
２
勝

１
敗
）
②
Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球

ク
ラ
ブ
（
２
勝
１
敗
）
③
航
空
自

衛
隊
千
歳
（
１
勝
２
敗
）
④
日
本

製
鉄
室
蘭
シ
ャ
ー
ク
ス
（
１
勝
２

敗
）
。
※
勝
敗
が
同
じ
チ
ー
ム
順

位
は
、
当
該
チ
ー
ム
同
士
の
勝
者

が
上
位
。

　
　
野球
　
野球
　
野球
　
野球
　
野球

◇
第
１
日
（
７
月
31
日
）

初
日
は
２
試
合
が
行
わ
れ
た
。

航
空
自
衛
隊
千
歳
は
日
本
製
鉄
室

蘭
シ
ャ
ー
ク
ス
に
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
。

北
海
道
ガ
ス
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式

野
球
ク
ラ
ブ
を
接
戦
で
破
っ
た
。

昨
19
年
の
都
市
対
抗
、
日
本
選
手

権
の
道
代
表
を
争
っ
た
両
チ
ー
ム

が
敗
れ
る
波
乱
と
な
っ
た
。

▽
第
１
試
合

日
本
製
鉄
室
蘭
シ
ャ
ー
ク
ス

０
１
０
　
０
２
０
　
０
０
０—

３

２
０
０
　
０
０
０
　
１
０
１—

４

航
空
自
衛
隊
千
歳

（
室
）
鈴
木
駿
、
髙
田
、
瀬
川
―

田
畑

（
千
）
佐
藤
怜
、
奥
崎
―
石
井

▽
本
塁
打
　
伊
賀
、
佐
藤
大

（
千
）

▽
二
塁
打
　
小
屋
畑
、
若
松

（
室
）

▽
試
合
時
間
　
３
時
間
３
分

航
空
自
衛
隊
千
歳
は
３
―
３
で

迎
え
た
九
回
、
工
藤
、
柳
川
の
連

続
ヒ
ッ
ト
で
無
死
一
、
三
塁
。
岸

本
が
左
前
へ
ク
リ
ー
ン
ヒ
ッ
ト
で

三
塁
か
ら
工
藤
が
生
還
し
て
サ
ヨ

ナ
ラ
勝
ち
し
た
。

▽
第
２
試
合

Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

０
０
０
　
０
２
０
　
０
０
０—
２

０
１
０
　
０
０
０
　
０
２
×—
３

北

海

道

ガ

ス

（
Ｊ
）
福
山
、
和
田
、
伊
藤
―
井

内（
ガ
）
鈴
木
、
武
笠
、
長
江
―
中

林▽
本
塁
打
　
嶋
田
（
Ｊ
）

▽
三
塁
打
　
髙
橋
（
ガ
）

▽
二
塁
打
　
丹
澤
（
Ｊ
）
東
海
林

（
ガ
）

▽
試
合
時
間
　
２
時
間
23
分

北
海
道
ガ
ス
は
１
点
を
追
っ
て

迎
え
た
八
回
、
米
満
の
中
前
打
に

２
つ
の
送
り
バ
ン
ト
を
絡
め
て
つ

く
っ
た
１
死
二
、
三
塁
で
髙
橋
が

右
越
え
三
塁
打
を
放
っ
て
逆
転
し

た
。◇

第
２
日
（
８
月
１
日
）

第
１
試
合
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬

式
野
球
ク
ラ
ブ
が
先
発
の
ル
ー
キ

ー
内
沢
ら
若
手
の
活
躍
で
航
空
自

衛
隊
千
歳
に
圧
勝
し
た
。
第
２
試

合
は
日
本
製
鉄
室
蘭
シ
ャ
ー
ク
ス

の
攻
撃
陣
が
奮
起
、
北
海
道
ガ
ス

の
投
手
陣
を
三
回
に
攻
略
、
再
逆

転
し
て
主
導
権
を
取
り
戻
し
て
圧

倒
し
た
。

▽
第
１
試
合

Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

０
１
０
　
２
２
２
　
３—

10

０
０
０
　
０
０
０
　
０—

０

航
空
自
衛
隊
千
歳

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
Ｊ
）
内
沢
、
松
村
、
和
田
―
井

内（
千
）
平
田
、
宮
川
、
奥
崎
―
石

井▽
本
塁
打
　
前
田
（
Ｊ
）

▽
二
塁
打
　
松
浦
、
福
田
、
井
内
、

丹
澤
（
Ｊ
）

▽
試
合
時
間
　
２
時
間
49
分

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
先
制
本
塁
打
の

前
田
、
四
回
に
２
点
二
塁
打
の
福

田
に
加
え
て
先
発
し
た
内
沢
ら
ル

ー
キ
ー
が
活
躍
、
前
半
で
試
合
を

決
め
た
。
若
手
に
刺
激
を
受
け
、

嶋
田
、
丹
澤
ら
に
も
快
音
が
戻
っ

た
こ
と
も
好
材
料
。

▽
第
２
試
合

日
本
製
鉄
室
蘭
シ
ャ
ー
ク
ス

０
３
３
　
０
２
２
　
０
１
０—

11

０
５
０
　
０
０
０
　
０
１
０—

６

北

海

道

ガ

ス

（
室
）
岩
崎
、
今
崎
―
佐
々
木

（
ガ
）
武
笠
、
厚
地
、
鈴
木
、
長

江
―
東
海
林

▽
本
塁
打
　
佐
々
木
（
室
）
安
田

（
ガ
）

▽
二
塁
打
　
永
森
、
小
林
、
佐
々

木
（
室
）
安
田
、
古
谷
（
ガ
）

▽
試
合
時
間
　
３
時
間
16
分

室
蘭
シ
ャ
ー
ク
ス
は
２
点
を
追

う
三
回
、
佐
々
木
の
２
ラ
ン
な
ど

で
再
び
リ
ー
ド
し
、
そ
の
後
は
着

実
に
得
点
を
重
ね
た
。
北
海
道
ガ

ス
は
二
回
に
逆
転
し
た
が
、
中
盤

以
降
は
決
定
打
を
欠
い
た
。

◇
最
終
日
（
８
月
２
日
）

最
終
日
の
２
日
も
２
試
合
。
第

１
試
合
で
Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球

ク
ラ
ブ
の
右
腕
、
伊
藤
が
日
本
製

鉄
室
蘭
シ
ャ
ー
ク
ス
に
４
安
打
の

完
封
勝
利
。
第
２
試
合
は
北
海
道

ガ
ス
が
終
盤
の
七
回
、
八
回
に
７

安
打
を
集
中
、
鈴
木
が
完
封
し
８

回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
。

▽
第
１
試
合

Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

０
１
０
　
０
０
３
　
０
０
０—

４

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

日
本
製
鉄
室
蘭
シ
ャ
ー
ク
ス

（
Ｊ
）
伊
藤
―
井
内

（
室
）
平
良
、
髙
田
、
山
口
―

佐
々
木

▽
二
塁
打
　
丹
澤
（
Ｊ
）

▽
試
合
時
間
　
２
時
間
50
分

Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

は
六
回
、
松
浦
、
丹
澤
の
短
長
打

か
ら
１
死
満
塁
と
し
、
嶋
田
の
右

前
適
時
打
な
ど
で
３
点
を
加
え
た
。

シ
ャ
ー
ク
ス
の
各
打
者
は
伊
藤
の

緩
急
を
つ
け
た
投
球
に
手
が
出
ず
、

散
発
４
安
打
。

▽
第
２
試
合

北
海
道
ガ
ス

０
２
０
　
０
０
０
　
２
３—

７

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０—

０

航
空
自
衛
隊
千
歳（八

回
コ
ー
ル
ド
）

（
ガ
）
鈴
木
―
中
林

（
千
）
川
崎
、
野
中
、
本
木
―
石

井▽
二
塁
打
　
長
谷
川
、
大
友
、
東

海
林
（
ガ
）

▽
試
合
時
間
　
２
時
間
34
分

北
海
道
ガ
ス
は
二
回
、
中
林
の

適
時
打
で
２
点
を
先
取
。
七
回
は

２
死
か
ら
米
満
、
古
谷
、
大
友
の

３
連
続
ヒ
ッ
ト
で
２
点
と
効
果
的
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に
得
点
を
重
ね
た
。
先
発
の
鈴
木

は
空
自
千
歳
打
線
を
ヒ
ッ
ト
２
本

に
抑
え
る
ピ
ッ
チ
ン
グ
で
得
点
を

許
さ
な
か
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
ク
ラ
ブ
、４
年
ぶ
り
Ｖ
10 

◇
第
72
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
北
海
道
社

会
人
野
球
結
成
記
念
大
会
（
８
月

15
日
～
18
日
　
札
幌
円
山
球
場
）

第
72
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
北
海
道
社
会

人
野
球
結
成
記
念
大
会
は
、
８
月

15
日
か
ら
18
日
の
４
日
間
、
札
幌

円
山
球
場
に
８
チ
ー
ム
が
出
場
し

て
行
わ
れ
た
。
こ
の
大
会
の
出
場

チ
ー
ム
は
例
年
６
チ
ー
ム
で
あ
り
、

前
年
度
の
大
会
成
績
に
よ
り
決
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か

し
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、

前
年
選
抜
チ
ー
ム
と
本
年
度
地
区

ク
ラ
ブ
選
手
権
上
位
４
チ
ー
ム
か

ら
工
夫
し
て
８
チ
ー
ム
と
し
て
大

会
開
催
と
し
た
。
ま
た
、
無
観
客

試
合
が
続
い
た
が
「
有
観
客
試

合
」
と
し
て
、
感
染
拡
大
対
策
に

配
慮
、
出
場
選
手
、
役
員
、
応
援

の
フ
ァ
ン
、
チ
ー
ム
関
係
者
は
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
ス
タ
ン
ド
へ
入
場
時
、

体
温
測
定
や
手
の
消
毒
を
行
う
な

ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
態
勢
で
実

施
さ
れ
、
多
く
の
社
会
人
野
球
フ

ァ
ン
が
来
場
さ
れ
た
。

か
つ
て
こ
の
大
会
は
「
都
市
対

抗
予
選
の
前
哨
戦
」
と
し
て
札
幌

ま
つ
り
（
毎
年
６
月
）
に
あ
わ
せ

て
札
幌
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道
地

区
連
盟
独
自
の
大
会
で
あ
る
。
昭

和
24
年
（
１
９
４
９
年
）
日
本
社

会
人
野
球
協
会
が
発
足
、
そ
れ
に

伴
い
北
海
道
地
方
連
盟
を
創
設
し

た
こ
と
を
記
念
し
創
設
し
た
、
悠

久
の
歴
史
と
伝
統
が
息
づ
く
大
会

で
あ
る
。
今
年
は
、
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
の
大
会
で
あ
り
、
出
場

チ
ー
ム
の
意
気
込
み
も
例
年
以
上

で
、
好
ゲ
ー
ム
が
続
い
た
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

と
日
本
製
鉄
室
蘭
シ
ャ
ー
ク
ス
が

決
勝
で
激
突
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式

野
球
ク
ラ
ブ
が
逆
転
勝
ち
し
、
４

年
ぶ
り
10
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

最
高
殊
勲
選
手
賞
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道

硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
の
福
田
涼
太
選

手
に
贈
ら
れ
た

　
　
野球
　
野球
　
野球
　
野球
　
野球

◇
第
１
日
（
８
月
15
日
）

▽
１
回
戦

北
海
道
ガ
ス

０
１
０
　
２
４
１
　
０—

８

０
０
０
　
０
０
０
　
×—

０

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｓ（七

回
コ
ー
ル
ド
）

（
北
）
大
城
、
長
江
―
中
林

（
Ｔ
）
宮
崎
、
佐
藤
憲
、
三
浦
、

宮
本
―
中
林

▽
三
塁
打
　
大
友
、
安
田
（
北
）

▽
二
塁
打
　
中
林
（
北
）

ウ

イ

ン

北

広

島

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
１—

１

０
０
１
　
３
０
０
　
０
２
×—

６

日
本
製
鉄
室
蘭
シ
ャ
ー
ク
ス

（
北
）
吉
田
、
淸
藤
―
笹
原
、
内

山（
室
）
平
良
―
田
畑
、
佐
々
木

▽
本
塁
打
　
大
石
（
室
）

▽
二
塁
打
　
永
森
、
田
畑
、
飯
田

（
室
）

◇
第
２
日
（
８
月
16
日
）

▽
１
回
戦

Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

０
０
０
　
０
１
２
　
０
０
０—

３

０
０
０
　
０
０
２
　
０
０
０—

２

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
し
ら
お
い

（
Ｊ
）
立
田
、
太
田
、
川
崎
、
和

田
―
今
西

（
Ｗ
）
太
田
、
高
橋
塁
、
宮
脇
、

二
瓶
―
只
野

▽
本
塁
打
　
嶋
田
（
Ｊ
）

▽
二
塁
打
　
平
田
、
西
谷
（
Ｗ
）

札
幌
ホ
ー
ネ
ッ
ツ

１
０
１
　
０
０
０
　
０
０—

２

１
０
２
　
０
１
３
　
０
２—

９

航
空
自
衛
隊
千
歳（八

回
コ
ー
ル
ド
）

（
札
）
春
日
井
、
今
田
、
高
橋
―

坂
東

（
空
）
川
崎
、
野
中
―
石
井

▽
二
塁
打
　
竹
原（
札
）柳
川（
空
）

◇
第
３
日
（
８
月
17
日
）

▽
準
決
勝
（
第
１
試
合
）

日
本
製
鉄
室
蘭
シ
ャ
ー
ク
ス

０
０
２
　
０
０
１
　
１
０
０—

４

０
０
１
　
０
１
０
　
０
０
０—

２

北

海

道

ガ

ス

（
室
）
鈴
木
、
山
口
、
佐
藤
、
今

崎
―
佐
々
木

（
北
）
清
水
、
武
笠
、
長
江
、
大

城
―
中
林

▽
二
塁
打
　
永
森
、
飯
田
、
小
山

内
、
大
石
（
室
）

〔札幌ホーネッツ―航空自衛隊千歳〕七回裏航空自衛隊千歳１死一、二塁、
柳川の右越え二塁打で二塁走者に続いて一塁走者小出も本塁を狙うが、９ー
４ー２とわたる返球にタッチアウト（捕手・坂東）

〔ＪＲ北海道硬式野球クラブ―ＷＥＥＤしらおい〕九回裏、ＷＥＥＤしらおい２
死一、二塁から、遊ゴロが失策となり打球が転々、二塁走者釜谷が本塁突入を
図るも返球に刺され、ゲームセット
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航
空
自
衛
隊
千
歳

０
０
０
　
０
２
０
　
２
０
０—

４

３
０
０
　
１
４
０
　
０
１
×—

９

Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

（
空
）
佐
藤
怜
、
三
栖
、
川
崎
、

宮
川
―
石
井

（
Ｊ
）
内
沢
、
夏
井
、
福
山
、
伊

藤
―
今
西

▽
本
塁
打
　
冨
田
（
Ｊ
）

▽
三
塁
打
　
吉
江
（
Ｊ
）

▽
二
塁
打
　
松
浦
、
福
田
（
Ｊ
）

◇
最
終
日
（
８
月
18
日
）

▽
決
勝

日
本
製
鉄
室
蘭
シ
ャ
ー
ク
ス

０
０
０
　
１
０
０
　
０
０
０—

１

０
０
０
　
０
０
０
　
０
３
×—

３

Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

（
Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

は
４
年
ぶ
り
10
回
目
の
優
勝
）

（
室
）
岩
崎
、
佐
藤
、
今
崎
―
田

畑
、
佐
々
木

（
Ｊ
）
夏
井
、
伊
藤
―
今
西
、
井

内▽
二
塁
打
　
前
田
（
室
）
西
山
２

（
Ｊ
）

Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

は
１
点
を
追
う
八
回
、
ヒ
ッ
ト
の

水
木
が
送
り
バ
ン
ト
と
敵
失
で
三

進
。
さ
ら
に
一
、
三
塁
と
し
、
暴

投
で
追
い
つ
き
、
西
山
の
二
塁
打

な
ど
で
一
気
に
逆
転
し
た
。

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

福
田
　
涼
太
・
内
野
手
（
Ｊ
Ｒ

北
海
道
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
）

２
０
２
０
年
度
新
人
研
修
会
を
開
催

◇
新
人
研
修
会

北
海
道
地
区
連
盟
主
催
の
２
０

２
０
年
度
「
企
業
・
ク
ラ
ブ
新
人

研
修
会
」
は
10
月
６
日
、
札
幌
市

東
区
の
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
室
内
練
習
場
で
行
わ
れ
た
。

当
初
計
画
で
は
社
会
人
野
球
日

本
選
手
権
北
海
道
地
区
予
選
後
の

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
開
催
を

計
画
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
日
本

選
手
権
予
選
を
は
じ
め
主
要
大
会

が
中
止
。
こ
の
結
果
い
っ
た
ん
は

延
期
を
決
定
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン

は
実
施
し
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る

の
で
は
な
い
か
と
す
る
声
も
出
た

が
、
９
月
下
旬
の
都
市
対
抗
予
選

後
に
実
施
を
決
定
、
10
月
６
日
に

Ｊ
Ｒ
恵
庭
球
場
で
実
施
す
る
こ
と

に
計
画
を
変
更
し
た
。

都
市
対
抗
予
選
が
終
わ
り
、
一

部
の
チ
ー
ム
は
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
と

な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
た
が
「
道

内
の
社
会
人
野
球
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

と
底
上
げ
」
「
若
手
選
手
育
成
・

強
化
」
「
有
望
選
手
の
発
掘
」
を

目
的
に
毎
年
続
け
て
来
た
恒
例
行

事
で
あ
り
、
若
手
選
手
に
と
っ
て

参
考
と
な
る
技
術
習
得
法
、
他
の

チ
ー
ム
の
若
手
選
手
間
の
交
流
も

出
来
る
と
あ
っ
て
「
途
切
れ
さ
せ

る
訳
に
は
い
か
な
い
」
と
す
る
地

区
連
盟
技
術
委
員
会
が
中
心
と
な

っ
て
開
催
に
何
と
か
こ
ぎ
つ
け
た
。

参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
都
市
対
抗

道
予
選
に
出
場
し
た
各
チ
ー
ム
か

ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
投
手
が
９
人

の
ほ
か
、
捕
手
５
人
、
内
野
10
人
、

外
野
７
人
の
あ
わ
せ
て
31
人
が
招

集
さ
れ
た
。

計
画
で
は
午
前
中
は
ポ
ジ
シ
ョ

ン
別
に
基
礎
練
習
。
午
後
か
ら
は

都
市
対
抗
代
表
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬

式
野
球
ク
ラ
ブ
に
胸
を
借
り
る
実

戦
練
習
を
行
う
予
定
だ
っ
た
が
、

当
日
は
雨
天
の
た
め
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
使
用
不
能
。
急
き
ょ
、
日

ハ
ム
室
内
練
習
場
に
会
場
を
変
更
。

正
午
開
始
で
夕
方
ま
で
ポ
ジ
シ
ョ

ン
別
と
全
体
練
習
。
こ
の
結
果
、

Ｊ
Ｒ
と
の
ゲ
ー
ム
は
カ
ッ
ト
さ
れ

た
。
技
術
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と

参
加
者
31
人
は
大
急
ぎ
で
移
動
。

技
術
委
員
会
か
ら
は
投
手
部
門

に
有
沢
賢
持
、
森
広
泰
昌
、
加
藤

宗
之
の
３
技
術
委
員
、
捕
手
は
半

田
勇
気
、
野
手
は
内
野
守
備
を
沖

津
大
和
、
外
野
守
備
を
小
林
彰
、

打
撃
部
門
は
八
角
健
太
郎
の
各
委

員
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
。
こ
の
ほ
か
、

加
藤
徹
技
術
委
員
長
、
谷
中
田
副

技
術
委
員
長
、
安
藤
裕
満
の
３
技

術
委
員
が
参
加
し
た
。

正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
日

程
で
ポ
ジ
シ
ョ
ン
別
の
基
礎
練
習
、

実
戦
形
式
の
シ
ー
ト
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
、
技
術
委
員
会
メ
ン
バ

ー
が
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

昨
19
年
の
研
修
会
に
は
社
会
人

ジ
ャ
パ
ン
の
石
井
章
夫
監
督
、
18

年
は
多
幡
雄
一
コ
ー
チ
を
Ｊ
Ａ
Ｂ

Ａ
競
技
力
向
上
委
員
会
か
ら
講
師

と
し
て
派
遣
し
て
も
ら
い
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
が
、
今
年
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
、
講
師
派
遣
は
自

粛
と
い
う
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
の
回
答
。
地

区
連
盟
技
術
委
員
会
の
独
自
の
取

り
組
み
と
な
っ
た
。

個
々
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。

加
藤
徹
・
技
術
委
員
長
は
「
若
手

選
手
の
底
上
げ
は
連
盟
全
体
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
な
る
」
「
冬
場
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
怠
る
こ
と
な
く

来
シ
ー
ズ
ン
に
飛
躍
し
て
も
ら
い

た
い
」
「
将
来
、
全
日
本
代
表
チ

ー
ム
に
送
り
込
め
る
よ
う
な
選
手

に
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
、
期
待

を
込
め
て
話
し
た
。
参
加
者
が
来

シ
ー
ズ
ン
ど
ん
な
ふ
う
に
成
長
し

て
い
る
か
楽
し
み
だ
。

２
０
２
０
年
度
功
績
賞
を
表
彰

◇
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
北
海
道
社
地
区
連

盟
表
彰

２
０
２
０
年
度
の
北
海
道
ベ
ス

ト
ナ
イ
ン
表
彰
は
、
コ
ロ
ナ
禍
拡

大
に
よ
る
一
部
大
会
の
中
止
に
よ

っ
て
選
考
作
業
を
十
分
に
行
う
こ

と
が
出
来
な
い
と
判
断
。
ベ
ス
ト

ナ
イ
ン
選
考
を
中
止
し
た
。

一
方
、
北
海
道
地
区
連
盟
表
彰

は
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
表
彰
同
様
に
中

止
を
決
め
た
が
、
各
チ
ー
ム
か
ら

の
推
薦
に
よ
る
功
労
賞
と
功
績
賞

は
例
年
通
り
実
施
し
た
。
10
年
以

上
連
盟
に
所
属
し
、
20
年
度
シ
ー

ズ
ン
で
現
役
を
退
い
た
役
員
、
審

判
、
監
督
、
選
手
が
対
象
の
功
績

賞
受
賞
者
は
以
下
の
通
り
（
敬
称

略
）
。

　
　
野球
　
野球
　
野球
　
野球
　
野球

◇
功
績
賞

高
崎
　
厚
志
（
規
則
･
審
判
委

員
会
）

島
　
　
大
盛
（
Ｊ
Ｒ
北
海
道
硬

式
野
球
ク
ラ
ブ
）

宮
越
　
栄
治
（
札
幌
ホ
ー
ネ
ッ

ツ
）

金
野
　
健
司
（
札
幌
ホ
ー
ネ
ッ

ツ
）

◇
功
労
賞

該
当
者
な
し

結成記念決勝で室蘭シャークス打線を１点に抑え、味
方の逆転を呼び込む粘り強いピッチングの左腕、夏井
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東
北
地
区
連
盟

七
十
七
銀
行
、日
本
製
紙
石
巻
両
チ
ー
ム
Ｖ

◇
第
26
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
東
北
地
区

盟
会
長
旗
争
奪
野
球
大
会
（
10
月

24
日
～
26
日
　
こ
ま
ち
ス
タ
ジ
ア

ム
・
さ
き
が
け
八
橋
球
場
）

○
…
企
業
の
部
…
○

▽
１
回
戦

七
十
七
銀
行
３
―
０
Ｊ
Ｒ
盛
岡

Ｔ
　
Ｄ
　
Ｋ
３
―
１
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北

ト
ヨ
タ
自
動

車
東
日
本
９
―
０
Ｊ
Ｒ
秋
田

日
本
製
紙
石
巻
５
―
１
き
ら
や
か
銀
行

▽
準
決
勝

七
十
七
銀
行
５
―
３
Ｔ
　
Ｄ
　
Ｋ

日
本
製
紙
石
巻
５
―
２
ト
ヨ
タ
自
動

車
東
日
本

※
雨
天
に
よ
り
翌
日
継
続
試
合

▽
決
勝

※
雨
天
の
た
め
、
両
チ
ー
ム
優
勝

ク
ラ
ブ
の
部
は
オ
ー
ル
江
刺
が
優
勝

○
…
ク
ラ
ブ
の
部
…
○

▽
１
回
戦

オ
ー
ル
い
わ
き
ク
８
―
５
新
庄
球
友
ク

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ク
４
―
１
ゴ
ー
ル
デ
ン

リ
バ
ー
ス

▽
準
決
勝

能
代
松
陵
ク
５
―
１
オ
ー
ル
い
わ
き
ク

オ
ー
ル
江
刺
７
―
４
Ｔ
Ｆ
Ｕ
ク

▽
決
勝

オ
ー
ル
江
刺

０
３
２
　
１
０
０
　
０
１
０—

７

０
０
０
　
４
０
０
　
０
０
０—

４

能
代
松
陵
ク
ラ
ブ

（
江
）
菅
原
、
小
山
、
宇
部
―
高

橋
智

（
能
）
山
内
、
成
田
、
銭
谷
―
小

林
、
岸
部

▽
三
塁
打
　
千
葉
晴
、
吉
田

（
江
）

▽
二
塁
打
　
岸
部
（
能
）
千
葉
晴

（
江
）野球

…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

村
岡
　
康
仁
（
オ
ー
ル
江
刺
）

◇
敢
闘
賞

岸
部
　
剛
也
（
能
代
松
陵
ク
ラ

ブ
）

◇
首
位
打
者
賞

千
葉
　
晴
也
（
オ
ー
ル
江
刺
）

◇
連
盟
会
長
賞

宇
部
　
堅
人
（
オ
ー
ル
江
刺
）

　
青
　
森
　
県

三
菱
製
紙
八
戸
ク
、Ｖ

◇
第
６
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
東
北
ク
ラ

ブ
カ
ッ
プ
野
球
大
会
青
森
県
予
選

（
８
月
１
日
～
２
日
　
八
戸
東
球

場
）▽

１
回
戦

三
菱
製
紙
八
戸
ク
８
―
４
キ
ン
グ
ブ
リ
ザ
ー
ド

▽
決
勝

三
菱
製
紙
八
戸
ク
10
―
７
全
弘
前
倶

弘
前
ア
レ
ッ
ズ
が
優
勝

◇
第
６
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
弘
前
市
長

杯
野
球
大
会
（
９
月
21
日
～
22
日

　
岩
木
山
総
合
運
動
公
園
野
球

場
）
※
１
チ
ー
ム
棄
権

▽
１
回
戦

全
弘
前
倶
１
―
０
自
衛
隊
青
森

▽
準
決
勝

三
菱
製
紙
八
戸
ク
６
―
０
全
弘
前
倶

弘
前
ア
レ
ッ
ズ
（
不
戦
勝
）
キ
ン
グ
ブ
リ
ザ
ー
ド

▽
決
勝

三
菱
製
紙
八
戸
ク
ラ
ブ

２
０
３
　
０
０
０
　
０
０—

５

２
５
２
　
０
０
１
　
０
２—

12

弘
前
ア
レ
ッ
ズ

（
三
）
奥
山
猛
、
富
田
暁
、
中
野

渡
―
高
橋
智

（
弘
）
佐
々
木
、
尾
山
、
松
谷
、

山
口
―
滝
沢

▽
三
塁
打
　
根
深
、
一
戸
（
弘
）

▽
二
塁
打
　
湊
、
奥
山
隆
、
高
橋

智
（
三
）
一
戸
②
（
弘
）

　　
秋
　
田
　
県

能
代
松
陵
ク
ラ
ブ
Ｖ

◇
第
45
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
野
球

選
手
権
第
一
次
予
選
秋
田
県
大
会

（
９
月
19
日
～
21
日
　
サ
ン
ス
ポ

ー
ツ
ラ
ン
ド
協
和
球
場
）

▽
１
回
戦

ゴ
ー
ル
デ
ン

リ
バ
ー
ス
９
―
０
秋
田
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｚ

互
大
設
備
Ｄ
Ｃ
７
―
４
秋
田
Ｂ
Ｃ

由
利
本
荘
Ｂ
Ｃ
９
―
８
大
曲
Ｂ
Ｃ

能
代
松
陵
ク
１
―
０
秋
田
王
冠
ク

▽
準
決
勝

ゴ
ー
ル
デ
ン

リ
バ
ー
ス
７
―
３
互
大
設
備
Ｄ
Ｃ

能
代
松
陵
ク
17
―
５
由
利
本
荘
Ｂ
Ｃ

▽
決
勝

能
代
松
陵
ク
ラ
ブ

１
１
２
　
０
３
１
　
１
４
０—

13

０
４
１
　
１
１
０
　
２
１
１—

11

ゴ
ー
ル
デ
ン
リ
バ
ー
ス

（
能
）
成
田
、
銭
谷
―
小
林

（
ゴ
）
菅
原
、
佐
藤
智
、
坂
谷
、

鶴
田
、
小
沼
―
佐
川

▽
本
塁
打
　
藤
原
（
能
）
石
田

（
ゴ
）

▽
二
塁
打
　
小
幡
、
湊
谷
②
、
岩

見
、
黒
木
、
伊
藤
（
ゴ
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

細
田
祐
次
朗
（
能
代
松
陵
ク
ラ

ブ
）

◇
敢
闘
賞

真
木
　
　
宏
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
リ

バ
ー
ス
）

◇
打
者
賞

細
田
祐
次
朗
（
能
代
松
陵
ク
ラ

ブ
）

　　
岩
　
手
　
県

講
習
会
の
開
催

◇
第
19
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
岩
手
県
野

球
連
盟
審
判
講
習
会
（
３
月
28

日
　
花
巻
市
「
富
士
大
学
野
球

場
」
）

▽
主
任
講
師
　
菅
原
和
彦
（
日
本

野
球
連
盟
規
則
・
審
判
委
員
会

委
員
）

▽
講
師
　
奥
寺
栄
光
、
千
田
正
明
、

高
橋
勝
利
、
田
口
直
良

▽
参
加
人
数
　
14
人

釜
石
野
球
団
が
優
勝

◇
第
１
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
三
陸
沿
岸

ク
ラ
ブ
野
球
大
会
（
７
月
４
～
５

日
　
宮
古
運
動
公
園
野
球
場
）

▽
１
回
戦

釜
石
野
球
団
16
―
13
久
　
慈
　
ク

▽
準
決
勝

釜
石
野
球
団
３
―
１
宮
　
古
　
倶

住
　
田
　
ク
10
―
８
赤
　
崎
　
ク

▽
決
勝

釜

石

野

球

団

１
１
０
　
０
１
１
　
０
０
３—

７

０
０
０
　
０
０
０
　
２
０
０—

２

住
田
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

（
釜
）
菊
池
健
―
菅
原

（
住
）
黄
川
田
―
大
谷

▽
二
塁
打
　
菅
原
、
田
中
、
菊
池

昭
（
釜
）
鈴
木
、
吉
田
康
（
住
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

菊
池
健
太
郎
（
釜
石
野
球
団
）

◇
敢
闘
賞

黄
川
田
大
雅
（
住
田
硬
式
野
球

ク
ラ
ブ
）

◇
首
位
打
者
賞

吉
田
凛
之
介
（
釜
石
野
球
団
）

オ
ー
ル
江
刺
が
優
勝

◇
第
47
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
岩
手
県
ク

ラ
ブ
選
手
権
兼
第
26
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ

東
北
地
区
連
盟
会
長
旗
争
奪
岩
手

県
予
選
大
会
（
８
月
22
日
～
23
日
、

29
日
～
30
日
　
江
刺
球
場
、
前
沢

い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
野
球

場
、
胆
沢
野
球
場
）

▽
１
回
戦

北
上
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
７
―
２
宮
　
古
　
倶

久
　
慈
　
ク
５
―
４
花
巻
硬
友
倶

住
田
硬
式
ク
10
―
７
オ
ー
ル
不
来
方

赤
　
崎
　
ク
16
―
３
黒
　
陵
　
ク

雫
　
石
　
ク
13
―
12
福
　
高
　
ク



99 地区連盟だより

▽
２
回
戦

Ｍ
Ｋ
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｃ
11
―
５
北
上
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｓ

久
　
慈
　
ク
８
―
２
一
関
Ｂ
Ｃ

水
沢
駒
形
倶
７
―
３
住
　
田
　
ク

遠
　
野
　
ク
２
―
１
盛
岡
球
友
倶

釜
石
野
球
団
７
―
６
前
　
沢
　
倶

オ
ー
ル
江
刺
８
―
２
矢
巾
硬
式
ク

一
戸
桜
陵
ク
11
―
３
赤
　
崎
　
ク

盛
　
友
　
ク
11
―
１
雫
　
石
　
ク

▽
３
回
戦

久
　
慈
　
ク
13
―
４
Ｍ
Ｋ
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｃ

水
沢
駒
形
倶
６
―
４
遠
　
野
　
ク

オ
ー
ル
江
刺
10
―
３
釜
石
野
球
団

盛
　
友
　
ク
11
―
10
一
戸
桜
陵
ク

▽
準
決
勝

水
沢
駒
形
倶
14
―
５
久
　
慈
　
ク

オ
ー
ル
江
刺
８
―
１
盛
　
友
　
ク

▽
３
位
決
定
戦

久
　
慈
　
ク
７
―
４
盛
　
友
　
ク

▽
決
勝
戦

水
沢
駒
形
野
球
倶
楽
部

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

０

０
０
０
　
０
１
０
　
０
２
×—

３

オ

ー

ル

江

刺

（
水
）
河
野
、
松
本
智
、
馬
場
―

松
岡

（
江
）
千
葉
哲
―
吉
田

▽
本
塁
打
　
高
橋
祥
（
江
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

千
葉
　
哲
太
（
オ
ー
ル
江
刺
）

◇
敢
闘
賞

菅
原
　
　
開
（
水
沢
駒
形
野
球

倶
楽
部
）

◇
首
位
打
者
賞

横
倉
　
怜
武
（
水
沢
駒
形
野
球

倶
楽
部
）

オ
ー
ル
江
刺
、Ｖ

◇
第
56
回
岩
手
県
知
事
旗
争
奪

秋
季
大
会
（
９
月
19
日
　
野
田
村

総
合
運
動
公
園
野
球
場
、
ラ
イ
ジ

ン
グ
サ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
）
※
９
月

12
日
、
13
日
雨
天
の
た
め
、
19
日

の
み
開
催
、
２
チ
ー
ム
が
棄
権

▽
１
回
戦

Ｍ
Ｋ
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｃ
６
―
１
水
沢
駒
形
倶

オ
ー
ル
江
刺
（
不
戦
勝
）
盛
　
友
　
ク

▽
準
決
勝

オ
ー
ル
江
刺
３
―
２
ト
ヨ
タ
自
動

車
東
日
本

Ｍ
Ｋ
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｃ
（
不
戦
勝
）
Ｊ
Ｒ
盛
岡

▽
決
勝
戦

Ｍ
Ｋ
Ｓ
Ｉ
Ｂ
Ｃ

０
０
１
　
０
０
０
　
０—

１

０
０
０
　
０
４
４
　
×—

８

オ
ー
ル
江
刺

（
Ｍ
）
中
島
―
高
橋
幸

（
江
）
小
山
、
宇
部
―
高
橋
智

▽
本
塁
打
　
高
橋
祥
（
江
）

▽
二
塁
打
　
小
田
駿
②
（
Ｍ
）
高

橋
智
（
江
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

関
　
　
克
人
（
オ
ー
ル
江
刺
）

◇
敢
闘
賞

田
村
　
啓
洋
（
Ｍ
Ｋ
Ｓ
Ｉ
Ｂ

Ｃ
）

◇
首
位
打
者
賞

千
葉
　
晴
也
（
オ
ー
ル
江
刺
）

富
士
大
学
が
優
勝

◇
第
24
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
北
上
市
長

杯
争
奪
野
球
大
会
（
10
月
17
日
～

18
日
　
江
釣
子
球
場
、
北
上
信
金

ス
タ
ジ
ア
ム
）

▽
１
回
戦

オ
ー
ル
江
刺
22
―
０
黒
　
陵
　
ク

富
士
大
学
14
―
１
矢
巾
硬
式
ク

盛
岡
球
友
倶
４
―
０
北
上
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｓ

遠
　
野
　
ク
８
―
７
花
巻
硬
友
倶

▽
準
決
勝

富
士
大
学
６
―
１
オ
ー
ル
江
刺

盛
岡
球
友
倶
８
―
６
遠
　
野
　
ク

▽
決
勝

盛
岡
球
友
倶
楽
部

０
０
０
　
２
０
０
　
０—

２

３
０
１
　
２
０
４
　
×—
10

富

士

大

学

（
盛
）
鈴
木
治
―
佐
々
木
悠

（
富
）
川
原
、
渡
辺
―
広
川

▽
本
塁
打
　
山
城
（
富
）

▽
三
塁
打
　
河
内
（
富
）

▽
二
塁
打
　
千
葉
奨
、
木
村

（
盛
）
馬
場
（
富
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

川
原
　
直
貴
（
富
士
大
学
）

◇
敢
闘
賞

鈴
木
　
　
治
（
盛
岡
球
友
倶
楽

部
）

◇
首
位
打
者
賞

佐
藤
　
　
要
（
富
士
大
学
）

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
表
彰

◇
２
０
２
０
年
度
岩
手
県
社
会

人
野
球
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
複
数
の
大
会
が
中
止

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ポ
ジ
シ
ョ

ン
別
選
考
は
な
し

　
野球
　
野球
　
野球
　
野球
　
野球

▽
新
人
賞

佐
々
木
麗
希
（
ト
ヨ
タ
自
動
車

東
日
本
）

▽
特
別
会
長
賞

Ｊ
Ｒ
盛
岡

オ
ー
ル
江
刺

▽
渡
邊
学
賞

桜
庭
佑
希
也
（
ト
ヨ
タ
自
動
車

東
日
本
）

　　
宮
　
城
　
県

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ク
ラ
ブ
優
勝

◇
第
６
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
東
北
ク
ラ

ブ
カ
ッ
プ
宮
城
県
予
選
大
会
（
８

月
８
日
～
９
日
　
河
南
中
央
公
園

野
球
場
）
※
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の

た
め
２
チ
ー
ム
棄
権

▽
１
回
戦

白
　
山
　
ク
（
不
戦
勝
）
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

Ｔ
Ｏ
・
Ｂ
Ｃ

大
崎
ト
リ
プ

ル
ク
ラ
ウ
ン
４
―
１
石
巻
日
和
倶

東
北
マ
ー
ク
ス
14
―
０
青
　
葉
　
ク

▽
準
決
勝

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ク
（
不
戦
勝
）
白
　
山
　
ク

東
北
マ
ー
ク
ス
10
―
１
大
崎
ト
リ
プ

ル
ク
ラ
ウ
ン

▽
決
勝

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ク
ラ
ブ

０
０
１
　
０
０
０
　
１
３
０—

５

１
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

東
北
マ
ー
ク
ス

（
Ｔ
）
加
藤
、
高
橋
―
佐
々
木
優

（
東
）
李
、
若
松
―
吉
田

▽
二
塁
打
　
村
瀬
、
佐
藤
貴
、

佐
々
木
優
、
庄
司
、
野
澤
、
北
川

（
Ｔ
）
佐
々
木
（
東
）

七
十
七
銀
行
が
優
勝

◇
第
27
回
宮
城
県
野
球
協
会
会

長
杯
（
東
北
地
区
連
盟
会
長
旗
大

会
予
選
８
月
11
日
、
９
月
12
日
～

13
日
　
河
南
中
央
公
園
球
場
、
石

巻
市
民
球
場
）

○
…
企
業
の
部
…
○

（
８
月
11
日
　
河
南
中
央
公
園
球

場
）▽

リ
ー
グ
戦

七
十
七
銀
行
３
―
１
日
本
製
紙
石
巻

日
本
製
紙
石
巻
５
―
０
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北

七
十
七
銀
行
８
―
５
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
北

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

小
笠
原
　
諒
（
七
十
七
銀
行
）

◇
敢
闘
賞

中
山
　
怜
央
（
日
本
製
紙
石

巻
）

◇
首
位
打
者
賞

赤
嶺
　
　
謙
（
日
本
製
紙
石

巻
）Ｔ

Ｆ
Ｕ
ク
ラ
ブ
、Ｖ

○
…
ク
ラ
ブ
の
部
…
○

（
９
月
12
日
～
13
日
　
石
巻
市
民

球
場
）

▽
１
回
戦

大
崎
ト
リ
プ

ル
ク
ラ
ウ
ン
14
―
４
青
　
葉
　
ク

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

Ｔ
Ｏ
・
Ｂ
Ｃ
９
―
２
石
巻
日
和
倶

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ク
11
―
１
白
　
山
　
ク

▽
準
決
勝

東
北
マ
ー
ク
ス
10
―
０
大
崎
ト
リ
プ

ル
ク
ラ
ウ
ン

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ク
９
―
２
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

Ｔ
Ｏ
・
Ｂ
Ｃ

▽
決
勝

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ク
ラ
ブ

０
２
０
　
０
０
７
　
０
１
０—

10

４
０
１
　
２
０
２
　
０
０
０—

９

東
北
マ
ー
ク
ス

（
Ｔ
）
加
藤
理
、
有
住
―
佐
々
木

優（
東
）
鈴
木
、
佐
藤
駿
、
李
―
吉

田
慎

▽
本
塁
打
　
大
友
（
東
）

▽
三
塁
打
　
佐
藤
貴
（
Ｔ
）



100日本野球連盟連盟報

▽
二
塁
打
　
野
原
（
東
）
岡
、
北

川
、
間
枝
（
Ｔ
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

有
住
　
悠
杜
（
Ｔ
Ｆ
Ｕ
ク
ラ

ブ
）

◇
敢
闘
賞

大
友
　
健
太
（
東
北
マ
ー
ク

ス
）

◇
首
位
打
者
賞

北
川
　
　
聡
（
Ｔ
Ｆ
Ｕ
ク
ラ

ブ
）

　　
山
　
形
　
県

◇
第
６
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
東
北
ク
ラ

ブ
カ
ッ
プ
山
形
県
大
会
（
８
月
10

日
　
鶴
岡
ド
リ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア

ム
）

○
…
リ
ー
グ
戦
…
○

▽
第
１
試
合

天
童
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

０
１
０
　
０
５
０
　
１—

７

０
０
１
　
０
10
３
　
×—

14

鶴
岡
野
球
ク
ラ
ブ

（
天
）
押
野
、
須
藤
―
梶
沼
、
松

枝（
鶴
）
伊
藤
、
乾
、
大
高
―
佐
藤
、

伊
勢

▽
本
塁
打
　
板
垣
（
鶴
）

▽
二
塁
打
　
佐
柄
（
天
）
仲
道

板
垣
、
橋
本
、
冨
樫
、
山
口

（
鶴
）

▽
第
２
試
合

鶴
岡
野
球
ク
ラ
ブ

０
４
０
　
０
０
０
　
０
３
１—

８

０
０
０
　
０
０
１
　
０
０
０—

１

新
庄
球
友
ク
ラ
ブ

（
鶴
）
石
川
―
伊
勢

（
新
）
高
橋
、
阿
部
―
大
場

▽
二
塁
打
　
山
口
（
鶴
）
五
十
嵐

（
新
）

▽
第
３
試
合

天
童
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

３
１
０
　
０
１
０
　
１—

６

０
０
０
　
１
０
２
　
２—
５

新
庄
球
友
ク
ラ
ブ（

７
回
戦
制
）

（
天
）
佐
柄
、
須
藤
―
松
枝

（
新
）
堀
、
勝
亦
―
大
場
、
阿
部

▽
本
塁
打
　
逸
見
（
天
）

▽
二
塁
打
　
梶
沼
②
、松
枝
（
天
）

鈴
木
将
②
、
五
十
嵐
、

花
谷
、
鈴
木
貴
（
新
）

○
…
表
彰
…
○

▽
第
１
位

鶴
岡
野
球
ク
ラ
ブ
（
２
勝
０

敗
）

▽
第
２
位

天
童
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
（
１
勝
１

敗
）

▽
第
３
位

新
庄
球
友
ク
ラ
ブ
（
０
勝
２

敗
）

　
福
　
島
　
県

富
士
通
ア
イ
ソ
テ
ッ
ク
Ｖ

◇
第
91
回
都
市
対
抗
野
球
第
一

次
予
選
福
島
県
大
会
兼
第
６
回
Ｊ

Ａ
Ｂ
Ａ
東
北
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
福
島

県
大
会
（
８
月
１
日
～
２
日
、
８

日
　
あ
づ
ま
球
場
、
天
狗
山
球

場
）▽

１
回
戦

郡
山
Ｂ
Ｃ
11
―
２
保
　
原
　
ク

小
　
峰
　
ク
６
―
３
川
　
俣
　
ク

北
　
斗
　
ク
５
―
２
自
衛
隊
福
島

全
白
河
ク
17
―
１
郡
山
イ
ー
ス
ト

ジ
ャ
パ
ン
Ｃ

い
わ
き
菊
田
ク
10
―
２
須
賀
川
ク

▽
２
回
戦

オ
ー
ル
い
わ
き
ク
13
―
５
郡
山
Ｂ
Ｃ

小
　
峰
　
ク
７
―
１
北
　
斗
　
ク

富
士
通
ア
イ
ソ

テ
ッ
ク
Ｂ
Ｃ
３
―
２
全
白
河
ク

福
島
硬
友
ク
10
―
１
い
わ
き
菊
田
ク

▽
準
決
勝

オ
ー
ル
い
わ
き
ク
８
―
２
小
　
峰
　
ク

富
士
通
ア
イ
ソ

テ
ッ
ク
Ｂ
Ｃ
11
―
９
福
島
硬
友
ク

▽
決
勝

オ
ー
ル
い
わ
き
ク
ラ
ブ

４
０
０
　
０
０
０
　
０—
４

０
１
４
　
４
０
０
　
２—

11

富
士
通
ア
イ
ソ
テ
ッ
ク
Ｂ
Ｃ

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

（
い
）
小
松
、
田
中
、
猪
狩
翔
、

前
田
―
齋
藤

（
富
）
福
岡
―
高
野

▽
二
塁
打
　
鈴
木
斗
、
松
本
清

（
い
）
相
川
２
、
矢
代
（
富
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

相
川
　
慶
介
（
富
士
通
ア
イ
ソ

テ
ッ
ク
Ｂ
Ｃ
）

◇
敢
闘
賞

松
本
　
清
秋
（
オ
ー
ル
い
わ
き

ク
ラ
ブ
）

◇
首
位
打
者
賞

渡
辺
　
　
翼
（
富
士
通
ア
イ
ソ

テ
ッ
ク
Ｂ
Ｃ
）

い
わ
き
菊
田
ク
、Ｖ

◇
第
14
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
毎
日
新
聞

社
杯
社
会
人
選
抜
野
球
大
会
（
10

月
24
日
～
25
日
、
31
日
　
福
島
市

信
夫
ヶ
丘
球
場
）

▽
１
回
戦

Ａ
Ｌ
Ｌ
北
嶺
29
―
１
保
　
原
　
ク

郡
山
Ｂ
Ｃ
12
―
４
全
白
河
ク

▽
２
回
戦

須
賀
川
ク
８
―
５
川
　
俣
　
ク

小
　
峰
　
ク
４
―
３
Ａ
Ｌ
Ｌ
北
嶺

い
わ
き
菊
田
ク
10
―
８
郡
山
Ｂ
Ｃ

北
　
斗
　
ク
８
―
６
郡
山
イ
ー
ス
ト

ジ
ャ
パ
ン
Ｃ

▽
準
決
勝

小
　
峰
　
ク
２
―
１
須
賀
川
ク

い
わ
き
菊
田
ク
９
―
３
北
　
斗
　
ク

▽
決
勝

い
わ
き
菊
田
ク
ラ
ブ

０
０
１
　
０
０
１
　
２
３—

７

３
１
０
　
１
０
１
　
０
０—

６

小
峰
ク
ラ
ブ

（
八
回
日
没
コ
ー
ル
ド
）

（
い
）
樋
田
、
薄
井
―
斉
藤
翔

（
小
）
鈴
木
賢
、
迎
―
渡
部
凌

▽
本
塁
打
　
薄
井
（
い
）

▽
三
塁
打
　
薄
井
（
い
）
岸
波

（
小
）

▽
二
塁
打
　
小
松
（
い
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

薄
井
章
太
郎
（
い
わ
き
菊
田
ク

ラ
ブ
）

◇
敢
闘
賞

岸
波
　
大
雅
（
小
峰
ク
ラ
ブ
）

◇
首
位
打
者
賞

薄
井
章
太
郎
（
い
わ
き
菊
田
ク

ラ
ブ
）

北
信
越
地
区
連
盟

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
長
野
県
交
流
戦
を
開
催 

　
　  

＝
新
チ
ー
ム
上
田
硬
式
野
球
倶
楽
部
デ
ビ
ュ
ー
＝

◇
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
長
野
県
交
流
戦

（
８
月
９
日
、
10
日
　
佐
久
総
合

運
動
公
園
野
球
場
）

今
シ
ー
ズ
ン
初
大
会
と
な
る
Ｊ

Ａ
Ｂ
Ａ
長
野
県
交
流
戦
を
８
月
９

日
（
日
）
、
10
日
（
月
）
の
２
日

間
、
佐
久
総
合
運
動
公
園
野
球
場

で
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
５
チ
ー
ム
（
信

越
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
、
千
曲
川
硬

式
野
球
ク
ラ
ブ
、
佐
久
コ
ス
モ
ス

タ
ー
ズ
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
、
長
野

好
球
倶
楽
部
、
上
田
硬
式
野
球
倶

楽
部
）
が
参
加
し
、
長
野
県
チ
ー

ム
の
交
流
戦
を
実
施
し
た
。

こ
の
大
会
が
初
デ
ビ
ュ
ー
と
な

る
上
田
硬
式
野
球
倶
楽
部
は
２
戦

２
敗
と
い
う
結
果
だ
っ
た
が
、
新

チ
ー
ム
ら
し
い
元
気
な
プ
レ
ー
が

見
ら
れ
、
ま
た
、
好
素
材
の
選
手

も
何
人
か
い
て
、
今
後
が
楽
し
み

な
チ
ー
ム
だ
と
感
じ
ら
れ
る
交
流

戦
だ
っ
た
。

　
　
野球
　
野球
　
野球
　
野球
　
野球

◇
第
１
日
（
８
月
９
日
）

　
参
加
チ
ー
ム

▽
信
越
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

▽
千
曲
川
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

▽
佐
久
コ
ス
モ
ス
タ
ー
ズ
硬
式
野

球
ク
ラ
ブ

▽
上
田
硬
式
野
球
倶
楽
部

　
試
合
結
果

▽
第
１
試
合

信
　
越
　
ク
６
―
４
千
曲
川
ク
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▽
第
２
試
合

佐
久
コ
ス
モ

ス
タ
ー
ズ
16
―
２
上
　
田
　
倶

◇
第
２
日
（
８
月
10
日
）

　
参
加
チ
ー
ム

▽
佐
久
コ
ス
モ
ス
タ
ー
ズ
硬
式
野

球
ク
ラ
ブ

▽
長
野
好
球
倶
楽
部

▽
上
田
硬
式
野
球
倶
楽
部

　
試
合
結
果

▽
第
１
試
合

長
野
好
球
倶
９
―
５
上
　
田
　
倶

▽
第
２
試
合

佐
久
コ
ス
モ

ス
タ
ー
ズ
24
―
３
長
野
好
球
倶

第
５
回
清
水
紀
良
杯
争
奪
野
球
大
会
を
開
催

◇
第
５
回
清
水
紀
良
杯
争
奪
野

球
大
会
（
11
月
７
日
、
８
日
　
加

賀
市
中
央
公
園
野
球
場
）

11
月
７
日
（
土
）
～
８
日

（
日
）
石
川
県
野
球
連
盟
主
催
の

第
5
回
清
水
紀
良
杯
争
奪
野
球
大

会
を
加
賀
市
中
央
公
園
野
球
場
で

開
催
し
ま
し
た
。

本
大
会
は
石
川
県
野
球
連
盟
会

長
の
清
水
紀
良
氏
が
２
０
１
６
年

秋
の
叙
勲
で
旭
日
単
光
章
を
受
章

し
た
こ
と
を
記
念
し
て
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

会
長
の
願
い
で
あ
る
、
北
陸
大

学
野
球
連
盟
に
所
属
し
て
い
る
１

～
２
年
生
を
主
体
に
、
大
会
を
通

じ
て
来
年
の
主
力
選
手
へ
育
っ
て

ほ
し
い
と
の
強
い
気
持
ち
で
大
会

を
運
営
し
て
い
ま
す
。

今
大
会
も
金
沢
工
業
大
学
が
初

参
加
を
し
て
い
た
だ
き
、
３
位
決

定
戦
で
は
、
最
後
の
最
後
に
逆
転

負
け
を
喫
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が

勝
負
の
世
界
の
厳
し
さ
を
知
り
、

来
シ
ー
ズ
ン
へ
向
け
て
さ
ら
な
る

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

金
沢
星
稜
大
学
が
２
年
ぶ
り
４

回
目
の
優
勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
参
加
チ
ー
ム

︿
大
　
学
〉

▽
金
沢
星
稜
大
学
▽
北
陸
大
学
▽

金
沢
工
業
大
学

︿
社
会
人
〉

▽
Ｈ
ａ
ｒ
ｄ
　
Ｂ
ａ
ｌ
ｌ
　
Ｃ
ｌ

ｕ
ｂ
金
沢

　
試
合
結
果

◇
第
１
日
（
11
月
７
日
）

▽
第
１
試
合

金
沢
星
稜
大
学
６
―
０
北
陸
大
学 

▽
第
２
試
合

Ｈ
Ｂ
Ｃ
金
沢
７
―
３
金
沢
工
業
大
学

◇
第
２
日
（
11
月
８
日
）

▽
３
位
決
定
戦

北
陸
大
学
７
―
６
金
沢
工
業
大
学

▽
優
勝
決
定
戦

金
沢
星
稜
大
学
２
―
１
Ｈ
Ｂ
Ｃ
金
沢

　
　
最
終
結
果

〈
優
　
勝
〉

金
沢
星
稜
大
学

〈
準
優
勝
〉

Ｈ
ａ
ｒ
ｄ
　
Ｂ
ａ
ｌ
ｌ
　
Ｃ
ｌ

ｕ
ｂ
金
沢

関
東
地
区
連
盟

社
会
人
チ
ー
ム
、０
勝
２
敗
１
分

◇
第
47
回
社
会
人
・
東
京
六
大

学
野
球
対
抗
戦
（
９
月
12
日
～
２

日
間
神
宮
）

立
教
大
学
　
―
　
明
治
安
田
生
命

（
雨
天
中
止
）

明
治
大
学
　
―
　
東
京
ガ
ス

（
雨
天
中
止
）

法
政
大
学
　
―
　
ホ

ン

ダ

（
雨
天
中
止
）

慶
応
義
塾
大
学

２
０
１
　
０
１
１
　
０
１
０—

６

０
０
０
　
０
０
０
　
１
０
０—

１

Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日
本

（
慶
）
森
田
、
橋
本
達
、
関
谷
、

関
根
―
福
井

（
Ｊ
）
中
村
、
在
原
、
木
田
、
大

園
―
猪
田
、
櫻
井

▽
本
塁
打
　
福
井
、
正
木
（
慶
）

東
京
大
学

０
０
０
　
０
０
０
　
０
１
４—

５

０
０
０
　
２
１
０
　
０
０
２—

５

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

（
東
）
井
澤
、
西
山
、
奥
野
、
小

宗
、
平
山
、
横
山
―
大
音

（
Ｎ
）
佐
々
木
、
堀
、
飯
嶋
、
熊

谷
、
末
永
―
佐
久
本

▽
本
塁
打
　
下
川
、
長
澤
（
Ｎ
）

早
稲
田
大
学

０
０
０
　
２
０
０
　
１
１
１—

５

０
０
０
　
０
１
０
　
０
０
０—

１

日
立
製
作
所

（
早
）
早
川
、
長
柄
、
原
、
山
下
、

柴
田
―
岩
本

（
日
）
西
山
、
西
澤
、
知
念
、
杉

尾
―
渡
邊

▽
本
塁
打
　
丸
山
、
野
村
（
早
）

　　
栃
　
木
　
県

全
足
利
ク
ラ
ブ
、Ｖ
10

◇
第
61
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
足
利
市
長

杯
大
会
（
７
月
17
日
～
３
日
間
　

足
利
市
総
合
運
動
場
硬
式
野
球

場
）▽

１
回
戦

Ｊ
Ｒ
千
葉
９
―
２
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ス
ポ
ー
ツ
大
学

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ス
ポ
ー
ツ
大
学
東
京
７
―
２
Ｊ
Ｒ
水
戸

▽
２
回
戦

全
足
利
ク
２
―
１
Ｊ
Ｒ
千
葉

茨
城
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
８
―
０
Ｓ
Ｕ
Ｎ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス

エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク
６
―
０
深
　
谷
　
組

オ
ー
ル
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
２
―
０
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ス
ポ
ー
ツ
大
学
東
京

▽
準
決
勝

全
足
利
ク
５
―
２
茨
城
ト
ヨ
ペ
ッ
ト

エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク
５
―
１
オ
ー
ル
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア

▽
決
勝

全
足
利
ク
ラ
ブ

１
０
１
　
０
０
０
　
０
２
０—

４

０
０
０
　
１
０
０
　
０
０
１—

２

エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク

（
足
）
中
田
―
岩
崎
昂

（
エ
）
竹
内
、
大
和
田
、
金
城
、

井
上
―
川
端
、
松
浦

▽
本
塁
打
　
藁
谷
（
足
）

（
全
足
利
ク
ラ
ブ
は
２
年
ぶ
り
10

回
目
の
優
勝
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

中
田
　
智
暁
・
投
手
（
全
足
利

ク
ラ
ブ
）

◇
敢
闘
賞

高
沼
　
拓
海
・
投
手
（
エ
イ
ジ

ェ
ッ
ク
）

◇
首
位
打
者
賞

楢
原
　
一
帆
・
外
野
手
（
エ
イ

ジ
ェ
ッ
ク
）
＝
15
打
席
14
打
数
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７
安
打
、
打
率
５
割

　　
埼
　
玉
　
県

ホ
ン
ダ
が
優
勝

◇
第
28
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
埼
玉
県
会

長
杯
（
９
月
20
日
～
22
日
、
26
日
、

27
日
　
市
営
浦
和
、
岩
槻
川
通
）

▽
１
回
戦

一
球
幸
魂
倶
10
―
０
全
浦
和
野
球
団

川
口
ゴ
ー
ル
デ

ン
ド
リ
ー
ム
ズ
２
―
１
新
　
　
　
波

オ
ー
ル
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
12
―
５
都
幾
川
倶
楽
部

硬
式
野
球
団

所
沢
グ
リ
ー
ン
Ｂ
Ｃ
３
―
２
全
大
宮
野
球
団

新
座
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
ド
ッ
ク
ス
７
―
０
全
熊
谷
ク

レ
ジ
ェ
ン
ズ
４
―
０
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
41

全
三
郷
硬
式
野
球
部
９
―
０
Ｓ
Ｕ
Ｎ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス

▽
２
回
戦

一
球
幸
魂
倶
８
―
５
深
　
谷
　
組

オ
ー
ル
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
11
―
２
川
口
ゴ
ー
ル
デ

ン
ド
リ
ー
ム
ズ

所
沢
グ
リ
ー
ン
Ｂ
Ｃ
７
―
４
新
座
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
ド
ッ
ク
ス

全
三
郷
硬
式
野
球
部
５
―
２
レ
ジ
ェ
ン
ズ

▽
３
回
戦

オ
ー
ル
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
11
―
１
一
球
幸
魂
倶

所
沢
グ
リ
ー
ン
Ｂ
Ｃ
７
―
３
全
三
郷
硬
式
野
球
部

▽
準
決
勝

日
本
通
運
６
―
０
オ
ー
ル
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア

ホ
　
ン
　
ダ
７
―
０
所
沢
グ
リ
ー
ン
Ｂ
Ｃ

▽
決
勝

日
本
通
運

０
１
１
　
１
０
１
　
０
０
０—

４

０
６
０
　
０
０
０
　
０
１
×—

７

ホ
ン
ダ

（
日
）
前
田
、
西
村
、
渡
辺
、
阿

部
―
高
野

（
ホ
）
小
野
、
田
村
、
米
倉
―
辻

野
、
藤
野

▽
本
塁
打
　
デ
シ
ャ
ー
ン
②

（
日
）
、
山
本
兼
（
ホ
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
優
秀
選
手
賞

米
倉
　
寛
太
・
投
手
（
ホ
ン

ダ
）

◇
敢
闘
賞

デ
シ
ャ
ー
ン
・
外
野
手
（
日
本

通
運
）

◇
首
位
打
者
賞

佐
藤
　
竜
彦
・
外
野
手
（
ホ
ン

ダ
）
＝
６
打
数
３
安
打
、
打
率

５
割

　　
千
　
葉
　
県

ハ
ナ
マ
ウ
イ
が
優
勝

◇
第
10
回
千
葉
県
知
事
杯
争
奪

社
会
人
野
球
ク
ラ
ブ
リ
ー
グ
（
７

月
～
11
月
　
長
生
の
森
、
他
）

　
順
位
表

〈
優
　
勝
〉
ハ
ナ
マ
ウ
イ
（
５
勝

１
分
　
勝
点
16
）

︿
準
優
勝
〉
Ｙ
Ｂ
Ｃ
柏 

（
４
勝

１
敗
１
分
　
勝
点
13
）

︿
第
３
位
〉
千
葉
熱
血
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
（
４
勝
２
敗
　
勝
点
12
）

︿
第
４
位
〉
サ
ウ
ザ
ン
リ
ー
フ
市

原
（
３
勝
３
敗
　
勝
点
９
）

︿
第
５
位
〉
ヌ
ー
ベ
ル
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
（
３
勝
３
敗
　
勝

点
９
）

︿
第
６
位
〉
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ

印
西
（
１
勝
５
敗
　
勝
点
３
）

︿
第
７
位
〉
Ｏ
ｃ
ｅ
ａ
ｎ
ｓ
（
６

敗
　
勝
点
０
）

　
東
　
京
　
都

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
’S 

Ｇ
Ｙ
Ｍ
が
優
勝

◇
都
ク
ラ
ブ
秋
季
大
会
（
10
月

18
日
、
20
日
～
22
日
、
24
日
　
府

中
市
民
球
場
）

▽
１
回
戦

全
府
中
倶
６
―
５
東
京
Ｌ
Ｂ
Ｃ

エ
ス
プ
ラ
イ
ド
６
―
２
ホ
グ
レ
ル

Ｗ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
’Z  

10
―
０
東
京
弥
生
ク

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
’S 

Ｇ
Ｙ
Ｍ
11
―
０
全
調
布
倶

警
視
庁
野
球
部
４
―
２
東
京
好
球
倶

西
多
摩
倶
14
―
４
武
蔵
野
ク

▽
２
回
戦

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
99
５
―
４
全
府
中
倶

エ
ス
プ
ラ
イ
ド
５
―
２
Ｗ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
’Z

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
’S 

Ｇ
Ｙ
Ｍ
２
―
０
警
視
庁
野
球
部

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
９
―
１
西
多
摩
倶

▽
準
決
勝

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
99 

10
―
５
エ
ス
プ
ラ
イ
ド

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
’S 

Ｇ
Ｙ
Ｍ
７
―
３
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ

▽
決
勝

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
99

０
０
１
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

０
０
０
　
０
０
０
　
２
０
×—

２

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
’S
　
Ｇ
Ｙ
Ｍ

（
Ｒ
）
大
野
―
湯
澤

（
Ｇ
）
峯
田
、
青
柳
、
保
田
―
前

田
、
川
口

（
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
’S
　
Ｇ
Ｙ
Ｍ
が
優
勝
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

前
田
　
耕
司
・
捕
手
（
Ｇ
Ｏ
Ｌ

Ｄ
’S
　
Ｇ
Ｙ
Ｍ
）

◇
敢
闘
賞

大
野
　
将
司
・
投
手
（
Ｒ
Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｖ
Ｇ
Ｅ
99
）

◇
首
位
打
者
賞

三
井
　
直
登
・
外
野
手
（
Ｒ
Ｅ

Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
99
）
＝
８
打
数
４

安
打
、
打
率
５
割

東
京
ガ
ス
が
優
勝

◇
都
企
業
秋
季
大
会
（
10
月
26

日
～
５
日
間
　
大
田
ス
タ
ジ
ア
ム
）

▽
１
回
戦

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
３
―
２
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ス
ポ
ー
ツ
大
学
東
京

Ｊ
Ｒ
東
日
本
３
―
０
セ
ガ
サ
ミ
ー

東
京
ガ
ス
８
―
２
明
治
安
田
生
命

鷺
宮
製
作
所
６
―
５
Ｊ
Ｐ
ア
セ
ッ
ト
証
券

▽
準
決
勝

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
７
―
２
Ｊ
Ｒ
東
日
本

東
京
ガ
ス
６
―
３
鷺
宮
製
作
所

▽
順
位
決
定
リ
ー
グ

セ
ガ
サ
ミ
ー
11
―
０
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ス
ポ
ー
ツ
大
学
東
京

明
治
安
田
生
命
５
―
１
Ｊ
Ｐ
ア
セ
ッ
ト
証
券

Ｊ
Ｐ
ア
セ
ッ
ト
証
券
６
―
１
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ス
ポ
ー
ツ
大
学
東
京

セ
ガ
サ
ミ
ー
７
―
２
明
治
安
田
生
命

▽
３
位
決
定
戦

Ｊ
Ｒ
東
日
本
４
―
３
鷺
宮
製
作
所

▽
決
勝

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

０
０
０
　
１
０
０
　
０
０
１—

２

０
０
０
　
０
１
２
　
０
０
×—

３

東
京
ガ
ス

勝敗表

ＹＢＣ 市原 Ｏｃｅａｎｓ ヌーベル 熱血 ＢＩＧＷ
ＩＮＧＳ

ハナマ
ウイ 勝数 分数 勝点

ＹＢＣ柏 野球 ○ 
２―１

○ 
16―０

× 
６―７

○ 
12―２

○ 
10―０

△ 
３―３ ４ １ 13

サ ウ ザ ン
リーフ市原

× 
１―２ 野球 ○ 

７―４
○ 

７―３
× 

２―４
○ 

６―４
× 

１―２ ３ ０ ９

Ｏｃｅａｎｓ × 
０―16

× 
４―７ 野球 × 

不戦敗
× 

３―８
× 

２―６
× 

不戦敗 ０ ０ ０

ヌーベ
ルＢＣ

〇 
７―６

× 
３―７

○ 
不戦勝 野球 × 

２―５
〇 

12―３
× 

１―６ ３ ０ ９

千葉熱血Ｍ
ＡＫＩＮＧ

× 
２―12

〇 
４―２

○ 
８―３

〇 
５―２ 野球 ○ 

10―０
× 

０―10 ４ ０ 12

ＢＩＧＷＩ
ＮＧＳ印西

× 
０―10

× 
４―６

〇 
６―２

× 
３―12

× 
０―10 野球 × 

５―12 １ ０ ３

ハナマ
ウイ

△ 
３―３

〇 
２―１

〇 
不戦勝

〇 
６―１

〇 
10―０

〇 
12―５ 野球 ５ １ 16
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（
Ｎ
）
佐
々
木
、
飯
嶋
、
熊
谷
―

保
坂

（
東
）
菅
野
、
高
橋
、
臼
井
、
石

田
―
久
米

▽
本
塁
打
　
小
野
田
（
ガ
）

（
東
京
ガ
ス
が
優
勝
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

冨
岡
　
泰
宏
・
外
野
手
（
東
京

ガ
ス
）

◇
敢
闘
賞

沼
田
　
優
雅
・
投
手
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
）

◇
首
位
打
者
賞

小
野
田
俊
介
・
外
野
手
（
東
京

ガ
ス
）
＝
12
打
数
６
安
打
、
打

率
５
割

◇
打
撃
賞

喜
納
　
淳
弥
・
内
野
手
（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
）

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
表
彰

◇
東
京
都
野
球
連
盟
年
間
表
彰

選
手

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

▽
投
手

草
海
　
光
貴
（
22
歳
　
セ
ガ
サ

ミ
ー
）

▽
捕
手

渡
辺
　
和
哉
（
27
歳
　
Ｊ
Ｒ
東

日
本
）

▽
一
塁
手

根
岸
晃
太
郎
（
27
歳
　
セ
ガ
サ

ミ
ー
）

▽
二
塁
手

丸
山
　
雅
史
（
25
歳
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
）

▽
三
塁
手

下
川
　
知
弥
（
28
歳
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
）

▽
遊
撃
手

大
内
信
之
介
（
23
歳
　
Ｊ
Ｐ
ア

セ
ッ
ト
証
券
）

▽
外
野
手

小
野
田
俊
介
（
28
歳
　
東
京
ガ

ス
）

佐
藤
　
拓
也
（
26
歳
　
Ｊ
Ｒ
東

日
本
）

竹
原
　
佑
太
（
24
歳
　
鷺
宮
製

作
所
）

▽
指
名
打
者

桝
澤
　
　
怜
（
27
歳
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
）

◇
優
秀
選
手
賞

沼
田
　
優
雅
・
投
手
（
28
歳
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
）

伊
藤
　
将
司
・
投
手
（
24
歳
　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

長
澤
　
健
弘
・
捕
手
（
30
歳
　

鷺
宮
製
作
所
）

◇
敢
闘
賞

三
宮
　
　
舜
・
投
手
（
27
歳
　

明
治
安
田
生
命
）

平
川
　
裕
太
・
投
手
（
24
歳
　

鷺
宮
製
作
所
）

澤
良
木
喬
之
・
内
野
手
（
32
歳

　
セ
ガ
サ
ミ
ー
）

◇
新
人
賞

髙
橋
　
佑
樹
・
投
手
（
23
歳
　

東
京
ガ
ス
）

相
馬
　
優
人
・
内
野
手
（
23
歳

　
東
京
ガ
ス
）

杉
崎
　
成
輝
・
内
野
手
（
23
歳

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）

◇
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
優
秀
選
手
賞

江
畑
　
秀
哉
・
内
野
手
（
28
歳

　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
）

前
田
　
耕
司
・
捕
手
（
23
歳
　

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
’S
　
Ｇ
Ｙ
Ｍ
）

◇
功
労
賞

徳
良
　
慎
吾
・
コ
ー
チ
（
35
歳

　
東
京
ガ
ス
）

吉
原
　
純
平
・
コ
ー
チ
（
32
歳

　
東
京
ガ
ス
）

山
内
　
佑
規
・
コ
ー
チ
兼
選
手

（
32
歳
　
東
京
ガ
ス
）

岩
佐
　
海
斗
・
投
手
（
30
歳
　

東
京
ガ
ス
）

越
前
　
一
樹
・
外
野
手
（
32
歳

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
）

　　
神
奈
川
県

三
菱
パ
ワ
ー
が
Ｖ

◇
２
０
２
０
年
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
後
期

神
奈
川
県
企
業
大
会
（
10
月
26
日

～
３
日
間
　
等
々
力
球
場
）

三
菱
パ
ワ
ー

０
０
２
　
０
１
０
　
０
０
０—

３

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—
０

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

（
三
）
大
野
、
上
野
、
荒
川
―
対

馬
、
平
野

（
Ｅ
）
柏
原
、
西
島
、
藤
本
、
江

口
、
大
場
―
柏
木

三
菱
パ
ワ
ー

０
０
０
　
０
０
１
　
３
０
０—

４

０
０
１
　
１
０
０
　
０
０
０—

２

東

芝

（
三
）
伊
藤
、
松
田
、
三
小
田
、

本
多
、
荒
川
―
平
野

（
東
）
吉
村
、
柴
田
、
福
本
、
加

嶋
―
柴
原
、
中
村

東

芝

０
０
０
　
０
０
０
　
０
３
１—

４

０
０
０
　
２
０
０
　
１
０
０—

３

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

（
東
）
善
、
近
藤
、
岡
本
―
中
村
、

柴
原

（
Ｅ
）
山
岡
、
藤
本
、
江
口
、
大

場
、
西
島
―
柏
木

　
　
最
終
結
果

〈
１
位
〉
三
菱
パ
ワ
ー
（
２
勝
）

〈
２
位
〉
東
芝
（
１
勝
１
敗
）

〈
３
位
〉
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
（
２
敗
）

東
海
地
区
連
盟

２
０
２
０
年
度
受
賞
者
を
表
彰

◇
２
０
２
０
年
度
東
海
地
区
連

盟
表
彰

▽
功
労
賞

小
野
　
紘
明
（
東
邦
ガ
ス
）

山
口
　
拓
実
（
東
邦
ガ
ス
）

乗
田
　
貴
士（
ト
ヨ
タ
自
動
車
）

秦
　
　
健
悟（
ト
ヨ
タ
自
動
車
）

馬
場
　
強
司（
三
菱
重
工
名
古
屋
）

本
田
　
和
寛（
三
菱
重
工
名
古
屋
）

三
森
　
大
輔（
三
菱
重
工
名
古
屋
）

安
田
　
亮
太（
三
菱
重
工
名
古
屋
）

山
田
　
晃
典（
三
菱
重
工
名
古
屋
）

山
田
　
敬
介（
三
菱
重
工
名
古
屋
）

吉
田
　
承
太（
三
菱
重
工
名
古
屋
）

大
八
木
誠
也
（
王
子
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
各
大
会
中
止
に

つ
き
、
功
労
者
の
み
表
彰
。

審
判
講
習
会
を
実
施

◇
東
海
地
区
審
判
講
習
会
（
８

月
29
日
　
日
本
製
鉄
東
海
Ｒ
Ｅ
Ｘ

球
場
）

▽
参
加
者

役
　
員
：
５
名

指
導
者
：
東
海
指
導
員
８
名

講
習
生
：
33
名

都
市
対
抗
野
球
大
会
東
海
地
区

２
次
予
選
に
備
え
、
ル
ー
ル
変
更

点
の
確
認
、
基
本
技
術
の
反
復
練

習
を
行
う
と
共
に
、
投
球
判
定
、

ア
ウ
ト
・
セ
ー
フ
の
正
確
な
ジ
ャ

ッ
ジ
な
ど
技
術
向
上
の
た
め
、
実

戦
練
習
形
式
で
実
技
を
行
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
中
止

◇
第
20
回
東
海
社
会
人
・
愛
知

大
学
野
球
対
抗
戦
（
３
月
16
日
～

18
日
　
岡
崎
市
民
球
場
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止

◇
２
０
２
０
年
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
東
海

地
区
春
季
大
会
（
３
月
21
日
～
５

日
間
　
岡
崎
市
民
球
場
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
教
室・野
球
教
室

■
静
岡
県

◇
野
球
教
室

〈
ヤ
マ
ハ
〉

▽
１
月
12
日
　
掛
川
少
年
野
球
教

室
　
掛
川
市
い
こ
い
の
広
場
野

球
場
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参
加
者
：
掛
川
支
部
少
年
野
球

20
チ
ー
ム
２
２
０
名

▽
１
月
19
日
　
磐
田
少
年
野
球
教

室
　
磐
田
城
山
球
場

参
加
者
：
磐
田
支
部
少
年
野
球

12
チ
ー
ム
２
７
８
名

◇
浜
松
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
連
携

事
業
（
野
球
教
室
）

▽
１
月
11
日
　
浜
松
球
場

参
加
者
：
中
学
生
24
チ
ー
ム
48

名
▽
１
月
15
日
　
有
玉
幼
稚
園

参
加
者
：
園
児
14
名

■
愛
知
県

◇
２
０
２
０
年
愛
知
県
若
手
競
技

者
技
術
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

（
８
月
18
日
～
19
日
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止

◇
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
教
室

〈
ト
ヨ
タ
自
動
車
〉

▽
12
月
10
日
　
高
橋
こ
ど
も
園

参
加
者
：
園
児
10
名

▽
12
月
14
日
　
渡
刈
こ
ど
も
園

参
加
者
：
園
児
10
名

▽
12
月
17
日
　
上
郷
こ
ど
も
園

参
加
者
：
園
児
10
名

◇
野
球
教
室

〈
ト
ヨ
タ
自
動
車
〉

▽
12
月
12
日
　
愛
西
市
野
球
教
室

参
加
者
：
愛
西
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
３
チ
ー
ム
70
名

▽
12
月
13
日
　
豊
橋
市
野
球
教
室

参
加
者
：
小
学
生
１
７
３
名

▽
12
月
19
日
　
豊
田
ボ
ー
イ
ズ
教

室参
加
者
：
中
学
生
30
名

▽
12
月
19
日
　
佐
賀
販
売
店
野
球

教
室

参
加
者
：
中
学
生
60
名
（
内
40

名
オ
ン
ラ
イ
ン
）

〈
東
海
理
化
〉

▽
１
月
11
日
　
豊
川
市
中
学
生
野

球
教
室
　
東
部
、
代
田
、
南
部
、

音
羽
中
学
校
Ｇ

参
加
者
：
中
学
生
８
チ
ー
ム
80

名
▽
１
月
25
日
　
豊
川
市
ボ
ー
イ
ズ

リ
ー
グ
野
球
教
室
　
東
海
理
化

Ｇ参
加
者
：
ボ
ー
イ
ズ
10
チ
ー
ム

96
名

▽
11
月
21
日
　
豊
川
市
学
童
野
球

教
室
　
豊
小
学
校
、
音
羽
運
動

公
園
、
一
宮
職
業
訓
練
校
、
進

雄
神
社
、
桜
ヶ
丘
、
弘
法
山
Ｇ

参
加
者
：
ボ
ー
イ
ズ
12
チ
ー
ム

１
１
１
名

〈
ジ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

▽
１
月
11
日
　
小
垣
江
Ｇ

参
加
者
：
刈
谷
市
野
球
少
年
団

80
名

▽
２
月
11
日
　
至
学
館
大
学
Ｇ

参
加
者
：
至
学
館
高
校
女
子
硬

式
野
球
部
30
名

■
岐
阜
県

◇
第
28
回
田
口
杯
争
奪
テ
ィ
ー
ボ

ー
ル
大
会
予
選
リ
ー
グ

▽
12
月
５
日
　
大
垣
市
・
南
小
学

校
、
北
小
学
校

参
加
者
：
大
垣
市
野
球
複
合
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
17
チ
ー
ム
と
一

般
小
学
生
１
２
０
名

◇
第
28
回
田
口
杯
争
奪
テ
ィ
ー
ボ

ー
ル
大
会
決
勝
リ
ー
グ
・
教
育
リ

ー
グ

▽
12
月
12
日
　
大
垣
市
・
南
小
学

校
、
川
並
小
学
校

参
加
者
：
大
垣
市
野
球
複
合
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
17
チ
ー
ム
と
一

般
小
学
生
１
２
０
名

◇
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
教
室

◇
野
球
教
室

〈
西
濃
運
輸
〉

▽
１
月
18
日
　
西
濃
運
輸
野
球
場

参
加
者
：
穂
積
・
北
方
少
年
野

球
２
チ
ー
ム
38
名

▽
１
月
25
日
　
西
濃
運
輸
野
球
場

参
加
者
：
大
垣
市
少
年
野
球
17

チ
ー
ム
93
名

▽
２
月
１
日
　
西
濃
運
輸
野
球
場

参
加
者
：
穂
積
・
北
方
中
学
生

２
チ
ー
ム
45
名

▽
２
月
15
日
　
上
富
田
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

参
加
者
：
和
歌
山
県
少
年
野
球

７
チ
ー
ム
88
名

▽
11
月
28
日
　
西
濃
運
輸
野
球
場

参
加
者
：
大
垣
市
少
年
野
球
17

チ
ー
ム
90
名

■
三
重
県

◇
野
球
教
室

〈
ホ
ン
ダ
鈴
鹿
〉

▽
１
月
11
日
　
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野

球
教
室
　
ホ
ン
ダ
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ン
ド

参
加
者
：
鈴
鹿
・
津
・
伊
勢
リ

ト
ル
リ
ー
グ
43
名

▽
１
月
19
日
　
度
会
地
区
中
体
連

野
球
教
室
　
ダ
イ
ム
ス
タ
ジ
ア

ム
伊
勢

参
加
者
：
度
会
地
区
中
学
生
２

０
０
名

▽
２
月
８
日
　
松
阪
地
区
野
球
教

室
　
県
営
松
阪
野
球
場

参
加
者
：
軟
野
連
松
阪
支
部
・

中
体
連
松
阪
地
区
中
学
生
１
２

６
名

▽
12
月
13
、
20
、
27
日
　
鈴
鹿
市

親
子
野
球
教
室
　
ホ
ン
ダ
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド

参
加
者
：
鈴
鹿
市
内
小
学
校
低

学
年
親
子
39
組

〈
永
和
商
事
ウ
イ
ン
グ
〉

▽
11
月
８
日
　
桑
員
ボ
ー
イ
ズ
　

桑
員
球
場

参
加
者
：
桑
員
ボ
ー
イ
ズ
小
学

生
１
６
０
名

〈
三
重
高
虎
Ｂ
．
Ｃ
〉

▽
１
月
25
日
　
高
虎
Ｂ
．
Ｃ
　

Ｕ–

15
体
験
会
　
一
志
グ
ラ
ウ

ン
ド

参
加
者
：
小
学
校
6
年
生
30
名

▽
９
月
～
１
月
　
高
虎
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ
第
７
期
生
　
津
球
場
ほ
か

参
加
者
：
津
市
内
中
学
校
３
年

生
12
名

◇
野
球
大
会

〈
三
重
高
虎
Ｂ
．
Ｃ
〉

▽
第
12
回
高
虎
・
極
楽
湯
Ｃ
Ｕ
Ｐ

（
２
月
１
～
２
日
　
津
市
芸
濃

グ
ラ
ウ
ン
ド
）

参
加
者
：
津
市
内
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
ほ
か
７
０
０
名

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
徹
底

◇
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止

対
策

・
予
防
対
策
へ
の
協
力
を
呼
び
か

け
る
看
板
と
ポ
ス
タ
ー
を
製
作

し
、
大
会
会
場
（
球
場
）
に
設

置
。

看板・ポスターでコロナ対策を呼びかけ
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・
観
客
に
座
席
の
消
毒
用
の
除
菌

シ
ー
ト
を
配
布
。

・
大
会
会
場
の
入
口
・
出
口
を
分

け
る
な
ど
動
線
を
設
定
。

・
大
会
関
係
者
に
配
布
す
る
パ
ス

カ
ー
ド
の
種
類
（
大
会
役
員
、

チ
ー
ム
関
係
者
、
来
賓
、
報
道

な
ど
）
に
よ
り
、
利
用
可
能
な

部
屋
・
区
域
を
制
限
。

・
大
会
後
、
チ
ー
ム
関
係
者
に
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
今
後
の
課

題
等
を
検
討
。

　
静
　
岡
　
県

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
中
止

◇
第
３
回
静
岡
県
知
事
杯
社
会

人
・
大
学
野
球
対
抗
戦
（
８
月
８

日
～
９
日
　
静
岡
草
薙
球
場
、
浜

松
球
場
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止

◇
２
０
２
０
年
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
静
岡

県
ク
ラ
ブ
大
会
（
６
月
６
日
～
７

日
　
西
ヶ
谷
野
球
場
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止

２
チ
ー
ム
が
優
勝

◇
２
０
２
０
静
岡
県
ク
ラ
ブ
野

球
順
位
決
定
戦
（
９
月
５
日
～
６

日
、
10
月
３
日
～
３
日
間
　
西
ヶ

谷
球
場
）
※
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
よ

る
自
主
運
営

○
…
予
選
リ
ー
グ
…
○

山
岸
ロ
ジ
ス
タ
ー
ズ
５
―
４
静
　
岡
　
倶

静
　
岡
　
倶
６
―
３
富
　
士
　
ク

山
岸
ロ
ジ
ス
タ
ー
ズ
10
―
０
富
　
士
　
ク

浜
松
ケ
イ
・

ス
ポ
ー
ツ
Ｂ
Ｃ
５
―
０
ヤ
マ
ハ
発
動

機
野
球
部

焼
津
マ
リ
ー
ン
ズ
６
―
０
ヤ
マ
ハ
発
動

機
野
球
部

浜
松
ケ
イ
・

ス
ポ
ー
ツ
Ｂ
Ｃ
７
―
６
焼
津
マ
リ
ー
ン
ズ

▽
準
決
勝

山
岸
ロ
ジ
ス
タ
ー
ズ
４
―
１
焼
津
マ
リ
ー
ン
ズ

静
　
岡
　
倶
２
―
１
浜
松
ケ
イ
・

ス
ポ
ー
ツ
Ｂ
Ｃ

▽
決
勝

山
岸
ロ
ジ
ス
タ
ー
ズ
２
―
２
静
　
岡
　
倶

（
山
岸
ロ
ジ
ス
タ
ー
ズ
と
静
岡
硬

式
野
球
倶
楽
部
の
２
チ
ー
ム
が
優

勝
）

　　
愛
　
知
　
県

三
菱
自
動
車
岡
崎
が
優
勝

◇
第
18
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
愛
知
県
野

球
連
盟
会
長
杯
争
奪
野
球
大
会

（
７
月
25
日
～
３
日
間
　
東
邦
ガ

ス
空
見
球
場
、
三
菱
大
府
球
場
）

※
無
観
客
試
合

▽
１
回
戦

東
邦
ガ
ス
９
―
０
ス
ポ
ー
ツ
総
合

学
園
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

東
海
理
化
11
―
０
愛
知
Ｂ
Ｃ

三
菱
重
工
名
古
屋
16
―
０
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ａ

Ｌ
　
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ

三
菱
自
動
車
岡
崎
７
―
３
矢
場
と
ん
ブ

ー
ス
タ
ー
ズ

▽
２
回
戦

東
邦
ガ
ス
５
―
２
王
　
　
　
子

東
海
理
化
４
―
２
日
本
製
鉄
東

海
Ｒ
Ｅ
Ｘ

三
菱
重
工
名
古
屋
11
―
10
Ｊ
Ｒ
東
海

三
菱
自
動
車
岡
崎
７
―
４
ト
ヨ
タ
自
動
車

▽
準
決
勝

東
海
理
化
２
―
１
東
邦
ガ
ス

三
菱
自
動
車
岡
崎
４
―
３
三
菱
重
工
名
古
屋

▽
決
勝

三
菱
自
動
車
岡
崎
５
―
１
東
海
理
化

（
三
菱
自
動
車
岡
崎
は
７
大
会
ぶ

り
２
回
目
の
優
勝
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
優
秀
選
手
賞

山
田
　
将
士
・
投
手
（
三
菱
自

動
車
岡
崎
）

◇
敢
闘
賞

長
田
　
悠
吾
・
投
手
（
東
海
理

化
）

◇
首
位
打
者
賞

堂
　
　
　
圭
・
内
野
手
（
三
菱

自
動
車
岡
崎
）
＝
11
打
席
10
打

数
５
安
打
、
打
率
５
割

　　
三
　
重
　
県

ホ
ン
ダ
鈴
鹿
が
Ｖ
２

◇
第
２
回
三
重
県
知
事
杯
争
奪

社
会
人
・
大
学
野
球
選
手
権
大
会

（
８
月
１
日
～
２
日
間
　
ホ
ン
ダ

ド
リ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
、
四
日
市

霞
ケ
浦
第
３
野
球
場
）

▽
１
回
戦

三
重
大
学
（
不
戦
勝
）
近
大
高
専

▽
２
回
戦

皇
學
館
大
学
５
―
３
三
重
高
虎
Ｂ
．Ｃ

ホ
ン
ダ
鈴
鹿
10
―
０
三
重
大
学

四
日
市
大
学
12
―
５
奥
伊
勢
ク

永
和
商
事
ウ
イ
ン
グ
４
―
０
鈴
鹿
大
学

▽
準
決
勝

ホ
ン
ダ
鈴
鹿
７
―
３
皇
學
館
大
学

永
和
商
事
ウ
イ
ン
グ
３
―
０
四
日
市
大
学

▽
決
勝

ホ
ン
ダ
鈴
鹿
４
―
０
永
和
商
事
ウ
イ
ン
グ

（
ホ
ン
ダ
鈴
鹿
は
２
年
連
続
２
回

目
の
優
勝
）

試合後のインタビューも距離をとって実施

受付での検温・消毒の様子
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近
畿
地
区
連
盟

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

◇
２
０
２
０
年
近
畿
地
区
連
盟

納
会令

和
２
年
度
の
近
畿
地
区
連
盟

納
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と

い
た
し
ま
し
た
。

◇
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と

な
っ
た
大
会
が
多
く
、
ベ
ス
ト
ナ

イ
ン
の
選
出
も
中
止
と
な
り
ま
し

た
。〔

京
都
〕
選
出
な
し

〔
大
阪
〕
選
出
な
し

〔
兵
庫
〕
選
出
な
し

〔
滋
賀
〕
選
出
な
し

〔
奈
良
〕
選
出
な
し

　　
滋
　
賀
　
県

新
型
コ
ロ
ナ
で
中
止

◇
第
11
回
京
都
新
聞
社
杯
滋
賀

県
社
会
人
・
大
学
交
流
大
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止

　　
京
　
都
　
府

新
型
コ
ロ
ナ
で
中
止

◇
第
１
４
５
回
京
都
府
春
季
大

会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止

雨
天
、大
会
打
ち
切
り

◇
第
１
４
６
回
京
都
府
秋
季
大

会
（
10
月
10
日
、
11
日
、
18
日
、

19
日
　
太
陽
が
丘
球
場
）

▽
１
回
戦

島
津
製
作
所
８
―
２
山
城
Ｂ
Ｃ

Ｏ
Ｂ
Ｃ
高
島
２
―
０
宇
治
Ｂ
Ｃ

ル
ネ
ス
紅
葉
ス
ポ
ー

ツ
柔
整
専
門
学
校
11
―
９
京
都
城
陽
フ
ァ

イ
ア
ー
バ
ー
ズ

三
菱
自
動
車
京
都
ダ

イ
ヤ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
７
―
１
京
都
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス

▽
２
回
戦

カ
ナ
フ
レ
ッ
ク
ス
０
―
０
島
津
製
作
所

（
延
長
十
回
引
き
分
け
）

ニ
チ
ダ
イ
３
―
２
Ｏ
Ｂ
Ｃ
高
島

大
和
高
田
ク
５
―
１
ル
ネ
ス
紅
葉
ス
ポ
ー

ツ
柔
整
専
門
学
校

三
菱
自
動
車
京
都
ダ

イ
ヤ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
２
―
１
日
本
新
薬

※
雨
天
順
延
に
伴
い
、
準
決
勝
、

決
勝
は
会
場
確
保
が
困
難
な
た
め

中
止

京
都
Ｃ
Ｌ
戦
を
開
催

◇
第
11
回
京
都
ク
ラ
ブ
リ
ー
グ

戦
（
10
月
～
11
月
に
か
け
て
の
土

日
　
横
大
路
野
球
場
、
他
）

三
菱
自
動
車
京
都
ダ

イ
ヤ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
８
―
０
宇
治
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｂ
グ
ラ
ッ
ズ
３
―
１
京
都
フ
ル
カ
ウ
ン
ツ

京
都
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
11
―
１
鴨
　
沂
　
ク

宇
治
Ｂ
Ｃ
４
―
３
京
都
フ
ル
カ
ウ
ン
ツ

京
都
城
陽
フ
ァ

イ
ア
ー
バ
ー
ズ
９
―
６
Ｄ
Ｂ
グ
ラ
ッ
ズ

鴨
　
沂
　
ク
８
―
６
東
　
山
　
ク

Ｄ
Ｂ
グ
ラ
ッ
ズ
５
―
３
宇
治
Ｂ
Ｃ

三
菱
自
動
車
京
都
ダ

イ
ヤ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
14
―
１
京
都
フ
ル
カ
ウ
ン
ツ

京
都
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
11
―
１
東
　
山
　
ク

京
都
城
陽
フ
ァ

イ
ア
ー
バ
ー
ズ
９
―
２
宇
治
Ｂ
Ｃ

三
菱
自
動
車
京
都
ダ

イ
ヤ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
７
―
０
Ｄ
Ｂ
グ
ラ
ッ
ズ

山
城
Ｂ
Ｃ
10
―
１
東
　
山
　
ク

京
都
城
陽
フ
ァ

イ
ア
ー
バ
ー
ズ
８
―
３
京
都
フ
ル
カ
ウ
ン
ツ

京
都
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
９
―
４
山
城
Ｂ
Ｃ

京
都
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
５
―
２
京
都
フ
ル
カ
ウ
ン
ツ

京
都
城
陽
フ
ァ

イ
ア
ー
バ
ー
ズ
10
―
２
三
菱
自
動
車
京
都
ダ

イ
ヤ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

鴨
　
沂
　
ク
（
不
戦
勝
）
山
城
Ｂ
Ｃ

　　
大
　
阪
　
府

新
型
コ
ロ
ナ
で
中
止

◇
２
０
２
０
年
大
阪
府
連
盟
納

会
令
和
２
年
度
の
大
阪
府
連
盟
納

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
い

た
し
ま
し
た
。

◇
春
季
大
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止

Ｎ
Ｓ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
、Ｖ

◇
第
13
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
ク
ラ
ブ
リ

ー
グ
大
阪
大
会
（
７
月
12
日
、
８

月
９
日
、23
日
、29
日
、９
月
５
日
、

13
日
、
10
月
４
日
、
11
日
、
18
日

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
淀
総
合
運
動
場
他
）

○
…
リ
ー
グ
戦
…
○

関
　
西
　
ク
５
―
４
Ｎ
Ｓ
Ｂ
Ｂ
Ｃ

（
延
長
十
一
回
）

泉
州
大
阪
野
球
団
５
―
４
八
尾
Ｂ
Ｃ

（
八
回
コ
ー
ル
ド
）

履
正
社
Ｂ
Ｃ
10
―
８
大
阪
ホ
ー
ク

ス
ド
リ
ー
ム

履
正
社
Ｂ
Ｃ
６
―
２
八
尾
Ｂ
Ｃ

関
　
西
　
ク
７
―
５
泉
州
大
阪
野
球
団

Ｎ
Ｓ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
14
―
０
大
阪
ウ
イ
ン
グ
ク

（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

大
阪
ホ
ー
ク

ス
ド
リ
ー
ム
９
―
６
大
阪
ウ
イ
ン
グ
ク

Ｎ
Ｓ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
４
―
１
履
正
社
Ｂ
Ｃ

関
　
西
　
ク
７
―
５
八
尾
Ｂ
Ｃ

（
八
回
コ
ー
ル
ド
）

関
　
西
　
ク
４
―
２
大
阪
ホ
ー
ク

ス
ド
リ
ー
ム

八
尾
Ｂ
Ｃ
７
―
２
大
阪
ウ
イ
ン
グ
ク

八
尾
Ｂ
Ｃ
11
―
３
Ｎ
Ｓ
Ｂ
Ｂ
Ｃ

（
八
回
コ
ー
ル
ド
）

大
阪
ウ
イ
ン
グ
ク
９
―
６
履
正
社
Ｂ
Ｃ

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

泉
州
大
阪
野
球
団
７
―
６
大
阪
ホ
ー
ク

ス
ド
リ
ー
ム

履
正
社
Ｂ
Ｃ
５
―
２
泉
州
大
阪
野
球
団

八
尾
Ｂ
Ｃ
４
―
３
大
阪
ホ
ー
ク

ス
ド
リ
ー
ム

大
阪
ウ
イ
ン
グ
ク
８
―
７
関
　
西
　
ク

（
延
長
十
回
）

Ｎ
Ｓ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
８
―
３
泉
州
大
阪
野
球
団

（
八
回
コ
ー
ル
ド
）

泉
州
大
阪
野
球
団
12
―
３
大
阪
ウ
イ
ン
グ
ク

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

Ｎ
Ｓ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
５
―
３
大
阪
ホ
ー
ク

ス
ド
リ
ー
ム

（
八
回
コ
ー
ル
ド
）

履
正
社
Ｂ
Ｃ
４
―
２
関
　
西
　
ク

　
最
終
結
果

〈
優
　
勝
〉

Ｎ
Ｓ
Ｂ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

〈
準
優
勝
〉

関
西
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

〈
第
３
位
〉

履
正
社
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　　
兵
　
庫
　
県

新
型
コ
ロ
ナ
で
中
止

◇
第
67
回
神
戸
新
聞
杯
争
奪
兵

庫
県
春
季
大
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止

神
戸
ビ
ル
ダ
ー
ズ
、初
Ｖ

◇
第
16
回
兵
庫
県
知
事
杯
争
奪

社
会
人
・
大
学
野
球
大
会
（
11
月

７
、
８
、
９
、
10
、
11
日
　
明
石

ト
ー
カ
ロ
球
場
）

▽
１
回
戦

神
戸
学
院
大
学
５
―
３
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｂ
Ｃ

神
戸
ビ
ル
ダ
ー
ズ
１
―
０
神
戸
大
学

（
延
長
十
回
）

▽
２
回
戦

関
西
学
院
大
学
９
―
０
神
戸
学
院
大
学

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

日
本
製
鉄
広
畑
５
―
２
甲
南
大
学

神
戸
ビ
ル
ダ
ー
ズ
６
―
２
流
通
科
学
大
学

神
戸
国
際
大
学
11
―
２
神
戸
レ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

▽
準
決
勝

日
本
製
鉄
広
畑
１
―
０
関
西
学
院
大
学

神
戸
ビ
ル
ダ
ー
ズ
15
―
1
神
戸
国
際
大
学

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

▽
決
勝

神
戸
ビ
ル
ダ
ー
ズ
３
―
１
日
本
製
鉄
広
畑

（
神
戸
ビ
ル
ダ
ー
ズ
は
初
優
勝
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
優
秀
選
手
賞

鶴
井
　
拓
人
（
神
戸
ビ
ル
ダ
ー

ズ
）

◇
敢
闘
賞

森
本
　
汰
一（
日
本
製
鉄
広
畑
）

◇
打
撃
賞

朝
山
　
瑞
己
（
神
戸
ビ
ル
ダ
ー

ズ
）

◇
優
秀
選
手
賞

雑
賀
　
　
涼
（
神
戸
ビ
ル
ダ
ー

ズ
）

岡
　
　
勝
輝（
日
本
製
鉄
広
畑
）

執
行
　
大
成（
関
西
学
院
大
学
）

大
草
　
勘
大（
神
戸
国
際
大
学
）
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奈
　
良
　
県

天
理
大
学
が
優
勝

◇
奈
良
県
知
事
杯
争
奪
第
24
回

大
学
・
社
会
人
野
球
大
会
（
奈
良

県
野
球
連
盟
主
催
、
毎
日
新
聞
社

な
ど
後
援
10
月
24
日
、
25
日
、
31

日
、
11
月
１
日
、
14
日
、
21
日
、

23
日
　
佐
藤
薬
品
ス
タ
ジ
ア
ム
、

橿
原
市
運
動
公
園
野
球
場
）

▽
１
回
戦

Ｎ
ｉ
ｎ
ｅ

Ｆ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ
７
―
５
奈
良
教
育
大
学

帝
塚
山
大
学
９
―
４
Ｇ
Ｓ
Ｇ
斑
鳩
ク

（
八
回
コ
ー
ル
ド
）

▽
２
回
戦

関
西
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ

硬
式
野
球
団
13
―
４
Ｎ
ｉ
ｎ
ｅ

Ｆ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

奈
良
Ｊ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
ク
３
―
２
奈
良
ア
ン
ビ

シ
ョ
ン
ズ
ク

Ｂ
Ｂ
Ｃ
ジ
ェ
ッ
ツ
４
―
１
帝
塚
山
大
学

追
手
門
学
院
大
学
11
―
３
帝
塚
山
大
学
Ｏ
Ｂ
ク

▽
３
回
戦

奈
良
フ
レ
ン
ド
Ｂ
Ｃ
８
―
１
関
西
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ

硬
式
野
球
団

大
阪
学
院
大
学
12
―
５
奈
良
Ｊ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
ク

（
八
回
コ
ー
ル
ド
）

京
都
先
端
科
学
大
学
４
―
０
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ジ
ェ
ッ
ツ

追
手
門
学
院
大
学
５
―
３
一
　
城
　
ク

▽
準
々
決
勝

近
畿
大
学
６
―
０
奈
良
フ
レ
ン
ド
Ｂ
Ｃ

天
理
大
学
７
―
４
大
阪
学
院
大
学

（
八
回
コ
ー
ル
ド
）

京
都
先
端
科
学
大
学
11
―
５
大
和
高
田
ク

立
命
館
大
学
19
―
１
追
手
門
学
院
大
学

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

▽
準
決
勝

天
理
大
学
７
―
２
近
畿
大
学

（
八
回
コ
ー
ル
ド
）

立
命
館
大
学
７
―
０
京
都
先
端
科
学
大
学

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

▽
決
勝

天
理
大
学
８
―
１
立
命
館
大
学

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

牛
島
　
　
樹
（
天
理
大
学
）

◇
最
優
秀
投
手
賞

井
奥
　
勘
太
（
天
理
大
学
）

◇
打
撃
賞

吉
田
　
元
輝
（
天
理
大
学
）

◇
敢
闘
選
手
賞

桃
谷
　
惟
吹
（
立
命
館
大
学
）

◇
優
秀
選
手
賞

流
　
　
尚
矢
（
立
命
館
大
学
）

新
型
コ
ロ
ナ
で
中
止

◇
第
14
回
近
畿
ク
ラ
ブ
野
球
交

流
大
会
（
日
本
野
球
連
盟
近
畿
地

区
連
盟
主
催
、
毎
日
新
聞
社
後
援
、

奈
良
県
野
球
連
盟
主
管
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止

中
国
地
区
連
盟

選
手
表
彰
、見
送
り

◇
２
０
２
０
年
中
国
地
区
連
盟

表
彰
選
手

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
表
彰
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
選
出
対
象
大
会
が
中
止

と
な
り
見
送
り
と
し
た
。

研
修
会
、開
催
中
止

◇
２
０
２
０
年
度
中
国
地
区
連

盟
主
催
「
新
人
研
修
会
兼
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
技
術
研
修
会
」

東
京
五
輪
の
開
催
に
伴
い
、
日

程
面
で
厳
し
い
と
の
判
断
か
ら
、

や
む
な
く
中
止
と
し
た
。

　
岡
　
山
　
県

オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
、Ｖ
２

◇
第
11
回
岡
山
県
社
会
人
野
球

選
手
権
大
会
（
７
月
11
日
、
12
日

　
マ
ス
カ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
）

Ｍ

Ｊ

Ｇ

島

根

０
０
０
　
０
０
０
　
０
２
２—

４

３
１
０
　
０
０
０
　
０
３
×—

７

三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

シ
テ
ィ
ラ
イ
ト
岡
山

１
１
０
　
０
０
０
　
０
１
３—

６

１
０
０
　
０
０
０
　
０
１
０—

２

シ
ョ
ウ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

倉
敷
ピ
ー
チ
ジ
ャ
ッ
ク
ス

０
０
０
　
０
０
０
　
０—

０

０
１
０
　
５
０
２
　
×—

８

三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

▽
決
勝

シ
テ
ィ
ラ
イ
ト
岡
山

０
１
１
　
１
０
０
　
０
３
０—

６

０
０
０
　
２
０
７
　
０
２
×—

11

三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

（
三
菱
自
動
車
倉
敷
オ
ー
シ
ャ
ン

ズ
が
10
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
優
秀
選
手
賞

垣
内
　
丈
二
（
三
菱
自
動
車
倉

敷
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
）

新
型
コ
ロ
ナ
で
中
止

◇
第
24
回
社
会
人
・
大
学
対
抗

野
球
大
会
（
３
月
21
日
、
22
日
　

マ
ス
カ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
と
し
た
。

　　
広
　
島
　
県

新
型
コ
ロ
ナ
で
中
止

◇
第
68
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
松
本
瀧
蔵

旗
兼
第
56
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
三
浦
芳
郎

旗
争
奪
野
球
大
会
（
３
月
20
日
～

22
日
　
や
ま
み
三
原
市
民
球
場
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
と
し
た
。

プ
ロ
・
ア
マ
交
流
中
止
に

◇
２
０
２
０
年
プ
ロ
・
ア
マ
交

流
戦例

年
３
月
上
旬
に
行
な
っ
て
い

た
が
、
東
京
五
輪
の
開
催
に
伴
い
、

広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
日
程
調
整
が

付
か
な
い
た
め
中
止
と
し
た
。

　　
山
　
口
　
県

新
型
コ
ロ
ナ
で
中
止

◇
２
０
２
０
年
度
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
毎

日
杯
・
知
事
杯
争
奪
山
口
県
野
球

大
会
（
３
月
20
日
、
21
日
　
日
本

製
鉄
光
球
場
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
と
し
た
。
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松
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

０
０
２
　
０
０
１
　
１
０
２—

６

１
２
１
　
２
０
３
　
０
１
×—

10

Ｊ

Ｒ

四

国

（
松
）
伊
藤
、
阿
部
、
江
尻
―
井

上
拓

（
Ｊ
）
浜
口
、
南
川
―
篠
崎

▽
三
塁
打
　
片
山
（
松
）

▽
二
塁
打
　
高
畠
、
片
山
（
松
）

笹
田
、
篠
崎
（
Ｊ
）

ア
ー
ク
バ
リ
ア
９
―
０
徳
島
ア
ス
ト
ロ
ズ

（
徳
島
ア
ス
ト
ロ
ズ
棄
権
）

▽
決
勝

Ｊ
Ｒ
四
国

０
４
３
　
１
３
０
　
０
０
１—

12

０
２
０
　
０
３
０
　
０
０
０—

５

ア
ー
ク
バ
リ
ア

（
Ｊ
）
山
本
，
檜
垣
、
寺
崎
―
篠

崎
、
岡
田
佑

（
ア
）
吉
川
、
上
田
、
山
本
、
児

玉
―
西
原

▽
三
塁
打
　
森
山
（
Ｊ
）

▽
二
塁
打
　
佐
藤
、
松
下
、
麻
生

（
Ｊ
）
山
田
（
ア
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞
・
首
位
打
者

賞
篠
崎
　
　
康
・
捕
手
（
Ｊ
Ｒ
四

国
）
＝
９
打
席
８
打
数
７
安
打
、

打
率
８
割
７
分
５
厘

◇
敢
闘
賞

西
原
　
佑
来
・
捕
手
（
ア
ー
ク

バ
リ
ア
）

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
中
止

◇
第
27
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
四
国
地
区

連
盟
会
長
杯
争
闘
社
会
人
・
大
学

交
流
野
球
大
会
（
10
月
24
日
、
25

日
　
香
川
県
レ
ク
ザ
ム
Ｂ
Ｃ
丸

亀
）四

国
地
区
連
盟
会
長
杯
は
例
年

社
会
人
・
大
学
交
流
戦
を
実
施
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら

四
国
社
会
人
・
大
学
の
レ
ベ
ル
向

上
の
た
め
、
中
央
よ
り
指
導
者
を

招
き
技
術
向
上
研
修
会
を
開
催
す

る
予
定
で
準
備
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
、
や
む
を
得
ず
開
催

を
断
念
し
た
。

来
シ
ー
ズ
ン
よ
り
技
術
向
上
研

修
会
を
再
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

四
国
地
区
連
盟

２
０
２
０
年
度
表
彰
選
手

◇
２
０
２
０
年
四
国
地
区
連
盟

表
彰
監
督
・
選
手

◇
監
督

中
川
　
　
毅
（
四
国
銀
行
）

◇
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

▽
投
手

菊
池
　
大
樹
（
四
国
銀
行
）

▽
捕
手

南
　
　
武
志
（
四
国
銀
行
）

▽
内
野
手

水
野
　
達
稀
（
Ｊ
Ｒ
四
国
）

平
瀬
　
　
亨
（
四
国
銀
行
）

小
林
　
健
輔
（
四
国
銀
行
）

下
村
　
一
成
（
四
国
銀
行
）

▽
外
野
手

柴
田
　
一
路
（
四
国
銀
行
）

橋
川
　
亮
佑
（
四
国
銀
行
）

三
好
　
大
輝
（
Ｊ
Ｒ
四
国
）

▽
指
名
打
者

山
中
　
大
地
（
四
国
銀
行
）

審
判
講
習
会
を
開
催

◇
第
45
回
四
国
地
区
連
盟
審
判

講
習
会

第
45
回
四
国
地
区
連
盟
審
判
講

習
会
を
徳
島
県
の
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
徳

島
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
徳
島
県
13
名
、

香
川
県
12
名
、
高
知
県
12
名
、
愛

媛
県
５
名
、
各
県
役
員
５
名
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
３
名
、
合
計
50

名
の
参
加
で
、
徳
島
科
学
技
術
高

校
、
徳
島
城
西
高
校
徳
島
商
業
高

校
の
野
球
部
の
協
力
の
も
と
令
和

２
年
２
月
１
日
、
２
日
と
２
日
間

開
催
し
た
。

四
国
各
県
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

14
名
が
先
頭
に
立
ち
４
班
編
成
で

準
備
運
動
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
身
体

を
ほ
ぐ
し
審
判
の
基
本
で
あ
る
ゴ

ー
・
ス
ト
ッ
プ
・
コ
ー
ル
か
ら
始

め
、
発
声
練
習
、
ゼ
ス
チ
ャ
ー
の

反
復
練
習
を
行
い
、
投
球
の
判
定

練
習
（
３
班
編
成
）
と
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
通
り
実
施
し
第
１
日
目
を
終

了
。
そ
の
後
、
宿
舎
に
移
動
し
第

１
日
目
の
講
習
結
果
の
講
評
、
本

年
度
の
規
則
改
正
等
を
確
認
し
懇

親
会
へ
。

第
２
日
目
も
第
１
日
目
の
各
自

の
反
省
点
を
も
と
に
基
本
の
ゴ

ー
・
ス
ト
ッ
プ
・
コ
ー
ル
か
ら
始

め
、
投
球
判
定
練
習
、
キ
ャ
ン
プ

ゲ
ー
ム
で
２
日
間
の
全
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
終
了
。

派
遣
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
小
山

克
仁
氏
、
山
口
智
久
氏
、
鈴
木
孝

則
氏
以
上
３
名
の
厳
し
い
講
習
会

に
よ
り
一
人
一
人
が
真
剣
に
取
り

組
み
相
当
な
技
術
を
身
に
つ
け
た

も
の
思
う
。

Ｊ
Ｒ
四
国
が
優
勝

◇
第
68
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
春
季
四
国

社
会
人
野
球
大
会
（
３
月
21
日
、

22
日
　
愛
媛
県
坊
っ
ち
ゃ
ん
ス
タ

ジ
ア
ム
）

第
68
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
春
季
四
国
社

会
人
野
球
大
会
が
３
月
21
日
、
22

日
と
愛
媛
県
（
坊
っ
ち
ゃ
ん
ス
タ

ジ
ア
ム
）
で
開
催
、
Ｊ
Ｒ
四
国
の

優
勝
で
閉
幕
。

▽
１
回
戦

ア
ー
ク
バ
リ
ア

０
０
０
　
０
０
０
　
０
３
０—

３

０
１
０
　
０
０
０
　
１
０
０—

２

四
国
銀
行

（
ア
）
児
玉
、
吉
川
、
上
田
―
西

原（
四
）
菊
池
、
大
田
―
大
河

▽
二
塁
打
　
西
原
（
ア
）

徳
島
野
球
倶
楽
部

１
１
０
　
０
０
０
　
０
０
０—
２

０
０
１
　
０
０
２
　
０
０
×—
３

松
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

（
徳
）
宮
繁
、
川
崎
―
渡
辺

（
松
）
亀
岡
、
阿
部
―
井
上
拓

▽
二
塁
打
　
山
口
２
（
松
）

▽
準
決
勝

九
州
地
区
連
盟

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
開
催
で
き

た
の
は
第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大

会
九
州
地
区
予
選
（
兼
第
59
回
九

州
社
会
人
選
手
権
・
宮
崎
市
）
と

第
15
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
九
州
地
区
ク
ラ

ブ
選
手
権
大
会
（
８
月
１
日
～
２

日
・
大
分
市
）
の
２
大
会
の
み
。

九
州
地
区
連
盟
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
の

選
出
も
見
送
っ
た
。
都
市
対
抗
九

州
地
区
予
選
は
当
初
、
９
月
上
旬

開
幕
を
予
定
し
て
い
た
が
、
10
月

に
宮
崎
県
内
各
地
で
行
わ
れ
る
予

定
だ
っ
た
プ
ロ
野
球
・
フ
ァ
ー
ム

の
「
み
や
ざ
き
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・

リ
ー
グ
」
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

延
期
に
な
っ
た
の
に
伴
い
、
10
月

10
日
開
幕
に
繰
り
下
げ
て
実
施
。

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
無
観
客
と

し
、
協
賛
各
社
や
チ
ー
ム
関
係
の

「
特
別
入
場
者
」
（
１
チ
ー
ム
上

限
20
人
）
に
絞
っ
て
入
場
を
認
め

た
。

東
京
ド
ー
ム
で
の
本
大
会
で
は

第
１
代
表
・
ホ
ン
ダ
熊
本
（
熊
本

県
大
津
町
）
と
第
２
代
表
・
西
部

ガ
ス
（
福
岡
市
）
が
緒
戦
を
勝
利

し
て
、
そ
ろ
っ
て
８
強
入
り
。
九

州
勢
の
複
数
チ
ー
ム
が
同
時
に
ベ

ス
ト
８
に
勝
ち
進
む
の
は
第
36
回

大
会
以
来
55
年
ぶ
り
。
念
願
の
ド

ー
ム
初
勝
利
の
西
部
ガ
ス
に
は
小

野
賞
が
贈
ら
れ
た
。

毎
年
、
都
市
対
抗
予
選
開
催
県

で
実
施
す
る
九
州
地
区
連
盟
審
判

講
習
会
は
早
春
の
２
月
15
日
、
16

日
、
宮
崎
市
・
宮
崎
第
一
高
校
グ
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い
」
と
託
す
よ
う
に
語
っ
た
の
が
、

最
後
の
公
の
場
に
な
っ
た
。
８
月

29
日
、
北
九
州
市
小
倉
北
区
の
葬

祭
場
で
家
族
に
見
送
ら
れ
、
静
か

に
旅
立
っ
た
。

◇
リ
モ
ー
ト
総
会
で
新
体
制

全
国
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出

さ
れ
、
感
染
収
束
が
見
通
せ
な
い

た
め
九
州
地
区
連
盟
の
６
月
、
９

月
の
臨
時
理
事
会
は
参
集
を
避
け

て
電
子
メ
ー
ル
で
意
見
集
約
す
る

な
ど
し
て
対
応
し
た
が
、
12
月
の

臨
時
理
事
会
は
初
め
て
リ
モ
ー
ト

で
開
催
。
２
０
２
１
年
２
月
の
理

事
会
・
総
会
も
、
役
員
と
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
リ
モ
ー
ト
開
催
し
た
。

福
嶋
一
雄
・
前
理
事
長
が
勇
退

し
た
２
０
１
７
年
２
月
か
ら
九
州

地
区
連
盟
理
事
長
を
引
き
継
い
だ

瀬
藤
宣
彦
氏
＝
元
新
日
鐵
八
幡
監

督
・
日
本
野
球
連
盟
参
与
＝
が
退

き
、
日
本
野
球
連
盟
常
務
理
事
・

宮
脇
茂
氏
＝
元
三
菱
重
工
長
崎
監

督
＝
が
新
理
事
長
に
就
任
し
た
。

宮
脇
理
事
長
は
理
事
会
と
総
会
で

「
連
盟
と
チ
ー
ム
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
良
く
図
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
目
的
意
識
を
高
く
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
、

困
難
な
状
況
下
で
の
結
束
を
呼
び

か
け
た
。
瀬
藤
前
理
事
長
は
九
州

地
区
連
盟
副
会
長
に
就
い
た
。

　　
福
　
岡
　
県

◇
Ｊ
Ｒ
九
州
・
青
柳
社
長
が
県

連
会
長
に
就
任

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
福
岡
県
連
は
２
０
２

１
年
２
月
に
総
会
を
開
き
、
Ｊ
Ｒ

九
州
の
青
柳
俊
彦
社
長
が
新
会
長

に
就
任
し
た
。
Ｋ
Ｍ
Ｇ
（
九
州
三

菱
自
動
車
販
売
）
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
会
長
の
城
戸
﨑
建
二
氏
か
ら

引
き
継
ぎ
、
任
期
は
３
年
。
就
任

に
あ
た
り
「
所
属
企
業
や
地
域
の

皆
さ
ま
に
元
気
や
感
動
を
与
え
、

共
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
社
会

人
野
球
の
醍
醐
味
。
各
チ
ー
ム
の

ま
す
ま
す
の
発
展
に
貢
献
し
た

い
」
と
し
た
。
青
柳
社
長
は
２
０

１
４
年
か
ら
Ｊ
Ｒ
九
州
第
５
代
社

長
。
北
九
州
市
出
身
。

Ｊ
Ｒ
九
州
野
球
部
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
第
91
回
都
市
対
抗
を
１
次
予

選
か
ら
出
場
辞
退
。
職
場
が
一
時

帰
休
に
な
る
な
ど
活
動
が
ま
ま
な

ら
な
か
っ
た
が
、
選
手
25
人
は
寮

や
自
宅
で
マ
ス
ク
を
手
作
り
し
て

６
月
24
日
、
北
九
州
市
ス
ポ
ー
ツ

協
会
に
５
０
０
枚
を
寄
贈
し
た
。

年
末
恒
例
の
納
会
は
中
止
し
た
。

九
州
三
菱
自
、Ｖ
３

◇
第
64
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
県
連
盟
会

長
杯
大
会
（
10
月
24
日
～
11
月
１

日
（
４
日
間
）　
苅
田
町
・
日
産

自
動
車
九
州
ス
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

筑
前
町
・
九
州
三
菱
自
動
車
夜
須

グ
ラ
ウ
ン
ド
）

３
月
に
無
観
客
開
催
を
予
定
し

て
い
た
が
、
10
月
に
延
期
し
て
開

催
。
Ｊ
Ｒ
九
州
と
西
部
ガ
ス
を
除

く
10
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

　
野球
　
野球
　
野球
　
野球
　
野球

▽
１
回
戦

福
岡
オ
ー
シ

ャ
ン
ズ
９
13
―
０
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス

ポ
ー
ツ
大
学
北
九
州

九
州
三
菱
自
動
車
21
―
３
福
　
岡
　
ク

ラ
ウ
ン
ド
に
九
州
各
地
か
ら
約
50

人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
講
師

は
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
規
則
・
審
判
委
員
会

委
員
の
中
本
尚
、
小
出
嘉
則
、
堀

井
明
の
３
氏
。
ま
た
大
分
市
で
開

催
の
第
15
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
九
州
地
区

ク
ラ
ブ
選
手
権
大
会
は
、
観
客
の

連
絡
先
記
入
、
場
内
消
毒
な
ど
の

対
策
を
施
し
て
実
施
し
た
。

◇
福
嶋
副
会
長
逝
去

日
本
野
球
連
盟
参
与
で
九
州
地

区
連
盟
副
会
長
の
福
嶋
一
雄
さ
ん

が
８
月
27
日
夕
刻
、
十
二
指
腸
が

ん
の
た
め
89
歳
で
逝
去
し
た
。

北
九
州
市
出
身
。
旧
制
小
倉

中
・
小
倉
高
の
エ
ー
ス
と
し
て
、

終
戦
後
間
も
な
い
１
９
４
７
年
と

48
年
の
夏
の
甲
子
園
大
会
を
２
連

覇
し
た
。
諸
説
あ
る
が
、
「
甲
子

園
の
土
」
を
初
め
て
持
ち
帰
っ
た

選
手
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
早
稲

田
大
で
は
東
京
六
大
学
で
活
躍
し
、

八
幡
製
鐵
（
の
ち
に
新
日
本
製
鐵

八
幡
、
２
０
０
３
年
廃
部
）
で
54

年
の
都
市
対
抗
優
勝
に
貢
献
。
現

役
引
退
後
は
新
日
本
製
鐵
光
（
現

日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
山
口
シ
ー
ガ
ル

ズ
）
の
総
監
督
や
部
長
を
歴
任
し

た
。
九
州
地
区
連
盟
で
は
85
年
か

ら
17
年
ま
で
理
事
長
を
32
年
間
も

務
め
、
13
年
に
は
野
球
殿
堂
入
り

し
た
。

２
０
２
０
年
２
月
11
日
に
北
九

州
市
内
で
あ
っ
た
九
州
地
区
連
盟

総
会
後
の
役
員
懇
親
会
に
久
々
に

顔
を
出
し
て
「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
九
州
大

会
を
盛
ん
に
し
て
い
っ
て
ほ
し

九
州
地
区
連
盟
で
最
後
の
公
の
場
と
な
っ
た
総
会
後
の
懇
親
会
で

あ
い
さ
つ
に
立
つ
故
・
福
嶋
副
会
長
（
２
０
２
０
年
２
月
11
日
・

北
九
州
市
内
の
ホ
テ
ル
で
＝
毎
日
新
聞
社
提
供
）

コロナ禍のため初めてリモートで開催された九州地区連盟総会。右
は瀬藤副会長（2021 年２月 19 日・北九州市小倉北区の毎日新聞西
部本社内会議室で） 宮脇茂理事長

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
福
岡
県
連
会
長
に

な
っ
た
Ｊ
Ｒ
九
州
・
青
柳
社

長
（
毎
日
新
聞
社
提
供
）
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苅
田
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
６
―
３
北
九
州
市
民
ク

▽
２
回
戦

嘉
麻
市
バ
ー
ニ
ン

グ
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
14
―
８
沖
デ
ー
タ
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
教
育
学
院

Ｒ
Ｅ
Ｘ
パ
ワ
ー
ズ
７
―
５
苅
田
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

九
州
三
菱
自
動
車
４
―
１
Ｃ
Ｋ
Ｇ
ア
カ
デ
ミ
ー

▽
準
決
勝

九
州
三
菱
自
動
車
８
―
１
福
岡
オ
ー
シ

ャ
ン
ズ
９

Ｒ
Ｅ
Ｘ
パ
ワ
ー
ズ
12
―
２
嘉
麻
市
バ
ー
ニ
ン

グ
ヒ
ー
ロ
ー
ズ

▽
決
勝

Ｒ
Ｅ
Ｘ
パ
ワ
ー
ズ

０
０
０
　
１
０
０
　
０
０
０—

１

０
２
０
　
０
０
２
　
１
０
×—

５

九
州
三
菱
自
動
車

（
Ｒ
）
古
賀
、
仲
里
―
東

（
九
）
中
村
、
笹
渕
、
勅
使
瓦
、

谷
川
―
光
安
、
平
岡

▽
二
塁
打
　
中
倉
（
Ｒ
）
光
安
、

基
村
（
九
）

（
九
州
三
菱
自
動
車
は
33
大
会
ぶ

り
３
回
目
の
優
勝
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

中
村
光
汰
・
投
手
（
九
州
三
菱

自
動
車
）

◇
敢
闘
選
手
賞

中
倉
健
士
郎
・
選
手
（
Ｒ
Ｅ
Ｘ

パ
ワ
ー
ズ
）

◇
首
位
打
者
賞

東
尚
哉
・
選
手
（
Ｒ
Ｅ
Ｘ
パ
ワ

ー
ズ
）

　　
大
　
分
　
県

◇
県
連
理
事
長
・
事
務
局
長
が

交
代
◇

２
０
２
１
年
度
か
ら
県
連
理
事

長
に
岩
切
利
浩
氏
が
就
任
。
１
９

８
３
年
～
90
年
、
新
日
鐵
大
分

（
現
日
鉄
大
分
）
投
手
で
活
躍
し
、

引
退
後
は
審
判
を
務
め
た
。

ま
た
県
連
事
務
局
長
も
日
鉄
大

分
野
球
部
長
・
渡
邉
聖
二
氏
に
交

代
。
渡
邉
事
務
局
長
も
旧
新
日
鐵

大
分
出
身
。
２
０
２
０
年
か
ら
野

球
部
長
。

日
本
製
鉄
大
分
は
20
年
、
ク
ラ

ブ
登
録
か
ら
会
社
登
録
に
変
更
。

旧
新
日
鐵
大
分
（
１
９
７
２
年
創

部
、
96
年
休
部
）
以
来
、
24
年
ぶ

り
に
会
社
チ
ー
ム
と
し
て
復
活
し

た
。
休
部
し
た
新
日
鐵
大
分
は
ク

ラ
ブ
登
録
の
市
民
球
団
「
大
分
硬

式
野
球
倶
楽
部
」
（
愛
称
・
大
分

ハ
ー
キ
ュ
リ
ー
ズ
）
と
し
て
再
出

発
し
た
が
２
０
０
３
年
に
廃
部
。

04
年
に
ク
ラ
ブ
「
新
日
鐵
大
分

硬
式
野
球
同
好
会
」
と
し
て
再
登

録
し
た
あ
と
「
新
日
鐵
大
分
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」
＝
08
年
～
▽

「
新
日
鐵
住
金
大
分
ク
ラ
ブ
」
＝

12
年
～
▽
「
新
日
鐵
住
金
大
分
」

＝
14
年
～
▽
「
日
本
製
鉄
大
分
」

＝
19
年
・
社
名
変
更
に
伴
う
＝
と
、

チ
ー
ム
名
が
変
遷
し
た
。

日
本
製
鉄
大
分
、Ｖ
８

◇
第
10
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
県
選
手
権

大
会
（
11
月
29
日
　
大
分
市
・
別

大
興
産
ス
タ
ジ
ア
ム
）

▽
1
回
戦

日
本
製
鉄
大
分
６
―
０
Ｂ
Ａ
Ｎ
ク

▽
決
勝

九
州
総
合
ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ

０
０
２
　
０
０
０
　
０
１
０—

３

２
０
０
　
０
１
１
　
０
２
×—

６

日

本

製

鉄

大

分

（
九
）
安
部
航
、
石
本
、
猿
渡
―

安
部
渉
、
宮
原

（
日
）
鶴
永
、
吉
田
―
与
座

▽
三
塁
打
　
新
垣
（
九
）

▽
二
塁
打
　
高
橋
、
上
築
（
九
）

河
野
、
迫
立
、
青
木
、
森
（
日
）

（
日
鉄
大
分
は
２
年
ぶ
り
８
回
目

の
優
勝
）野球

…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
高
殊
勲
選
手
賞

吉
田
光
輝
・
投
手
（
日
本
製
鉄

大
分
）

◇
敢
闘
賞

広
澤
新
太
郎
・
選
手
（
九
州
総

合
ス
ポ
ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ
）

　　
熊
　
本
　
県

今
季
か
ら
熊
本
県
甲
佐
町
の
物

流
業
「
大
福
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
」

が
新
加
盟
（
会
社
登
録
）
、
熊
本

市
の
鮮
ど
市
場
ヒ
ゴ
バ
ッ
ク
ス
が

改
名
、
ク
ラ
ブ
か
ら
会
社
登
録
に

変
更
し
て
「
鮮
ど
市
場
」
に
な
り
、

両
チ
ー
ム
は
８
月
の
都
市
対
抗
１

次
中
九
州
予
選
（
熊
本
開
催
）
で

公
式
戦
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
２
０
０

５
年
創
設
の
会
社
登
録
・
熊
本
ゴ

ー
ル
デ
ン
ラ
ー
ク
ス
（
合
志
市
）

は
活
動
を
休
止
。
選
手
の
多
く
は

２
０
２
１
年
発
足
の
独
立
・
九
州

ア
ジ
ア
プ
ロ
野
球
リ
ー
グ
「
火
の

国
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
ズ
」
（
熊
本
）

に
移
籍
し
た
。
同
リ
ー
グ
に
は
大

分
県
の
「
大
分
Ｂ
–
リ
ン
グ
ス
」

も
参
加
す
る
。

ホ
ン
ダ
熊
本
、Ｖ

◇
第
10
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
古
田
昌
幸

杯
大
会
（
10
月
31
日
、
11
月
１
日

　
ホ
ン
ダ
熊
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
山

鹿
市
民
球
場
　
４
社
会
人
、
４
大

学
が
参
加
）

▽
１
回
戦

ホ
ン
ダ
熊
本
16
―
０
熊
　
本
　
大

大
福
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
６
―
５
熊
本
学
園
大

熊
本
ゴ
ー
ル
デ

ン
ラ
ー
ク
ス
５
―
０
崇
　
城
　
大

東
海
大
九
州
８
―
４
鮮
ど
市
場

▽
準
決
勝

ホ
ン
ダ
熊
本
８
―
１
大
福
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス

熊
本
ゴ
ー
ル
デ

ン
ラ
ー
ク
ス
５
―
０
東
海
大
九
州

▽
決
勝

ホ

ン

ダ

熊

本

０
１
３
　
２
０
０
　
０
１
０—

７

０
１
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

熊
本
ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
ー
ク
ス

（
ホ
）
上
ノ
薗
、
菊
江
、
下
平
、

横
側
―
丸
山

（
熊
）
石
森
、
松
江
、
宮
澤
、
武

内
、
徳
橋
、
西
島
―
西
、
秋
山

▽
本
塁
打
　
浜
岡
、
北
村
（
ホ
）

▽
二
塁
打
　
石
井
（
ホ
）
、
阪
口

（
熊
）野球

…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
優
秀
選
手

北
村
優
・
選
手
（
ホ
ン
ダ
熊

本
）

◇
敢
闘
賞

田
辺
礼
・
選
手
（
東
海
大
九

州
）

九
州
総
合
ス
ポ
カ
レ
、Ｖ

◇
第
２
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
九
州
地
区

専
門
学
校
硬
式
野
球
選
手
権
大
会

（
８
月
24
日
～
25
日
　
熊
本
・
県

営
八
代
運
動
公
園
野
球
場
）

▽
１
回
戦

九
州
工
科
自
動

車
専
門
学
校
２
―
０
沖
デ
ー
タ
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
教
育
学
院

九
州
総
合
ス
ポ

ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ
１
―
０
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス

ポ
ー
ツ
大
学
北
九
州

▽
２
回
戦

宮
崎
福
祉
医

療
カ
レ
ッ
ジ
８
―
１
九
州
工
科
自
動

車
専
門
学
校

▽
３
位
決
定
戦

沖
デ
ー
タ
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
教
育
学
院
11
―
０
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス

ポ
ー
ツ
大
学
北
九
州

沖
デ
ー
タ
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
教
育
学
院
９
―
０
九
州
工
科
自
動

車
専
門
学
校

▽
決
　
勝

九
州
総
合
ス
ポ

ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ
３
―
１
宮
崎
福
祉
医

療
カ
レ
ッ
ジ

※
２
０
１
９
年
の
第
１
回
は
宮
崎

県
で
開
催
。
２
０
２
１
年
は
大
分

県
で
開
催
予
定

　　
宮
　
崎
　
県

宮
崎
梅
田
学
園
Ｖ
10

◇
第
11
回
宮
崎
市
長
杯
社
会

人
・
大
学
選
手
権
大
会
（
11
月
21

日
～
23
日
　
宮
崎
市
・
久
峰
総
合

公
園
野
球
場
　
３
社
会
人
、
５
大

学
が
参
加
）

▽
１
回
戦

宮
崎
灼
熱
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
９
―
２
南
九
州
大

宮
崎
産
業
経
営
大
10
―
０
九
州
保
健
福
祉
大

宮
崎
梅
田
学
園
10
―
０
宮
崎
公
立
大

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
大
分
県
連
・
岩
切
理
事
長
（
上
）
と
渡
邉
事
務
局
長
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宮
崎
福
祉
医

療
カ
レ
ッ
ジ
７
―
１
宮
　
崎
　
大

▽
準
決
勝

宮
崎
産
業
経
営
大
７
―
０
宮
崎
灼
熱
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス

宮
崎
梅
田
学
園
９
―
８
宮
崎
福
祉
医

療
カ
レ
ッ
ジ

▽
決
勝

宮
崎
梅
田
学
園

０
０
２
　
２
０
１
　
１
０
０—
６

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—
０

宮
崎
産
業
経
営
大

（
梅
）
松
原
、
園
田
、
古
市
―
窪

田
、
木
村

（
産
）
黒
岩
、
横
谷
、
岩
切
寛
―

松
山

▽
三
塁
打
　
茅
島
（
梅
）

（
宮
崎
梅
田
学
園
は
２
年
連
続
10

回
目
の
優
勝
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
優
秀
選
手
賞

窪
田
悠
兵
・
捕
手
（
宮
崎
梅
田

学
園
）

◇
優
秀
選
手
賞

安
永
大
地
・
外
野
手
（
宮
崎
産

業
経
営
大
）

◇
特
別
賞

松
原
孝
成
・
投
手
（
宮
崎
梅
田

学
園
）

◇
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス

プ
ロ
野
球
・
フ
ァ
ー
ム
「
み
や

ざ
き
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
リ
ー
グ
」

と
都
市
対
抗
九
州
地
区
予
選
の
開

催
が
繰
り
下
げ
に
な
っ
た
間
、
球

場
の
有
効
活
用
と
地
域
活
性
化
に

宮
崎
市
観
光
協
会
が
「
オ
ー
タ
ム

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
in
み
や
ざ

き
」
を
企
画
。
宿
泊
費
補
助
な
ど

の
優
待
特
典
を
付
加
し
て
、
全
国

の
社
会
人
チ
ー
ム
に
強
化
試
合
の

誘
致
を
呼
び
か
け
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
九
州
か
ら
宮
崎
梅
田
学
園

と
ホ
ン
ダ
熊
本
、
福
岡
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
ホ
ー
ク
ス
３
軍
の
参
加
に
と

ど
ま
り
、
市
内
の
ア
イ
ビ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム
で
２
試
合
を
行
っ
た
。

　
野球
　
野球
　
野球
　
野球
　
野球

〔
プ
ロ
・
ア
マ
交
流
戦
〕

▽
10
月
26
日

宮
崎
梅
田
学
園
７
―
６
ホ
ー
ク
ス
３
軍

▽
10
月
28
日

ホ
ン
ダ
熊
本
５
―
３
ホ
ー
ク
ス
３
軍

　
　

　
鹿
児
島
県

ド
リ
ー
ム
ウ
ェ
ー
ブ
Ｖ

◇
２
０
２
０
年
社
会
人
・
大
学

交
流
大
会
（
11
月
21
日
～
22
日
　

鹿
屋
体
育
大
野
球
場
　
２
社
会
人
、

２
大
学
が
参
加
）

▽
１
回
戦

鹿
児
島
国
際
大
７
―
３
薩
摩
ラ
イ
ジ
ン
グ

鹿
児
島
ド
リ
ー

ム
ウ
ェ
ー
ブ
５
―
２
鹿
屋
体
育
大

▽
３
位
決
定
戦

鹿
屋
体
育
大
12
―
０
薩
摩
ラ
イ
ジ
ン
グ

▽
決
勝

鹿

児

島

国

際

大

１
０
０
　
０
０
０
　
０
０
０—

１

０
１
０
　
０
０
０
　
０
０
１—

２

鹿
児
島
ド
リ
ー
ム
ウ
ェ
ー
ブ

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
優
秀
選
手

冷
水
辰
綺
・
選
手
（
鹿
児
島
ド

リ
ー
ム
ウ
ェ
ー
ブ
）

◇
優
秀
選
手

仁
礼
尚
人
・
投
手
（
鹿
児
島
国

際
大
）

　　
沖
　
縄
　
県

エ
ナ
ジ
ッ
ク
が
優
勝

◇
第
38
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
石
川
逢
篤

杯
争
奪
硬
式
野
球
大
会
（
３
月
15

日
、
21
日
、
23
日
　
ア
ト
ム
ホ
ー

ム
ス
タ
ジ
ア
ム
宜
野
湾
、
Ａ
Ｎ
Ａ

　
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
　
浦
添
、

Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ａ
赤
間
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
　

５
社
会
人
、
４
大
学
が
出
場
）

▽
１
回
戦

シ
ン
バ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ア
ー
マ
ン
ズ
ク
（
不
戦
勝
）
沖
縄
国
際
大

▽
２
回
戦

て
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
４
―
３
沖
　
縄
　
大

エ
ナ
ジ
ッ
ク
11
―
１
名
　
桜
　
大

沖
縄
電
力
９
―
２
シ
ン
バ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ア
ー
マ
ン
ズ
ク

琉
　
球
　
大
９
―
２
ビ
ッ
グ
開
発
ク

▽
準
決
勝

沖
縄
電
力
８
―
１
琉
　
球
　
大

エ
ナ
ジ
ッ
ク
（
不
戦
勝
）
て
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

▽
決
勝

沖
縄
電
力

０
０
１
　
３
０
１
　
０
０
０
　
０—

５

０
０
０
　
０
５
０
　
０
０
０
　
１—

６

エ
ナ
ジ
ッ
ク

（
延
長
十
回
）

（
沖
）
松
川
、
亀
里
、
内
間
敦
―

佐
喜
間

（
エ
）
川
邉
、
山
下
、
西
村
―
城

間▽
本
塁
打
　
佐
喜
間
（
沖
）

▽
二
塁
打
　
平
良
大
（
沖
）
宮
城

（
エ
）野球

…
表
彰
選
手
…
野球

◇
殊
勲
賞

宮
城
諒
太
・
選
手
（
エ
ナ
ジ
ッ

ク
）

◇
敢
闘
賞

佐
喜
間
拓
哉
・
選
手
（
沖
縄
電

力
）

◇
首
位
打
者
賞

國
吉
竜
也
・
選
手
（
エ
ナ
ジ
ッ

ク
）
＝
８
割
３
分
３
厘

エ
ナ
ジ
ッ
ク
３
連
続
Ｖ

◇
第
28
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｃ
杯

争
奪
硬
式
野
球
大
会
（
10
月
24
日
、

25
日
　
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
那
覇
　
６
社
会
人
が
出
場
）

▽
１
回
戦

沖
縄
電
力
７
―
０
シ
ン
バ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ア
ー
マ
ン
ズ
ク

て
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
11
―
３
ク
リ
ー
ド
安
仁
屋
ク

▽
準
決
勝

エ
ナ
ジ
ッ
ク
４
―
３
沖
縄
電
力

て
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
６
―
２
ビ
ッ
グ
開
発
ク

▽
決
勝

エ
ナ
ジ
ッ
ク

０
０
０
　
０
０
０
　
０
０
３—

３

０
０
１
　
０
０
０
　
０
０
１—

２

て
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
エ
）
川
邉
、
吉
野
、
井
出
、
山

西
、
山
下
―
城
間

（
て
）
石
原
、
浜
門
―
佐
久
田
▽

三
塁
打
　
山
川
（
エ
）

▽
二
塁
打
　
佐
久
田
（
て
）

（
エ
ナ
ジ
ッ
ク
の
優
勝
は
３
年
連

続
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
殊
勲
賞

井
出
真
悟
・
選
手
（
エ
ナ
ジ
ッ

ク
）

◇
敢
闘
賞

石
原
清
雅
・
選
手
（
て
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
）

◇
首
位
打
者
賞

佐
久
田
英
高
・
選
手
（
て
る
ク

リ
ニ
ッ
ク
）
＝
６
割
６
分
７
厘

０

オータムフェスで対戦する宮崎梅田学園（守備側）とホークス３
軍＝宮崎市観光協会提供
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113 ティーボール・野球教室

２
０
１
８
年
秋
に
ス
タ
ー
ト
し

た
日
本
野
球
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
）

の
「
全
国
一
斉
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
教

室
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
20
年

度
は
実
施
を
見
送
っ
た
。

幼
児
を
対
象
に
し
た
「
全
国
一

斉
教
室
」
は
、
加
盟
チ
ー
ム
の
協

力
に
よ
り
毎
年
全
国
２
０
０
カ
所

の
幼
稚
園
、
保
育
所
な
ど
で
の
開

催
を
目
標
と
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
、
20
年
度
は
野
球
競
技

の
普
及
活
動
も
大
き
く
制
限
さ
れ

た
が
、
感
染
の
収
束
状
況
を
見
極

め
つ
つ
再
開
を
目
指
す
。

全
国
一
斉
教
室
以
外
の
普
及
事

業
開
催
状
況
は
別
表
の
通
り
。

２０２０年野球競技普及振興事業　ティーボール普及事業開催一覧
（期日） （事業内容） （会場） （参加人数）

〈新潟県〉
８月23日 野球教室 新潟市営鳥屋野運動公園野球場 16

〈富山県〉
９月22日 ティーボール教室 氷見運動公園大芝生広場 100

〈石川県〉
８月15日 野球教室 津幡町運動公園野球場 ４0

〈栃木県〉
９月６日～ 
（毎週土、日、祝） 野球教室 各高校グラウンド 計19回

〈大阪府〉
12月５日 野球教室・ティーボール教室 八尾市立福万寺グラウンド 2４0

12月12日 野球教室・ティーボール教室 八尾市立山本球場 150

〈岡山県〉
12月13日 野球教室 マスカットスタジアム 60

〈ボーイズリーグ〉
11月１日 ティーボール教室 高島グラウンド 90

11月３日 ティーボール教室 荒川遊園グラウンド 90

写真はいずれも2019年に実施された「全国一斉教室」でティーボールを楽しむ幼児ら

20
21
年
日
本
野
球
連
盟
「
連
盟
報
」

11
3

18
5

26
4

1
C 右

A3
30
78
D

「全国一斉ティーボール教室」は開催見送り「全国一斉ティーボール教室」は開催見送り
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２
０
２
１
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

「
原
点
に
帰
ろ
う
！
」
と
し
ま
し

た
。
20
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
世
界
規
模

で
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

創
立
50
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目

を
迎
え
た
当
連
盟
と
し
て
も
、
ま

ず
選
手
た
ち
の
健
康
を
第
一
に
考

え
、
大
会
等
の
行
事
は
行
政
の
指

示
を
守
り
な
が
ら
運
営
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
春
季
全
国
大
会
に
続

い
て
選
手
権
大
会
を
断
腸
の
思
い

で
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
決
断
自
体
は
間
違
っ
て

い
な
か
っ
た
と
信
じ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
経
験
を
21
年
に
つ
な
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
ウ

イ
ズ
・
コ
ロ
ナ
」
の
中
で
、
新
し

い
チ
ー
ム
の
あ
り
方
、
試
合
の
あ

り
方
な
ど
、
様
々
な
局
面
で
ス
ピ

ー
ド
感
あ
る
ジ
ャ
ッ
ジ
を
し
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ

ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
す
。
ラ

イ
セ
ン
ス
制
度
も
視
野
に
入
れ
た

指
導
者
の
技
術
向
上
、
新
た
な
シ

ス
テ
ム
の
構
築
で
す
。
指
導
者
の

あ
り
方
の
確
立
、
選
手
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
体
制
を
築
く
年
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
原
点
に
帰
ろ
う
！
」
と
は
、

野
球
が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
感

じ
取
れ
る
よ
う
な
部
分
を
発
信

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、

と
い
う
思
い
も
込
め
て
い
ま
す
。

「
子
供
（
選
手
）
に
対
す
る
奉
仕

の
団
体
」
と
い
う
理
念
は
変
わ
ら

ず
、
よ
り
よ
い
環
境
へ
切
り
替
え

て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

21
年
は
東
京
五
輪
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ボ
ー
イ
ズ
リ
ー
グ
で

も
コ
ロ
ナ
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
遵
守
し
な
が
ら
各
種
大
会
を
は

じ
め
と
す
る
全
て
の
事
業
予
定
を

実
施
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

22
年
に
は
世
界
大
会
の
国
内
開

催
と
い
う
大
き
な
目
標
が
控
え
て

い
ま
す
。
１
年
後
の
今
頃
「
良
か

っ
た
ね
」
と
皆
が
実
感
で
き
る
年

に
す
る
た
め
、
全
力
を
尽
く
し
ま

す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
・
延
期

第
50
回
春
季
大
会

◇
第
50
回
記
念
日
本
少
年
野
球

春
季
全
国
大
会
（
３
月
26
日
～
30

日
　
大
田
ス
タ
ジ
ア
ム
、
他
）

小
学
生
の
部
16
チ
ー
ム
、
中
学

生
の
部
41
チ
ー
ム
の
合
計
57
チ
ー

ム
が
41
支
部
の
代
表
と
し
て
出
場

予
定
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

2
月
28
日
中
止
。

第
51
回
選
手
権
大
会

◇
リ
ポ
ビ
タ
ン
カ
ッ
プ
第
51
回

日
本
少
年
野
球
選
手
権
大
会
（
８

月
２
日
～
７
日
　
大
阪
シ
テ
ィ
信

用
金
庫
ス
タ
ジ
ア
ム
、
舞
洲
球
場
、

他
）

小
学
生
の
部
16
チ
ー
ム
、
中
学

生
の
部
47
チ
ー
ム
の
合
計
63
チ
ー

ム
が
42
支
部
の
代
表
と
し
て
出
場

を
予
定
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
７
月
31
日
に
中
止
。
代
替
大
会

と
し
て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
本
選
出

場
決
定
チ
ー
ム
に
よ
る
独
自
大
会

を
開
催
し
た
。

◇
日
本
生
命
カ
ッ
プ
　
第
21
回

ボ
ー
イ
ズ
リ
ー
グ
鶴
岡
一
人
記
念

大
会
（
８
月
21
日
、
22
日
　
広
島

県
呉
市
・
鶴
岡
一
人
記
念
球
場
、

他
　
特
別
協
賛
ミ
ズ
ノ
株
式
会

社
）全

国
5
ブ
ロ
ッ
ク
で
選
抜
し
た

小
・
中
の
各
6
チ
ー
ム
（
主
催
ブ

ロ
ッ
ク
2
チ
ー
ム
出
場
）
と
女
子

の
部
（
チ
ー
ム
数
未
定
）
が
出
場

を
予
定
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
次
年
度
に
延
期
。

◇
２
０
２
０
世
界
少
年
野
球
大

会
８
月
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ワ
イ
に
て

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
次
年
度
に
延
期
。

◇
２
０
２
０
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｒ 

Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ア
メ
リ
カ

遠
征８

月
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ワ
イ
に
て

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
中
止
。

◇
２
０
２
０
カ
ル
・
リ
プ
ケ
ン

12
歳
以
下
世
界
少
年
野
球
大
会

８
月
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ワ
イ
に
て

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
中
止
。

公益財団法人日本少年野球連盟　　会長　中 谷  恭 典

ブロック
小学生の部 中学生の部

チーム数 選手数 チーム数 選手数

東日本 31 540 204 7,343

中日本 20 381 111 4,467

関　西 28 595 141 5,629

中四国 18 264 52 1,474

九　州 15 233 105 3,227

合　計 112 2,013 613 22,140
2021年2月1日現在

日本少年野球連盟　ブロック別チーム数・選手数

『 原点に返ろう!』『 原点に返ろう!』
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
で
２
０
２
０
年
の
リ
ト
ル
リ

ー
グ
活
動
は
国
外
、
国
内
と
も
主

要
大
会
が
中
止
に
な
る
と
い
う
未

曽
有
の
事
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
伴

っ
て
大
会
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
状
況
は
、
少
年
少
女
の
気

持
ち
を
考
え
る
と
ま
こ
と
に
断
腸

の
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。

苦
し
い
活
動
状
況
は
次
の
通
り

で
す
。

２
月
28
日
に
公
益
財
団
法
人
日

本
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野
球
協
会
は
安

倍
首
相
の
小
中
高
校
の
臨
時
休
校

要
請
を
受
け
て
練
習
と
試
合
参
加

の
自
粛
を
全
国
12
連
盟
に
通
知
し
、

国
内
的
に
は
３
月
20
日
に
イ
ン
タ

ー
ミ
デ
ィ
エ
ッ
ト
全
日
本
選
手
権

（
５
月
、
千
葉
・
東
金
市
）
の
開

催
を
中
止
し
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
選

手
権
（
６
月
、
バ
ン
コ
ク
）
へ
の

代
表
派
遣
を
取
り
や
め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
さ
ら
に
広

が
り
、
４
月
30
日
に
米
国
本
部
が

リ
ト
ル
リ
ー
グ
７
部
門
の
世
界
大

会
す
べ
て
を
中
止
す
る
と
発
表
し

た
の
で
す
。

こ
れ
は
①
米
国
と
国
際
地
域
の

多
く
で
世
界
大
会
の
予
選
が
実
施

で
き
な
い
こ
と
②
国
際
的
な
移
動

の
制
限
と
入
出
国
要
件
の
制
限
が

米
国
政
府
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
こ

と
、
が
理
由
で
し
た
。

リ
ト
ル
リ
ー
グ
の″
象
徴
”
と

も
い
わ
れ
る
メ
ジ
ャ
ー
部
門
（
10

歳
～
12
歳
選
手
）
の
世
界
大
会

（
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
）
は
本
来

８
月
20
日
か
ら
米
国
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
州
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
ポ
ー
ト
で

開
催
の
予
定
で
し
た
が
、
大
会
の

キ
ャ
ン
セ
ル
と
い
う
事
態
を
踏
ま

え
、
日
本
協
会
は
５
月
16
日
に
同

部
門
の
全
日
本
選
手
権
（
７
月
、

長
野
・
上
田
市
）
と
さ
ら
に
６
月

29
日
、
全
国
選
抜
大
会
（
10
月
、

静
岡
・
浜
松
市
）
の
開
催
を
も
中

止
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
日
本

協
会
主
催
の
全
国
大
会
の
す
べ
て

が
行
わ
れ
な
い
と
い
う
事
態
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

子
供
た
ち
、
保
護
者
の
皆
様
さ

ら
に
は
リ
ト
ル
リ
ー
グ
関
係
者
に

と
っ
て
、
コ
ロ
ナ
と
い
う
厄
災
が

猛
威
を
奮
っ
た
苦
し
い
体
験
が
蘇

っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
リ
ト
ル
リ

ー
グ
は
少
年
少
女
野
球
の
中
で
は

世
界
と
の
か
か
わ
り
が
特
徴
で
あ

り
ま
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

と
い
う
事
態
の
な
か
で
国
際
関
係

を
良
好
に
保
つ
に
は
ハ
ー
ド
ル
も

多
く
あ
り
、
「
安
全
・
安
心
」
の

確
保
が
ま
ず
基
本
条
件
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

選
手
が
所
属
す
る
リ
ー
グ
と
リ

ー
グ
が
所
属
す
る
連
盟
は
９
月
か

ら
各
種
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
選
手
た
ち
の
歓
声
が
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
戻
り
は
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
活
動
再
開
で
も
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
な
ど
課

題
は
多
く
残
さ
れ
、
解
決
へ
の
糸

口
も
見
え
な
い
年
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

全
国
大
会
を
目
指
し
、
野
球
の

楽
し
さ
、
喜
び
を
満
喫
で
き
る
日

本
一
の
ひ
の
き
舞
台
が
復
活
開
催

さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
の
ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
に
日
本
代
表
が
堂
々
と

参
加
す
る
日
が
来
る
こ
と
を
念
願

し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
０
年
の
活
動
全
般
に
つ
い
て

リ
ト
ル
リ
ー
グ
は
２
月
28
日
に

政
府
か
ら
小
中
高
校
の
臨
時
休
校

要
請
の
表
明
が
あ
り
、
３
月
14
日

ま
で
練
習
と
試
合
参
加
の
自
粛
を

全
国
12
連
盟
に
通
知
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
、
各
連
盟
で
審
判
講
習
会

を
開
催
す
る
な
ど
シ
ー
ズ
ン
開
幕

を
控
え
て
の
準
備
を
行
っ
て
い
た

矢
先
だ
っ
た
。

リ
ト
ル
リ
ー
グ
米
国
本
部
か
ら

も
４
月
６
日
ま
で
の
活
動
停
止
の

指
示
が
あ
り
、
さ
ら
に
４
月
16
日

に
は
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
が
全

国
に
拡
大
さ
れ
て
５
月
25
日
に
宣

言
が
解
除
さ
れ
た
が
、
そ
の
間
に
、

７
部
門
の
世
界
大
会
と
日
本
協
会

主
催
の
全
国
３
大
会
は
中
止
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

活
動
を
再
開
で
き
た
の
は
６
月

１
日
か
ら
で
、
全
国
の
選
手
と
リ

ー
グ
（
チ
ー
ム
）
は
感
染
拡
大
の

予
防
対
策
を
取
り
な
が
ら
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
久
し
ぶ
り
の
練
習
で
汗

を
流
し
た
。
と
は
い
え
、
す
べ
て

の
全
国
大
会
が
初
め
て
中
止
と
な

っ
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

特
に
、
年
齢
的
に
最
上
級
生
の

選
手
た
ち
は
全
国
大
会
の
予
選
や

本
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
ま
ま
卒
団
す
る
、
と
い
う
事

態
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
リ

ー
グ
と
連
盟
が
試
合
な
ど
各
種
大

会
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
新
チ
ー
ム
を
編
成
し
た
９
月

以
降
か
ら
だ
っ
た
。

公益財団法人日本リトルリーグ野球協会　　会長　坂谷内　実

選手の卒団式でも感染防止対策をとっての対応だった

選手たちの活躍できる日を念願して
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私
は
ま
ず
も
っ
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方
々

ご
家
族
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
、
ま
た
日
夜
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
医
療
関
係
者
や
国
・
地

方
公
共
団
体
職
員
の
皆
様
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
２
０
２
０
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
を
受

け
、
野
球
界
も
他
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
同
様
大
変
な
影
響
を
受
け
ま
し

た
。
政
府
の
２
月
末
か
ら
の
全
国

学
校
休
校
措
置
、
そ
の
後
の
緊
急

事
態
宣
言
を
受
け
、
我
々
リ
ト
ル

シ
ニ
ア
も
選
手
や
関
係
者
の
健
康

を
第
一
に
考
え
、
２
月
末
か
ら
５

月
末
ま
で
活
動
を
休
止
し
、
こ
の

間
、
節
目
節
目
で
全
国
７
連
盟
宛

に
指
示
通
達
を
発
出
し
、
団
体
と

し
て
の
統
一
行
動
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

ま
た
、
試
合
は
お
ろ
か
練
習
さ

え
ま
ま
な
ら
な
い
選
手
を
励
ま
し
、

元
気
づ
け
る
た
め
、
５
月
に
は
私

自
身
選
手
に
直
接
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
り
、
全
国
約
２
万
人
の
選
手
全

員
に
応
援
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
連
盟
に
よ
っ
て
は
、
リ
ト

ル
シ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
の
プ
ロ
野
球
選
手

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
た

り
、
自
主
ト
レ
用
の
動
画
配
信
な

ど
の
方
策
を
講
じ
て
選
手
に
寄
り

添
っ
て
き
ま
し
た
。

高
校
野
球
で
は
全
国
高
等
学
校

野
球
選
手
権
大
会
を
中
止
、
春
の

選
抜
大
会
を
８
月
に
代
替
し
各
チ

ー
ム
１
試
合
の
み
行
う
対
応
を
と

り
、
プ
ロ
野
球
も
６
月
か
ら
11
月

ま
で
観
客
を
制
限
し
た
異
例
の
開

催
に
な
る
中
、
本
協
会
の
各
大
会

も
当
初
中
止
や
む
な
し
の
状
況
で

し
た
が
、
何
と
か
選
手
、
特
に
３

年
生
に
試
合
を
さ
せ
た
い
と
の
私

の
思
い
に
、
役
員
が
会
議
を
重
ね

る
中
で
知
恵
を
絞
り
、
当
協
会
メ

イ
ン
の
２
大
会
で
は
、
後
述
す
る

よ
う
な
対
応
を
と
り
、
何
と
か
開

催
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
会
中
や
チ
ー
ム
活
動
中

に
、
ク
ラ
ス
タ
ー
は
も
ち
ろ
ん
選

手
に
コ
ロ
ナ
感
染
者
を
出
さ
ず
に

済
ん
だ
こ
と
に
対
し
、
役
員
や
チ

ー
ム
関
係
者
の
尽
力
に
大
い
に
感

謝
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
選
手
の
み

な
ら
ず
、
我
々
関
係
者
に
と
っ
て

も
、
２
０
２
０
年
は
改
め
て
ス
ポ

ー
ツ
を
、
野
球
を
プ
レ
イ
し
、
指

導
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
実

感
で
き
た
１
年
に
な
り
ま
し
た
。

本
協
会
で
は
、
２
０
２
１
年
12

月
に
１
年
生
を
対
象
に
し
た
新
た

な
全
国
大
会
を
石
垣
島
に
て
計
画

し
て
お
り
、
２
０
２
０
年
同
島
を

視
察
し
て
、
中
山
市
長
さ
ん
は
じ

め
関
係
者
に
お
会
い
し
て
き
ま
し

た
。
も
と
も
と
野
球
熱
の
高
い
沖

縄
で
は
あ
り
ま
す
が
、
石
垣
島
の

野
球
振
興
に
少
し
は
お
役
に
立
て

る
の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
を
も

っ
て
帰
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
２
０
２
１
年
も
年

初
か
ら
11
都
府
県
で
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
る
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
コ
ロ
ナ
禍
は
収
束
の
兆
し
が
見

え
て
き
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
種
々

決
断
を
迫
ら
れ
る
機
会
の
多
い
年

に
な
り
そ
う
で
す
が
、
私
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
に
対
し
て
は
「
正
し
く

恐
れ
る
」
の
信
念
の
も
と
、
選

手
・
関
係
者
全
員
の
健
康
を
第
一

に
、
少
し
で
も
多
く
の
選
手
に
日

常
に
近
い
野
球
が
で
き
る
よ
う
努

力
を
惜
し
ま
な
い
所
存
で
す
。

２
０
２
２
年
は
、
リ
ト
ル
シ
ニ

ア
創
立
50
周
年
の
記
念
す
べ
き
年

に
な
り
、
記
念
大
会
や
記
念
誌
の

発
行
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
引

き
続
き
日
本
野
球
連
盟
皆
様
の
ご

指
導
を
仰
ぎ
、
野
球
界
の
底
辺
を

支
え
る
１
団
体
と
し
て
努
力
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
大
会
中
止

【
大
会
の
開
催
状
況
】

◇
第
11
回
林
和
男
旗
杯
野
球
大

会
・
第
９
回
東
西
日
本
選
抜
野
球

大
会中

止
◇
Ｕ
15
Ｍ
Ｃ
Ｙ
Ｓ
Ａ
全
米
選
手

権
大
会

中
止

◇
第
18
回
日
台
対
抗
国
際
野
球

大
会
お
よ
び
台
北
市
国
際
Ａ
Ａ
野

球
大
会

中
止

ベ
ス
ト
８
ま
で
の
短
縮
大
会
に

コロナを正しく恐れ、 
選手になんとか野球をさせたい

一般財団法人日本リトルシニア中学硬式野球協会　　会　長　林　清一

コロナを正しく恐れ、 
選手になんとか野球をさせたい

【リトルシニアの現状】

連　盟 令和２年（２０２０年）
チーム数 選手数（人）

北海道 33 1,271
東　北 58 1,593
関　東 199 9,538
信　越 45 1,119
東　海 46 1,558
関　西 134 4,643
九　州 31 937
計 546 20,659

２０２０年12月中山石垣市長（右）を表敬訪問した林会長
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ベ
ス
ト
８
ま
で
の
短
縮
大
会
に

◇
第
26
回
全
国
選
抜
野
球
大
会

緊
急
事
態
宣
言
下
３
月
に
同
大

会
を
い
っ
た
ん
中
止
に
し
ま
し
た
。

の
ち
に
期
間
を
８
月
16
日
か
ら
に

し
て
開
催
に
踏
み
切
り
ま
し
た
が
、

直
前
に
コ
ロ
ナ
感
染
第
二
波
に
見

舞
わ
れ
、
６
日
間
の
予
定
を
３
日

間
に
短
縮
し
ベ
ス
ト
８
ま
で
の
大

会
に
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

１　佐　　　倉

２　金　　　沢

３　泉　佐　野

４　岡　　　谷

５　宮 城 北 部

６　成　　　田

７　京都木津川

８　長　　　崎

９　神 戸 中 央

10　練　　　馬

11　大　　　宮

12　青 森 山 田

13　知 多 東 浦

14　青 葉 緑 東

15　桜　　　井

16　本 荘 由 利

17　徳 島 中 央

18　久　　　喜

19　大 阪 福 島

20　延　　　岡

21　川　　　口

22　札 幌 大 谷

23　八　王　子

24　新　潟　西

五　　　条　25

宝　　　塚　26

中　　　野　27

静 岡 裾 野　28

豊　　　中　29

七　ヶ　浜　30

豊　　　田　31

千　葉　市　32

高 川 学 園　33

武 蔵 府 中　34

横浜東金沢　35

札幌新琴似　36

大 分 中 学　37

世 田 谷 西　38

上　　　田　39

札　幌　西　40

大 阪 交 野　41

浦　　　和　42

湖　　　東　43

東　練　馬　44

千　　　葉　45

弘 前 聖 愛　46

三 河 安 城　47

浜　松　南　48

第26回全国選抜野球大会・熱戦の軌跡
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２
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２
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８

１
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２

第26回全国選抜野球大会ＢＥＳＴ８　大宮チーム 第26回全国選抜野球大会ＢＥＳＴ８　静岡裾野
チーム
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関
西
レ
デ
ィ
ー
ス
、３
連
覇
達
成

◇
第
３
回
Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
　
Ｃ
ｈ

ａ
ｍ
ｐ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ

予
定
で
は
、
第
11
回
林
和
男
旗

杯
と
同
時
に
九
州
連
盟
で
開
催
予

定
で
し
た
が
、
林
和
男
旗
杯
中
止

に
伴
い
一
旦
中
止
に
。
そ
の
後
、

９
月
の
日
本
選
手
権
大
会
と
関
東

に
て
同
時
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、

海
老
名
球
場
に
お
い
て
４
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
無
事
２
日
間
の
日
程

を
消
化
し
、
関
西
レ
デ
ィ
ー
ス
が

３
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
初
日
で
中
止
に

◇
第
48
回
日
本
選
手
権
大
会

東
京
で
行
わ
れ
る
予
定
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
避
け
、
も
と
も
と
７
月
末

に
東
北
連
盟
で
開
催
す
る
予
定

が
、
全
国
的
な
夏
休
み
短
縮
の
た

め
、
い
っ
た
ん
中
止
に
。
そ
の
後

参
加
を
半
分
の
16
チ
ー
ム
に
絞
り
、

９
月
の
３
連
休
に
東
京
周
辺
で
の

開
催
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

大
会
初
日
の
夜
、
選
手
家
族
内
で

コ
ロ
ナ
感
染
が
確
認
さ
れ
、
大
会

を
中
止
に
し
ま
し
た
。

第３回Girls Championship優勝　関西レディース

第３回Girls Championship準優勝　ＬＳレディース

関

西

レ

デ

ィ

ー

ス

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ガ
ー
ル
ズ

Ｌ

Ｓ

レ

デ

ィ

ー

ス

東
北
・
東
海
・
関
東
合
同
チ
ー
ム

優 勝 
関西レディース 第

３
回
Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｍ
ｐ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ
・
熱
戦
の
軌
跡

０ 20 １ ５

７１

尼

崎

西
（
関
　
西
）

浜

松

南
（
関
　
東
）

大

分

中

学
（
九
　
州
）

札
幌
新
琴
似
（
北
海
道
）

京
都
木
津
川
（
関
　
西
）

大

宮
（
関
　
東
）

静

岡

裾

野
（
関
　
東
）

青

森

山

田
（
東
　
北
）

武

蔵

府

中
（
関
　
東
）

豊

中
（
関
　
西
）

東

北

楽

天
（
東
　
北
）

佐

倉
（
関
　
東
）

広

島

佐

伯
（
関
　
西
）

中

野
（
信
　
越
）

金

沢
（
東
　
海
）

世

田

谷

西
（
関
　
東
）

第48回日本リトルシニア日本選手権大会・初日で中止

13 ３ ６ ３ 10 ２ ３ ２ ５ ３ ３ ０ ３ ４ ７ ３
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当
連
盟
は
、
皆
様
の
お
か
げ
を

も
ち
ま
し
て
２
０
２
０
年
に
創
設

20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
本
当
に
多
く
の
方
々
に
ご
協
力

ご
厚
情
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
誠

に
あ
り
が
た
く
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

思
い
返
す
と
20
年
前
、
当
時
国

際
野
球
連
盟
（
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｆ
）
副
会

長
の
山
本
英
一
郎
さ
ん
（
※
故
人
、

元
日
本
野
球
連
盟
会
長
）
と
、
同

フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ

ー
で
あ
っ
た
私
が
一
緒
に
な
っ
て

「
野
球
の
底
辺
を
世
界
に
広
げ
る

た
め
に
、
経
済
的
で
身
体
に
安
全

な
ボ
ー
ル
を
作
ろ
う
」
と
開
発
を

始
め
た
の
が
「
Ｋ
ボ
ー
ル
」
で
、

こ
の
ボ
ー
ル
を
国
内
外
に
普
及
す

る
た
め
に
01
年
に
設
立
し
た
の
が

「
日
本
Ｋ
–
Ｂ
ａ
ｌ
ｌ
少
年
野
球

連
盟
」
で
す
。

「
Ｋ
ボ
ー
ル
」
は
、
サ
イ
ズ
と

重
量
は
硬
球
と
同
様
、
構
造
は
軟

球
と
同
じ
ゴ
ム
製
の
中
空
、
身
体

に
当
た
っ
た
と
き
の
衝
撃
が
硬
球

の
⅓
～
１／４
で
、
特
に
軟
式
か
ら

硬
式
へ
の
移
行

期
の
故
障
を
防

ぐ
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、

00
年
か
ら
17
年

間
、
こ
の
ボ
ー

ル
を
使
用
し
た

全
国
大
会
を
、

春
の
選
抜
大
会

８
回
、
夏
の
選

手
権
大
会
17
回
、

秋
季
大
会
12
回
、
開
催
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

18
年
に
は
、
軟
式
球
が
Ｋ
ボ
ー

ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
同
様
の
「
Ｍ

号
」
に
仕
様
変
更
さ
れ
た
こ
と
を

契
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の

大
会
を
１
つ
に
統
合
し
「
都
道
府

県
対
抗
」
に
。
全
国
か
ら
48
チ
ー

ム
が
伊
豆
に
集
う
一
大
イ
ベ
ン
ト

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
00
年
か
ら
ア
ジ
ア
野
球

連
盟
（
Ｂ
Ｆ
Ａ
）
主
催
大
会
の

カ
テ
ゴ
リ
Ｕ
12
と
Ｕ
15
に
お
い

て
、
野
球
競
技
の
国
際
的
普
及
の

観
点
か
ら
「
Ｋ
ボ
ー
ル
」
が
公
認

球
と
な
っ
て
お
り
、
当
連
盟
は
世

界
大
会
も
含
め
て
こ
れ
ま
で
５
回
、

国
際
大
会
を
招
聘
、
主
管
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
Ｕ
15
日
本
代
表
チ

ー
ム
「
侍
ジ
ャ
パ
ン
」
は
当
初
か

ら
当
連
盟
が
編
成
を
行
っ
て
お
り
、

全
国
大
会
で
優
勝
し
た
チ
ー
ム
を

中
心
に
結
成
。
19
年
に
中
国
・
深

圳
で
行
わ
れ
た
第
10
回
ア
ジ
ア
大

会
で
は
、
２
連
覇
と
な
る
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
。
通
算
３
度
目
の
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
20
年
間
、
「
中
野

連
球
児
」
の
中
か
ら
約
60
人
の
プ

ロ
野
球
選
手
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
出
場
選
手
に
と
っ
て

大
変
励
み
に
な
っ
て
お
り
、
毎
年

子
ど
も
た
ち
の
清
々
し
く
は
つ
ら

つ
と
し
た
プ
レ
ー
を
見
る
こ
と
が

楽
し
み
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
20
年
は
折
柄
の
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
、
第
20
回
記
念
「
全
国
中

学
生
都
道
府
県
対
抗
野
球
大
会
in

伊
豆
」
は
今
年
に
持
ち
越
し
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
状
況
を
皆
の

力
で
乗
り
切
っ
て
、
21
年
は
野
球

界
全
体
が
希
望
あ
ふ
れ
る
飛
躍
の

年
と
な
る
よ
う
、
た
ゆ
み
な
く
活

動
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一般財団法人日本中学生野球連盟　　会長　志 太   勤

サイズW145　H35

〜
２
０
２
１
年
は

    

希
望
あ
ふ
れ
る
飛
躍
の
年
に
〜

「連盟創設20周年」
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２
０
２
０
年
度
は
、
世
界
的
に

影
響
を
受
け
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
多
く

の
大
会
開
催
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
女
子
野
球
も
例
外
で
は
な
く
、

ア
マ
チ
ュ
ア
日
本
一
を
決
め
る
全

日
本
女
子
硬
式
野
球
選
手
権
大
会

や
、
中
学
生
・
高
校
生
そ
れ
ぞ
れ

の
全
国
大
会
が
中
止
に
な
る
な
ど
、

多
く
の
選
手
、
チ
ー
ム
関
係
者
、

大
会
運
営
関
係
者
が
つ
ら
い
思
い

を
し
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
中
で
も

「
で
き
る
こ
と
か
ら
、
や
っ
て
い

く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
新
た
な
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
「
女
子
野
球
タ
ウ
ン
認

定
事
業
」
で
す
。
女
子
野
球
を
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
活

用
し
、
地
域
活
性
化
を
め
ざ
す
自

治
体
を
「
女
子
野
球
タ
ウ
ン
」
と

し
て
認
定
し
ま
す
。
連
盟
と
共
に

女
子
野
球
を
通
じ
て
そ
の
自
治
体

を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

自
治
体
は
、
当
連
盟
と
情
報
交
換

や
交
流
を
行
い
、
認
定
さ
れ
た
自

治
体
に
お
い
て
大
会
開
催
、
女
子

野
球
教
室
や
女
性
を
対
象
と
し
た

講
習
会
等
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
地

域
の
観
光
地
や
特
産
物
と
女
子
野

球
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
双

方
が
持
つ
リ
ソ
ー
ス
を
最
大
限
に

活
用
し
ま
す
。
互
い
に
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、
女
子
野
球
の
普
及

振
興
と
地
域
発
展
を
図
り
ま
す
。

９
月
に
始
動
し
、
12
月
ま
で
に

複
数
の
自
治
体
よ
り
申
請
を
い
た

だ
き
、
２
０
２
０
年
度
は
５
つ
の

自
治
体
を
「
女
子
野
球
タ
ウ
ン
」

に
認
定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も

女
子
野
球
に
関
す
る
大
会
や
イ
ベ

ン
ト
事
業
、
女
性
が
活
躍
で
き
る

街
づ
く
り
な
ど
を
通
じ
て
、
自
治

体
と
連
盟
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
女

子
野
球
の
「
輪
」
を
日
本
中
に
広

げ
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
「
東
西
選
抜
対
抗
戦
」

で
す
。
関
東
と
関
西
を
そ
れ
ぞ
れ

統
括
し
て
い
る
、
関
東
女
子
硬
式

野
球
連
盟
と
関
西
女
子
硬
式
野
球

連
盟
が
主
催
で
「
東
西
選
抜
対
抗

戦
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
、
思
う
よ
う
に
活

動
が
で
き
な
か
っ
た
両
連
盟
の
考

案
で
、
選
手
達
に
高
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
企

画
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
こ
の
対

抗
戦
で
は
、
双
方
が
各
連
盟
に
所

属
す
る
選
手
を
選
考
し
、
選
抜
チ

ー
ム
を
編
成
。
本
年
は
関
東
女
子

硬
式
野
球
連
盟
選
抜
が
関
西
へ
遠

征
し
、
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
日

本
代
表
経
験
者
や
元
女
子
プ
ロ
野

球
選
手
な
ど
、
両
連
盟
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
選
手
達
に
よ
る
交
流
戦
が

実
現
し
ま
し
た
。
今
後
、
継
続
的

な
事
業
に
な
る
よ
う
当
連
盟
も
サ

ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
は
、
ほ
か
に
も

多
く
の
活
動
を
通
じ
、
高
校
を
中

心
に
選
手
数
が
増
加
し
ま
し
た
。

日
本
中
学
硬
式
野
球
協
議
会
を
は

じ
め
と
す
る
男
子
硬
式
野
球
団
体

で
活
動
す
る
女
子
選
手
や
軟
式
野

球
を
プ
レ
ー
す
る
女
子
選
手
を
合

わ
せ
る
と
、
推
定
２
万
人
を
超
え

る
女
子
選
手
が
野
球
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

近
年
で
は
、
（
一
社
）
日
本
野

球
機
構
と
全
日
本
軟
式
野
球
連
盟

が
主
催
す
る
学
童
女
子
の
全
国
大

会
「
Ｎ
Ｐ
Ｂ
ガ
ー
ル
ズ
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
」
が
開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
Ｎ

Ｐ
Ｂ
球
団
に
よ
る
大
会
や
リ
ー
グ

戦
、
高
校
や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
へ
の

支
援
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全

国
各
地
で
大
会
が
開
催
さ
れ
、
女

子
野
球
へ
の
関
心
が
全
国
で
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
様
々
な
国
際
大
会
が
中

止
と
な
り
、
７
連
覇
を
か
け
て
挑

む
、
第
９
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
女
子
野
球

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も
延
期
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
現
在
、
世
界
ラ
ン

キ
ン
グ
１
位
を
堅
守
し
て
お
り
、

こ
の
功
績
も
競
技
人
口
数
の
増
加

に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

全
日
本
野
球
協
会
、
日
本
野
球

連
盟
、
弊
連
盟
諸
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

年
々
競
技
人
口
が
増
え
て
い
る
女

子
野
球
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
、

競
技
者
は
も
と
よ
り
指
導
者
の
育

成
や
、
女
子
野
球
全
体
の
環
境
を

整
備
・
強
化
し
、
今
後
も
硬
式
・

軟
式
の
隔
て
な
く
、
女
子
野
球
の

普
及
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
・
登
録
状
況

登
録
者
数

　
競
技
者
　
２
２
２
９
名

　
チ
ー
ム
数
　
90
チ
ー
ム

　ク
ラ
ブ
日
本
一
決
定
戦
開
催 

　
　 

全
日
本
選
手
権
は
コ
ロ
ナ
で
中
止

◇
第
15
回
全
日
本
女
子
硬
式
ク

ラ
ブ
野
球
選
手
権
大
会
（
10
月
11

日
、
12
日
、
31
日
　
袖
ケ
浦
市
営

球
場
、
鴨
川
市
営
球
場
）

こ
の
大
会
は
千
葉
県
袖
ケ
浦
市
、

鴨
川
市
な
ら
び
に
地
元
団
体
・
関

係
者
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
各
地
域
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
計
14
チ
ー

ム
が
出
場
。
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
日
本

一
を
賭
け
た
熱
い
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
大
会
は
初
出

場
チ
ー
ム
が
多
く
、
そ
の
多
く
が

１
回
戦
を
突
破
す
る
な
ど
旋
風
を

巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ

ン
ズ
・
レ
デ
ィ
ー
ス
が
エ
イ
ジ

ェ
ッ
ク
を
破
り
初
優
勝
し
ま
し

た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
１
回
、
１
死

二
、
三
塁
で
英
捕
手
が
右
適
時
打

を
放
ち
２
点
を
先
制
。
エ
イ
ジ
ェ

ッ
ク
は
３
回
に
１
死
満
塁
と
同
点

の
チ
ャ
ン
ス
を
作
り
ま
す
が
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
先
発
・
清
水
の
前
に
１

点
止
ま
り
。
清
水
は
そ
の
後
安
定

し
、
６
安
打
完
投
。
初
出
場
で
初

優
勝
を
決
め
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
喜

び
の
声
が
球
場
中
に
響
き
ま
し
た
。

　
野球
　
野球
　
野球
　
野球
　
野球

▽
１
回
戦

東
近
江
バ
イ
オ

レ
ッ
ツ（
滋
賀
）７
―
１
侍
（
埼
玉
）

西
女
子
硬
式
野
球
連
盟

袖
ケ
浦
市

総
合
運
動
場
運
営
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ

一般社団法人全日本女子野球連盟　　会長　山田 博子

世界ランキング１位堅守
益々拡がる女子野球
世界ランキング１位堅守
益々拡がる女子野球
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Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

Ａ
Ｍ
Ｓ（
埼
玉
）４
―
０
ホ
ー
ネ
ッ
ツ
レ
デ

ィ
ー
ス（
北
海
道
）

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｊ
Ｏ

Ｂ（
神
奈
川
）８
―
１
鹿
児
島
チ
ェ
ス
ト
ク

イ
ー
ン
ズ（
鹿
児
島
）

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｌ
Ｉ

Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ（
京
都
）５
―
０
ア
サ
ヒ
ト
ラ

ス
ト（
東
京
）

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
・

レ
デ
ィ
ー
ス（
埼
玉
）２
―
０
Ｍ
Ｓ
Ｈ
医
療
専

門
学
校（
広
島
）

ゴ
ー
ル
ド

ジ
ム（
東
京
）10
―
０
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
Ａ

Ｒ
Ｅ（
大
阪
）

▽
２
回
戦

エ
イ
ジ
ェ

ッ
ク（
栃
木
）７
―
０
東
近
江
バ
イ

オ
レ
ッ
ツ

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｊ
Ｏ
Ｂ
６
―
２
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ

西
武
ラ
イ
オ
ン

ズ
・
レ
デ
ィ
ー
ス
10
―
０
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｌ

Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

ハ
ナ
マ
ウ
イ（
東
京
）９
―
１
ゴ
ー
ル
ド
ジ
ム

▽
準
決
勝

エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク
15
―
０
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｊ
Ｏ
Ｂ

西
武
ラ
イ
オ
ン

ズ
・
レ
デ
ィ
ー
ス
13
―
６
ハ
ナ
マ
ウ
イ

▽
決
勝

エ

イ

ジ

ェ

ッ

ク

０
０
１
　
０
０
０
　
０—

１

２
０
０
　
０
０
０
　
×—

２

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
レ
デ
ィ
ー
ス

（
エ
）
小
松
―
船
越

（
ラ
）
清
水
―
英

　
大
会
結
果

《
優
　
勝
》

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
レ
デ

ィ
ー
ス

《
準
優
勝
》

エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク

《
第
３
位
》

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｊ
Ｏ
Ｂ

ハ
ナ
マ
ウ
イ

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
優
秀
選
手

清
水
　
美
佑
・
投
手
（
埼
玉
西

武
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
レ
デ
ィ
ー

ス
）新

型
コ
ロ
ナ
で
中
止
に

◇
第
16
回
全
日
本
女
子
硬
式
野

球
選
手
権
大
会
（
８
月
８
日
～
13

日
　
マ
ド
ン
ナ
ス
タ
ジ
ア
ム
、
坊

っ
ち
ゃ
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
）

高
校
、
大
学
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

の
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
上
位
が
集
結
し
、

ア
マ
チ
ュ
ア
日
本
一
を
決
め
る
本

大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

◇
第
６
回
全
国
女
子
中
学
生
硬

式
野
球
選
手
権
大
会
（
８
月
17
日

～
20
日
　
横
須
賀
ス
タ
ジ
ア
ム
、

令
和
佐
原
球
場
）

団
体
を
問
わ
ず
、
全
国
で
硬
式

野
球
を
プ
レ
ー
す
る
女
子
中
学
生

の
全
国
大
会
が
神
奈
川
県
横
須
賀

市
の
協
力
を
得
て
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
本
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

女
子
野
球
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
０ 

表
彰

◇
女
子
野
球
ア
ワ
ー
ド
２
０
２

０
（
式
典
は
実
施
せ
ず
、
受
賞
者

の
表
彰
の
発
表
の
み
）

２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
配
慮
し
、
各
カ
テ
ゴ
リ

ー
の
最
優
秀
選
手
、
女
子
野
球
普

及
活
動
に
尽
力
い
た
だ
い
た
選
手

や
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。
２
０

１
９
年
度
よ
り
始
動
し
、
本
年
度

が
２
度
目
の
表
彰
に
な
り
ま
す
。

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
優
秀
選
手

▽
大
学
の
部

山
田
　
優
理
・
投
手
（
尚
美
学

園
大
）

辻
　
花
菜
子
・
外
野
手
（
大
阪

体
育
大
）

▽
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
部

清
水
　
美
佑
・
投
手
（
埼
玉
西

武
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
レ
デ
ィ
ー

ス
）

小
松
　
圭
保
・
投
手
（
エ
イ
ジ

ェ
ッ
ク
）

◇
競
技
普
及
発
展
功
労
賞

長
谷
川
一
雄
（
全
日
本
女
子
野

球
連
盟
前
会
長
）

蘇
武
　
秀
子
（
駒
沢
女
子
高
等

学
校
女
子
野
球
部
前
監
督
）

◇
国
内
普
及
発
展
功
労
賞

関
東
女
子
硬
式
野
球
連
盟
、
関

西
女
子
硬
式
野
球
連
盟

袖
ケ
浦
市

総
合
運
動
場
運
営
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ

鴨
川
市

田
辺
市

東
都
大
学
準
硬
式
野
球
連
盟

［全日本女子硬式クラブ野球選手権大会］初優勝に歓喜をあげる埼玉西
武ライオンズ・レディースナイン

第
15
回
全
日
本
女
子
硬
式
ク
ラ
ブ
野
球
選
手
権
大
会
・
熱
戦
の
軌
跡

ハ

ナ

マ

ウ

イ

Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｅ

ゴ

ー

ル

ド

ジ

ム

Ｍ
Ｓ
Ｈ
医
療
専
門
学
校

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
レ
デ
ィ
ー
ス

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
　
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

ア
サ
ヒ
ト
ラ
ス
ト

鹿
児
島
チ
ェ
ス
ト
ク
イ
ー
ン
ズ

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
　
Ｊ
Ｏ
Ｂ

ホ
ー
ネ
ッ
ツ
レ
デ
ィ
ー
ス

Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ

東
近
江
バ
イ
オ
レ
ッ
ツ

侍

エ

イ

ジ

ェ

ッ

ク

優　勝
埼玉西武ライオンズ・レディース

１ ７ ４ ０ ８ １ ０ ５ ２ ０ 10 ０

７ ０ ２ ６ １ ９０ 10

１ ２

15 ０ 13 ６



122日本野球連盟連盟報

一
夜
に
し
て
世
界
の
景
色
が
一

変
し
た
。
２
０
２
０
年
は
そ
の
よ

う
な
年
で
し
た
。

誰
が
想
像
し
た
で
し
ょ
う
か
？

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
近
い
強
い
外
出

自
粛
要
請
、
夏
で
も
マ
ス
ク
着
用
、

観
客
の
い
な
い
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
、

大
相
撲
…
、
数
々
の
不
思
議
な
光

景
が
垣
間
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
子
供
た
ち
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
伸
び
伸
び
練
習
も
で
き

ず
、
ヒ
グ
ラ
シ
が
鳴
き
や
む
こ
ろ

ま
で
大
会
が
開
け
な
か
っ
た
。

政
府
や
自
治
体
な
ど
の
感
染
防

止
策
が
届
き
、
衛
生
管
理
を
徹
底

し
、
手
探
り
な
が
ら
そ
の
指
針
に

沿
っ
て
、
や
っ
と
開
催
で
き
た
の

が
９
月
、
10
月
。
こ
の
間
、
指
導

者
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ

て
選
手
た
ち
に
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を

送
り
、
体
力
強
化
や
技
術
向
上
を

図
っ
て
い
た
と
聞
き
ま
す
。

会
社
、
学
校
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
の

社
会
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
り

取
り
す
る
こ
と
が
日
常
化
し
て
い

ま
す
。
身
体
的
な
接
触
や
対
面
が

敬
遠
さ
れ
、
対
面
で
な
く
て
も
よ

い
と
い
う
意
識
が
生
活
の
中
に
入

り
込
ん
だ
た
め
で
す
。
友
達
関
係

で
も
、
な
ん
と
な
く
会
う
と
い
う

こ
と
が
難
し
く
な
り
、
会
う
こ
と

自
体
に
理
由
が
必
要
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

大
企
業
を
中
心
に
在
宅
勤
務
が

広
が
り
を
見
せ
、
反
対
に
出
社
す

れ
ば
他
人
と
距
離
を
と
り
、
離
れ

た
席
で
仕
事
を
こ
な
し
、
昼
食
は

一
人
で
食
べ
、
何
気
な
い
雑
談
、

会
話
が
敬
遠
さ
れ
孤
独
感
を
感
じ

る
人
も
い
る
は
ず
で
す
。

人
と
人
と
の
対
面
接
触
は
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
リ
モ
ー
ト
で
会

話
し
て
い
て
も
、
心
と
心
の
ぶ
つ

か
り
合
い
、
心
を
通
わ
す
こ
と
は

難
し
い
。
数
秒
の
沈
黙
が
あ
れ
ば

話
は
広
が
り
を
み
せ
ま
せ
ん
。
対

面
で
あ
れ
ば
、
そ
の
沈
黙
が
伸
び

し
ろ
と
な
り
、
新
鮮
な
思
考
回
路

が
浮
か
び
上
が
る
と
私
は
思
う
の

で
す
。

対
面
で
や
り
取
り
を
重
ね
て
い

く
う
ち
に
、
子
供
た
ち
が
い
ま
何

を
考
え
て
い
る
の
か
、
何
に
悩
ん

で
い
る
の
か
、
分
か
る
と
思
う
の

で
す
。
野
球
を
通
し
て
子
供
た
ち

の
健
全
な
成
長
を
目
指
す
趣
旨
を

標
榜
す
る
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
に
は
対

面
が
必
要
な
の
で
す
。

昭
和
の
人
間
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
接
触
や
対

面
の
重
要
さ
を
あ
ら
た
め
て
訴
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
少
子
化
に
歯
止
め
が
か

か
り
ま
せ
ん
。
昨
20
年
の
出
生
数

は
85
万
人
を
下
回
る
見
通
し
だ
し
、

今
年
は
80
万
人
を
割
り
込
む
試
算

も
出
て
き
ま
し
た
。
レ
ジ
ャ
ー
の

多
様
化
も
あ
り
、
年
々
野
球
に
携

わ
る
子
供
た
ち
が
少
な
く
な
り
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
野
球
に
興
味

を
示
し
て
く
れ
る
の
か
、
中
学
硬

式
野
球
協
議
会
の
皆
さ
ま
と
連
携

を
密
に
し
て
、
少
年
硬
式
野
球
の

発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。オ

セ
ア
ン
横
浜
ヤ
ン
グ
、コ
ー
ル
ド
Ｖ

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

◇
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
旗
・
山
本
一

義
旗
争
奪
２
０
２
０
グ
ラ
ン
ド
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
（
11
月
21
日
、

22
日
　
岡
山
県
倉
敷
市
・
倉
敷
運

動
公
園
野
球
場
ほ
か
　
秋
季
大
会

優
勝
、
準
優
勝
チ
ー
ム
な
ど
16
チ

ー
ム
が
参
加
）

オ
セ
ア
ン
横
浜
ヤ
ン
グ
（
西
関

東
支
部
）
が
ヤ
ン
グ
神
戸
須
磨
ク

ラ
ブ
（
兵
庫
西
支
部
）
を
コ
ー
ル

ド
で
降
し
、
頂
点
に
立
っ
た
。
２

０
１
９
年
は
春
季
大
会
、
選
手
権

大
会
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

大
会
の
３
公
式
戦
に
出
場
し
た
が
、

強
豪
チ
ー
ム
が
そ
ろ
う
西
日
本
勢

に
こ
と
ご
と
く
跳
ね
返
さ
れ
て
き

た
だ
け
に
喜
び
も
ひ
と
し
お
だ
っ

た
。「

打
力
が
弱
い
」
。
柳
川
洋
平

監
督
に
と
っ
て
、
優
勝
の
２
文
字

を
実
現
す
る
に
は
打
撃
強
化
が
急

務
だ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
梅
雨
明

け
ま
で
全
体
練
習
は
ま
ま
な
ら
な

か
っ
た
が
、
個
々
に
体
幹
を
強
く

す
る
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
課
し
た
こ

と
が
打
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

「
後
悔
の
な
い
よ
う
厳
し
く
指
導

し
て
き
ま
し
た
が
、
よ
く
つ
い
て

き
て
く
れ
ま
し
た
」
。

圧
巻
だ
っ
た
の
は
準
決
勝
の
愛

知
プ
リ
ン
ス
戦
。
初
回
、
先
頭
打

者
・
渡
邊
伶
斗
（
３
年
）
の
二
塁

打
か
ら
四
球
を
は
さ
み
５
連
打
で

５
点
。
終
わ
っ
て
み
れ
ば
18
安
打

16
点
の
大
爆
発
。
決
勝
で
も
、
初

回
渡
邊
が
初
球
を
痛
打
、
緒
方
の

死
球
に
重
盗
、
ス
ク
イ
ズ
な
ど
で

ア
ッ
と
い
う
間
に
４
点
を
あ
げ
、

五
回
コ
ー
ル
ド
だ
。

一般社団法人全日本少年硬式野球連盟　　理事長　髙 田  省 三

支部名 チーム数 支部名 チーム数

北 日 本 支 部 5 兵 庫 西 支 部 15

東 関 東 支 部 12 岡 山 支 部 10

西 関 東 支 部 13 広 島 支 部 11

東 海 支 部 17 山 口 支 部 4

北 陸 支 部 7 東 四 国 支 部 7

京 滋 支 部 9 西 四 国 支 部 6

和歌山・奈良支部 6 九 州 第 一 支 部 19

大 阪 第 一 支 部 9 九 州 第 二 支 部 10

大 阪 第 二 支 部 10 沖 縄 支 部 3

兵 庫 東 支 部 15 小 学 部 23

合　計 211
2021年１月31日現在

全日本少年硬式野球連盟加盟チーム数

野球を通して子供たちの健全な成長を野球を通して子供たちの健全な成長を
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投
げ
て
は
エ
ー
ス
大
谷
祇
人

（
２
年
）
が
抜
群
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
。

「
夏
く
ら
い
か
ら
成
長
が
著
し
か

っ
た
。
制
球
難
か
ら
崩
れ
な
く
な

っ
た
」
（
柳
川
監
督
）
と
い
う
と

お
り
４
㌄
３
安
打
無
四
球
。
女
房

役
の
渡
辺
は
「
大
谷
は
２
年
生
な

の
で
、
３
年
生
に
対
し
気
後
れ
さ

せ
な
い
よ
う
内
角
を
中
心
に
攻
め

る
投
球
を
心
掛
け
た
」
と
、
強
気

の
サ
イ
ン
を
出
し
続
け
た
。

緒
方
漣
主
将
（
３
年
）
は
「
春

ご
ろ
は
コ
ロ
ナ
で
チ
ー
ム
に
気
持

ち
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
大

会
が
開
催
さ
れ
る
と
聞
き
、
チ
ー

ム
全
員
に
目
標
が
で
き
た
。
優
勝

を
狙
っ
て
い
た
大
会
な
の
で
う
れ

し
い
。
退
任
さ
れ
る
監
督
に
優
勝

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
で
き
て
う
れ
し

い
」
と
、
満
面
の
笑
顔
だ
っ
た
。

な
お
、
最
優
秀
選
手
に
は
大
谷

祇
人
（
オ
セ
ア
ン
横
浜
ヤ
ン
グ
）

が
、
優
秀
選
手
に
は
藤
本
康
生

（
３
年
、
ヤ
ン
グ
神
戸
須
磨
ク
ラ

ブ
）
が
選
ば
れ
た
。

　
野球
　
野球
　
野球
　
野球
　
野球

▽
１
回
戦

兵
庫
加
古
川
ヤ
ン
グ
３
―
１
府
中
広
島ʻ

２

０
０
０
ヤ
ン
グ

愛
知
プ
リ
ン

ス
ヤ
ン
グ
６
─
１
ヤ
ン
グ
大
分

ブ
レ
ー
ブ
ス

オ
セ
ア
ン

横
浜
ヤ
ン
グ
９
─
１
ヤ
ン
グ
岡
山
メ
ッ
ツ

南
国
ヤ
ン
グ

マ
リ
ナ
ー
ズ
９
─
０
大
阪
球
道
ヤ
ン
グ

ヤ
ン
グ
神
戸
須
磨
ク
４
─
３
安
仁
屋
ヤ
ン
グ

ス
ピ
リ
ッ
ツ

ヤ
ン
グ
鹿
屋
ビ

ッ
グ
ベ
ア
ー
ズ
15
─
６
倉
敷
ビ
ガ
ー

ズ
ヤ
ン
グ

京
都
ヤ
ン
グ

フ
レ
ン
ド
３
─
１
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ

名
古
屋
ヤ
ン
グ

ヤ
ン
キ
ー
ス
岡

山
Ｙ
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ
４
─
３
取
手
ヤ
ン
グ

▽
２
回
戦

愛
知
プ
リ
ン

ス
ヤ
ン
グ
６
─
４
兵
庫
加
古
川
ヤ
ン
グ

オ
セ
ア
ン

横
浜
ヤ
ン
グ
４
─
０
南
国
ヤ
ン
グ

マ
リ
ナ
ー
ズ

ヤ
ン
グ
神
戸
須
磨
ク
５
─
０
ヤ
ン
グ
鹿
屋
ビ

ッ
グ
ベ
ア
ー
ズ

京
都
ヤ
ン
グ

フ
レ
ン
ド
６
─
４
ヤ
ン
キ
ー
ス
岡

山
Ｙ
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ

▽
準
決
勝

オ
セ
ア
ン

横
浜
ヤ
ン
グ
16
─
７
愛
知
プ
リ
ン

ス
ヤ
ン
グ

ヤ
ン
グ
神
戸
須
磨
ク
７
─
０
京
都
ヤ
ン
グ

フ
レ
ン
ド

▽
決
勝

オ
セ
ア
ン
横
浜
ヤ
ン
グ

４
３
０
　
０
０—

７

０
０
０
　
０
０—

０

ヤ
ン
グ
神
戸
須
磨
ク
ラ
ブ

（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

（
横
）
大
谷
、
緒
方
─
渡
邊

（
須
）
増
田
、
藤
村
、
通
澤
─
小

峰

各
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
大
会
開
催

２
０
２
０
秋
季
大
会

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
た
各
ブ
ロ
ッ
ク
主
管
の
２
０

２
０
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
秋
季
大
会
は
、

感
染
拡
大
の
要
因
の
一
つ
『
密
』

を
避
け
る
た
め
大
会
の
華
・
開
会

式
を
中
止
し
て
行
わ
れ
た
。

九
州
・
沖
縄
大
会
は
、
所
轄
の

チ
ー
ム
所
在
地
が
広
範
囲
に
わ
た

る
た
め
九
州
第
一
支
部
、
第
二
支

部
、
沖
縄
支
部
に
分
け
て
開
催
さ

れ
た
。

　
野球
　
野球
　
野球
　
野球
　
野球

◇
第
５
回
九
州
・
沖
縄
秋
季
大

会
（
沖
縄
支
部
　
10
月
４
日
　
ア

ト
ム
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
宜
野
）

　
リ
ー
グ
戦
最
終
成
績

①
安
仁
屋
ヤ
ン
グ
ス
ピ
リ
ッ
ツ

（
２
勝
）

②
大
矢
ヤ
ン
グ
（
１
勝
１
敗
）

③
沖
縄
ヤ
ン
グ
ド
リ
ー
ム
ス
（
２

敗
）

◇
第
５
回
九
州
・
沖
縄
秋
季
大

会
（
九
州
第
二
支
部
　
10
月
４
日

　
串
良
平
和
公
園
野
球
場
）

▽
決
勝

ヤ
ン
グ
鹿
屋
ビ
ッ
グ
ベ
ア
ー
ズ

１
０
６
　
１
６—

14

０
０
０
　
１
０—

１

曽
於
ヤ
ン
グ
ス
タ
ー
ズ

（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

（
鹿
）
中
倉
、
永
野
瑛
─
菖
蒲

（
曽
）
山
村
、
藤
田
、
益
吉
、
豊

田
─
柿
元

◇
第
５
回
九
州
・
沖
縄
秋
季
大

会
（
九
州
第
一
支
部
　
10
月
18
日

　
北
九
州
ヤ
ン
グ
球
場
）

▽
決
勝

ヤ
ン
グ
筑
紫
野
ド
リ
ー
ム
ス

０
０
０
　
０
０—

０

０
１
０
　
０
６—

７

ヤ
ン
グ
大
分
ブ
レ
ー
ブ
ス

（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

（
筑
）
戸
澤
─
五
百
木

（
大
）
佐
藤
─
秋
月

◇
第
28
回
東
日
本
秋
季
大
会

（
10
月
25
日
　
藤
代
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
野
球
場
）

▽
決
勝

オ
セ
ア
ン
横
浜
ヤ
ン
グ

４
４
２
　
１
０—

11

３
０
０
　
０
０—

３

取

手

ヤ

ン

グ

（
五
回
コ
ー
ル
ド
）

（
オ
）
大
谷
─
渡
邊

（
取
）
太
田
、
古
渡
、
保
科
─
野

口
◇
第
28
回
中
日
本
秋
季
大
会

（
10
月
25
日
　
小
牧
市
民
球
場
）

▽
決
勝

Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
名
古
屋
ヤ
ン
グ

０
０
０
　
１
１
０
　
１—

３

０
０
０
　
０
４
２
　
×—

６

愛
知
プ
リ
ン
ス
ヤ
ン
グ

（
Ｓ
）
松
岡
、
石
川
─
石
川
、
川

崎（
愛
）
上
松
─
金
田

◇
第
７
回
四
国
秋
季
大
会
（
10

月
25
日
　
新
居
浜
市
営
球
場
）

▽
決
勝

南
国
ヤ
ン
グ
マ
リ
ナ
ー
ズ

１
０
０
　
０
２
０
　
０—

３

０
０
０
　
０
０
０
　
０—

０

新
居
浜
ヤ
ン
グ
ス
ワ
ロ
ー
ズ

（
南
）
竹
村
─
山
田

熱戦を称えあうオセアン横浜ヤングとヤング神戸須磨クラブナイン（倉敷運動公園野球場）
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（
新
）
村
上
、
永
易
、
高
橋
─
青

野
◇
第
28
回
東
関
西
秋
季
大
会

（
10
月
31
日
　
大
阪
シ
テ
ィ
信
用

金
庫
ス
タ
ジ
ア
ム
）

▽
決
勝

京
都
ヤ
ン
グ
フ
レ
ン
ド

３
０
０
　
０
０
２
　
１—
６

０
０
０
　
０
０
０
　
０—
０

大
阪
球
道
ヤ
ン
グ

（
京
）
小
坂
─
玉
井

（
大
）
水
津
、
中
尾
、
小
池
、
山

下
─
高
橋

◇
第
28
回
西
関
西
秋
季
大
会

（
10
月
31
日
　
淡
路
佐
野
運
動
公

園
第
２
野
球
場
）

▽
決
勝

兵
庫
加
古
川
ヤ
ン
グ

０
０
０
　
０
０
０
　
０—

０

４
０
１
　
０
０
０
　
×—

５

ヤ
ン
グ
神
戸
須
磨
ク
ラ
ブ

（
兵
）
田
村
、
中
西
、
高
橋
─
岩

木（
神
）
藤
田
─
小
峰

◇
第
28
回
中
国
秋
季
大
会
（
10

月
31
日
　
三
次
市
営
球
場
）

▽
決
勝

府
中
広
島
ʼ
２
０
０
０
ヤ
ン
グ

２
０
０
　
３
１
０
　
０—

６

０
０
０
　
０
０
０
　
０—

０

ヤ
ン
キ
ー
ス
岡
山
Ｙ
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ

（
府
）
横
川
、
岩
井
─
前
田

（
ヤ
）
物
部
、
木
田
─
大
友

◇
第
28
回
小
学
部
秋
季
大
会

（
10
月
25
日
　
淡
路
佐
野
運
動
公

園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▽
決
勝

ヤ
ン
グ
神
戸
三
田
イ
ー
グ
ル
ス

０
０
２
　
０
０
３—
５

２
０
４
　
０
１
×—
７

ヤ
ン
グ
福
岡
ラ
イ
ナ
ー
ズ

（
神
）
長
井
、
藤
川
─
三
川

（
福
）
池
田
、
井
上
─
水
玉

兵
庫
夢
前
ヤ
ン
グ
、４
年
ぶ
り
Ｖ
２

タ
イ
ガ
ー
ス
カ
ッ
プ

◇
第
16
回
タ
イ
ガ
ー
ス
カ
ッ
プ

２
０
２
０
（
12
月
６
日
、
19
日
、

20
日
　
阪
神
甲
子
園
球
場
　
ヤ
ン

グ
リ
ー
グ
４
、
ボ
ー
イ
ズ
リ
ー
グ

４
、
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
リ
ー
グ
４
の

計
12
チ
ー
ム
参
加
）

ま
さ
に
『
死
闘
』
『
激
闘
』
の

２
文
字
が
ふ
さ
わ
し
い
決
勝
戦
だ

っ
た
。
16
回
を
数
え
る
同
大
会
で

ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
同
士
の
決
勝
戦
は

初
め
て
で
、
そ
れ
も
誰
も
が
中
学

硬
式
野
球
で
記
憶
が
な
い
と
い
う

延
長
12
回
の
戦
い
。
兵
庫
夢
前
ヤ

ン
グ
が
サ
ヨ
ナ
ラ
で
兵
庫
加
古
川

ヤ
ン
グ
を
破
り
、
４
年
ぶ
り
２
度

目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。
３
日
間
と

も
ナ
イ
タ
ー
と
な
り
、
手
に
汗
握

る
好
試
合
の
連
続
だ
っ
た
。

兵
庫
夢
前
は
十
二
回
、
２
死
二
、

三
塁
で
川
上
笈
一
郎
（
２
年
）
が

サ
ヨ
ナ
ラ
左
前
打
。
「
試
合
に
夢

中
で
し
た
。
決
め
ら
れ
て
よ
か
っ

た
」
。
投
げ
て
は
先
発
で
７
回
ま

で
２
失
点
。
２
回
戦
の
三
田
リ
ト

ル
シ
ニ
ア
戦
で
は
Ｍ
Ａ
Ｘ
１
３
４

㌔
を
マ
ー
ク
、
今
大
会
屈
指
の
右

腕
と
い
う
評
価
を
得
た
。
「
憧
れ

の
甲
子
園
で
い
い
ピ
ッ
チ
ン
グ
が

で
き
た
。
次
は
高
校
で
こ
の
マ
ウ

ン
ド
を
踏
む
こ
と
が
目
標
で
す
」
。

夢
前
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
を
守
る

松
本
奏
（
２
年
）
は
決
勝
戦
４
安

打
固
め
打
ち
。
「
加
古
川
に
は
タ

イ
ガ
ー
ス
カ
ッ
プ
予
選
決
勝
で
負

け
て
い
る
。
リ
ベ
ン
ジ
で
き
た
け

ど
、
油
断
で
き
な
い
強
い
チ
ー
ム

で
す
」
。
連
打
を
食
わ
な
い
よ
う

細
心
の
注
意
を
払
い
、
３
投
手
を

リ
ー
ド
し
た
。

「
最
初
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
気
持
ち
。
優
勝
で
周
り
の
方
々

に
恩
返
し
で
き
て
う
れ
し
い
。
加

古
川
さ
ん
と
は
２
０
２
１
年
、
最

高
の
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
」
と
兵
庫

夢
前
ヤ
ン
グ
の
山
根
一
洋
監
督
が

激
戦
を
振
り
返
れ
ば
、
兵
庫
加
古

川
ヤ
ン
グ
・
佐
藤
豊
和
代
表
は

「
両
チ
ー
ム
と
も
勝
敗
を
超
越
し

て
い
た
。
選
手
に
と
っ
て
こ
の
経

験
は
何
事
に
も
代
え
が
た
い
。
考

え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
成
長
を
見
せ

て
く
れ
る
は
ず
だ
」
と
、
健
闘
を

称
え
た
。

川
上
笈
一
郎
（
兵
庫
夢
前
ク
ラ

ブ
）
が
最
優
秀
選
手
賞
に
輝
き
、

敢
闘
賞
に
橘
忠
宏
（
兵
庫
加
古
川

ヤ
ン
グ
）
が
選
ば
れ
た
。

　
野球
　
野球
　
野球
　
野球
　
野球

▽
１
回
戦

関
メ
デ
ィ
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
学
院
ヤ
ン
グ
４
─
２
東
住
吉
リ
ト

ル
シ
ニ
ア

兵
庫
伊
丹
ヤ
ン
グ
４
─
１
大
阪
柴
島
ボ
ー
イ
ズ

▽
２
回
戦

兵
庫
夢
前
ヤ
ン
グ
１
─
０
三
田
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

伊
丹
中
央
ボ
ー
イ
ズ
８
─
１
関
メ
デ
ィ
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
学
院
ヤ
ン
グ

兵
庫
加
古
川
ヤ
ン
グ
10
─
３
尼
崎
西
リ
ト

ル
シ
ニ
ア

神
戸
中
央
リ

ト
ル
シ
ニ
ア
５
─
４
兵
庫
伊
丹
ヤ
ン
グ

▽
準
決
勝

兵
庫
夢
前
ヤ
ン
グ
６
─
３
伊
丹
中
央
ボ
ー
イ
ズ

兵
庫
加
古
川
ヤ
ン
グ
７
─
６
神
戸
中
央
リ

ト
ル
シ
ニ
ア

（
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
分
だ
け
）

▽
決
勝

兵
庫
加
古
川
ヤ
ン
グ

０
０
０
　
１
０
０
　
１
０
０
　
０
０
０—

２

１
０
０
　
１
０
０
　
０
０
０
　
０
０
１—

３

兵
庫
夢
前
ヤ
ン
グ（延

長
十
二
回
）

（
加
）
吉
川
、
卜
部
、
岩
崎
─
山

下（
夢
）
川
上
、
吉
浦
、
西
本
─
松

本
奏

ナイターとなった甲子園のグラウンドで表彰を受ける兵庫夢前ヤング（三塁側）と兵庫加古川ヤング（一塁側）
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１
９
７
５
年
に
産
声
を
上
げ
た

当
協
会
も
、
今
年
で
47
年
目
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
終
始
一
貫
変
わ
ら
な

い
信
条
が
、
当
協
会
の
名
称
の
由

来
と
な
っ
て
い
る
「
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
　
Ｏ
Ｕ
Ｒ
　
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
ʼ
Ｓ
　
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
」
（
我
が

国
の
若
者
の
成
長
を
守
る
）
と
い

う
理
念
で
あ
り
ま
す
。

野
球
を
通
じ
て
、
「
我
が
国
の

未
来
の
宝
」
で
あ
る
子
供
達
を
選

手
と
し
て
は
勿
論
、
社
会
に
有
益

な
人
材
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
を

見
守
り
続
け
る
こ
と
が
当
協
会
の

最
大
の
存
在
意
義
で
あ
る
と
い
う

考
え
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
勝
ち
負
け
が
付
き

物
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ

く
ま
で
も
成
長
過
程
に
あ
る
小

中
学
生
期
の
子
供
達
に
対
し
て

は
、
勝
敗
に
偏
重
す
る
の
で
は
な

く
何
を
教
え
る
か
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
無
限
の
可
能
性
を

秘
め
た
未
来
の
宝
に
対
し
公
平
に

野
球
環
境
を
提
供
し
、
怪
我
を
し

難
い
野
球
技
術
の
指
導
と
同
時
に

協
調
性
、
思
い
や
り
、
感
謝
、
挨

拶
、
精
神
力
等
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
指
導
こ
そ
、
社
会
に
有
益
な
人

材
と
な
る
為
に
小
中
学
生
期
に
子

供
達
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
私
達
の
指
導
理
念
10
ケ
条
で

も
「
勝
敗
は
目
的
で
は
な
く
手
段

で
あ
る
」
と
定
義
し
て
お
り
ま
す
。

当
協
会
は
19
年
よ
り
「
Ｐ
Ｏ
Ｎ

Ｙ
　
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
　
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
２
０
２
０
」
を
制
定
し
、
中
学

硬
式
野
球
団
体
で
初
め
て
と
な
る

全
年
代
投
球
数
制
限
と
国
際
標
準

バ
ッ
ト
（
通
称
：
Ｕ
Ｓ
Ａ
バ
ッ

ト
）
の
導
入
等
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
成
長
期
で
体
の
変

化
が
最
も
多
い
中
学
生
の
年
代
に

お
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
障
害
予
防

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
「
障
害
は

予
防
で
き
る
も
の
で
あ
る
」
と
の

考
え
に
立
脚
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

更
に
昨
20
年
度
「
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
　

Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
　
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
」
と
し
て
、
如
何
な

る
家
庭
環
境
で
も
野
球
が
大
好
き

な
選
手
達
を
守
る
た
め
の
「
野
球

用
品
提
供
制
度
」
、
夢
の
実
現
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
留
学
支
援
金
・

給
付
型
奨
学
金
制
度
」
、
安
心
し

て
野
球
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
の
「
直
接
的
な
就
職
サ
ポ
ー

ト
制
度
」
を
導
入
。
「
未
来
の

宝
」
で
あ
る
す
べ
て
の
子
供
達
が
、

大
き
な
夢
に
向
か
っ
て
あ
き
ら
め

る
こ
と
な
く
輝
き
続
け
な
が
ら
、

「
夢
の
実
現
」
を
果
た
せ
る
よ
う

に
「
野
球
の
入
り
口
か
ら
出
口
ま

で
」
を
包
括
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

体
制
を
整
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

21
年
も
す
べ
て
の
ポ
ニ
ー
フ
ァ

ミ
リ
ー
が
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て

輝
き
つ
つ
野
球
に
夢
中
に
な
る
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
お
力
添
え
、
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
公
益
社
団
法
人
日
本

野
球
連
盟
を
は
じ
め
各
団
体
の
皆

様
か
ら
の
旧
来
か
ら
の
ご
厚
情
に

感
謝
を
申
し
上
げ
つ
つ
コ
ロ
ナ
禍

の
早
期
終
息
、
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
祈
念
し
、
年
頭
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　ポ
ニ
ー
大
会
、ブ
ロ
ン
コ
大
会
を
開
催

◇
全
日
本
選
手
権
大
会

例
年
は
７
月
に
開
催
す
る
全
日

本
選
手
権
大
会
で
す
が
、
２
０
２

０
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
ポ
ニ
ー
大

会
を
９
月
20
日
か
ら
９
月
22
日
に
、

ブ
ロ
ン
コ
大
会
を
10
月
11
日
か
ら

11
月
29
日
に
、
関
東
圏
内
で
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
と
し
て
、
マ

ス
ク
着
用
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
に

よ
る
手
洗
い
は
当
然
の
こ
と
、
グ

ラ
ン
ド
に
入
る
指
導
者
・
役
員
・

ス
コ
ア
ラ
ー
等
成
人
全
員
に
事
前

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
抗
体
検
査
を
実
施
し
、

当
日
は
参
加
者
全
員
に
非
接
触
型

体
温
計
・
サ
ー
モ
カ
メ
ラ
に
よ
る

体
温
検
査
を
実
施
し
て
の
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
、
第
46
回
目
を
迎

え
る
ポ
ニ
ー
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
こ
と
で
、
沖
縄
・
九
州
連

盟
チ
ー
ム
は
残
念
な
が
ら
不
参
加

と
な
り
ま
し
た
が
、
全
19
チ
ー
ム

が
参
加
。

熱
戦
の
末
、
勝
ち
残
っ
た
２
チ

ー
ム
は
江
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
江
東

2021
年
日
本
野
球
連
盟
「
連
盟
報
」

PB
185
264

1
C右

A33078D

20
21
年
日
本
野
球
連
盟
「
連
盟
報
」

12
5

18
5

26
4

1
C 右

A3
30
78
D

一般社団法人日本ポニーベースボール協会　　理事長　広澤　克実

「Protect　Our　Nation’s　Youth」
子供達を守り育てるのがポニーリーグの育成理念

全日本選手権大会ポニー大会優勝の江東ライオンズナイン
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墨
田
フ
ァ
ル
コ
ン
３
―
２
小
平
ポ
ニ
ー
ズ
Jr.

湘
南
ク
ラ
ブ
９
―
１
江
東
ポ
ニ
ー

仙
台
ポ
ニ
ー
２
―
１
埼
北
ル
ー
キ
ー
ズ
β

▽
準
々
決
勝

羽
田
ア
ン
ビ
シ

ャ
ス
ブ
ロ
ン
コ
４
―
３
清
砂
ポ
ニ
ー
ズ

北
千
葉
ポ
ニ
ー
Ｂ
Ｃ
６
―
５
さ
い
た
ま
ポ
ニ
ー

市
原
中
央
ポ
ニ
ー
Jr. 

12
―
２
墨
田
フ
ァ
ル
コ
ン

湘
南
ク
ラ
ブ
６
―
１
仙
台
ポ
ニ
ー

▽
準
決
勝

羽
田
ア
ン
ビ
シ

ャ
ス
ブ
ロ
ン
コ
９
―
６
北
千
葉
ポ
ニ
ー
Ｂ
Ｃ

市
原
中
央
ポ
ニ
ー
Jr. 

16
―
10
湘
南
ク
ラ
ブ

ポ
ニ
ー
ズ
の
同
リ
ー
グ
チ
ー
ム
。

決
勝
戦
は
大
田
ス
タ
ジ
ア
ム
に

て
９
月
22
日
に
行
わ
れ
、
４
―
０

に
て
江
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
栄
冠
を

手
に
し
ま
し
た
。

第
44
回
ポ
ニ
ー
ブ
ロ
ン
コ
大
会

に
は
、
29
チ
ー
ム
が
参
加
。

羽
田
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
ブ
ロ
ン
コ

が
市
原
中
央
ポ
ニ
ー
Jr
を
10
―
８

で
破
り
、
優
勝
し
ま
し
た
。

江
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
Ｖ

◇
第
46
回
全
日
本
選
手
権
大
会

ポ
ニ
ー
大
会

▽
１
回
戦

愛
知
稲
沢
ポ
ニ
ー
11
―
６
栃
木
ポ
ニ
ー
Ｂ
Ｃ

千
葉
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
５
―
２
宇
都
宮
ポ
ニ
ー
Ｂ
Ｃ

羽
田
ア
ロ
ー
ズ
６
―
３
北
千
葉
ポ
ニ
ー

▽
２
回
戦

江
東
ポ
ニ
ー
ズ
４
―
２
さ
い
た
ま
ポ
ニ
ー

江
東
タ
イ
ヨ
ー
８
―
６
市
川
ポ
ニ
ー

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
東
京

パ
イ
レ
ー
ツ
６
―
３
墨
田
ポ
ニ
ー

京
都
ポ
ニ
ー
６
―
５
市
原
ポ
ニ
ー

江
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
14
―
１
墨
田
フ
ァ
ル
コ
ン

江
戸
川
ラ
イ

ジ
ン
グ
サ
ン
２
―
０
羽
田
ア
ロ
ー
ズ

愛
知
稲
沢
ポ
ニ
ー
７
―
６
市
原
中
央
ポ
ニ
ー

千
葉
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
４
―
２
北
斗
Ｂ
Ｃ

▽
準
々
決
勝

千
葉
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
13
―
２
京
都
ポ
ニ
ー

江
東
ポ
ニ
ー
ズ
７
―
０
江
東
タ
イ
ヨ
ー

江
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
８
―
０
江
戸
川
ラ
イ

ジ
ン
グ
サ
ン

愛
知
稲
沢
ポ
ニ
ー
３
―
１
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
東
京

パ
イ
レ
ー
ツ

▽
準
決
勝

江
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
３
―
０
千
葉
ジ
ャ
ガ
ー
ズ

江
東
ポ
ニ
ー
ズ
９
―
２
愛
知
稲
沢
ポ
ニ
ー

▽
決
勝

江
東
ラ
イ
オ
ン
ズ

１
１
０
　
２
０
０
　
０—

４

０
０
０
　
０
０
０
　
０—

０

江
東
ポ
ニ
ー
ズ

（
ラ
）
近
藤
、
高
坂
、
松
田
、
窪

田
、
小
杉
―
生
井
澤

（
ポ
）
森
澤
、
澤
根
、
長
谷
川
、

米
本
―
歳
川

▽
三
塁
打
　
舟
橋
、
大
石
、
奥
山

（
ラ
）

▽
二
塁
打
　
小
板
橋
（
ラ
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
優
秀
選
手
賞

舟
橋
　
立
葉
（
江
東
ラ
イ
オ
ン

ズ
）

◇
韓
最
優
秀
投
手
賞

田
部
井
創
太
（
江
東
ラ
イ
オ
ン

ズ
）

◇
優
秀
選
手
賞

住
吉
健
太
郎
（
江
東
ポ
ニ
ー

ズ
）

◇
殊
勲
賞

大
石
　
和
輝
（
江
東
ラ
イ
オ
ン

ズ
）

宮
崎
優
太
朗（
江
東
ポ
ニ
ー
ズ
）

◇
敢
闘
賞

西
谷
　
綾
太
（
千
葉
ジ
ャ
ガ
ー

ズ
）

平
井
　
丈
貴
（
愛
知
稲
沢
ポ
ニ

ー
）

2021
年
日
本
野
球
連
盟
「
連
盟
報
」

126
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1
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20
21
年
日
本
野
球
連
盟
「
連
盟
報
」
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7
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5
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4

1
C 右
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全日本選手権大会ポニー大会準優勝江東ポニーズナイン

◇全日本選手権大会ポニー大会　歴代優勝・準優勝チーム◇
　　　　　　　　　優勝　　　　　　 準優勝 　　
第１回大会　台 東 ド ジ ャ ー ス　江戸川グリッタサンズ
第２回大会　台 東 ド ジ ャ ー ス　那 覇 タ イ ガ ー ス
第３回大会　千 葉 ジ ャ ガ ー ズ　江戸川グリッタサンズ
第４回大会　江戸川グリッタサンズ　千 葉 ジ ャ ガ ー ズ
第５回大会　江戸川グリッタサンズ　那 覇 タ イ ガ ー ス
第６回大会　京都ベースボールクラブ　千 葉 ジ ャ ガ ー ズ
第７回大会　江戸川グリッタサンズ　清 瀬 旭 ヶ 丘
第８回大会　京都ベースボールクラブ　江 東 ラ イ オ ン ズ
第９回大会　大田水門シャーク　江戸川グリッタサンズ
第10回大会　千 葉 ジ ャ ガ ー ズ　清 瀬 旭 ヶ 丘
第11回大会　深川フェニックス　江戸川サンライズ
第12回大会　京都南ポニーベースボールクラブ　大田水門シャーク
第13回大会　千 葉 ジ ャ ガ ー ズ　深川フェニックス
第14回大会　湘 南 ク ラ ブ　江戸川グリッタサンズ
第15回大会　千 葉 ジ ャ ガ ー ズ　江 東 ラ イ オ ン ズ
第16回大会　千 葉 ジ ャ ガ ー ズ　江戸川グリッタサンズ
第17回大会　湘 南 ク ラ ブ　江戸川グリッタサンズ
第18回大会　大田水門シャーク　市 川 北 ポ ニ ー
第19回大会　千 葉 ジ ャ ガ ー ズ　江戸川グリッタサンズ
第20回大会　宜 野 湾 ポ ニ ー ズ　江戸川グリッタサンズ
第21回大会　江 東 ラ イ オ ン ズ　宜 野 湾 ポ ニ ー ズ
第22回大会　札幌東ベースボールクラブ　江 東 ラ イ オ ン ズ
第23回大会　石 川 ポ ニ ー ズ　宜 野 湾 ポ ニ ー ズ
第24回大会　宜 野 湾 ポ ニ ー ズ　小 平 ポ ニ ー ズ
第25回大会　宜 野 湾 ポ ニ ー ズ　江 東 ラ イ オ ン ズ
第26回大会　江 東 ラ イ オ ン ズ　大田水門シャーク
第27回大会　江 東 ラ イ オ ン ズ　宜 野 湾 ポ ニ ー ズ
第28回大会　宜 野 湾 ポ ニ ー ズ　沖 縄 ポ ニ ー ズ
第29回大会　八 重 山 ポ ニ ー ズ　市原ポニーベースボールクラブ
第30回大会　千 葉 ジ ャ ガ ー ズ　葛 飾 ポ ニ ー ズ
第31回大会　清瀬ロングコックス　札幌東ベースボールクラブ
第32回大会　千 葉 ジ ャ ガ ー ズ　八 重 山 ポ ニ ー ズ
第33回大会　那覇国際ポニーズ　市 川 ポ ニ ー
第34回大会　千 葉 ジ ャ ガ ー ズ　沖 縄 ポ ニ ー ズ
第35回大会　江 東 ラ イ オ ン ズ　清 瀬 ポ ニ ー ズ
第36回大会　那覇国際ポニーズ　札幌東ベースボールクラブ
第37回大会　札幌東ベースボールクラブ　那覇国際ポニーズ
第38回大会　千 葉 ポ ニ ー　江戸川ライジングサン
第39回大会　立 川 ポ ニ ー　沖 縄 ポ ニ ー
第40回大会　神戸エキスパート　千 葉 ポ ニ ー
第41回大会　札幌東ベースボールクラブ　北 海 ベ ア ー ズ
第42回大会　田 川 ホ ー ク ス　千 葉 ジ ャ ガ ー ズ
第43回大会　墨 田 ポ ニ ー　宇都宮ポニーベースボールクラブ
第44回大会　北 海 ベ ア ー ズ　宜 野 湾 ポ ニ ー ズ
第45回大会　宜 野 湾 ポ ニ ー ズ　沖縄中央ポニーズ
第46回大会　江 東 ラ イ オ ン ズ　江 東 ポ ニ ー ズ

北
千
葉
ポ
ニ
ー

羽
田
ア
ロ
ー
ズ

江
戸
川
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン

墨
田
フ
ァ
ル
コ
ン

江
東
ラ
イ
オ
ン
ズ

千
葉
ジ
ャ
ガ
ー
ズ

宇
都
宮
ポ
ニ
ー
Ｂ
Ｃ

北

斗

Ｂ

Ｃ

京

都

ポ

ニ

ー

市

原

ポ

ニ

ー

愛
知
稲
沢
ポ
ニ
ー

栃
木
ポ
ニ
ー
Ｂ
Ｃ

市
原
中
央
ポ
ニ
ー

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
東
京
パ
イ
レ
ー
ツ

墨

田

ポ

ニ

ー

江
東
タ
イ
ヨ
ー

市

川

ポ

ニ

ー

江
東
ポ
ニ
ー
ズ

さ
い
た
ま
ポ
ニ
ー

第46回全日本選手権大会ポニー大会・熱戦の軌跡
優勝・江東ライオンズ
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羽
田
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
ブ
ロ
ン
コ
Ｖ

◇
第
44
回
ポ
ニ
ー
ブ
ロ
ン
コ
大

会
▽
１
回
戦

香
取
ピ
グ
レ
ッ
ツ
11
―
２
市
原
ポ
ニ
ー
Jr.

清
砂
ポ
ニ
ー
２
―
１
千
葉
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
Jr.

墨
田
フ
ァ
ル
コ
ン
11
―
７
全
葛
飾
・
多
摩
川

埼
北
ル
ー
キ
ー
ズ
α
５
―
３
清
瀬
多
摩
ポ
ニ
ー
ズ

将
門
武
士
７
―
３
清
瀬
埼
京
ポ
ニ
ー
ズ

北
千
葉
ポ
ニ
ー
Ｂ
Ｃ
２
―
１
市
川
・
松
戸
・

Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
連
合

千
葉
メ
ッ
セ
マ

リ
ー
ン
ズJr.

１
―
０
館
林
慶
友
ポ
ニ
ー

墨
田
フ
ァ
ル
コ
ン
23
―
２
立
川
・
三

鷹
・
西
東
京

小
平
ポ
ニ
ー
ズ
Jr. 

12
―
２
飯
能
ポ
ニ
ー

江
東
ポ
ニ
ー
８
―
１
横
浜
旭
峰
ポ
ニ
ー

湘
南
ク
ラ
ブ
10
―
０
栃
木
南
ポ
ニ
ー
ブ
ロ
ン

コ
栃
木
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｓ

埼
北
ル
ー
キ
ー
ズ
β
７
―
２
流
山
ポ
ニ
ー

仙
台
ポ
ニ
ー
１
―
０
清
瀬
武
蔵
野

ポ
ニ
ー
ズ

▽
２
回
戦

羽
田
ア
ン
ビ
シ

ャ
ス
ブ
ロ
ン
コ
２
―
１
香
取
ピ
グ
レ
ッ
ツ

清
砂
ポ
ニ
ー
ズ
19
―
１
墨
田
フ
ァ
ル
コ
ン
Jr

さ
い
た
ま
ポ
ニ
ー
８
―
６
埼
北
ル
ー
キ
ー
ズ
α

北
千
葉
ポ
ニ
ー
Ｂ
Ｃ
２
―
１
将
門
武
士

市
原
中
央
ポ
ニ
ー
Jr. 
15
―
５
千
葉
メ
ッ
セ

マ
リ
ー
ン
ズ

Jr.

墨
田
フ
ァ
ル
コ
ン
３
―
２
小
平
ポ
ニ
ー
ズ
Jr.

湘
南
ク
ラ
ブ
９
―
１
江
東
ポ
ニ
ー

仙
台
ポ
ニ
ー
２
―
１
埼
北
ル
ー
キ
ー
ズ
β

▽
準
々
決
勝

羽
田
ア
ン
ビ
シ

ャ
ス
ブ
ロ
ン
コ
４
―
３
清
砂
ポ
ニ
ー
ズ

北
千
葉
ポ
ニ
ー
Ｂ
Ｃ
６
―
５
さ
い
た
ま
ポ
ニ
ー

市
原
中
央
ポ
ニ
ー
Jr. 

12
―
２
墨
田
フ
ァ
ル
コ
ン

湘
南
ク
ラ
ブ
６
―
１
仙
台
ポ
ニ
ー

▽
準
決
勝

羽
田
ア
ン
ビ
シ

ャ
ス
ブ
ロ
ン
コ
９
―
６
北
千
葉
ポ
ニ
ー
Ｂ
Ｃ

市
原
中
央
ポ
ニ
ー
Jr. 

16
―
10
湘
南
ク
ラ
ブ

▽
決
勝
戦

羽
田
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
ブ
ロ
ン
コ

１
０
０
　
１
２
４
　
２—

10

０
０
０
　
２
４
２
　
０—

８

市
原
中
央
ポ
ニ
ー
Jr.

（
羽
）
田
中
、
村
瀬
、
宮
本
―
廣

岡（
市
）
椎
名
、
渡
邉
、
鈴
木
―
柱

野▽
三
塁
打
　
田
中
２
（
羽
）
星
野
、

鈴
木
（
市
）

▽
二
塁
打
　
大
星
（
市
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
優
秀
選
手
賞

田
中
　
智
大
（
羽
田
ア
ン
ビ
シ

ャ
ス
ブ
ロ
ン
コ
）

◇
韓
最
優
秀
投
手
賞

鶴
巻
　
　
陸
（
羽
田
ア
ン
ビ
シ

ャ
ス
ブ
ロ
ン
コ
）

◇
優
秀
選
手
賞

渡
邊
　
捷
人
（
市
原
中
央
ポ
ニ

ー
Jr.
）

◇
殊
勲
賞

宮
本
　
琉
平
（
羽
田
ア
ン
ビ
シ

ャ
ス
ブ
ロ
ン
コ
）

柏
木
　
弦
太
（
市
原
中
央
ポ
ニ

ー
Jr.
）

◇
敢
闘
賞

齋
藤
　
翔
弥
（
北
千
葉
ポ
ニ
ー

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

三
上
　
煌
貴
（
湘
南
ク
ラ
ブ
）
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ポニーブロンコ大会優勝の羽田アンビシャスブロンコナイン

ポニーブロンコ大会準優勝の市原中央ポニー Jr.ナイン

清
瀬
武
蔵
野
ポ
ニ
ー
ズ

仙

台

ポ

ニ

ー

流

山

ポ

ニ

ー

埼
北
ル
ー
キ
ー
ズ
β

栃
木
南
ポ
ニ
ー
ブ
ロ
ン
コ
栃
木
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｓ

湘

南

ク

ラ

ブ

横
浜
旭
峰
ポ
ニ
ー

江

東

ポ

ニ

ー

飯

能

ポ

ニ

ー

小
平
ポ
ニ
ー
ズ
Jr.

墨
田
フ
ァ
ル
コ
ン

立
川
・
三
鷹
・
西
東
京

館
林
慶
友
ポ
ニ
ー

千
葉
メ
ッ
セ
マ
リ
ー
ン
ズ
Jr.

市
原
中
央
ポ
ニ
ー
Jr.

市
川
・
松
戸
・
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
連
合

北
千
葉
ポ
ニ
ー
Ｂ
Ｃ

清
瀬
埼
京
ポ
ニ
ー
ズ

将

門

武

士

清
瀬
多
摩
ポ
ニ
ー
ズ

埼
北
ル
ー
キ
ー
ズ
α

さ
い
た
ま
ポ
ニ
ー

全
葛
飾
・
多
摩
川

墨
田
フ
ァ
ル
コ
ン

千
葉
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
Jr.

清
砂
ポ
ニ
ー
ズ

市
原
ポ
ニ
ー
Jr.

香
取
ピ
グ
レ
ッ
ツ

羽
田
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
ブ
ロ
ン
コ

第
44
回
ポ
ニ
ー
ブ
ロ
ン
コ
大
会
・
熱
戦
の
軌
跡

優勝・羽田アンビシャスブロンコ
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将
門
ポ
ニ
ー
が
優
勝

◇
第
10
回
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
ジ
ャ
パ
ン

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

２
０
１
９
年
ま
で
開
催
さ
れ
て

い
た
全
日
本
コ
ル
ト
リ
ー
グ
大
会

を
２
０
２
０
年
度
よ
り
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｙ

ジ
ャ
パ
ン
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
シ
ッ
プ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
改
称

し
、
そ
の
年
の
各
主
要
大
会
優

勝
・
準
優
勝
の
チ
ー
ム
が
終
結
し

て
真
の
日
本
一
を
決
す
る
大
会
と

し
て
、
当
初
予
定
し
て
お
り
ま
し

た
。し

か
し
な
が
ら
２
０
２
０
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
に
よ
り
、
各
連
盟
と
も
主

要
大
会
中
止
の
た
め
、
各
連
盟
で

開
催
さ
れ
た
本
大
会
の
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

全
日
本
選
手
権
ポ
ニ
ー
大
会
と
同

時
開
催
に
て
９
月
20
日
か
ら
９
月

22
日
に
、
関
東
圏
内
で
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
大
田
ス
タ
ジ
ア
ム
に

て
９
月
22
日
に
行
わ
れ
、
14
―
２

に
て
将
門
ポ
ニ
ー
が
栄
冠
を
手
に

し
ま
し
た
。

　
野球
　
野球
　
野球
　
野球
　
野球

▽
１
回
戦

立
川
・
西
東
京
７
―
３
奈
良
ポ
ニ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｄ

小
平
ポ
ニ
ー
ズ
10
―
７
太
田
翔
洋
ク

館
林
慶
友
ポ
ニ
ー
７
―
５
鹿
沼
ポ
ニ
ー

清
瀬
ポ
ニ
ー
ズ
７
―
０
苫
小
牧
中
央
ポ
ニ
ー

▽
２
回
戦

将
門
ポ
ニ
ー
７
―
１
清
瀬
ポ
ニ
ー
ズ

小
平
ポ
ニ
ー
ズ
８
―
５
羽
田
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス

▽
準
決
勝

立
川
・
西
東
京
６
―
４
小
平
ポ
ニ
ー
ズ

将
門
ポ
ニ
ー
９
―
４
館
林
慶
友
ポ
ニ
ー

▽
決
勝
戦

立
川
・
西
東
京

０
１
０
　
０
１
０
　
０—

２

１
１
３
　
０
６
３
　
×—

14

将
門
ポ
ニ
ー

（
立
）
北
村
、
久
保
、
栗
野
、
小

野
―
岡
田

（
将
）
山
城
、
張
替
、
岡
野
、
内

田
―
岡
野

▽
三
塁
打
　
渡
辺
（
将
）

▽
二
塁
打
　
千
葉
（
立
）
山
城

（
将
）野球

…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
優
秀
選
手
賞

青
木
　
孔
子
（
将
門
ポ
ニ
ー
）

◇
韓
最
優
秀
投
手
賞

山
城
　
龍
空
（
将
門
ポ
ニ
ー
）

◇
優
秀
選
手
賞

芦
沢
　
俊
佑
（
立
川
・
西
東

京
）

◇
殊
勲
賞

張
替
　
龍
聖
（
将
門
ポ
ニ
ー
）

加
藤
　
　
諒
（
立
川
・
西
東

京
）

◇
敢
闘
賞

川
畑
　
柚
斗
（
小
平
ポ
ニ
ー

ズ
）

新
里
　
啓
太
（
館
林
慶
友
ポ
ニ

ー
）
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日
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野
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盟
「
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盟
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◇全日本選手権ポニーブロンコ大会　歴代優勝・準優勝チーム◇
　　　　　　　　　優勝　　　　　　 準優勝 　　
第１回大会　小平ヤングジャガーズ　ブ ロ ン コ 豊 島
第２回大会　小平ヤングジャガーズ　北千葉ファミールズ
第３回大会　小平ヤングジャガーズ　北千葉ファミールズ
第４回大会　小平ヤングジャガーズ　葛飾ジュニアーズ
第５回大会　松戸バッファローズ　小平ヤングジャガーズ
第６回大会　松戸バッファローズ　北 海 ベ ア ー ズ
第７回大会　湘 南 ク ラ ブ　北 海 ベ ア ー ズ
第８回大会　大田水門シャーク　湘 南 ク ラ ブ
第９回大会　仙台卸町ファイターズ　北 海 ベ ア ー ズ
第10回大会　松戸バッファローズ　大田水門シャーク
第11回大会　保谷ドジャース　松戸バッファローズ
第12回大会　当別フォックス　仙台卸町ファイターズ
第13回大会　大田水門シャーク　札幌西区ダッシュマンズ
第14回大会　松戸バッファローズ　当別フォックス
第15回大会　松戸バッファローズ　大田水門シャーク
第16回大会　新潟ポニージュニアーズ　札幌東ファイターズ
第17回大会　保谷ドジャース　大田水門シャーク
第18回大会　新潟ポニージュニアーズ　大田水門シャーク
第19回大会　練 馬 キ ッ ズ　葛飾ジュニアーズ
第20回大会　葛飾ジュニアーズ　練 馬 キ ッ ズ
第21回大会　練 馬 キ ッ ズ　葛飾ジュニアーズ
第22回大会　新潟ポニージュニアーズ　葛飾ジュニアーズ
第23回大会　大田水門シャーク　葛飾ジュニアーズ
第24回大会　大田水門シャーク　葛飾ジュニアーズ
第25回大会　西東京ドジャース　多摩川ジェムストン
第26回大会　多摩川ジェムストン　葛飾ジュニアーズ
第27回大会　葛飾ジュニアーズ　松戸バッファローズ
第28回大会　葛飾ジュニアーズ　新潟ポニージュニアーズ
第29回大会　葛飾ジュニアーズ　新潟ポニージュニアーズ
第30回大会　松戸ポニージュニア　葛飾ジュニアーズ
第31回大会　練 馬 キ ッ ズ　松戸バッファローズ
第32回大会　葛飾ジュニアーズ　松戸バッファローズ
第33回大会　松戸バッファローズ　葛飾ジュニアーズ
第34回大会　松戸バッファローズ　葛飾ジュニアーズ
第35回大会　松戸バッファローズ　新潟ポニーリトルスターズ
第36回大会　新潟ポニーリトルスターズ　葛飾ジュニアーズ
第37回大会　滑川都ベースボールクラブ　松戸・栃木連合
第38回大会　滑川都ファイターズ　松戸バッファローズ
第39回大会　市原中央ポニージュニア　清瀬サンダーバード
第40回大会　市 川 東 ポ ニ ー　羽田アンビシャスブロンコ
第41回大会　清 砂 ポ ニ ー　墨田ファルコン
第42回大会　清 砂 ポ ニ ー　市 川 東 ポ ニ ー
第43回大会　清 砂 ポ ニ ー　江 東 ス タ ー ズ
第44回大会　羽田アンビシャスブロンコ　市原中央ポニージュニア

グランドチャンピオンシップトーナメント優勝の将門ポニーナイン

グランドチャンピオンシップトーナメント準優勝の立川・西東京ナイン

清
瀬
ポ
ニ
ー
ズ

苫
小
牧
中
央
ポ
ニ
ー

将

門

ポ

ニ

ー

館
林
慶
友
ポ
ニ
ー

鹿

沼

ポ

ニ

ー

太
田
翔
洋
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

小
平
ポ
ニ
ー
ズ

羽
田
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス

奈
良
ポ
ニ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｄ

立
川
・
西
東
京

第
10
回
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
ジ
ャ
パ
ン
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
・
熱
戦
の
軌
跡

優勝・将門ポニー

10 ７ ０ ７

１７７５８５３７

６ ４ ４ ９

14２
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沖
縄
中
央
ポ
ニ
ー
が
初
の
栄
冠

◇
第
10
回
全
日
本
コ
ル
ト
リ
ー

グ
中
学
野
球
選
手
権
大
会

12
月
19
日
、
20
日
両
日
に
わ
た

っ
て
第
10
回
全
日
本
コ
ル
ト
リ
ー

グ
中
学
野
球
選
手
権
大
会
が
福
岡

ペ
イ
ペ
イ
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
し

た
。本

大
会
は
２
０
２
０
年
度
か
ら

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
名
称
を
変
更
し
、

発
展
的
に
廃
止
さ
れ
た
大
会
で
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た

今
季
は
、
相
次
ぐ
大
会
中
止
で
、

九
州
・
沖
縄
連
盟
所
属
の
チ
ー
ム

が
全
国
大
会
に
参
加
す
る
機
会
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
年
の
瀬

に
な
っ
て
ペ
イ
ペ
イ
ド
ー
ム
と
い

う
素
晴
ら
し
い
会
場
で
の
特
別
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

九
州
連
盟
よ
り
、
ポ
ニ
ー
福
岡

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
嘉
麻
ポ
ニ
ー
・

ポ
ニ
ー
久
留
米
ボ
ー
イ
ズ
、
沖
縄

連
盟
よ
り
、
宜
野
湾
ポ
ニ
ー
ズ
、

ポ
ニ
ー
沖
縄
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
倶
楽
部
、
沖
縄
中
央
ポ

ニ
ー
、
関
東
連
盟
よ
り
ポ
ニ
ー
羽

田
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
、
関
西
よ
り
愛

知
稲
沢
ポ
ニ
ー
の
８
チ
ー
ム
が
参

加
。決

勝
は
Ｖ
７
を
狙
う
強
豪
宜
野

湾
ポ
ニ
ー
ズ
対
創
立
４
年
目
の
沖

縄
中
央
ポ
ニ
ー
の
沖
縄
対
決
と
な

り
、
熱
戦
の
末
、
３
―
２
で
沖
縄

中
央
ポ
ニ
ー
が
初
の
日
本
一
の
栄

冠
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　
野球
　
野球
　
野球
　
野球
　
野球

▽
１
回
戦

宜
野
湾
ポ
ニ
ー
ズ
７
―
２
福
岡
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

嘉
麻
ポ
ニ
ー
３
―
２
沖
縄
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
Ｂ
Ｃ

沖
縄
中
央
ポ
ニ
ー
17
―
４
ポ
ニ
ー
久
留

米
ボ
ー
イ
ズ

ポ
ニ
ー
羽
田
ア

ン
ビ
シ
ャ
ス
２
―
１
愛
知
稲
沢
ポ
ニ
ー

▽
準
決
勝

宜
野
湾
ポ
ニ
ー
ズ
４
―
０
嘉
麻
ポ
ニ
ー

沖
縄
中
央
ポ
ニ
ー
６
―
３
ポ
ニ
ー
羽
田
ア

ン
ビ
シ
ャ
ス

▽
決
勝
戦

宜
野
湾
ポ
ニ
ー
ズ

０
０
０
　
０
０
２
　
０—

２

１
０
０
　
０
０
２
　
×—

３

沖
縄
中
央
ポ
ニ
ー

（
宜
）
宮
城
、
安
里
、
宮
國
―
源

古（
沖
）
上
原
、
大
嶺
―
山
里

▽
三
塁
打
　
仲
里
（
宜
）

▽
二
塁
打
　
富
村
、
仲
程
（
宜
）

野球
…
表
彰
選
手
…
野球

◇
最
優
秀
選
手
賞

山
里
　
将
生
（
沖
縄
中
央
ポ
ニ

ー
）

◇
韓
最
優
秀
投
手
賞

上
原
　
律
己
（
沖
縄
中
央
ポ
ニ

ー
）

◇
優
秀
選
手
賞

仲
里
　
龍
喜
（
宜
野
湾
ポ
ニ
ー

ズ
）

稲
田
　
康
生
（
ポ
ニ
ー
羽
田
ア

ン
ビ
シ
ャ
ス
）

森
　
　
大
智
（
嘉
麻
ポ
ニ
ー
）

2021
年
日
本
野
球
連
盟
「
連
盟
報
」

128
185
264

1
C右

A33078D

20
21
年
日
本
野
球
連
盟
「
連
盟
報
」

12
9

18
5

26
4

1
C 右

A3
30
78
D

７ ２

４ ０

３２

６ ３

ポ
ニ
ー
羽
田
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス

愛
知
稲
沢
ポ
ニ
ー

ポ
ニ
ー
久
留
米
ボ
ー
イ
ズ

沖
縄
中
央
ポ
ニ
ー

嘉

麻

ポ

ニ

ー

沖
縄
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
Ｂ
Ｃ

ポ
ニ
ー
福
岡
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

宜
野
湾
ポ
ニ
ー
ズ

優勝・沖縄中央ポニー

２ ３ 17 ４ １ ２

全日本コルトリーグ中学野球選手権大会優勝の沖縄中央ポニーナイン

全日本コルトリーグ中学野球選手権大会準優勝の宜野湾ポニーズナイン

初優勝し、胴上げで喜びを爆発させる沖縄中
央ポニーナイン

◇全日本コルトリーグ中学野球選手権大会　歴代優勝・準優勝チーム◇
　　　　　　　　　優勝　　　　　　 準優勝 
第１回大会　筑紫野ドリームズ（フレッシュ）　大矢ベースボールクラブ（ヤング）
第２回大会　市 原 ポ ニ ー　清 瀬 ポ ニ ー ズ
第３回大会　江東ライオンズ　札幌東ポニーズ
第４回大会　高田ファイターズ　札幌東ベースボールクラブ
第５回大会　宜野湾ポニーズ　市 原 ポ ニ ー
第６回大会　宜野湾ポニーズ　将門ベースボールクラブ
第７回大会　宜野湾ポニーズ　佐賀ビクトリー
第８回大会　宜野湾ポニーズ　北 海 ベ ア ー ズ
第９回大会　宜野湾ポニーズ　筑 後 リ バ ー ズ
第10回大会　沖縄中央ポニー　宜野湾ポニーズ

第
10
回
全
日
本
コ
ル
ト
リ
ー
グ
中
学
野
球
選
手
権
大
会
・
熱
戦
の
軌
跡
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１
．
総
括

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
本
連
盟
の
事
業
運
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
主
催
す
る
第
45
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手
権

大
会
並
び
に
第
46
回
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
大
会
を
は
じ
め
、
各
地

区
で
予
定
し
た
上
記
大
会
各
地
区
予
選
や
日
本
選
手
権
対
象
大
会
等
多

く
の
公
式
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
。
ま
た
、
各
加
盟
チ
ー
ム
に
対
す
る

オ
ー
プ
ン
戦
の
自
粛
要
請
も
４
月
か
ら
約
２
か
月
間
に
及
ん
だ
。

本
連
盟
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
を
実
施
し

た
上
で
安
全
に
試
合
や
大
会
を
運
営
す
る
た
め
「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
、
各
加
盟
チ
ー
ム
に
よ
る

オ
ー
プ
ン
戦
に
続
き
、
７
月
に
は
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
の
開
催
を
解
禁

し
た
。
７
月
２
日
、
都
市
対
抗
野
球
大
会
の
主
催
者
で
あ
る
毎
日
新
聞

社
丸
山
昌
宏
社
長
と
本
連
盟
清
野
智
会
長
と
の
共
同
記
者
会
見
を
行
い
、

合
わ
せ
て
共
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
、
第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
の

開
催
に
全
力
を
注
ぐ
意
志
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
各
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の

目
標
と
な
る
大
会
と
し
て
、
各
地
区
ク
ラ
ブ
大
会
（
８
大
会
）
に
つ
い

て
は
予
定
ど
お
り
開
催
し
た
。

第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
は
、
入
場
者
数
は
各
試
合
１
万
人
以
内

に
制
限
し
、
全
席
指
定
、
全
試
合
入
れ
替
え
制
、
入
場
券
は
オ
ン
ラ
イ

ン
販
売
に
限
定
し
た
。
都
市
対
抗
の
象
徴
で
も
あ
る
チ
ー
ム
応
援
団
に

よ
る
華
や
か
な
応
援
は
中
止
し
た
。
有
料
入
場
者
数
は
、
例
年
を
大
き

く
下
回
る
約
８
万
９
千
人
で
あ
っ
た
。
大
会
は
、
狭
山
市
・
ホ
ン
ダ
が

11
年
ぶ
り
３
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

一
方
、
指
導
者
研
修
会
や
審
判
講
習
会
等
の
各
種
研
修
事
業
並
び
に

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を
は
じ
め
と
す
る
普
及
振
興
事
業
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
か
ら
そ
の
多
く
の
事
業
を
中
止
と
し
た
。

ま
た
、
加
盟
全
国
団
体
に
お
い
て
も
少
年
野
球
や
女
子
野
球
等
に
関
わ

る
多
く
の
大
会
や
振
興
事
業
が
中
止
さ
れ
た
。

収
益
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
優
勝
し
た

「
ホ
ン
ダ
」
の
記
念
グ
ッ
ズ
を
は
じ
め
都
市
対
抗
野
球
大
会
関
連
グ
ッ

ズ
を
商
品
化
し
販
売
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
認
グ
ッ
ズ
ア

イ
テ
ム
の
拡
大
を
図
り
、
フ
ァ
ン
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品
提
供
を
目

指
す
。

決
算
内
容
は
、
事
業
収
益
に
お
け
る
減
収
が
大
き
な
要
因
と
な
り
正

味
財
産
は
前
年
比
約
１
億
３
千
万
円
の
減
少
と
な
っ
た
。
本
連
盟
と
し

て
は
、
ま
ず
は
、
都
市
対
抗
野
球
大
会
、
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
大

会
並
び
に
全
日
本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
安
心
・
安
全

に
大
会
を
運
営
す
る
こ
と
を
前
提
に
収
益
改
善
に
向
け
た
最
善
な
運
営

方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

２
０
２
１
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
の
兆
し

が
見
え
な
い
中
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
が
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
全
て

を
開
催
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

２
．
本
年
度
の
事
業
内
容

⑴
公
益
目
的
事
業
Ⅰ
　
都
市
対
抗
野
球
等
、
野
球
大
会
の
開
催
と
運
営

ア
．
第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
　
　
・
・
・
・
・
・（
４
頁
参
照
）

期
　
　
　
日
　
11
月
22
日
（
月
）
～
12
月
３
日
（
金
）

球
　
　
　
場
　
東
京
ド
ー
ム

参
加
チ
ー
ム
　
32
チ
ー
ム

※
「
狭
山
市
・
ホ
ン
ダ
」（
４
年
連
続
34
回
目
の
出
場
）
が
11
年

ぶ
り
３
回
目
の
優
勝
を
飾
り
、
黒
獅
子
旗
を
獲
得
し
た
。

※
全
国
各
地
区
で
行
わ
れ
る
予
選
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
地
域

の
地
区
連
盟
を
通
じ
て
、
一
部
運
営
経
費
を
負
担
し
た
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
一
環
と
し
て
、
以
下

の
と
お
り
施
策
を
講
じ
た
。

･
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
【
第
91
回
都
市

対
抗
野
球
大
会
用
（
有
観
客
開
催
）】
を
制
定
し
、
運
営
を

行
っ
た
。
出
場
チ
ー
ム
や
関
係
者
に
配
布
す
る
と
同
時
に
Ｈ

Ｐ
上
に
公
開
し
た
。

･
観
客
席
は
、
全
試
合
入
れ
替
え
制
と
し
、
来
場
者
数
は
毎
試

合
１
万
人
以
下
に
制
限
し
た
。
ま
た
、
入
場
券
は
す
べ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
チ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
販
売
と
し
、
当
日
券
の
販
売
は

行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。

･
出
場
チ
ー
ム
に
登
録
さ
れ
て
い
る
役
員
・
選
手
全
員
と
大
会

関
係
者
（
役
員
・
審
判
員
・
運
営
ス
タ
ッ
フ
等
）
に
対
し
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
た
。

･
本
大
会
に
お
け
る
感
染
拡
大
防
止
策
の
周
知
と
協
力
要
請
の

た
め
、
動
画
を
制
作
し
、
配
信
し
た
。
ま
た
、
大
会
期
間
中

は
、
東
京
ド
ー
ム
内
外
の
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
で
放
映
し
た
。

･
東
京
ド
ー
ム
各
入
場
ゲ
ー
ト
に
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
合
計

11
台
）
を
設
置
し
来
場
者
の
検
温
を
行
っ
た
。

･
東
京
ド
ー
ム
内
各
所
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
設
置
し
た
。

･
来
場
者
全
員
に
座
席
の
消
毒
用
と
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
ウ

ェ
ッ
ト
テ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
た
。

･
１
日
１
回
（
最
終
試
合
終
了
後
）
観
客
席
の
消
毒
を
行
っ
た
。

･
毎
試
合
終
了
後
、
選
手
が
使
用
す
る
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
・
ロ
ッ

カ
ー
・
サ
ロ
ン
の
消
毒
作
業
を
行
っ
た
。

イ
．
第
46
回
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
大
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
し
た
。

（
２
０
２
０
年
４
月
２
日
：
理
事
会
み
な
し
決
議
）

日
本
選
手
権
対
象
11
大
会
に
つ
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
し
た
が
、
一
部
準
備
に
か
か
っ

た
費
用
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
連
盟
か
ら
の
申
告
に
基
づ
き
、

本
連
盟
が
負
担
し
た
。（
２
０
２
１
年
２
月
16
日
：
第
２
回
定

２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
実
施
報
告

２
０
２
０
年
３
月
１
日
か
ら
２
０
２
１
年
２
月
28
日
ま
で

公
益
財
団
法
人
日
本
野
球
連
盟
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時
理
事
会
決
議
）

ウ
．
全
日
本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手
権
大
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
し
た
。

（
２
０
２
０
年
４
月
２
日
：
理
事
会
み
な
し
決
議
）

エ
．
各
地
区
ク
ラ
ブ
大
会

以
下
の
通
り
「
各
地
区
ク
ラ
ブ
大
会
」
と
し
て
８
大
会
（
中
国

地
区
と
四
国
地
区
は
合
同
開
催
）
を
実
施
し
た
。

主
　
催
：
日
本
野
球
連
盟
、
日
本
野
球
連
盟
各
開
催
地
区
連
盟
、

毎
日
新
聞
社

後
　
援
：
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社

協
　
賛
：
ミ
ズ
ノ
株
式
会
社

※
各
大
会
の
運
営
は
開
催
地
区
連
盟
に
委
託
。
大
会
運
営
費
は

各
地
区
連
盟
に
支
給
し
た
。

　２
０
２
０
年
度
の
開
催
状
況

オ
．
２
０
２
０
年
度
各
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
結
果（
主
要
大
会
の
み
）

・
・
・（
１
４
１
頁
参
照
）

カ
．
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
維
持
・
管
理

「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
登
録
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
り
全
国
各
地
で
行
わ
れ
る

大
会
へ
の
チ
ー
ム
と
し
て
の
出
場
手
続
や
選
手
の
エ
ン
ト
リ
ー

な
ど
を
行
っ
た
。
管
理
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
大
会
運

営
に
直
結
す
る
こ
と
か
ら
、
法
人
会
計
と
の
按
分
に
よ
り
一
部

費
用
を
大
会
事
業
費
に
計
上
し
た
。

キ
．
広
報
活
動

大
会
事
業
の
広
報
活
動
と
し
て
以
下
の
と
お
り
実
施
し
た
。

･
社
会
人
野
球
情
報
誌
「
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
」
の
発
行
に
対
し
、

制
作
協
力
金
を
拠
出
し
た
。

･
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
本
連
盟
に
関
わ
る

各
種
情
報
を
発
信
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
、
内
容
の
充
実
化
を
図
る
た
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

実
施
、
６
月
５
日
よ
り
運
用
を
開
始
し
た
。

･
日
本
野
球
連
盟
報（
年
刊
会
報
誌
）、Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
ニ
ュ
ー
ス（
月

刊
会
報
誌
）
を
通
じ
て
大
会
事
業
の
広
報
活
動
を
行
っ
た
。

･
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
独
自
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」
を
設
置
し
、
社
会
人
野
球
番
組
を
配
信
し
た
。

配
信
し
た
番
組
は
以
下
の
と
お
り
。

過
去
の
都
市
対
抗
野
球
大
会
の
映
像
（
計
24
試
合
）、
都
市

対
抗
野
球
大
会
地
区
予
選
ラ
イ
ブ
中
継
（
６
試
合
）、
都
市

対
抗
野
球
大
会
出
場
チ
ー
ム
紹
介
（
13
チ
ー
ム
）、
都
市
対

抗
野
球
大
会
組
み
合
わ
せ
抽
選
会
、
都
市
対
抗
野
球
大
会
全

31
試
合
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

･
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
，
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ

ｔ
ｅ
ｒ
，
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
）
を
通
じ
て
情
報
を
発
信

し
た
。

内
容
は
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
か
ら
の
各
種
広
報
事
項
に
加
え
、
小
学

館
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
編
集
部
に
よ
る
「
週
刊
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ

ム
」
や
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
サ
ポ
ー
タ
ー
（
３
名
）
の
取
材
活
動

に
よ
る
記
事
や
動
画
な
ど
。

大
会
名

期
　
間

球
　
場

チ
ー
ム
数
試
合
方
法

優
勝
チ
ー
ム

準
優
勝
チ
ー
ム

北
海
道
地
区
ク
ラ
ブ

選
手
権

７
／
11
・

12
・
25

野
幌
総
合
運
動
公

園
・
栗
山
町
民

13

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
Ｓ

ウ
イ
ン
北
広
島

東
北
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
９
／
５

～
２
日
間
鶴
岡
ド
リ
ー
ム

Ｓ
・
酒
田
市
光
ヶ

丘

８

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
Ｔ
Ｆ
Ｕ
ク
ラ
ブ

福
島
硬
友
ク
ラ
ブ

北
信
越
ク
ラ
ブ
カ
ッ

プ

10
／
16

～
３
日
間
津
幡
運
動
公
園

８

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ロ
キ
テ
ク
ノ
富
山

千
曲
川
硬
式
野
球
ク

ラ
ブ

関
東
連
盟
ク
ラ
ブ
選

手
権

10
／
18
・

24

市
営
浦
和
・
岩
槻

川
通

８

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
全
足
利
ク
ラ
ブ

ハ
ナ
マ
ウ
イ

東
海
地
区
ク
ラ
ブ
野

球
選
手
権

11
／
14

～
２
日
間
岐
阜
長
良
川

８

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ジ
ェ
イ
グ
ル
ー
プ

静
岡
硬
式
野
球
倶
楽

部

近
畿
ク
ラ
ブ
会
長
杯
９
／
26
・

27
・
10
／

３

甲
賀
市
民
Ｓ

８

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
和
高
田
ク
ラ
ブ

マ
ツ
ゲ
ン
箕
島
硬
式

野
球
部

中
・
四
国
ク
ラ
ブ
野

球
選
手
権

10
／
17

美
咲
町
エ
イ
コ
ン

Ｓ

４

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
福
山
ロ
ー
ズ
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ

松
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

九
州
ク
ラ
ブ
野
球
選

手
権

８
／
１

～
２
日
間
別
大
興
産
Ｓ

８

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ビ
ッ
グ
開
発
Ｂ
Ｃ

宮
崎
福
祉
医
療
カ
レ

ッ
ジ
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大
会
事
業
の
広
報
活
動
に
か
か
る
費
用
の
う
ち
、
大
会
事
業

に
か
か
る
部
分
に
つ
き
、
公
益
事
業
Ⅱ
（
普
及
振
興
事
業
）

と
按
分
に
て
計
上
し
た
。
ま
た
、
日
本
野
球
連
盟
報
（
年
刊

会
報
誌
）、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
ニ
ュ
ー
ス
（
月
刊
会
報
誌
）
に
つ
い

て
は
、
編
集
発
行
に
か
か
る
費
用
の
う
ち
、
大
会
事
業
に
か

か
る
部
分
に
つ
き
、
公
益
事
業
Ⅲ
（
ス
ポ
ー
ツ
情
報
提
供
事

業
）
と
按
分
に
て
計
上
し
た
。

ク
．
表
彰
事
業
（
年
間
表
彰
式
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
第
46
回
社
会

人
野
球
日
本
選
手
権
大
会
、
第
45
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手

権
大
会
を
は
じ
め
、
年
間
表
彰
の
対
象
と
す
る
多
く
の
大
会
が

中
止
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
の
表
彰
選
手
選
考
並
び
に

表
彰
式
は
中
止
と
し
た
。（
２
０
２
０
年
10
月
22
日
：
第
４
回

臨
時
理
事
会
決
議
）

ケ
．
指
導
者
育
成
事
業

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
指
導
者
研
修
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
し
た
。

（
２
０
２
０
年
10
月
22
日
：
第
４
回
臨
時
理
事
会
決
議
）

コ
．
審
判
員
育
成
事
業

①
全
国
審
判
講
習
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
し

た
。（
２
０
２
０
年
８
月
４
日
：
第
２
回
臨
時
理
事
会
決
議
）

②
各
地
区
・
都
道
府
県
審
判
員
育
成
事
業
に
対
す
る
支
援

各
地
区
連
盟
又
は
加
盟
団
体
が
実
施
す
る
審
判
員
育
成
事
業

に
対
す
る
費
用
の
一
部
を
支
援
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
多
く
の
地
区
で
審
判
員
育
成
事
業

も
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
講
師
の
派
遣
要
請
は
な
か
っ
た
。

従
っ
て
、
本
年
度
の
講
師
派
遣
実
績
は
な
し
。

サ
．
公
式
記
録
員
育
成
事
業

公
式
記
録
員
実
地
研
修
の
実
施

11
月
22
日
か
ら
12
日
間
、
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
第
91
回

都
市
対
抗
野
球
大
会
に
お
い
て
、
公
式
記
録
員
の
実
地
研
修
と

し
て
地
区
連
盟
か
ら
計
６
名
が
参
加
し
、
公
式
記
録
を
担
当
し

た
。
な
お
、
指
導
は
公
式
記
録
部
会
委
員
が
行
っ
た
。

シ
．
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
研
修
事
業

各
地
区
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
担
当
者
実
地
研
修
の
実
施

第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
期
間
中
に
実
施
研
修
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
実
地
研
修
と
し
て
の
参
加
は
中
止
と
し
た
。

ス
．
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
研
修
事
業

本
年
度
は
実
施
な
し
。

セ
．
競
技
力
向
上
事
業

①
２
０
２
０
年
度
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
合
宿

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
し

た
。（
２
０
２
０
年
７
月
２
日
：
第
１
回
臨
時
理
事
会
決
議
）

②
優
秀
選
手
の
発
掘
を
目
的
と
す
る
情
報
収
集
活
動

各
地
で
行
わ
れ
る
大
会
等
に
競
技
力
向
上
委
員
を
派
遣
し
、

選
手
に
関
す
る
情
報
収
集
活
動
を
行
っ
た
。

③
各
地
区
連
盟
主
催
で
実
施
す
る
競
技
力
向
上
を
目
的
と
す
る

研
修
会
に
対
す
る
運
営
費
の
一
部
支
援
を
行
っ
た
。
競
技
力

向
上
委
員
・
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
要
請
は
な
か
っ
た

た
め
、
本
年
度
の
講
師
派
遣
実
績
は
な
し
。

④
全
日
本
野
球
協
会
（
Ｂ
Ｆ
Ｊ
）
選
手
強
化
委
員
会
事
業
に
対

す
る
協
力

Ｂ
Ｆ
Ｊ
が
実
施
す
る
強
化
事
業
に
対
す
る
本
連
盟
と
し
て
の

事
業
費
負
担
金
に
つ
い
て
Ｂ
Ｆ
Ｊ
と
協
議
し
た
結
果
、
Ｂ
Ｆ

Ｊ
の
本
年
度
の
事
業
実
施
状
況
に
鑑
み
て
当
初
予
定
額
よ
り

減
と
な
る
２
５
０
万
円
と
な
っ
た
。

本
連
盟
の
大
会
事
業
に
関
わ
る
Ｂ
Ｆ
Ｊ
に
よ
る
競
技
力
向
上

目
的
事
業
の
実
施
状
況
は
以
下
の
と
お
り
。

･
社
会
人
代
表
選
手
強
化
合
宿

12
月
10
日
か
ら
13
日
に
和
歌
山
県
田
辺
市
で
の
開
催
に
つ

い
て
準
備
を
進
め
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な
っ
た
。

･
各
種
国
際
大
会

第
４
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
　
Ｕ
23
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
メ
キ
シ
コ

で
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、延
期
と
な
っ
た
。延
期
後
の
日
程
は
未
定
。

･
全
日
本
野
球
協
会
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
国
際
大
会
等
へ

の
代
表
者
等
を
派
遣

本
年
度
は
派
遣
実
績
な
し
。

ソ
．
海
外
研
修
及
び
派
遣
事
業

本
年
度
は
派
遣
実
績
な
し
。

⑵
公
益
目
的
事
業
Ⅱ
　
普
及
振
興
事
業

ア
．
指
導
者
育
成
事
業

指
導
者
研
修
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
し
た
。

（
２
０
２
０
年
10
月
22
日
：
第
４
回
臨
時
理
事
会
決
議
）

イ
．
審
判
員
育
成
事
業

①
全
国
審
判
講
習
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
し

た
。（
２
０
２
０
年
８
月
４
日
：
第
２
回
臨
時
理
事
会
決
議
）

②
各
審
判
員
育
成
事
業
に
対
す
る
一
部
事
業
費
の
負
担
及
び
講

師
の
派
遣

前
項
コ
．
に
記
載
の
各
地
区
・
都
道
府
県
審
判
員
育
成
事
業

に
つ
い
て
、
普
及
振
興
目
的
部
分
に
対
す
る
費
用
は
公
益
Ⅱ

に
按
分
計
上
し
た
。

ウ
．
公
式
記
録
員
育
成
事
業

各
公
式
記
録
員
育
成
事
業
に
対
す
る
一
部
事
業
費
の
負
担
及
び

講
師
の
派
遣

本
年
度
対
象
と
な
る
事
業
及
び
講
師
派
遣
実
績
は
な
し
。

エ
．
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
研
修
事
業

本
年
度
は
実
施
な
し
。

オ
．
中
学
硬
式
野
球
協
議
会
事
業

①
第
14
回
全
日
本
中
学
野
球
選
手
権
大
会
（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
カ

ッ
プ
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
し

た
。（
２
０
２
０
年
７
月
２
日
：
第
１
回
臨
時
理
事
会
決
議
）

②
各
加
盟
団
体
等
主
催
指
導
者
講
習
会
に
対
す
る
支
援
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以
下
の
講
義
（
各
60
分
）
の
動
画
を
制
作
し
、
各
加
盟
団
体

を
通
じ
て
全
国
に
配
信
し
た
。
受
講
者
に
は
申
請
に
基
づ
き

修
了
証
を
発
行
し
た
。
修
了
証
は
、
合
計
１
６
４
３
名
に
発

行
し
た
。

【
１
】
中
学
生
期
に
お
き
る
傷
害
と
対
応

　
　
　
　
日
本
野
球
連
盟
競
技
力
向
上
委
員
　
　
可
知
芳
則

【
２
】
中
学
生
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
三
菱
パ
ワ
ー
野
球
部
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
チ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
順
二

【
３
】
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
例
と
課
題
）

　
　
　
　
㈱
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ク
エ
ス
ト
　
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西
　
満

カ
．
女
子
野
球
普
及
振
興
事
業
を
実
施

全
日
本
女
子
野
球
連
盟
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
事
業
に
対
す
る

支
援
を
行
っ
た
。

キ
．
野
球
教
室
、
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
教
室

①
第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
期
間
中
に
開
催
を
計
画
し
て
い

た
親
子
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
教
室
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
し
た
。

②
野
球
競
技
普
及
振
興
事
業

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
加
盟
団
体
等
が
実
施
す
る
野
球
振
興
事
業
に
対
し

「
野
球
競
技
普
及
振
興
助
成
金
」
と
し
て
一
部
事
業
費
を
負

担
し
た
。

･
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
教
室
・
野
球
教
室
　
申
請
件
数
９
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・（
１
１
３
頁
参
照
）

･
全
国
一
斉
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
教
室
は
中
止
と
し
た
。

ク
．
東
日
本
大
震
災
野
球
復
興
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
し
た
。

（
２
０
２
０
年
７
月
２
日
：
第
１
回
臨
時
理
事
会
決
議
）

ケ
．
競
技
力
向
上
事
業

①
国
際
事
業
の
日
本
開
催

･
世
界
少
年
野
球
大
会
　
成
田
大
会

世
界
少
年
野
球
推
進
財
団
と
の
共
催
で
開
催
予
定
で
あ
っ

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
と
な
っ
た
。

②
全
日
本
野
球
協
会
が
行
う
選
手
強
化
本
部
事
業
に
対
す
る
協

力普
及
振
興
事
業
と
し
て
以
下
の
国
際
大
会
に
派
遣
す
る
日
本

代
表
チ
ー
ム
編
成
に
協
力
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
２
大
会

と
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
延
期

と
な
り
、
年
度
内
に
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
延
期
後
の
日
程

は
未
定
。

な
お
、
女
子
日
本
代
表
に
つ
い
て
は
、
全
日
本
女
子
野
球
連

盟
に
よ
り
代
表
選
手
が
選
考
さ
れ
、
国
内
強
化
合
宿
は
実
施

さ
れ
た
。

･
Ｕ
15
日
本
代
表
（
硬
式
）

第
５
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
　
Ｕ
15
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ（
メ
キ
シ
コ
）

･
女
子
日
本
代
表
（
加
盟
全
国
団
体
普
及
振
興
事
業
・
国
際

大
会
出
場
補
助
）

第
９
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
メ
キ
シ
コ
）

･
全
日
本
野
球
協
会
か
ら
の
要
請
に
よ
る
国
際
大
会
等
へ
の

代
表
者
等
を
派
遣

本
年
度
は
派
遣
実
績
は
な
し
。

･
そ
の
他

全
日
本
野
球
協
会
と
連
携
を
図
り
、
国
際
大
会
の
開
催
に

関
わ
る
情
報
収
集
を
行
っ
た
。
ま
た
、
国
際
野
球
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
連
盟
、
ア
ジ
ア
野
球
連
盟
及
び
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
、
日
本
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
機
構
等
の
事
業
に

つ
い
て
、
全
日
本
野
球
協
会
を
通
じ
て
協
力
し
た
。

③
各
加
盟
団
体
等
が
行
う
競
技
力
向
上
事
業
に
対
す
る
支
援

（
加
盟
全
国
団
体
国
際
大
会
出
場
補
助
費
）

加
盟
全
国
団
体
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
支
援
す
る
予
定
で
あ

っ
た
が
、
本
年
度
の
国
際
大
会
出
場
補
助
費
の
申
請
は
な
か

っ
た
た
め
補
助
費
の
支
給
実
績
は
な
し
。

コ
．
展
示
に
よ
る
普
及
活
動

野
球
殿
堂
博
物
館
の
維
持
会
員
と
し
て
運
営
協
力
を
行
っ
た
。

ま
た
、
野
球
殿
堂
博
物
館
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
係
る
費
用
の
一
部
を
負
担
し
た
。

サ
．
そ
の
他

①
野
球
規
則
の
制
定
に
関
す
る
協
議

規
則
・
審
判
委
員
会
を
設
置
し
、
競
技
規
則
に
関
す
る
協
議

を
行
っ
た
。
ま
た
、
全
日
本
野
球
協
会
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
規

則
委
員
会
に
代
表
者
を
派
遣
し
、
野
球
競
技
規
則
制
定
に
関

す
る
協
議
に
参
画
し
た
。

②
野
球
競
技
の
競
技
施
設
、
用
器
具
等
の
指
導
及
び
公
認
に
関

す
る
協
議

社
会
人
野
球
に
お
け
る
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
規
則
・
審

判
委
員
会
に
お
い
て
協
議
し
た
。
ま
た
、
全
日
本
野
球
協
会

ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
規
則
委
員
会
に
委
員
を
派
遣
し
、
競
技
施

設
、
用
器
具
等
の
指
導
及
び
公
認
に
関
す
る
協
議
に
参
画
し

た
。

③
ア
オ
ダ
モ
資
源
育
成
の
会
に
対
す
る
協
力

選
手
が
使
用
す
る
木
製
バ
ッ
ト
の
資
源
育
成
の
た
め
「
ア
オ

ダ
モ
資
源
育
成
の
会
」
の
事
業
に
協
力
し
た
。

⑶
公
益
目
的
事
業
Ⅲ
　
野
球
情
報
提
供
事
業

ア
．
２
０
２
０
年
度
版
日
本
野
球
連
盟
報
の
発
行
、
配
布

２
０
２
０
年
度
に
お
け
る
当
連
盟
の
事
業
や
野
球
に
関
わ
る
事

項
等
を
ま
と
め
て
発
行
し
た
。

制
作
部
数
は
２
、
２
０
０
部
、
配
布
先
は
当
連
盟
内
外
の
関
係

先
、
希
望
者
に
対
す
る
販
売
も
行
っ
た
。

イ
．
月
刊
会
報
誌
「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
ニ
ュ
ー
ス
」
を
年
12
回
発
行
、
Ｊ
Ａ

Ｂ
Ａ
内
外
の
関
係
先
へ
配
布
し
た
。

発
行
部
数
は
毎
回
１
４
、
０
０
０
部
程
度
。

※
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
助
成
金
の
対
象
事
業
で
あ
る
。

※
事
業
実
施
に
際
し
て
大
会
運
営
に
関
わ
る
事
業
内
容
の
情
報
提
供

に
か
か
る
費
用
は
、
公
益
事
業
Ⅰ
（
都
市
対
抗
野
球
等
、
野
球
大

会
の
開
催
と
運
営
）
に
按
分
し
て
計
上
す
る
。

⑷
収
益
事
業

ア
．
大
会
グ
ッ
ズ
等
の
販
売
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第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
お
け
る
グ
ッ
ズ
の
販
売
を
行
っ

た
。
２
０
２
０
年
度
よ
り
販
売
ア
イ
テ
ム
の
拡
大
を
行
っ
た
。

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
カ
レ
ン
ダ
ー
や
従
来
の
都
市
対
抗
野
球
大
会
公
式
グ

ッ
ズ
に
加
え
て
「
パ
ー
カ
ー
・
帽
子
・
マ
ス
ク
」
を
制
作
し
、

毎
日
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
で
販
売
し
た
。
ま
た
、
第
91
回

都
市
対
抗
野
球
大
会
で
優
勝
し
た
ホ
ン
ダ
の
優
勝
記
念
グ
ッ
ズ

も
商
品
化
し
、
２
０
２
１
年
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
カ
レ
ン
ダ
ー
と
併
せ
て
、

２
０
２
１
年
１
月
に
設
置
し
た
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
販
売
サ
イ
ト
に
出
品

し
た
。

イ
．
野
球
関
連
の
書
籍
の
販
売

社
会
人
野
球
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
」
誌
並
び
に

２
０
２
０
年
公
認
野
球
規
則
の
販
売
を
行
っ
た
。

⑸
そ
の
他
（
法
人
会
計
）

本
連
盟
の
概
要
・
沿
革
・
事
業
内
容
等
を
掲
載
し
た
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
た
。

⑹
そ
の
他
（
諸
規
程
に
基
づ
く
承
認
事
項
等
）

ア
．
２
０
２
０
年
度
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
第
46
回
社
会

人
野
球
日
本
選
手
権
大
会
や
第
45
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手

権
大
会
を
は
じ
め
、
多
く
の
公
式
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
。

イ
．
野
球
競
技
の
競
技
施
設
、
用
器
具
等
の
指
導
及
び
公
認
に
関
す

る
こ
と

２
０
２
０
年
度
に
お
け
る
社
会
人
野
球
の
公
式
戦
で
使
用
す
る

ボ
ー
ル
は
以
下
に
掲
げ
る
「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
認
ボ
ー
ル
店
」
11
社

か
ら
申
請
が
あ
っ
た
ボ
ー
ル
と
し
た
。

イ
ソ
ノ
運
動
具
店
、
ミ
ズ
ノ
、
久
保
田
運
動
具
店
、
松
勘
工
業
、

エ
ス
エ
ス
ケ
イ
、
ゼ
ッ
ト
、
ア
シ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
、
一
光
ス

ポ
ー
ツ
、
ハ
イ
ゴ
ー
ル
ド
、
サ
ン
ア
ッ
プ
、
大
阪
ホ
ー
マ
ー

ウ
．
所
属
プ
ロ
球
団
と
の
交
流
試
合

「
２
０
２
０
年
　
プ
ロ
・
社
会
人
交
流
試
合
の
申
し
合
わ
せ
事

項
」
に
則
り
実
施
し
た
。

エ
．
国
内
独
立
リ
ー
グ
と
の
交
流
試
合

国
内
独
立
リ
ー
グ
の
球
団
と
の
交
流
試
合
は
協
定
書
に
基
づ
い

て
実
施
し
た
。

オ
．
２
０
２
０
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
を
目
的

と
す
る
主
な
通
知
・
通
達
事
項
　
　
・
・
・（
１
３
６
頁
参
照
）

カ
．
２
０
２
０
度
加
盟
チ
ー
ム
の
推
移
　
・
・
・（
１
４
４
頁
参
照
）

キ
．
２
０
２
０
度
加
盟
チ
ー
ム
数
及
び
登
録
者
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・（
１
４
２
頁
参
照
）

ク
．
２
０
２
０
年
度
加
盟
チ
ー
ム
の
変
更
事
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・（
１
４
５
頁
参
照
）

ケ
．
２
０
２
０
年
度
一
般
賛
助
会
員
数
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・（
１
４
６
頁
参
照
）

コ
．
２
０
２
０
年
度
会
議
開
催
状
況

①
評
議
員
会

第
１
回
定
時
評
議
員
会
（
み
な
し
決
議
）
　
　
５
月
21
日

第
１
回
評
議
員
会
（
み
な
し
決
議
）
　
　
　
　
７
月
15
日

②
理
事
会

第
１
回
理
事
会
（
み
な
し
決
議
）
　
　
　
　
　
３
月
23
日

第
２
回
理
事
会
（
み
な
し
決
議
）
　
　
　
　
　
４
月
１
日

第
１
回
定
時
理
事
会
（
み
な
し
決
議
）
　
　
　
５
月
１
日

第
１
回
臨
時
理
事
会

７
月
２
日
　
関
西
大
学
東
京
セ
ン
タ
ー

第
２
回
臨
時
理
事
会
　
　
　
　
　
８
月
４
日
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

第
３
回
臨
時
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
10
日
　
関
西
大
学
東
京
セ
ン
タ
ー

第
４
回
臨
時
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
22
日
　
関
西
大
学
東
京
セ
ン
タ
ー

第
５
回
臨
時
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
12
月
18
日
　
関
西
大
学
東
京
セ
ン
タ
ー

第
２
回
定
時
理
事
会
　
　
　
　
　
２
月
16
日
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

③
業
務
執
行
会
議

第
１
回
業
務
執
行
会
議
　
　
　
　
６
月
19
日
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

第
２
回
業
務
執
行
会
議

　
10
月
15
日
　
ジ
ャ
パ
ン
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
会
議
室

第
３
回
業
務
執
行
会
議

　
12
月
10
日
　
ジ
ャ
パ
ン
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
会
議
室

第
４
回
業
務
執
行
会
議

　
12
月
３
日
　
ジ
ャ
パ
ン
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
会
議
室

第
５
回
業
務
執
行
会
議
　
　
　
　
２
月
10
日
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

④
各
委
員
会

【
事
業
統
轄
委
員
会
】

第
１
回
事
業
統
轄
委
員
会
　
　
　
８
月
21
日
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

【
競
技
力
向
上
委
員
会
】

競
技
力
向
上
委
員
会
（
委
員
長
・
副
委
員
長
）

９
月
17
日
　
ジ
ャ
パ
ン
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
会
議
室

【
規
則
・
審
判
委
員
会
】

第
１
回
規
則
・
審
判
委
員
会
　
　
２
月
３
日
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

【
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
】

第
１
回
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
月
４
日
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

⑤
日
本
野
球
振
興
世
話
人
会
全
体
会
議

　
　
　
　
７
月
27
日
　
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

サ
．
２
０
２
０
年
度
　
慶
弔
及
び
事
務
局
人
事

①
野
球
殿
堂
入
り

川
島
勝
司
参
与
（
元
副
会
長
）
が
野
球
殿
堂
入
り
。

②
逝
　
去

２
０
２
０
年
５
月
10
日
　
藤
原
　
克
也

（
日
本
野
球
連
盟
　
元
評
議
員
）

２
０
２
０
年
５
月
19
日
　
松
田
　
昌
士

（
日
本
野
球
連
盟
　
特
別
顧
問
・
元
会
長
）

２
０
２
０
年
８
月
27
日
　
福
嶋
　
一
雄

（
日
本
野
球
連
盟
　
参
与
・
元
理
事
）

２
０
２
０
年
10
月
７
日
　
田
中
順
五
郎

（
日
本
野
球
連
盟
　
元
評
議
員
）

以
上



136日本野球連盟連盟報

〈
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
　
第
２
項
⑹
オ
〉

２
０
２
０
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
を
目
的
と
す
る
主
な
通
知
・
通
達
事
項

２
０
２
０
年
度
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
を
目
的
と

し
て
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
各
地
区
連
盟
・
加
盟
地
方
団
体
・
加
盟
チ
ー
ム
宛
に
発
信

し
た
主
な
通
知
・
通
達
事
項
は
以
下
の
と
お
り
。（
発
信
期
日
・
標
題
の
み
）

【
２
０
２
０
年
】

２
月
27
日
　
各
地
区
連
盟
主
催
審
判
講
習
会
の
開
催
自
粛
要
請

２
月
28
日
　
Ｎ
Ｐ
Ｂ
所
属
球
団
と
の
オ
ー
プ
ン
戦
の
取
扱
（
当
面
無

観
客
試
合
と
す
る
）

３
月
２
日
　
第
75
回
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
東
京
ス
ポ
ニ
チ
大
会
の
中
止

３
月
９
日
　
無
観
客
試
合
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｂ
所
属
球
団
ス
カ
ウ
ト
の

取
扱
（
観
戦
は
認
め
な
い
）

４
月
２
日
　
第
45
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手
権
大
会
及
び
各
予

選
・
第
46
回
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
大
会
及
び
各
予

選
・
５
月
末
ま
で
の
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
の
中
止
、
４

月
末
ま
で
の
オ
ー
プ
ン
戦
の
自
粛

４
月
16
日
　
オ
ー
プ
ン
戦
自
粛
期
間
延
長
（
５
月
15
日
ま
で
）

５
月
８
日
　
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
の
中
止
期
間
延
長
（
６
月
30
日
ま

で
）、
オ
ー
プ
ン
戦
自
粛
期
間
延
長
（
６
月
５
日
ま
で
）

５
月
15
日
　
オ
ー
プ
ン
戦
自
粛
期
間
に
つ
い
て
（
再
延
長
な
し
６
月

５
日
ま
で
）

５
月
26
日
　
６
月
５
日
を
も
っ
て
オ
ー
プ
ン
戦
自
粛
解
除

６
月
１
日
　
清
野
会
長
か
ら
各
チ
ー
ム
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信

・
・
・
・
・
・（
１
４
７
頁
参
照
）

６
月
１
日
　
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
オ
ー
プ
ン
戦
用
）
制
定
　
　
・
・
・（
１
４
７
頁
参
照
）

６
月
22
日
　
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
都
市
対
抗
本
大
会
を
除
く
公
式
大
会
用
）
制
定

・
・
・
・
・
・（
１
４
８
頁
参
照
）

７
月
２
日
　
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
変
更
日
程
発
表

日
本
野
球
連
盟
・
毎
日
新
聞
社
共
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表

・
・
・
・
・
・（
１
５
１
頁
参
照
）

８
月
４
日
　
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
都
市
対
抗
本
大
会
を
除
く
公
式
大
会
用
）
の
一
部
改

訂
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・（
１
４
８
頁
参
照
）

８
月
31
日
　
第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
各
地
区
予
選
に
向
け
た
感

染
予
防
策
徹
底

10
月
１
日
　
地
区
連
盟
並
び
に
加
盟
団
体
及
び
加
盟
チ
ー
ム
に
対
し
、

観
戦
者
又
は
感
染
の
疑
い
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応

10
月
15
日
　
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
用
（
有
観
客
開
催
）
を
制

定
（
出
場
32
チ
ー
ム
に
通
知
）・
・
・（
１
５
１
頁
参
照
）

12
月
１
日
　
２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
の
一
部
中
止
（
社
会
人
日
本

代
表
合
宿
、
年
間
表
彰
式
、
指
導
者
研
修
会
、
審
判
講

習
会
）

【
２
０
２
１
年
】

１
月
19
日
　
春
季
合
宿
・
長
期
遠
征
に
お
け
る
感
染
拡
大
防
止
策
の

徹
底
（
加
盟
チ
ー
ム
宛
）

２
月
16
日
　
２
０
２
１
年
度
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
オ
ー
プ
ン
戦
用
）

・
・
・
・
・
・（
１
５
６
頁
参
照
）

並
び
に
同（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
三
大
大
会
を
除
く
公
式
大
会
用
）

を
制
定
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・（
１
５
７
頁
参
照
）

 

２
０
２
０
年
度
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
競
技
力
向
上
委
員
会
活
動
報
告

１
．
委
員
会
の
開
催
　

⑴
委
員
長
・
副
委
員
長
に
よ
る
委
員
会
の
開
催
（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）

９
月
17
日
　
ジ
ャ
パ
ン
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
会
議
室

第
45
回
（
２
０
２
１
年
１
月
）
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
指
導
者
研
修
会
開
催
に

向
け
て
、
懸
案
事
項
、
課
題
、
開
催
可
否
に
つ
い
て
協
議
。

※
２
０
２
１
年
１
月
の
指
導
者
研
修
会
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
た
め
中
止
し
た
。

２
．
事
業
の
実
施
　

⑴
選
手
情
報
収
集
活
動
の
実
施

･
全
国
８
エ
リ
ア
に
そ
れ
ぞ
れ
担
当
者
を
配
置
し
、
社
会
人
日
本
代

表
候
補
選
手
及
び
若
手
有
望
選
手
発
掘
の
た
め
に
、
各
地
区
都
市

対
抗
２
次
予
選
の
視
察
、
選
手
の
情
報
収
集
、
レ
ポ
ー
ト
提
出
を

行
っ
た
。

⑵
中
学
指
導
者
講
習
会
へ
の
講
師
派
遣

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
集
合
講
習

で
は
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
よ
る
少
人
数
で
の
講
習
会
を

行
う
た
め
、
動
画
配
信
用
の
収
録
を
行
っ
た
。
各
団
体
で
１
、
４

２
３
名
が
受
講
し
た
。

⑶
社
会
人
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
活
動

◆
強
化
合
宿

〈
日
　
程
〉
２
０
２
０
年
12
月
10
日
～
13
日
　
３
泊
４
日

〈
場
　
所
〉
和
歌
山
県
：
田
辺
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
野
球
場

※
前
記
日
程
に
お
い
て
、
強
化
合
宿
実
施
を
予
定
し
て
い
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止
と
し
た
。以

上

２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
実
施
報
告
（
附
属
明
細
書
）

収
録
期
日

講
習
会
受
講
団
体

受
講
人
数

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
派
遣

講
師
（
競
技
力

向
上
委
員
）

12
月
５
日（
土
）
ヤ
ン
グ
、

リ
ト
ル
シ
ニ
ア
、

ボ
ー
イ
ズ

１
、４
２
３
名
13
時
～
17
時
　

　
可
知
　
芳
則
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２
０
２
０
年
度
規
則
・
審
判
委
員
会
活
動
報
告

１
．
委
員
会
の
開
催

２
月
３
日
　
日
本
野
球
連
盟
会
議
室
（
リ
モ
ー
ト
実
施
）

※
公
式
記
録
部
会
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
中
止
と
な
っ
た
。

２
．
事
業
の
実
施

⑴
全
国
審
判
講
習
会
及
び
地
区
連
盟
主
催
の
審
判
講
習
会
講
師
派
遣

に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

と
な
っ
た
。

３
．
協
議
事
項
（
ま
と
め
）

⑴
公
認
野
球
規
則
改
正
に
つ
い
て

２
０
２
１
年
度
公
認
野
球
規
則
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・（
１
３
７
頁
参
照
）

⑵
保
護
具
等
の
商
標
表
示
に
つ
い
て
　
　
・
・
・（
１
９
６
頁
参
照
）

⑶
全
国
審
判
講
習
会
に
つ
い
て

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
実
施
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

⑷
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
各
地
区
連
盟
主
催
審
判
講
習
会
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
各
地
区
連
盟
（
９
地
区
）
を
対
象
に
地
区
連
盟
主
催
の

審
判
講
習
会
の
実
施
方
法
、
講
師
派
遣
に
つ
い
て
協
議
し
た
。以

上

２
０
２
１
年
度
野
球
規
則
改
正

２
０
２
１
年
１
月
27
日

日
本
野
球
規
則
委
員
会

⑴
　
３
・
02
⒞
【
原
注
】
末
尾
の
「
ま
た
、
そ
の
プ
レ
イ
に
つ
い
て
提
訴

は
認
め
ら
れ
な
い
。」
を
削
除
す
る
。

⑵
　
５
・
07
⒜
【
原
注
】
第
３
段
落
冒
頭
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。（
傍

線
部
を
追
加
）

投
手
は
投
球
に
際
し
て
、
ど
ち
ら
の
足
も
本
塁
の
方
向
に
２
度
目
の

ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。（
以
下
略
）

⑶
　
５
・
09
⒜
⑵
【
原
注
】
後
段
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

チ
ッ
プ
し
た
ボ
ー
ル
が
、
最
初
に
捕
手
の
身
体
ま
た
は
用
具
に
触
れ

て
、
は
ね
返
っ
た
も
の
を
捕
手
が
地
上
に
落
ち
る
前
に
捕
球
し
た
場
合
、

ス
ト
ラ
イ
ク
で
あ
り
、
第
３
ス
ト
ラ
イ
ク
に
あ
た
る
と
き
に
は
、
打
者

は
ア
ウ
ト
で
あ
る
。

⑷
　
５
・
10
⒢
【
注
】
を
追
加
す
る
。

【注
】
本
項
後
段
に
つ
い
て
は
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
も
適
用
さ
れ

る
が
、
我
が
国
で
は
適
用
し
な
い
。

⑸
　
６
・
01
⒜
⑽
の
最
終
段
落
と
し
て
次
を
追
加
す
る
。

走
者
が
フ
ァ
ウ
ル
ボ
ー
ル
に
対
す
る
守
備
を
妨
害
し
た
と
し
て
、
ア

ウ
ト
を
宣
告
さ
れ
、
こ
れ
が
第
３
ア
ウ
ト
に
あ
た
る
場
合
、
打
者
走
者

は
打
撃
を
完
了
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
次
の
イ
ニ
ン
グ
の
第
１
打
者

は
次
打
者
と
な
る
。（
０
（
ノ
ー
）
ア
ウ
ト
ま
た
は
１
ア
ウ
ト
の
と
き
は
、

打
者
は
そ
の
ま
ま
打
撃
を
続
け
る
。）

⑹
　
６
・
01
⒟
【
原
注
】
第
３
段
落
の
「
し
か
し
」
以
下
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。（
傍
線
部
を
改
正
）

し
か
し
、
ボ
ー
ル
を
拾
い
上
げ
た
り
、
捕
っ
た
り
、
意
図
的
に
触
れ

た
り
す
る
こ
と
や
、
押
し
戻
し
た
り
、
蹴
っ
た
り
す
れ
ば
、
こ
の
行
為

は
故
意
の
妨
害
と
み
な
さ
れ
る
。

⑺
　
６
・
04
⒟
【
原
注
】
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。（
傍
線
部
を
改
正
）

出
場
停
止
処
分
中
の
監
督
、
コ
ー
チ
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
、
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
を
着
て
ク
ラ
ブ
の
試
合
前
の
練
習
に
参
加
す
る
こ
と
は
か
ま
わ
な

い
が
、
試
合
中
は
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
る
こ
と
は
で
き
ず
、
プ
レ
ー

ヤ
ー
が
試
合
に
た
ず
さ
わ
る
場
所
か
ら
離
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
出
場
停
止
中
の
者
は
試
合
中
、
新
聞
記
者
席
や
放
送
室
の
中
に

入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
試
合
を
見
る
こ
と
は
許
さ

れ
る
。

⑻
　
７
・
04
を
次
の
よ
う
に
改
め
、同
【
原
注
】
お
よ
び
【
注
】
を
削
除
す
る
。

審
判
員
の
判
断
に
基
づ
く
裁
定
に
つ
い
て
の
異
議
で
あ
ろ
う
が
、
審

判
員
の
裁
定
が
本
規
則
に
違
反
し
て
決
定
し
た
こ
と
に
対
す
る
異
議
か

に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
提
訴
も
許
さ
れ
な
い
。

⑼
　「
審
判
員
に
対
す
る
一
般
指
示
」
第
５
段
落
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
傍
線
部
を
改
正
）

試
合
中
に
悪
い
事
態
が
起
こ
っ
た
場
合
、
そ
の
事
態
の
解
決
を
回
避

し
た
と
い
う
非
難
を
受
け
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
常

に
規
則
書
を
携
行
し
、
紛
糾
し
た
問
題
を
解
決
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

た
と
え
10
分
間
試
合
を
停
止
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
よ
く
規
則
書
を

調
べ
、
そ
の
解
決
に
万
全
を
期
し
て
、
そ
の
試
合
で
不
注
意
な
規
則
適

用
の
誤
り
を
し
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑽
　
９
・
01
⒝
⑶
の
「
提
訴
試
合
ま
た
は
」
及
び
「
提
訴
ま
た
は
」
を
削

除
し
、
ま
た
、
同
【
原
注
】
の
「
提
訴
試
合
に
お
い
て
」
以
下
の
文
を

削
除
す
る
。

⑾
　
定
義
34
を
次
の
よ
う
に
改
め
（
波
線
部
を
削
除
）、【
注
】
を
削
除
す
る
。

打
者
の
打
っ
た
ボ
ー
ル
が
、
鋭
く
バ
ッ
ト
か
ら
直
接
捕
手
の
手
に
飛

ん
で
、
正
規
に
捕
球
さ
れ
た
も
の
で
、
捕
球
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
は
フ

ァ
ウ
ル
チ
ッ
プ
と
な
ら
な
い
。
フ
ァ
ウ
ル
チ
ッ
プ
は
ス
ト
ラ
イ
ク
で
あ

り
、
ボ
ー
ル
イ
ン
プ
レ
イ
で
あ
る
。
前
記
の
打
球
が
、
最
初
に
捕
手
の

手
ま
た
は
ミ
ッ
ト
に
触
れ
て
お
れ
ば
、
は
ね
返
っ
た
も
の
で
も
、
捕
手

が
地
面
に
触
れ
る
前
に
捕
ら
え
れ
ば
、
フ
ァ
ウ
ル
チ
ッ
プ
と
な
る
。

⑿
　
定
義
46
の
末
尾
「
ま
た
は
提
訴
試
合
の
裁
定
を
行
な
う
も
の
と
す

る
。」
を
削
除
す
る
。

以
上

ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
内
規
（
２
０
２
１
年
）

序

こ
の
内
規
集
は
、
公
認
野
球
規
則
適
用
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
規
則
委

員
会
の
統
一
解
釈
を
収
録
し
た
も
の
で
、
公
認
野
球
規
則
と
同
等
の
効
力

を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
内
規
は
、
２
０
２
１
年
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ

り
、
今
後
ル
ー
ル
改
正
が
あ
れ
ば
、
適
用
上
の
解
釈
に
も
変
更
が
加
え
ら

れ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

２
０
２
１
年
２
月
　
　
　
　
　
　
　

一
般
財
団
法
人
全
日
本
野
球
協
会

ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
規
則
委
員
会

目
　
次

①
次
回
の
第
１
打
者

②
バ
ッ
タ
ー
ス
ボ
ッ
ク
ス
ル
ー
ル

③
ワ
イ
ン
ド
ア
ッ
プ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
投
手
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④
最
終
回
裏
の
決
勝
点

⑤
２
ア
ウ
ト
、
四
球
暴
投
、
決
勝
点
で
打
者
一
塁
へ
進
ま
ず

⑥
ア
ウ
ト
の
時
機

⑦
ア
ピ
ー
ル
の
場
所
と
時
期

⑧
審
判
員
が
イ
ン
プ
レ
イ
の
と
き
使
用
球
を
受
け
取
る

⑨
打
者
の
背
後
に
ウ
ェ
ス
ト
ボ
ー
ル
を
投
げ
る

⑩
危
険
防
止
（
ラ
フ
プ
レ
イ
禁
止
）
ル
ー
ル

⑪
投
手
の
遅
延
行
為

⑫
投
球
す
る
手
を
口
ま
た
は
唇
に
つ
け
る

⑬
正
式
試
合
と
な
る
回
数

①
次
回
の
第
1
打
者

た
と
え
ば
２
ア
ウ
ト
、
打
者
の
ボ
ー
ル
カ
ウ
ン
ト
１
ボ
ー
ル
２
ス
ト

ラ
イ
ク
後
の
投
球
の
と
き
に
、
三
塁
走
者
が
本
盗
を
企
て
た
が
得
点
と

な
ら
な
い
で
攻
守
交
代
に
な
っ
た
よ
う
な
場
合
、
次
回
の
第
１
打
者
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
球
審
は
、
打
者
が
三
振
で
ア
ウ
ト
に
な
っ
た
の

か
、
走
者
が
触
球
さ
れ
て
ア
ウ
ト
に
な
っ
た
の
か
を
明
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。（
規
則
５
・
04
⒜
⑶
、
５
・
09
⒜
⒁
）

②
バ
ッ
タ
ー
ス
ボ
ッ
ク
ス
ル
ー
ル

⑴
　
打
者
は
打
撃
姿
勢
を
と
っ
た
後
は
、
次
の
場
合
を
除
き
、
少
な
く

と
も
一
方
の
足
を
バ
ッ
タ
ー
ス
ボ
ッ
ク
ス
内
に
置
い
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
は
、
打
者
は
バ
ッ
タ
ー
ス
ボ
ッ
ク
ス
を
離
れ

て
も
よ
い
が
、〝
ホ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
囲
む
土
の
部
分
〟
を
出
て
は

な
ら
な
い
。

１
）
打
者
が
投
球
に
対
し
て
バ
ッ
ト
を
振
っ
た
場
合
。

２
）
チ
ェ
ッ
ク
ス
イ
ン
グ
が
塁
審
に
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
た
場
合
。

３
）
打
者
が
投
球
を
避
け
て
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
か
、
バ
ッ
タ
ー
ス

ボ
ッ
ク
ス
の
外
に
出
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
場
合
。

４
）
い
ず
れ
か
の
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
〝
タ
イ
ム
〟
を
要
求
し

認
め
ら
れ
た
場
合
。

５
）
守
備
側
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
い
ず
れ
か
の
塁
で
走
者
に
対
す
る

プ
レ
イ
を
企
て
た
場
合
。

６
）
打
者
が
バ
ン
ト
を
す
る
ふ
り
を
し
た
場
合
。

７
）
暴
投
ま
た
は
捕
逸
が
発
生
し
た
場
合
。

８
）
投
手
が
ボ
ー
ル
を
受
け
取
っ
た
後
マ
ウ
ン
ド
の
土
の
部
分
を

離
れ
た
場
合
。

９
）
捕
手
が
守
備
の
た
め
の
シ
グ
ナ
ル
を
送
る
た
め
キ
ャ
ッ
チ
ャ

ー
ス
ボ
ッ
ク
ス
を
離
れ
た
場
合
。

⑵
　
打
者
は
、
次
の
目
的
で
〝
タ
イ
ム
〟
が
宣
告
さ
れ
た
と
き
は
、
バ

ッ
タ
ー
ス
ボ
ッ
ク
ス
お
よ
び〝
ホ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
囲
む
土
の
部
分
〟

を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
）
負
傷
ま
た
は
負
傷
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
。

２
）
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
交
代

３
）
い
ず
れ
か
の
チ
ー
ム
の
協
議

な
お
、
審
判
員
は
、
前
の
打
者
が
塁
に
出
る
か
ま
た
は
ア
ウ
ト
に

な
れ
ば
、
速
や
か
に
バ
ッ
タ
ー
ス
ボ
ッ
ク
ス
に
入
る
よ
う
次
打
者
に

促
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ペ
ナ
ル
テ
ィ
⑴
・
⑵

打
者
が
意
図
的
に
バ
ッ
タ
ー
ス
ボ
ッ
ク
ス
を
離
れ
て
プ
レ
イ
を
遅

ら
せ
、
か
つ
⑴
の
１
）
～
９
）
の
例
外
規
定
に
該
当
し
な
い
場
合
、

ま
た
は
、打
者
が
意
図
的
に
〝
ホ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
囲
む
土
の
部
分
〟

を
離
れ
て
プ
レ
イ
を
遅
ら
せ
、
か
つ
⑵
の
１
）
～
３
）
の
例
外
規
定

に
該
当
し
な
い
場
合
、
球
審
は
、
そ
の
試
合
で
２
度
目
ま
で
の
違
反

に
対
し
て
は
警
告
を
与
え
、
３
度
目
か
ら
は
投
手
の
投
球
を
待
た
ず

に
ス
ト
ラ
イ
ク
を
宣
告
す
る
。
こ
の
場
合
は
ボ
ー
ル
デ
ッ
ド
で
あ
る
。

も
し
打
者
が
バ
ッ
タ
ー
ス
ボ
ッ
ク
ス
ま
た
は
〝
ホ
ー
ム
プ
レ
ー
ト

を
囲
む
土
の
部
分
〟
の
外
に
と
ど
ま
り
、
さ
ら
に
プ
レ
イ
を
遅
延
さ

せ
た
場
合
、
球
審
は
投
手
の
投
球
を
ず
、
再
び
ス
ト
ラ
イ
ク
を
宣
告

す
る
。

な
お
、
球
審
は
、
再
び
ス
ト
ラ
イ
ク
を
宣
告
す
る
ま
で
に
、
打
者

が
正
し
い
姿
勢
を
と
る
た
め
の
適
宜
な
時
間
を
認
め
る
。（
規
則
５
・

04
⒝
⑷
A
、
同
B
）

③
ワ
イ
ン
ド
ア
ッ
プ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
投
手

ワ
イ
ン
ド
ア
ッ
プ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
右
投
手
が
三
塁
（
左
投
手

が
一
塁
）
に
踏
み
出
し
て
送
球
す
る
こ
と
は
、
投
球
動
作
を
変
更
し
て

送
球
し
た
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
、ボ
ー
ク
と
な
る
。（
規
則
６
・
02
⒜
⑴
）

投
手
が
投
球
動
作
を
起
こ
し
て
両
手
を
合
わ
せ
た
後
、
再
び
両
手
を

ふ
り
か
ぶ
る
こ
と
は
、
投
球
を
中
断
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
投
球

動
作
を
起
こ
し
た
と
き
は
、投
球
を
完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
規

則
５
・
07
⒜
⑴
）

④
最
終
回
裏
の
決
勝
点

正
式
試
合
の
最
終
回
の
裏
か
ま
た
は
延
長
回
の
裏
に
、
規
則
６
・
01

⒢
規
定
の
プ
レ
イ
で
三
塁
走
者
に
本
塁
が
与
え
ら
れ
て
決
勝
点
に
な
る

場
合
に
は
、
打
者
は
一
塁
に
進
む
義
務
は
な
い
。（
規
則
５
・
08
⒝
、６
・

01
⒢
）

⑤
２
ア
ウ
ト
、
四
球
暴
投
、
決
勝
点
で
打
者
一
塁
へ
進
ま
ず

最
終
回
裏
、
走
者
三
塁
、
打
者
の
四
球
（
フ
ォ
ア
ボ
ー
ル
）
目
が
暴

投
ま
た
は
捕
逸
と
な
っ
て
決
勝
点
が
記
録
さ
れ
る
と
き
、
四
球
の
打
者

が
一
塁
へ
進
ま
な
か
っ
た
場
合
は
、
規
則
５
・
08
⒝
の
よ
う
に
球
審
が

自
ら
打
者
の
ア
ウ
ト
を
宣
告
し
て
、
得
点
を
無
効
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

打
者
が
一
塁
に
進
ま
な
い
ま
ま
、
守
備
側
が
何
ら
の
行
為
も
し
な
い

で
、
両
チ
ー
ム
が
本
塁
に
整
列
す
れ
ば
、
四
球
の
打
者
は
一
塁
へ
進
ん

だ
も
の
と
記
録
さ
れ
る
。

打
者
を
ア
ウ
ト
に
す
る
た
め
に
は
、
両
チ
ー
ム
が
本
塁
に
整
列
す
る

前
に
守
備
側
が
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
規
則
５
・
09
⒞

［
５
・
09
⒞
原
注
］［
注
２
］）。
し
か
し
、
守
備
側
が
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
、

打
者
は
一
塁
へ
の
安
全
進
塁
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
打
者
が
気

づ
い
て
一
塁
に
到
達
す
れ
ば
、
ア
ピ
ー
ル
は
認
め
ら
れ
な
い
。

守
備
側
の
ア
ピ
ー
ル
を
認
め
て
打
者
を
ア
ウ
ト
に
す
る
場
合
は
、

１
）
打
者
が
一
塁
に
進
も
う
と
し
な
い
と
き

２
）
打
者
が
一
塁
に
進
も
う
と
し
た
が
途
中
か
ら
引
き
返
し
た
と

き

で
あ
る
。（
規
則
５
・
08
⒝
、
５
・
09
⒞
［
５
・
09
⒞
原
注
］［
注
２
］）

⑥
ア
ウ
ト
の
時
機

ア
ウ
ト
が
成
立
す
る
時
機
は
、
審
判
員
が
宣
告
し
た
と
き
で
は
な
く

て
、
ア
ウ
ト
の
事
実
が
生
じ
た
と
き
で
あ
る
。
第
３
ア
ウ
ト
が
フ
ォ
ー

ス
ア
ウ
ト
以
外
の
ア
ウ
ト
で
、
そ
の
ア
ウ
ト
に
い
た
る
プ
レ
イ
中
に
走

者
が
本
塁
に
達
す
る
と
き
な
ど
の
よ
う
に
、
状
況
に
よ
っ
て
は
速
や
か

に
ア
ウ
ト
を
宣
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
規
則
５
・
08
⒜
［
注
１
］）



139 2020年度事業報告

⑦
ア
ピ
ー
ル
の
場
所
と
時
期

守
備
側
チ
ー
ム
は
、
ア
ピ
ー
ル
の
原
因
と
な
っ
た
塁
（
空
過
ま
た
は

リ
タ
ッ
チ
の
失
敗
）
に
触
球
す
る
だ
け
で
な
く
、
ア
ピ
ー
ル
の
原
因
で

な
い
塁
に
進
ん
で
い
る
走
者
の
身
体
に
触
球
し
て
、
走
者
の
違
反
を
指

摘
し
て
、
審
判
員
の
承
認
を
求
め
る
（
ア
ピ
ー
ル
）
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
、
ア
ピ
ー
ル
を
受
け
た
審
判
員
は
、
そ
の
ア
ピ
ー
ル
の
原
因

と
な
っ
た
塁
の
審
判
員
に
裁
定
を
一
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
ピ
ー
ル
は
、
ボ
ー
ル
イ
ン
プ
レ
イ
の
と
き
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
ボ
ー
ル
デ
ッ
ド
の
と
き
に
ア
ピ
ー
ル
が
あ
っ
た
場
合
は
、

当
該
審
判
員
は「
タ
イ
ム
中
だ
」と
い
う
こ
と
と
す
る
。（
規
則
５
・
09
⒞
）

た
だ
し
、
最
終
回
の
裏
ボ
ー
ル
デ
ッ
ド
中
に
決
勝
点
が
記
録
さ
れ
た

場
合
、
ま
た
は
降
雨
等
で
試
合
が
中
断
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
試
合
が
再
開

さ
れ
な
い
場
合
、
ボ
ー
ル
デ
ッ
ド
中
で
も
ア
ピ
ー
ル
は
で
き
る
も
の
と

す
る
。

⑧
審
判
員
が
イ
ン
プ
レ
イ
の
と
き
使
用
球
を
受
け
取
る

３
ア
ウ
ト
と
勘
ち
が
い
し
た
守
備
側
が
、
使
用
球
を
審
判
員
に
手
渡

し
た
の
を
審
判
員
が
受
け
取
っ
た
場
合
は
、
規
則
６
・
01
⒟
を
準
用
す

る
。
審
判
員
が
使
用
球
を
受
け
取
る
と
同
時
に
ボ
ー
ル
デ
ッ
ド
と
し
、

受
け
取
ら
な
か
っ
た
ら
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
か
を
判
断
し
て
、

ボ
ー
ル
デ
ッ
ド
後
の
処
置
を
と
る
。
ま
た
、
ベ
ー
ス
コ
ー
チ
が
同
様
の

ケ
ー
ス
で
試
合
球
を
受
け
取
っ
た
場
合
も
、
受
け
取
る
と
同
時
に
ボ
ー

ル
デ
ッ
ド
と
す
る
が
、
走
者
は
ボ
ー
ル
デ
ッ
ド
に
な
っ
た
と
き
に
占
有

し
て
い
た
塁
に
と
ど
め
る
。（
規
則
６
・
01
⒟
）

⑨
打
者
の
背
後
に
ウ
ェ
ス
ト
ボ
ー
ル
を
投
げ
る

投
手
が
ス
ク
イ
ズ
プ
レ
イ
を
防
ぐ
目
的
で
、
意
識
的
に
打
者
の
背
後

へ
投
球
し
た
り
、
捕
手
が
意
識
的
に
打
者
の
背
後
に
飛
び
出
し
た
と
こ

ろ
へ
投
球
し
た
り
す
る
よ
う
な
非
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
的
な
行
為
に
対
し
て

も
規
則
６
・
01
⒢
を
適
用
し
、
走
者
に
は
本
塁
を
与
え
、
打
者
は
打
撃

妨
害
で
一
塁
へ
進
ま
せ
る
。（
規
則
６
・
01
⒢
）

⑩
危
険
防
止
（
ラ
フ
プ
レ
イ
禁
止
）
ル
ー
ル

本
規
則
の
趣
旨
は
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
精
神
に
則
り
、
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
攻
撃
側
お
よ
び
守
備
側
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が

意
図
的
に
相
手
に
対
し
て
体
当
た
り
あ
る
い
は
乱
暴
に
接
触
す
る
な
ど

の
行
為
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
。

１
．
タ
ッ
グ
プ
レ
イ
の
と
き
、
野
手
が
ボ
ー
ル
を
明
ら
か
に
保
持
し
て

い
る
場
合
、
走
者
は
（
た
と
え
走
路
上
で
あ
っ
て
も
）
野
手
を
避
け

る
、
あ
る
い
は
減
速
す
る
な
ど
し
て
野
手
と
の
接
触
を
回
避
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

１
）
野
手
と
の
接
触
が
避
け
ら
れ
た

２
）
走
者
は
野
手
の
落
球
を
誘
お
う
と
し
て
い
た

３
）
野
手
の
落
球
を
誘
う
た
め
乱
暴
に
接
触
し
た

と
審
判
員
が
判
断
す
れ
ば
、
そ
の
行
為
は
故
意
と
み
な
さ
れ
、
た
と

え
野
手
が
そ
の
接
触
に
よ
っ
て
落
球
し
て
も
、
走
者
に
は
ア
ウ
ト
が

宣
告
さ
れ
る
。
た
だ
ち
に
ボ
ー
ル
デ
ッ
ド
と
な
り
、
他
の
走
者
は
妨

害
発
生
時
に
占
有
し
て
い
た
塁
に
戻
る
。
な
お
、
走
者
の
行
為
が
極

め
て
悪
質
な
場
合
は
、
走
者
は
試
合
か
ら
除
か
れ
る
場
合
も
あ
る
。

（
規
則
６
・
01
⒤
⑴
）

２
．
次
の
場
合
に
は
、
た
と
え
身
体
の
一
部
が
塁
に
向
か
っ
て
い
た
と

し
て
も
、
走
者
に
は
妨
害
が
宣
告
さ
れ
る
。

⑴
　
走
者
が
、
ベ
ー
ス
パ
ス
か
ら
外
れ
て
野
手
に
向
か
っ
て
滑
っ
た

り
、
ま
た
は
走
っ
た
り
し
て
野
手
の
守
備
を
妨
げ
た
場
合
（
接
触

し
た
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
）。

《
走
者
は
、
ま
っ
す
ぐ
ベ
ー
ス
に
向
か
っ
て
滑
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
つ
ま
り
走
者
の
身
体
全
体
（
足
、
脚
、
腰
お
よ
び
腕
）

が
塁
間
の
走
者
の
走
路
（
ベ
ー
ス
パ
ス
）
内
に
留
ま
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
走
者
が
、
野
手
か
ら
離
れ
る
方
向
へ
滑
っ

た
り
、
走
っ
た
り
す
る
こ
と
が
、
野
手
と
の
接
触
ま
た
は
野
手
の

プ
レ
イ
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

許
さ
れ
る
。》

⑵
　
走
者
が
体
を
野
手
に
ぶ
つ
け
た
り
し
て
、
野
手
の
守
備
を
妨
害

し
た
場
合
。

⑶
　
走
者
の
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
足
が
、
立
っ
て
い
る
野
手
の
膝
よ

り
上
に
接
触
し
た
場
合
お
よ
び
走
者
が
ス
パ
イ
ク
の
刃
を
立
て
て

野
手
に
向
か
っ
て
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
し
た
場
合
。

⑷
　
走
者
が
い
ず
れ
か
の
足
で
野
手
を
払
う
か
、
蹴
っ
た
場
合
。

⑸
　
た
と
え
野
手
が
プ
レ
イ
を
完
成
さ
せ
る
た
め
の
送
球
を
企
て
て

い
な
く
て
も
、
走
者
が
イ
リ
ー
ガ
リ
ー
に
野
手
に
向
か
っ
て
ス
ラ

イ
ド
し
た
り
、
接
触
し
た
り
し
た
場
合
。

ペ
ナ
ル
テ
ィ
⑴
～
⑸

１
）
フ
ォ
ー
ス
プ
レ
イ
の
と
き
の
０
（
ノ
ー
）
ア
ウ
ト
ま
た
は
１

ア
ウ
ト
の
場
合
、
妨
害
し
た
走
者
と
、
打
者
走
者
に
ア
ウ
ト

が
宣
告
さ
れ
る
。
す
で
に
ア
ウ
ト
に
な
っ
た
走
者
が
妨
害
し

た
場
合
は
、
守
備
側
が
プ
レ
イ
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
走

者
に
ア
ウ
ト
が
宣
告
さ
れ
る
。
た
だ
ち
に
ボ
ー
ル
デ
ッ
ド
と

な
り
、
他
の
走
者
は
妨
害
発
生
時
に
占
有
し
て
い
た
塁
に
戻

る
。

２
）
フ
ォ
ー
ス
プ
レ
イ
の
と
き
の
２
ア
ウ
ト
の
場
合
、
妨
害
を
し

た
走
者
に
ア
ウ
ト
が
宣
告
さ
れ
、
た
だ
ち
に
ボ
ー
ル
デ
ッ
ド

と
な
り
、
他
の
走
者
は
進
塁
で
き
な
い
。

３
）
タ
ッ
グ
プ
レ
イ
の
場
合
、
妨
害
を
し
た
走
者
に
ア
ウ
ト
が
宣

告
さ
れ
、
た
だ
ち
に
ボ
ー
ル
デ
ッ
ド
と
な
り
、
他
の
走
者
は

妨
害
発
生
時
に
占
有
し
て
い
た
塁
に
戻
る
。

４
）
走
者
の
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
が
極
め
て
悪
質
な
場
合
は
、
走
者

は
試
合
か
ら
除
か
れ
る
場
合
も
あ
る
。（
規
則
５
・
09
⒝
⑶
、

６
・
01
⒤
⑴
、
６
・
01
⒥
）

３
．
タ
ッ
グ
プ
レ
イ
の
と
き
、
捕
手
ま
た
は
野
手
が
、
明
ら
か
に
ボ
ー

ル
を
持
た
ず
に
塁
線
上
お
よ
び
塁
上
に
位
置
し
て
、
走
者
の
走
路
を

ふ
さ
い
だ
場
合
は
、
オ
ブ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
厳
格
に
適
用
さ
れ
る
。

な
お
、
捕
手
ま
た
は
野
手
が
、
た
と
え
ボ
ー
ル
を
保
持
し
て
い
て

も
、
故
意
に
足
を
塁
線
上
ま
た
は
塁
上
に
置
い
た
り
、
ま
た
は
脚
を

横
倒
し
に
す
る
な
ど
し
て
塁
線
上
ま
た
は
塁
上
に
置
い
た
り
し
て
、

走
者
の
走
路
を
ふ
さ
ぐ
行
為
は
、
大
変
危
険
な
行
為
で
あ
る
か
ら
禁

止
す
る
。
同
様
の
行
為
で
送
球
を
待
つ
こ
と
も
禁
止
す
る
。
こ
の
よ

う
な
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
た
ら
、
そ
の
選
手
は
試
合
か
ら
除
か
れ
る

場
合
も
あ
る
。

ペ
ナ
ル
テ
ィ

捕
手
ま
た
は
野
手
が
ボ
ー
ル
を
保
持
し
て
い
て
、
前
記
の
行
為
で

走
者
の
走
路
を
ふ
さ
い
だ
場
合
、
正
規
に
タ
ッ
グ
さ
れ
れ
ば
そ
の
走

者
は
ア
ウ
ト
に
な
る
が
、
審
判
員
は
捕
手
ま
た
は
野
手
に
警
告
を
発
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す
る
。
走
者
が
故
意
ま
た
は
意
図
的
に
乱
暴
に
捕
手
ま
た
は
野
手
に

接
触
し
、
そ
の
た
め
た
と
え
捕
手
ま
た
は
野
手
が
落
球
し
て
も
、
そ

の
走
者
に
は
ア
ウ
ト
が
宣
告
さ
れ
る
。
た
だ
ち
に
ボ
ー
ル
デ
ッ
ド
と

な
り
、他
の
走
者
は
妨
害
発
生
時
に
占
有
し
て
い
た
塁
に
戻
る
。（
規

則
６
・
01
⒣
、
６
・
01
⒤
⑵
）

⑪
投
手
の
遅
延
行
為

走
者
が
塁
に
い
る
と
き
、
投
手
が
投
手
板
か
ら
軸
足
を
は
ず
し
て
、

走
者
の
い
な
い
塁
に
送
球
し
た
（
送
球
す
る
マ
ネ
も
含
む
）
場
合
、
ま

た
は
、
投
手
板
上
か
ら
で
も
軸
足
を
投
手
板
か
ら
は
ず
し
て
も
、
塁
に

入
ろ
う
と
し
て
い
な
い
野
手
に
送
球
し
た
場
合
に
は
、
投
手
の
遅
延
行

為
と
み
な
す
。（
規
則
６
・
02
⒜
⑷
、
６
・
02
⒜
⑻
、
６
・
02
⒞
⑻
）

⑫
投
球
す
る
手
を
口
ま
た
は
唇
に
つ
け
る

規
則
６
・
02
⒞
⑴
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
に
代
え
て
、
審
判
員
は
そ
の
都
度

警
告
し
て
ボ
ー
ル
を
交
換
さ
せ
る
。（
規
則
６
・
02
⒞
）

⑬
正
式
試
合
と
な
る
回
数

審
判
員
が
試
合
の
途
中
で
打
ち
切
り
を
命
じ
た
と
き
に
正
式
試
合
と

な
る
回
数
に
つ
い
て
は
、
規
則
７
・
01
⒞
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
各

種
大
会
な
ど
で
は
、
こ
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
独
自
の
特
別
規
則
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
会
に
よ
っ
て
は
、
一
定
以
上
の
得
点
差
、
た
と
え
ば
、
５
回
10
点

差
、
７
回
以
降
７
点
差
な
ど
、
得
点
差
に
よ
っ
て
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
と

し
、
正
式
試
合
と
す
る
特
別
規
則
も
あ
る
。（
規
則
７
・
01
⒞
）

ク
ラ
ブ
野
球
活
性
化
委
員
会
報
告

１
．
委
員
会
開
催

２
０
２
１
年
３
月
19
日
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
）

２
．
内
容

⑴
　
第
45
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手
権
大
会
に
つ
い
て

大
会
要
項
に
つ
い
て
協
議
し
、
以
下
の
事
項
を
盛
り
込
む
こ
と
と
し

た
。
な
お
、
細
部
に
つ
い
て
は
、
主
管
の
東
海
地
区
連
盟
と
事
務
局

で
協
議
し
、
理
事
会
に
諮
る
こ
と
と
し
た
。

･
試
合
日
程
：
第
二
日
目
は
、
準
々
決
勝
と
準
決
勝
を
行
い
、
最
終

日
（
第
３
日
目
）
は
決
勝
戦
の
み
と
す
る
。

･
有
料
試
合
：
本
連
盟
の
三
大
大
会
で
あ
り
、
今
後
は
有
料
試
合
と

し
て
開
催
す
る
。

･
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
の
実
施
：

運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定
す
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
理
事
会

で
決
定
す
る
。

⑵
　
来
年
度
以
降
の
開
催
地
に
つ
い
て

･
第
46
回
大
会
（
２
０
２
２
年
度
）

開
催
時
期
：
２
０
２
２
年
８
月
下
旬

主
管
地
区
連
盟
：
関
東
地
区
連
盟

※
開
催
期
間
及
び
球
場
に
つ
い
て
は
今
後
関
東
地
区
連
盟
と
協

議
す
る
。

･
第
47
回
大
会
（
２
０
２
３
年
度
）

開
催
時
期
：
８
月
下
旬

主
管
地
区
連
盟
：
開
催
希
望
の
有
無
を
確
認
し
、
別
途
協
議
す

る
こ
と
と
し
た
。

以
上

２
０
２
０
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
報
告

２
０
２
０
年
度
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
相
談
窓
口
へ
の

相
談
実
績
は
以
下
の
と
お
り
。
顧
問
弁
護
士
に
相
談
の
上
対
処
し
た
。

１
．
２
０
２
０
年
度
相
談
件
数
（
18
件
）

【
内
訳
】

･
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
加
盟
チ
ー
ム
競
技
者
等
に
関
す
る
相
談
　
　
　
　
５
件

･
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
加
盟
団
体
（
少
年
野
球
団
体
）
に
関
す
る
相
談
　
６
件

･
そ
の
他
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
以
外
の
案
件
）
の
相
談
　
　
　
　
　
　
７
件

２
．
処
理
状
況

⑴
処
置
完
了
　
　
15
件

⑵
要
経
過
観
察
　
３
件

以
上
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2020年度ＪＡＢＡ公式大会結果
回数 大会名 期間 球場 優勝チーム 準優勝チーム
45 全日本クラブ野球選手権

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、大会中止
46 社会人野球日本選手権
91 都 市 対 抗 野 球 11/22 ～ 12日間 東 京 ド ー ム Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本

地区連盟主催大会

【日本選手権対象大会】
回数 大会名 期間 球場 優勝チーム 準優勝チーム
75 ＪＡＢＡ東京スポニチ

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、大会中止

67 Ｊ Ａ Ｂ Ａ 静 岡
49 Ｊ Ａ Ｂ Ａ 四 国
62 Ｊ Ａ Ｂ Ａ 長 野
63 Ｊ Ａ Ｂ Ａ 岡 山
43 ＪＡＢＡ日立市長杯
71 Ｊ Ａ Ｂ Ａ 京 都
73 ＪＡＢＡベーブルース杯
73 Ｊ Ａ Ｂ Ａ 九 州
51 Ｊ Ａ Ｂ Ａ 東 北
62 ＪＡＢＡ北海道

【その他大会】
回数 大会名 期間 球場 優勝チーム 準優勝チーム
50 ＪＡＢＡ徳山スポニチ

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、大会中止
62 Ｊ Ａ Ｂ Ａ 富 山
63 Ｊ Ａ Ｂ Ａ 新 潟
32 ＪＡＢＡ一関市長旗
35 ＪＡＢＡ高山市長旗
59 Ｊ Ａ Ｂ Ａ 広 島 8/21 ～ 5日間 マツダＳ・コカコーラボトラーズジャパン球場 Ｊ Ｒ 西 日 本 ＪＦＥ西日本
46 Ｊ Ａ Ｂ Ａ 高 砂

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、大会中止
38 ＪＡＢＡびわこ杯
68 ＪＡＢＡ伊勢・松阪 11/4 ～ 5日間 ダイムＳ伊勢・県営松阪球場 Ｊ Ｒ 東 日 本 ヤ マ ハ

【地区クラブ大会】
回数 大会名 期間 球場 優勝チーム 準優勝チーム
6 北海道地区クラブ選手権 7/11･12･25 野幌総合運動公園・栗山町民球場 ＴＲＡＮＳＹＳ ウ イ ン 北 広 島
6 東北クラブカップ 9/5 ～ 2日間 鶴岡ドリームＳ・酒田市光ヶ丘球場 Ｔ Ｆ Ｕ ク ラ ブ 福島硬友クラブ
6 北信越クラブカップ 10/16 ～ 3日間 津 幡 運 動 公 園 球 場 ロキテクノ富山 千曲川硬式野球クラブ
13 関東クラブ選手権 10/18･24 市営浦和・岩槻川通球場 全 足 利 ク ラ ブ ハ ナ マ ウ イ
6 東海地区クラブ選手権 11/14 ～ 2日間 岐 阜 長 良 川 球 場 ジェイグループ 静岡硬式野球倶楽部
6 近畿クラブ会長杯 9/26･27･10/3 甲 賀 市 民 Ｓ 大和高田クラブ マツゲン箕島硬式野球部
6 中国・四国クラブ野球選手権 10/17 美 咲 町 エ イ コ ン Ｓ 福山ローズファイターズ 松山フェニックス
15 九州地区クラブ選手権 8/1 ～ 2日間 別 大 興 産 Ｓ ビッグ開発ベースボールクラブ 宮崎福祉医療カレッジ

〈2020年度事業報告　第２項⑴オ〉
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〈2020年度事業報告　第２項⑹キ〉

2020年度加盟チーム数及び登録者数
加　盟　チ　ー　ム　数 登　録　者　数

地　区 加盟団体
会社 クラブ

合計数 休止数 役員数 競技者数 合計数
活動 休止 活動 休止

日本野球連盟 39 39
北海道 ― ― ― ― ― ― 69 69

北海道 3 0 14 0 17 0 0 549 549
計 3 0 14 0 17 0 69 549 618
東　北 ― ― ― ― ― ― 0 0

青　森 1 0 4 0 5 0 50 131 181
岩　手 2 0 23 0 25 0 262 802 1,064
宮　城 3 0 8 2 11 2 66 344 410
秋　田 2 0 8 0 10 0 102 362 464
山　形 1 0 3 0 4 0 121 144 265
福　島 0 0 16 5 16 5 122 467 589

計 9 0 62 7 71 7 723 2,250 2,973
北信越 ― ― ― ― ― ― 0 0

長　野 1 0 5 0 6 0 71 194 265
新　潟 2 0 8 0 10 0 68 324 392
富　山 1 0 3 0 4 0 44 130 174
石　川 0 0 1 0 1 0 6 29 35
福　井 0 0 1 0 1 0 3 27 30

計 4 0 18 0 22 0 192 704 896
関　東 ― ― ― ― ― ― 7 7

茨　城 5 0 8 0 13 0 52 479 531
栃　木 1 0 8 0 9 0 63 292 355
群　馬 1 0 4 0 5 0 51 169 220
埼　玉 5 0 12 1 17 1 71 690 761
千　葉 3 0 8 0 11 0 63 419 482
東　京 8 0 14 0 22 0 74 869 943
神奈川 3 2 12 2 15 4 75 659 734
山　梨 0 0 8 0 8 0 37 286 323

計 26 2 74 3 100 5 493 3,863 4,356
東　海 ― ― ― ― ― ― 46 46

静　岡 2 1 6 0 8 1 31 296 327
愛　知 9 0 7 0 16 0 13 565 578
岐　阜 2 0 1 0 3 0 7 96 103
三　重 2 0 2 0 4 0 7 139 146

計 15 1 16 0 31 1 104 1,096 1,200
小　　　計 57 3 184 10 241 13 1,620 8,462 10,082
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加　盟　チ　ー　ム　数 登　録　者　数

地区 加盟団体
会社 クラブ

合計数 休止数 役員数 競技者数 合計数
活動 休止 活動 休止

近　畿 ― ― ― ― ― ― 7 7
滋　賀 2 0 5 0 7 0 8 226 234
京　都 3 0 9 0 12 0 41 416 457
大　阪 6 0 7 0 13 0 37 503 540
兵　庫 2 1 9 1 11 2 9 370 379
和歌山 0 0 1 0 1 0 11 44 55
奈　良 0 0 10 0 10 0 7 292 299

計 13 1 41 1 54 2 120 1,851 1,971
中　国 ― ― ― ― ― ― 1 1

岡　山 2 0 2 0 4 0 64 129 193
広　島 6 0 3 0 9 0 39 299 338
鳥　取 0 0 0 1 0 1 11 0 11
山　口 1 0 4 0 5 0 29 154 183
島　根 0 0 1 0 1 0 9 29 38

計 9 0 10 1 19 1 153 611 764
四　国 ― ― ― ― ― ― 2 2

香　川 2 0 0 0 2 0 25 56 81
愛　媛 0 0 1 0 1 0 14 26 40
徳　島 0 0 2 0 2 0 20 56 76
高　知 1 0 0 0 1 0 27 26 53

計 3 0 3 0 6 0 88 164 252
九　州 ― ― ― ― ― ― 12 12

福　岡 5 1 7 0 12 1 63 434 497
大　分 2 0 1 0 3 0 21 86 107
長　崎 0 1 0 0 0 1 2 0 2
熊　本 5 0 0 1 5 1 33 152 185
沖　縄 2 0 4 0 6 0 20 203 223
宮　崎 2 0 1 1 3 1 30 109 139
鹿児島 0 0 2 1 2 1 27 71 98
佐　賀 0 0 2 0 2 0 23 59 82

計 16 2 17 3 33 5 231 1,114 1,345
加盟全国団体 日本リトルリーグ野球協会 ― ― ― ― ― ― 10 ― 10

日本リトルシニア中学硬式野球協会 ― ― ― ― ― ― 25 ― 25
日本中学生野球連盟 ― ― ― ― ― ― 3 ― 3
日本少年野球連盟 ― ― ― ― ― ― 16 ― 16
全日本女子野球連盟 ― ― ― ― ― ― 13 ― 13
全日本少年硬式野球連盟 ― ― ― ― ― ― 17 ― 17
日本ポニーベースボール協会 ― ― ― ― ― ― 11 ― 11

計 ― ― ― ― ― ― 95 ― 95
小　計 41 3 71 5 112 8 687 3,740 4,427
合　計 98 6 255 15 353 21 2,307 12,202 14,509
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加盟チーム数の推移
2021 年 2 月末現在

S24 S38 S53 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
/R1 R2 2 月末

北海道 会　社 11 18 10 7 7 6 4 4 4 4 4 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 3 3 3 3
クラブ 9 3 3 11 12 15 15 15 15 15 16 17 15 15 14 14 14 14 14 14 14 15 15 14 14 14 15
合　計 20 21 13 18 19 21 19 19 19 19 20 20 18 17 16 16 16 16 16 16 16 16 16 17 17 17 18

東　北 会　社 17 19 19 21 19 16 14 14 14 10 9 10 10 9 10 10 9 11 10 10 9 9 9 9 9 9 9
クラブ 26 26 58 77 74 81 80 79 76 76 77 77 76 73 72 72 59 71 71 74 70 70 69 68 64 62 58
合　計 43 45 77 98 93 97 94 93 90 86 86 87 86 82 82 82 68 82 81 84 79 79 78 77 73 71 67

北信越 会　社 12 21 7 6 6 3 4 4 4 4 4 4 5 5 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 6
会社扱 1 1 1 1 0 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
クラブ 22 8 16 20 19 22 20 20 19 19 22 21 21 20 19 19 19 18 19 17 17 17 17 19 18 18                                                                                                               16
合　計 34 29 23 27 26 26 25 24 23 24 27 26 27 26 24 23 23 22 23 21 21 21 21 23 22 22 22

関　東 会　社 52 47 49 31 28 25 24 22 19 18 18 20 20 21 20 18 18 18 18 18 19 20 20 23 24 24 25
会社扱 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
クラブ 36 18 30 58 60 62 67 69 66 69 75 81 80 81 79 80 77 79 80 78 74 74 77 74 75 74 74
合　計 88 65 79 89 88 87 91 91 86 88 94 102 101 103 100 100 97 99 100 98 95 96 99 99 101 100 101

東　海 会　社 17 30 19 20 17 16 16 14 14 13 14 14 13 11 12 12 13 13 13 13 13 13 13 14 14 14 12
会社扱 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0
クラブ 11 8 12 15 15 15 15 17 15 13 14 15 14 13 13 13 14 14 15 14 14 16 17 17 18 16 16
合　計 28 38 31 35 32 31 31 31 29 26 28 29 28 25 26 26 28 28 29 28 28 30 31 32 33 31 28

近　畿 会　社 36 48 34 24 23 17 16 15 13 11 11 11 10 10 9 9 9 9 9 10 10 10 10 10 11 11 12
会社扱 2 2 2 2 2 1 1 1 1 2 2 2 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2
クラブ 15 6 6 14 15 19 20 19 21 25 28 31 34 33 34 36 37 37 39 39 39 39 39 40 40 41 39
合　計 51 54 40 40 40 38 38 36 35 37 40 43 46 45 45 48 49 49 51 52 51 51 51 52 53 54 53

中　国 会　社 15 19 16 14 12 11 11 9 7 5 5 5 6 7 7 7 7 7 7 6 6 7 7 7 8 8 7
会社扱 3 3 3 2 1 1 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
クラブ 21 2 2 3 5 7 9 9 9 9 11 13 13 11 11 11 13 13 13 12 12 10 10 10 9 10 11
合　計 36 21 18 20 20 21 22 19 17 16 18 20 21 19 19 19 21 21 21 19 19 18 18 18 18 19 19

四　国 会　社 15 18 8 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3
クラブ 1 1 3 1 1 2 2 2 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 3 3 3
合　計 16 19 11 4 4 4 4 4 4 4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 6 6 6

九　州 会　社 21 17 17 9 8 7 7 7 7 6 8 7 7 7 9 8 8 9 9 9 9 9 8 9 9 11 10
会社扱 1 2 2 2 2 2 3 3 3 4 4 5 4 4 5 5 5 5 6 6 6 6 5 4
クラブ 5 4 1 2 2 4 5 4 3 4 6 18 19 19 18 19 18 19 18 18 18 19 20 20 20 17 17
合　計 26 21 18 12 12 13 14 13 12 13 17 28 30 30 32 31 30 33 32 32 32 34 34 35 35 33 31

合　計 会　社 196 237 179 135 123 103 98 91 84 73 75 76 76 74 75 72 72 75 75 75 75 76 75 82 84 87 87
会社扱 7 8 8 7 5 5 8 8 8 11 10 11 11 11 12 12 12 11 12 12 12 12 11 9
クラブ 146 76 131 201 203 227 233 233 226 232 251 276 275 268 263 267 254 268 271 268 260 262 266 264 261 255 249
合　計 342 313 310 343 334 338 338 329 315 313 334 360 362 352 349 350 337 355 358 355 346 350 353 358 358 353 345

※活動休止チームは除く　※会社扱は専門学校等

〈2020年度事業報告　第２項⑹カ〉
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〈2020度事業報告　第２項⑹ク〉

2020年度加盟チームの変更事項
〔１〕新規加盟チーム・・・・・・６チーム	 	 	 	 	

承認日 加盟チーム 種　別 加盟地方団体 地区連盟
2020/3/13 神戸ビルダーズ クラブ 兵　庫 近　畿
2020/4/17 ジェイエフエフシステムズ千葉 クラブ 千　葉 関　東
2020/12/23 テイ・エス テック 会　社 埼　玉 関　東
2021/1/25 北海ブルーウェーブ クラブ 北海道 北海道
2021/2/15 B−BACKS クラブ 京　都 近　畿
2021/2/22 広島ベースボールクラブ クラブ 広　島 中　国

          
〔２〕活動休止・・・・・・７チーム	 	 	 	 	 	

承認日 加盟チーム 種　別 加盟地方団体 地区連盟
2020/4/27 東京法律専門学校仙台校 クラブ 宮城 東北
2020/12/25 永和商事ウイング 会　社 三重 東海
2021/1/18 イートファクトリーベースボールクラブ クラブ 兵庫 近畿
2021/1/25 盛岡倶楽部 クラブ 岩手 東北
2021/2/15 熊本ゴールデンラークス 会　社 熊本 九州
2021/2/26 二本松クラブ クラブ 福島 東北
2021/2/26 ＧＳＧ斑鳩 クラブ 奈良 近畿

          
〔３〕解散・脱退・・・・・・７チーム	 	 	 	 	 	

承認日 加盟チーム 種　別 加盟地方団体 地区連盟
2020/3/3 新津クラブ クラブ 新　潟 北信越

2020/11/12 日本プロスポーツ専門学校 会　社 岐　阜 東　海
2021/1/8 三菱重工広島 会　社 広　島 中　国
2021/1/25 全三重クラブ クラブ 三　重 東　海
2021/2/2 日本ウェルネススポーツ大学北九州 会　社 福　岡 九　州
2021/2/15 三菱重工名古屋 会　社 愛　知 東　海
2021/2/15 会津ベ－スボ－ルクラブ クラブ 福　島 東　北

          
〔４〕チーム種別変更・・・・・・３チーム

承認日 チーム名 新種別（会社･クラブ）旧種別（会社･クラブ）
2020/11/20 ロキテクノ富山 会　社 クラブ
2020/11/20 IMF BANDITS 富山 会　社 クラブ
2020/12/23 神戸ビルダーズ 会　社 クラブ

〔５〕チーム名称変更・・・・・・１１チーム	 	 	 	 	
承認日 新チーム名 旧チーム名 加盟地方団体 地区連盟

2020/7/6 ＥＮＥＯＳ ＪＸ-ＥＮＥＯＳ 神奈川 関　東
2020/9/1 三菱パワー 三菱日立パワーシステムズ 神奈川 関　東

2020/11/20 BLITZ エディオンBLITZ 愛　知 東　海
2020/11/20 IMF BANDITS 富山 BANDITS BASEBALL CLUB 富　山 北信越
2020/12/23 FedEx フェデックス 長　野 北信越
2020/12/23 三菱重工West 三菱重工神戸・高砂 兵　庫 近　畿
2020/12/23 三菱重工East 三菱パワー 神奈川 関　東
2021/1/8 日鉄ステンレス山口シーガルズ 光シーガルズ 山　口 中　国
2021/1/8 ジェイファム ＪＦＡＭ　ＥＭＡＮＯＮ 神奈川 関　東
2021/2/2 ＴＪクラブ 鳥開ベースボールクラブ 愛　知 東　海
2021/2/26 エフコムベースボールクラブ 富士通アイソテックベースボールクラブ 福　島 東　北
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〈2020年度事業報告　第２項⑹ケ〉
一般賛助会員数（ＪＡＢＡクラブ）都道府県別一覧

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年
北海道 19 205 183 139 285 305 351 328 554
青 森 63 58 59 67 68 74 81 86 123
岩 手 101 259 316 223 408 403 403 383 864
宮 城 56 244 228 198 288 293 287 298 356
秋 田 59 205 154 154 154 194 209 213 380
山 形 5 7 48 4 37 59 60 191 180
福 島 8 148 110 63 162 228 256 188 497
長 野 69 124 118 106 156 169 173 160 240
新 潟 70 163 147 157 216 239 458 394 461
富 山 55 86 99 112 143 124 122 131 173
石 川 4 10 14 9 16 17 15 15 35
福 井 0 10 10 0 33 13 13 5 3
茨 城 107 210 253 308 555 607 583 544 583
栃 木 5 72 35 41 94 171 196 200 376
群 馬 67 155 113 106 290 285 241 228 258
埼 玉 147 259 294 384 519 590 633 669 988
千 葉 93 279 301 346 454 469 500 544 675
東 京 194 660 657 870 1,174 1,311 1,393 1,513 1,658
神奈川 107 381 283 321 633 726 779 784 946
山 梨 4 50 14 14 101 131 108 125 191
静 岡 81 140 94 105 172 174 208 234 379
愛 知 110 470 434 484 585 659 701 760 756
岐 阜 56 90 104 103 134 121 120 110 130
三 重 85 114 105 91 158 141 149 137 171
滋 賀 1 108 76 84 169 182 171 189 267
京 都 15 178 23 173 259 257 257 246 448
大 阪 52 329 314 232 408 408 415 444 567
兵 庫 24 176 104 80 237 231 266 270 432
和歌山 6 18 18 18 27 20 29 29 52
奈 良 90 151 55 53 100 115 119 132 288
岡 山 50 82 36 87 129 162 167 173 208
広 島 50 236 218 170 241 259 304 305 367
山 口 7 71 48 50 78 89 93 104 187
島 根 1 9 11 6 11 12 20 21 39
鳥 取 0 16 15 6 12 12 13 15 14
香 川 57 103 114 70 111 85 81 62 91
愛 媛 12 32 31 24 27 26 28 26 48
徳 島 2 14 19 19 31 32 34 35 51
高 知 0 32 50 40 41 44 50 44 52
福 岡 10 283 327 254 356 400 432 412 509
佐 賀 0 8 31 29 56 58 52 50 80
大 分 2 97 73 84 98 116 107 104 133
長 崎 4 67 33 36 63 32 31 30 25
熊 本 4 10 70 103 147 149 115 137 175
宮 崎 0 91 90 89 104 111 113 116 144
鹿児島 2 6 19 3 53 53 45 42 46
沖 縄 5 103 110 106 143 124 135 113 201

1,959 6,619 6,058 6,221 9,736 10,480 11,116 11,339 15,401



147 2020年度事業報告

２
０
２
０
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
目
的
の
主
な
通
知
・
通
達
事
項
　
参
考
資
料

第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

５
月
25
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
事
態
宣
言
も

解
除
さ
れ
、
様
々
な
社
会
活
動
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
復
活
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

今
年
は
社
会
人
野
球
の
各
種
行
事
の
う
ち
、
残
念
な
が
ら
「
全
日
本
ク

ラ
ブ
野
球
選
手
権
大
会
」、「
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
大
会
」
及
び
Ｊ
Ａ

Ｂ
Ａ
公
式
大
会
の
一
部
に
つ
い
て
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

残
る
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
主
催
の
公
式
戦
は
11
月
22
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
予
定
の

「
第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
」
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

関
係
す
る
皆
様
は
本
大
会
が
開
催
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
大
変
ご
心

配
な
さ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
観
客
数
の
制
限
や
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
含
む
応
援
の
あ
り
方
な
ど
、
検
討
す
べ
き
課
題
も

多
く
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
大
会
そ
の
も
の
は
何
と
し
て
も
開
催
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
オ

ー
プ
ン
戦
用
）」
を
策
定
し
、
６
月
６
日
解
禁
と
な
る
オ
ー
プ
ン
戦
に
適

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、別
途
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

今
後
、
よ
り
厳
し
い
条
件
が
課
せ
ら
れ
る
の
か
、
逆
に
条
件
が
緩
和
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
正
直
現
時
点
で
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
な
中
で
、
当
連
盟
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
を
防
止
し
な
が
ら
、
社
会
人
野
球
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、
全
力

を
尽
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

各
チ
ー
ム
の
皆
様
に
も
こ
の
よ
う
な
主
旨
を
ご
理
解
賜
り
、
来
る
べ
き

「
第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
」
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
ご
支
援
・
ご

協
力
の
程
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。２

０
２
０
年
６
月
１
日

公
益
財
団
法
人
日
本
野
球
連
盟

会
長
　
清
野
　
智

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

（
オ
ー
プ
ン
戦
用
）

公
益
財
団
法
人
日
本
野
球
連
盟

２
０
２
０
年
６
月
１
日

【
は
じ
め
に
】

今
般
、「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
全
面
解
除
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
オ

ー
プ
ン
戦
自
粛
の
解
除
お
よ
び
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
の
中
止
を
解
除
し
、

そ
れ
ぞ
れ
再
開
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
政
府
の
「
緩
和
指
針
」
を
遵
守
し
、
日
本
野

球
機
構
（
Ｎ
Ｐ
Ｂ
）
と
日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
Ｊ
リ
ー
グ
）
に

よ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
連
絡
会
議
」
を
参
考
に
作
成
し
て

い
ま
す
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
、
今
後
も
政
府
の
対
処
方
針
の
改
定
等

を
踏
ま
え
、
適
宜
見
直
し
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

【
移
動
に
つ
い
て
】

都
道
府
県
を
ま
た
ぐ
移
動
制
限
は
設
け
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
６
月
１
日
か
ら
18
日
ま
で
の
期
間
は
、
５
月
25
日
に
「
緊

急
事
態
宣
言
」
が
解
除
さ
れ
た
５
都
道
県
相
互
間
及
び
当
該
５
都
道
県

と
他
府
県
と
の
間
の
不
要
不
急
の
移
動
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
す
る

（
令
和
２
年
５
月
25
日
付
内
閣
官
房
発
信
事
務
連
絡
「
２
．
外
出
の
自

粛
等
」
ご
参
照
）。

な
お
、
移
動
に
際
し
て
は
、
第
三
者
と
の
濃
厚
接
触
を
回
避
す
る
た

め
、
公
共
交
通
機
関
を
極
力
使
わ
ず
、
や
む
を
得
ず
利
用
す
る
場
合
は

混
み
合
う
時
間
帯
を
可
能
な
限
り
避
け
る
よ
う
に
注
意
す
る
。

【
観
客
に
つ
い
て
】

制
限
は
設
け
ず
チ
ー
ム
判
断
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
各
都
道
府
県
に
よ
っ
て
は
、
観
客
を
制
限
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
の
で
各
都
道
府
県
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
で
確
認
の
上
対

応
願
い
ま
す
。

な
お
、
入
場
す
る
際
は
、
以
下
の
点
に
注
意
す
る
。

①
検
温
を
実
施
し
、
37
・
５
℃
以
上
あ
っ
た
場
合
は
、
入
場
を
お
断
り

す
る
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
実
施
す
る
（
消
毒
液
の
手
配
）。

③
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
観
客
同
士
の
間
隔
を
空
け
る
よ
う
注
意
を
促
す
。

【
審
判
に
つ
い
て
】

①
球
審
に
つ
い
て
は
、
飛
沫
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
当
面
マ
ス
ク
着

用
と
す
る
。

た
だ
し
、
イ
ニ
ン
グ
交
代
の
合
間
に
、
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
た

り
、
試
合
中
に
球
審
と
塁
審
を
交
代
す
る
な
ど
、
熱
中
症
の
予
防
に

は
、
十
分
に
注
意
す
る
。

今
後
、
暑
さ
が
増
し
て
く
る
と
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
く
る

の
で
熱
中
症
予
防
の
対
策
を
講
じ
る
。

な
お
、
塁
審
に
つ
い
て
は
、
野
手
と
一
定
の
距
離
を
保
て
る
こ
と
か

ら
マ
ス
ク
着
用
は
必
須
と
し
な
い
。

②
審
判
の
手
配
に
つ
い
て
は
、
仕
事
の
状
況
（
外
出
自
粛
や
在
宅
勤
務

等
）
に
よ
り
４
名
が
揃
わ
な
い
場
合
は
、
無
理
強
い
し
な
い
。

【
試
合
に
つ
い
て
】

①
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
、
ロ
ッ
カ
ー
、
ブ
ル
ペ
ン
等

に
常
時
配
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

②
試
合
前
後
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
上
で
の
整
列
（
挨
拶
）
は
行
わ
な
い
。

③
素
手
で
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
、
握
手
及
び
メ
ガ
ホ
ン
の
使
用
等
を
控
え
る
。

④
試
合
中
、
唾
を
吐
く
行
為
を
禁
止
す
る
。

⑤
試
合
中
、
手
を
舐
め
る
行
為
を
行
わ
な
い
。

⑥
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
に
お
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
選
手
同
士
の
間
隔
を
と

り
、
可
能
な
限
り
接
触
を
避
け
、
声
出
し
は
控
え
る
。

⑦
試
合
前
や
イ
ニ
ン
グ
間
の
円
陣
や
そ
の
際
の
声
出
し
は
控
え
る
。

【
チ
ー
ム
を
除
く
試
合
関
係
者
の
対
応
に
つ
い
て
】

①
検
温
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
37
・
５
℃
以
上
あ
っ
た
場
合
は
入
場
を
認

め
な
い
。

②
球
場
に
入
る
際
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
実
施
す
る
。

③
マ
ス
ク
着
用
と
す
る
。

④
本
部
席
、
記
録
室
、
審
判
控
室
、
放
送
室
等
が
あ
る
場
合
は
、
定
期

的
に
換
気
（
窓
が
な
い
場
合
は
入
り
口
を
開
放
）
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
座
席
の
間
隔
は
一
定
の
距
離
を
保
つ
。

【
報
道
関
係
者
の
対
応
に
つ
い
て
】
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①
検
温
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
37
・
５
℃
以
上
あ
っ
た
場
合
は
入
場
を
認

め
な
い
。

②
球
場
に
入
る
際
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
実
施
す
る
。

③
マ
ス
ク
着
用
と
す
る
。

④
社
名
・
氏
名
を
記
録
と
し
て
残
し
て
お
く
。

⑤
取
材
に
関
し
て
は
、
選
手
た
ち
と
の
一
定
の
距
離
を
保
つ
（
至
近
距

離
で
の
取
材
は
避
け
る
）。

【
選
手
等
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
】

①
試
合
当
日
、
選
手
等
の
検
温
及
び
体
調
等
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
37
・

５
℃
以
上
の
発
熱
や
体
調
不
良
の
選
手
等
に
つ
い
て
は
、
チ
ー
ム
に

同
行
さ
せ
な
い
。

②
球
場
に
入
る
際
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
実
施
す
る
。

③
球
場
へ
の
移
動
を
含
め
、
球
場
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト

を
除
く
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
心
掛
け
る
。
ま
た
、

相
手
チ
ー
ム
や
審
判
等
の
関
係
者
と
の
接
触
を
可
能
な
限
り
で
避
け

る
。

④
試
合
終
了
後
（
帰
宅
も
し
く
は
帰
寮
）、
37
・
５
℃
以
上
の
発
熱
や

体
調
を
崩
し
た
場
合
は
、
適
切
な
処
置
を
行
う
と
同
時
に
必
要
に
応

じ
て
都
道
府
県
連
盟
（
ま
た
は
協
会
）、
地
区
連
盟
あ
る
い
は
Ｊ
Ａ

Ｂ
Ａ
に
報
告
す
る
。

⑤
練
習
不
足
に
よ
る
選
手
の
怪
我
や
熱
中
症
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
十
分

に
注
意
を
払
う
。

【
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
以
外
と
の
交
流
試
合
に
つ
い
て
】

Ｎ
Ｐ
Ｂ
，
独
立
リ
ー
グ
及
び
大
学
と
の
交
流
試
合
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
協
議
の
上
決
定
す
る
。

【
最
後
に
】

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
記
載
の
な
い
対
応
に
つ
い
て
は
、
各
チ
ー
ム
に

判
断
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
判
断
が
難
し
い
場
合
は
、
本
連
盟
ま
で

ご
照
会
く
だ
さ
い
。

以
上

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

【
第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会（
本
大
会
）を
除
く
公
式
大
会
用
】

公
益
財
団
法
人
日
本
野
球
連
盟

２
０
２
０
年
６
月
22
日

一
部
改
正
　
２
０
２
０
年
８
月
４
日

【
は
じ
め
に
】

日
本
野
球
連
盟
は
、
５
月
25
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
緊
急
事
態
宣
言
の
全
面
解
除
を
受
け
、
７
月
１
日
を
も
っ
て
、
Ｊ

Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
を
再
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
の
再
開
に
際
し
、
出
場
す
る
チ
ー
ム
、
応
援
団
、

ご
来
場
さ
れ
る
お
客
様
、
そ
し
て
、
大
会
運
営
に
あ
た
る
ス
タ
ッ
フ
等
、

全
て
の
関
係
者
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｂ

Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
【
第
91
回
都
市
対
抗
野

球
大
会
（
本
大
会
）
を
除
く
公
式
大
会
用
】
を
策
定
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
各
地
区
連
盟
並
び
に
各
加
盟
地
方
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

大
会
要
項
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
都
道
府
県
の
指
針
（
段
階
的
緩
和
）
に
準
拠
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
、
今
後
も
感
染
症
の
動
向
や
政
府
の
対

処
方
針
の
改
定
等
を
踏
ま
え
、
適
宜
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
（
本
大
会
）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
別
途
作
成
し
ま
す
。

※
用
語
の
定
義

大
会
主
催
者
：
当
該
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
を
主
催
す
る
地
区
連
盟

又
は
加
盟
地
方
団
体

大
会
関
係
者
：
大
会
主
催
者
及
び
大
会
主
催
者
か
ら
運
営
に
関
わ

る
業
務
を
要
請
さ
れ
た
者

※
大
会
役
員
、
本
部
員
、
審
判
員
、
公
式
記
録
員
、

場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
そ
の
他
運
営
補
助
員

※
大
会
主
催
者
が
発
注
す
る
野
球
用
具
、
備
品
、

印
刷
物
及
び
食
事
等
の
納
品
関
係
者

球
場
関
係
者
：
球
場
職
員
及
び
球
場
側
が
手
配
す
る
人
員

報
道
関
係
者
：
当
該
大
会
及
び
出
場
チ
ー
ム
を
取
材
す
る
目
的
で

来
場
し
、
大
会
主
催
者
が
設
置
す
る
関
係
者
受
付

で
取
材
章
を
発
行
さ
れ
た
者

チ
ー
ム
関
係
者
：
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
に
競
技
者
登
録
を
行
っ
て
い
る
役
員
及

び
選
手
、所
属
企
業
の
運
営
・
広
報
担
当
者
等
（
合

宿
所
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
運
営
ス
タ
ッ
フ
も
含
む
）

控
え
選
手
：
試
合
当
日
ベ
ン
チ
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
出
場
登

録
選
手
（
25
名
以
内
）
の
う
ち
、
試
合
に
出
場
し

て
い
な
い
選
手

【
基
本
方
針
】

大
会
主
催
者
、
大
会
関
係
者
及
び
チ
ー
ム
関
係
者
は
試
合
、
移
動
、

宿
泊
等
に
あ
た
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
基
本

と
な
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
す
る
こ
と
、
密
接
、
密
集

を
避
け
る
こ
と
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
等
を
常
に
意
識
し
な
が
ら

行
動
す
る
こ
と
と
す
る
。

【
観
戦
に
つ
い
て
】

有
観
客
と
す
る
か
、
無
観
客
と
す
る
か
は
大
会
主
催
者
が
判
断
す
る
。

有
観
客
と
す
る
場
合
、
収
容
人
数
の
上
限
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
当

該
自
治
体
が
定
め
て
い
る
「
イ
ベ
ン
ト
開
催
制
限
の
段
階
的
緩
和
の
目

安
」
に
従
う
。【
８
月
４
日
改
正
】

〔
参
考
〕
８
月
４
日
改
正
前

①
７
月
１
日
～
７
月
９
日

無
観
客
試
合
と
す
る
。

②
７
月
10
日
～

原
則
、
有
観
客
試
合
と
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
球
場
を
運
営
し
て
い
る
自
治
体
等
が
認
め
な
い
場

合
は
無
観
客
試
合
と
す
る
。
な
お
、
そ
の
際
、
収
容
人
数
の
上
限

の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
治
体
が
定
め
て
い
る
「
イ
ベ
ン

ト
開
催
制
限
の
段
階
的
緩
和
の
目
安
」
に
従
う
。

【
球
場
に
入
る
際
の
感
染
予
防
策
】

⑴
チ
ー
ム
関
係
者

①
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
表
（
チ
ー
ム
用
）」
を
試
合
当
日
大
会

本
部
に
提
出
す
る
。
た
だ
し
、
起
床
直
後
及
び
出
発
前
に
検
温
を
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行
い
、
37
・
５
度
以
上
あ
っ
た
者
は
球
場
へ
の
入
場
を
禁
止
す
る
。

ま
た
、同
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
質
問
３
項
目
の
い
ず
れ
か
に
「
有
」

と
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
っ
た
者
の
球
場
へ
の
入
場
の
可
否
に
つ
い
て
は
、

大
会
主
催
者
が
チ
ー
ム
責
任
者
と
協
議
し
て
判
断
す
る
。

②
関
係
者
受
付
（
入
り
口
）
で
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
に
よ
る
手
指
消

毒
を
行
う
。

③
マ
ス
ク
着
用
と
す
る
。

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ
（
略
称
：
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
）

の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
促
す
。【
８
月
４
日
改
正
】

⑵
大
会
関
係
者

①
関
係
者
受
付
（
入
り
口
）
で
検
温
を
行
い
、
37
・
５
度
以
上
あ
っ

た
者
は
球
場
へ
の
入
場
を
禁
止
す
る
。
ま
た
、「
健
康
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
表
（
大
会
関
係
者
）」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
同
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
の
質
問
３
項
目
の
い
ず
れ
か
に
「
有
」
と
チ
ェ
ッ
ク

が
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
大
会
主
催
者
が
当
事
者
に
内
容
を
確

認
の
う
え
、
球
場
へ
の
入
場
可
否
を
判
断
す
る
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
は
、
上
記
⑴
と
同
様
と
す
る
。

③
大
会
ま
で
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ
（
略
称
：

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
）
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。【
８
月
４
日
改
正
】

⑶
報
道
関
係
者

①
関
係
者
受
付
で
、
検
温
を
行
い
、
37
・
５
度
以
上
あ
っ
た
者
は
球

場
へ
の
入
場
を
禁
止
す
る
。ま
た
、「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
表（
報

道
関
係
者
）」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
同
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

質
問
３
項
目
の
い
ず
れ
か
に
「
有
」
と
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
っ
た
者
に

つ
い
て
は
、
大
会
主
催
者
が
当
事
者
に
内
容
を
確
認
の
う
え
、
球

場
へ
の
入
場
可
否
を
判
断
す
る
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
は
、
上
記
⑴
と
同
様
と
す
る
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ
（
略
称
：
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
）

の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
促
す
。【
８
月
４
日
改
正
】

⑷
観
客

①
球
場
入
り
口
で
検
温
を
行
い
、
37
・
５
度
以
上
あ
っ
た
場
合
は
入

場
を
お
断
り
す
る
。
入
場
料
を
徴
収
し
て
い
た
場
合
は
返
金
す
る
。

②
入
場
時
に
「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
ご
来
場
者
情
報
」（
要
件
：
氏

名
、
連
絡
先
、
座
席
位
置
）
を
記
入
し
、
提
出
し
て
も
ら
う
。【
８

月
４
日
改
正
】

③
球
場
入
り
口
で
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
に
よ
る
手
指
消
毒
を
行
う
。

④
マ
ス
ク
着
用
と
す
る
。

⑤
入
り
口
と
出
口
を
区
分
す
る
等
、
観
客
同
士
の
接
触
を
極
力
避
け

る
よ
う
動
線
を
工
夫
す
る
。

⑥
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ
（
略
称
：
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
）

の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
促
す
。【
８
月
４
日
改
正
】

⑸
上
記
⑴
か
ら
⑷
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
及

び
「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
ご
来
場
者
情
報
」
の
管
理
は
以
下
の
と
お

り
と
す
る
。

①
各
大
会
主
催
者
が
責
任
を
も
っ
て
管
理
す
る
。【
８
月
４
日
改
正

後
】

②
保
存
期
間
は
当
該
大
会
終
了
の
日
か
ら
1
か
月
間
と
し
、
保
存
期

間
経
過
後
廃
棄
処
理
す
る
。【
８
月
４
日
改
正
】

【
チ
ー
ム
関
係
者
の
感
染
予
防
策
】

監
督
、
コ
ー
チ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
常
に
念

頭
に
置
き
な
が
ら
選
手
を
指
導
す
る
こ
と
と
す
る
。

⑴
球
場
ま
た
は
、
宿
泊
施
設
へ
の
移
動

①
第
三
者
と
の
濃
厚
接
触
を
回
避
す
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
場
合
は
、
混
み
合
う
時
間
帯
を
な
る
べ
く
避
け
る
よ
う
に

注
意
す
る
。

②
移
動
中
は
、
常
時
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

⑵
宿
泊
す
る
場
合

①
起
床
直
後
と
出
発
前
の
検
温
を
行
う
。

②
宿
泊
は
、
１
人
部
屋
且
つ
同
じ
フ
ロ
ア
に
宿
泊
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

③
食
事
は
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
を
避
け
、
隣
同
士
と
の
距
離
を

空
け
る
。

④
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
場
合
は
、
隣
同
士
と
の
距
離
を
空
け
る
。

⑤
不
要
な
外
出
は
行
わ
ず
、
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

⑥
外
部
と
の
接
触
（
面
会
）
は
極
力
避
け
る
。

⑶
試
合
前

①
選
手
控
室
で
は
、
チ
ー
ム
全
体
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
喫
食
等
、

長
時
間
の
滞
在
を
避
け
る
。

②
対
戦
チ
ー
ム
並
び
に
大
会
関
係
者
等
と
の
接
触
は
極
力
避
け
る
。

③
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
、
選
手
控
室
に
配
置
し
、

適
宜
消
毒
を
行
う
。

④
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
時
の
マ
ス
ク
着
用
は
必
須
と
し
な
い
。

⑷
試
合
中

後
記
【
試
合
に
つ
い
て
】
に
記
載
す
る
。

⑸
試
合
終
了
後
の
チ
ー
ム
の
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
入
れ
替
え
に
つ
い
て

①
チ
ー
ム
は
、
大
会
主
催
者
の
指
示
を
受
け
て
か
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
入
り
す
る
。
次
チ
ー
ム
の
待
機
場
所
は
、
大
会

主
催
者
の
指
示
に
従
う
。

②
前
試
合
チ
ー
ム
と
の
接
触
を
避
け
る
。

【
大
会
関
係
者
の
感
染
予
防
策
】

⑴
本
部
席
、
審
判
控
室
、
記
録
室
、
放
送
室
等
は
、
使
用
す
る
者
が
定

期
的
に
換
気
す
る
。

⑵
各
諸
室
、
関
係
者
用
ト
イ
レ
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
配
置
し
、

消
毒
や
手
洗
い
を
徹
底
す
る
。

⑶
球
場
内
は
、
常
時
マ
ス
ク
着
用
と
す
る
。

⑷
座
席
の
間
隔
を
一
定
の
距
離
に
保
つ
。

⑸
宿
泊
す
る
場
合
、
食
事
は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
を
避
け
、
他
の
宿

泊
者
と
の
距
離
を
空
け
て
の
食
事
を
心
が
け
る
。
ま
た
、
不
要
不
急

の
外
出
、
外
食
を
避
け
る
。

【
報
道
関
係
者
の
感
染
予
防
策
】

⑴
記
者
席
で
は
、
使
用
す
る
者
が
定
期
的
に
換
気
す
る
。
座
席
の
間
隔

は
、
一
定
の
距
離
を
保
つ
。

⑵
カ
メ
ラ
マ
ン
席
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
使
用
方
法
に
つ
い

て
は
、
開
催
球
場
の
規
則
に
従
う
。

⑶
記
者
席
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
配
置
し
、
消
毒
や
手
洗
い
を

徹
底
す
る
。

⑷
球
場
内
は
、
常
時
マ
ス
ク
着
用
と
す
る
。

⑸
チ
ー
ム
関
係
者
へ
取
材
を
す
る
場
合
は
、
取
材
対
象
者
を
事
前
に
大

会
主
催
者
に
通
知
し
、
そ
の
指
示
に
従
う
。
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⑹
取
材
す
る
と
き
は
、
２
ｍ
以
上
の
距
離
を
保
つ
。
な
お
、
取
材
エ
リ

ア
は
大
会
主
催
者
の
指
示
に
従
う
こ
と
と
し
、
ぶ
ら
さ
が
り
取
材
、

囲
み
取
材
は
禁
止
す
る
。

【
観
客
の
感
染
予
防
策
】

⑴
観
客
の
座
席
は
極
力
２
ｍ
以
上
（
最
低
１
ｍ
）
離
す
こ
と
と
す
る
。

た
だ
し
、
同
居
す
る
家
族
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
ま
た
、
観
客
席

で
大
声
を
出
す
こ
と
、
太
鼓
等
の
鳴
り
物
を
使
う
こ
と
、
社
歌
・
応

援
歌
の
合
唱
、
及
び
エ
ー
ル
を
送
る
こ
と
等
を
禁
止
す
る
。

⑵
各
試
合
開
始
前
に
ス
タ
ン
ド
の
手
す
り
等
共
用
部
分
の
消
毒
を
行
う
。

観
客
席
に
つ
い
て
は
、
観
客
の
入
場
時
に
除
菌
シ
ー
ト
を
配
布
し
、

観
客
に
座
席
を
消
毒
し
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
す
る
。【
８
月
４
日

改
正
】

⑶
球
場
内
の
ト
イ
レ
に
も
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
用
意
し
、
手
洗
い
の

励
行
を
喚
起
す
る
。

【
試
合
に
つ
い
て
】

試
合
開
始
及
び
試
合
終
了
時
、
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
を
は
さ
ん
で
２
ｍ
以

上
の
間
隔
を
あ
け
て
両
チ
ー
ム
向
き
合
っ
て
整
列
し
、
挨
拶
を
行
う
こ

と
と
す
る
。
な
お
、
相
手
チ
ー
ム
と
の
握
手
等
は
行
わ
な
い
。

⑴
審
判
員

①
球
審

マ
ス
ク
の
着
用
、
ま
た
は
球
審
用
マ
ス
ク
シ
ー
ル
ド
を
装
着
す
る
。

②
塁
審

マ
ス
ク
の
着
用
は
必
須
と
し
な
い
。

③
熱
中
症
の
予
防
に
は
、
十
分
に
注
意
す
る
。

⑵
チ
ー
ム
関
係
者

①
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
内
で
は
選
手
同
士
の
間
隔
の
確
保
に
努
め
る
。
大

会
主
催
者
が
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
内
で
の
十
分
な
間
隔
の
確
保
が
困
難

と
判
断
し
た
場
合
に
は
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
外
の
場
所
を
指
示
し
、
待

機
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

②
出
場
し
て
い
る
選
手
以
外
の
控
え
選
手
及
び
監
督
・
コ
ー
チ
等
の

ス
タ
ッ
フ
（
ベ
ー
ス
コ
ー
チ
を
除
く
）
は
、
マ
ス
ク
着
用
と
す
る
。

③
素
手
で
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
、
握
手
及
び
メ
ガ
ホ
ン
の
使
用
等
を
禁
止

す
る
。

④
試
合
中
、
唾
を
吐
く
行
為
、
手
を
舐
め
る
行
為
は
禁
止
す
る
。

⑤
試
合
前
や
イ
ニ
ン
グ
間
の
円
陣
は
一
定
の
間
隔
を
保
つ
。

⑥
投
手
交
代
等
で
マ
ウ
ン
ド
に
集
ま
る
場
合
、
で
き
る
だ
け
選
手
、

監
督
（
コ
ー
チ
を
含
む
）
と
の
間
隔
を
と
り
、
可
能
な
限
り
接
触

を
避
け
る
。

⑦
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
等
の
回
し
飲
み
は
禁
止
す
る
。

⑧
フ
ァ
ン
と
の
接
触
（
握
手
、
サ
イ
ン
等
）
は
禁
止
す
る
。

⑨
取
材
を
受
け
る
場
合
は
大
会
主
催
者
の
指
示
に
従
い
２
ｍ
以
上
の

距
離
を
保
つ
。

⑶
大
会
関
係
者

①
使
用
す
る
諸
室
、
チ
ー
ム
が
使
用
す
る
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
（
手
す
り

を
含
む
）、
選
手
控
室
等
の
消
毒
は
徹
底
す
る
。

②
開
会
式
、
閉
会
式
、
表
彰
式
等
は
規
模
を
縮
小
し
て
密
接
、
密
集

を
避
け
る
。

【
感
染
者
等
が
発
生
し
た
時
の
対
応
】

⑴
大
会
前
日
ま
で
の
対
応
・
・
・
・
・
・（
１
６
３
頁
「
図
①
」
参
照
）

①
チ
ー
ム
関
係
者

･
チ
ー
ム
内
の
体
調
不
良
者
が
医
療
機
関
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
の
疑
い
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
チ
ー
ム
代

表
者
は
大
会
主
催
者
に
報
告
す
る
。
報
告
を
受
け
た
大
会
主
催

者
は
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
に
報
告
す
る
。

･
チ
ー
ム
代
表
者
は
検
査
結
果
を
大
会
主
催
者
に
報
告
し
、
陽
性

者
に
は
隔
離
、
濃
厚
接
触
者
（
濃
厚
接
触
の
可
能
性
が
あ
る
者

を
含
む
）
に
は
自
宅
待
機
の
措
置
を
行
う
。

･
チ
ー
ム
代
表
者
は
大
会
に
出
場
可
能
な
選
手
数
を
大
会
主
催
者

に
報
告
す
る
。

･
大
会
主
催
者
は
当
該
チ
ー
ム
の
大
会
出
場
の
可
否
に
つ
い
て
Ｊ

Ａ
Ｂ
Ａ
と
協
議
す
る
。

②
大
会
関
係
者

感
染
又
は
感
染
の
疑
い
が
あ
る
場
合
、
す
み
や
か
に
大
会
主
催
者

に
報
告
し
、
大
会
運
営
へ
の
参
加
を
自
粛
す
る
。
ま
た
、
濃
厚
接

触
者
（
濃
厚
接
触
の
可
能
性
が
あ
る
者
を
含
む
）
も
大
会
運
営
へ

の
参
加
を
自
粛
す
る
。

⑵
大
会
期
間
中
の
対
応

①
チ
ー
ム
関
係
者

チ
ー
ム
代
表
者
は
す
み
や
か
に
大
会
主
催
者
に
報
告
し
、
感
染
者

の
隔
離
及
び
濃
厚
接
触
者
（
濃
厚
接
触
の
可
能
性
が
あ
る
者
を
含

む
）
の
自
宅
待
機
の
措
置
を
行
う
。
報
告
を
受
け
た
大
会
主
催
者

は
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
に
報
告
す
る
。

②
大
会
関
係
者

感
染
又
は
感
染
の
疑
い
が
あ
る
場
合
、
す
み
や
か
に
大
会
主
催
者

に
報
告
し
、
大
会
運
営
へ
の
参
加
を
自
粛
す
る
。
ま
た
、
濃
厚
接

触
者
（
濃
厚
接
触
の
可
能
性
が
あ
る
者
を
含
む
）
も
大
会
運
営
へ

の
参
加
を
自
粛
す
る
。

③
観
客

感
染
が
判
明
し
た
場
合
、
保
健
所
の
指
示
、
指
導
に
従
う
も
の
と

す
る
。

④
大
会
日
程
の
変
更
等
に
つ
い
て

大
会
の
中
止
を
含
む
日
程
の
変
更
等
に
つ
い
て
は
、
大
会
主
催
者

及
び
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
が
協
議
の
上
、
決
定
す
る
。

⑤
当
該
チ
ー
ム
の
試
合
出
場
の
可
否
に
つ
い
て
大
会
主
催
者
及
び
Ｊ

Ａ
Ｂ
Ａ
が
協
議
の
上
、
決
定
す
る
。

⑶
大
会
終
了
後
の
対
応
に
つ
い
て

チ
ー
ム
関
係
者
、
大
会
関
係
者
及
び
観
客
に
感
染
し
た
こ
と
が
判

明
し
た
場
合
、
保
健
所
の
指
示
、
指
導
に
従
う
も
の
と
す
る
。

※
濃
厚
接
触
者
：
患
者
（
確
定
例
）
の
感
染
可
能
期
間
に
接
触
し
た
者

の
う
ち
、
次
の
範
囲
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
。

･
患
者
（
確
定
例
）
と
同
居
あ
る
い
は
長
時
間
の
接
触
（
車
内
、
航

空
機
内
を
含
む
）
が
あ
っ
た
者

･
適
切
な
感
染
防
護
無
し
に
患
者
（
確
定
例
）
を
診
察
、
看
護
若
し

く
は
介
護
し
て
い
た
者

･
患
者
（
確
定
例
）
の
気
道
分
泌
液
も
し
く
は
体
液
等
の
汚
染
物
質

に
直
接
触
れ
た
可
能
性
が
高
い
者

･
そ
の
他
　
手
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
距
離
（
目
安
と
し
て
１
メ

ー
ト
ル
）
で
、
必
要
な
感
染
予
防
策
な
し
で
、「
患
者
（
確
定
例
）」

と
15
分
以
上
接
触
が
あ
っ
た
者
（
周
辺
の
環
境
や
接
触
の
状
況
等
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個
々
の
状
況
か
ら
患
者
の
感
染
性
を
総
合
的
に
判
断
す
る
）

【
そ
の
他
】

な
お
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
事
象
が
発
生
し
た

場
合
、
大
会
主
催
者
及
び
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
が
協
議
の
上
、
対
応
す
る
。

※
参
考
文
献

１
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
対
処
方
針
（
令
和
２

年
３
月
28
日
（
令
和
２
年
５
月
25
日
変
更
）・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
決
定
）

２
　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
に
向
け
た
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
令
和
２
年
５
月
14
日
（
令
和
２
年
５
月
29
日
改
定
）・
公

益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

３
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
再
開
時
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

熱
中
症
予
防
に
つ
い
て
（
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

４
　「
安
全
に
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
？
」
の
改
正
に

つ
い
て
（
令
和
２
年
５
月
22
日
・
ス
ポ
ー
ツ
庁
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課

事
務
連
絡
）

５
　
５
月
25
日
に
決
定
さ
れ
た
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態

宣
言
解
除
宣
言
」
及
び
解
除
後
の
催
物
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て

（
令
和
２
年
５
月
26
日
・
ス
ポ
ー
ツ
庁
政
策
課
事
務
連
絡
）

６
　
移
行
期
間
に
お
け
る
都
道
府
県
の
対
応
に
つ
い
て
（
令
和
２
年
５

月
25
日
・
内
閣
官
房
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
室

長
事
務
連
絡
）

７
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に
対
す
る
積
極
的
疫
学
調
査

実
施
要
領
（
令
和
２
年
５
月
29
日
版
・
国
立
感
染
症
研
究
所
　
感

染
症
疫
学
セ
ン
タ
ー
）

８
　
日
本
野
球
機
構
（
Ｎ
Ｐ
Ｂ
）
と
日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
Ｊ

リ
ー
グ
）
に
よ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
連
絡
会
議
」
資

料

９
　
７
月
10
日
以
降
に
お
け
る
都
道
府
県
の
対
応
に
つ
い
て
（
令
和
２

年
７
月
８
日
・
内
閣
官
房
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推

進
室
長
）【
８
月
４
日
追
記
】

10
　
８
月
１
日
以
降
に
お
け
る
催
物
の
開
催
制
限
等
に
つ
い
て
（
令
和

２
年
７
月
23
日
・
内
閣
官
房
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

推
進
室
長
）【
８
月
４
日
追
記
】

第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
ま
し
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
罹
患

さ
れ
た
皆
様
、
今
な
お
ご
不
便
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
皆
様

に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
別
紙
発
表
の
通
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
一
部
の
地

区
で
延
期
、
変
更
と
な
り
ま
し
た
第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
（
主
催
：

公
益
財
団
法
人
日
本
野
球
連
盟
、
毎
日
新
聞
社
）
の
地
区
予
選
が
い
よ
い

よ
始
ま
り
ま
す
。
地
区
予
選
は
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
無
事
に
終
了
で
き
ま
す
よ
う
、

関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

11
月
22
日
か
ら
12
日
間
、
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
予
定
の
本
大
会
に
お
き

ま
し
て
、
主
催
の
公
益
財
団
法
人
日
本
野
球
連
盟
と
毎
日
新
聞
社
は
開
催

を
目
指
し
、
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
内
の
感
染
状
況
は
依
然
終

息
の
き
ざ
し
が
見
え
ず
、
社
会
生
活
で
は
不
安
定
な
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
大
会
開
催
に
つ
き
ま
し
て
も
解
決
す
べ
き
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す

が
、
チ
ー
ム
関
係
者
、
大
会
関
係
者
、
観
客
の
皆
様
の
健
康
と
安
全
を
守

る
こ
と
を
最
優
先
に
取
り
組
み
、
選
手
等
が
よ
り
安
心
し
て
参
加
で
き
る

大
会
を
目
指
し
、
開
催
に
備
え
て
参
り
ま
す
。

１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
に
始
ま
り
ま
し
た
都
市
対
抗
野
球
大
会
は
長

い
歴
史
を
重
ね
な
が
ら
、
企
業
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
文
化

を
育
ん
で
参
り
ま
し
た
。
そ
の
文
化
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
多
く
の
社
会

人
野
球
フ
ァ
ン
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う
、
素
晴
ら
し
い
大
会
を
目
指
し

て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
０
年
７
月
２
日

公
益
財
団
法
人
日
本
野
球
連
盟
会
長
　
　
清
野
　
　
智

毎
日
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長
　
　
　
　
丸
山
　
昌
宏

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

【
第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
用
（
有
観
客
開
催
）】

大
会
日
程
　
２
０
２
０
年
11
月
22
日
（
日
）
～
12
月
３
日
（
木
）

試
合
球
場
　
東
京
ド
ー
ム

１
．
は
じ
め
に

日
本
野
球
連
盟
・
毎
日
新
聞
社
は
、
第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会

を
11
月
22
日
～
12
日
間
、
東
京
ド
ー
ム
で
開
催
し
ま
す
。

都
市
対
抗
野
球
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
出
場
す
る
チ
ー
ム
、

ご
来
場
さ
れ
る
お
客
様
、
そ
し
て
、
大
会
運
営
に
あ
た
る
ス
タ
ッ
フ

等
、
全
て
の
方
々
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
Ｊ

Ａ
Ｂ
Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
【
第
91
回
都
市

対
抗
野
球
大
会
用
（
有
観
客
開
催
）】
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
を
講
じ
る
た

め
、
１
試
合
あ
た
り
の
入
場
者
を
１
０
、
０
０
０
人
以
内
、
全
席
指

定
、
１
試
合
毎
の
入
れ
替
え
等
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
応

援
団
に
よ
る
応
援
も
実
施
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

例
年
通
り
の
都
市
対
抗
野
球
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
が
、
社
会
人
野
球
の
最
高
峰
で
あ
る
都
市
対
抗
野
球
大
会
を
是
非

と
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
今
後
も
感
染
症
の
動
向
、
専
門
家
の
知
見

並
び
に
政
府
の
対
処
方
針
の
改
定
等
を
踏
ま
え
、
適
宜
見
直
し
を
行

い
ま
す
。
　

※
用
語
の
定
義

【
大
会
関
係
】　

大
会
関
係
者
：
大
会
役
員
、
大
会
本
部
員
、
審
判
員
、
公
式
記
録
員
、

場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
解
説
者
、
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

報
道
関
係
者
：
当
該
大
会
及
び
出
場
チ
ー
ム
を
取
材
す
る
目
的
で
来

場
し
、
大
会
主
催
者
が
設
置
す
る
関
係
者
受
付
で
取

材
章
を
発
行
さ
れ
た
者

チ
ー
ム
関
係
者
：
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
に
競
技
者
登
録
を
行
っ
て
い
る
役
員
及
び

選
手

控
え
選
手
：
試
合
当
日
ベ
ン
チ
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
出
場
登
録
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選
手
（
25
名
以
内
）
の
う
ち
、
試
合
に
出
場
し
て
い

な
い
選
手

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
】　

濃
厚
接
触
者
：
患
者
（
確
定
例
）
の
感
染
可
能
期
間
に
接
触
し
た
者

の
う
ち
、
次
の
範
囲
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
。

･
患
者
（
確
定
例
）
と
同
居
あ
る
い
は
長
時
間
の
接

触
（
車
内
、
航
空
機
内
を
含
む
）
が
あ
っ
た
者

･
適
切
な
感
染
防
護
無
し
に
患
者
（
確
定
例
）
を
診

察
、
看
護
若
し
く
は
介
護
し
て
い
た
者

･
患
者
（
確
定
例
）
の
気
道
分
泌
液
も
し
く
は
体
液

等
の
汚
染
物
質
に
直
接
触
れ
た
可
能
性
が
高
い
者

･
そ
の
他
　
手
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
距
離
（
目

安
と
し
て
1
メ
ー
ト
ル
）
で
、
必
要
な
感
染
予
防

策
な
し
で
、「
患
者
（
確
定
例
）」
と
15
分
以
上
接

触
が
あ
っ
た
者
（
周
辺
の
環
境
や
接
触
の
状
況
等

個
々
の
状
況
か
ら
患
者
の
感
染
性
を
総
合
的
に
判

断
す
る
）

２
．
基
本
方
針
　

大
会
関
係
者
及
び
チ
ー
ム
関
係
者
は
試
合
、
移
動
、
宿
泊
等
に
あ

た
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
基
本
と
な
る
ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
す
る
こ
と
、
密
集
、
密
閉
、
密
接

を
避
け
る
こ
と
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
等
を
常
に
意
識
し
な
が

ら
行
動
す
る
こ
と
と
す
る
。

３
．
感
染
予
防
対
策

（
共
通
感
染
予
防
対
策
）　

①
可
能
な
限
り
日
常
的
に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

②
手
指
衛
生
の
励
行
。
消
毒
や
手
洗
い
を
徹
底
す
る
。

③
３
つ
の
密
（
密
閉
空
間
、
密
集
場
所
、
密
接
場
所
）
を
避
け
る
。

④
大
会
初
日
の
２
週
間
前
11
月
８
日
（
日
）
か
ら
、
大
会
終
了
後
２

週
間
ま
で
の
間
（
チ
ー
ム
は
最
終
試
合
終
了
日
か
ら
２
週
間
の

間
）、
毎
日
の
行
動
（
検
温
を
含
む
）
を
記
録
す
る
（
行
動
記
録

表
参
照
）

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ
（
略
称
：
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
）

の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
を
す
る
。

⑴
チ
ー
ム
関
係
者

【
自
宅
（
合
宿
所
）・
宿
泊
施
設
に
て
】　

①
宿
泊
施
設
で
は
、
１
人
部
屋
且
つ
同
じ
フ
ロ
ア
に
宿
泊
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

②
食
事
は
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
を
避
け
、
距
離
を
置
い
て
対
面

に
な
ら
な
い
よ
う
に
座
る
。（
で
き
る
だ
け
２
ｍ
、
最
低
１
ｍ
）

③
不
要
不
急
な
外
出
は
行
わ
ず
、
止
む
を
得
ず
外
出
す
る
と
き
に
は

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

④
宿
泊
施
設
内
に
お
け
る
共
用
部
分
（
ロ
ビ
ー
、
廊
下
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
等
）
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

⑤
外
部
と
の
接
触
（
面
会
）
は
極
力
避
け
る
。
　

【
移
動
】　

①
移
動
中
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
衛
生
を
徹
底
す
る
。

②
第
三
者
と
の
濃
厚
接
触
を
回
避
す
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
場
合
は
、
混
み
合
う
時
間
帯
を
な
る
べ
く
避
け
る
よ
う
に

注
意
す
る
。
　

【
球
場
へ
入
場
す
る
際
】　

①
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
表
（
チ
ー
ム
用
）」
を
試
合
当
日
に
大

会
本
部
に
提
出
す
る
。
た
だ
し
、
起
床
直
後
及
び
出
発
前
に
検
温

を
行
い
、
37
・
５
度
以
上
あ
っ
た
者
は
球
場
へ
の
入
場
を
禁
止
す

る
。
ま
た
、
同
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
質
問
３
項
目
の
い
ず
れ
か
に

「
有
」
と
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
っ
た
者
の
球
場
へ
の
入
場
の
可
否
に
つ

い
て
は
、
大
会
本
部
が
チ
ー
ム
責
任
者
と
協
議
し
て
判
断
す
る
。

②
関
係
者
受
付
で
検
温
を
行
い
、
37
・
５
度
以
上
あ
っ
た
場
合
は
、

球
場
へ
の
入
場
を
禁
止
す
る
。

③
入
場
す
る
際
は
、
定
め
ら
れ
た
動
線
を
守
る
こ
と
。

④
控
え
選
手
は
、
チ
ー
ム
荷
物
搬
入
後
、
指
定
さ
れ
た
観
客
席
で
観

戦
す
る
。

⑤
東
京
ド
ー
ム
内
の
関
係
者
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
使
用
を
禁
止
す
る
。

【
第
一
試
合
】　

①
球
場
到
着
後
、
大
会
本
部
の
指
示
に
よ
り
関
係
者
入
り
口
か
ら
入

場
、
直
接
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
に
移
動
す
る
。

②
第
一
試
合
チ
ー
ム
の
球
場
へ
の
入
場
は
、
試
合
開
始
予
定
時
刻
の

90
分
前
と
す
る
。

③
初
日
の
第
一
試
合
チ
ー
ム
の
球
場
へ
の
入
場
は
、
試
合
開
始
予
定

時
刻
の
１
２
０
分
前
と
す
る
。

④
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
外
野
で
行
う
。

※
決
勝
戦
に
つ
い
て
は
、
別
途
連
絡
す
る
。

【
第
二
試
合
、
第
三
試
合
】

①
球
場
到
着
後
、
大
会
本
部
の
指
示
に
よ
り
関
係
者
入
り
口
か
ら
入

場
、
直
接
チ
ー
ム
控
室
に
移
動
す
る
。

②
第
二
試
合
、
第
三
試
合
の
チ
ー
ム
の
球
場
へ
の
入
場
は
、
試
合
開

始
予
定
時
刻
の
１
２
０
分
前
か
ら
と
す
る
。

③
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
は
、
４
階
コ
ン
コ
ー
ス
で
行
う
。

【
試
合
前
】　

①
試
合
開
始
及
び
試
合
終
了
時
、
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
を
は
さ
ん
で
２
ｍ

以
上
の
間
隔
を
あ
け
て
両
チ
ー
ム
向
き
合
っ
て
整
列
し
、
挨
拶
を

行
う
。
な
お
、
相
手
チ
ー
ム
と
の
握
手
等
は
行
わ
な
い
。

②
チ
ー
ム
控
室
で
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
密
集
、
密
接
を
極
力
避
け

る
よ
う
に
努
め
る
。

③
対
戦
相
手
並
び
に
大
会
関
係
者
等
と
の
接
触
は
極
力
避
け
る
。

④
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
時
の
マ
ス
ク
の
着
用
は
必
須
と
し
な
い
。

【
試
合
中
】　

①
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
内
で
は
、
で
き
る
だ
け
選
手
同
士
の
間
隔
の
確
保

に
努
め
る
（
選
手
サ
ロ
ン
の
使
用
可
）。

②
試
合
に
出
場
し
て
い
る
選
手
以
外
の
控
え
選
手
及
び
監
督
、
コ
ー

チ
、
ト
レ
ー
ナ
ー
等
の
ス
タ
ッ
フ
（
ベ
ー
ス
コ
ー
チ
を
除
く
）
は
、

マ
ス
ク
着
用
と
す
る
。

③
素
手
で
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
や
握
手
等
を
控
え
る
。
メ
ガ
ホ
ン
の
使
用

を
禁
止
す
る
。

④
唾
を
吐
く
行
為
、
手
を
舐
め
る
行
為
は
禁
止
す
る
。

⑤
試
合
前
や
イ
ニ
ン
グ
間
の
円
陣
は
一
定
の
距
離
を
保
つ
。

⑥
選
手
交
代
で
監
督
が
主
審
に
近
づ
く
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
２
ｍ

（
最
低
１
ｍ
）
確
保
す
る
。

⑦
投
手
交
代
等
で
マ
ウ
ン
ド
に
集
ま
る
際
に
は
、
で
き
る
だ
け
選
手
、
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監
督
（
コ
ー
チ
）
と
間
隔
を
と
り
、
可
能
な
限
り
接
触
を
避
け
る
。

⑧
チ
ー
ム
共
用
の
道
具
に
つ
い
て
は
、
こ
ま
め
に
消
毒
を
行
う
。

⑨
タ
オ
ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
コ
ッ
プ
等
の
共
有
は
避
け
る
。

【
試
合
終
了
後
、
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
の
入
れ
替
え
】

（
当
該
試
合
チ
ー
ム
）　

①
試
合
終
了
後
は
、
定
め
ら
れ
た
動
線
を
守
り
、
関
係
者
入
り
口
か

ら
退
場
す
る
。

②
取
材
対
象
者
は
、
大
会
本
部
の
指
示
に
従
っ
て
取
材
を
受
け
る
。

③
次
チ
ー
ム
と
の
接
触
を
避
け
る
。

④
一
般
来
場
者
と
の
接
触
は
禁
止
す
る
。

（
次
チ
ー
ム
）　

①
前
試
合
終
了
後
、
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
横
の
階
段
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ

入
場
す
る
。

②
荷
物
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
上
（
カ
メ
ラ
席
付
近
）
に
置
い
て
外
野
で
ウ

ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
等
を
行
う
。

③
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
及
び
選
手
サ
ロ
ン
内
の
消
毒
作
業
完
了
後
、
大
会

本
部
の
指
示
を
受
け
て
か
ら
、
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
内
に
荷
物
を
入
れ

る
。

⑵
大
会
関
係
者
　

【
自
宅
・
宿
泊
施
設
に
て
】　

①
宿
泊
す
る
場
合
は
、
個
室
と
す
る
。

②
食
事
は
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
を
避
け
、
距
離
を
置
い
て
対
面

に
な
ら
な
い
よ
う
に
座
る
。（
で
き
る
だ
け
２
ｍ
、
最
低
１
ｍ
）

③
不
要
不
急
な
外
出
は
行
わ
ず
、
止
む
を
得
ず
外
出
す
る
と
き
に
は

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

④
宿
泊
施
設
内
に
お
け
る
共
用
部
分
（
ロ
ビ
ー
、
廊
下
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
等
）
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

⑤
外
部
と
の
接
触
（
面
会
）
は
極
力
避
け
る
。
　

【
移
動
】　

①
移
動
中
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
衛
生
を
徹
底
す
る
。

②
第
三
者
と
の
濃
厚
接
触
を
回
避
す
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
場
合
は
、
混
み
合
う
時
間
帯
を
な
る
べ
く
避
け
る
よ
う
に

注
意
す
る
。
　

【
球
場
に
入
る
際
】　

①
関
係
者
受
付
で
検
温
を
行
い
、
37
・
５
度
以
上
あ
っ
た
場
合
は
、

球
場
へ
の
入
場
を
禁
止
す
る
。
ま
た
、「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

表
（
大
会
関
係
者
用
）」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
同
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
質
問
３
項
目
の
い
ず
れ
か
に
「
有
」
と
チ
ェ
ッ
ク
が
あ

っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
大
会
本
部
が
当
事
者
に
内
容
を
確
認
の
う

え
、
球
場
へ
の
入
場
可
否
を
判
断
す
る
。

②
球
場
内
は
、
常
時
マ
ス
ク
着
用
と
す
る
。

③
入
場
す
る
際
は
、
定
め
ら
れ
た
動
線
を
守
る
こ
と
。

【
審
判
の
試
合
中
に
関
す
る
事
項
】

①
球
　
　
審
　
マ
ス
ク
の
着
用
、
ま
た
は
マ
ス
ク
シ
ー
ル
ド
を
装
着

す
る
。

②
塁
　
　
審
　
マ
ス
ク
の
着
用
は
必
須
と
し
な
い
。

③
控
え
審
判
　
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。
　

⑶
報
道
関
係
者

【
移
動
】

①
移
動
中
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
衛
生
を
徹
底
す
る
。

②
第
三
者
と
の
濃
厚
接
触
を
回
避
す
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
場
合
は
、
混
み
合
う
時
間
帯
を
な
る
べ
く
避
け
る
よ
う
に

注
意
す
る
。

【
球
場
に
入
る
際
】

①
報
道
受
付
で
検
温
を
行
い
、
37
・
５
度
以
上
あ
っ
た
場
合
は
、
球

場
へ
の
入
場
を
禁
止
す
る
。ま
た
、「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
表（
報

道
関
係
者
用
）」
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
同
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

の
質
問
３
項
目
の
い
ず
れ
か
に
「
有
」
と
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
っ
た
者

に
つ
い
て
は
、
大
会
本
部
が
当
事
者
に
内
容
を
確
認
の
う
え
、
球

場
へ
の
入
場
可
否
を
判
断
す
る
。

②
球
場
内
は
、
常
時
マ
ス
ク
着
用
と
す
る
。

③
入
場
す
る
際
は
、
定
め
ら
れ
た
動
線
を
守
る
こ
と
。
　

【
取
材
】

①
受
付
は
事
前
申
請
者
の
み
と
し
、
必
要
最
低
限
の
人
数
制
限
を
行

う
。

②
記
者
席
の
座
席
の
間
隔
は
安
全
な
距
離
を
確
保
す
る
。（
で
き
る

だ
け
２
ｍ
、
最
低
１
ｍ
）

③
取
材
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
限
定
し
、
各
試
合
後
の
み
と
す
る
。

④
個
別
取
材
、
ぶ
ら
下
が
り
取
材
、
囲
み
取
材
お
よ
び
ス
タ
ン
ド
や

コ
ン
コ
ー
ス
で
の
取
材
は
禁
止
と
す
る
。

⑤
Ｂ
２
階
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
含
む
）
全
エ
リ
ア
へ
の
立
ち
入
り
を
禁
止

と
す
る
（
試
合
解
説
者
含
む
）。

⑥
試
合
後
は
中
継
局
の
み
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
立
ち
入
り
可
と
す
る
。

試
合
後
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
カ
メ
ラ
マ
ン
席
付
近

で
行
う
（
中
継
局
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
、
撮
影
ク
ル
ー
の
み
）。

【
ス
チ
ー
ル
・
ム
ー
ビ
ー
撮
影
】　

①
Ｂ
２
階
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
含
む
）
全
エ
リ
ア
へ
の
立
ち
入
り
を
禁
止

と
す
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
カ
メ
ラ
席
へ
の
移
動
は
ス
タ
ン
ド
か
ら
の

指
定
の
動
線
に
限
定
す
る
。

（「
メ
デ
ィ
ア
取
材
要
項
」
参
照
）

②
大
会
主
催
者
が
指
定
す
る
撮
影
可
能
エ
リ
ア
以
外
で
の
撮
影
は
禁

止
と
す
る
。

③
カ
メ
ラ
マ
ン
同
士
の
安
全
な
距
離
を
確
保
す
る
。（
で
き
る
だ
け

２
ｍ
、
最
低
１
ｍ
）

【
取
材
要
項
・
申
請
方
法
】　

「
メ
デ
ィ
ア
取
材
要
項
」
に
定
め
る
。
　

４
．
球
場
運
営
対
応

⑴
球
場
運
営

①
予
防
措
置
の
強
化

球
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
場
券
購
入
画
面
を
通
じ
て
マ
ス
ク
着
用
、
手

指
消
毒
励
行
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
遵
守
を
含
む
一
般
的
な
予
防
措
置

を
案
内
。

②
飲
料
販
売
関
連

ア
ル
コ
ー
ル
類
の
販
売
は
行
わ
な
い
。

③
消
毒
と
衛
生

･
球
場
内
各
所
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
配
備
し
、
消
毒
を
行

う
。（
球
場
入
り
口
、
関
係
者
入
り
口
〈
東
京
ド
ー
ム
１
Ｆ
〉、

本
部
席
、
審
判
控
室
、
記
者
席
、
放
送
席
、
球
場
内
ト
イ
レ
、
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ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
、
チ
ー
ム
控
室
、
選
手
サ
ロ
ン
、
ブ
ル
ペ
ン
）

･
各
入
場
ゲ
ー
ト
で
す
べ
て
の
お
客
様
に
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
シ
ー

ト
を
配
布
し
、
座
席
周
り
の
消
毒
を
お
願
い
す
る
。

･
各
試
合
終
了
後
、
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
、
チ
ー
ム
控
室
、
選
手
サ
ロ

ン
、
ブ
ル
ペ
ン
、
記
者
会
見
場
を
消
毒
す
る
。

･
当
日
、
す
べ
て
の
試
合
終
了
後
、
球
場
内
の
ト
イ
レ
、
客
席
及

び
階
段
等
の
手
す
り
の
消
毒
を
行
う
。

④
球
場
内
で
体
調
不
良
者
が
発
生
し
た
場
合
　

･
原
則
、
帰
宅
を
促
す
。

･
必
要
に
応
じ
て
防
護
服
を
着
用
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
検
温
を
実
施

し
、
37
・
５
度
以
上
の
観
客
に
つ
い
て
は
医
療
機
関
へ
連
絡
。

そ
の
指
示
に
従
う
。

⑤
密
接
・
密
集
を
避
け
る

･
観
戦
や
球
場
内
移
動
の
際
は
、
人
と
の
距
離
を
十
分
確
保
す
る

よ
う
呼
び
か
け
る
。

･
ス
タ
ン
ド
に
入
っ
た
フ
ァ
ウ
ル
ボ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ラ
ン
ボ
ー
ル

は
球
場
係
員
が
回
収
す
る
。
密
接
・
密
集
を
避
け
る
た
め
、
観

客
自
身
が
ボ
ー
ル
を
取
り
に
い
か
な
い
よ
う
周
知
、
注
意
喚
起

を
行
う
。

･
球
場
内
及
び
所
定
ゲ
ー
ト
付
近
に
あ
る
既
存
の
喫
煙
所
は
す
べ

て
閉
鎖
す
る
。
希
望
者
に
は
球
場
が
指
定
し
た
喫
煙
場
所
を
案

内
す
る
。
　

⑵
観
客
へ
の
対
応

【
入
場
者
制
限
】　

①
入
場
者
は
１
０
、
０
０
０
人
以
内
と
す
る
。

②
入
場
券
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
と
し
、
全
席
指
定
、
全
試
合
入

れ
替
え
制
と
す
る
。

【
入
場
制
限
対
象
者
】　

①
過
去
１
週
間
以
内
か
ら
現
在
ま
で
に
下
記
を
含
む
体
調
不
良
が
あ

る
方

･
体
温
37
・
５
度
以
上

･
強
い
倦
怠
感

･
感
冒
様
症
状
（
咳
、
咽
頭
痛
、
息
苦
し
さ
等
）

･
味
覚
・
嗅
覚
異
常
な
ど
の
異
変
が
あ
る

②
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
陽
性
歴
が
あ
り
、
ア
有
症
状
者
で
は
、
発
症
日
か
ら

10
日
未
満
、
か
つ
、
症
状
軽
快
後
　
72
時
間
以
内
、
イ
症
状
軽
快

後
24
時
間
経
過
か
ら
24
時
間
以
上
の
間
隔
を
あ
け
、
２
回
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
で
陰
性
を
確
認
で
き
て
い
な
い
、
ま
た
は
ウ
無
症
状
病
原

体
保
有
者
で
は
、
陰
性
確
認
か
ら
10
日
未
満
、
エ
検
体
採
取
日
か

ら
６
日
間
経
過
後
、
24
時
間
以
上
の
間
隔
を
あ
け
、
２
回
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
で
陰
性
を
確
認
で
き
て
い
な
い

③
濃
厚
接
触
者
と
し
て
自
宅
待
機
中

④
家
族
が
濃
厚
接
触
者
と
し
て
自
宅
待
機
中

⑤
家
族
に
①
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
体
調
不
良
者
が
い
る

⑥
海
外
か
ら
帰
国
（
日
本
に
入
国
）
し
て
14
日
未
満

⑦
マ
ス
ク
非
着
用
の
方

※
来
場
者
が
入
場
不
可
と
な
っ
た
場
合
、
入
場
料
は
返
金
す
る

【
入
場
時
】

①
入
場
ゲ
ー
ト
に
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
設
置
し
、
入
場
者
の
検
温

を
実
施
す
る
。
37
・
５
度
以
上
が
計
測
さ
れ
た
場
合
、
非
接
触
型

体
温
計
で
再
検
温
を
行
う
。
再
度
、
37
・
５
度
以
上
が
計
測
さ
れ

た
場
合
は
、
脇
下
の
接
触
型
体
温
計
に
よ
る
再
々
検
温
を
行
い
、

そ
れ
で
も
下
回
ら
な
い
場
合
は
入
場
を
お
断
り
す
る
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
使
っ
た
手
指
の
消
毒
を
行
い
、
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
。

③
各
入
場
ゲ
ー
ト
で
、
観
客
に
座
席
周
り
の
清
掃
な
ど
に
使
用
す
る

ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
シ
ー
ト
を
配
布
す
る
。
使
用
後
は
持
ち
帰
る
か
、

所
定
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
よ
う
呼
び
か
け
る
。

④
入
場
券
は
、
お
客
様
同
士
の
距
離
を
確
保
す
る
た
め
、
座
席
の
間

隔
を
空
け
て
販
売
す
る
。
必
ず
指
定
さ
れ
た
座
席
を
ご
利
用
い
た

だ
く
。

⑤
入
場
券
購
入
時
に
専
用
フ
ォ
ー
ム
を
印
刷
し
て
い
た
だ
き
回
収
す

る
。
大
会
期
間
中
の
来
場
者
の
中
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
さ
れ
た
方
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
周
辺
の
座
席
で
観
戦
さ
れ

た
方
に
連
絡
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
来
場
者
ご
本
人
の
氏
名
、

連
絡
先
、
座
席
番
号
を
記
入
し
て
も
ら
い
、
試
合
当
日
、
入
場
ゲ

ー
ト
の
専
用
ボ
ッ
ク
ス
に
投
函
し
て
い
た
だ
く
。
専
用
フ
ォ
ー
ム

を
印
刷
で
き
な
い
場
合
は
、
当
日
東
京
ド
ー
ム
入
場
ゲ
ー
ト
付
近

に
設
置
さ
れ
る
記
入
所
で
所
定
の
用
紙
に
記
入
を
お
願
い
す
る
。

⑥
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
ク
ラ
ブ
割
引
入
場
券
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
必
ず

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
ク
ラ
ブ
会
員
証
の
提
示
を
求
め
る
。
提
示
の
な
い
場
合

は
入
場
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

⑦
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
）」

の
案
内
を
す
る
。

厚
生
労
働
省
が
開
発
し
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア

プ
リ
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
）
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
し
な
が
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性
者
と
接
触
し
た
可
能
性
に
つ

い
て
、
通
知
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
利
用
者
は
陽
性
者
と
接

触
し
た
可
能
性
が
わ
か
る
こ
と
で
、
検
査
の
受
診
な
ど
保
健
所
の

サ
ポ
ー
ト
を
早
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
つ

な
が
る
の
で
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る

よ
う
案
内
す
る
。

⑧
「
東
京
ド
ー
ム
ア
ラ
ー
ト
で
の
メ
ー
ル
配
信
」
の
案
内
を
す
る
。

入
場
後
、
座
席
に
設
置
さ
れ
た
Ｎ
Ｆ
Ｃ
チ
ッ
プ
も
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話
で
読
み
込
み
、
登
録
画
面

か
ら
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
を
依
頼
す
る
。
万
が
一
周
辺
の
座

席
に
座
っ
て
い
た
方
に
感
染
者
が
出
た
場
合
、
速
や
か
に
注
意
喚

起
の
メ
ー
ル
配
信
を
行
う
。

⑨
ビ
ン
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
類
（
凍
ら
せ
た
も
の
・
１
０
０
０
ml

を
超
え
る
も
の
）
の
持
ち
込
み
を
禁
止
す
る
。
飲
み
物
の
移
し
替

え
も
行
わ
な
い
。（
１
０
０
０
ml
以
下
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
水
筒

に
つ
い
て
は
持
ち
込
み
可
）

⑩
観
戦
終
了
後
に
自
分
の
座
席
位
置
を
確
認
で
き
る
よ
う
、
入
場
券

を
最
低
14
日
間
保
管
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
。

【
観
戦
中
】

①
観
客
席
で
大
声
を
出
す
こ
と
、
太
鼓
等
の
鳴
り
物
を
使
う
こ
と
、

社
歌
・
応
援
歌
の
合
唱
、及
び
エ
ー
ル
を
送
る
こ
と
等
を
禁
止
す
る
。

②
球
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
及
び
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
を
利
用
し
て
マ
ス

ク
の
着
用
を
呼
び
か
け
る
。
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球
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
自
分
の
座
席
位
置
を
確
認
で
き
る
よ
う
、

入
場
券
を
最
低
14
日
間
保
管
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
。

③
球
場
内
で
は
、
可
能
な
限
り
、
売
店
や
ト
イ
レ
な
ど
目
的
地
を
決

め
て
移
動
し
て
い
た
だ
く
。
観
戦
中
や
球
場
内
の
移
動
の
際
は
、

人
と
の
距
離
を
十
分
確
保
し
、
不
必
要
な
コ
ン
コ
ー
ス
の
回
遊
な

ど
遠
慮
し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
る
。

【
退
場
時
】　

観
客
に
、
球
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
表
示
な
ど
で

密
に
な
ら
な
い
よ
う
、
速
や
か
な
退
場
協
力
を
呼
び
か
け
る
。

【
観
客
へ
の
呼
び
か
け
事
項
】

①
入
場
券
購
入
時

･
入
場
制
限
対
象
者
の
周
知

･
マ
ス
ク
着
用

･
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
検
温
実
施

･
試
合
後
、
入
場
券
を
最
低
14
日
間
は
保
管

･
感
染
防
止
の
た
め
の
行
動
制
限
へ
の
理
解
（
回
遊
制
限
、
応
援

制
限
、
飲
食
販
売
制
限
等
）

･
感
染
が
判
明
し
た
場
合
及
び
濃
厚
接
触
者
と
指
定
さ
れ
た
場
合
、

大
会
本
部
指
定
の
連
絡
先
へ
連
絡
し
て
い
た
だ
く
よ
う
協
力
依

頼
す
る
。

･
感
染
が
判
明
し
た
場
合
、
対
象
席
情
報
の
Ｈ
Ｐ
へ
の
公
表
と
近

隣
座
席
購
入
者
へ
の
連
絡
を
実
施
す
る
。

②
球
場
到
着
・
入
場
時

･
マ
ス
ク
の
持
参
、
着
用

･
入
場
前
に
検
温
を
実
施

･
入
場
制
限
対
象
者
に
あ
た
る
場
合
、
入
場
時
の
検
温
に
ご
協
力

い
た
だ
け
な
い
場
合
は
入
場
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
る

③
球
場
入
場
後

･
球
場
内
マ
ス
ク
着
用

･
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
遵
守

･
各
自
で
座
席
番
号
の
記
録
、
観
戦
日
か
ら
最
低
14
日
間
、
入
場

券
を
保
管

･
球
場
内
で
可
能
な
限
り
目
的
地
（
自
分
の
座
席
、
売
店
、
ト
イ

レ
等
）
を
決
め
て
移
動
す
る
こ
と
と
し
、
不
必
要
な
コ
ン
コ
ー

ス
の
回
遊
等
は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
。

･
観
戦
中
や
球
場
内
の
移
動
の
際
は
、
人
と
の
距
離
を
十
分
確
保

･
体
調
管
理
に
十
分
に
配
慮
し
、
異
変
が
あ
っ
た
場
合
に
は
無
理

せ
ず
ご
帰
宅
い
た
だ
く
。

･
大
会
本
部
の
案
内
す
る
応
援
ス
タ
イ
ル
に
ご
理
解
の
上
、
遵
守

い
た
だ
く
。

④
試
合
終
了
後

･
観
客
に
、
球
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
表
示
な

ど
で
密
に
な
ら
な
い
よ
う
、
速
や
か
な
退
場
協
力
を
呼
び
か
け

る
。

【
応
援
に
つ
い
て
】

応
援
団
（
リ
ー
ダ
ー
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
）
に
よ
る

応
援
は
実
施
し
な
い
。

①
応
援
の
制
限
（
禁
止
事
項
）

･
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
ホ
イ
ッ
ス
ル
等
鳴
り
物
応
援

･
メ
ガ
ホ
ン
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
を
使
用
し
て
の
応
援

･
両
手
を
メ
ガ
ホ
ン
代
わ
り
に
し
た
大
声
で
の
声
援

･
ビ
ッ
グ
フ
ラ
ッ
グ
や
応
援
タ
オ
ル
を
振
り
回
す
応
援

･
肩
組
み
、
飛
び
跳
ね
な
ど
集
団
で
の
動
き
を
伴
う
応
援

･
指
笛
の
応
援

･
ビ
ッ
グ
プ
レ
ー
、
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
等
で
の
観
客
の
ハ
イ
タ
ッ

チ

②
新
た
な
応
援
ス
タ
イ
ル

自
席
で
、
声
を
出
さ
ず
に
、
好
プ
レ
ー
に
は
拍
手
を
送
る
な
ど
自

然
体
の
応
援
ス
タ
イ
ル
を
提
唱
す
る
。

③
そ
の
他

チ
ー
ム
席
を
廃
止
し
内
野
席
（
指
定
席
）
と
す
る
た
め
、
組
織
的

な
応
援
は
不
可
と
す
る
。

５
．
発
症
者
及
び
感
染
者
（
濃
厚
接
触
者
含
む
）
発
生
に
つ
い
て

⑴
発
症
の
疑
い
（
体
調
不
良
）
が
発
生
し
た
場
合

チ
ー
ム
関
係
者
並
び
に
大
会
関
係
者
と
も
、
本
人
ま
た
は
同
居
家

族
が
、
少
な
く
と
も
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
す

ぐ
に
か
か
り
つ
け
医
、帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
。

①
息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）、
強
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）、
高
熱
等
の

強
い
症
状
の
い
ず
れ
か
が
あ
る
場
合

②
重
症
化
し
や
す
い
方
（
※
）
で
、
発
熱
や
咳
な
ど
の
比
較
的
軽
い

風
邪
の
症
状
が
あ
る
場
合

（
※
）
高
齢
者
、
糖
尿
病
、
心
不
全
、
呼
吸
器
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

等
）
等
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
や
透
析
を
受
け
て
い
る
方
、

免
疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん
剤
等
を
用
い
て
い
る
方

③
上
記
以
外
の
方
で
発
熱
や
咳
等
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
ま
た
は

味
覚
・
嗅
覚
異
常
等
が
あ
る
場
合

⑵
感
染
者
（
濃
厚
接
触
者
含
む
）
が
発
生
し
た
場
合
（
チ
ー
ム
関
係
者
）

【
別
表
④
】
に
基
づ
き
対
応
す
る
。・
・
・
・
・
・（
１
６
４
頁
参
照
）

⑶
感
染
者（
濃
厚
接
触
者
含
む
）が
発
生
し
た
場
合（
大
会
関
係
者
）【
別

表
⑤
】
に
基
づ
き
対
応
す
る
。
　
・
・
・
・
・
・（
１
６
６
頁
参
照
）

⑷
観
客
に
陽
性
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合

①
大
会
期
間
中

･
大
会
本
部
は
、
来
場
時
に
観
客
自
身
が
提
出
し
た
「
来
場
者
情

報
」
に
よ
り
観
戦
し
た
試
合
と
座
席
を
確
認
す
る
。

･
保
健
所
等
と
の
協
議
の
上
、
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
、

感
染
者
の
観
戦
情
報
（
日
時
及
び
座
席
等
）
を
日
本
野
球
連
盟

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
感

染
者
の
周
囲
に
い
た
観
客
に
連
絡
し
、
注
意
喚
起
を
行
う
。

②
大
会
終
了
日
か
ら
２
週
間
の
間

･
日
本
野
球
連
盟
は
、
来
場
時
に
観
客
自
身
が
提
出
し
た
「
来
場

者
情
報
」
に
よ
り
観
戦
し
た
試
合
と
座
席
を
確
認
す
る
。

･
保
健
所
等
と
の
協
議
の
上
、
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
、

感
染
者
の
観
戦
情
報
（
日
時
及
び
座
席
等
）
を
日
本
野
球
連
盟

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
感

染
者
の
周
囲
に
い
た
観
客
に
連
絡
し
、
注
意
喚
起
を
行
う
。

６
．
大
会
本
部
（
大
会
前
後
は
日
本
野
球
連
盟
）
の
判
断

⑴
感
染
者
（
濃
厚
接
触
者
含
む
）
が
発
生
し
た
チ
ー
ム
の
大
会
出
場
の

可
否

都
市
対
抗
野
球
大
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
当
該
チ
ー
ム
の
大
会
出
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場
の
可
否
を
協
議
し
、
決
定
す
る
。

⑵
大
会
継
続
の
可
否

緊
急
事
態
宣
言
（
都
道
府
県
単
位
の
緊
急
事
態
宣
言
を
含
む
）
が
発

出
さ
れ
た
場
合
、
日
本
野
球
連
盟
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
大
会
中

止
を
含
め
た
対
応
を
協
議
し
、
決
定
す
る
。
自
治
体
、
保
健
所
と
も

連
携
し
て
判
断
を
下
す
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
監
修
　

舘
田
　
一
博
　
第
91
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

一
般
社
団
法
人
日
本
感
染
症
学
会
　
理
事
長

東
邦
大
学
　
医
学
部
　
微
生
物
・
感
染
症
学
講
座
　
教
授

Ｎ
Ｐ
Ｂ
・
Ｊ
リ
ー
グ
専
門
家
チ
ー
ム

参
考
情
報

１
．
日
本
野
球
機
構
（
Ｎ
Ｐ
Ｂ
）
と
日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
Ｊ
リ

ー
グ
）
に
よ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
連
絡
会
議
」
資
料

２
．
Ｎ
Ｐ
Ｂ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

３
．
７
月
10
日
以
降
に
お
け
る
都
道
府
県
の
対
応
に
つ
い
て
（
令
和
２
年

７
月
８
日
・
内
閣
官
房
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
室

長
）

４
．
８
月
１
日
以
降
に
お
け
る
催
物
の
開
催
制
限
等
に
つ
い
て
（
令
和
２

年
７
月
23
日
・
内
閣
官
房
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進

室
長
）

５
．
８
月
１
日
以
降
に
お
け
る
催
物
の
開
催
制
限
等
に
つ
い
て
（
令
和
２

年
７
月
27
日
・
ス
ポ
ー
ツ
庁
政
策
課
）

６
．
今
後
の
感
染
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た
対
策
の
実
施
に
関
す
る
指
標

及
び
目
安
に
つ
い
て
（
令
和
２
年
８
月
７
日
・
内
閣
官
房
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
室
長
）

７
．
９
月
１
日
以
降
に
お
け
る
催
物
の
開
催
制
限
等
に
つ
い
て
（
令
和
２

年
８
月
24
日
・
内
閣
官
房
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進

室
長
）

８
．
９
月
１
日
以
降
に
お
け
る
催
物
の
開
催
制
限
等
に
つ
い
て
（
令
和
２

年
８
月
25
日
・
ス
ポ
ー
ツ
庁
政
策
課
）

２
０
２
１
年
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

（
オ
ー
プ
ン
戦
用
）

公
益
財
団
法
人
日
本
野
球
連
盟

２
０
２
１
年
２
月
16
日

は
じ
め
に

２
０
２
１
年
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
改
め
て
２
０
２
１
年

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ラ
イ
ン
（
オ
ー
プ
ン
戦
用
）

を
作
成
し
ま
し
た
。
昨
年
６
月
１
日
付
け
で
作
成
し
た
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
オ
ー
プ
ン
戦
用
）
に
つ
き
ま
し
て

は
、
廃
止
し
ま
す
。

尚
、
主
催
者
（
ホ
ー
ム
チ
ー
ム
）
は
、
相
手
チ
ー
ム
に
対
し
て
も
球
場

に
入
る
際
の
検
温
（
37
・
５
℃
以
上
は
入
場
不
可
）、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

液
に
よ
る
手
指
消
毒
等
感
染
予
防
策
を
行
う
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
今
後
も
政
府
の
対
処
方
針
の
改
定
を
踏
ま
え
、

適
宜
見
直
し
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

Ⅰ
．
共
通
感
染
予
防
対
策

１
．
毎
日
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
行
動
記
録

⑴
体
温
測
定
：
起
床
直
後
・
球
場
到
着
時
等
、
決
ま
っ
た
時
間
で

の
体
温
記
録
。

⑵
行
動
記
録
：
倦
怠
感
、
咳
、
咽
頭
痛
、
食
欲
低
下
の
有
無
、
睡

眠
時
間
等
の
チ
ェ
ッ
ク
、
食
事
や
出
向
い
た
場
所
・
同
行
者
の

記
録
。
人
混
み
に
入
る
等
の
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
状
況
が
生
じ

た
場
合
を
詳
し
く
記
録
す
る
。

２
．
マ
ス
ク
の
着
用

可
能
な
限
り
日
常
的
に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

但
し
、
マ
ス
ク
を
外
し
た
際
は
会
話
・
掛
け
声
・
大
声
は
控
え
る
。

３
．
手
指
衛
生
の
励
行

手
洗
い
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
剤
に
よ
る
手
指
衛
生
を
徹
底
す
る
。

４
．
出
来
る
だ
け
人
混
み
を
避
け
る

⑴
３
つ
の
密
（
密
閉
空
間
、
密
集
場
所
、
密
接
場
面
）
を
避
け
る
。

⑵
や
む
を
得
ず
人
混
み
に
入
る
場
合
は
正
し
く
マ
ス
ク
着
用
す
る
。

⑶
不
要
不
急
の
外
出
、
外
食
を
控
え
る
。

⑷
で
き
る
だ
け
２
ｍ
、
最
低
１
ｍ
の
安
全
距
離
を
確
保
す
る
。

５
．「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
（
政
府
専
門
家
会
議
が
２
０
２
０

年
5
月
4
日
に
提
言
）

「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
例
　

Ⅱ
．
個
別
感
染
予
防
対
策

１
．
移
動
に
つ
い
て

⑴
移
動
中
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
衛
生
を
徹
底
す
る
。

バ
ス
等
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
利
用
ご
と
の
車
内
の
消
毒
、
移

動
時
の
車
内
の
換
気
を
徹
底
す
る
。（
必
ず
窓
を
開
け
て
行
う
）

⑵
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
場
合
は
、
第
三
者
と
の
接
触
を
回

避
す
る
た
め
、
混
み
合
う
時
間
帯
を
な
る
べ
く
避
け
る
よ
う
に

注
意
す
る
。

２
．
宿
泊
に
つ
い
て

⑴
起
床
直
後
と
宿
泊
施
設
出
発
前
の
検
温
を
行
う
。

⑵
宿
舎
で
は
、
一
人
部
屋
（
も
し
く
は
シ
ン
グ
ル
ユ
ー
ス
）
且
つ

同
じ
フ
ロ
ア
に
宿
泊
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

⑶
食
事
は
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
を
避
け
、
距
離
を
あ
け
て
の

食
事
を
心
が
け
る
。

⑷
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
場
合
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
距
離
を

あ
け
て
の
座
席
配
置
と
す
る
。

⑸
各
自
の
部
屋
に
集
ま
っ
て
の
飲
食
は
控
え
る
。

⑹
各
自
の
部
屋
に
集
ま
り
懇
談
す
る
場
合
は
、
少
人
数
に
留
め
マ

ス
ク
着
用
を
徹
底
す
る
。

⑺
不
要
な
外
出
は
行
わ
ず
、
や
む
を
得
ず
外
出
す
る
場
合
は
、
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
。

⑻
宿
泊
施
設
内
に
お
け
る
供
用
部
分
（
ロ
ビ
ー
、
廊
下
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
等
）
で
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

３
．
観
戦
に
つ
い
て

チ
ー
ム
判
断
と
し
ま
す
が
、
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
出

来
な
い
場
合
は
、
観
客
の
入
場
を
不
可
と
す
る
。

･
主
な
感
染
防
止
対
策

⑴
検
温
を
実
施
し
、
37
・
５
℃
以
上
あ
っ
た
場
合
は
、
入
場
を
お

断
り
す
る
。
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⑵
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
使
っ
た
手
指
消
毒
を
行
い
、
マ
ス
ク
を
着

用
す
る
。

⑶
観
客
同
士
の
距
離
は
極
力
２
ｍ
以
上
（
最
低
１
ｍ
）
離
す
。

⑷
来
場
者
情
報
（
氏
名
・
連
絡
先
等
）
を
提
出
し
て
も
ら
う
。

４
．
野
球
場
に
つ
い
て

基
本
的
に
は
、
会
社
、
施
設
側
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
形
で

対
応
す
る
。

⑴
各
諸
室
、
ト
イ
レ
な
ど
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
配
置
し
、

消
毒
や
手
洗
い
を
徹
底
す
る
。

⑵
本
部
席
、
審
判
控
室
、
記
録
室
、
放
送
室
等
は
、
使
用
す
る
者

が
定
期
的
に
換
気
す
る
。

⑶
球
場
内
で
の
食
事
に
つ
い
て
も
、
距
離
を
空
け
て
対
面
に
な
ら

な
い
よ
う
に
座
る
。

⑷
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
に
お
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
選
手
同
士
の
間
隔

を
と
り
、
可
能
な
限
り
接
触
を
避
け
る
。

５
．
審
判
員
に
つ
い
て

⑴
球
審
に
つ
い
て
は
、
飛
沫
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
マ
ス
ク
着

用
と
す
る
。

･
球
審
　
マ
ス
ク
の
着
用
、
ま
た
は
マ
ス
ク
シ
ー
ル
ド
を
装
着

す
る
。

･
塁
審
　
マ
ス
ク
の
着
用
は
必
須
と
し
な
い
。

⑵
審
判
員
の
手
配
に
つ
い
て
は
、
仕
事
の
状
況
（
外
出
自
粛
や
在

宅
勤
務
等
）
に
よ
り
４
名
が
揃
わ
な
い
場
合
は
無
理
強
い
し
な

い
。

⑶
熱
中
症
の
予
防

今
後
、
暑
さ
が
増
し
て
く
る
時
期
に
お
い
て
は
、
熱
中
症
の
リ

ス
ク
が
高
ま
っ
て
く
る
の
で
、
熱
中
症
予
防
の
対
策
も
講
じ
る
。

イ
ニ
ン
グ
交
代
の
合
間
に
、
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
た
り
、

試
合
中
に
球
審
と
塁
審
を
交
代
す
る
な
ど
。

６
．
試
合
に
つ
い
て

⑴
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
、
ロ
ッ
カ
ー
、
ブ
ル
ペ

ン
等
に
常
時
配
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

⑵
試
合
前
後
、ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
上
で
の
整
列
（
挨
拶
）
は
行
わ
な
い
。

⑶
素
手
で
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
、
握
手
及
び
メ
ガ
ホ
ン
の
使
用
等
を
控

え
る
。

⑷
試
合
中
、
唾
を
吐
く
行
為
を
禁
止
す
る
。

⑸
試
合
中
、
手
を
舐
め
る
行
為
を
行
わ
な
い
。

⑹
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
に
お
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
選
手
同
士
の
間
隔

を
と
り
、
可
能
な
限
り
接
触
を
さ
け
、
大
声
は
控
え
る
。

⑺
試
合
前
や
イ
ニ
ン
グ
間
で
の
円
陣
や
そ
の
際
の
声
出
し
は
控
え

る
。

７
．
試
合
関
係
者
の
対
応
に
つ
い
て

⑴
検
温
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
37
・
５
℃
以
上
あ
っ
た
場
合
は
入
場

を
認
め
な
い
。

⑵
球
場
に
入
る
際
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
に
よ
る
手
指
消
毒
を

行
う
。

⑶
マ
ス
ク
着
用
と
す
る
。

⑷
本
部
席
、
記
録
室
、
審
判
控
室
、
放
送
室
等
が
あ
る
場
合
は
、

定
期
的
に
換
気
（
窓
が
な
い
場
合
は
入
り
口
を
開
放
）
を
実
施

す
る
。
ま
た
、
座
席
の
間
隔
は
一
定
の
距
離
を
保
つ
。

※
試
合
関
係
者･･･

チ
ー
ム
関
係
者
、
審
判
員
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

等

８
．
報
道
関
係
者
の
対
応
に
つ
い
て

⑴
検
温
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
37
・
５
℃
以
上
あ
っ
た
場
合
は
入
場

を
認
め
な
い
。

⑵
球
場
に
入
る
際
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
に
よ
る
手
指
消
毒
を

行
う
。

⑶
マ
ス
ク
着
用
と
す
る
。

⑷
社
名
・
氏
名
を
記
録
と
し
て
残
し
て
お
く
。

⑸
取
材
に
関
し
て
は
、選
手
た
ち
と
の
一
定
の
距
離
を
保
つ
。（
で

き
る
だ
け
２
m
、
最
低
１
m
）

９
．
選
手
等
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

⑴
試
合
当
日
、
検
温
及
び
体
調
等
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
37
・
５
℃

以
上
の
発
熱
や
体
調
不
良
の
選
手
が
い
た
場
合
に
は
、
オ
ー
プ

ン
戦
を
中
止
す
る
な
ど
、
慎
重
な
対
応
を
と
る
。

⑵
球
場
に
入
る
際
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
に
よ
る
手
指
消
毒
を

行
う
。

⑶
球
場
へ
の
移
動
を
含
め
、
球
場
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ダ
ッ
グ
ア

ウ
ト
を
除
く
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
心
掛
け
る
。

ま
た
、
相
手
チ
ー
ム
や
審
判
等
の
関
係
者
と
の
接
触
を
可
能
な

限
り
避
け
る
。

⑷
試
合
終
了
後
（
帰
宅
も
し
く
は
帰
寮
）、
37
・
５
℃
以
上
の
発

熱
や
体
調
を
崩
し
た
場
合
は
、
適
切
な
処
置
を
行
う
と
同
時
に

必
要
に
応
じ
て
都
道
府
県
連
盟
（
ま
た
は
協
会
）、
地
区
連
盟

あ
る
い
は
日
本
野
球
連
盟
事
務
局
に
報
告
す
る
。

10
．
他
団
体
と
の
交
流
試
合
に
つ
い
て

Ｎ
Ｐ
Ｂ
、
独
立
リ
ー
グ
及
び
大
学
と
の
交
流
試
合
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
協
議
の
上
決
定

す
る
。

11
．
そ
の
他

⑴
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
記
載
の
な
い
対
応
に
つ
い
て
は
、
各
チ
ー

ム
が
判
断
す
る
。

た
だ
し
、
判
断
が
難
し
い
場
合
は
、
本
連
盟
あ
て
照
会
す
る
。

⑵
健
康
チ
ェ
ッ
ク
表
の
管
理
は
、
オ
ー
プ
ン
戦
主
催
チ
ー
ム
が
１

カ
月
間
管
理
す
る
。

･
チ
ー
ム
用
　

･
審
判
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
そ
の
他
来
場
者
用
　

以
上

２
０
２
１
年
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

【
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
三
大
大
会
本
大
会
を
除
く
公
式
大
会
用
】

公
益
財
団
法
人
日
本
野
球
連
盟

２
０
２
１
年
２
月
16
日

【
は
じ
め
に
】

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
チ
ー
ム
関
係
者
、
ご
来

場
さ
れ
る
お
客
様
、
そ
し
て
大
会
運
営
に
あ
た
る
ス
タ
ッ
フ
等
、
全
て
の

関
係
者
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
２
０
２
１
年
Ｊ
Ａ

Ｂ
Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
【
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
三
大
大
会

本
大
会
を
除
く
公
式
大
会
用
】
を
策
定
し
ま
し
た
。
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昨
年
６
月
22
日
付
（
２
０
２
０
年
８
月
４
日
一
部
改
正
）
で
作
成
し
た

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
【
第
91
回
都
市
対

抗
野
球
大
会
（
本
大
会
）
を
除
く
公
式
大
会
用
】
に
つ
き
ま
し
て
は
、
廃

止
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
各
地
区
連
盟
並
び
に
各
加
盟
地
方
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大

会
要
項
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
第
45
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手
権
大
会
（
本
大
会
）、
第
46

回
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
大
会
（
本
大
会
）、
第
92
回
都
市
対
抗
野
球

大
会
（
本
大
会
）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
別
途
作
成
し
ま
す
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
は
、
今
後
も
感
染
症
の
動
向
や
政
府
の
対
処

方
針
の
改
定
等
を
踏
ま
え
、
適
宜
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

※
用
語
の
定
義

大
会
主
催
者
：
当
該
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
を
主
催
す
る
地
区
連
盟
又

は
加
盟
地
方
団
体

大
会
関
係
者
：
大
会
主
催
者
及
び
大
会
主
催
者
か
ら
運
営
に
関
わ
る

業
務
を
要
請
さ
れ
た
者

※
大
会
役
員
、
本
部
員
、
審
判
員
、
公
式
記
録
員
、

場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
そ
の
他
運
営
補
助
員

※
大
会
主
催
者
が
発
注
す
る
野
球
用
具
、
備
品
、
印

刷
物
及
び
食
事
等
の
納
品
関
係
者

球
場
関
係
者
：
球
場
職
員
及
び
球
場
側
が
手
配
す
る
人
員

報
道
関
係
者
：
当
該
大
会
及
び
出
場
チ
ー
ム
を
取
材
す
る
目
的
で
来

場
し
、
大
会
主
催
者
が
設
置
す
る
関
係
者
受
付
で
取

材
章
を
発
行
さ
れ
た
者

チ
ー
ム
関
係
者
：
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
に
競
技
者
登
録
を
行
っ
て
い
る
役
員
及
び

選
手
、
所
属
企
業
の
運
営
・
広
報
担
当
者
等
（
合
宿

所
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
運
営
ス
タ
ッ
フ
も
含
む
）

控
え
選
手
：
試
合
当
日
ベ
ン
チ
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
出
場
登
録

選
手
（
25
名
以
内
）
の
う
ち
、
試
合
に
出
場
し
て
い

な
い
選
手

濃
厚
接
触
者
：
患
者
（
確
定
例
）
の
感
染
可
能
期
間
に
接
触
し
た
者

の
う
ち
、
次
の
範
囲
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
。

･
患
者
（
確
定
例
）
と
同
居
あ
る
い
は
長
時
間
の
接

触
（
車
内
、
航
空
機
内
を
含
む
）
が
あ
っ
た
者

･
適
切
な
感
染
防
護
無
し
に
患
者
（
確
定
例
）
を
診

察
、
看
護
若
し
く
は
介
護
し
て
い
た
者

･
患
者
（
確
定
例
）
の
気
道
分
泌
液
も
し
く
は
体
液

等
の
汚
染
物
質
に
直
接
触
れ
た
可
能
性
が
高
い
者

･
そ
の
他
　
手
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
距
離
（
目

安
と
し
て
１
メ
ー
ト
ル
）
で
、
必
要
な
感
染
予
防

策
な
し
で
、「
患
者
（
確
定
例
）」
と
15
分
以
上
接

触
が
あ
っ
た
者
（
周
辺
の
環
境
や
接
触
の
状
況
等

個
々
の
状
況
か
ら
患
者
の
感
染
性
を
総
合
的
に
判

断
す
る
）

感
染
可
能
期
間
：
発
熱
及
び
咳
・
呼
吸
困
難
な
ど
の
急
性
の
呼
吸
器
症

状
を
含
め
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
疑
う

症
状
（
発
熱
、
咳
、
呼
吸
困
難
、
全
身
倦
怠
感
、
咽

頭
痛
、
鼻
汁
・
鼻
閉
、
頭
痛
、
関
節
・
筋
肉
痛
、
下

痢
、
嘔
気
・
嘔
吐
な
ど
）
を
呈
し
た
２
日
前
か
ら
入

院
、
自
宅
や
療
養
施
設
等
待
機
開
始
ま
で
の
間
無
症

状
病
原
体
保
有
者
の
感
染
可
能
期
間
は
、
陽
性
確
定

に
係
る
検
体
採
取
日
の
２
日
前
か
ら
入
院
、
自
宅
や

療
養
施
設
等
待
機
開
始
ま
で
の
間

１
．
基
本
方
針

大
会
主
催
者
、
大
会
関
係
者
及
び
チ
ー
ム
関
係
者
は
試
合
、
移
動
、

宿
泊
等
に
あ
た
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
基

本
と
な
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
す
る
こ
と
、
密
閉
、

密
集
、
密
接
を
避
け
る
こ
と
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
等
を
常
に

意
識
し
な
が
ら
行
動
す
る
こ
と
と
す
る
。

２
．
観
戦
に
つ
い
て

有
観
客
と
す
る
か
、
無
観
客
と
す
る
か
は
、
大
会
主
催
者
が
判
断

す
る
。

有
観
客
と
す
る
場
合
、
以
下
の
感
染
予
防
対
策
を
遵
守
す
る
と
同

時
に
収
容
人
数
の
上
限
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
政
府
並
び
に
当
該

自
治
体
の
方
針
（
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
制
限
等
）
に
従
う
。

３
．
共
通
感
染
予
防
対
策

⑴
毎
日
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
行
動
記
録
の
記
入

①
体
温
測
定
：
起
床
後
・
球
場
へ
の
出
発
前
の
体
温
記
録
。

②
行
動
記
録
：
咳
、
咽
頭
痛
、
倦
怠
感
、
食
欲
低
下
の
有
無
、
睡

眠
時
間
等
の
チ
ェ
ッ
ク
、
食
事
や
出
向
い
た
場
所
・
同
行
者
の

記
録
。
人
混
み
に
入
る
等
の
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
状
況
が
生
じ

た
場
合
を
詳
し
く
記
録
す
る
。

⑵
マ
ス
ク
の
着
用

可
能
な
限
り
日
常
的
に
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

但
し
、
マ
ス
ク
を
外
し
た
際
は
、
会
話
・
掛
け
声
・
大
声
は
控
え
る
。

⑶
手
指
衛
生
の
励
行

手
洗
い
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
剤
に
よ
る
手
指
衛
生
を
徹
底
す
る
。

⑷
出
来
る
だ
け
人
込
み
を
避
け
る

①
３
つ
の
密
（
密
閉
空
間
、
密
集
場
所
、
密
接
場
面
）
を
避
け
る
。

②
や
む
を
得
ず
人
込
み
に
入
る
場
合
は
、
正
し
く
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
。

③
不
要
不
急
の
外
出
、
外
食
を
控
え
る
。

④
で
き
る
だ
け
２
ｍ
、
最
低
１
ｍ
の
安
全
距
離
を
確
保
す
る
。

⑸
各
大
会
初
日
の
２
週
間
前
か
ら
、
大
会
終
了
後
２
週
間
ま
で
の
間

（
チ
ー
ム
関
係
者
は
、
最
終
試
合
終
了
日
か
ら
２
週
間
の
間
）、
毎

日
の
行
動
（
検
温
を
含
む
）
を
記
録
し
保
管
す
る
。

「
行
動
記
録
表
（
チ
ー
ム
関
係
者
用
）、（
大
会
関
係
者
用
）」

⑹
新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
（
政
府
専
門
家
会
議
が
２
０
２
０
年
５

月
４
日
に
提
言
）

「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
例
ご
参
照

４
．
チ
ー
ム
関
係
者
の
感
染
予
防
策

監
督
、
コ
ー
チ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を

常
に
念
頭
に
置
き
な
が
ら
選
手
を
指
導
す
る
こ
と
と
す
る
。

⑴
自
宅
（
合
宿
所
）・
宿
泊
施
設
に
つ
い
て

①
起
床
直
後
と
宿
泊
施
設
出
発
前
に
検
温
を
行
う
。

②
宿
舎
で
は
、
１
人
部
屋
（
も
し
く
は
シ
ン
グ
ル
ユ
ー
ス
）
か
つ

同
じ
フ
ロ
ア
に
宿
泊
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

③
食
事
は
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
を
避
け
、
隣
同
士
と
の
距
離
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を
空
け
て
の
食
事
を
心
が
け
る
。

④
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
場
合
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
隣
同
士

と
の
距
離
を
空
け
て
の
座
席
配
置
と
す
る
。

⑤
各
自
の
部
屋
に
集
ま
っ
て
の
飲
食
は
控
え
る
。

⑥
各
自
の
部
屋
に
集
ま
り
懇
談
す
る
場
合
は
、
少
人
数
に
留
め
マ

ス
ク
着
用
を
徹
底
す
る
。

⑦
不
要
な
外
出
は
行
わ
ず
、
や
む
を
得
ず
外
出
す
る
場
合
は
、
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
。

⑧
宿
泊
施
設
内
に
お
け
る
供
用
部
分
（
ロ
ビ
ー
、
廊
下
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
等
）
で
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

⑨
外
部
と
の
接
触
（
面
会
・
会
食
）
は
控
え
る
。

⑵
移
動
に
つ
い
て

①
移
動
中
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
衛
生
を
徹
底
す
る
。

宿
泊
施
設
～
球
場
間
の
バ
ス
等
で
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
利
用

ご
と
の
車
内
の
消
毒
、
移
動
時
の
車
内
換
気
を
徹
底
す
る
（
必

ず
窓
を
開
け
て
行
う
）。

②
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
場
合
は
、
第
三
者
と
の
濃
厚
接
触

を
回
避
す
る
た
め
、
混
み
合
う
時
間
帯
を
な
る
べ
く
避
け
る
よ

う
に
注
意
す
る
。

⑶
球
場
に
入
る
際

①
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
表
（
チ
ー
ム
関
係
者
用
）」
を
試
合
当
日
、

大
会
本
部
に
提
出
す
る
。

た
だ
し
、
起
床
直
後
と
出
発
前
に
検
温
を
行
い
、
37
・
５
℃
以

上
あ
っ
た
者
は
球
場
へ
の
入
場
を
禁
止
す
る
。

ま
た
、
同
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
質
問
に
「
有
」
と
チ
ェ
ッ
ク
が

あ
っ
た
者
の
球
場
へ
の
入
場
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
大
会
主
催

者
が
チ
ー
ム
責
任
者
と
協
議
し
て
判
断
す
る
。

②
関
係
者
受
付
（
入
り
口
）
で
検
温
を
行
い
、
37
・
５
℃
以
上
あ

っ
た
場
合
は
、
球
場
へ
の
入
場
を
禁
止
す
る
。

③
関
係
者
受
付
（
入
り
口
）
で
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
に
よ
る
手
指

消
毒
を
行
う
。

④
球
場
内
は
、
マ
ス
ク
着
用
と
す
る
。

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ
（
略
称
：
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ａ
）
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。

⑷
試
合
前

①
チ
ー
ム
控
室
で
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
密
集
、
密
接
を
避
け
る

よ
う
に
努
め
る
。

②
対
戦
チ
ー
ム
並
び
に
大
会
関
係
者
等
と
の
接
触
は
避
け
る
。

③
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
時
の
マ
ス
ク
着
用
は
必
須
と
し
な
い
。

⑸
試
合
中

①
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
内
で
は
、
選
手
同
士
の
間
隔
の
確
保
に
努
め
る
。

②
試
合
に
出
場
し
て
い
る
選
手
以
外
の
控
え
選
手
及
び
監
督
・
コ

ー
チ
等
の
ス
タ
ッ
フ
（
ベ
ー
ス
コ
ー
チ
を
除
く
）
は
、
マ
ス
ク

着
用
と
す
る
。

③
素
手
で
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
や
握
手
を
控
え
る
。
メ
ガ
ホ
ン
の
使
用

等
を
禁
止
す
る
。

④
唾
を
吐
く
行
為
、
手
を
舐
め
る
行
為
は
禁
止
す
る
。

⑤
試
合
前
や
イ
ニ
ン
グ
間
の
円
陣
は
、
一
定
の
間
隔
を
保
つ
。

⑥
選
手
交
代
で
監
督
が
主
審
に
近
づ
く
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
２

m
（
最
低
１
m
）
空
け
る
。

⑦
投
手
交
代
等
で
マ
ウ
ン
ド
に
集
ま
る
際
に
は
、
で
き
る
だ
け
選

手
、
監
督
（
コ
ー
チ
）
と
の
間
隔
を
と
り
、
可
能
な
限
り
接
触

を
避
け
る
。

⑧
チ
ー
ム
共
用
の
道
具
に
つ
い
て
は
、
こ
ま
め
に
消
毒
を
行
う
。

⑨
タ
オ
ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
コ
ッ
プ
等
の
共
有
は
避
け
る
。

⑹
試
合
終
了
後
、
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
の
入
れ
替
え

①
チ
ー
ム
は
、
大
会
主
催
者
の
指
示
を
受
け
て
か
ら
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
入
り
す
る
。

次
チ
ー
ム
の
待
機
場
所
は
、
大
会
主
催
者
の
指
示
に
従
う
。

②
試
合
終
了
後
、
取
材
対
象
者
は
大
会
本
部
の
指
示
に
従
っ
て
取

材
を
受
け
る
。

取
材
を
受
け
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
２
ｍ
以
上
の
距
離
を
保

つ
。

③
次
チ
ー
ム
と
の
接
触
を
避
け
る
。

④
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
内
の
消
毒
作
業
完
了
後
、
大
会
本
部
の
指
示
を

受
け
て
か
ら
、
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
内
に
荷
物
を
入
れ
る
。

⑤
一
般
来
場
者
や
フ
ァ
ン
と
の
接
触
（
握
手
、
サ
イ
ン
等
）
は
避

け
る
。

５
．
大
会
関
係
者
の
感
染
予
防
策

⑴ 

宿
泊
に
つ
い
て

①
宿
泊
す
る
場
合
は
、１
人
部
屋
（
も
し
く
は
シ
ン
グ
ル
ユ
ー
ス
）

と
す
る
。

②
食
事
は
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
を
避
け
、
隣
同
士
と
の
距
離

を
空
け
て
の
食
事
を
心
が
け
る
。（
で
き
る
だ
け
２
ｍ
、
最
低

１
ｍ
空
け
る
）

③
不
要
不
急
な
外
出
は
行
わ
ず
、
や
む
を
得
ず
外
出
す
る
場
合
は
、

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

④
宿
泊
施
設
内
に
お
け
る
供
用
部
分
（
ロ
ビ
ー
、
廊
下
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
等
）
で
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

⑤
外
部
と
の
接
触
（
面
会
・
会
食
）
は
控
え
る
。

⑵
移
動
に
つ
い
て

①
移
動
中
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
衛
生
を
徹
底
す
る
。

②
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
場
合
は
、
第
三
者
と
の
濃
厚
接
触

を
回
避
す
る
た
め
、
混
み
合
う
時
間
帯
を
な
る
べ
く
避
け
る
よ

う
に
注
意
す
る
。

⑶
球
場
に
入
る
際

①
関
係
者
受
付
（
入
り
口
）
で
検
温
を
行
い
、
37
・
５
度
以
上
あ

っ
た
者
は
球
場
へ
の
入
場
を
禁
止
す
る
。

ま
た
、「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
表
（
大
会
関
係
者
用
）」
に
必
要
事
項

を
記
載
し
、
同
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
質
問
に
「
有
」
と
チ
ェ
ッ

ク
が
あ
っ
た
者
の
球
場
へ
の
入
場
に
つ
い
て
は
、
大
会
主
催
者

が
当
事
者
に
内
容
を
確
認
の
う
え
、
球
場
へ
の
入
場
可
否
を
判

断
す
る
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
は
、
４
．
⑶
③
④
と
同
様
と

す
る
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ
（
略
称
：
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ａ
）
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。

６
．
報
道
関
係
者
の
感
染
予
防
策

⑴
移
動
に
つ
い
て
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①
移
動
中
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
衛
生
を
徹
底
す
る
。

②
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
場
合
は
、
第
三
者
と
の
濃
厚
接
触

を
回
避
す
る
た
め
、
混
み
合
う
時
間
帯
を
な
る
べ
く
避
け
る
よ

う
に
注
意
す
る
。

⑵
球
場
に
入
る
際

①
関
係
者
受
付
（
入
り
口
）
で
検
温
を
行
い
、
37
・
５
℃
以
上
あ

っ
た
者
は
球
場
へ
の
入
場
を
禁
止
す
る
。

ま
た
、「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
表
（
報
道
関
係
者
用
）」
に
必
要
事
項

を
記
載
し
、
同
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
質
問
に
「
有
」
と
チ
ェ
ッ

ク
が
あ
っ
た
者
の
球
場
へ
の
入
場
に
つ
い
て
は
、
大
会
主
催
者

が
当
事
者
に
内
容
を
確
認
の
う
え
、
球
場
へ
の
入
場
可
否
を
判

断
す
る
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
は
、
４
．
⑶
③
④
と
同
様
と

す
る
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ
（
略
称
：
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ａ
）
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。

⑶
取
材
に
つ
い
て

①
記
者
席
は
、
使
用
す
る
者
が
定
期
的
に
換
気
す
る
。
座
席
の
間

隔
は
、
安
全
な
距
離
を
確
保
す
る
。（
で
き
る
だ
け
２
ｍ
、
最

低
１
ｍ
空
け
る
）

②
取
材
は
大
会
本
部
の
指
示
に
従
っ
て
行
う
。
個
別
取
材
、
ぶ
ら

下
が
り
取
材
、
囲
み
取
材
及
び
ス
タ
ン
ド
や
コ
ン
コ
ー
ス
で
の

取
材
は
禁
止
と
す
る
。

③
チ
ー
ム
関
係
者
へ
取
材
す
る
場
合
は
、
取
材
対
象
者
を
事
前
に

大
会
主
催
者
へ
通
知
し
、
そ
の
指
示
に
従
う
。

④
カ
メ
ラ
マ
ン
席
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
使
用
方
法
に

つ
い
て
は
、
開
催
球
場
の
規
則
に
従
う
。

大
会
主
催
者
が
指
定
す
る
撮
影
可
能
エ
リ
ア
以
外
で
の
写
真
撮

影
は
禁
止
す
る
。

⑤
カ
メ
ラ
マ
ン
同
士
の
安
全
な
距
離
を
確
保
す
る
。（
で
き
る
だ

け
２
ｍ
、
最
低
１
ｍ
空
け
る
）

７
．
観
客
の
観
戦
予
防
策

⑴
球
場
に
入
る
際

【
入
場
制
限
対
象
者
】

ア
．
過
去
１
週
間
以
内
か
ら
現
在
ま
で
に
下
記
を
含
む
体
調
不

良
が
あ
る
方

･
体
温
37
・
５
℃
以
上

･
強
い
倦
怠
感

･
感
冒
様
症
状
（
咳
、
咽
頭
痛
、
息
苦
し
さ
等
）

･
味
覚
・
嗅
覚
異
常
な
ど
の
異
変
が
あ
る

イ
．
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
陽
性
歴
が
あ
り
、
ア
有
症
状
者
で
は
、
発
症

日
か
ら
10
日
未
満
、
か
つ
、
症
状
軽
快
後
72
時
間
以
内
、

イ
症
状
軽
快
後
24
時
間
経
過
か
ら
24
時
間
以
上
の
間
隔
を

空
け
、
２
回
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陰
性
を
確
認
で
き
て
い
な

い
、
ま
た
は
ウ
無
症
状
病
原
体
保
有
者
で
は
、
陰
性
確
認

か
ら
10
日
未
満
、
エ
検
体
採
取
日
か
ら
６
日
間
経
過
後
、

24
時
間
以
上
の
間
隔
を
空
け
、
２
回
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陰

性
を
確
認
で
き
て
い
な
い

ウ
．
濃
厚
接
触
者
と
し
て
自
宅
待
機
中

エ
．
家
族
が
濃
厚
接
触
者
と
し
て
自
宅
待
機
中

オ
．
家
族
に
ア
．
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
体
調
不
良
者
が
い

る

カ
．
海
外
か
ら
帰
国
（
日
本
に
入
国
）
し
て
14
日
未
満

キ
．
マ
ス
ク
非
着
用
の
方

①
球
場
入
り
口
で
検
温
を
行
い
、
37
・
５
℃
以
上
あ
っ
た
場
合
は

入
場
を
お
断
り
す
る
。
入
場
料
を
徴
収
し
て
い
た
場
合
は
返
金

す
る
。

②
入
場
時
に
「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
ご
来
場
者
情
報
」（
要
件
：

氏
名
、
連
絡
先
、
座
席
位
置
）
を
記
入
し
、
提
出
し
て
も
ら
う
。

③
球
場
入
り
口
で
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
に
よ
る
手
指
消
毒
を
行
う
。

④
マ
ス
ク
着
用
と
す
る
。

⑤
入
り
口
と
出
口
を
区
分
す
る
等
、
観
客
同
士
の
接
触
を
極
力
避

け
る
よ
う
動
線
を
工
夫
す
る
。

⑥
観
戦
終
了
後
に
自
分
の
座
席
位
置
を
確
認
で
き
る
よ
う
、
入
場

券
を
最
低
14
日
間
保
管
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
。

⑦
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ
（
略
称
：
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ａ
）」
の
案
内
を
す
る
。

利
用
者
は
陽
性
者
と
接
触
し
た
可
能
性
が
わ
か
る
こ
と
で
、
検

査
の
受
診
な
ど
保
健
所
の
サ
ポ
ー
ト
を
早
く
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
つ
な
が
る
の
で
、
ご
自
身
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
よ
う
案
内
す
る
。

⑵
観
客
の
座
席
は
、極
力
２
ｍ
以
上
（
最
低
１
ｍ
）
離
す
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
観
客
席
で
大
声
を
出
す
こ
と
、
太
鼓
等
の
鳴
り
物
を
使

う
こ
と
、
社
歌
・
応
援
歌
の
合
唱
、
及
び
エ
ー
ル
を
送
る
こ
と
を

禁
止
す
る
。

⑶
各
試
合
開
始
前
に
ス
タ
ン
ド
の
手
す
り
等
共
用
部
分
の
消
毒
を
行

う
。
観
客
席
に
つ
い
て
は
、
観
客
の
入
場
時
に
除
菌
シ
ー
ト
を
配

布
し
、
観
客
に
座
席
を
消
毒
し
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
す
る
。

８
．「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
表
」
及
び
「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
ご
来
場
者
情
報
」

の
管
理

⑴
各
大
会
主
催
者
が
責
任
を
も
っ
て
管
理
す
る
。

⑵
保
存
期
間
は
当
該
大
会
終
了
の
日
か
ら
１
カ
月
間
と
し
、
保
存
期

間
経
過
後
廃
棄
処
理
す
る
。

９
．
球
場
の
感
染
予
防
策

⑴
球
場
運
営
対
応

①
感
染
予
防
措
置
の
強
化

球
場
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
通
じ
て
身
体
的

距
離
の
確
保
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
の
励
行
（
手
指
消
毒
）、

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
遵
守
を
含
む
一
般
的
な
感
染
予
防
措
置
を
案
内

す
る
。

②
球
場
内
は
、
常
時
マ
ス
ク
着
用
と
す
る

③
各
所
の
消
毒
と
衛
生

･
球
場
内
各
所
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
配
備
し
、
消
毒
や
手

洗
い
を
徹
底
す
る
。（
球
場
入
り
口
、
関
係
者
入
り
口
、
大

会
本
部
席
、
審
判
控
室
、
記
者
席
、
放
送
席
、
球
場
内
ト
イ

レ
、
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
、
チ
ー
ム
控
室
、
ブ
ル
ペ
ン
）

･
各
試
合
終
了
後
、
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
、
チ
ー
ム
控
室
、
ブ
ル
ペ

ン
の
消
毒
を
行
う
。

･
本
部
席
、
審
判
控
室
、
記
録
室
、
放
送
室
等
は
、
使
用
す
る
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者
が
定
期
的
に
換
気
す
る
。

④
球
場
内
で
体
調
不
良
者
が
発
生
し
た
場
合

･
原
則
、
帰
宅
を
促
す
。

⑤
密
集
、
密
接
を
避
け
る

･
観
戦
や
球
場
内
の
移
動
の
際
は
、
人
と
の
距
離
を
十
分
確
保

す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
。

･
ス
タ
ン
ド
に
入
っ
た
フ
ァ
ウ
ル
ボ
ー
ル
や
ホ
ー
ム
ラ
ン
ボ
ー

ル
は
球
場
係
員
又
は
大
会
本
部
員
が
回
収
す
る
。
密
集
、
密

接
を
避
け
る
た
め
、
観
客
自
身
が
ボ
ー
ル
を
取
り
に
い
か
な

い
よ
う
周
知
、
注
意
喚
起
を
行
う
。

･
球
場
内
及
び
所
定
ゲ
ー
ト
付
近
に
あ
る
既
存
の
喫
煙
所
は
全

て
閉
鎖
す
る
。

⑵
大
会
関
係
者
の
対
応

①
使
用
す
る
諸
室
、
チ
ー
ム
が
使
用
す
る
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
（
手
す

り
を
含
む
）、
選
手
控
室
等
の
消
毒
を
徹
底
す
る
。

②
閉
会
式
、表
彰
式
等
は
規
模
を
縮
小
し
て
密
集
、密
接
を
避
け
る
。

③
大
会
本
部
の
座
席
の
間
隔
を
一
定
の
距
離
に
保
つ
。

⑶
観
客
へ
の
対
応

【
観
戦
中
】

①
大
声
を
出
す
こ
と
、
太
鼓
等
の
鳴
り
物
を
使
う
こ
と
、
社
歌
・

応
援
歌
の
合
唱
、
及
び
エ
ー
ル
を
送
る
こ
と
等
を
禁
止
す
る
。

②
球
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
で
マ
ス
ク
の
着
用
を
呼
び
か
け
る
。

③
球
場
内
で
は
、
可
能
な
限
り
、
売
店
や
ト
イ
レ
な
ど
目
的
地
を

決
め
て
移
動
し
て
い
た
だ
く
。
観
戦
中
や
球
場
内
の
移
動
の
際

は
、
人
と
の
距
離
を
十
分
確
保
し
、
不
必
要
な
コ
ン
コ
ー
ス
の

回
遊
な
ど
遠
慮
し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
る
。

【
退
場
時
】

①
観
客
に
、
球
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
等
で
密
に
な
ら
な
い
よ
う
、
速

や
か
な
退
場
協
力
を
呼
び
か
け
る
。

【
観
客
へ
の
呼
び
か
け
】

①
マ
ス
ク
の
着
用
。

②
球
場
入
場
時
の
検
温
実
施
。

③
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
遵
守
。

④
感
染
防
止
の
た
め
、
球
場
内
で
可
能
な
限
り
目
的
地
（
自
分
の

座
席
、
売
店
、
ト
イ
レ
等
）
を
決
め
て
移
動
す
る
こ
と
と
し
、

不
必
要
な
コ
ン
コ
ー
ス
の
回
遊
な
ど
は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
。

⑤
観
戦
中
や
球
場
内
の
移
動
の
際
は
、
人
と
の
距
離
を
十
分
確
保

す
る
。

⑥
体
調
管
理
に
十
分
配
慮
し
、
異
変
が
あ
っ
た
場
合
に
は
無
理
せ

ず
ご
帰
宅
い
た
だ
く
。

⑦
大
会
主
催
者
の
案
内
す
る
応
援
ス
タ
イ
ル
に
ご
理
解
の
上
、
遵

守
い
た
だ
く
。

⑧
試
合
終
了
後
、
観
客
に
、
球
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
で
密
に
な

ら
な
い
よ
う
、
速
や
か
な
退
場
協
力
を
呼
び
か
け
る
。

⑷
試
合
に
つ
い
て

①
試
合
開
始
及
び
試
合
終
了
時
は
、
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
を
は
さ
ん
で

２
ｍ
以
上
の
間
隔
を
空
け
て
両
チ
ー
ム
向
き
合
っ
て
整
列
し
、

挨
拶
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
相
手
チ
ー
ム
と
の
握
手
等

は
行
わ
な
い
。

②
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
内
で
は
選
手
同
士
の
間
隔
の
確
保
に
努
め
る
。

大
会
主
催
者
が
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
内
で
の
十
分
な
間
隔
の
確
保
が

困
難
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
外
の
場
所
を
指

示
し
、
控
え
選
手
を
待
機
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

③
審
判
員
の
試
合
中
に
関
す
る
事
項

･
球
　
　
審
　
マ
ス
ク
の
着
用
、
ま
た
は
マ
ス
ク
シ
ー
ル
ド
を

装
着
す
る
。

･
塁
　
　
審
　
マ
ス
ク
の
着
用
は
必
須
と
し
な
い
。

･
控
え
審
判
　
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

※
夏
場
は
、
熱
中
症
に
十
分
注
意
す
る
。

⑸
応
援
に
つ
い
て

応
援
団
（
リ
ー
ダ
ー
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
）
に

よ
る
（
組
織
的
な
）
応
援
は
当
面
の
間
、
実
施
し
な
い
。
な
お
、

応
援
を
再
開
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
訂
し

て
通
知
す
る
。

①
応
援
の
制
限
（
禁
止
事
項
）

･
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
ホ
イ
ッ
ス
ル
等
鳴
り
物
応
援

･
メ
ガ
ホ
ン
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
を
使
用
し
て
の
応
援

･
両
手
を
メ
ガ
ホ
ン
代
わ
り
に
し
た
大
声
で
の
声
援

･
ビ
ッ
ク
フ
ラ
ッ
グ
や
応
援
タ
オ
ル
を
振
り
回
す
応
援

･
肩
組
み
、
飛
び
跳
ね
な
ど
集
団
で
の
動
き
を
伴
う
応
援

･
指
笛
の
応
援

･
ビ
ッ
ク
プ
レ
ー
、
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
等
で
の
観
客
の
ハ
イ
タ

ッ
チ

②
新
た
な
応
援
ス
タ
イ
ル

自
席
で
声
を
出
さ
ず
に
、
好
プ
レ
ー
に
は
拍
手
を
送
る
な
ど
自

然
体
の
応
援
ス
タ
イ
ル
を
提
唱
す
る
。

10
．
発
症
者
及
び
感
染
者
（
濃
厚
接
触
者
含
む
）
発
生
に
つ
い
て

⑴
発
症
の
疑
い
（
体
調
不
良
）
が
発
生
し
た
場
合

発
熱
等
の
症
状
が
生
じ
た
場
合
に
は
、か
か
り
つ
け
医
ま
た
は「
受

診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
相
談
す
る
。

⑵
感
染
者（
濃
厚
接
触
者
含
む
）が
発
生
し
た
場
合（
チ
ー
ム
関
係
者
）

【
別
紙
⑧
】
に
基
づ
き
対
応
す
る
。・
・
・
・
・
・（
１
６
８
頁
参
照
）

⑶
感
染
者
（
濃
厚
接
触
者
含
む
）
が
発
生
し
た
場
合
（
大
会
関
係
者
）

【
別
紙
⑨
】
に
基
づ
き
対
応
す
る
。・
・
・
・
・
・（
１
７
０
頁
参
照
）

⑷
観
客
に
陽
性
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合

①
大
会
期
間
中

･
大
会
主
催
者
は
、
来
場
時
に
観
客
自
身
が
提
出
し
た
「
来
場

者
情
報
」
に
よ
り
観
戦
し
た
試
合
と
着
席
位
置
を
確
認
す
る
。

･
保
健
所
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
場
合
は
、
感
染
者
の
観
戦
情
報

（
日
時
及
び
着
席
位
置
等
）
を
使
用
し
、
感
染
者
の
周
囲
に

い
た
観
客
に
連
絡
し
、
注
意
喚
起
す
る
。

②
大
会
終
了
日
か
ら
２
週
間
の
間

･
大
会
主
催
者
は
、
来
場
時
に
観
客
自
身
が
提
出
し
た
「
来
場

者
情
報
」
に
よ
り
観
戦
し
た
試
合
と
着
席
位
置
を
確
認
す
る
。

･
保
健
所
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
場
合
は
、
感
染
者
の
観
戦
情
報

（
日
時
及
び
着
席
位
置
等
）
を
使
用
し
、
感
染
者
の
周
囲
に

い
た
観
客
に
連
絡
し
、
注
意
喚
起
す
る
。

11
．
大
会
主
催
者
の
判
断

⑴
感
染
者
（
濃
厚
接
触
者
含
む
）
が
発
生
し
た
チ
ー
ム
の
大
会
出
場
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の
可
否

大
会
主
催
者
は
、
当
該
チ
ー
ム
の
大
会
出
場
の
可
否
に
つ
い
て
Ｊ

Ａ
Ｂ
Ａ
と
協
議
し
、
決
定
す
る
。

⑵
大
会
日
程
の
変
更
等
に
つ
い
て

大
会
の
中
止
を
含
む
日
程
の
変
更
等
に
つ
い
て
は
、
大
会
主
催
者

及
び
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
が
協
議
の
上
、
決
定
す
る
。

12
．
そ
の
他

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
事
象
が
発
生
し
た
場
合
、

大
会
主
催
者
及
び
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
が
協
議
の
上
、
対
応
す
る
。

※
参
考
文
献

１
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
対
処
方
針
（
令
和
２

年
３
月
28
日
（
令
和
３
年
２
月
２
日
変
更
）・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
決
定
）

２
　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
に
向
け
た
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
令
和
２
年
５
月
14
日
（
令
和
２
年
10
月
２
日
改
定
）・
公

益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）

３
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
再
開
時
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

熱
中
症
予
防
に
つ
い
て
（
令
和
２
年
５
月
25
日
更
新
・
日
本
ス
ポ

ー
ツ
協
会
）

４
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に
対
す
る
積
極
的
疫
学
調
査

実
施
要
領
（
令
和
３
年
１
月
８
日
版
・
国
立
感
染
症
研
究
所
　
感

染
症
疫
学
セ
ン
タ
ー
）

５
　
日
本
野
球
機
構
（
Ｎ
Ｐ
Ｂ
）
と
日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
Ｊ

リ
ー
グ
）
に
よ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
連
絡
会
議
」
資

料

６
　
緊
急
事
態
宣
言
に
伴
う
催
物
の
開
催
制
限
、
施
設
の
使
用
制
限
等

に
係
る
留
意
事
項
等
に
つ
い
て
（
令
和
３
年
１
月
13
日
・
内
閣
官

房
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
室
長
事
務
連
絡
）
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図　①

体調不良者がいる。

出場可能

出場可能

出場可能

必要な措置・ 
治療を行う。

医療機関で診察

新型コロナ感染の
疑いがある。

陽性者

濃厚接触者 
※濃厚接触の可能性がある 

者を含む

試合出場の可否

大会主催者へ報告 JABAへ報告

感染者⇒隔離

濃厚接触者⇒自宅待機 大会主催者とJABAで協議

出場不可 出場可能

大
会
主
催
者
の
判
断
・
指
示

YES
N O

YES

YES

YES

N O

N O

N O

試合前日までに体調不良者がいるチームの試合出場判断について
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【感染者（濃厚接触者含む）が発生した場合（チーム関係者）】 【別表④】
状態 対象者 チームの対応 大会本部（大会前後は日本野球連盟）への報告 大会本部（大会前後は日本野球連盟）の対応

陽性反応 チーム関係者
（本人）

１．入院または隔離（保健所の指示に従う）
【有症状の場合】
⑴　発症日から10日間経過し、かつ、症状が軽快

後72時間。
⑵　発症日から10日間経過以前に症状軽快した場

合に、症状軽快後24時間経過した後に核酸増
幅法の検査を行い、陰性が確認され、その検
査の抗体を採取した24時間以後に再度検体採
取を行い、陰性が確認されるまで。

【無症状の場合】
⑴　検体採取日から10日間。
⑵　検体採取日から６日間経過した後に核酸増幅

法の検査を行い、陰性が確認され、その検査
の抗体を採取した24時間以後に再度検体採取
を行い、陰性が確認されるまで。

２．濃厚接触者（濃厚接触の疑いがある者を含
む）の抽出（保健所の指示に従う）

※以下の書類を保健所に提出する。
⑴行動記録表（チーム関係者）
⑵経路記録表
⑶接触状況確認表

チームは以下の事項について大会本部（大会前後
は日本野球連盟）へ報告書を提出する。報告事項
に追加や変更（感染者が回復または新たに判明
等）がある場合は都度報告する。

１．感染者（濃厚接触者及び濃厚接触の疑いが
ある者を含む）の人数

２．症状
３．保健所の指示内容
４．チームの対応
５．試合出場可能な選手数（各チーム最終試合

終了後は除く）
６．添付する書類

※以下の書類について、報告日前日までの14日
間分を提出する。

⑴行動記録表（チーム関係者）
⑵経路記録表

１．都市対抗野球大会運営委員会において、当該
チームの大会出場の可否を決める。

２．当該チームにおける感染者（濃厚接触者を含
む）の状況を把握し、適切な措置が取られて
いるか確認する。

３．保健所の指示に基づき、東京ドーム内におけ
る消毒を実施する。（大会期間中に感染者が
発生の場合）また、大会終了後に、大会期間
中の感染が判明した場合は、東京ドームと情
報（感染者の行動履歴等）を共有し、保健所
の指示に基づき適切な措置を行う。

４．その後の状況を把握し、適切な措置が取られ
ているか確認する。

濃厚接触者と認定される
　

チーム関係者
（本人）

１．保健所の指示に従う（14日間の自宅待機）

※保健所の指示がある場合、以下の書類を提出す
る。

⑴行動記録表（チーム関係者）
⑵経路記録表
⑶接触状況確認表

チームは以下の事項について大会本部（大会前後
は日本野球連盟）へ報告書を提出する。報告事項
に追加や変更（感染者が回復または新たに判明
等）がある場合は都度報告する。
１．濃厚接触者（濃厚接触の疑いがある者を含

む）の人数
２．症状
３．保健所の指示内容
４．チームの対応
５．試合出場可能な選手数（各チーム最終試合

終了後は除く）
チーム関係者の
同居家族

同居家族との接触に応じて判断する（保健所の指
示に従う）

自宅待機等によりチームに帯同しないチーム関係
者がいる場合は報告する。

その後の状況を把握し、適切な措置が取られてい
るか確認する。

陽性反応 チーム関係者の
同居家族

保健所の指示に従う（家族が入院・隔離から14日
間の自宅待機）

体調不良（※）
ＰＣＲ検査は陰性

チーム関係者
（本人）

陰性または体調回復の日で遅い方から7日間の自宅
待機

チーム関係者の
同居家族 そのまま行動可能

体調不良（※）
医師よりＰＣＲ検査は必
要なしの判断あり

チーム関係者
（本人） 本人の症状がみられてから7日間の自宅待機

チーム関係者の
同居家族 そのまま行動可能
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【感染者（濃厚接触者含む）が発生した場合（チーム関係者）】 【別表④】
状態 対象者 チームの対応 大会本部（大会前後は日本野球連盟）への報告 大会本部（大会前後は日本野球連盟）の対応

陽性反応 チーム関係者
（本人）

１．入院または隔離（保健所の指示に従う）
【有症状の場合】
⑴　発症日から10日間経過し、かつ、症状が軽快

後72時間。
⑵　発症日から10日間経過以前に症状軽快した場

合に、症状軽快後24時間経過した後に核酸増
幅法の検査を行い、陰性が確認され、その検
査の抗体を採取した24時間以後に再度検体採
取を行い、陰性が確認されるまで。

【無症状の場合】
⑴　検体採取日から10日間。
⑵　検体採取日から６日間経過した後に核酸増幅

法の検査を行い、陰性が確認され、その検査
の抗体を採取した24時間以後に再度検体採取
を行い、陰性が確認されるまで。

２．濃厚接触者（濃厚接触の疑いがある者を含
む）の抽出（保健所の指示に従う）

※以下の書類を保健所に提出する。
⑴行動記録表（チーム関係者）
⑵経路記録表
⑶接触状況確認表

チームは以下の事項について大会本部（大会前後
は日本野球連盟）へ報告書を提出する。報告事項
に追加や変更（感染者が回復または新たに判明
等）がある場合は都度報告する。

１．感染者（濃厚接触者及び濃厚接触の疑いが
ある者を含む）の人数

２．症状
３．保健所の指示内容
４．チームの対応
５．試合出場可能な選手数（各チーム最終試合

終了後は除く）
６．添付する書類

※以下の書類について、報告日前日までの14日
間分を提出する。

⑴行動記録表（チーム関係者）
⑵経路記録表

１．都市対抗野球大会運営委員会において、当該
チームの大会出場の可否を決める。

２．当該チームにおける感染者（濃厚接触者を含
む）の状況を把握し、適切な措置が取られて
いるか確認する。

３．保健所の指示に基づき、東京ドーム内におけ
る消毒を実施する。（大会期間中に感染者が
発生の場合）また、大会終了後に、大会期間
中の感染が判明した場合は、東京ドームと情
報（感染者の行動履歴等）を共有し、保健所
の指示に基づき適切な措置を行う。

４．その後の状況を把握し、適切な措置が取られ
ているか確認する。

濃厚接触者と認定される
　

チーム関係者
（本人）

１．保健所の指示に従う（14日間の自宅待機）

※保健所の指示がある場合、以下の書類を提出す
る。

⑴行動記録表（チーム関係者）
⑵経路記録表
⑶接触状況確認表

チームは以下の事項について大会本部（大会前後
は日本野球連盟）へ報告書を提出する。報告事項
に追加や変更（感染者が回復または新たに判明
等）がある場合は都度報告する。
１．濃厚接触者（濃厚接触の疑いがある者を含

む）の人数
２．症状
３．保健所の指示内容
４．チームの対応
５．試合出場可能な選手数（各チーム最終試合

終了後は除く）
チーム関係者の
同居家族

同居家族との接触に応じて判断する（保健所の指
示に従う）

自宅待機等によりチームに帯同しないチーム関係
者がいる場合は報告する。

その後の状況を把握し、適切な措置が取られてい
るか確認する。

陽性反応 チーム関係者の
同居家族

保健所の指示に従う（家族が入院・隔離から14日
間の自宅待機）

体調不良（※）
ＰＣＲ検査は陰性

チーム関係者
（本人）

陰性または体調回復の日で遅い方から7日間の自宅
待機

チーム関係者の
同居家族 そのまま行動可能

体調不良（※）
医師よりＰＣＲ検査は必
要なしの判断あり

チーム関係者
（本人） 本人の症状がみられてから7日間の自宅待機

チーム関係者の
同居家族 そのまま行動可能

※本紙の取り扱いは、大会初日の２週間前11月８日（日）から各チームの最終試合終了日の２週間後まで
適用とする。	 	 	 	

※「接触状況確認表（チーム関係者）」は、各チームが濃厚接触者の抽出作業を行う際に使用してくだ　
さい。大会本部（大会前後は日本野球連盟）への提出の必要はありません。	

※各チームが、大会本部（大会前後は日本野球連盟）へ提出した「健康チェックシート」、「行動記録表
（チーム関係者）」及び「経路記録表」は、日本野球連盟が責任をもって管理することとし、保存期間
は大会終了日から１カ月間とする。保存期間終了後、廃棄処理する。
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【感染者（濃厚接触者含む）が発生した場合（大会関係者）】 【別表⑤】
状態 対象者 大会関係者自信の対応 大会本部（大会前後は日本野球連盟）への報告 大会本部（大会前後は日本野球連盟）の対応

陽性反応 本人

１．入院または隔離（保健所の指示に従う）

２．大会運営への参加を自粛する。

１．自身の感染又は濃厚接触（濃厚接触の疑いを
含む）の状況について、大会本部（大会前後
は日本野球連盟）へ報告する。

２．感染者は、報告日前日までの 14 日分の「行
動記録表（大会関係者）」を大会本部（大会
前後は日本野球連盟）へ提出する。

３．報告事項に追加や変更がある場合は都度報告
する。

１．大会運営に支障が出ないよう代替要員を配置
する。

２．感染者（濃厚接触者を含む）の状況を把握し、
適切な措置が取られているか確認する。

３．保健所の指示に基づき、東京ドーム内におけ
る消毒を実施する。（大会期間中に感染者が
発生の場合）また、大会終了後に、大会期間
中の感染が判明した場合は、東京ドームと情
報（感染者の行動履歴等）を共有し、保健所
の指示に基づき適切な措置を行う。

４．その後の状況を把握し、適切な措置が取られ
ているか確認する。

濃厚接触者と認定される

本人

１．自宅待機（保健所の指示に従う）

２．大会運営への参加については、自宅待機の期
間が終了後、可能。

同居家族

１．同居家族との接触に応じて判断する。（保健
所の指示に従う）

２．大会運営への参加については、自宅待機の期
間が終了後、可能。

陽性反応 同居家族

１．自宅待機（保健所の指示に従う）

２．大会運営への参加については、自宅待機の期
間が終了後、保健所または医師の許可があれ
ば可能。

体調不良（※）
ＰＣＲ検査は陰性

本人

１．自宅待機（医師の指示に従う）

２．大会運営への参加については、体調回復後、
医師の許可があれば、可能。

大会関係者本人が自宅待機となった場合は、大会
運営に参加できない旨報告する。

１．大会運営に支障が出ないよう代替要員を配置
する。

２．その後の状況を把握し、適切な措置が取られ
ているか確認する。

同居家族 そのまま参加可能

体調不良（※）
医師よりＰＣＲ検査は必
要なしの判断あり

本人

１．本人の症状がみられてから７日間の自宅待機

２．大会運営への参加については、自宅待機の期
間が終了後、可能。

同居家族 そのまま参加可能
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【感染者（濃厚接触者含む）が発生した場合（大会関係者）】 【別表⑤】
状態 対象者 大会関係者自信の対応 大会本部（大会前後は日本野球連盟）への報告 大会本部（大会前後は日本野球連盟）の対応

陽性反応 本人

１．入院または隔離（保健所の指示に従う）

２．大会運営への参加を自粛する。

１．自身の感染又は濃厚接触（濃厚接触の疑いを
含む）の状況について、大会本部（大会前後
は日本野球連盟）へ報告する。

２．感染者は、報告日前日までの 14 日分の「行
動記録表（大会関係者）」を大会本部（大会
前後は日本野球連盟）へ提出する。

３．報告事項に追加や変更がある場合は都度報告
する。

１．大会運営に支障が出ないよう代替要員を配置
する。

２．感染者（濃厚接触者を含む）の状況を把握し、
適切な措置が取られているか確認する。

３．保健所の指示に基づき、東京ドーム内におけ
る消毒を実施する。（大会期間中に感染者が
発生の場合）また、大会終了後に、大会期間
中の感染が判明した場合は、東京ドームと情
報（感染者の行動履歴等）を共有し、保健所
の指示に基づき適切な措置を行う。

４．その後の状況を把握し、適切な措置が取られ
ているか確認する。

濃厚接触者と認定される

本人

１．自宅待機（保健所の指示に従う）

２．大会運営への参加については、自宅待機の期
間が終了後、可能。

同居家族

１．同居家族との接触に応じて判断する。（保健
所の指示に従う）

２．大会運営への参加については、自宅待機の期
間が終了後、可能。

陽性反応 同居家族

１．自宅待機（保健所の指示に従う）

２．大会運営への参加については、自宅待機の期
間が終了後、保健所または医師の許可があれ
ば可能。

体調不良（※）
ＰＣＲ検査は陰性

本人

１．自宅待機（医師の指示に従う）

２．大会運営への参加については、体調回復後、
医師の許可があれば、可能。

大会関係者本人が自宅待機となった場合は、大会
運営に参加できない旨報告する。

１．大会運営に支障が出ないよう代替要員を配置
する。

２．その後の状況を把握し、適切な措置が取られ
ているか確認する。

同居家族 そのまま参加可能

体調不良（※）
医師よりＰＣＲ検査は必
要なしの判断あり

本人

１．本人の症状がみられてから７日間の自宅待機

２．大会運営への参加については、自宅待機の期
間が終了後、可能。

同居家族 そのまま参加可能

※本紙の取り扱いは、大会初日の２週間前11月８日（日）から大会終了日の２週間後12月17日（木）まで
適用とする。	 	 	 	

※大会本部（大会前後は日本野球連盟）へ提出した「健康チェックシート」及び「行動記録表（大会関係
者）」は、日本野球連盟が責任をもって管理することとし、保存期間は大会終了日から１カ月間とす
る。保存期間終了後、廃棄処理する。
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【感染者（濃厚接触者含む）が発生した場合（チーム関係者）】 【別紙⑧】
状態 対象者 チームの対応 大会主催者及び日本野球連盟への報告 大会主催者及び日本野球連盟の対応

陽性反応 チーム関係者
（本人）

１．保健所の指示に従う

※以下の書類を保健所に提出する。
⑴行動記録表（チーム関係者）

チームは以下の事項について大会主催者及び日本
野球連盟へ報告書を提出する。報告事項に追加や
変更（感染者が回復または新たに判明等）がある
場合は都度報告する。

１．感染者（濃厚接触者及び濃厚接触の疑いが
ある者を含む）の人数

２．症状
３．保健所の指示内容
４．チームの対応
５．試合出場可能な選手数（各チーム最終試合

終了後は除く）

１．大会主催者及び日本野球連盟が協議の上、当
該チームの大会出場の可否を決める。

２．当該チームにおける感染者（濃厚接触者を含
む）の状況を把握し、適切な措置が取られて
いるか確認する。

３．保健所の指示に基づき、球場内における消毒
を実施する。（大会期間中に感染者が発生の
場合）また、大会終了後に、大会期間中の感
染が判明した場合は、球場側と情報（感染者
の行動履歴等）を共有し、保健所の指示に基
づき適切な措置を行う。

４．その後の状況を把握し、適切な措置が取られ
ているか確認する。

濃厚接触者と認定される

チーム関係者
（本人）

１．保健所の指示に従う（14 日間の自宅待機）

※保健所の指示がある場合、以下の書類を提出
する。

⑴行動記録表（チーム関係者）

チーム関係者の
同居家族 保健所の指示に従う

自宅待機等によりチームに帯同しないチーム関係
者がいる場合は報告する。

その後の状況を把握し、適切な措置が取られてい
るか確認する。

陽性反応 チーム関係者の
同居家族 保健所の指示に従う

体調不良（※）
ＰＣＲ検査は陰性

チーム関係者
（本人）

医師の指示に従う

チーム関係者の
同居家族

体調不良（※）
医師よりＰＣＲ検査は必
要なしの判断あり

チーム関係者
（本人）

医師の指示に従う

チーム関係者の
同居家族
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【感染者（濃厚接触者含む）が発生した場合（チーム関係者）】 【別紙⑧】
状態 対象者 チームの対応 大会主催者及び日本野球連盟への報告 大会主催者及び日本野球連盟の対応

陽性反応 チーム関係者
（本人）

１．保健所の指示に従う

※以下の書類を保健所に提出する。
⑴行動記録表（チーム関係者）

チームは以下の事項について大会主催者及び日本
野球連盟へ報告書を提出する。報告事項に追加や
変更（感染者が回復または新たに判明等）がある
場合は都度報告する。

１．感染者（濃厚接触者及び濃厚接触の疑いが
ある者を含む）の人数

２．症状
３．保健所の指示内容
４．チームの対応
５．試合出場可能な選手数（各チーム最終試合

終了後は除く）

１．大会主催者及び日本野球連盟が協議の上、当
該チームの大会出場の可否を決める。

２．当該チームにおける感染者（濃厚接触者を含
む）の状況を把握し、適切な措置が取られて
いるか確認する。

３．保健所の指示に基づき、球場内における消毒
を実施する。（大会期間中に感染者が発生の
場合）また、大会終了後に、大会期間中の感
染が判明した場合は、球場側と情報（感染者
の行動履歴等）を共有し、保健所の指示に基
づき適切な措置を行う。

４．その後の状況を把握し、適切な措置が取られ
ているか確認する。

濃厚接触者と認定される

チーム関係者
（本人）

１．保健所の指示に従う（14 日間の自宅待機）

※保健所の指示がある場合、以下の書類を提出
する。

⑴行動記録表（チーム関係者）

チーム関係者の
同居家族 保健所の指示に従う

自宅待機等によりチームに帯同しないチーム関係
者がいる場合は報告する。

その後の状況を把握し、適切な措置が取られてい
るか確認する。

陽性反応 チーム関係者の
同居家族 保健所の指示に従う

体調不良（※）
ＰＣＲ検査は陰性

チーム関係者
（本人）

医師の指示に従う

チーム関係者の
同居家族

体調不良（※）
医師よりＰＣＲ検査は必
要なしの判断あり

チーム関係者
（本人）

医師の指示に従う

チーム関係者の
同居家族

※本紙の取り扱いは、大会初日の２週間前から各チームの最終試合終了日の２週間後まで適用とする。
※各チームが、大会主催者及び日本野球連盟へ提出した「健康チェック表」は、大会主催者及び日本野　
球連盟が責任をもって管理することとし、保存期間は大会終了日から１カ月間とする。保存期間終了
後、廃棄処理する。
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【感染者（濃厚接触者含む）が発生した場合（大会関係者）】 【別紙⑨】
状態 対象者 大会関係者自身の対応 大会主催者への報告 大会主催者の対応

陽性反応 本人

１．入院または隔離（保健所の指示に従う）

２．大会運営への参加を自粛する。

１．自身の感染又は濃厚接触（濃厚接触の疑いを
含む）の状況について、大会主催者へ報告す
る。

２．感染者は、報告日前日までの 14 日分の「行
動記録表（大会関係者）」を大会主催者へ提
出する。

３．報告事項に追加や変更がある場合は都度報告
する。

１．大会運営に支障が出ないよう代替要員を配置
する。

２．感染者（濃厚接触者を含む）の状況を把握し、
適切な措置が取られているか確認する。

３．保健所の指示に基づき、球場内における消毒
を実施する。（大会期間中に感染者が発生の
場合）また、大会終了後に、大会期間中の感
染が判明した場合は、球場側と情報（感染者
の行動履歴等）を共有し、保健所の指示に基
づき適切な措置を行う。

４．その後の状況を把握し、適切な措置が取られ
ているか確認する。

濃厚接触者と認定される

本人

１．自宅待機（保健所の指示に従う）

２．大会運営への参加については、自宅待機の期
間が終了後、可能。

同居家族

１．同居家族との接触に応じて判断する。（保健
所の指示に従う）

２．大会運営への参加については、自宅待機の期
間が終了後、可能。

陽性反応 同居家族

１．自宅待機（保健所の指示に従う）

２．大会運営への参加については、自宅待機の期
間が終了後、保健所または医師の許可があれ
ば可能。

体調不良（※）
ＰＣＲ検査は陰性

本人

１．自宅待機（医師の指示に従う）

２．大会運営への参加については、体調回復後、
医師の許可があれば、可能。

大会関係者本人が自宅待機となった場合は、大会
運営に参加できない旨報告する。

１．大会運営に支障が出ないよう代替要員を配置
する。

２．その後の状況を把握し、適切な措置が取られ
ているか確認する。

同居家族 そのまま参加可能

体調不良（※）
医師よりＰＣＲ検査は必
要なしの判断あり

本人

１．本人の症状がみられてから７日間の自宅待機

２．大会運営への参加については、自宅待機の期
間が終了後、可能。

同居家族 そのまま参加可能
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【感染者（濃厚接触者含む）が発生した場合（大会関係者）】 【別紙⑨】
状態 対象者 大会関係者自身の対応 大会主催者への報告 大会主催者の対応

陽性反応 本人

１．入院または隔離（保健所の指示に従う）

２．大会運営への参加を自粛する。

１．自身の感染又は濃厚接触（濃厚接触の疑いを
含む）の状況について、大会主催者へ報告す
る。

２．感染者は、報告日前日までの 14 日分の「行
動記録表（大会関係者）」を大会主催者へ提
出する。

３．報告事項に追加や変更がある場合は都度報告
する。

１．大会運営に支障が出ないよう代替要員を配置
する。

２．感染者（濃厚接触者を含む）の状況を把握し、
適切な措置が取られているか確認する。

３．保健所の指示に基づき、球場内における消毒
を実施する。（大会期間中に感染者が発生の
場合）また、大会終了後に、大会期間中の感
染が判明した場合は、球場側と情報（感染者
の行動履歴等）を共有し、保健所の指示に基
づき適切な措置を行う。

４．その後の状況を把握し、適切な措置が取られ
ているか確認する。

濃厚接触者と認定される

本人

１．自宅待機（保健所の指示に従う）

２．大会運営への参加については、自宅待機の期
間が終了後、可能。

同居家族

１．同居家族との接触に応じて判断する。（保健
所の指示に従う）

２．大会運営への参加については、自宅待機の期
間が終了後、可能。

陽性反応 同居家族

１．自宅待機（保健所の指示に従う）

２．大会運営への参加については、自宅待機の期
間が終了後、保健所または医師の許可があれ
ば可能。

体調不良（※）
ＰＣＲ検査は陰性

本人

１．自宅待機（医師の指示に従う）

２．大会運営への参加については、体調回復後、
医師の許可があれば、可能。

大会関係者本人が自宅待機となった場合は、大会
運営に参加できない旨報告する。

１．大会運営に支障が出ないよう代替要員を配置
する。

２．その後の状況を把握し、適切な措置が取られ
ているか確認する。

同居家族 そのまま参加可能

体調不良（※）
医師よりＰＣＲ検査は必
要なしの判断あり

本人

１．本人の症状がみられてから７日間の自宅待機

２．大会運営への参加については、自宅待機の期
間が終了後、可能。

同居家族 そのまま参加可能

※本紙の取り扱いは、大会初日の２週間前から大会終了日の２週間後まで適用とする。
※各チームが、大会主催者及び日本野球連盟へ提出した「健康チェック表」及び「行動記録表（大会関係
者）」は、大会主催者及び日本野球連盟が責任をもって管理することとし、保存期間は大会終了日から
１カ月間とする。保存期間終了後、廃棄処理する。		 	 	 	
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企
画
広
報
委
員
会
設
立
趣
意
書 

Ｐ
Ｐ
Ｒ（
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ 

＆ 

Ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｃ  

Ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ  

Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｅ
）

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
将
来
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委
員
会
委
員
長

筒
井
　
崇
護

２
０
２
１
．
４
．
15

Ｐ
Ｐ
Ｒ
の
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｐ
Ｐ
Ｒ
の
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｐ
Ｐ
Ｒ
の
Ｋ
Ｓ
Ｇ
（
Ｋ
ｅ
ｙ
　
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｇ
ｉ
ｃ
　
Ｇ
ｏ
ａ
ｌ
ｓ
）

〈
目
標
設
定
と
具
体
的
方
策
の
提
案
〉

Ｐ
Ｐ
Ｒ
メ
ン
バ
ー

委
員
長
　
　
筒
井
　
崇
護

副
委
員
長
　
高
見
　
泰
範

副
委
員
長
　
潮
田
　
智
信

委
員
　
　
　
石
井
　
章
夫

委
員
　
　
　
桑
原
　
和
彦

委
員
　
　
　
栗
林
　
創
造

委
員
　
　
　
北
畑
　
達
也

委
員
　
　
　
岡
澤
　
良
以

委
員
　
　
　
阿
久
根
謙
司

委
員
　
　
　
山
田
　
博
子

委
員
　
　
　
片
山
　
純
一

委
員
　
　
　
山
田
　
智
康

競
技
力
向
上
委
員
会
組
織
変
更
に
つ
い
て

１
．
現
状

野
球
関
係
17
名
、
医
科
学
２
名
で
構
成
さ
れ
お
り
、
野
球
関
係
17
名
の

内
９
名
は
、
各
地
区
連
盟
か
ら
の
選
出
委
員
（
野
球
関
係
）
で
あ
る
。

２
．
新
た
な
組
織

現
行
の
競
技
力
向
上
委
員
会
を
中
央
委
員
と
地
域
委
員
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
、
新
た
に
競
技
力
向
上
地
域
部
会
を
設
置
す

る
。

⑴
中
央
委
員
（
競
技
力
向
上
委
員
会
）

①
委
員
の
知
見
を
生
か
し
、
最
先
端
の
情
報
を
収
集
、
研
究
及
び
発

信
す
る
機
関
と
位
置
付
け
る
。

②
競
技
力
を
高
め
る
た
め
に
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
能
力
を
可
視
化
し
、

最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
す
る
た
め
の
研
究
を
行
う
。

③
デ
ー
タ
解
析
者
、
ス
ポ
ー
ツ
心
理
博
士
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ト
レ
ー

ナ
ー
等
を
新
た
に
選
任
し
、
既
存
の
野
球
関
係
者
、
医
科
学
分
野

と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

⑵
　
地
域
委
員
（
競
技
力
向
上
地
域
部
会
）

①
各
地
区
連
盟
選
出
委
員
を
中
心
に
構
成
す
る
。

②
地
域
委
員
は
、
各
地
区
に
お
け
る
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
各
地

区
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
べ
く
、
講
習
会
、
研
修
会
、
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
等
の
施
策
を
展
開
す
る
。

③
国
際
大
会
、
国
内
外
の
合
宿
に
参
加
す
る
代
表
選
手
の
推
薦
を
行

う
。

３
．
委
員

⑴
本
委
員
会

石
井
　
章
夫
（
委
員
長
）
　
　
東
京
ガ
ス
㈱
／
現
社
会
人
日
本
代
表

監
督

坂
口
　
裕
之
（
副
委
員
長
）
　
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱
／
東
京
オ
リ
・
パ
ラ

競
技
大
会
組
織
委
員
会

若
林
　
重
喜
（
副
委
員
長
）
　
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱

内
川
　
義
久
　
　
　
　
　
　
　
㈱
細
山
田
商
事
／
現
社
会
人
日
本
代

表
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

将
来
に
わ
た
る
企
業
ス
ポ
ー
ツ
文
化
と
し
て
の	

「
社
会
人
野
球
の
価
値
向
上
」
を
目
指
す

具
体
的
課
題
の
発
掘
・
提
示
と
改
善
策
の
実
施

将
来
構
想

「
ス
ポ
ー
ツ
団

体
ガ
バ
ナ
ン
ス

コ
ー
ド
」
中
期

計
画
策
定
・
進

捗
管
理

諸
課
題
を
未
来
志

向
で
議
論
す
る

新
し
い
着
想
に
よ

る
付
加
価
値
の
創

造
と
積
み
上
げ

今
後
の
「
社
会
変

化
・
新
常
態
」
へ

の
備
え
と
対
応

横
断
的

な
諸
施

策
へ
の

展
開

都
市
対
抗
野
球
大
会

日
本
選
手
権
大
会
　
価
値
向
上

ク
ラ
ブ
選
手
権
大
会

ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
策
の

実
施
（
本
部
連
盟
・
地

区
連
盟
・
県
連
盟
）

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
傘
下
の
組
織

各
種
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
大
会
の

価
値
向
上

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
そ
の
他
活
動

の
価
値
向
上

各
種
委
員
会
の
総
合
検

証
答申

理
事
会
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仲
沢
　
伸
一
　
　
　
　
　
　
　
東
京
ガ
ス
㈱

杉
浦
　
正
則
　
　
　
　
　
　
　
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社

渡
邊
　
幹
彦
　
　
　
　
　
　
　
明
日
香
病
院
名
誉
院
長

可
知
　
芳
則
　
　
　
　
　
　
　
高
島
平
中
央
総
合
病
院
整
形
外
科
医

神
事
　
　
努
（
デ
ー
タ
／
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
）

国
学
院
大
学
准
教
授
　
バ
イ
オ
メ
カ

ニ
ク
ス

布
施
　
　
努
（
メ
ン
タ
ル
／
心
理
学
）

米
国
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
博
士

染
谷
達
次
郎
（
フ
ィ
ジ
カ
ル
／
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
）

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ａ
公
認
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト

レ
ー
ナ
ー

⑵
地
域
部
会
　

部
会
長
　
　
：
石
井
　
章
夫
　
東
京
ガ
ス
㈱
／
現
社
会
人
日
本
代
表

監
督

委
員
　
　
　
：
足
達
　
尚
人
　
日
本
製
鉄
㈱

北
海
道
地
区
：
加
藤
　
　
徹
　
日
鉄
住
金
サ
ー
ビ
ス
㈱

東
北
地
区
　
：
静
　
　
徹
也
　
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱

北
信
越
地
区
：
玉
野
　
武
知
　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
㈱

関
東
地
区
　
：
松
本
　
佳
久
　
三
菱
パ
ワ
ー
精
密
鋳
造
㈱

東
海
地
区
　
：
川
口
　
朋
保
　
三
菱
自
動
車
工
業
㈱

近
畿
地
区
　
：
更
紗
　
忠
海
　
㈱
オ
ー
ジ
ー
ス
ポ
ー
ツ

中
国
地
区
　
：
中
野
　
　
学
　
三
菱
重
工
業
㈱

四
国
地
区
　
：
森
田
　
洋
生
　（
一
社
）
高
知
県
銀
行
協
会

九
州
地
区
　
：
内
川
　
義
久
　
㈱
細
山
田
商
事
／
現
社
会
人
日
本
代

表
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
将
来
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委
員
会
」総
括
に
つ
い
て

２
０
２
１
年
４
月
15
日

公
益
財
団
法
人
日
本
野
球
連
盟

将
来
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委
員
会

委
員
長
　
筒
井
　
崇
護

１
．
委
員
会
に
つ
い
て

２
０
１
８
年
５
月
に
将
来
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
終
答
申
内
容
の

フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
く
こ
と
を
主
目
的
に
将
来
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
を
改
編
し
、
「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
将
来
構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委

員
会
」
を
設
置
。

２
０
１
８
年
12
月
に
「
社
会
人
野
球
将
来
構
想
」
最
終
答
申
を
提

示
し
、
各
企
業
チ
ー
ム
に
対
し
て
理
解
を
求
め
て
き
た
。
主
に
「
社

会
人
野
球
選
手
と
し
て
の
働
き
方
」
「
地
域
貢
献
に
つ
い
て
」
「
社

会
人
野
球
の
Ｐ
Ｒ
・
広
報
に
つ
い
て
」
の
３
点
に
つ
い
て
、
各
企
業

チ
ー
ム
の
野
球
部
長
と
監
督
が
認
識
を
共
有
し
、
野
球
部
が
能
動
的
、

主
体
的
に
「
理
想
と
す
る
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
の
在
り
方
」
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
。

２
０
２
１
年
ま
で
毎
年
１
月
の
指
導
者
研
修
会
に
て
、
各
企
業
チ

ー
ム
の
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
」
運
用
実
績
を
他
チ
ー
ム
と
も
共
有
す
る
形
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
野
球
部
の
問
題
点
や
今
後
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
議
論
し
、
将
来
に
わ
た
る
社
会
人
野
球
の
発
展
を
熟
考
す
る
機

会
と
し
て
き
た
。

２
．
委
員
会
構
成
員

委
員
長
：
筒
井
崇
護
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
副
会
長
）

委
　
員
：
高
見
泰
範
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
常
務
理
事
）
、
前
田
正
治
（
Ｊ
Ａ

Ｂ
Ａ
理
事
）
、
廣
瀬
　
寛
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
監
事
）
、
阿
久
根

謙
司
（
有
識
者
）

３
．
委
員
会
活
動
内
容

⑴
２
０
１
８
年
度
の
指
導
者
研
修
会
に
お
い
て
、
参
加
チ
ー
ム
の
指

導
者
に
対
し
、
本
取
り
組
み
に
対
す
る
趣
旨
説
明
を
行
い
、
２
０

１
９
年
度
の
指
導
者
研
修
会
で
は
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
、
「
社
会
人
野
球
選
手
と
し
て
の
働
き
方
」
「
地
域
貢

献
に
つ
い
て
」
「
社
会
人
野
球
の
Ｐ
Ｒ
・
広
報
に
つ
い
て
」
の
３

点
に
対
す
る
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
」
の
経
過
や
他
チ
ー
ム
の
取
り
組
み
状

況
や
今
後
の
各
チ
ー
ム
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
を

行
っ
た
。

⑵
２
０
１
９
年
の
第
90
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
直
前
の
７
月
６
日
に

は
、
各
企
業
チ
ー
ム
の
野
球
部
長
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
「
社

会
人
野
球
将
来
構
想
」
の
答
申
内
容
の
趣
旨
説
明
を
実
施
し
た
。

企
業
経
営
サ
イ
ド
の
野
球
部
責
任
者
と
現
場
で
あ
る
監
督
と
野
球

部
員
が
「
自
チ
ー
ム
の
野
球
部
の
価
値
向
上
」
に
つ
い
て
の
将
来

に
わ
た
る
課
題
克
服
の
た
め
の
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
」
運
用
の
徹
底
を
お

願
い
し
た
。

⑶
２
０
２
０
年
度
の
指
導
者
研
修
会
に
お
い
て
、
各
野
球
部
の
「
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
」
の
経
過
を
報
告
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
指
導
者
研
修
会
は
中

止
と
な
っ
た
。

⑷
「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
将
来
構
想
特
別
委
員
会
」
の
総
括
と
し
て
、
２
０
２

１
年
３
月
に
上
記
３
点
の
具
体
的
な
内
容
に
対
す
る
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

の
運
用
」
、
各
企
業
、
地
域
に
お
け
る
野
球
部
の
存
在
価
値
を
高

め
る
た
め
の
各
チ
ー
ム
の
自
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
最
終
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、
調
査
結
果
は
別
紙
。

４
．
今
後
に
つ
い
て

本
委
員
会
の
任
期
は
２
０
２
１
年
５
月
の
評
議
員
会
の
終
結
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、
別
紙
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
報
告
を
も
っ
て
終

了
と
す
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
本
部
連
盟
が
主
導
し
て
き
た
本
取
り
組
み
を

地
区
連
盟
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
区
に
お
け
る
特
有
の
チ
ー
ム
事
情

を
勘
案
し
な
が
ら
主
導
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
お
い

て
、
将
来
に
わ
た
る
各
チ
ー
ム
の
企
業
内
、
地
域
内
で
の
価
値
の
向

上
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

以
上

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
83
チ
ー
ム
）
の
ま
と
め

「
将
来
構
想
」
の
答
申
か
ら
各
企
業
チ
ー
ム
に
能
動
的
に
実
施
し
て
ほ

し
い
３
点
に
つ
い
て
の
、
最
終
年
度
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
ア
ン
ケ

ー
ト
集
約
し
た
。

「
社
会
人
野
球
選
手
の
働
き
方
」
に
つ
い
て
は
、
業
種
・
業
態
に
よ
り

職
場
で
の
業
務
活
動
と
野
球
部
活
動
の
時
間
的
配
分
に
多
様
性
が
あ
る
の

は
十
分
理
解
さ
れ
る
が
、
す
べ
て
の
チ
ー
ム
に
お
い
て
職
場
で
の
業
務
活

動
が
重
要
で
あ
る
認
識
は
共
通
し
て
い
る
。
業
務
形
態
と
し
て
、
既
に
一
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般
社
員
と
同
等
の
業
務
活
動
を
し
て
い
る
チ
ー
ム
も
複
数
あ
り
、
野
球
活

動
一
辺
倒
の
チ
ー
ム
は
こ
れ
ま
で
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
連

盟
が
お
願
い
し
た
職
制
上
の
管
理
者
と
野
球
部
の
責
任
者
で
あ
る
部
長
と

の
間
で
の
選
手
の
育
成
に
積
極
的
に
向
き
合
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
チ

ー
ム
は
む
し
ろ
少
な
く
、
現
場
（
監
督
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
が
啓
発
活
動
を

職
場
に
依
頼
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。

管
理
に
お
い
て
、
年
間
出
社
率
を
基
準
に
し
た
管
理
を
し
て
い
る
チ
ー

ム
も
あ
り
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
チ
ー
ム
も
多
数
あ
り
、
チ
ー
ム

独
自
で
の
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
の
が
伺
え
る
。
ま
た
、
資
格
取
得
へ
の

対
策
や
研
修
会
へ
の
参
加
、
ま
た
野
球
部
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
業
務
に
対
す
る
啓

発
講
話
や
会
社
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
、
今
後
の
社
会
情
勢
等
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を
定
期
的
に
受
け
て
い
る
チ
ー
ム
も
数
社
あ
る
。

部
員
の
与
え
ら
れ
て
い
る
業
務
内
容
は
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
ほ
と
ん
ど

で
、
責
任
あ
る
業
務
内
容
で
は
な
く
、
職
場
に
い
る
時
間
的
制
約
の
中
で

行
え
る
業
務
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
一
部
、
銀
行
や
営
業
職
で
は
他
の
社

員
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
業
務
を
な
ん
と
か
こ
な
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

午
前
と
午
後
の
練
習
時
間
帯
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
一
般
社
員
と
の
関
係
構
築
が
進
ん
だ
チ
ー
ム
も
あ
る
が
、
部
員
の

野
球
活
動
に
影
響
が
出
な
い
か
ど
う
か
職
場
が
業
務
の
負
荷
を
思
案
す
る

ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
る
。

→
　
さ
ら
な
る
業
務
へ
の
取
り
組
み
改
善
を
実
施
す
べ
く
、
野
球
部
責

任
者
で
あ
る
部
長
の
積
極
的
な
関
与
が
求
め
ら
れ
る
。
業
務
へ
の

取
り
組
み
が
選
手
個
人
ま
た
野
球
部
に
と
っ
て
も
野
球
活
動
に
大

い
に
役
立
つ
こ
と
と
、
社
内
評
価
と
い
う
点
で
大
い
に
将
来
的
に

影
響
が
出
る
こ
と
を
さ
ら
に
認
識
す
る
よ
う
に
方
向
づ
け
る

「
地
域
貢
献
」
と
し
て
は
年
に
一
回
の
少
年
野
球
教
室
開
催
や
テ
ィ
ー

ボ
ー
ル
教
室
開
催
の
他
に
、
年
間
を
通
し
た
指
導
の
実
施
、
ま
た
企
業
の

名
前
を
つ
け
た
「
・
・
・
カ
ッ
プ
」
と
称
し
て
、
大
会
を
企
画
実
施
し

て
い
る
チ
ー
ム
も
複
数
あ
り
。
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
（
町
民
運
動
会
・

マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
清
掃
活
動
）
を
し
て
い
る
チ
ー
ム
も
多
い
。
ま
た
中
学

校
先
生
の
働
き
方
改
革
に
よ
る
部
活
動
の
縮
小
に
伴
う
ク
ラ
ブ
活
動
の
課

題
を
支
援
す
る
た
め
の
軟
式
野
球
連
盟
へ
の
選
手
派
遣
な
ど
、
産
官
学
に

よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
チ
ー
ム
も
あ
る
。

地
区
に
加
盟
す
る
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
同
士
の
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
マ
ッ

チ
」
開
催
に
よ
る
地
域
の
盛
り
上
げ
や
町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
セ
ン
ス
を
獲
得
し
た
チ
ー
ム
も
あ
る
。
行
政
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

小
・
中
学
校
の
野
球
教
室
や
医
療
機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
投
球
動
作
の

分
析
や
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
等
の
活
動
も
行
っ
て
い
る
チ
ー
ム
も
あ
る
。

ま
た
、
多
く
の
チ
ー
ム
が
積
極
的
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
開
放
し
て
お
り
、
地

域
の
野
球
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

→
　
各
チ
ー
ム
単
位
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
独
自
に
地
域
貢
献
活
動
を

行
っ
て
い
る
が
、
地
区
で
の
大
き
な
活
動
、
合
同
で
の
イ
ベ
ン
ト

を
考
え
て
ほ
し
い
要
望
が
多
く
あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
と
し
て
主
導
す

る
必
要
が
求
め
ら
れ
る
。

「
広
報
・
Ｐ
Ｒ
」
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
チ
ー
ム
が
デ
ジ
タ
ル
ツ

ー
ル
の
重
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、
多
く
の
チ
ー
ム
が
既
に
活
用
し
て
お

り
、
野
球
部
独
自
で
コ
ロ
ナ
感
染
へ
の
対
策
ビ
デ
オ
を
製
作
し
、
社
員
に

も
好
評
な
チ
ー
ム
も
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
チ
ー
ム
が
現
状
に
満
足
せ
ず
、

新
た
な
ツ
ー
ル
へ
の
模
索
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

社
内
外
に
向
け
、
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
配
布
、
ま
た

サ
イ
ネ
ー
ジ
を
使
用
し
職
場
に
試
合
内
容
を
配
信
、
広
報
担
当
と
連
携
し

大
会
前
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
配
信
や
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

の
活
用
、
公
式
戦
の
社
員
食
堂
で
の
ラ
イ
ブ
中
継
、
社
内
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
情
報
量
強
化
や
人
気
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
と
コ
ラ
ボ
し
、
動
画
配
信
を
行

っ
た
チ
ー
ム
も
あ
る
。
「
選
手
の
近
況
を
知
れ
る
・
試
合
で
は
見
ら
れ
な

い
距
離
で
の
プ
レ
ー
の
様
子
が
わ
か
る
の
が
嬉
し
い
」
等
、
技
術
系
の
動

画
な
ど
と
共
に
好
評
で
あ
る
。

→
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
以
前
に
も
増
し
て
の
「
情
報
発
信
力
」
の
重
要
度

が
高
ま
っ
て
い
る
。

社
会
人
野
球
は
野
球
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
で
も
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の

露
出
が
少
な
い
の
で
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
と
し
て
動
画
配
信
事
業
を
す
べ

て
の
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
や
予
選
で
も
実
施
し
て
ほ
し
い
要
望
が

あ
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
も
消
極
的
な
企
業
も
あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
か
ら
半
ば

強
制
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

日
本
生
命
で
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活

用
に
は
情
報
管
理
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、

女
子
卓
球
部
が
Ｔ
リ
ー
グ
に
加
盟
し
、
リ
ー
グ
側
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
情
報
発
信
を
「
強
制
」
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開

設
、
こ
れ
を
受
け
て
野
球
部
も
開
設
を
許
可
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

現
在
、
個
人
的
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
積
極
的
発
言
を
行
っ
て
い
る
選
手

も
あ
り
（
大
会
情
報
の
フ
ラ
イ
ン
グ
開
示
）
、
チ
ー
ム
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ

ア
カ
ウ
ン
ト
を
運
営
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
象
も
予
防
で
き
る
。

各
地
区
連
盟
に
よ
り
、
撮
影
規
制
が
異
な
り
情
報
発
信
が
し
づ
ら

い
現
状
が
あ
り
、
社
会
人
野
球
の
認
知
向
上
の
た
め
、
各
チ
ー
ム

に
所
属
し
て
い
る
部
員
（
広
報
担
当
者
）
に
よ
る
試
合
前
後
に
お

け
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
や
ロ
ッ
カ
ー
室
の
撮
影
投
稿
の
許
可
を
し
て

ほ
し
い
。

→
　
本
部
連
盟
も
し
く
は
地
区
連
盟
に
よ
る
各
大
会
・
予
選
の
動
画
配

信
は
必
須
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
に
よ
る
社
会
人
野
球
の
動
画
配
信

の
拡
充
を
図
る
等
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
活
発
化
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
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2021年４月15日

「都市対抗野球大会」収益向上プロジェクト委員会

2018年度の「将来構想特別委員会答申」内容の課題として記載されていた「都市対
抗野球大会の今後の在り方」の一環として、不公平感のある「特別シード枠」を廃止
した場合の収益確保を具体化するために、2019年９月に本委員会を設置し、委員21
名による議論を重ねた

将来構想特別委員　　　　　　　７名
日本野球世話人会代表幹事会社　10名
毎日新聞社　　　　　　　　　　１名
トヨタ自動車（陪席）　　　　　３名
９／ 2019 ～２／ 2020　：　６回の委員会開催

社会人野球は何のためにやっているのか？
ＪＡＢＡの理念は○○？

加盟チームが「ＷＨＹ」の重要性を強く認識する

社会人野球界全体で社会貢献・地域貢献を具体化し行動する

一般の人々からの社会人野球への応援のすそ野が広がる
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具体的課題３点での議論

客層のターゲット

観客動員 収益事業 広報活動

ボールパーク
アミューズメントパーク

企業対抗色が濃い

従来の観客

企業関係者
地域住民

　一般客（高齢者）

従来の観客

企業関係者
地域住民

　一般客（高齢者）

家族
　女性・子供
学生
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家族（祖父母・母親・子供）が楽しめるイベントの企画

Ｂ級グルメ（都市対抗期間限定）
ストラックアウト・バットスイングチェック

キッズチアダンス

観客動員

小中高大学生の動員

開催期間の変更（夏休み期間）・無料招待

社会人野球出身のプロ野球選手の活用

サイン会・始球式・オーロラビジョンでの紹介

企業対抗色を払拭

デジタルサイネージ・ＳＮＳでの発進

ＪＡＢＡ特設
ブースの設置

現行は記念品（ネクタイピン・キーホルダー・ボール
ペン）400万円販売の内、50万円がドームでの販売　
ポロシャツ・帽子・タオル類（ミズノ）600万円の半
分がドームで販売

収益事業

（現状）
収入全体の
記念品１％
協賛金３％

ＪＡＢＡ特別
ブースでの販
売
期間限定品

・チームのユニフォーム・Ｔシャツ・「くま」のぬい
ぐるみ（180個限定）・黒獅子マークに特化した商品
販売（ブランケット・ハンドタオル）・選手の似顔絵
（缶バッジ・ＬＩＮＥスタンプ・タンブラー）

スポンサー事業の拡充

オーロラビジョンの活用・エキサイティングシートの
活用（ネーミングライツ：選手とハイタッチ）・映像
でのコマーシャル

協
賛
金

記
念
品

ＦＣ東京・山本取締役
現在、総収入（53億円）の10％がグッズ販売収入
もともとグッズ販売はファンサービスで始めた
グッズでは、ユニフォーム、マフラーが一番売れる
在庫問題と商品の内製化が収益の鍵

・出場チームにおいて、応援者に
は入場チケットや応援グッズ・
記念グッズは無料で配っている
・プロ野球選手のようなタレン
ト化に留意
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キャッチコピーの制作
「野球がうまくなりたい
なら社会人野球」

広報活動

社内における広報活動

・経営的観点からの企業
への貢献アピール
・自チームの積極的社内
広報

プランディングの向上＝共感

地域貢献・社会貢献（ＮＰＢとの差別化）
（教育行政への積極的関与

攻めの広報ができない
（企業スポーツは本業で
はない）

「野球だけをやっている」から
社業・地域貢献への取り組み

OBを含めた参加型の貢献
付加価値のある貢献

社外における広報活動

・一度も都市対抗野球を
観戦したことのない人の
取り込み
・女性（独身・母親）への
認知を高める

選手のグラウンド外での
生活・活動（選手の妻）

予選から都市名を使用する

大会運営に参加

複数企業（チーム）での貢献

発信力のある人材を活用
する（源田選手＝トヨタ
野球部のフォロワー数の
急増

動員人数での割引券

特定シードは価値がある
（隔年実施も含め、柔軟
な運用の検討）

現状の新型コロナ禍による環境変化に、スムースに対応できる
各委員会の運営方法や諸課題を継続議論する今後の展開

「将来構想プロジェクト特別委員会」を発展的解消し、新たに「企画広報委員会（Ｐ
ＰＲ）」を設立し、多角的な観点から「都市対抗野球大会」の運営を検証し、具体的
な実施施策を提言する（数学的評価・見通しを提示）

「ＪＡＢＡ野球大会」の集客強化を図り、企業への運営費（チーム券）の依存度を軽
減させる大会運営の構築を目指す具体策を模索する

新型コロナ禍による大会運営の見直しを求められた2020年度のような「新常態」
での状況下における大会運営の検証を行い、経験値を蓄積する

さまざまな環境変化を予測、先取りし、「ＪＡＢＡ野球大会」の価値向上を将来にわ
たって実現できる「大会運営」の具体的施策を多角的に議論・検討・提案する
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（様式５）スポーツ団体ガバナンスコード〈中央競技団体向け〉適合性審査　自己説明・公表書式

公益財団法人日本野球連盟 スポーツ団体ガバナンスコード＜中央競技団体向け＞遵守状況の自己説明
※当協会の自己説明の証憑となる書類のうち、公開可能なものについては、次のページにて公開している。https://www.jaba.or.jp/

審査項目
通し番号 原　則 審査項目 自己説明 証憑書類

１

［原則１］組織
運営等に関す
る基本計画を
策定し公表す
べきである

⑴組織運営に関
する中長期基本
計画を策定し公
表すること

・2017年2月「社会人野球将来構想」を策定すべく、将
来構想プロジェクト委員会を立ち上げた。本委員会
は、少子高齢化や東京オリンピック・パラリンピック
後のスポーツ界を取り巻く環境の激変などが予想さ
れる中、10年後、20年後においても、企業スポーツと
しての社会人野球が日本社会のひとつの財産として、
多くの国民にその存在価値を認め続けられるために
はどうあるべきか、また、クラブチームはどのように
してレベルアップの選手を育成できる環境を整えて
いくことができるのかという観点で調査研究を実施
することを目的としたものである。その後、同委員会
の最終答申をフォローしていく目的として、将来構想
プロジェクト委員会を発展的解消し、2018年5月将来
構想プロジェクト特別委員会を設置した。2018年12
月理事会に答申、現在種々の課題に取り組んでいる。
今後、この答申を踏まえ中期計画を策定する。
・中期計画の策定にあたっては、将来構想プロジェク
ト特別委員会委員を中心に策定を進めていくが、同委
員会の任期は2021年5月評議員の終結までとなって
いるため、任期満了後は、新たな委員会を発足（名称未
定）し、引き継ぐ形で策定を進める。また、事業統轄委
員会や業務執行会会議での議論を重ね2022年2月の理
事会までに承認を取る予定である。なお、公表時期は
2022年3月予定である。

・社会人野球将来
構想答申
・2018年度第4回
臨時理事会議事録

２

［原則１］組織
運営等に関す
る基本計画を
策定し公表す
べきである

⑵組織運営の強
化に関する人材
の採用及び育成
に関する計画を
策定し公表する
こと

・当連盟では、人材の採用及び育成に関する計画は、策
定していないため、上記中期計画の策定と並行して人
材の採用及び育成に関する計画も策定し、2022年2月
までに策定、同年3月公表予定。なお、策定プロセスに
おいては構成員や役職員からも意見を募り、有識者の
意見も反映していく予定である。
・当連盟の事務局職員は、出向者2名を含め7名体制で
運営している。事務局長、次長2名、参与1名、課長1名、
主任2名である。
・今後の課題として、人材育成面については、定期的な
研修の必要性を感じており、外部機関での受講を検討
している。また、人材の採用については、今後将来的に
専門的知識を有する人材の中途採用を検討していく。

・日本野球連盟事
務局職員名簿

３

［原則１］組織
運営等に関す
る基本計画を
策定し公表す
べきである

⑶財務の健全性
確保に関する計
画を策定し公表
すること

・事業年度ごとに事業報告・決算（財務諸表等）
・事業計画・予算について理事会で審議、承認を取り
付けている。ただし、決算（財務諸表等）については理
事会承認後、評議員会で審議、承認を得ている。
・当連盟の会期は、3月1日～ 2月末日である。内閣府
に対して、当該年度の２月末に次年度の事業計画及び
予算書、5月末に前年度事業報告及び決算書を提出す
るとともに、ＨＰで公表している。
・2022年2月までに5年程度の財務の健全性計画資料
を策定していく。

・2019年度第2回
定時理事会議事録
・2020年度第1回
定時理事会議事録
・2020年度第1回
定時評議員会議事
録・内閣府提出書
類
・ＪＡＢＡホーム
ページ
h t t p s : / /www.
jaba.or.jp/
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４

［原則２］適切
な組織運営を
確保するため
の役員等の体
制を整備すべ
きである

⑴組織の役員及
び評議員の構成
等における多様
性の確保を図る
こと
①外部理事の目
標割合（25％以
上）及び女性理
事 の 目 標 割 合
（40％以上）を
設定するととも
に、その達成に向
けた具体的な方
策を講じること

・現状、外部理事の割合が約18.2％（4名）、女性理事
の割合が約4.5％（1名）である。
・割合が低い要因として、現行の定款施行細則第3条の
定め（加盟団体より9名以内、理事会が推薦する学識経
験者13名以内、計最大22名）により加盟団体からの推
薦について女性に関する定めがなく、このことが特に
女性理事の目標達成し難い内容になっている。
・割合を引き上げるためには、上記の原因となってい
る定款施行細則を改訂する必要があり、加盟団体から
の意見を聴取の上検討する。
・外部理事の定義には、ガバナンスコードにおいては
最初の就任時点で以下のいずれかにも該当しない者
を指すとされている。
ア）過去4年間の間に当該団体の役職員または評議員
であった者、当該団体と加盟、所属関係等にある都道
府県連盟等の役職員である者、当該団体の役員または
幹部職員の親族（4親等以内）である等、当連盟と緊密
な関係がある者
イ）当該競技における我が国の代表者として国際競技
大会への出場経験がある又は強化指定を受けたこと
があるなど、特に高い競技実績を有している者
ウ）指導するチーム又は個人が全国レベルの大会で入
賞するなど、当該協議の指導者として特に高い指導実
績を有している者
ＪＡＢＡとしては、上記に該当理事であっても法務、
会計、ビジネス等の専門的知見を保有する理事の場
合、外部理事としてカウントする。ただし、「役員等候
補者選考委員会」で推薦され、選任された者に限る。
・理事の目標割合及びその達成に向けた具体的な方策
⑴目標割合
①外部理事25％②女性理事40％
⑵その達成に向けた具体的な方策
①2021年5月 役 員 改 選 時 に2名 の 外 部 理 事
（27.2％）、1名の女性理事（9.1％）を選任する
予定。
②外部理事については、2021年度役員改選時に目
標を達成する見込みであるが、女性理事について
は、2023年5月役員改選時までに理事総数の増減
を検証し、達成できる仕組みを構築する。

・定款施行細則第
3条（理事候補者
の推薦）
・2020年度第2回
定時理事会議事録

５

［原則２］適切
な組織運営を
確保するため
の役員等の体
制を整備すべ
きである

⑴組織の役員及
び評議員の構成
等における多様
性の確保を図る
こと
②評議員会を置
くＮＦにおいて
は、外部評議員及
び女性評議員の
目標割合を設定
するとともに、そ
の達成に向けた
具体的方策を講
じること

・現状、外部評議員の割合が約26.5％（9名）、女性評
議員は0の状況にある。
・外部評議員の割合については、評議員総数を踏まえ
適切に設定していると思われが、女性評議員の実績が
ないのは、定款施行細則第２条の定め（加盟団体より
23名以上25名以内、理事会が推薦する学識経験者7名
以上10名以内、最大35名）により、女性に関する定めが
なく、このことが女性評議員の実績に結びつかない要
因となっている。
・評議員の目標割合及びその達成に向けた具体的な方
策
⑴目標割合
①外部評議員25％②女性評議員40%
⑵その達成に向けた具体的な方策
①2021年5月 役 員改選時に1名 の女性評議員
（2.9％）を選任する予定。
②外部評議員については、既に目標達成済であるが、
女性評議員については、2025年5月役員改選まで
に評議員総数の増減を検証し、達成できる仕組み
を構築する。

・定款施行細則第
3条（理事候補者
の推薦）
・2020年 度 公 益
財団法人日本野球
連盟役員等一覧
・2020年度第2回
定時理事会議事録



181 2020年度事業報告

６

［原則２］適切
な組織運営を
確保するため
の役員等の体
制を整備すべ
きである

⑴組織の役員及
び評議員の構成
等における多様
性の確保を図る
こと
③アスリート委
員会を設置し、そ
の意見を組織運
営に反映させる
ための具体的な
方策を講じるこ
と

・現在、「アスリート委員会」は設置していないため、
2022年2月までにアスリート委員会を設置する予定で
ある。

・日本野球団体関
係 図（2020年5月
31日現在）
・ＢＦＪアスリー
ト委員会規程（案）
・ＢＦＪ選手選考
委員会（案）
・競技力向上委員
会規程

７

［原則２］適切
な組織運営を
確保するため
の役員等の体
制を整備すべ
きである

⑵理事会を適正
な規模とし、実効
性の確保を図る
こと

・現状、22名で理事会を構成している。
・当連盟では、機関決定を迅速に行うため、5つの委員
会（①事業統轄委員会②コンプライアンス委員会③競
技力向上委員会④クラブ野球活性化委員会⑤規則・
審判委員会）があり、各委員会には、複数の理事を配置
している。
・事業統轄委員会委員は理事で構成されており、同委
員会を除く4つの委員会の事業を統括し、円滑な運営
を諮るべく必要な措置を講じている。また、理事会に
おける連携や意思疎通を円滑にさせる役割も担う。

・公益財団法人日
本野球連盟役員等
一覧
・各委員会規程

８

［原則２］適切
な組織運営を
確保するため
の役員等の体
制を整備すべ
きである

⑶役員等の新陳
代謝を図る仕組
みを設けること
①理事の就任時
の年齢に制限を
設けること

・現状、定款第33条において、代表理事（会長）を除く役
員（理事・監事）は、役員就任時においてその年齢が満
70歳未満としている。また、任期期間中において満70
歳に達した場合であっても、その任期期間は役員とし
て在任することができる。
・代表理事は定年制を適用しないこととしているが、
「外部理事の代表理事に関しては定年制を適用しな
いことができる」と2021年5月定時評議員会で定款を
変更する予定である。

・定款第33条（役
員の任期及び定
年）

９
　

［原則２］適切
な組織運営を
確保するため
の役員等の体
制を整備すべ
きである
　

⑶役員等の新陳
代謝を図る仕組
みを設けること
②理事が原則と
して10年を超え
て在任すること
がないよう再任
回数の上限を設
けること
　

・10年超に関する再任のルール、規約、規程がなかった
ため2020年度第５回臨時理事会（12月）において理事
の在任期間並びに激変緩和措置の適用に関する方向
性を定めた。理事の在任期間は「連続して5期または10
年を超えてはならない」とし、2021年役員改選から適
用することとした。なお、2021年5月定時評議員会に
おいて定款の改定を行う。
【例外措置】（理事の在任期間が10年に達する場合で
あっても、以下のア）又はイ）のいずれかに該当すると
認められる場合、当該理事が10年を超えて存在する
（１期又は２期）することが考えられる。
ア）当該理事がＩＦの役職者である場合
イ）当該理事の実績を鑑み、特に重要な国際競技大会
に向けた競技力向上を始めとする中長期計画基本計
画等に定める目標を実現する上で、当該理事が新たに
又は継続して代表理事又は業務執行理事を務めるこ
とが不可欠であると特別な事情があるとの評価に基
づき、理事として選任された場合

・ 定 款 第33条
（役員の任期及
び定年）・理事
名簿（在任期間記
載 ）・2020年 度
第5回臨時理事会
議事録

【激変緩和措置（または例外措置）が適用される場合
に記入】
・組織運営及び業務執行上、10年を超えて引き続き存
在することが必要な理事について、役員等候補者選考
委員会において実績等を適切に評価した上で、次回役
員改選時（2021年5月）に限り、激変緩和措置を適用す
る。

なし
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10

［原則２］適切
な組織運営を
確保するため
の役員等の体
制を整備すべ
きである

⑷独立した諮問
委員会として役
員候補者選考委
員会を設置し、構
成員に有識者を
配置すること

・役員改選時（奇数年5月）の前年12月に理事会の承認
を得て、理事会とは独立した機関として「理事会推薦
役員等候補者選定委員会」を設置しているが、委員に
外部有識者が含まれていない。
・2020年12月臨時理事会で、役員等候補者選考委員会
を設置した。なお、地区連盟選出理事の候補者につい
ても同委員会で機関決定することとする。また、より
独立性の高い委員会を目指し、2023年5月の次期改選
期には、非理事が過半数となる役員等候補者選考委員
会を設置する予定。

・2018年 度 第 ４
回臨時理事会で承
認された「理事会
推薦役員等候補者
選定委員会要領」
・2018年 第 ４ 回
臨時理事会議事録
・2020年 度 第 ５
回臨時理事会議事
録

11

［原則３］組織
運営等に必要
な規程を整備
すべきである

⑴ＮＦ及びその
役職員その他構
成員が適用対象
となる法令を遵
守するために必
要な規程を整備
すること

・各種規程等を整備している。

12

［原則３］組織
運営等に必要
な規程を整備
すべきである

⑵その他組織運
営に必要な規程
を整備すること
①法人の運営に
関して必要とな
る一般的な規程
を整備している
か

・各種規程等を整備している。 ・定款
・事務局規程
・加盟団体規程
・事務局職員就業
規程（服務規程を
含む）
・登録規程

13

［原則３］組織
運営等に必要
な規程を整備
すべきである

⑵その他組織運
営に必要な規程
を整備すること
②法人の業務に
関する規程を整
備しているか

・各種規程等を整備している。 ・事務局規程
・経理規程
・個人情報保護方
針
・個人情報保護規
程
・個人情報の保護
に関する監査規程
・個人番号の提供
を受ける際の本人
確認について
・特定個人情報安
全管理細則

14

［原則３］組織
運営等に必要
な規程を整備
すべきである

⑵その他組織運
営に必要な規程
を整備すること
③法人の役職員
の報酬等に関す
る規程を整備し
ているか

・常勤役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規
程、旅費（役職員）規程及び事務局職員の給与規程等、
各種規程を整備している。

・事務局職員給与
規程
・事務局職員退職
規程
・定年後における
継続雇用に関する
規程
・常勤役員の報酬
並びに役員等の費
用に関する規程
・定款第17条（評
議員に対する報酬
等）
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［原則３］組織
運営等に必要
な規程を整備
すべきである

⑵その他組織運
営に必要な規程
を整備すること
④法人の財産に
関する規程を整
備しているか

・定款第3章において、当連盟の財産及び会計について
定めている他、各種規程を整備している。

・定款第3章（財産
及び会計）
・経理規程
・契約処理規程
・契約基準要領
・事務処理規程
・特定費用準備資
金等取扱規程

16

［原則３］組織
運営等に必要
な規程を整備
すべきである

⑵その他組織運
営に必要な規程
を整備すること
⑤財政的基盤を
整えるための規
程を整備してい
るか

・登録規程において役員・加盟チーム及び競技者登録
手続等に関する規則を定めている。ただし、加盟チー
ムの新規加盟金及び年負担金、役員及び競技者の登録
料は、毎年2月理事会において決定することとしてい
る。
・一般賛助会員規程において登録料に関する規則を定
めている。

・登録規程
・一般賛助会員規
程

17

［原則３］組織
運営等に必要
な規程を整備
すべきである

⑶代表選手の公
平かつ合理的な
選考に関する規
程その他選手の
権利保護に関す
る規程を整備す
ること

・当連盟には選考に関する規程及び選手の権利保護に
関する規程はないが、当連盟の上部団体ＢＦＪ（ＪＯ
Ｃ加盟）が現在策定中であり2020年10月を目途にＢ
ＦＪ理事会において決定する予定。選手選考基準につ
いては、代表参加者の編成方針に従い、その都度委員
会が定め事前に広く開示するとしている。また、選手
の権利保護については、選手選考決定に対する不服申
立は、公益財団法人日本スポーツ仲裁機構「スポーツ
仲裁規則」に従ってなされる仲裁により解決するもの
としている。
・アジア競技大会等の国際試合については、当連盟の
上部団体であるＢＦＪ（ＪＯＣ加盟）がそれぞれの大
会に派遣する仕組みである。選手選考の過程は、当連
盟が設置している「競技力向上委員会」において選定
し、理事会の承認を得てＢＦＪに推薦する体制が構築
されている。
・2022年2月までに現状の選考（推薦）プロセスについ
て規程を整備する予定である。

・日本野球団体関
係 図（2020年5月
31日現在）
・ＢＦＪアスリー
ト委員会規程（案）
・ＢＦＪ選手選考
委員会（案）
・競技力向上委員
会規程

18

［原則３］組織
運営等に必要
な規程を整備
すべきである

⑷審判員の公平
かつ合理的な選
考に関する規程
を整備すること

・規則・審判員会規程において、定款第4条第3項に基
づく全国規模の各種国内大会及びその他の競技大会
並びに講習会に審判員及び公式記録員の編成を行う
こととしている。
・2022年2月までに現状の選考プロセスについて規程
を整備する予定である。

・規則・審判委員
会規程
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［原則３］組織
運営等に必要
な規程を整備
すべきである

⑸相談内容に応
じて適切な弁護
士への相談ルー
トを確保するな
ど、専門家に日常
的に相談や問い
合わせをできる
体制を確保する
こと

・法律相談の全般として、法律事務所と顧問契約をし、
コンプライアンス案件を含め、いつでも相談できる体
制を整えている。
・財務会計部門において、監査法人との監査契約を締
結し、定期的な財務・税務等の専門的な監査・助言を
受けるとともに、いつでも相談できる体制を整えてい
る。
【2020年度における主なコンプライアンス事案と対
応（対応は顧問弁護士の助言に基づく）】
①加盟するクラブチームの運営に関する指摘。
対応：指摘事項に問題がないことを説明。
②独立リーグ球団よりＪＡＢＡ加盟チーム元所属選
手との契約について相談。
対応：ＪＡＢＡ加盟チームの登録を抹消した当該年

度中は、当該加盟チームの承諾がなければ選
手契約を締結できない旨説明。

③加盟チーム関連企業内での事案について相談。
対応：当該企業内の問題であり、本連盟が取り扱う

事案ではないことを説明。
※上記の他に高校、大学、少年野球関係団体に関する
相談事項が6件。

・弁護士顧問契約
書
・公認会計士監査
契約書

20

［原則４］コン
プライアンス
委員会を設置
すべきである

⑴コンプライア
ンス委員会を設
置し運営するこ
と

・当連盟は定款第47条に基づきコンプライアンス委員
会を設置し、年1回定期的に開催している。
・コンプライアンスの構成委員に女性委員1名を配置
している。
・コンプライアンス規程においてコンプライアンス委
員の役割を明確に定められている。
・2022年2月までに現状の処分事案への対応だけでは
なく、組織へのコンプライアンスの啓発を最低年1回
検討する委員会としていく。

・コンプライアン
ス委員会規程
・公益財団法人日
本野球連盟役員等
一覧
・過去3年のコン
プライアンス委員
会の会議録

21

［原則４］コン
プライアンス
委員会を設置
すべきである

⑵コンプライア
ンス委員会の構
成員に弁護士、公
認会計士、学識経
験者等の有識者
を配置すること

・コンプライアンス委員会には弁護士が含まれてい
る。

・公益財団法人日
本野球連盟役員等
一覧

22

［原則５］コン
プライアンス
強化のための
教育を実施す
べきである

⑴ＮＦ役職員向
けのコンプライ
アンス教育を実
施すること

・当連盟は、2014年7月「日本野球連盟コンプアイア
ンス指針」を制定、役員・指導者・選手を含め他全て
の競技関係者に対する行動規範を制定し、競技力の向
上と野球競技の更なる発展に寄与できるよう努力し
ている。
・職員は、現在7名。昨年3月スポーツ・コンプライア
ンス教育振興機構主催の「スポーツ・コンプライアン
ス・オフィサー講習会」を事務局長が受講。今年は、新
型コロナウイルス感染拡大のため受講を見送り、来年
以降順次職員を受講させ、コンプライアンスに対する
取り組み姿勢を強化していく。
・役職員に対しては、2021年度以降は、最低1回、コン
プライアンス教育を実施する予定。

・日本野球連盟コ
ンプライアンス指
針
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［原則５］コン
プライアンス
強化のための
教育を実施す
べきである

⑵選手及び指導
者向けのコンプ
ライアンス教育
を実施すること

・当連盟は、2014年7月「日本野球連盟コンプライア
ンス指針」を制定、役員・指導者・選手を含めた全て
の競技関係者に対する行動規範を制定し、競技力の向
上と野球競技の更なる発展に寄与できるよう努力し
ている。
・昨年から、日本代表監督スタッフ、選手に対しては、
海外に派遣する都度、ＢＦＪ（全日本野球協会）制定の
「「日本代表選手行動規範などについて」を教材に研
修を行っている。（2020年8月Yoshida	Challengeフラ
ンス遠征、10月第29回ＢＦＪアジア選手権大会）・
加盟チームの監督、コーチ等のスタッフ及び選手に対
しては2021年度以降年1回、コンプライアンス教育を
実施する予定である。

・日本野球連盟コ
ンプライアンス指
針
・日本代表選手行
動規範（ＢＦＪコ
ンプライアンス委
員会）

24

［原則５］コン
プライアンス
強化のための
教育を実施す
べきである

⑶審判員向けの
コンプライアン
ス教育を実施す
ること

・当連盟は、2014年7月「日本野球連盟コンプアイア
ンス指針」を制定、役員・指導者・選手を含めた全て
の競技関係者に対する行動規範を制定し、競技力の向
上と野球競技の更なる発展に寄与できるよう努力し
ている。
・審判に対しては2021年度以降年1回、コンプライア
ンス教育を実施予定である。

・日本野球連盟コ
ンプライアンス指
針

25

［ 原則６］法
務、会計等の体
制を構築すべ
きである

⑴法律、税務、会
計等の専門家の
サポートを日常
的に受けること
ができる体制を
構築すること

・弁護士、税理士、公認会計士からの日常的なサポート
を受けられる体制は整備されている。
・組織運営において定期的にその適否について検証を
行っている。

・定款
・弁護士顧問契約
書
・税理士業務顧問
契約書
・公認会計士監査
契約書

26

［ 原則６］法
務、会計等の体
制を構築すべ
きである

⑵財務・経理の
処理を適切に行
い、公正な会計原
則を遵守するこ
と

・会計に関する取引を正確かつ迅速に処理する等、公
正妥当と認められる公益財団法人会計の基準に基づ
き業務を行っている。
・当連盟には、専門性を有する監事を選任し、業務の適
正性の確保に関する監査報告を受けている。
・財務・経理において、法令及び経理規程に則った処
理が行われているか、独立監査人による監査報告を受
けている。

・定款
・経理規程
・特定費用準備金
資金等取扱規程
・理事会推薦役員
等候補者選定委員
会要領
・独立監査人の監
査報告書
・監事による監査
報告書

27

［ 原則６］法
務、会計等の体
制を構築すべ
きである

⑶国庫補助金等
の利用に関し、適
正な使用のため
に求められる法
令、ガイドライン
等を遵守するこ
と

・今般、スポーツ庁による「令和2年度スポーツイベン
ト再開支援事業（民間スポーツ振興等補助金）」に申
請手続きを行っているが、他の国庫金申請は行ってい
ない。
・ＪＯＣ選手強化交付金及びＪＯＣ選手強化補助金申
請は、上部団体のＢＦＪ（全日本野球協会）が行ってお
り、国際試合等への直接派遣は同協会が行っている。
・当連盟は、毎年日本スポーツ振興センター、スポーツ
振興くじ助成を受けているが、同センター作成の募集
の手引に則り申請を行っている。なお、助成金を受け
るにあたっては、所定の手続きを遵守している。

・スポーツ振興く
じ助成金「募集の
手引き」

28

［原則７］適切
な情報開示を
行うべきであ
る

⑴財務情報等に
ついて、法令に基
づく開示を行う
こと

・法令上求められている決算報告書（貸借対照表、貸借
対照表内訳表、正味財産増減計算書、正味財産増減計
算書内訳表、財務諸表に対する注記、付属明細書、財産
目録、正味財産予算実績表）、事業計画実施報告書、事
業計画書、予算書、定款、役員及び評議員の報酬並びに
費用に関する規程、役員名簿、評議員名簿、理事会議事
録概要をＨＰで公開している。また、これらの書類は
事務所内に保存している。

・ＪＡＢＡホーム
ページ
h t t p s : / /www.
jaba.or.jp/
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［原則７］適切
な情報開示を
行うべきであ
る

⑵法令に基づく
開示以外の情報
開示も主体的に
行うこと
①選手選考基準
を含む選手選考
に関する情報を
開示すること

・前記原則２№6に記載のとおり、従来、日本代表選手
選考（スタッフを含む）は当連盟の競技力向上委員会
において選定し、理事会の承認を得て派遣元のＢＦＪ
（全日本野球協会）に推薦する形で進めている。現在、
ＢＦＪ（全日本野球協会）は選手選考委員会規程策定
作業を行っており、同協会の理事会承認後は、同規程
に則り進めておく。同規程では、日本代表編成方針に
従い、その都度委員会が定め、事前に広く開示すると
している。なお、同規程は、都度開示する予定である。

・ＢＦＪ選手選考
委員会（案）
・競技力向上委員
会規程

30

［原則７］適切
な情報開示を
行うべきであ
る

⑵法令に基づく
開示以外の情報
開示も主体的に
行うこと
② ガ バ ナ ン ス
コードの遵守状
況に関する情報
等を開示するこ
と

・ＨＰで公開中である。 ・ＪＡＢＡホーム
ページ
h t t p s : / /www.
jaba.or.jp/

31

［原則８］利益
相反を適切に
管理すべきで
ある

⑴役職員、選手、
指導者等の関連
当事者とＮＦと
の間に生じ得る
利益相反を適切
に管理すること

・経理規程及び契約規程に基づき適正に処理してきて
おり、利益相反が疑われるような事案については、個
別判断をしてきた。
・2022年2月末日までに利益相反ポリシーを策定し、
そのポリシーに基づき、適切に管理を行う。

・経理規程
・契約処理規程

32

［原則８］利益
相反を適切に
管理すべきで
ある

⑵利益相反ポリ
シーを作成する
こと

・2022年2月末日までに利益相反ポリシーを策定し、
そのポリシーに基づき、適切に管理を行う。

なし

33

［原則９］通報
制度を構築す
べきである

⑴通報制度を設
けること

・コンプライアンス相談窓口制度を制定し、コンプラ
イアンスに関する受付窓口を設置した。
・相談窓口は、当連盟の他、全国9カ所に設置し、所在、
ＦＡＸ番号、メールアドレズ、担当者名をＨＰ上で公
開している。
・同制度の第9項では、相談者等の保護として、相談に
対する不利益な取り扱いを禁止している。
・同制度の第10項では、個人情報の保護として、相談内
容の守秘義務を定めている。
・本連盟を除く各地区9カ所に設置している「相談受付
窓口」の担当者に対して、通報が正当な行為であるこ
との意識付けを2021年度のコンプライアンス委員会
において実施する。

・コンプライアン
スに関する受付窓
口の設置について
（コンプライアン
ス相談窓口制度）

34

［原則９］通報
制度を構築す
べきである

⑵通報制度の運
用体制は、弁護
士、公認会計士、
学識経験者等の
有識者を中心に
整備すること

・処分基準ガイドラインにおいて①役員②職員③指導
者・競技者及び審判員に分類し、処分内容を制定して
いる。最終処分権限は、会長に属するが、戒告・けん責
は、コンプライアンス委員会にて処分を草案し会長に
具申する。また、戒告・けん責より重い処分は、理事会
にて審議し会長が最終結審する。
・日本代表選手を派遣するＢＦＪ（全日本野球協会）で
は、日本代表選手行動規範を策定し、行動規範があっ
た場合の処分及び懲罰に関する規則を制定している。
・通報制度の「運用体制」自体に関して有識者（弁護士）
を入れて整備している。

・処分基準ガイド
ライン
・日本代表選手行
動規範（ＢＦＪコ
ンプライアンス委
員会）
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［ 原 則10］懲
罰制度を構築
すべきである

⑴懲罰制度にお
ける禁止行為、処
分対象者、処分の
内容及び処分に
至るまでの手続
を定め、周知する
こと

・役員（理事・監事）については、定款34条において職
務上の義務違反や心身の故障のため職務執行に支障
がある場合は、評議員会の決議によって解任できるこ
ととしている。
・役職員、指導者、競技者及び審判に対する懲戒の種
類、手続等は、処分基準ガイドラインに定められてい
る。
・加盟団体においては、加盟団体規程第11条に遵守す
べき事項を定め、第18条に処分内容を定めている。
・職員については、事務局職員就業規則第39条に懲戒
に関する処分内容の定めがあり、懲戒は理事会に諮っ
たうえ、会長が行うものとしている。また、懲戒処分の
通知は、その旨を記載した書面を当該職員に交付する
こととしている。
・不服申立については、登録規程第51条に当連盟が決
定する不服申立は、日本スポーツ仲裁機構に行い、「ス
ポーツ仲裁機規則」に従い、仲裁により解決されるも
のとしている。
・2022年2月までに処分決定に至るまでの手続や、周
知、意見聴取機会提供、処分結果に対する通知・不服
申立等手続の書面告知の規程等の整備を行う。

・定款
・事務局職員就業
規則
・処分基準ガイド
ライン
・加盟団体規程
・登録規程

36

［ 原 則10］懲
罰制度を構築
すべきである

⑵処分審査を行
う者は、中立性及
び専門性を有す
ること

・処分審査を行う倫理審査室には、弁護士という中立
性、専門性を有するメンバーが含まれている。

・倫理審査室規程
・2020年 度 公 益
財団法人日本野球
連盟　役員等

37

［ 原 則11］選
手、指導者等と
の間の紛争の
迅速かつ適正
な解決に取り
組むべきであ
る

⑴ＮＦにおける
懲罰や紛争につ
いて、公益財団法
人日本スポーツ
仲裁機構による
スポーツ仲裁を
利用できるよう
自動応諾条項を
定めること

・加盟団体規程第19条（不服申立）において、日本ス
ポーツ仲裁機構に対して不服申立を行い、同機構が定
める規則に基づく仲裁により解決すると定めている。
ただし、申立期間の期限は定めていない。
・登録規程第51条において、当連盟の全てにおける決
定に対する不服申立は、日本スポーツ仲裁機構に対し
て行い、同機構が定める規則に基づく仲裁により解決
すると定めている。
・不服申立については、日本スポーツ仲裁機構のＨＰ
においても自動応諾条項の採択団体として掲載され
ている。

・加盟団体規程
・登録規程
・日本スポーツ仲
裁機構ＨＰ

38

［ 原 則11］選
手、指導者等と
の間の紛争の
迅速かつ適正
な解決に取り
組むべきであ
る

⑵スポーツ仲裁
の利用が可能で
あることを処分
対象者に通知す
ること

・処分対象者に対して、日本スポーツ仲裁機構の利用
が可能であることを通知している。ただし、不服申立
等の手続について、明確な説明は行っていないため、
今後対象となる事案が発生した場合は、都度不服申立
等の手続について、明確な説明を行うこととする。な
お、2022年2月末までに規程改定を行うこととする。

なし

39

［ 原 則12］危
機管理及び不
祥事対応体制
を構築すべき
である

⑴有事のための
危機管理体制を
事前に構築し、危
機管理マニュア
ルを策定するこ
と

・危機管理については、都度臨時理事会または業務執
行会議において対応してきたが、ＧＣで求められてい
る事項について遵守しているとまでは言えないため、
2022年2月末日までに危機管理マニュアル策定するこ
ととする。

なし
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40

［ 原 則12］危
機管理及び不
祥事対応体制
を構築すべき
である

⑵不祥事が発生
した場合は、事実
調査、原因究明、
責任者の処分及
び再発防止策の
提言について検
討するための調
査体制を速やか
に構築すること
※審査書類提出
時から過去４年
以内に不祥事が
発生した場合の
み審査を実施

・2018年加盟チーム所属の選手及び監督による登録
規程違反が発生。重大な事案であることから、事実調
査を行った上で速やかに倫理審査室会議を開催。同会
議で事実調査内容を説明し、改めて委員（委員長：当
連盟会長、副委員長：顧問弁護士他委員）に対して事
実認定内容の了承を取り付けた。その後、当事者２人
に対して事実内容を説明した上で弁明の機会を与え、
事実認定を成立。その上で処分内容を決定した。同日、
理事会の承認を得て翌日同チームあて処分内容を通
知した。併せて、マスコミあてリリースを行った。再発
防止策を講じ、後日関係団体並びに加盟チームに対し
て通達した。

・倫理審査室規程
・公益財団法人日
本野球連盟　役員
等一覧
・再発防止策の通
達文

41

［ 原 則12］危
機管理及び不
祥事対応体制
を構築すべき
である

⑶危機管理及び
不祥事対応とし
て外部調査委員
会を設置する場
合、当該調査委員
会は、独立性・中
立性・専門性を
有する外部有識
者（弁護士、公認
会計士、学識経験
者等）を中心に構
成すること
※審査書類提出
時から過去４年
以内に外部調査
委員会を設置し
た場合のみ審査
を実施

・過去4年間において、不祥事に伴う外部調査委員会は
設置していない。

・倫理審査室規程
・2020年 度 公 益
財団法人日本野球
連盟役員等一覧

42

［ 原 則13］地
方組織等に対
するガバナン
スの確保、コン
プライアンス
の強化等に係
る指導、助言及
び支援を行う
べきである

⑴加盟規程の整
備等により地方
組織等との間の
権限関係を明確
にするとともに、
地方組織等の組
織運営及び業務
執行について適
切な指導、助言及
び支援を行うこ
と

・加盟団体規程において、加盟団体の権限、義務を明記
している。また、理事会の決議により処分を行うこと
を規定している。ただし、加盟団体に対する事業運営
について必要な指導・助言を行うことについては、不
十分であるため、規程の整備を行うと同時に積極的な
指導・助言を行うこととする。
・2022年2月までに助言・指導・支援の方針等を定
め、その運用を行う予定である。なお、オンラインの運
用も実施予定である。

・加盟団体規程
・登録規程
・日本スポーツ仲
裁機構ＨＰ

43

［ 原 則13］地
方組織等に対
するガバナン
スの確保、コン
プライアンス
の強化等に係
る指導、助言及
び支援を行う
べきである

⑵地方組織等の
運営者に対する
情報提供や研修
会の実施等によ
る支援を行うこ
と

・毎年行っている加盟団体事務担当者会議では各種情
報提供を行っているが、情報提供のみならず研修会の
開催等積極的に行っていく。（2020年はコロナの影響
により中止）
・毎年開催される都市対抗野球大会期間中に地区連盟
会長会議を開催し、当連盟の重要事項の説明を行うと
同時に当連盟（会長）に対して意見を述べる等情報の
共有に努めている。（2018年実施、2019年未実施）

・2018年 地 区 連
盟会長懇談会開催
について
・2019年 度 各 地
区連盟・各加盟地
方団体「事務担当
者連絡会議」の開
催について
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役　　　職 取　扱 名　　前 日　　付 備　　考
評議員 辞　任 村田　博幸 2020年３月31日 加盟団体選出（群馬）
評議員 辞　任 野島　正弘 2020年４月24日 理事会推薦
理事 辞　任 大矢　伸一 2020年５月21日 理事会推薦
事業統轄委員会委員・
コンプライアンス委員会委員 辞　任 大矢　伸一 2020年５月21日

理事 選　任 橋本　　泰 2020年５月21日 理事会推薦
事業統轄委員会委員・
コンプライアンス委員会委員 選　任 橋本　　泰 2020年５月21日

評議員 選　任 日野　貴透 2020年５月21日 加盟団体選出（群馬）
評議員 選　任 石崎　栄司 2020年５月21日 理事会推薦
評議員 辞　任 山本眞一郎 2020年６月12日 理事会推薦
常務理事 選　定 橋本　　泰 2020年７月２日 理事会推薦
顧問 辞　任 真鍋　精志 2020年７月２日 中国地区連盟会長
顧問 選　任 浅見　忠世 2020年７月２日 中国地区連盟会長
評議員 選　任 甲元　　訓 2020年７月15日 理事会推薦
コンプライアンス委員会委員 辞　任 清水　大輔 2020年９月30日
コンプライアンス委員会委員 選　任 山田　智康 2020年10月22日
競技力向上委員会委員 辞　任 横井　信一 2021年１月12日 北信越地区連盟選出
理事 辞　任 井尻　陽久 2021年１月31日 近畿地区連盟選出
事業統轄委員会委員・
クラブ野球活性化委員会委員 辞　任 井尻　陽久 2021年１月31日

コンプライアンス委員会委員 辞　任 齋藤與志朗 2021年２月16日 北信越地区連盟選出
理事 辞　任 西條　明博 2021年２月16日 北信越地区連盟選出
事業統轄委員会委員・
クラブ野球活性化委員会委員 辞　任 西條　明博 2021年２月16日 北信越地区連盟選出

競技力向上委員会委員 選　任 玉野　武知 2021年２月16日 北信越地区連盟選出
コンプライアンス委員会委員 選　任 番場　省二 2021年２月16日 北信越地区連盟選出
評議員 辞　任 間瀬　啓介 2021年２月26日 加盟団体選出（愛知）
評議員 辞　任 江本　裕哉 ※2021年３月16日 理事会推薦
理事 選　任 横井　信一 ※2021年４月２日 北信越地区連盟選出
理事 選　任 藤田　正樹 ※2021年４月２日 近畿地区連盟選出
評議員 選　任 平見　高男 ※2021年４月２日 加盟団体選出（愛知）
評議員 選　任 大川　広誉 ※2021年４月２日 理事会推薦
顧問 辞　任 瀬戸　　武 ※2021年４月22日 北海道地区連盟会長
顧問 辞　任 松本　正之 ※2021年４月22日 東海地区連盟会長
顧問 選　任 柳　　俊之 ※2021年４月22日 北海道地区連盟会長
顧問 選　任 柘植　康英 ※2021年４月22日 東海地区連盟会長

【事務局人事】
役　　　職 取　扱 名　　前 日　　付 備　　考

次長 発　令 山田　智康 2020年４月１日 明治安田生命より出向
広報課長 退　任 清水　大輔 2020年９月30日 JR東日本へ復職
主任 発　令 湯本五十六 2020年９月10日 JR東日本より出向
事務局長 退　任 谷田部和彦 2021年２月28日 専務理事専任
事務局長（広報課長兼務） 発　令 山田　智康 ※2021年３月１日 明治安田生命より出向
※印は2021年度。	

２０２０年度中に変更があった人事について
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２
０
２
０
年
度
中
に
制
定
又
は
改
正
し
た
規
約
等

１
．
日
本
選
手
権
対
象
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
大
会
要
項
作
成
要
領
の
改
正

・
・
・（
１
９
０
頁
参
照
）

（
２
月
16
日
　
第
２
回
定
時
理
事
会
議
決
）

２
．
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
等
へ
の
宣
伝
広
告
に
関
す
る
取
扱
要
領
の
改
正

・
・
・（
１
９
１
頁
参
照
）

（
２
月
16
日
　
第
２
回
定
時
理
事
会
議
決
）

【
参
考
】
全
日
本
野
球
協
会
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
規
則
委
員
会
「
保
護

具
の
商
標
表
示
等
の
規
定
一
覧
」　
　
　
　
・
・
・（
１
９
６
頁
参
照
）

３
．
企
画
広
報
委
員
会
規
程
の
制
定
　
　
　
　
・
・
・（
１
９
３
頁
参
照
）

（
２
０
２
１
年
４
月
22
日
　
２
０
２
１
年
度
第
１
回
定
時
理
事
会
議
決
）

４
．
競
技
力
向
上
委
員
会
規
程
の
改
正
　
　
　
・
・
・（
１
９
４
頁
参
照
）

（
２
０
２
１
年
４
月
22
日
　
２
０
２
１
年
度
第
１
回
定
時
理
事
会
議
決
）

５
．
競
技
力
向
上
地
域
部
会
規
程
の
制
定
　
　
・
・
・（
１
９
５
頁
参
照
）

（
２
０
２
１
年
４
月
22
日
　
２
０
２
１
年
度
第
１
回
定
時
理
事
会
議
決
）

以
上

日
本
選
手
権
対
象
大
会
要
項
作
成
要
領

公
益
財
団
法
人
　
日
本
野
球
連
盟

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
各
地
区
連
盟
は
、
日
本
選
手
権
対
象
大
会
の
運
営
に
際
し
、

本
要
領
に
則
り
各
大
会
要
項
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

１
．
大
会
名
義
等

⑴
主
催

開
催
地
の
地
区
連
盟
と
す
る
。
ま
た
、
日
本
野
球
連
盟
の
承
認
を

得
て
そ
の
他
の
団
体
等
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵
主
管

開
催
地
の
加
盟
地
方
団
体
（
都
道
府
県
連
盟
）
を
主
管
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

⑶
後
援
・
協
賛
・
協
力
な
ど

必
要
が
あ
る
と
き
は
、
団
体
等
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
．
期
　
　
　
日
　
　
日
本
野
球
連
盟
の
承
認
を
得
て
い
る
期
日
を
記
載

す
る
。

３
．
会
　
　
　
場
　
　
日
本
野
球
連
盟
の
承
認
を
得
て
い
る
会
場
を
記
載

す
る
。

４
．
出
場
チ
ー
ム

⑴
出
場
チ
ー
ム
の
決
定

各
地
区
連
盟
か
ら
の
推
薦
に
基
づ
き
、
日
本
野
球
連
盟
か
ら
承
認

さ
れ
た
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
。

な
お
、
出
場
チ
ー
ム
の
推
薦
に
際
し
て
、
各
地
区
連
盟
は
日
本
選

手
権
対
象
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
大
会
出
場
チ
ー
ム
推
薦
基
準
に
基
づ
く
も
の

と
す
る
。

⑵
出
場
チ
ー
ム
数
及
び
各
地
区
枠

出
場
チ
ー
ム
数
は
16
又
は
12
チ
ー
ム
と
し
、
各
地
区
ご
と
の
出
場

枠
は
日
本
野
球
連
盟
の
決
定
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

５
．
参
　
加
　
費

⑴
主
催
地
区
連
盟
チ
ー
ム
の
大
会
参
加
費
は
、
主
催
地
区
連
盟
で
決

定
す
る
。

⑵
他
地
区
連
盟
の
チ
ー
ム
の
上
限
を
15
万
円
と
す
る
。

６
．
広
告
協
賛
金

プ
ロ
グ
ラ
ム
広
告
協
賛
金
協
力
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

７
．
入
　
場
　
料

入
場
料
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
チ
ー
ム
券
に
つ
い
て
は
、
５
０
０
円
／
枚
を
上
限
と
す
る
。

８
．
チ
ー
ム
券

チ
ー
ム
券
の
購
入
協
力
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
１
試
合
あ
た
り

１
０
０
枚
と
す
る
。

た
だ
し
、
準
決
勝
、
決
勝
を
同
一
日
に
行
う
場
合
は
、
１
試
合
と
み

な
す
。

９
．
大
会
運
営
費

感
染
症
対
策
等
の
理
由
に
よ
り
無
観
客
試
合
と
し
た
場
合
、
大
会
運

営
費
の
一
部
を
参
加
チ
ー
ム
か
ら
徴
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
１
試
合
５
０
、
０
０
０
円
を
上
限
と
す
る
。

な
お
、
準
決
勝
、
決
勝
を
同
一
日
に
行
う
場
合
は
、
１
試
合
と
み
な

す
。

10
．
試
合
組
み
合
わ
せ

別
添
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
統
一
す
る
。
リ
ー
グ
戦
時
の
球
場
割
り
当

て
に
つ
い
て
は
、
主
催
地
区
連
盟
に
一
任
と
し
、
チ
ー
ム
に
よ
っ
て

偏
り
が
で
な
い
よ
う
に
で
き
る
か
ぎ
り
配
慮
す
る
。
ま
た
、
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
の
組
み
合
わ
せ
は
、
予
選
リ
ー
グ
の
成
績
に
基
づ
き
準

決
勝
進
出
４
チ
ー
ム
の
順
位
付
け
を
行
い
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表
の
左

か
ら
１
位
、
４
位
、
２
位
、
３
位
の
順
に
指
定
す
る
。
た
だ
し
、
予

選
リ
ー
グ
２
位
か
ら
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
た
チ
ー
ム
は
４

位
と
す
る
。

11
．
表
彰

【
チ
ー
ム
表
彰
】
　
優
勝
チ
ー
ム
、
準
優
勝
チ
ー
ム

【
個
人
表
彰
】
　
最
高
殊
勲
選
手
賞
、
敢
闘
賞
、
首
位
打
者
賞

※
上
記
の
５
つ
は
全
対
象
大
会
で
表
彰
し
、
名
称
も
統
一
す
る
。

※
そ
の
他
に
各
大
会
の
定
め
に
よ
り
表
彰
を
追
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

《
首
位
打
者
賞
》
決
勝
戦
に
進
出
し
た
２
チ
ー
ム
を
対
象
と
し
、

４
試
合
、
12
打
席
、
10
打
数
　
以
上

⇒
打
率
が
同
率
の
場
合
は
以
下
の
順
で
首
位
打
者
を
決
す
る
。

①
安
打
数
が
多
い
選
手
を
上
位
と
す
る
。

②
安
打
数
も
同
数
の
場
合
は
塁
打
数
が
多
い
選
手
を
上
位
と

す
る
。

③
安
打
数
、
塁
打
数
と
も
同
数
の
場
合
は
、
打
点
が
多
い
選

手
を
上
位
と
す
る
。

④
安
打
数
、
塁
打
数
、
打
点
が
い
ず
れ
も
同
数
の
場
合
、
全

て
の
該
当
者
を
首
位
打
者
と
す
る
。

12
．
試
合
方
法

⑴
リ
ー
グ
戦
及
び
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
に
よ
り
優
勝
チ
ー
ム
を
決
定

す
る
。

①
リ
ー
グ
戦

出
場
チ
ー
ム
数
16
チ
ー
ム
の
場
合
は
４
チ
ー
ム
ず
つ
４
つ
の
グ

ル
ー
プ
、
12
チ
ー
ム
の
場
合
は
、
４
チ
ー
ム
ず
つ
３
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
４
チ
ー
ム
総
当
り
の
リ
ー
グ
戦

を
行
い
、
順
位
を
決
め
る
。
な
お
、
順
位
は
「
リ
ー
グ
戦
に
お
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け
る
順
位
決
定
に
関
す
る
取
扱
要
領
」
に
よ
り
決
め
る
。

②
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

リ
ー
グ
戦
の
成
績
に
よ
り
４
チ
ー
ム
が
準
決
勝
（
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
）
に
進
む
。

リ
ー
グ
戦
４
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
各
１
位
チ
ー
ム
と
す
る
。

ま
た
、
リ
ー
グ
戦
３
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、
各
グ
ル
ー
プ
１
位

チ
ー
ム
に
加
え
、
各
グ
ル
ー
プ
２
位
に
あ
た
る
３
チ
ー
ム
を
さ

ら
に
順
位
付
け
を
行
い
、
成
績
上
位
チ
ー
ム
が
準
決
勝
に
進
む
。

な
お
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
組
み
合
わ
せ
は
、
予
選
リ
ー
グ

の
全
試
合
の
成
績
に
基
づ
き
準
決
勝
進
出
４
チ
ー
ム
の
順
位
付

け
を
行
い
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表
の
左
か
ら
１
位
、
４
位
、
２
位
、

３
位
の
順
に
指
定
す
る
。
た
だ
し
、
予
選
リ
ー
グ
２
位
か
ら
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
た
チ
ー
ム
は
４
位
と
す
る
。

順
位
は
「
リ
ー
グ
戦
に
お
け
る
順
位
決
定
に
関
す
る
取
扱
要

領
」
に
よ
り
決
め
る
。

13
．
適
用
規
則

当
該
年
度
の
公
認
野
球
規
則
並
び
に
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
内
規
、
日
本

野
球
連
盟
（
社
会
人
野
球
）
内
規
及
び
以
下
に
記
載
の
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
各

種
申
し
合
わ
せ
等
に
基
づ
く
。

･
社
会
人
野
球
申
し
合
わ
せ
事
項

･
社
会
人
野
球
注
意
す
べ
き
規
則

･
取
り
決
め
事
項

･
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
関
す
る
監
督
申
し
合
わ
せ
事
項

･
社
会
人
及
び
大
学
野
球
に
お
け
る
試
合
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
関

す
る
特
別
規
則

･
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
要
綱

14
．
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム

全
て
の
試
合
（
リ
ー
グ
戦
及
び
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
・
決
勝
戦
を
含

む
）
に
お
い
て
、
７
回
以
降
７
点
差
の
場
合
、
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
を

適
用
す
る
。

雨
天
、
暗
天
、
そ
の
他
の
事
情
で
試
合
続
行
が
不
可
能
と
な
っ
た
場

合
は
、
６
回
半
ま
た
は
７
回
で
試
合
成
立
と
す
る
。

15
．
延
長
戦
及
び
タ
イ
･
ブ
レ
ー
ク

リ
ー
グ
戦
の
試
合
は
９
回
終
了
時
点
で
同
点
の
場
合
、
10
回
か
ら
タ

イ
ブ
レ
ー
ク
を
適
用
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
試
合
（
決
勝
戦
も

含
む
）
は
10
回
終
了
時
点
で
同
点
の
場
合
、
11
回
か
ら
タ
イ
ブ
レ
ー

ク
を
適
用
し
勝
敗
を
決
す
る
。

16
．
試
合
開
始
時
刻

試
合
開
始
時
刻
は
各
地
区
並
び
に
各
球
場
の
事
情
に
よ
り
各
大
会
ご

と
に
決
定
す
る
。

17
．
リ
ー
グ
戦
時
に
お
け
る
雨
天
順
延
に
つ
い
て

雨
天
中
止
の
対
応
に
つ
い
て
、
「
原
則
翌
日
に
順
延
」
ま
た
は
、

「
原
則
リ
ー
グ
戦
の
最
終
日
に
延
期
」
の
い
ず
れ
か
を
明
記
す
る
。

18
．
大
会
出
場
資
格
及
び
出
場
承
諾
書
の
提
出

⑴
大
会
出
場
資
格

日
本
野
球
連
盟
登
録
規
程
に
則
り
、
各
大
会
が
定
め
る
期
限
（
30

日
前
）
ま
で
に
登
録
を
完
了
し
た
競
技
者
に
出
場
資
格
を
与
え
る
。

た
だ
し
、
卒
業
年
次
の
学
生
生
徒
の
特
例
期
間
（
当
該
年
度
の
１

月
か
ら
３
月
ま
で
の
間
）
に
つ
い
て
は
特
別
な
措
置
を
講
じ
る
こ

と
も
あ
る
。

⑵
出
場
承
諾
書
の
提
出
（
大
会
出
場
エ
ン
ト
リ
ー
）

出
場
チ
ー
ム
は
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
登
録
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
出
場
承
諾

書
を
作
成
し
、
各
大
会
が
定
め
る
期
限
（
30
日
前
）
ま
で
に
登
録

を
済
ま
せ
る
。

19
．
試
合
出
場
登
録
選
手
の
届
け
出

試
合
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
る
選
手
は
、
25
名
以
内
と
し
、
毎
試

合
ご
と
に
大
会
本
部
へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
提
出
し
た
出
場
承
諾
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
選
手
に
限
る
も
の
と
す
る
。

20
．
ト
レ
ー
ナ
ー

ト
レ
ー
ナ
ー
が
ベ
ン
チ
入
り
す
る
チ
ー
ム
は
、
試
合
当
日
の
メ
ン
バ

ー
交
換
用
紙
に
記
載
す
る
こ
と
。

21
．
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
大
会
出
場
権

優
勝
チ
ー
ム
に
は
、
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
大
会
の
出
場
権
を
与

え
る
。
た
だ
し
、
１
チ
ー
ム
が
複
数
の
大
会
に
優
勝
し
た
場
合
は
、

そ
の
チ
ー
ム
が
所
属
す
る
地
区
連
盟
の
最
終
予
選
枠
に
該
当
分
を
加

え
る
。
ま
た
、
加
盟
チ
ー
ム
以
外
の
チ
ー
ム
（
プ
ロ
球
団
）
が
優
勝

し
た
場
合
は
、
準
優
勝
チ
ー
ム
が
所
属
す
る
地
区
連
盟
の
最
終
予
選

枠
に
加
え
る
。

22
．
大
会
実
施
要
領
の
作
成

⑴
各
主
催
地
区
連
盟
は
、
円
滑
な
運
営
を
行
う
た
め
に
別
に
実
施
要

領
を
定
め
る
。

･
大
会
組
合
せ
表

･
大
会
規
則

･
大
会
特
別
規
則

･
出
場
承
諾
書
（
登
録
シ
ス
テ
ム
）
に
つ
い
て

･
注
意
事
項

･
チ
ー
ム
バ
ス
の
駐
車
案
内
等

･
参
加
費
納
入
に
つ
い
て
な
ど

･
チ
ー
ム
券
購
入
方
法
な
ど

･
Ｖ
Ｔ
Ｒ
撮
影
に
つ
い
て

･
提
出
メ
ン
バ
ー
用
紙
に
つ
い
て

･
そ
の
他

⑵
使
用
球

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
認
球
と
す
る
。

以
上

２
０
２
１
年
２
月
16
日
制
定

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
等
へ
の
宣
伝
広
告
に
関
す
る
取
扱
要
領

公
益
財
団
法
人
日
本
野
球
連
盟

１
．
取
り
扱
い

公
認
野
球
規
則
３
・
09
の
規
定
の
と
お
り
、
競
技
用
具
に
は
、
そ
れ

ら
の
製
品
の
た
め
の
不
適
当
か
つ
過
度
な
商
業
的
宣
伝
が
含
ま
れ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
部
の
用
具
に
つ
い
て
は
、

日
本
野
球
連
盟
会
長
の
承
認
を
得
て
、
企
業
や
商
品
等
の
宣
伝
広
告

に
類
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
貼
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
商
標
の
表
示
が
で
き
な
い
野
球
用
具
に
つ
い
て
も
併
せ
て
以

下
の
と
お
り
定
義
す
る
。
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２
．
公
認
野
球
規
則
ど
お
り
適
用
さ
れ
る
も
の

３
．
会
長
承
認
を
要
し
な
い
も
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
等
（
帽
子
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
な
ら
び
に
ダ
ッ
グ
ア
ウ

ト
に
持
ち
込
む
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ー
ト
や
バ
ッ
グ
等
を
含
む
）
及
び
ヘ

ル
メ
ッ
ト
に
貼
付
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
う
ち
、
会
長
の
承
認
を
要
せ

ず
認
め
ら
れ
る
も
の
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

⑴
全
チ
ー
ム
に
共
通
し
て
認
め
る
。

チ
ー
ム
名
、
チ
ー
ム
章
、
都
道
府
県
名
ま
た
は
都
市
町
村
名
及
び

そ
れ
ら
の
頭
文
字

⑵
会
社
登
録
チ
ー
ム
に
限
り
認
め
る
。

チ
ー
ム
企
業
名
、
チ
ー
ム
企
業
の
社
章
、
チ
ー
ム
企
業
関
連
ブ
ラ

ン
ド
名
及
び
そ
れ
ら
の
頭
文
字

⑶
そ
の
他

①
ア
ン
ダ
ー
シ
ャ
ツ
の
ネ
ッ
ク
部
分
へ
の
表
示

チ
ー
ム
名
、
個
人
名
、
背
番
号
の
表
示
は
認
め
る
。

②
帽
子
へ
の
表
示

チ
ー
ム
名
、
チ
ー
ム
名
の
頭
文
字
、
チ
ー
ム
企
業
の
社
章
ま
た

は
チ
ー
ム
章
、
都
市
町
村
名
を
正
面
以
外
に
表
示
す
る
場
合
は
、

帽
子
の
左
横
又
は
、
後
方
部
分
の
い
ず
れ
か
１
カ
所
と
す
る
。

ま
た
帽
子
の
鍔
（
つ
ば
）
部
分
に
は
、
一
切
の
表
示
は
で
き
な

い
も
の
と
す
る
。

③
ヘ
ル
メ
ッ
ト
へ
の
表
示

チ
ー
ム
名
、
チ
ー
ム
名
の
頭
文
字
、
チ
ー
ム
企
業
の
社
章
ま

た
は
チ
ー
ム
章
、
都
市
町
村
名
、
背
番
号
の
表
示
は
認
め
る
。

（
個
人
名
の
表
示
は
不
可
と
す
る
。
）
た
だ
し
、
背
番
号
を
表

示
す
る
場
合
は
、
後
方
部
分
の
み
に
限
定
す
る
。

４
．
会
長
の
承
認
を
要
す
る
も
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
等
（
帽
子
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
な
ら
び
に
ダ
ッ
グ
ア
ウ

ト
に
持
ち
込
む
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ー
ト
や
バ
ッ
グ
等
を
含
む
）
お
よ
び

ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
会
長
の
承
認
を
得
て
企
業
や
商
品
等
の

宣
伝
広
告
に
類
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
等
を
貼
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
以
下
に
記
載
の
事
項
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

⑴
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
貼
付
で
き
る
場
所
は
、
胸
部
と
左
袖
の
み
と
す

る
。
左
袖
に
つ
い
て
は
、
１
カ
所
に
限
定
し
、
そ
の
大
き
さ
は

用
具

関
連
規
則

備
　
　
考

バ
ッ
ト

規
則
３
・
09
［
付
記
］［
注
三
］
①

日
本
野
球
連
盟
（
社
会
人
野
球
）
内
規
１

グ
ラ
ブ
・
ミ
ッ
ト

規
則
３
・
09
［
付
記
］［
注
三
］
③

日
本
野
球
連
盟
（
社
会
人
野
球
）
内
規
２
・
⑸

投
手
用
グ
ラ
ブ

規
則
３
・
07
及
び
３
・
09
［
付
記
］［
注
三
］
③

日
本
野
球
連
盟
（
社
会
人
野
球
）
内
規
２
・
⑴
～
⑷

手
袋

規
則
３
・
09
［
付
記
］［
注
三
］
④

リ
ス
ト
バ
ン
ド

規
則
３
・
09
［
付
記
］［
注
三
］
④

リ
ス
ト
バ
ン
ド
は
15
㎝
以
内
と
し
、
15
㎝
を
超
え
る
も
の
は
サ

ポ
ー
タ
ー
と
定
義
す
る
。
ま
た
、
色
は
単
色
と
す
る
。

サ
ポ
ー
タ
ー

規
則
３
・
09
［
付
記
］［
注
三
］
②

外
か
ら
見
え
る
部
位
に
使
用
す
る
場
合
、
商
標
の
表
示
は
で
き

な
い
。
ま
た
、
こ
の
場
合
の
色
は
、
白
、
黒
、
ア
ン
ダ
ー
シ
ャ

ツ
と
同
色
と
す
る
。

ア
ー
ム
ス
リ
ー
ブ

規
則
３
・
09
［
付
記
］［
注
三
］
②

外
か
ら
見
え
る
位
置
に
商
標
の
表
示
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
色

は
ア
ン
ダ
ー
シ
ャ
ツ
と
同
色
と
す
る
。

ア
ン
ダ
ー
シ
ャ
ツ

規
則
３
・
09
［
付
記
］［
注
三
］
②

ネ
ッ
ク
部
分
を
含
め
、
商
標
の
表
示
は
で
き
な
い
。

ベ
ル
ト
・
ソ
ッ
ク
ス
規
則
３
・
09
［
付
記
］［
注
三
］
②

商
標
の
表
示
は
で
き
な
い
。

ス
パ
イ
ク
シ
ュ
ー
ズ
規
則
３
・
09

商
標
の
表
示
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
ベ
ロ
部
分
の
製
造
者
表

示
は
除
く
。

捕
手
用
具
一
式

規
則
３
・
09

商
標
の
表
示
は
で
き
な
い
。

エ
ル
ボ
ガ
ー
ド
・

レ
ッ
グ
ガ
ー
ド

規
則
３
・
09
［
付
記
］［
注
三
］
④

リ
ス
ト
バ
ン
ド
に
準
じ
る
。
た
だ
し
、
色
は
単
色
と
す
る
。

手
甲
ガ
ー
ド
・

リ
ス
ト
ガ
ー
ド

規
則
３
・
09

商
標
の
表
示
は
で
き
な
い
。
色
は
、
ア
ン
ダ
ー
シ
ャ
ツ
と
同
色

ま
た
は
黒
と
す
る
。
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「
縦
40
㎜
×
横
１
２
０
㎜
」
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
ま
た
、

胸
部
に
つ
い
て
は
、
表
示
す
る
チ
ー
ム
名
称
等
（
背
番
号
は
除

く
）
も
含
め
て
「
縦
３
０
０
㎜
×
横
４
５
０
㎜
」
を
超
え
な
い

も
の
と
す
る
。

⑵
貼
付
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
全
員
が
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
各
競
技
者
（
監
督
、
コ
ー
チ
及
び
選
手
）
の
所
属
企
業

名
を
貼
付
す
る
場
合
の
み
例
外
と
し
て
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

＊
貼
付
場
所
は
左
袖
に
限
定
す
る
。

＊
「
縦
40
㎜
×
横
１
２
０
㎜
」
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

＊
字
体
及
び
色
調
は
す
べ
て
統
一
す
る
。
　

⑶
帽
子
へ
の
貼
付
は
認
め
な
い
。

⑷
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
貼
付
す
る
場
合
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

＊
左
右
ど
ち
ら
か
１
カ
所
に
限
定
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、

チ
ー
ム
名
等
の
表
示
は
正
面
部
分
の
み
と
す
る
。

＊
貼
付
す
る
全
体
の
面
積
は
48
平
方
セ
ン
チ
（
縦
40
㎜
以
内
、
横

１
２
０
㎜
以
内
）
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

⑸
背
番
号
の
上
に
は
選
手
の
名
前
を
入
れ
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ネ
ー
ム
（
姓
）
と
し
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
認
め
な
い
。

⑹
プ
レ
イ
に
支
障
の
あ
る
内
容
及
び
デ
ザ
イ
ン
は
認
め
な
い
。

＊
光
を
反
射
さ
せ
る
素
材
に
よ
り
プ
レ
イ
に
支
障
が
あ
る
も
の

＊
野
球
用
ボ
ー
ル
を
か
た
ど
っ
た
り
、
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
模
様

＊
内
容
や
デ
ザ
イ
ン
が
相
応
し
く
な
い
と
判
断
し
た
も
の

＊
そ
の
他
プ
レ
イ
に
支
障
が
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
　
　

⑺
試
合
中
の
プ
レ
イ
で
容
易
に
欠
落
す
る
よ
う
な
簡
素
な
取
り
付
け

方
法
は
避
け
る
こ
と
。

⑻
主
催
者
の
決
定
に
よ
り
（
各
チ
ー
ム
ス
ポ
ン
サ
ー
と
は
別
に
）
大

会
等
に
対
す
る
協
賛
（
冠
ス
ポ
ン
サ
ー
等
）
や
記
念
行
事
等
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
の
統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
全
（
参
加
）
チ
ー
ム

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
る
。

⑼
以
下
に
関
す
る
広
告
表
示
に
つ
い
て
は
、
日
本
野
球
連
盟
の
自
主

規
制
の
対
象
と
し
て
い
る
商
品
名
等
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
、

申
請
の
前
に
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
係
る
商
品
名
（
例
：
パ
チ
ン
コ
、
パ
チ
ス
ロ
な

ど
）

※
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
及
び
煙
草
の
商
品
名
（
未
成
年
者
に
対
す
る

表
示
）

５
．
不
明
な
点
、
疑
義
が
あ
る
場
合
は
事
前
に
日
本
野
球
連
盟
に
照
会
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
会
長
の
承
認
を
取
り
付
け
る
こ
と
。

以
上

２
０
０
０
年
　
２
月
22
日
　
理
事
会
承
認

２
０
０
３
年
　
５
月
29
日
　
　
一
部
変
更

２
０
０
６
年
　
８
月
24
日
　
　
一
部
変
更

２
０
０
８
年
　
１
月
１
日
　
　
一
部
変
更

２
０
１
２
年
　
２
月
１
日
　
　
一
部
変
更

２
０
１
５
年
　
７
月
17
日
　
　
一
部
変
更

２
０
２
１
年
　
２
月
16
日
　
　
一
部
変
更

［
参
考
資
料
］

保
護
具
の
商
標
表
示
等
の
規
定
一
覧
　
・
・
・
・
・
・（
１
９
６
頁
参
照
）

企
画
広
報
委
員
会
規
程

第
１
章
　
総
　
　
　
則

第
１
条
　
こ
の
規
程
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
野
球
連
盟
定
款
（
以
下

「
定
款
」
と
い
う
。
）
第
47
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
、

企
画
広
報
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
関
し
必
要

な
こ
と
を
定
め
る
。

第
２
章
　
目
　
　
　
的

第
２
条
　
委
員
会
は
、
将
来
に
お
け
る
社
会
人
野
球
の
価
値
向
上
を
目
指

す
べ
く
具
体
的
な
課
題
の
発
掘
並
び
に
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
置
す
る
。第

３
章
　
審
議
事
項

第
３
条
　
委
員
会
は
、
前
条
記
載
の
「
目
的
」
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
理
事
会
に
意
見
を
具
申
す
る
と
と
も
に

理
事
会
の
諮
問
に
応
ず
る
。

２
　
社
会
人
野
球
将
来
構
想
に
基
づ
く
課
題
解
決

３
　
中
期
計
画
の
策
定
並
び
に
進
捗
管
理

４
　
財
務
の
健
全
性
確
保
に
関
す
る
計
画
の
策
定
及
び
実
施

５
　
社
会
人
野
球
の
広
報
に
関
す
る
強
化

６
　
そ
の
他
企
画
広
報
に
関
す
る
事
項
で
理
事
会
に
お
い
て
必
要
と

認
め
る
も
の第

４
章
　
委
　
員
　
会

第
４
条
　
委
員
会
に
は
、
委
員
長
及
び
副
委
員
長
（
２
名
以
内
）
の
ほ
か

委
員
（
12
名
以
内
）
を
置
く
。

２
　
委
員
長
、
副
委
員
長
及
び
委
員
は
、
理
事
会
で
選
出
し
、
会
長

が
委
嘱
す
る
。

３
　
委
員
長
は
、
委
員
会
を
代
表
し
、
会
務
を
掌
理
す
る
。
副
委
員

長
は
、
委
員
長
を
補
佐
し
、
委
員
長
に
事
故
あ
る
と
き
又
は
欠
け

た
と
き
は
、
委
員
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
し
た
順
序
に
よ
り
そ
の

職
務
を
代
理
し
、
又
は
そ
の
職
務
を
行
う
。

第
５
章
　
任
　
期
　
等

第
５
条
　
委
員
及
び
特
別
委
員
の
任
期
及
び
解
任
は
、
定
款
第
33
条
及
び

第
34
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

規
定
中
「
役
員
」
と
あ
る
は
、
「
委
員
」
又
は
「
特
別
委
員
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
６
章
　
会
　
　
　
議

第
６
条
　
委
員
会
は
、
委
員
長
が
招
集
し
て
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

２
　
委
員
会
の
定
足
数
及
び
議
事
の
議
決
は
、
定
款
第
41
条
及
び
第

42
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規

定
中
「
理
事
会
」
又
は
「
理
事
」
と
あ
る
は
、
「
委
員
会
」
又
は

「
委
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
７
条
　
会
長
、
副
会
長
並
び
に
各
専
門
委
員
会
委
員
長
は
、
会
議
に
出

席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
８
条
　
委
員
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
会
議
に
参
考
人
の
出
席
を

求
め
、
そ
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
７
章
　
部
　
　
　
会

第
９
条
　
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
、

各
種
部
会
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
各
種
部
会
に
つ
い
て
の
必
要
な
事
項
は
、
理
事
会
が
別
に
定
め

る
。

第
８
章
　
規
程
の
変
更

第
10
条
　
こ
の
規
程
は
、
理
事
会
の
議
決
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

る
。附

　
則

こ
の
規
程
は
、
２
０
２
１
年
５
月
14
日
か
ら
施
行
す
る
。

競
技
力
向
上
委
員
会
規
程

第
１
章
　
総
　
　
　
則

第
１
条
　
こ
の
規
程
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
野
球
連
盟
定
款
（
以
下

「
定
款
」
と
い
う
。
）
第
47
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
、

競
技
力
向
上
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
関
し
必

要
な
こ
と
を
定
め
る
。

第
２
章
　
審
議
事
項

第
２
条
　
委
員
会
は
、
定
款
第
４
条
各
号
に
定
め
る
事
業
の
う
ち
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
理
事
会
に
意
見
を
具
申
す
る
と
と
も
に

理
事
会
の
諮
問
に
応
ず
る
。

⑴
　
第
１
号
の
規
定
に
基
づ
く
野
球
競
技
の
普
及
及
び
振
興
に
関

す
る
基
本
方
針
の
確
立
の
う
ち
、
競
技
力
向
上
及
び
医
・
科
学

に
関
す
る
基
本
方
針
の
確
立
に
関
す
る
こ
と
。

⑵
　
第
２
号
の
規
定
に
基
づ
く
野
球
競
技
に
関
す
る
講
習
会
の
開

催
並
び
に
指
導
者
、
審
判
員
及
び
記
録
員
等
の
養
成
の
う
ち
、

競
技
力
向
上
講
習
会
の
開
催
並
び
に
指
導
者
等
の
養
成
に
関
す

る
こ
と
。

⑶
　
第
５
号
の
規
定
に
基
づ
く
野
球
競
技
に
関
す
る
各
種
国
際
大

会
、
国
際
親
善
大
会
及
び
国
際
会
議
の
開
催
並
び
に
こ
れ
に
対

す
る
代
表
役
員
、
選
手
を
選
定
し
、
派
遣
す
る
こ
と
の
う
ち
、

代
表
役
員
、
選
手
の
選
定
に
関
す
る
こ
と
。

⑷
　
第
６
号
の
規
定
に
基
づ
く
野
球
競
技
に
関
す
る
指
導
者
、
審

判
員
及
び
記
録
員
を
養
成
す
る
こ
と
の
う
ち
、
指
導
者
の
養
成

に
関
す
る
こ
と
。

⑸
　
第
８
号
の
規
定
に
基
づ
く
野
球
競
技
の
競
技
施
設
、
用
器
具

等
の
指
導
及
び
公
認
の
う
ち
、
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

⑹
　
第
10
号
の
規
定
に
基
づ
く
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協

会
及
び
一
般
財
団
法
人
全
日
本
野
球
協
会
の
事
業
の
う
ち
、
競

技
力
向
上
及
び
医
・
科
学
の
事
業
へ
の
協
力
に
関
す
る
こ
と
。

⑺
　
第
11
号
の
規
定
に
基
づ
く
一
般
財
団
法
人
全
日
本
野
球
協
会

を
通
じ
た
世
界
野
球
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
、
ア
ジ
ア
野
球
連
盟

及
び
公
益
財
団
法
人
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
事
業
の
う

ち
、
選
手
強
化
本
部
に
関
す
る
事
業
並
び
に
競
技
力
向
上
及
び

医
・
科
学
の
事
業
へ
の
協
力
に
関
す
る
こ
と
。

⑻
　
第
12
号
の
規
定
に
基
づ
く
野
球
競
技
に
関
す
る
刊
行
物
の
発

行
の
う
ち
、
技
術
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

⑼
　
そ
の
他
委
員
会
に
関
す
る
事
項
で
理
事
会
に
お
い
て
必
要
と

認
め
る
も
の
。

第
３
章
　
委
　
員
　
会

第
３
条
　
委
員
会
に
は
、
委
員
長
及
び
副
委
員
長
（
２
名
以
内
。
）
の
ほ

か
委
員
（
10
名
以
内
。
）
を
置
く
。

２
　
委
員
長
及
び
副
委
員
長
は
、
理
事
会
で
選
出
し
、
会
長
が
委
嘱

す
る
。

３
　
委
員
長
は
、
委
員
会
を
代
表
し
、
会
務
を
掌
理
す
る
。
副
委
員

長
は
、
委
員
長
を
補
佐
し
、
委
員
長
に
事
故
あ
る
と
き
又
は
欠
け

た
と
き
は
、
委
員
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
し
た
順
序
に
よ
り
そ
の

職
務
を
代
理
し
、
又
は
そ
の
職
務
を
行
う
。

４
　
委
員
は
、
理
事
会
で
選
出
し
、
会
長
が
委
嘱
す
る
。

第
４
章
　
特
別
委
員

第
４
条
　
委
員
会
に
、
特
別
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
特
別
委
員
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
会
長
が

委
嘱
す
る
。

⑴
　
全
日
本
野
球
協
会
の
選
手
強
化
委
員
会
、
各
強
化
部
会
及
び

医
科
学
委
員
に
選
任
さ
れ
た
者
（
委
員
会
委
員
を
除
く
。
）

⑵
　
加
盟
チ
ー
ム
の
監
督
又
は
コ
ー
チ
の
職
務
に
あ
る
者

３
　
特
別
委
員
は
、
会
議
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
５
章
　
任
　
期
　
等

第
５
条
　
委
員
及
び
特
別
委
員
の
任
期
及
び
解
任
は
、
定
款
第
33
条
及
び

第
34
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

規
定
中
「
役
員
」
と
あ
る
は
、
「
委
員
」
又
は
「
特
別
委
員
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
６
章
　
会
　
　
　
議

第
６
条
　
委
員
会
は
、
委
員
長
が
招
集
し
て
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

２
　
委
員
会
の
定
足
数
及
び
議
事
の
議
決
は
、
定
款
第
41
条
及
び
第

42
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規

定
中
「
理
事
会
」
又
は
「
理
事
」
と
あ
る
は
、
「
委
員
会
」
又
は

「
委
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
７
条
　
会
長
、
副
会
長
、
各
専
門
委
員
会
委
員
長
は
、
会
議
に
出
席
し

て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
８
条
　
委
員
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
会
議
に
参
考
人
の
出
席
を

求
め
、
そ
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
７
章
　
部
　
　
　
会

第
９
条
　
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
、

各
種
部
会
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
各
種
部
会
に
つ
い
て
の
必
要
な
事
項
は
、
理
事
会
が
別
に
定
め

る
。

第
８
章
　
規
程
の
変
更
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第
10
条
　
こ
の
規
程
は
、
理
事
会
の
議
決
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

る
。附

　
則

こ
の
規
程
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
野
球
連
盟
の
設
立
の
登
記
の
日
（
２

０
１
３
年
３
月
１
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
２
０
１
４
年
４
月
22
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
２
０
１
５
年
２
月
３
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
２
０
２
１
年
５
月
14
日
か
ら
施
行
す
る
。

競
技
力
向
上
地
域
部
会
規
程

第
１
章
　
総
　
　
　
則

第
１
条
　
こ
の
規
程
は
、
競
技
力
向
上
委
員
会
規
程
（
以
下
「
規
程
」
と

い
う
。
）
第
９
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
、
競
技
力
向

上
地
域
部
会
（
以
下
「
地
域
部
会
」
と
い
う
。
）
に
関
し
必
要
な

こ
と
を
定
め
る
。

第
２
章
　
審
議
事
項

第
２
条
　
地
域
部
会
は
、
規
程
第
２
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
地

域
の
立
場
か
ら
下
記
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
委
員
会
に
意
見

を
具
申
す
る
と
と
も
に
委
員
会
の
諮
問
に
応
ず
る
。

２
　
野
球
競
技
に
関
す
る
競
技
力
向
上
講
習
会
並
び
に
指
導
者
等
の

養
成
に
関
す
る
こ
と
。

３
　
国
際
大
会
、
国
内
外
の
合
宿
に
参
加
す
る
代
表
選
手
の
推
薦
に

関
す
る
こ
と
。第

３
章
　
地
域
部
会

第
３
条
　
地
域
部
会
に
は
、
部
会
長
の
ほ
か
委
員
９
名
以
上
12
名
以
内
を

置
く
。

２
　
部
会
長
及
び
委
員
は
、
理
事
会
で
選
出
し
、
会
長
が
委
嘱
す
る
。

た
だ
し
、
委
員
の
う
ち
９
名
は
、
地
区
連
盟
会
長
の
推
薦
に
よ
り
、

会
長
が
委
嘱
す
る
。

第
４
章
　
任
　
期
　
等

第
４
条
　
委
員
の
任
期
及
び
解
任
は
、
規
程
第
５
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
５
章
　
会
　
　
　
議

第
５
条
　
地
域
部
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
長
が
招
集
し
て
、
そ
の
議
長

と
な
る
。

２
　
競
技
力
向
上
委
員
会
委
員
長
、
副
委
員
長
及
び
事
務
局
長
は
、

会
議
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
６
章
　
規
程
の
変
更

第
６
条
　
こ
の
規
程
は
、
理
事
会
の
議
決
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

る
。附

　
則

こ
の
規
程
は
、
２
０
２
１
年
５
月
14
日
か
ら
施
行
す
る
。
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保護具の商標表示等の規定一覧
（ＪＡＢＡ／ＪＵＢＦ／ＪＨＢＦ／ＪＳＢＢ　４団体　２０２１年３月11日現在）
種別 社会人・大学 全軟連 高校

１．手袋
商 標 表 示：１か所（手の甲側）
大 き さ：14㎠以下（色の規制なし）

商標表示：素材と同色で１か
所のみ

大 き さ：７㎠以下
（色：ホワイトまたはブラック）

２．リストバン
ド

商 標 表 示：１か所
大 き さ：14㎠以下
バンドの長さ：15cm以下
（色：単色）
※15cmより長いもので前腕に装着するものはサポー
ターとみなし商標の表示は認めない。ただし、色は単色
であれば白・黒、またはアンダーシャツと同色でなくて
も構わない。

使用が認められていない。

３．サポーター

商 標 表 示：認めない
（色：白、黒。アンダーシャツと同色）
※原則として、ユニフォームまたはアンダーシャツ下に
着用するものとし、その場合は商標表示の有無は問わな
い。

商標表示：素材と同色で１か
所のみ

大 き さ：７㎠以下
（色：ホワイト／ブラック／
ベージュの一色）
※肘のサポーターは、外から
見える部分には使用できない。

４．アームス
リーブ

商 標 表 示：認めない
（色：アンダーシャツと同色）

高校野球用具の使用制限に定
めておらず、対応を検討予定。

５．レッグガー
ド

商 標 表 示：１か所
大 き さ：14㎠以下
（色：単色）

表面への商標表示を認めてい
ない。
（色：ホワイト、ブラック、
ネイビーのいずれか一色）

６．エルボー
ガード

商 標 表 示：１か所
大 き さ：14㎠以下
（色：単色）

表面への商標表示を認めてい
ない。
（色：ホワイト、ブラック、
ネイビーのいずれか一色）

７．手甲ガード
商 標 表 示：認めない
（色：アンダーシャツと同色または黒色）

使用が認められていない。

８．リストガー
ド

商 標 表 示：認めない
（色：アンダーシャツと同色または黒色）

※サポーターと同様。

９．ネック
ウォーマー

公式戦での使用は認めない 公式戦での使用を認める。
（色は自由とする）

使用が認められていない。

注）「５．レッグガード」「６．エルボーガード」の「単色」の適用は本体のみとする。（縁、バンド、
固定具は含まない）

【日本野球連盟（社会人）/全日本大学野球連盟（大学）の規定に関する補足】
①．「２．リストバンド」「５．レッグガード」「６．エルボーガード」の色の規制は、１年間の猶予を
設け、適用は2022年からとする。

【全日本軟式野球連盟規定に関する補足】
①．「７．手甲ガード」は2021年度より使用可能とする。
②．「２．リストバンド」「３．サポーター」「４．アームスリープ」「５．レッグガード」「６．エル
ボーガード」「８．リストガード」の色の規制は、経済的負担及び周知期間として１年間の猶予期間
を設け、適用は2022年からとする。
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１
．
事
業
方
針

定
款
第
３
条
に
掲
げ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
公
益
目
的
事
業
と
し

て
以
下
に
掲
げ
る
３
つ
の
事
業
を
実
施
す
る
。

【
公
益
目
的
事
業
】

Ⅰ
．
都
市
対
抗
野
球
等
、
野
球
大
会
の
開
催
と
運
営

Ⅱ
．
野
球
競
技
の
普
及
に
関
す
る
事
業

Ⅲ
．
野
球
情
報
提
供
事
業

ま
た
、
収
益
事
業
と
し
て
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

【
収
益
事
業
】

Ⅳ
．
野
球
大
会
の
グ
ッ
ズ
及
び
野
球
に
関
す
る
書
籍
等
の
販
売

こ
れ
ら
事
業
の
方
針
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

公
益
目
的
事
業
Ⅰ
．
都
市
対
抗
野
球
等
、
野
球
大
会
の
開
催
と
運
営

【
趣
旨
】

広
範
な
国
民
が
参
加
で
き
る
野
球
大
会
を
主
催
す
る
な
ど
、
最
も

国
民
に
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
野
球
競
技
を
通

し
て
、
心
身
の
健
全
な
発
達
及
び
豊
か
な
人
間
性
の
涵
養
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
を
実
施
す
る
。
こ
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
、
ア
～
サ
の
事
業
は
共
通
の
目
的
を
達
成
す
る
手
段
と
位
置

付
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
一
つ
に
ま
と
め
る
。

【
事
業
内
容
と
概
要
】

ア
．
都
市
対
抗
野
球
大
会

社
会
人
野
球
を
象
徴
す
る
大
会
で
あ
り
、
加
盟
す
る
全
て
の
チ

ー
ム
が
予
選
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
連
盟
が
運
営
す

る
本
大
会
は
各
地
区
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
高
い
競
技
力
を
持

っ
て
い
る
チ
ー
ム
に
よ
り
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
各
地
区
予
選
で

敗
退
し
た
チ
ー
ム
の
中
か
ら
も
優
れ
た
選
手
を
選
出
し
補
強
選

手
と
し
て
試
合
に
出
場
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
ど
の
試

合
も
非
常
に
高
い
技
術
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
る
。
一
方
で
、
各
チ

ー
ム
と
も
所
在
地
を
お
く
都
市
名
で
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
か

ら
、
地
域
や
母
体
と
な
る
企
業
と
の
協
力
体
制
に
よ
る
応
援
組

織
が
結
成
さ
れ
、
ス
タ
ン
ド
に
は
多
く
の
観
客
が
詰
め
掛
け
、

地
域
色
豊
か
な
応
援
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
球
場
内
は
、

試
合
展
開
に
よ
る
緊
張
感
と
両
チ
ー
ム
の
応
援
合
戦
に
よ
る
雰

囲
気
に
よ
り
、
ス
タ
ン
ド
の
観
客
に
は
独
特
な
一
体
感
が
も
た

ら
さ
れ
る
。
出
場
す
る
チ
ー
ム
の
地
元
地
域
や
母
体
と
な
る
企

業
に
は
多
大
な
士
気
高
揚
の
効
果
を
与
え
て
い
る
。

ま
た
、
都
市
対
抗
を
目
指
す
チ
ー
ム
は
、
各
都
市
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
も
認
め
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
重
要
な
要
素
で
あ

り
、
日
本
野
球
連
盟
と
し
て
は
、
基
本
理
念
と
活
動
指
針
を
定

め
て
周
知
徹
底
を
図
り
、
常
日
頃
よ
り
当
該
市
町
村
や
地
域
住

民
に
対
す
る
様
々
な
貢
献
策
の
実
施
や
社
会
の
模
範
と
な
る
べ

き
行
動
の
推
進
を
求
め
て
い
る
。

イ
．
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
大
会

社
会
人
野
球
の
そ
の
年
度
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
決
す
る
大
会
と

し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
都
市
対
抗
野
球
大
会
を
は
じ
め
、
そ

の
年
度
中
に
行
わ
れ
る
全
国
規
模
の
大
会
で
優
勝
し
た
チ
ー
ム

並
び
に
各
地
区
の
最
終
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
チ
ー
ム
が
出
場
し

て
行
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
単
独
チ
ー
ム
と
し
て
最
も
技
術
レ
ベ

ル
の
高
い
大
会
で
あ
る
。

ウ
．
全
日
本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手
権
大
会

日
本
野
球
連
盟
に
加
盟
登
録
す
る
チ
ー
ム
の
内
、
会
社
登
録

（
会
社
等
の
法
人
が
設
立
す
る
）
チ
ー
ム
以
外
の
ク
ラ
ブ
登
録

チ
ー
ム
に
よ
る
全
国
大
会
で
あ
り
、
各
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
代
表
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
。
優
勝
チ
ー
ム
に
は
社
会
人
野
球

日
本
選
手
権
大
会
（
前
記
イ
．
）
の
出
場
権
が
与
え
ら
れ
る
。

エ
．
各
地
区
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
大
会

日
本
野
球
連
盟
に
加
盟
登
録
す
る
チ
ー
ム
の
内
、
会
社
登
録

（
会
社
等
の
法
人
が
設
立
す
る
）
チ
ー
ム
以
外
の
ク
ラ
ブ
登
録

チ
ー
ム
を
対
象
に
し
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
登
録
チ
ー
ム
数
が
急
増

し
、
近
年
、
「
前
記
ウ
．
」
の
大
会
へ
の
出
場
が
「
狭
き
門
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
の
レ
ベ
ル
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の

目
標
と
な
る
大
会
と
し
て
２
０
０
６
年
度
に
「
東
日
本
ク
ラ
ブ

カ
ッ
プ
大
会
」
、
「
中
日
本
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
大
会
」
、
「
西
日

本
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
大
会
」
の
三
大
会
を
制
定
し
た
。

２
０
１
５
年
度
か
ら
は
、
更
な
る
ク
ラ
ブ
野
球
の
振
興
を
図
る

た
め
、
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
大
会
は
発
展
的
に
解
消
と
し
、
各
地
区

ク
ラ
ブ
大
会
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
各
地
区
連
盟
と
の
共
催
に
よ
る

八
大
会
（
中
国
と
四
国
は
合
同
）
を
制
定
、
２
０
１
６
年
度
以

降
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

オ
．
指
導
者
育
成
事
業

ア
～
エ
の
各
大
会
に
お
い
て
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
を
作

り
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
を
育
成
し
て
い
く
た
め
、
現
場
の

指
導
に
携
わ
る
指
導
者
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
高
い
技
術
と
経
験
と
知
識
に
裏
付
け
さ
れ
た
理
論
を
学
び
、

討
論
や
実
習
、
講
演
な
ど
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
す
る
。
参

加
対
象
は
原
則
と
し
て
加
盟
チ
ー
ム
の
指
導
者
と
す
る
が
、
一

般
の
指
導
者
か
ら
の
参
加
要
望
が
あ
れ
ば
受
け
付
け
る
。
ま
た
、

各
地
域
で
開
催
す
る
指
導
者
講
習
会
に
対
し
て
も
一
定
の
規
則

に
則
り
、
講
師
の
派
遣
や
経
費
支
援
等
も
行
う
。

カ
．
審
判
員
育
成
事
業

ア
～
エ
の
各
大
会
な
ど
、
技
術
レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
を
担
当
で

き
る
審
判
員
の
育
成
並
び
に
優
秀
な
審
判
員
を
育
成
す
る
た
め

の
指
導
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
理
論
や
技
術
講

２
０
２
１
年
度
事
業
計
画

２
０
２
１
年
３
月
１
日
か
ら
２
０
２
２
年
２
月
28
日
ま
で

公
益
財
団
法
人
日
本
野
球
連
盟
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座
並
び
に
数
多
く
の
経
験
に
基
づ
く
講
話
等
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
構
成
す
る
講
習
会
の
実
施
や
各
地
域
で
開
催
す
る
講
習
会
に

対
し
て
も
一
定
の
規
則
に
則
り
、
講
師
の
派
遣
や
経
費
支
援
等

も
行
う
。

キ
．
公
式
記
録
員
育
成
事
業

ア
～
エ
の
各
大
会
な
ど
、
技
術
レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
を
担
当
で

き
る
公
式
記
録
員
の
育
成
並
び
に
優
秀
な
公
式
記
録
員
を
育
成

す
る
た
め
の
指
導
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
理
論

や
技
術
講
座
並
び
に
数
多
く
の
経
験
に
基
づ
く
講
話
等
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
構
成
す
る
講
習
会
の
実
施
や
各
地
域
で
開
催
す
る

講
習
会
に
対
し
て
も
一
定
の
規
則
に
則
り
、
講
師
の
派
遣
や
経

費
支
援
等
も
行
う
。

ク
．
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
研
修
事
業

ア
～
エ
の
各
大
会
な
ど
、
技
術
レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
を
担
当
で

き
る
場
内
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
育
成
並
び
に
優
秀
な
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
を
育
成
す
る
た
め
の
指
導
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
理
論
や
技
術
講
座
並
び
に
数
多
く
の
経
験
に
基
づ
く
講
話

等
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
構
成
す
る
講
習
会
の
実
施
や
各
地
域
で

開
催
す
る
講
習
会
に
対
し
て
も
一
定
の
規
則
に
則
り
、
講
師
の

派
遣
や
経
費
支
援
等
も
行
う
。

ケ
．
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
研
修
事
業

ア
～
エ
の
各
大
会
に
お
い
て
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
を
作

り
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
を
育
成
し
て
い
く
た
め
、
選
手
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
指
導
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
の
資
質
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
高
い
技
術
と
経
験
、
知
識
に

裏
付
け
さ
れ
た
理
論
を
学
び
、
討
論
や
実
習
、
講
演
な
ど
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
構
成
す
る
研
修
会
を
実
施
す
る
。
参
加
対
象
は

原
則
と
し
て
加
盟
チ
ー
ム
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ

と
す
る
が
、
一
般
の
指
導
者
か
ら
の
参
加
要
望
が
あ
れ
ば
受
け

付
け
る
。
ま
た
、
各
地
域
で
開
催
す
る
講
習
会
に
対
し
て
も
一

定
の
規
則
に
則
り
、
講
師
の
派
遣
や
経
費
支
援
等
も
行
う
。

コ
．
競
技
力
向
上
事
業

ア
～
エ
の
各
大
会
に
お
い
て
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
に

よ
り
行
わ
れ
て
い
く
た
め
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
を
育
成
す

る
た
め
に
以
下
の
事
業
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
各
地
域
で
行
わ

れ
る
講
習
会
に
対
し
て
も
一
定
の
規
則
に
則
り
、
講
師
の
派
遣

や
経
費
支
援
等
も
行
う
。

•
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
合
宿

将
来
有
望
な
若
手
選
手
を
招
集
し
、
技
術
や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
に
関
す
る
先
端
情
報
を
提
供
し
、
連
盟
が
指
名
す
る

指
導
者
に
よ
る
実
践
練
習
等
を
行
う
。

•
優
秀
選
手
研
修
会

日
本
を
代
表
す
る
レ
ベ
ル
の
選
手
を
招
集
し
技
術
や
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
に
関
す
る
先
端
情
報
を
提
供
し
、
連
盟
が
指

名
す
る
指
導
者
に
よ
る
実
践
練
習
等
を
行
う
。

•
交
流
大
会
、
親
善
試
合
の
開
催

指
導
者
や
選
手
等
の
レ
ベ
ル
向
上
を
目
的
と
す
る
交
流
大
会

や
親
善
試
合
を
実
施
す
る
。
又
は
、
交
流
大
会
や
親
善
試
合

に
派
遣
す
る
。

サ
．
海
外
研
修
及
び
派
遣
事
業

•
優
秀
選
手
及
び
チ
ー
ム
、
又
は
選
抜
選
手
に
よ
る
チ
ー
ム
の

海
外
研
修
派
遣
を
実
施
す
る
。

•
指
導
者
、
審
判
員
、
記
録
員
等
の
海
外
研
修
派
遣
を
実
施
す

る
。

公
益
目
的
事
業
Ⅱ
．
野
球
競
技
の
普
及
に
関
す
る
事
業

【
趣
旨
】

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
に
、
野
球
競
技
の

普
及
振
興
及
び
野
球
選
手
、
指
導
者
、
審
判
員
、
記
録
員
の
育
成

を
目
的
と
し
た
事
業
を
実
施
し
、
活
力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実

現
に
向
け
貢
献
す
る
。

【
事
業
内
容
と
概
要
】

ア
．
野
球
指
導
者
育
成
事
業

野
球
の
指
導
に
携
わ
る
指
導
者
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
高
い
技
術
と
経
験
と
知
識
に
裏
付
け
さ
れ
た
理
論

を
学
び
、
討
論
や
実
習
、
講
演
な
ど
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成

す
る
。
参
加
対
象
は
広
く
一
般
か
ら
の
参
加
を
受
け
付
け
る
。

ま
た
、
各
地
域
で
開
催
す
る
少
年
野
球
団
体
が
主
催
す
る
指
導

者
講
習
会
に
対
し
て
も
一
定
の
規
則
に
則
り
、
講
師
の
派
遣
や

経
費
支
援
等
も
行
う
。

イ
．
審
判
員
育
成
事
業

審
判
員
の
育
成
並
び
に
審
判
員
を
育
成
す
る
た
め
の
指
導
者
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
理
論
や
技
術
講
座
並
び
に
数

多
く
の
経
験
に
基
づ
く
講
話
等
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
構
成
す
る

講
習
会
の
実
施
や
各
地
域
で
少
年
野
球
団
体
が
主
催
す
る
講
習

会
に
対
し
て
も
一
定
の
規
則
に
則
り
、
講
師
の
派
遣
や
経
費
支

援
等
も
行
う
。

ウ
．
公
式
記
録
員
育
成
事
業

公
式
記
録
員
の
育
成
並
び
に
優
秀
な
公
式
記
録
員
を
育
成
す
る

た
め
の
指
導
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
理
論
や
技

術
講
座
並
び
に
数
多
く
の
経
験
に
基
づ
く
講
話
等
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
構
成
す
る
講
習
会
の
実
施
や
各
地
域
で
少
年
野
球
団
体

が
主
催
す
る
講
習
会
に
対
し
て
も
一
定
の
規
則
に
則
り
、
講
師

の
派
遣
や
経
費
支
援
等
も
行
う
。

エ
．
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
研
修
事
業

選
手
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
指
導
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
の

資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
高
い
技
術
と
経
験
、

知
識
に
裏
付
け
さ
れ
た
理
論
を
学
び
、
討
論
や
実
習
、
講
演
な

ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
構
成
す
る
研
修
会
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

各
地
域
で
少
年
野
球
団
体
が
主
催
す
る
講
習
会
に
対
し
て
も
一

定
の
規
則
に
則
り
、
講
師
の
派
遣
や
経
費
支
援
等
も
行
う
。

オ
．
中
学
硬
式
野
球
指
導
者
育
成
事
業

日
本
野
球
連
盟
下
に
置
く
中
学
硬
式
野
球
協
議
会
参
加
団
体
に

お
い
て
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
携
わ
る
指
導
者
の
資
質
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
高
い
技
術
と
経
験
と
知
識
に
裏
付

け
さ
れ
た
理
論
を
学
び
、
討
論
や
実
習
、
講
演
な
ど
で
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
構
成
す
る
。
参
加
対
象
は
広
く
一
般
か
ら
の
参
加
を

受
け
付
け
る
。
ま
た
、
各
地
域
で
開
催
す
る
少
年
野
球
団
体
が

主
催
す
る
指
導
者
講
習
会
に
対
し
て
も
一
定
の
規
則
に
則
り
、

講
師
の
派
遣
や
経
費
支
援
等
も
行
う
。
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カ
．
野
球
教
室
、
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
教
室

野
球
競
技
に
関
係
す
る
団
体
や
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
だ
け
に
限
ら
ず
、
広
く
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
野
球
競

技
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
基
本
と
な
る
技
術
や
ル
ー
ル
、
楽
し
み
方
な
ど
を
伝
え

る
。

キ
．
競
技
力
向
上
事
業

野
球
競
技
の
底
上
げ
の
た
め
、
小
・
中
学
生
等
の
ジ
ュ
ニ
ア
層

や
女
子
野
球
の
国
際
試
合
に
対
す
る
派
遣
や
支
援
等
を
行
う
。

ク
．
国
際
的
野
球
競
技
普
及
振
興
事
業

指
導
者
や
審
判
員
の
海
外
へ
の
派
遣
や
国
際
大
会
の
際
の
用
具

等
の
支
援
、
ま
た
海
外
チ
ー
ム
が
野
球
研
修
で
来
日
し
た
際
の

受
入
れ
や
支
援
を
す
る
。

ケ
．
展
示
に
よ
る
普
及
活
動

博
物
館
等
へ
の
展
示
に
よ
り
普
及
振
興
活
動
を
実
施
す
る
。

公
益
目
的
事
業
Ⅲ
．
野
球
情
報
提
供
事
業

【
趣
旨
】

野
球
と
い
う
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
を
更
に
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
、
競
技
に
参
加
で
き
る
機
会
を
増
や
す
と
同
時
に
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
参
加
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
事
業
内
容
と
概
要
】

年
刊
会
報
誌
及
び
月
刊
会
報
誌
を
発
刊
し
、
有
償
又
は
無
償
で
関

係
先
に
配
付
す
る
。

収
益
事
業
Ⅳ
．
野
球
大
会
の
グ
ッ
ズ
及
び
野
球
に
関
す
る
書
籍
等
の
販

売

【
事
業
内
容
】

公
益
事
業
で
掲
げ
た
野
球
大
会
の
グ
ッ
ズ
、
野
球
に
関
す
る
書
籍

等
の
販
売
を
行
う
。

２
．
本
年
度
の
事
業
内
容

⑴
公
益
目
的
事
業
Ⅰ
　
都
市
対
抗
野
球
等
、
野
球
大
会
の
開
催
と
運
営

ア
．
第
92
回
都
市
対
抗
野
球
大
会

期
　
　
　
間
　
　
11
月
28
日
（
日
）
～
12
月
９
日
（
木
）

球
　
　
　
場
　
　
東
京
ド
ー
ム

参
加
チ
ー
ム
　
　
32
チ
ー
ム

各
地
区
予
選
　
　
全
国
各
地
区
で
行
わ
れ
る
予
選
に
は
全
て
の

加
盟
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

各
地
区
予
選
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
地
域
の
地

区
連
盟
又
は
都
道
府
県
連
盟
が
運
営
に
あ
た

る
こ
と
と
し
、
当
連
盟
は
か
か
る
予
選
運
営

費
に
つ
い
て
、
一
部
経
費
を
負
担
す
る
。
前

年
度
優
勝
チ
ー
ム
の
推
薦
枠
で
ホ
ン
ダ
が
出

場

イ
．
第
46
回
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
大
会

期
　
　
　
間
　
　
６
月
29
日
（
火
）
～
７
月
14
日
（
水
）

球
　
　
　
場
　
　
ほ
っ
と
も
っ
と
フ
ィ
ー
ル
ド
神
戸
　
６
月
29

日
（
火
）
～
７
月
４
日
（
日
）

※
予
備
日
：
７
月
５
日
、
６
日
、
７
日
、
８

日
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
　
７
月
９
日
（
金
）
～

14
日
（
水
）

参
加
チ
ー
ム
　
　
32
チ
ー
ム

各
地
区
等
予
選
　
全
日
本
ク
ラ
ブ
選
手
権
大
会
及
び
社
会
人
野

球
日
本
選
手
権
大
会
対
象
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
大
会
に

は
出
場
枠
が
あ
り
、
予
選
に
位
置
づ
け
る
こ

と
と
し
、
予
選
費
と
し
て
一
部
経
費
を
負
担

す
る
。

※
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
大
会
の
対
象
と

す
る
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
大
会
は
以
下
の
11
大
会
と
す

る
。

北
海
道
、
東
北
、
長
野
県
知
事
旗
、
日
立
市

長
杯
、
東
京
ス
ポ
ニ
チ
、
静
岡
、
ベ
ー
ブ
ル

ー
ス
杯
、
京
都
、
岡
山
、
四
国
、
九
州

ウ
．
第
45
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手
権
大
会

期
　
　
　
日
　
　
５
月
29
日
（
土
）
～
31
日
（
月
）

球
　
　
　
場
　
　
岐
阜
長
良
川
球
場
、
大
垣
北
公
園
野
球
場

参
加
チ
ー
ム
　
　
16
チ
ー
ム

各
地
区
等
予
選
　
各
地
区
連
盟
並
び
に
各
加
盟
地
方
団
体
が
行

う
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
代
表
16
チ
ー
ム
が
本

大
会
に
出
場
す
る
。

エ
．
各
地
区
ク
ラ
ブ
大
会

＊
大
会
概
要

主
　
催
：
日
本
野
球
連
盟
、
各
開
催
地
地
区
連
盟

名
　
称
：
各
地
区
連
盟
が
決
定
す
る
。

運
営
費
：
大
会
運
営
費
は
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
が
負
担
す
る
。
た
だ
し
、

１
大
会
に
対
す
る
負
担
の
上
限
は
１
０
０
万
円
と
し
、

こ
れ
を
超
え
る
費
用
は
共
催
の
地
区
連
盟
が
負
担
す

る
。
詳
細
は
別
途
通
知
す
る
。

＊
各
地
区
連
盟
の
開
催
状
況

地
区
回

大
会
名

期
間

球
場

参
加

大
会
方
式

北
海
道
７
北
海
道
地
区
ク

ラ
ブ
選
手
権

６
／
19
、20
、

26
、27

岩
見
沢
・
栗

山
町

12
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

東
北
７
東
北
ク
ラ
ブ
カ

ッ
プ

９
／
４	

～
２
日
間

調
整
中
（
福

島
県
内
）

８
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

北
信
越
７
北
信
越
ク
ラ
ブ

カ
ッ
プ

７
／
17	

～
２
日
間

長
野
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
Ｓ

８
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

関
東
14
関
東
ク
ラ
ブ
選

手
権

10
／
16	

～
２
日
間

市
営
浦
和
、

岩
槻
川
通

８
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

東
海
７
東
海
地
区
ク
ラ

ブ
選
手
権

６
／
19	

～
２
日
間

岡
崎
市
民

17
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

近
畿
７
近
畿
ク
ラ
ブ
会

長
杯

９
／
23
、25
、

26

甲
賀
市
民
Ｓ

８
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

中
・
四
国
７
中
・
四
国
ク
ラ

ブ
野
球
選
手
権
10
／
30

津
田
恒
実
メ

モ
リ
ア
ル
Ｓ

４
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

九
州
16
九
州
地
区
ク
ラ

ブ
選
手
権

10
／
16	

～
2
日
間

（
調
整
中
）

佐
賀
県
営
み

ど
り
の
森
、

市
立
ブ
ル
ー

Ｓ

８
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
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※
ア
～
エ
に
共
通
す
る
事
業

■
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
維
持
・
管
理

本
連
盟
が
所
有
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
等
の
維

持
管
理
を
行
う
。

■
広
報
活
動

以
下
の
掲
げ
る
広
報
活
動
事
業
を
実
施
す
る
。

•
ス
ポ
ー
ツ
情
報
提
供
事
業
（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
助
成
対
象
事
業
）

日
本
野
球
連
盟
報
（
年
刊
会
報
誌
）
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
ニ
ュ
ー

ス
（
月
刊
会
報
誌
）
を
編
集
、
発
行
す
る
。
な
お
、
か
か

る
費
用
は
、
公
益
目
的
事
業
Ⅰ
（
大
会
事
業
）
と
公
益
目

的
事
業
Ⅲ
（
ス
ポ
ー
ツ
情
報
提
供
事
業
）
と
按
分
に
て
計

上
す
る
。

•
社
会
人
野
球
情
報
誌
「
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
」
の
発
刊
並
び

に
週
刊
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
（
毎
週
金
曜
日
）
の
配
信

社
会
人
野
球
情
報
誌
「
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
」
（
年
２
回
発

行
）
の
制
作
並
び
に
週
刊
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
（
毎
週
金
曜

日
）
の
配
信
に
協
力
す
る
。

•
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
ク
ラ
ブ
会
員
（
一
般
賛
助
会
員
）
に
対
す
る
情

報
提
供

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
ク
ラ
ブ
会
員
に
対
し
、
日
本
野
球
連
盟
に
関
す

る
情
報
提
供
を
行
う
。
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
各
種
大
会
日
程
表
等

の
制
作
な
ど
）

•
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
活
動

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
本
連

盟
の
概
要
や
各
種
大
会
の
速
報
等
を
発
信
す
る
。

•
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
か
ら
の

情
報
配
信
（
番
組
制
作
・
編
集
・
配
信
）

•
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
、

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
）
か
ら
の
情
報
配
信

•
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
情
報
配
信

■
各
全
国
社
会
人
野
球
大
会
事
業
補
助

社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
対
象
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
大
会
に
対
し
て
は
、

社
会
人
野
球
全
国
大
会
事
業
費
と
し
て
会
長
杯
を
寄
贈
、
ま

た
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
に
つ
い
て
、
記
念
事
業
費
の
支
給

に
関
す
る
取
扱
要
領
を
定
め
、
第
50
回
大
会
以
降
、
10
回
ご

と
の
節
目
と
な
る
記
念
大
会
に
は
、
記
念
事
業
費
に
対
す
る

助
成
金
を
支
給
す
る
。

■
表
彰
事
業

年
間
表
彰
式
を
実
施
す
る

期
　
　
　
日
　
12
月
22
日
（
水
）

会
　
　
　
場
　
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京

オ
．
指
導
者
育
成
事
業

■
第
45
回
指
導
者
研
修
会

期
　
　
　
日
　
２
０
２
２
年
１
月
上
旬
（
調
整
中
）

場
　
　
　
所
　
調
整
中

企
画
・
運
営
　
競
技
力
向
上
委
員
会

参
　
加
　
者
　
加
盟
各
チ
ー
ム
の
指
導
者

■
各
地
区
指
導
者
育
成
事
業
に
対
す
る
支
援

各
地
区
連
盟
又
は
加
盟
団
体
が
実
施
す
る
指
導
者
育
成
事
業

に
対
す
る
一
部
事
業
費
の
負
担
、
講
師
の
派
遣
等
を
実
施
す

る
。
（
加
盟
地
方
団
体
普
及
振
興
事
業
費
）

・
・
・（
２
０
４
頁
参
照
）

カ
．
審
判
員
育
成
事
業

■
第
63
回
全
国
審
判
講
習
会
の
開
催

期
　
　
　
日
　
２
０
２
２
年
２
月
11
日
（
金
）
～
13
日
（
日
）

場
　
　
　
所
　
倉
敷
マ
ス
カ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
（
岡
山
県
倉

敷
市
）

協
　
　
　
力
　
中
国
地
区
連
盟
・
岡
山
県
野
球
連
盟

企
画
・
運
営
　
規
則
・
審
判
委
員
会

参
　
加
　
者
　
加
盟
団
体
審
判
員

■
各
地
区
・
都
道
府
県
審
判
員
育
成
事
業
に
対
す
る
一
部
事
業
費

の
負
担
及
び
講
師
の
派
遣

各
地
区
連
盟
又
は
加
盟
団
体
が
実
施
す
る
審
判
員
育
成
事
業

に
対
す
る
一
部
事
業
費
の
負
担
、
講
師
の
派
遣
等
を
実
施
す

る
。（
加
盟
地
方
団
体
普
及
振
興
事
業
費
・
地
方
審
判
講
習

会
指
導
者
派
遣
費
）　
　
　
　
　
　
・
・
・（
２
０
４
頁
参
照
）

キ
．
公
式
記
録
員
育
成
事
業

■
公
式
記
録
員
実
地
研
修
の
実
施
（
実
地
研
修
に
つ
き
大
会
運
営

費
に
計
上
）

期
　
　
　
日
　
11
月
28
日
（
日
）
～
12
月
９
日
（
木
）

場
　
　
　
所
　
東
京
ド
ー
ム

参
　
加
　
者
　
各
地
区
連
盟
推
薦
記
録
員
等

（
第
92
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
公
式
記
録
実

地
研
修
）

指
　
　
　
導
　
公
式
記
録
部
会
委
員

■
各
地
区
・
都
道
府
県
公
式
記
録
員
育
成
事
業
に
対
す
る
一
部
事

業
費
の
負
担
及
び
講
師
の
派
遣

各
地
区
連
盟
又
は
加
盟
団
体
が
実
施
す
る
公
式
記
録
員
育
成

事
業
に
対
す
る
一
部
事
業
費
の
負
担
、
講
師
の
派
遣
等
を
実

施
す
る
。
（
加
盟
地
方
団
体
普
及
振
興
事
業
費
）

　
・
・
・（
２
０
４
頁
参
照
）

ク
．
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
研
修
事
業

■
各
地
区
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
担
当
者
実
地
研
修
の
実
施
（
実
地
研

修
に
つ
き
大
会
運
営
費
に
計
上
）

期
　
　
　
日
　
11
月
28
日
（
日
）
～
12
月
９
日
（
木
）

場
　
　
　
所
　
東
京
ド
ー
ム

参
　
加
　
者
　
各
地
区
連
盟
推
薦
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
担
当
者

（
第
92
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
お
い
て
実

地
研
修
）

指
　
　
　
導
　
連
盟
推
薦
講
師

■
各
地
区
・
都
道
府
県
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
育
成
事
業
に
対
す
る
一

部
事
業
費
の
負
担
及
び
講
師
の
派
遣

各
地
区
連
盟
又
は
加
盟
団
体
が
実
施
す
る
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス

担
当
者
育
成
事
業
に
対
す
る
一
部
事
業
費
の
負
担
、
講
師
の

派
遣
等
を
実
施
す
る
。（
加
盟
地
方
団
体
普
及
振
興
事
業
費
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・（
２
０
４
頁
参
照
）

ケ
．
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
研
修
事
業

本
年
度
は
実
施
し
な
い
。

コ
．
競
技
力
向
上
事
業
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■
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
合
宿
を
実
施
す
る
。

期
　
　
　
日
　
調
整
中

場
　
　
　
所
　
調
整
中

運
　
　
　
営
　
競
技
力
向
上
委
員
会

参
　
加
　
者
　
将
来
の
社
会
人
日
本
代
表
候
補
選
手
の
発

掘
・
育
成
（
競
技
力
向
上
委
員
会
で
選
考
）

■
各
地
区
連
盟
等
主
催
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
所
属
競
技
者
技
術
研
修
会

に
対
す
る
一
部
事
業
費
の
負
担
及
び
講
師
の
派
遣

各
地
区
連
盟
又
は
加
盟
団
体
が
実
施
す
る
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
競

技
者
技
術
研
修
会
に
対
す
る
一
部
事
業
費
の
負
担
、
講
師
の

派
遣
等
を
実
施
す
る
。（
加
盟
地
方
団
体
普
及
振
興
事
業
・

競
技
力
向
上
委
員
会
活
動
）　
　
　
・
・
・（
２
０
４
頁
参
照
）

■
各
地
区
連
盟
等
主
催
新
人
研
修
会
に
対
す
る
一
部
事
業
費
の
負

担
及
び
講
師
の
派
遣

各
地
区
連
盟
又
は
加
盟
団
体
が
実
施
す
る
新
人
選
手
研
修
会

に
対
す
る
一
部
事
業
費
の
負
担
、
講
師
の
派
遣
等
を
実
施
す

る
。（
加
盟
地
方
団
体
普
及
振
興
事
業
・
競
技
力
向
上
委
員

会
活
動
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・（
２
０
４
頁
参
照
）

■
将
来
の
社
会
人
日
本
代
表
候
補
選
手
の
発
掘
を
目
的
と
す
る
情

報
収
集
活
動

各
地
で
行
わ
れ
る
大
会
等
に
競
技
力
向
上
委
員
を
派
遣
し
、

優
秀
選
手
に
関
す
る
情
報
収
集
活
動
を
行
う
。
（
競
技
力
向

上
委
員
会
活
動
）

■
全
日
本
野
球
協
会
（
Ｂ
Ｆ
Ｊ
）
選
手
強
化
事
業
に
対
す
る
事
業

負
担
金
の
計
上
及
び
委
員
等
の
派
遣

•
派
遣
事
業

第
３
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
　
Ｕ
―
23
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

期
　
間
　
９
月
24
日
～
10
月
３
日

会
　
場
　
メ
キ
シ
コ

第
30
回
Ｂ
Ｆ
Ａ
ア
ジ
ア
選
手
権

期
　
間
　
10
月

会
　
場
　
台
湾
・
台
中
市

第
１
回
国
内
強
化
合
宿
（
予
定
）
　

期
　
間
　
８
月
　

会
　
場
　
未
定

•
Ｂ
Ｆ
Ｊ
が
実
施
す
る
強
化
事
業
（
強
化
合
宿
並
び
に
国
際
大

会
派
遣
等
）
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
加
盟
チ
ー
ム
選
手
や

指
導
者
が
多
数
参
加
す
る
こ
と
か
ら
、
か
か
る
事
業
費
に
対

す
る
負
担
金
を
計
上
す
る
。

•
Ｂ
Ｆ
Ｊ
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
国
際
大
会
等
へ
の
代
表
者
等

を
派
遣
す
る
。

日
本
代
表
チ
ー
ム
監
督
、
コ
ー
チ
及
び
関
係
ス
タ
ッ
フ

各
大
会
運
営
ス
タ
ッ
フ
（
審
判
員
、
記
録
員
等
）

※
Ｂ
Ｆ
Ｊ
の
事
業
計
画
は
２
０
２
１
年
３
月
16
日
理
事
会
に
お

い
て
承
認
さ
れ
る
予
定
。

サ
．
海
外
研
修
及
び
派
遣
事
業

■
国
際
大
会
へ
の
派
遣

•
本
年
度
Ｂ
Ｆ
Ｊ
の
事
業
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る
国
際
大
会

派
遣
に
際
し
、
Ｂ
Ｆ
Ｊ
と
の
協
議
に
よ
り
一
部
諸
経
費
（
Ｂ

Ｆ
Ｊ
事
業
対
象
外
の
費
用
等
）
を
負
担
す
る
。

※
ア
～
サ
の
事
業
実
施
に
か
か
る
共
通
事
項

事
業
の
企
画
運
営
の
た
め
、
競
技
力
向
上
委
員
会
、
規
則
・
審
判

委
員
会
及
び
公
式
記
録
部
会
を
置
き
、
委
員
が
各
種
事
業
運
営
に

あ
た
り
、
各
地
区
研
修
事
業
の
講
師
を
務
め
る
。

※
オ
～
サ
の
事
業
実
施
に
か
か
る
共
通
事
項

オ
～
サ
の
事
業
実
施
に
際
し
て
は
、
同
一
の
事
業
で
あ
っ
て
も
大

会
運
営
に
関
わ
る
事
業
内
容
と
普
及
振
興
に
関
わ
る
事
業
内
容
が

含
ま
れ
る
た
め
、
事
業
費
は
公
益
目
的
事
業
Ⅰ
（
都
市
対
抗
野
球

等
、
野
球
大
会
の
開
催
と
運
営
）
と
公
益
目
的
事
業
Ⅱ
（
普
及
振

興
事
業
）
に
そ
れ
ぞ
れ
按
分
す
る
。

⑵
公
益
目
的
事
業
Ⅱ
　
普
及
振
興
事
業

ア
．
指
導
者
育
成
事
業

■
第
45
回
指
導
者
研
修
会

期
　
　
　
日
　
２
０
２
２
年
１
月
上
旬
（
調
整
中
）

場
　
　
　
所
　
調
整
中

企
画
・
運
営
　
競
技
力
向
上
委
員
会

参
　
加
　
者
　
加
盟
各
チ
ー
ム
の
指
導
者

■
各
指
導
者
育
成
事
業
に
対
す
る
一
部
事
業
費
の
負
担
及
び
講
師

の
派
遣

各
地
区
連
盟
又
は
加
盟
団
体
等
が
実
施
す
る
指
導
者
育
成
事

業
に
対
す
る
一
部
事
業
費
の
負
担
、
講
師
の
派
遣
等
を
実
施

す
る
。
（
各
加
盟
地
方
団
体
普
及
振
興
事
業
）

・
・
・（
２
０
４
頁
参
照
）

■
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
事
業
へ
の
協
力

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
対
し
代
表
者
を
選
出
し
、
加
盟
団
体

と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
事
業
協
力
を
行
う
。
（
指
導
者
育
成

事
業
な
ど
・
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
加
盟
）

イ
．
審
判
員
育
成
事
業

■
全
国
審
判
講
習
会
の
開
催

期
　
　
　
日
　
２
０
２
２
年
２
月
11
日
（
金
）
～
13
日
（
日
）

場
　
　
　
所
　
倉
敷
マ
ス
カ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
（
岡
山
県
倉

敷
市
）

協
　
　
　
力
　
中
国
地
区
連
盟
・
岡
山
県
野
球
連
盟

企
画
・
運
営
　
規
則
・
審
判
委
員
会

参
　
加
　
者
　
加
盟
団
体
審
判
員

■
各
審
判
員
育
成
事
業
に
対
す
る
一
部
事
業
費
の
負
担
及
び
講
師

の
派
遣

各
地
区
連
盟
又
は
加
盟
団
体
等
が
実
施
す
る
審
判
員
育
成
事

業
に
対
す
る
一
部
事
業
費
の
負
担
、
講
師
の
派
遣
等
を
実
施

す
る
。（
加
盟
地
方
団
体
普
及
振
興
事
業
・
地
方
審
判
講
習

会
指
導
者
派
遣
）　
　
　
　
　
　
　
・
・
・（
２
０
４
頁
参
照
）

ウ
．
公
式
記
録
員
育
成
事
業

■
各
公
式
記
録
員
育
成
事
業
に
対
す
る
一
部
事
業
費
の
負
担
及
び

講
師
の
派
遣

各
地
区
連
盟
又
は
加
盟
団
体
等
が
実
施
す
る
公
式
記
録
員
育

成
事
業
に
対
す
る
一
部
事
業
費
の
負
担
、
講
師
の
派
遣
等
を

実
施
す
る
。
（
加
盟
地
方
団
体
普
及
振
興
事
業
）

・
・
・（
２
０
４
頁
参
照
）

エ
．
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
研
修
事
業
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本
年
度
は
実
施
し
な
い
。

オ
．
中
学
硬
式
野
球
指
導
者
育
成
事
業

■
第
14
回
全
日
本
中
学
野
球
選
手
権
大
会
（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
カ
ッ

プ
）
の
開
催

期
　
間
　
８
月
16
日
（
月
）
～
21
日
（
土
）

会
　
場
　
福
島
県
い
わ
き
市
、
茨
城
県
日
立
市
他

参
加
チ
ー
ム
　
各
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
32
チ
ー
ム

読
売
新
聞
社
と
の
共
催

■
第
５
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
　
Ｕ
―
15
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

期
　
間
　
未
定

会
　
場
　
メ
キ
シ
コ

■
第
11
回
Ｂ
Ｆ
Ａ
　
Ｕ
―
15
ア
ジ
ア
選
手
権

期
　
間
　
未
定

会
　
場
　
中
国

■
第
６
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
　
Ｕ
―
12
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

期
　
間
　
８
月

会
　
場
　
台
湾
・
台
南
市

■
各
加
盟
全
国
団
体
等
主
催
指
導
者
講
習
会
に
対
す
る
一
部
事
業

費
の
負
担
及
び
講
師
の
派
遣

各
加
盟
全
国
団
体
が
実
施
す
る
指
導
者
講
習
会
に
対
す
る
一

部
事
業
費
の
負
担
、
講
師
の
派
遣
等
を
実
施
す
る
。（
拠
点

会
場
で
収
録
を
行
い
各
地
域
会
場
へ
講
演
の
動
画
を
配
信
す

る
。）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・（
２
０
４
頁
参
照
）

■
加
盟
全
国
団
体
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
委
員
を
派
遣
す
る
。（
少

年
野
球
巡
回
指
導
）　
　
　
　
　
　
　
・
・
・（
２
０
４
頁
参
照
）

※
ア
～
オ
に
拘
わ
る
共
通
事
項
と
し
て
女
子
野
球
普
及
振
興
事
業
を

実
施

■
全
日
本
女
子
野
球
連
盟
に
対
す
る
役
員
の
派
遣
、
一
部
事
業
費

負
担
、
各
種
研
修
会
に
対
す
る
講
師
等
の
派
遣
（
加
盟
全
国
団

体
普
及
振
興
事
業
）　
　
　
　
　
　
　
・
・
・（
２
０
４
頁
参
照
）

カ
．
野
球
教
室
、
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
教
室

■
野
球
教
室
、
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
教
室
開
催
に
対
す
る
一
部
事
業
費

の
負
担
及
び
講
師
の
派
遣

各
地
区
連
盟
又
は
加
盟
団
体
等
が
実
施
す
る
野
球
教
室
、
テ

ィ
ー
ボ
ー
ル
教
室
に
対
す
る
一
部
事
業
費
の
負
担
、
講
師
の

派
遣
等
を
実
施
す
る
。

（
野
球
競
技
普
及
振
興
助
成
金
）

※
加
盟
チ
ー
ム
の
協
力
に
よ
り
幼
稚
園
児
を
対
象
と
す
る
テ

ィ
ー
ボ
ー
ル
教
室
の
全
国
一
斉
開
催
に
つ
い
て
は
今
後
の

状
況
を
見
て
判
断
す
る
。

キ
．
競
技
力
向
上
事
業

■
各
加
盟
団
体
等
が
行
う
競
技
力
向
上
事
業
に
対
す
る
一
部
事
業

費
の
負
担
及
び
講
師
の
派
遣

各
加
盟
団
体
が
実
施
す
る
競
技
力
向
上
事
業
（
選
抜
チ
ー
ム

の
海
外
派
遣
含
む
）
に
対
す
る
一
部
事
業
費
の
負
担
、
講
師

の
派
遣
等
を
実
施
す
る
。
（
加
盟
全
国
団
体
普
及
振
興
事

業
・
加
盟
全
国
団
体
国
際
大
会
出
場
補
助
）

・
・
・（
２
０
４
頁
参
照
）

■
Ｂ
Ｆ
Ｊ
の
選
手
強
化
本
部
事
業
の
う
ち
、
以
下
に
掲
げ
る
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
日
本
代
表
チ
ー
ム
に
関
す
る
編
成
派
遣
業
務
に
つ
い

て
協
力
す
る
。

•
第
５
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
　
Ｕ
―
15
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

期
　
間
　
未
定

会
　
場
　
メ
キ
シ
コ

•
第
11
回
Ｂ
Ｆ
Ａ
　
Ｕ
―
15
ア
ジ
ア
選
手
権

期
　
間
　
未
定

会
　
場
　
中
国

•
第
６
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
　
Ｕ
―
12
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

期
　
間
　
８
月

会
　
場
　
台
湾
・
台
南
市

•
女
子
日
本
代
表
（
加
盟
全
国
団
体
普
及
振
興
事
業
・
国
際
大

会
出
場
補
助
）

第
９
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
　
女
子
野
球
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

期
　
間
　
未
定

会
　
場
　
メ
キ
シ
コ

ク
．
国
際
野
球
競
技
普
及
振
興
事
業

■
世
界
少
年
野
球
大
会

※
一
般
財
団
法
人
　
世
界
少
年
野
球
推
進
財
団
（
Ｗ
Ｃ
Ｂ
Ｆ
）

と
の
共
催
で
事
業
を
実
施
す
る
。

期
　
間
　
未
定

会
　
場
　
未
定

※
組
織
委
員
会
及
び
実
行
委
員
会
の
要
請
に
応
じ
て
、
大
会
運

営
ス
タ
ッ
フ
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
選
考
し
、
派
遣
す
る
。

■
世
界
野
球
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
並
び
に
ア
ジ
ア
野
球
連
盟
加
盟

国
等
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
指
導
者
の
派
遣
や
用
具
の
支
援
を

行
う
。

ケ
．
展
示
に
よ
る
普
及
活
動

野
球
殿
堂
博
物
館
の
維
持
会
員
と
し
て
運
営
協
力
を
行
う
。

※
ア
～
ク
の
事
業
実
施
に
か
か
る
共
通
事
項

■
ア
～
ク
の
事
業
実
施
に
際
し
て
、
同
一
の
事
業
の
中
で
大
会
運

営
に
関
わ
る
事
業
内
容
と
普
及
振
興
に
関
わ
る
事
業
内
容
を
含

ん
で
実
施
す
る
場
合
は
、
事
業
費
は
公
益
目
的
事
業
Ⅰ
（
都
市

対
抗
野
球
等
、
野
球
大
会
の
開
催
と
運
営
）
と
公
益
目
的
事
業

Ⅱ
（
普
及
振
興
事
業
）
に
そ
れ
ぞ
れ
按
分
す
る
。

■
野
球
規
則
の
制
定
に
関
す
る
協
議
（
Ｂ
Ｆ
Ｊ
加
盟
）

規
則
・
審
判
委
員
会
を
設
置
し
、
競
技
規
則
に
関
す
る
協
議
を

行
う
。
ま
た
、
Ｂ
Ｆ
Ｊ
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
規
則
委
員
会
に
代
表

者
を
派
遣
し
、
野
球
競
技
規
則
制
定
に
関
す
る
協
議
に
参
画
す

る
。

■
野
球
競
技
の
競
技
施
設
、
用
器
具
等
の
指
導
及
び
公
認
に
関
す

る
協
議
（
Ｂ
Ｆ
Ｊ
加
盟
）

Ｂ
Ｆ
Ｊ
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
規
則
委
員
会
に
委
員
を
派
遣
し
、
競

技
施
設
、
用
器
具
等
の
指
導
及
び
公
認
に
関
す
る
協
議
に
参
画

す
る
。

■
ア
オ
ダ
モ
資
源
育
成
の
会
に
対
す
る
協
力
（
ア
オ
ダ
モ
資
源
育

成
の
会
加
盟
）

選
手
が
使
用
す
る
木
製
バ
ッ
ト
の
資
源
育
成
の
た
め
「
ア
オ
ダ

モ
資
源
育
成
の
会
」
の
事
業
に
協
力
す
る
。

⑶
公
益
目
的
事
業
Ⅲ
　
野
球
情
報
提
供
事
業
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■
２
０
２
１
年
度
版
日
本
野
球
連
盟
報
の
発
行
、
配
付
並
び
に
販

売２
０
２
０
年
度
並
び
に
２
０
２
１
年
度
に
お
け
る
当
連
盟
の
事

業
や
野
球
に
関
わ
る
事
項
等
を
ま
と
め
て
発
行
す
る
。

制
作
部
数
は
２
、
２
０
０
部
（
予
定
）
、
配
付
先
は
当
連
盟
内

外
の
関
係
先
。
ま
た
、
一
般
販
売
も
行
う
。

■
月
刊
会
報
誌
「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
ニ
ュ
ー
ス
」
を
年
12
回
発
行
、
当
連

盟
内
外
の
関
係
先
へ
配
付
す
る
。
発
行
部
数
は
毎
回
約
１
８
、

０
０
０
部
（
予
定
）
。

※
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
助
成
金
の
対
象
事
業
で
あ
る
。

※
事
業
実
施
に
際
し
て
、
公
益
目
的
事
業
Ⅰ
（
都
市
対
抗
野
球
等
、

野
球
大
会
の
開
催
と
運
営
）
と
公
益
目
的
事
業
Ⅱ
（
普
及
振
興

事
業
）
大
会
事
業
に
関
わ
る
事
業
内
容
の
双
方
の
情
報
提
供
を

含
ん
で
お
り
、
事
業
費
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
按
分
す
る
。

⑷
収
益
事
業

■
大
会
グ
ッ
ズ
等
の
販
売

都
市
対
抗
野
球
大
会
、
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
大
会
、
全
日

本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手
権
大
会
に
お
け
る
グ
ッ
ズ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
の
販
売
を
行
う
。

■
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
カ
レ
ン
ダ
ー
の
販
売

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
カ
レ
ン
ダ
ー
の
販
売
を
行
う
。

■
野
球
関
連
の
書
籍
の
販
売

公
認
野
球
規
則
、
社
会
人
野
球
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
グ
ラ
ン
ド
ス

ラ
ム
誌
」
の
販
売
を
行
う
。

⑸
そ
の
他

■
２
０
２
１
年
度
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
の
承
認

•
各
地
区
連
盟
及
び
各
加
盟
地
方
団
体
か
ら
届
出
の
あ
っ
た
２

０
２
１
年
度
各
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
大
会
に
つ
い
て
別
紙
の
と
お
り
２

０
２
０
年
12
月
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
承
認
し
た
。

•
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
と
協
議
し
た
結
果
、
四

国
大
会
に
徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
が
出
場
す
る
。

■
野
球
競
技
の
競
技
施
設
、
用
器
具
等
の
指
導
及
び
公
認
に
関
す

る
こ
と

２
０
２
１
年
度
に
お
け
る
社
会
人
野
球
の
公
式
戦
で
使
用
す

る
ボ
ー
ル
は
以
下
に
掲
げ
る
「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
認
ボ
ー
ル
店
」

11
社
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
ボ
ー
ル
と
す
る
。

イ
ソ
ノ
運
動
具
店
、
ミ
ズ
ノ
、
久
保
田
運
動
具
店
、
松
勘
工

業
、
エ
ス
エ
ス
ケ
イ
、
ゼ
ッ
ト
、
ア
シ
ッ
ク
ス
、
一
光
ス
ポ

ー
ツ
、
ハ
イ
ゴ
ー
ル
ド
、
サ
ン
ア
ッ
プ
、
大
阪
ホ
ー
マ
ー

以
上
　
11
社
と
す
る
。

■
Ｎ
Ｐ
Ｂ
所
属
プ
ロ
球
団
と
の
交
流
試
合

「
プ
ロ
・
社
会
人
交
流
試
合
の
申
し
合
わ
せ
事
項
」
に
則
り
実

施
す
る
。

■
国
内
独
立
リ
ー
グ
と
の
交
流
試
合

国
内
独
立
リ
ー
グ
の
球
団
と
の
交
流
試
合
は
協
定
書
に
基
づ
い

て
実
施
す
る
。

■
２
０
２
１
年
度
の
各
種
負
担
金
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

①
２
０
２
１
年
度
加
盟
団
体
負
担
金
及
び
登
録
料

②
２
０
２
１
年
度
一
般
賛
助
会
員
入
会
金
及
び
年
会
費

③
２
０
２
１
年
度
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
へ
の
参
加
料
に
関
す
る
件

２
０
２
１
年
度
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
公
式
大
会
に
参
加
す
る
チ

ー
ム
の
参
加
料
は
、
主
催
す
る
地
区
連
盟
又
は
加
盟
地
方
団
体

が
定
め
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
他
地
区
連
盟
の
加
盟
チ
ー

ム
の
上
限
を
１
チ
ー
ム
15
万
円
と
す
る
。

■
加
盟
団
体
事
務
担
当
者
会
議
の
開
催

事
業
計
画
の
遂
行
及
び
普
段
の
事
務
手
続
き
や
連
絡
調
整
業
務

の
円
滑
化
、
再
構
築
後
の
登
録
シ
ス
テ
ム
の
運
用
促
進
を
図
る

た
め
、
各
加
盟
団
体
事
務
担
当
者
会
議
を
開
催
す
る
。

以
上

一
般
賛
助
会
員

入
会
金

無
　
　
料

年
会
費

２
、
０
０
０
円

加
盟
地
方
団
体
負
担
金

新
加
盟
チ
ー
ム
加
盟
金

加
盟
チ
ー
ム
負
担
金

活
動
休
止
チ
ー
ム
負
担
金

会
　
社
登
録
チ
ー
ム

ク
ラ
ブ
登
録
チ
ー
ム

会
　
社
登
録
チ
ー
ム

ク
ラ
ブ
登
録
チ
ー
ム

会
　
社
登
録
チ
ー
ム

ク
ラ
ブ
登
録
チ
ー
ム

２
０
、
０
０
０
円

１
０
、
０
０
０
円

２
０
、
０
０
０
円

１
０
、
０
０
０
円

１
０
、
０
０
０
円

５
、
０
０
０
円

加
盟
全
国
団
体
負
担
金

加
盟
全
国
団
体
加
盟
金

加
盟
全
国
団
体
負
担
金

　

５
０
、
０
０
０
円

１
０
０
、
０
０
０
円

登
録
料

役
員
登
録
料

競
技
者
登
録
料

　

２
、
０
０
０
円

２
、
０
０
０
円
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2021年度各加盟団体補助費等の支給について

１．加盟全国団体（７団体）
⑴普及振興補助費　　　　　　　　　　　　各団体上限　20万円
　※１事業に対する上限は10万円、複数の事業の申請がある場合の上限は20万円。
　※従来の普及振興補助金は廃止する。
⑵国際大会出場補助費　　　　　　　　　　各団体　　　10万円
⑶少年野球巡回指導　　　　　　　　　　　要請に応じた人材を派遣する。
⑷中学硬式野球協議会関連事業
　・各地区指導者講習会に対する支援
　　講演の動画配信、修了証の発行
　・全国大会に対するＪＡＢＡ会長杯の贈呈

２．加盟地方団体等
　　⑴各地区連盟
　　　①普及振興補助費　　　　　　　各地区連盟とも上限　40万円
　　　　※１事業に対する上限は10万円、複数の事業の申請がある場合の上限は20万円。

※各地区連盟新人研修会及びクラブチーム技術研修会の開催促進のため、それぞれの事業に各10
万円（計20万円）を上限として支給する。

　　　②都市対抗予選費
　　　　各地区連盟　 160万円
　　　　各地区役員及び競技者登録料（2021年10月31日時点）合計×10％
　　　③社会人野球日本選手権大会予選費
　　　　・日本選手権対象ＪＡＢＡ大会（11大会）
　　　　　試合球　　　２打／試合
　　　　　審判経費　　２万円／試合
　　　④各地区クラブ大会開催費
　　　　１大会に対する支援日の上限を100万円とする。（詳細は別途通知する。）
　　　⑤ＪＡＢＡ大会記念事業費助成金

⑥該当する大会の主催連盟は「ＪＡＢＡ大会記念事業費助成金の支給について」の要領に基づき申
請することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・ （205頁参照）

３．その他
　　⑴各地区連盟主催審判講習会に対する講師派遣（指定指導員各３名）
　　⑵各地方審判講習会（地区連盟以外）への講師派遣（指定指導員１名）
　　⑶各地区連盟主催新人研修会への講師派遣（競技力向上委員会委員２名）
　　⑷各地区クラブチーム技術研修会への講師派遣（競技力向上委員会委員２名）
　　⑸野球競技普及振興事業に対する支援
　　　各地区連盟、各加盟団体、各加盟チームが実施するティーボール教室、野球教室に対する支援
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ＪＡＢＡ大会記念事業費助成金の支給について

日本野球連盟では、以下のとおり「ＪＡＢＡ大会記念事業費助成金」を支給する。

目 　 　 的　　長年にわたり社会人野球の発展に貢献してきたＪＡＢＡ大会の運営に尽力された各主催
地区連盟並びに関係者に敬意を表し、節目となる回数時に実施される記念事業を通じて
当該大会の更なる振興を図ることを目的とする。

対 　 　 象　　原則として、以下に掲げるＪＡＢＡ大会とし、第50回大会以降10年ごとの節目となる回
数時に申請できるものとする。
１Ｇ：地区連盟主催大会のうち、日本選手権大会対象大会
２Ｇ：地区連盟主催大会のうち、１Ｇに該当しない地区連盟主催大会

申 請 団 体　　対象となる大会を主催する地区連盟または加盟地方団体とする。

事 業 内 容　　以下に掲げる記念事業を対象とする。
１）当該大会の発展に功績があった団体や個人に対する表彰や記念品の贈呈
２）当該大会や社会人野球の発展に資すると認められる事業（記念式典や広報活動等）
３）その他、目的に則った事業

助 成 金 額　　１Ｇ：上限　30万円
２Ｇ：上限　10万円
申請額が上限額に満たない場合は、申請額とする。

　　　　　
申 請 方 法　　実施前に以下の事項を記載した「ＪＡＢＡ大会記念事業費助成金申請書」を提出する。

①申請団体名、②大会名、③申請金額、④対象事業費、⑤事業内容
　　　　　　　
助成金の支給　　事業実施後、報告書を精査し、確定額を支給する。

以上
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「
２
０
２
１
年
度
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
要
綱
」

～
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
る
、
魅
力
あ
る
社
会
人
野
球
を
つ
く
る
た
め
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
目
指
そ
う
～

戦
略
に
富
ん
だ
日
本
の
野
球
の
良
い
点
を
消
さ
ず
に
、
現
行
で
“
長
い
〟
“
無
駄
な
時
間
が
多
い
〟
と
言
わ
れ
て
い
る
試
合
時
間
を
短
縮
し
、
魅
力
あ
る
か
つ
国
際
基
準
に
適
合

し
た
社
会
人
野
球
を
実
現
す
る
に
は
、
監
督
・
チ
ー
ム
な
ら
び
に
審
判
員
が
一
体
と
な
っ
た
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

競
技
力
向
上
委
員
会
／
規
則
・
審
判
委
員
会

スピードアップ

項
　
　
　
目

具
　
体
　
的
　
内
　
容

罰
　
　
　
　
　
則

対
　
応
　
方
　
法

関
　
連
　
規
　
則

１
）
20
秒
ル
ー
ル
の
徹

底

走
者
が
い
る
場
合
は
従
来
通
り
20
秒
ル
ー
ル
を
適

用
す
る
。
た
だ
し
い
ず
れ
の
場
合
も
投
手
が
ボ
ー

ル
を
受
け
て
か
ら
カ
ウ
ン
ト
す
る
。

①
打
者
は
理
由
無
く
し
て
打
席
を
外
す
こ
と
は
で

き
な
い
。（
軸
足
を
動
か
さ
な
い
指
導
の
徹
底
）

②
捕
手
は
速
や
か
に
投
手
へ
返
球
し
、
サ
イ
ン
の

交
換
も
迅
速
に
行
う
。

③
次
打
者
は
速
や
か
に
打
席
に
入
る
。

＊
捕
手
・
打
者
の
行
動
が
影
響
す
る
の
で
お
互

い
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
精
神
を
尊
重
す
る
こ

と
。

・
走
者
が
い
る
場
合
、
現
行
通
り
球
審
が
警
告

を
発
す
る
。
同
じ
投
手
が
２
度
ま
で
の
警
告

に
は
罰
則
は
な
い
が
、
３
度
目
は
１
ボ
ー
ル

を
宣
告
す
る
。（
走
者
に
進
塁
権
は
無
い
）
し

か
し
、
審
判
員
が
遅
延
行
為
と
判
断
す
れ
ば
、

規
則
に
則
り
ボ
ー
ク
を
宣
告
す
る
。

・
打
者
が
理
由
無
く
、
打
席
に
入
ろ
う
と
し
な

い
か
、
打
撃
姿
勢
を
と
ろ
う
と
し
な
か
っ
た

場
合
、
球
審
は
た
だ
ち
に
ス
ト
ラ
イ
ク
を
宣

告
す
る
。

・
投
手
に
対
し
て
、
早
く
投
手
板
を
踏
む
よ
う
、

及
び
早
く
投
球
姿
勢
を
取
る
よ
う
審
判
員
が
積

極
的
に
促
す
。

・
打
者
に
対
し
て
、
早
く
打
席
に
入
る
よ
う
、
又

早
く
打
撃
姿
勢
を
と
る
よ
う
積
極
的
に
促
す
と

と
も
に
、
む
や
み
に
打
席
を
外
さ
な
い
よ
う
注

意
す
る
。

・
二
塁
塁
審
が
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
で
計
測
す
る
。

・「
塁
に
牽
制
球
を
送
球
し
た
と
き
」
は
リ
セ
ッ
ト

す
る
。

・
野
球
規
則
５
・
04
⒝

・
日
本
野
球
連
盟
（
社

会
人
野
球
）
内
規
18

２
）
45
秒
ル
ー
ル
の
徹

底

球
審
が
タ
イ
ム
を
か
け
て
か
ら
45
秒
以
内
に
打
合

せ
を
終
了
す
る
。

タ
イ
ム
を
か
け
た
際
に
は
、
監
督
ま
た
は
コ
ー
チ

は
小
走
り
で
集
散
す
る
習
慣
を
つ
け
る
。

・
日
本
野
球
連
盟
（
社

会
人
野
球
）
内
規
14

・
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に

関
す
る
監
督
申
し
合

わ
せ
事
項
（
監
督
の

行
動
）

３
）
内
野
手
（
捕
手
も

含
む
）

内
野
手
（
捕
手
を
含
む
）
は
１
イ
ニ
ン
グ
に
１
回

一
人
だ
け
投
手
の
と
こ
ろ
に
行
く
こ
と
が
許
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
リ
リ
ー
フ
投
手
が
準
備
投
球
を
終

え
た
後
に
捕
手
が
マ
ウ
ン
ド
に
行
っ
て
も
回
数
に

数
え
な
い
。

４
）
攻
撃
タ
イ
ム

攻
撃
側
は
９
イ
ニ
ン
グ
ス
に
３
回
の
作
戦
タ
イ
ム

を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
）
投
手
交
代

４
回
目
の
タ
イ
ム
ま
た
は
１
イ
ニ
ン
グ
に
２
回
目

の
タ
イ
ム
の
と
き
に
は
監
督
は
行
く
前
に
交
代
を

告
げ
る
こ
と
。

６
）
攻
守
交
替

ゲ
ー
ム
中
の
全
て
の
行
動
を
迅
速
に
行
う
。（
歩
か

な
い
、
小
走
り
で
）

ラ
ン
ナ
ー
ズ
コ
ー
チ
ャ
ー
も
歩
か
ず
に
小
走
り
で

移
動
す
る
。

６
．
７
．
８
項
に
つ
い
て
の
罰
則
は
な
い
が
、
審

判
員
が
選
手
及
び
監
督
に
厳
重
注
意
す
る
。

７
）
サ
イ
ン
の
伝
達

打
者
が
打
席
を
離
れ
て
サ
イ
ン
を
見
る
こ
と
を
禁

止
す
る
。（
少
な
く
と
も
軸
足
は
打
席
内
に
お
い
て

サ
イ
ン
を
見
る
こ
と
。）

８
）
防
具
の
着
脱

走
者
は
フ
ッ
ト
ガ
ー
ド
、
ア
ー
ム
ガ
ー
ド
着
脱
を

速
や
か
に
行
う
。

１
）
ミ
ッ
ト
の
移
動
の

禁
止

捕
手
が
投
球
を
受
け
た
と
き
ボ
ー
ル
の
球
を
ス
ト

ラ
イ
ク
に
見
せ
る
意
図
で
ミ
ッ
ト
を
動
か
す
行
為

を
禁
止
す
る
。

２
）
サ
イ
ン
盗
み
行
為

の
厳
禁

走
者
か
ら
打
者
へ
の
サ
イ
ン
の
伝
達
禁
止
。
紛
ら

わ
し
い
動
作
を
し
な
い
。

審
判
員
（
控
審
判
員
含
む
）
が
疑
わ
し
き
行
為
と

認
め
た
場
合
、
当
該
監
督
に
厳
重
注
意
し
、
違
反

と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
監
督
の
退
場
も
あ
り
得

る
。

控
審
判
員
が
そ
の
よ
う
な
行
為
が
あ
る
か
否
か
監

視
す
る
。
又
は
相
手
チ
ー
ム
の
抗
議
が
あ
り
、
そ

の
後
に
違
反
行
為
と
み
な
さ
れ
る
か
否
か
大
会
本

部
委
員
も
監
視
す
る
。

３
）
汚
い
野
次
の
禁
止
相
手
チ
ー
ム
・
審
判
員
へ
の
中
傷
的
な
野
次
の
禁

止
。

当
該
監
督
に
厳
重
注
意
し
、
そ
の
後
野
次
が
続
い

た
場
合
は
退
場
も
あ
り
得
る
。

同
右
。

４
）
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
着

用
時
の
喫
煙
に
つ

い
て
の
注
意
事
項

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
着
用
時
の
喫
煙
を
一
切
禁
止
す

る
。

ス
タ
ン
ド
、
球
場
で
の
フ
ァ
ン
の
前
で
の
喫
煙
を

禁
止
す
る
。

罰
則
は
無
い
が
、
判
明
し
た
場
合
は
連
盟
よ
り
警

告
状
を
チ
ー
ム
野
球
部
長
へ
送
付
す
る
。

５
）
バ
ッ
ト
の
素
振
り

の
禁
止

初
回
ま
た
は
投
手
交
代
時
に
全
員
が
ベ
ン
チ
前
に

出
て
投
手
の
モ
ー
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
バ
ッ
ト
の
素

振
り
を
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。

６
）
サ
イ
ン
の
伝
達

走
者
・
打
者
間
の
手
を
上
げ
る
な
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
合
わ
せ
、
監
督
の
長
い
サ
イ
ン
を
禁
止
す
る
。

７
）
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の

ズ
ボ
ン

す
そ
巾
の
広
い
ス
ト
レ
ー
ト
タ
イ
プ
の
ズ
ボ
ン
の

着
用
を
禁
止
す
る
。（
通
達
事
項
）

８
）
首
輪
（
リ
ン
グ
）

の
禁
止

首
輪
（
リ
ン
グ
）
に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

の
外
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
身
に
着
け
る
べ
き
も

の
と
し
露
見
す
る
も
の
は
禁
止
す
る
。（
通
達
事

項
）

９
）
出
迎
え
禁
止

本
塁
打
・
投
手
交
代
・
攻
守
交
替
な
ど
ベ
ン
チ
か

ら
出
て
の
迎
え
入
れ
を
禁
止
す
る
。

１
）
権
威
を
持
っ
て
厳

正
に
ジ
ャ
ッ
ジ
す

る

ゲ
ー
ム
の
進
行
役
と
し
て
の
意
識
付
け
を
行
う
。

①
審
判
の
役
割
と
し
て
、
ス
ピ
ィ
デ
ィ
か
つ
エ
キ

サ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
進
行
す
る
よ
う
に
積
極
的
に

監
督
・
選
手
に
働
き
か
け
る
。

②
警
告
・
罰
則
に
関
し
て
は
適
正
か
つ
厳
正
に
行

使
す
る
。

２
）
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー

ン
に
つ
い
て

ル
ー
ル
通
り
の
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
の
徹
底
を
図

る
。

・
野
球
規
則
定
義
74
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項
　
　
　
目

具
　
体
　
的
　
内
　
容

罰
　
　
　
　
　
則

対
　
応
　
方
　
法

関
　
連
　
規
　
則

１
）
20
秒
ル
ー
ル
の
徹

底

走
者
が
い
る
場
合
は
従
来
通
り
20
秒
ル
ー
ル
を
適

用
す
る
。
た
だ
し
い
ず
れ
の
場
合
も
投
手
が
ボ
ー

ル
を
受
け
て
か
ら
カ
ウ
ン
ト
す
る
。

①
打
者
は
理
由
無
く
し
て
打
席
を
外
す
こ
と
は
で

き
な
い
。（
軸
足
を
動
か
さ
な
い
指
導
の
徹
底
）

②
捕
手
は
速
や
か
に
投
手
へ
返
球
し
、
サ
イ
ン
の

交
換
も
迅
速
に
行
う
。

③
次
打
者
は
速
や
か
に
打
席
に
入
る
。

＊
捕
手
・
打
者
の
行
動
が
影
響
す
る
の
で
お
互

い
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
精
神
を
尊
重
す
る
こ

と
。

・
走
者
が
い
る
場
合
、
現
行
通
り
球
審
が
警
告

を
発
す
る
。
同
じ
投
手
が
２
度
ま
で
の
警
告

に
は
罰
則
は
な
い
が
、
３
度
目
は
１
ボ
ー
ル

を
宣
告
す
る
。（
走
者
に
進
塁
権
は
無
い
）
し

か
し
、
審
判
員
が
遅
延
行
為
と
判
断
す
れ
ば
、

規
則
に
則
り
ボ
ー
ク
を
宣
告
す
る
。

・
打
者
が
理
由
無
く
、
打
席
に
入
ろ
う
と
し
な

い
か
、
打
撃
姿
勢
を
と
ろ
う
と
し
な
か
っ
た

場
合
、
球
審
は
た
だ
ち
に
ス
ト
ラ
イ
ク
を
宣

告
す
る
。

・
投
手
に
対
し
て
、
早
く
投
手
板
を
踏
む
よ
う
、

及
び
早
く
投
球
姿
勢
を
取
る
よ
う
審
判
員
が
積

極
的
に
促
す
。

・
打
者
に
対
し
て
、
早
く
打
席
に
入
る
よ
う
、
又

早
く
打
撃
姿
勢
を
と
る
よ
う
積
極
的
に
促
す
と

と
も
に
、
む
や
み
に
打
席
を
外
さ
な
い
よ
う
注

意
す
る
。

・
二
塁
塁
審
が
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
で
計
測
す
る
。

・「
塁
に
牽
制
球
を
送
球
し
た
と
き
」
は
リ
セ
ッ
ト

す
る
。

・
野
球
規
則
５
・
04
⒝

・
日
本
野
球
連
盟
（
社

会
人
野
球
）
内
規
18

２
）
45
秒
ル
ー
ル
の
徹

底

球
審
が
タ
イ
ム
を
か
け
て
か
ら
45
秒
以
内
に
打
合

せ
を
終
了
す
る
。

タ
イ
ム
を
か
け
た
際
に
は
、
監
督
ま
た
は
コ
ー
チ

は
小
走
り
で
集
散
す
る
習
慣
を
つ
け
る
。

・
日
本
野
球
連
盟
（
社

会
人
野
球
）
内
規
14

・
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に

関
す
る
監
督
申
し
合

わ
せ
事
項
（
監
督
の

行
動
）

３
）
内
野
手
（
捕
手
も

含
む
）

内
野
手
（
捕
手
を
含
む
）
は
１
イ
ニ
ン
グ
に
１
回

一
人
だ
け
投
手
の
と
こ
ろ
に
行
く
こ
と
が
許
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
リ
リ
ー
フ
投
手
が
準
備
投
球
を
終

え
た
後
に
捕
手
が
マ
ウ
ン
ド
に
行
っ
て
も
回
数
に

数
え
な
い
。

４
）
攻
撃
タ
イ
ム

攻
撃
側
は
９
イ
ニ
ン
グ
ス
に
３
回
の
作
戦
タ
イ
ム

を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
）
投
手
交
代

４
回
目
の
タ
イ
ム
ま
た
は
１
イ
ニ
ン
グ
に
２
回
目

の
タ
イ
ム
の
と
き
に
は
監
督
は
行
く
前
に
交
代
を

告
げ
る
こ
と
。

６
）
攻
守
交
替

ゲ
ー
ム
中
の
全
て
の
行
動
を
迅
速
に
行
う
。（
歩
か

な
い
、
小
走
り
で
）

ラ
ン
ナ
ー
ズ
コ
ー
チ
ャ
ー
も
歩
か
ず
に
小
走
り
で

移
動
す
る
。

６
．
７
．
８
項
に
つ
い
て
の
罰
則
は
な
い
が
、
審

判
員
が
選
手
及
び
監
督
に
厳
重
注
意
す
る
。

７
）
サ
イ
ン
の
伝
達

打
者
が
打
席
を
離
れ
て
サ
イ
ン
を
見
る
こ
と
を
禁

止
す
る
。（
少
な
く
と
も
軸
足
は
打
席
内
に
お
い
て

サ
イ
ン
を
見
る
こ
と
。）

８
）
防
具
の
着
脱

走
者
は
フ
ッ
ト
ガ
ー
ド
、
ア
ー
ム
ガ
ー
ド
着
脱
を

速
や
か
に
行
う
。

１
）
ミ
ッ
ト
の
移
動
の

禁
止

捕
手
が
投
球
を
受
け
た
と
き
ボ
ー
ル
の
球
を
ス
ト

ラ
イ
ク
に
見
せ
る
意
図
で
ミ
ッ
ト
を
動
か
す
行
為

を
禁
止
す
る
。

２
）
サ
イ
ン
盗
み
行
為

の
厳
禁

走
者
か
ら
打
者
へ
の
サ
イ
ン
の
伝
達
禁
止
。
紛
ら

わ
し
い
動
作
を
し
な
い
。

審
判
員
（
控
審
判
員
含
む
）
が
疑
わ
し
き
行
為
と

認
め
た
場
合
、
当
該
監
督
に
厳
重
注
意
し
、
違
反

と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
監
督
の
退
場
も
あ
り
得

る
。

控
審
判
員
が
そ
の
よ
う
な
行
為
が
あ
る
か
否
か
監

視
す
る
。
又
は
相
手
チ
ー
ム
の
抗
議
が
あ
り
、
そ

の
後
に
違
反
行
為
と
み
な
さ
れ
る
か
否
か
大
会
本

部
委
員
も
監
視
す
る
。

３
）
汚
い
野
次
の
禁
止
相
手
チ
ー
ム
・
審
判
員
へ
の
中
傷
的
な
野
次
の
禁

止
。

当
該
監
督
に
厳
重
注
意
し
、
そ
の
後
野
次
が
続
い

た
場
合
は
退
場
も
あ
り
得
る
。

同
右
。

４
）
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
着

用
時
の
喫
煙
に
つ

い
て
の
注
意
事
項

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
着
用
時
の
喫
煙
を
一
切
禁
止
す

る
。

ス
タ
ン
ド
、
球
場
で
の
フ
ァ
ン
の
前
で
の
喫
煙
を

禁
止
す
る
。

罰
則
は
無
い
が
、
判
明
し
た
場
合
は
連
盟
よ
り
警

告
状
を
チ
ー
ム
野
球
部
長
へ
送
付
す
る
。

５
）
バ
ッ
ト
の
素
振
り

の
禁
止

初
回
ま
た
は
投
手
交
代
時
に
全
員
が
ベ
ン
チ
前
に

出
て
投
手
の
モ
ー
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
バ
ッ
ト
の
素

振
り
を
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。

６
）
サ
イ
ン
の
伝
達

走
者
・
打
者
間
の
手
を
上
げ
る
な
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
合
わ
せ
、
監
督
の
長
い
サ
イ
ン
を
禁
止
す
る
。

７
）
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の

ズ
ボ
ン

す
そ
巾
の
広
い
ス
ト
レ
ー
ト
タ
イ
プ
の
ズ
ボ
ン
の

着
用
を
禁
止
す
る
。（
通
達
事
項
）

８
）
首
輪
（
リ
ン
グ
）

の
禁
止

首
輪
（
リ
ン
グ
）
に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

の
外
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
身
に
着
け
る
べ
き
も

の
と
し
露
見
す
る
も
の
は
禁
止
す
る
。（
通
達
事

項
）

９
）
出
迎
え
禁
止

本
塁
打
・
投
手
交
代
・
攻
守
交
替
な
ど
ベ
ン
チ
か

ら
出
て
の
迎
え
入
れ
を
禁
止
す
る
。

１
）
権
威
を
持
っ
て
厳

正
に
ジ
ャ
ッ
ジ
す

る

ゲ
ー
ム
の
進
行
役
と
し
て
の
意
識
付
け
を
行
う
。

①
審
判
の
役
割
と
し
て
、
ス
ピ
ィ
デ
ィ
か
つ
エ
キ

サ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
進
行
す
る
よ
う
に
積
極
的
に

監
督
・
選
手
に
働
き
か
け
る
。

②
警
告
・
罰
則
に
関
し
て
は
適
正
か
つ
厳
正
に
行

使
す
る
。

２
）
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー

ン
に
つ
い
て

ル
ー
ル
通
り
の
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
の
徹
底
を
図

る
。

・
野
球
規
則
定
義
74

マナーアップ審判員
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